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1 

京都 四條 通りの 有名 i^fe&lcj 浪と 生れ、 器量が いいと ころ を 見込まれて、 〇 本願 寺の 御 M にあがつ 

たのが 緣 となり、 當 時の 執 1^ 所 ilk として IS 捩りの よかった * 下 了 得と いふ 舉者 的な 情の 後妻に なつ 


しづ-) 

た靜 H. 


5^5^の子がニ人ばかりぁったが、 それ は いぢめ 拔 いて 追 ひ 出して しまった。 自分の S 子に 濱 子と 云 

ふ 姉と 鶴 子と いふ 妹と が ある。 先妻の 子 を 家から 瞎れ させる のに は、 妻に あまい 了 得の 異 Ifl はない の 

で、 何の 苦 もなかつ たが、 靜子 I— 了 得の 妻 11 自身の 實子 である 鶴 子に 關 して は、 いつも 家庭に 波 

i があった。 妹の 方 は 生れる と 直ぐ、 母の 盧榮 心と 賛澤 遊びとの 權牲 になって、 車屋 か 何 かのうち に 

里子に やられ • 六歲 になって から、 やう やく 家に 歸 つたので、 初めから わが 家に はなつ かなかった • 

姉の 濱子 はおとな しい 方な ので、 妹の « 子に よく いぢめ られ た。 それが 姉妹と も， 十代に なって か 

らも • さう！ UO 母 は それ を：：： 兼て 姉の 方の 肩を持つ と • 強情な 妹 は 一 He 執念深く あばれ 5^ す。 


『お母さん はいつ でも 姉さんの 肩ば かり 持た はる』 とすね るの だ。 『ss 子 どす さかい、 なァ OJ 

せん 

『糠 子！』 と、 母 は 行きつ まるの が 常 だ。 先妻の 子 をす ベて 追 ひ 出して しまった のが、 自分の 世 S か 

ら惡く 云 はれる もとにな つて ゐ るの を 知つ てゐ るからで ある。 

靜子 はいつ も その 申し 譯 らしい と を 出入りの 人々 に 云って 聽 かせる。 出入りの 人々 はすべ て靜 子に 

よって 了^に 取り入り、 了 得に よって また 本願 寺に 取り入ら うとして ゐ たものば かりだ。 子の 心 t 

迎 へる 爲 めに、 その 話が 出る たんびに * 特別に 濱 子を讃 め、 鶴 子の こと は餘 りょく 云 はない。 それお 

靜子 はいい 證據 にして、 鵜 子 を 責める。 

，す もと 

『財務 部の 川经 さん もさう 云 ふた、 出入り 商人の^ 本さん も かう 云 ふた』 と 並べ立て ると、 今度 は 了 

得が 鶴 子の 肩を持って、 その 母 をた しなめ る。 靜 子の たぶ さ をつ かんで • 引きす り ま はすこと などが 

^々あった。 然し これ は、 兩 子に 對 する 愛の 爭 ひと 云 ふよ bN も、 靜 子に 對 する 嫉妬からで あつたと い 

ぶ 評判 だ。 

かの 女 は 別に 浮 g ッぽ いところ はない。 が、 然し 生れつきの 美人 は、 女好きの 多い 本願 寺の 縣係者 

なかま 

並に出入りのもの仲^！のぉほ評判でぁった。 なかには、 事情 を 知って、 了 得の 心 を 焚きつ ける 徒ら も 

へ さ 

の もあった。 靜子は それ を 知って ゐ るから、 ぶたれ やうが、 引き すられ やうが 平氣 で、 直ぐ その n で 

招 物の 不斷 着の 襟 を 正し、 琴に 向って、 『長 恨耿』 など を彈 じて ゐ た。 

0  子  111 
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本願 寺で は * 法主 をの ぞいて、 眞下了 得 ほどえ らい ものはなかった し、 世間 一般で も、 その 名^と 

け，；？ せ. a 

そ の 富有な 生活と を 羨んで ゐた。 たださへ 豪傑 肌 の 再が 、自由 に 權勢を 振る へる ままに、 したい 放 Sf を 

した。 出る に は 必らす 馬車 • 家に ゐて はまた 立诚な 衣食。 子供まで がそれ を當り 前の ことにして、 氣 

儘 のし 放 であった。 鶴 子の 如き は、 殊に 人に 對 して 高く とまって ゐ たばかりで なく、 親 や 兄弟に 對 

ち だ 

しても わが 儘 一方に 育って. K- た。 

『その代り、 鹧 ちゃん は 正直 やけれ ど、 K チ さん は 人が 惡ぃ』 と 云 ふ 親戚 知人 問の 定評であった。 K 

ゆる 

際、 姉の 方 は會て 子に 許した こと はなく、 in: 分の 美 を 誇って、 却って、 ただ 男子 を 迷 はすの を樂し 

みに してね た樣 だが、 妹 は、 母が 父と 温" 水な どへ 行った 留守が 度 かさなる 間に、 家の 書生 僭の 田 口 K 

もんちゃく 

嶽 と出來 合って しまった。 それが 爲 めに 大 悶着が あった 末、 嚴嶽が 出入り を とめられ たこと も ある。 

わが 儘 ものの りなろ 家庭 は 他人の 知らない 亂 脈の 狀 態に なって ゐて、 お 互 ひの 間の みならす、 他 

人に 對 しても S 船が 行 はれ、 靜子 も濱子 も、 少しで も 自分の 意が 通らない と、 さう いふ 苦がない と 2^ 

C ら ビと 

ひ 込み， きッと 誰れ か 邪魔 をす るの だ。 きッ とこ ちらの 云 ふ 通りに しない からだな どと、 恨み言 を 云 

ふ 0 

ぜ つ ちゃ AN 

了 得が 淸國へ 巡回し、 北京の ホテルの 長い 梯子の 絕 預から ころげ 落ちて 死んだ 時で も • 決して 了 

で^す. A 

自身が 惡 かった ので はない、 11 渠は その 時泥醉 して ゐて、 腰が ふらつ いて、 ® り 手に 落っこち たの 


だが —— ^があって、 つき ー洛 したの だとした。 さう でなければ * いくら 醉 つて ねても、 そばに つき 添 

つて ゐる 者が あるから、 助ける 苦 だと。 今に 至る まで、 さう 信じて ゐ るし、 また 人に もさう 話して ゐ 

る 0 

/• んぱく 

了^ は 金錢に 淡白であった から • 殆ど 蓄財な ど はして なかった。 その上、 權 勢に 附隨 して ゐ ただけ 

ま した 

の 門お や 出入りの 人々 がば つたり 足 を 向けな くな つてから、 眞 下の 門前に は 草が 生える ばかり、 收入 

の 道 は 5!^ えてし まった。 それでも • なほ 元の 執行-き M 下 了 得の 家で あると いふ 氣 位が 萵く、 いいだ S 

を ャ；^ て， いい 八 d 物 を 食し * ほ 子 自身が さきにな つて、 锦日 • お 化粧 ゃ彈 琴な ど を 忘った ことがない。 

『あんた、 そない な こと. ぱッ かりして て • 行く末 を どう 思 ふて ゐゃ はる』 と 里 かたから 注意 されても、 

なかく その 注意 を 取り あゆない ので、 親しい 親類で さへ、 相 乎に しなくな つた。 

『お化け 星 敫 113- たいどす、 な』 とい ふ 評判が 立った。 荒れて だ だ ッ廣ぃ 邸宅に たった 三人の 女 づれが 

—— 而も 凄い 程め かし 込んで —— 住んで ゐ たからで ある。 そして 馬を寶 り、 馬車 を資 り、 馬丁に 喂を 

けっこう じう もつ  £  ^ 

やり、 結構な 什物 を 喰って しま ひ- その 邸宅 その物 も 人手に 渡った 時には、 もう、 何 ほどの 現金も^ 

ら なかった。 うまい ことば かり 云って 入り込んで ゐた 骨董 星 ゃロ錢 取りに、 家 道具 を 殆ど 全く 自. H に 

されて しまった 0 

ひとたち 

『けたいな 人達 や、 なァ』 と氣 がつ いた 時 は、 もう 追ッ つかなかった。 いよく^して 來 たので、 靜 
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a す こ けんかう  ►  r.  )  I  r 

子 は 自分の 家の 元の 執事で、 今は柬 京で 其 佛敎雜 誌 を 出して ゐる 墦子憲 行と いふ 人に 泣きつ き はした 

增子 も、 む を 得す、 故 了  に 世話になった 弟子 共から 醵金で もして、 a 下家の 維持が 出來る 5!g に奔 

走して 見ようと いふ (然しお ぼっかな いがと 心で は 思った) 返事 をした。 

すると、 直ぐ、 案內 もな く 東京へ 引ッ趑 して 來た。 十二月 も餘 日が すくなく なった 頃で、 京都に ゐ 

れば、 諸方へ の歲暮 などの 費用 も かかる から 早く 來 たと 云 ふわけ であった。 

『<? お、 本鄉西 片酊へ 落ちつき 候』 とい ふ 通知が 來た 翌日 * 增 子が 鬼に 角 訪問して 兒 ると、 四十 四 五 

歳の 後家さん がお ほ 肌ぬ ぎに なって、 お 化粧 をして ゐる 最中 だ。 狭い 家の ことで あるから、 娘が 陣子 

ち-つちよ 

を 明ける と、 土間から 直ぐ それが よく 見える。 錫 は あがり 兼て、 瞎踪 して ゐ ると、 

『け ふ は、 な、 增子、 これから 芝居に 行く の やさ かい、 また どうぞ 來 ておくれ やす。』 

『左樣 で!； ぎい ます か』 と 答へ て、 增子は そこ を 出た が、 そんな 遊びが 出來 るので は、 困る と 云って 

もま ださう 困って ゐ るので は あるまい と 思った。 そして 渠が 三日 ほど 經て 行って ると、 その 家 は 空 

k になって、 『かしゃ』 札が 張って あった。 渠 は 狐に でも だまされて ゐる 様な 氣 がした。 

/  ちょっと 

すると、 年が 明けて、 一月の 中旬に なって、 また ハガキ が 今度 は靑 山から 來て • 鳥渡 來て くれろ と 

ある。 增子 はしぶ くながら 出て 行く と、 靑山ー 丁目で、 赤阪 見附の 方から 來た 電車 を 下りて ♦ 直ぐ 

その 線路と 練兵 楊との^ にある 一 廓內の 細い^ 町に 這 入り、 枳殻 垣根の 中に 一二 軒 長屋が あって 1 一軒 


は 接 冶 er 1 軒 は 桶： r その E ン 中の 一 軒 だ。 格子戸 を 這 入る と、 直ぐ 八 疊の座 で • 他 は その に 

二 « の 間が ころに つづいて ある だけ だ。 後家さん は 誰れ か 知らない 娘の 子に 琴 を敎へ てゐ た。 

『ま ァ、 ようこそ —— まァ、 あがって 一 服して おくれ やす — 』 

お M がが 濟ん で、 その子が 歸 つてし まう と、 靜子は 琴 を 紙 張りの * 肝 3 に 文て かけ、 坐 わり 直しての 拔 

拶だ。 

せ b 

r こな ひだ は、 わざく 來 ておくれ やした けれど、 忙しい もん どし 一に さかい、 なァ 11 その後 一度、 

伺 はう ぎて ます けれど. - 矢ッ 張り 忙しな うて、 な 一 I 琴の 師匠に なりまして、 もう、 一 人 二人 來ゃは 

るので 御座います。』 

r それ ままに 角 結構な ことです』 と • 增子は 答へ た 。『で、 ぉ鎞 さん 方 はどうな さって をり ます？』 

「あの、 ^子 は、 な * おとなしう も あり * また 琴 もよ く 出來る さかい、 うちに & はいて、 わたしの 手傳 

ひ をさせる 様に しとり ますが、 鶴 子の 方 はう ちへ 置いても 仕 やうがない さかい、 あの、 あんた もよう 

だ じえ 

知っての、 保險會 社の 田 島に やって 置きます。』 

！- それ は、 また 11 』 

『いや、 增子、 恩 知らす の簿情 ものが 多い 世の中に も、 あの 田 島 だけ は 感心な 人 や。 こな ひだ も 御 年 

しんしう 

始に來 て • な、 お父さんに はいろ く 御世話にな つたて、 な 11 それ、 宗保險 と 合併 問^の 時 や —— 
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1^ 恩； a しに 鹤 子の 世 se をして やる と 云 や はった。』 

『奥さんが さう 云 ふ 思し召しなら、 わたくしの 方 で^に. S. しあげる こと も 御 をり ません けれど • あの 

田^：なら、 決して そんなし ほらし ぃ考 へから 鹤子さ ん をお 世話し ようと 云 ふので は 御 座 ります ま 

s> —— 』 

『そんなら、 どう 云 ふわけ どす？』 

じん 

『さ ァ、 あの 仁 は —— 女に かけて は • 目がないので す。』 

『へえ』 と • びッ くりして、 『そんな ことかい， た？ 以：, S にも • そな いなこと があった。 中 S とかい 

ふ 子爵さん から 養女に もろて やる 云 ふさ かい、 よう 調べて 見る と • 目 かけになる の やさう で —— 鶴 子 

はお こって しもて、 ことわりました。 —— けれど • た、 滑 子 • どうせ あんな やくたい な 子 やさ かい、 

今度 は * もう、 死んだ とお もて やって 置けば ええ やない か？』 

『ですから • わたくし は 何も 中し ますまい * その代り • 蹄で 何 ごとが 起ら うが、 それ を わたくしの 方 

へ 持って 來て赏 うて は 困ります。』 

『そり や 何も 云 やせん さかい、 な』 と • 靜子 はニ叠 へ 行って • 茶 を 入れて 來て、 『あの 驃金 のこと は ど 

ないどす か？』 

『，てれ もです， n と • 增子は 少し 言 を强 くして， 『奧 さんの 樣に氣 儘 *  ^^^では困ります。』 


、つて 

『どう 勝手 どす、 な？』 

「どうと^して- まだ 成功す るか せんか 分らん のに、 無斷で 京都の 方 を； き拂 うたり、 西片 町へ， ぶ t ち 

つきな さる かと ひふと • いつのまにか こちらへ 御移轉 なさったり- II かう 云 ふこと では、 とても， 

わたくし 達 はお 世話 出 米 かねます が I 』 

『そり やわた しが惡 う 御. M いました。 これから * 何でも あんた に相該 します。 あんた に ig 金 を I か i5 で 

もして n はんと • な、 うちの jtt しが 立たん さかい • な —— 』 

『成功す るか どうか 分りません が * 奔走 はせん ことはありません。』 

『频 みます 11 ここへ 引ッ 越し ましたの も • あ ciT 芝： ii5 に 〔仃 て、 歩兵の 大 Si とかして ゐゃ はる 人の 

おほさん に出會 ひまして な、 自分 も 琴の 師匠 をして， Q や はるので- わたしに も そ， こ. な to そ L こま 

靑山 がえ えと * 親切に 云 ふて くら はりました さかい、 急に：；^ き 移りました ので!： ぎい ます o』 

『それ も 結構で 御座りましょう。 然し 奥さん、 申し あげて 置きます が- 今では、 もとの 御身 分で ない 

のです から、 贅澤 はお やめに なった 方が よろしう 御座ります。』 

『それ は- もう- よう 承知 どす。 ，#覽 の 通り * こない な狹 くるしい 家に 這 入りまして、 娘 だけ は 仕 P 

うが 街 1^: りません けれど、 わたしな ど は 成るべく 御 化粧 一 つ せん 様に しとります on 

『では、 兎も^ • 奔走 は 致して 見ます』 と、 增子は 立ち あがった。 そして、 土 問に 下りて 下駄 をよ く。 
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靜.^ は旯 送って 來て濟 まない と 云 ふ 様な 顔つきで もぢく して ゐたカ  . 

『あ • て！ ii 待って おくれ やす』 と 云って 立ち あがる。 眞向 ふに ある 戸棚 を 明け、 その 中に 這 入り、 

！ 5 かたの 附 いた 唐紙 を 半ば 締めた が、 その 中で 何 か 引き裂く 様な 音が ばりく する。 それ を聽 いて j 

ゐ た^子、 心で は、 前に も 狐に I- かされた 檨な氣 を させられ たの を 思 ひ 出し、 いよく 不思議な こと 一 

をす る奧 さんだ。 ますく ill な こと を 見せる 後家さん だ、 と 樣に考 へた。  一 

すると、 靜子 は、 手に I 枚の i§ 11 寫虞 帳から いま 引き裂い たので あろ II を 持って 出て 來て、 

『これ ま、 な、 口 ンドンと云ふところから送ってもろた{^^-眞どすが、 な、 あんた のお 子のお もちやに- 

でも 一 つ 持て 返って くら はれ』 とさし 出す。  一 

『何 だ、 つまらん もの を』 と 思った が、 折角 吳れ ようと 云 ふの だから、 『ありがたう 御座ります』 と受 

け 取って、 別れた。  な  一 

增子憲 行 はもと i じ 事で あつたと 云 ふ から、^ 典，^ の 遺族の 爲 めに、 鬼に 角 • 亡くなった 先生のお 一 

もな 弟 ども 三 四 人に 醵金の 相 f して 見た。 然し どの 弟子 も、 どの 弟子 も 同じ 様な こと を 云って r 

成しない。 かう だ 1.  ず こん 

『先生 こ は 無論 世話にな つたが、 あんな わが i な、 氣遠ひ 同志 見たい な 家族の K 任 を 受ける の はい 1 


增子 は、 .E 分の 受け 八：： つて 見た ことが 不^尾な のに ほと/ \ 閉口した 上、 自分 を もとの 様な 關 係で 

取り扱 ふの が餘り 面白く もな いので、 K 下家 へ 成る ベ く 近 よらな ぃ樣 になった。 

田 島と いふ 保險里 へ 行った 鶴 子 は、 女に かけて は 有名な 田 島に 自由に されて ゐ たと 思って ゐる人 も 

ある。 また • まだ 全く、 京都に ゐる 嶽と 手が 切れないから、 田 島の 自由に ならない ので、 返された 

の だと も 云 はれる。 兎に角、 また 家に 歸 つて 來た。 

ぢょ  や うぢよ 

かの 女 は、 父がゐる^^^らして、 これまで にも、 いろんな 家へ 養女の 如くして やられた ことが める。 

また、 女 誓 生の 様に してよ その 家に ゐ たこと も ある。 それ はた だに かの 女 を 好かない： の 仕 わざば か 

りで はない 11 かの 女が 母 や 姉と した 時な ど は、 自分から 出て 行って • 世話になる {み を： 1^ つけた 

こと も あるく らゐだ 0 然し、 どこでも、 どこでも、 そこの 主人 か、 家族 か、 書生 かと 衝突して 歸 つて 來 る。 

キ- うもん 

『また • どうして 歸 つたの』 と.' 丁度 獨 りで 琴の 稽古 をよ その子に させて ゐた 婶の濱 子が 亂問 する。 

度々 のこと であるから， 輕 蔑の 氣味も あるし • また 困った 子 だとい ふ 心配 も あるし * 少し 聲 がする ど 

過ぎた。 すると、 そこに 坐 わった 鶴 子 もた ださ へ むかつく ところ だと 云 はない ばかりに 目に^ を 立て、 

荒い^で、 

鶴  子  二. 
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「どうして でもよ ろしい、 あんた Q 知った こと やお へ ん。』 

『さう』 と、 濱子 はわ ざと 聲を 租らげ * よその 子の 手 まへ、 目に 見えて ねる 衝突 を 避けた。 

全 ST 錢 子と 云 ふの は 本名で はない ？ I 複 せて. すらりと 脊が 高い のが 鹤 に似て，" ると 云って • 子 

供の 時から tj う S< がさ ラ 浮び ほして ゐ たのが、 家族 以外に も 通 0 名と なって しまった。 それが 佛. 3 づら 

をして、 しな もな くつ ッ 立って ゐ たが、 急に ニ蓥の 茶の 問に 行った かと 思 ふと、 わざと どたりと その 

からだ をお に 投げた。 そ Q 勢 ひで、 が i にか かって ゐる鐵 が 五德を はづれ て、 灰い 祌樂を あゆた。 

濱 子が 氣づ いて、 琴の 手 を やめ， 立って 行って 見る と * 火鉢から 灰け むりが 立って るる そばに • 妹 

は， 田 島で おらへ て 貰った お 召の 小袖に Is 珍 0 丸帶を つけた まま、 平氣 で、 潢 になって ねる。 默 つて、 

錄瓶を 直して 置いて、 濱子 はお 85」「 口 をす ませた。 

習 ひ 子が 歸 つて 行った 禳で、 濱ーナ は 琴に 向った まま じ ッと考 へて るると、 一月 下旬の 夕 かた 近い 寒 

さと 家の 見 じめ な狀 慈と が 同時に 自分り 心にまで _ かみ 込んで 來る。 そして 妹が またう ちに ゐ るの を 母 

が發 見す ると、 またく 家に 一 騒動 起きる だら うと 田、 & つて、 それが 厩で、 厩で たまらない。 こな ひだ 

から 起って ゐる も、 乗り 氣 になって 閒 けな いのは 、どうせが した sis みのある ところで はなし， 

その上 妹の こと や 家の 成り行き を考 へる からで あると 思 ふ。 きの ふからの 洗 ひ髮も 長く 垂れた まま 

で、 かき 上げる 氣 にならない。 そこへ、 


ど ま  はナ 

『今歸 りました』 と • 母の 靜 子が 土 問から あがって 來て、 濱 子と 琴 を 隔てて 斜 に相對 すると ころへ 坐 

わる。 

『寒う おした やろ。』 

『爽、 かった こと は. I、 かった けれど、 な、 うれし いのは、 向 ふの醫 者さん 云 ふの はな かく 結構に 暮し 

てゐゃ はる さう や c』 

『もう • そんな 話 やめて おくれ やす —— わたし はどうで もよ ろしう おす o』 

『また そな いなこと 云 ふて、 あんた も鹤 子の やうに 氣儘 どす か？』 

『どうせ、 これまでに 碌な 緣談 はなかった やお へんか？』 

『それが、 な、 今度の はええ さかい、 な 11 それに、 な • 木 村 先生のと こ へ t 仃 たら、 鹤子を にし 

たらえ え 云 や はった。 あの 子 は 自分で 女優に なりたい 云 ふた さう や。』 

『ふん』 と、 募で 笑って、 『本人が 望みなら、 望み通り にした 方が 落つ くどす やろ。』 

『さう や、 な。 E 島さん とこ も餘. OS 面白ない 判 やし、 あの 子 も 腺 や 云 ふて たさう やさ かい、 ま JMfg 

つて 來 るか 知れ へん、 な。』 

『もう、 ^つてます』 と * 濱子は 二 疊の方 を 尻 ほに 见る。 

『ええ！』 母 はたち まち 目 を 四角に して、 驚き 且 怒って 立ち あがった。 濱子は そ 知らぬ 風 をして 額て 

鶴  子  一 一 II 
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垂れて 來る髮 の 毛 を 手で 紀 ろに ま はし、 立って 琴 を 持ち あげる。 その 細い、 白い、 華奢な 手へ、 裹 ハ 

の 障子の 破れから のぞく 日の 光が 當 つて、 こッ ちへ 來 いと 云って ゐる樣 なの を、 すけな く 振り そむい 

て 、寂しい 後ろ姿 を 見せる。 壁に 琴 を 立て かける ので ある。  - 

母 は、 また、 その 窒 11 家族の 食堂、 &問、 兼應接 室で ある 室 — の @ を 域 立てて、  ^ 

『どこに をる の や、 鶴 子 は』 と 叫んで、 わざとけ たたまし く 二 墨の 障子 を 明ける。 障子 はすべ つて、 

ばたり と 柱に ぶっかつ たので、 ii はしない つもりの 鶴 子 も 驚いて、 寢 ころんで ゐ なから 半身 を起レ 

た。 そこへ 母が 又 あびせ かける、 『何で 歸 つて 来た？』  .： 

『うち どす さかい』 と、 i かぐ 1 した 聲を ふくれた 面から 出して、 鹤子 はまた 潢 になって しまう。 

『何 や 11 あんた の 樣な人 は どこ へ でも 行て 貰 ひます。 J  , 

『行き ま へ ん！』  . 

『行て 貰 ひます！』  - 

『 行き ま へ ん！』 

『何で 行かん？』  _ 

『默 れ！』 鶴 子 は 亡父の 口調 を？ 具^る でもな く  * 似て、 母が 手 を かけよ ラ とする の を 足で はねのけ 

『あんた の 物 やない —— お父さん のうち どす OJ  ^ 


『お父さんが 死な はッ たら" わたしが 代り どす OJ 

『えろ おすな、 代りが 出來 ます か？」 

『 出來る さかい、 あんた は 行て 貰 ひます。 J 

「行き ま へん、 うち どす！』 

『わたしが 置きよ へん、 出て 行け！』 足踏み をして 母 はつ ッ 立った まま * 娘の づ うくし くも 海老の 

様に 曲り なりに ころがって、 に 手 を 直ね てゐ るの を 見お ろして ゐ たが、 かッ となった あたまが それ 

だけで は 満足 出來 なくなって、 r さァ、 出て 行け、 出て 行け』 と、 片手 を 捕へ て 引きす り 起さう とする • 

鶴 子 は、 細い 割りに は發 達し 切った からだの 重み を じッと 持たせて， なかく 動かない。 色の 白い 

t<.r す》 ク 

Is^ 筋に 添って 靑味 がかった 目 を 凝らして、 母の 赤くな つた 顏を にらんで ゐる。 

ぎやく 

母 はます，/ \ 躍起と なって、 力 I 杯 娘の 手 を 引く と • 娘のお もみ は 肩まで あがる。 それ を 怒って、 

截子は 懸命に 振り 拂ひ、 

『こら、 くそ 婆ァ』 と 足で 蹴飛ばし、 また 元の通り ころがって しまう T くそ 婆ァ！ 色氣違 ひ！」 

姉 は 隣室 を片 づけながら そッと 注意して ゐ たが、 たまり 幾て、 聲を かける、 

『お母さん， こちらへ お出で やす。』 

『仕樣の ない 子 や、 なァ』 と • 母 も 二 S の 間 を 出て 来る。 

鶴  子  一 五 
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r ほたら かしてお g きやす、 i とろと • 外 即が惡 い』 と、 濱子は 云った が、 心の 一 面で は、 母が、 父 

在 り #は、 い ぃ华 になって まで も、 父 と共にと ち 狂って ゐ たの を、 妹 も 見て ゐて、 まだ 忘れて ゐな 

いの だ * な、 と 思 ふ。 

『どうして やろ か、 なァ、 ほん まに？』 

こんばん ぢゥ  ► 

『かもて をれば、 今 晚中も かかります。』 

『困った 子 や』 と、 母 は 八 盤 の 3 典ン 中に 坐 わり 込む。 濱子も その そばに 坐 わる。 

卜 子に うつる ゆ ふ！ n の 光で- 母の 目まで が 据わって ゐる のが 見える。 それ を 見て 濱子も 急に 目の色 

が變 つた.^ 

さけくさ  へや-  J  )  -  3 

『ああ、 お 酒. li- い、 なァ』 と • 母 は 部 星 を 見 まわす。 

『またお 母さん はお ハ乂 さんの こと を 思 ひ 出さ はった』 と， 濱子は 身ぶ る ひして 

『うちに は 誰れ もお 酒 を飮む もの はあり やしま へ ん。』 

『それでも 六い！』 

『今まで わたしば かり ゐた のどす。 お母さん は 時々 そな いなこと 云 や はる けれど、 お父さんが 亡く fc 

でき 

ら はつてから は • お 酒と 云 ふ もの は 二 滴もう ちへ 入れた こと はお 《ん OJ 

『それでも 奐 いやない か？』 


『鶴 子が 飲んで 來る わけ もない し II 』 

「鶴 子 やお へん！』  - 

『では、 わたしが 飲んだ 云 やはります か』 と、 濱子は 思 ひも かけない ので、 むッ として、 as を 向く。 

『あほらしい！』 

『それでも、 いのは どうした』 と， 母は濱 子の H を 追 ふて、 問 ひつめ ようとす る 勢 ひだ。 

濱子 は. 0 分のお ちつき を貌れ ば、 家 磨 はまた 一 時亂 脈に なって、 一 ニニ 日 はき ッと 三す くみの 樣 なに 

らみ合 ひ を 現す るの を 知って ゐ るから、 身づ から 氣を しづめ て仕專 箱 を 取り出し、 縫 ひ 物 を 始める。 

この 一 家族 はすべ て 、今でも、 木綿物 を^た ことがない。 然し 京都から 持って 來た衣 物が 段 * 質展へ 

運ばれて 行く のに S ひ 及ぶ と、 濱子 はこの 末 どうな つて 行く の だら うと 考へ すに はねられ なくなった。 

I  二 

て さそん 

そこへ 尋ねて 來 たの は、 木 村 笛 村と 云 ふ 琴曲 家で 11 眞下 未亡人 もこの 人に 就て 奥許し を 取らう と 

して、 3?.*<稽古 をして 貰 ひに 行く ことにな つて ゐる。 優しい 琴 を彈く 人物に は 似合 はす、 堅 肥りに 肥 

つて、 腹な ど はお 袋の 様に f おび 出して ゐる。 然し 不斷の 衣 物が また； 太平 式の くくり 袖， くくり 袴で、 

帽子 も その 時代の 冠 見た 樣 なの をつ けて ゐ るので、 却ってつ り 合が 取れて、 さう 見に くく はない。 鶴 


泡 鳴 仝 集 第三 卷  一/ 

子 も • この 笛 村が 京都に ゐる 頃、 一 度擧 僕と して、 蕖の 家に ゐ たが、 # の男窨 生と 組み打ちの. ぉ嘩を 

して、 飛び出し たの だ。 

『ま ァ， 先生』 と、 靜子 は！^ 25 ばんで ゐた 顔つき を 急に 一 變 して、 迎 へに 出て 、『さ ァ、 どうぞお 通り 

やしと くれやす』 と、 丁寧に あがり 口に 手 をつ いてお 辭儀 をす る。 

笛 村， 4 れ I！ しながら 古^な 靴を脫 ぎ、 おもい からだ を もちあけ て 座敷へ 通る。 そして、 

r^i は失禮 致しました』 と • 鳥渡 首 を 下 ゆる も 苦し さうな 挨拶 だ。 

『わたし こそ 失禮 致しまして、 なァ、 先生』 靜子 は、 わざとら しい 追從 顔に 追 從聲を 添えて、 渠と相 

對 して 坐 わる。 濱子は 挨拶 をして から 直ぐ 茶 を 汲みに 立つ。 

『先生、 わたし Q&t 寸に、 鶴 子が また つて 來 まして、 なァ』 と、 靜子は 少し 訴 へる 様な 調子になる。 

『さう どす か』 と、 笛 村 も 京都 n 調で 受けて、 鳥渡 意外ら しい 樣子 をした が、 『それ も 尤も か 知れ まへ 

ん 1 いや やと 云 ふて たから。 わし も、 なァ、 お母さん、 け ふ は 鶴 子さん のこと で來 ました。 先刻 も 

跪 云 ふた 通り、 どうです * 鶴 子さん を 女優に したら？』 

『りたし も、 な、 今、 先生のお 話を濱 子に 云 ふて たと ころ どす。 濱子 も、 本人が 望みなら • さう させ 

たらえ え 云 ふて ます。』 

『あんた も』 と、 笛 村 は 茶 を 持って 來た濱 子に 向 ひ、 『異存 はあり ま へん、 な』 と 念 を 押した。 


『わ fi. し、 別に 異存 はあり ま へん』 と、 擎は齒 ぎれ よく 答へ て、 『けれど、 先生、 擎 y そんな， J 

みが 御座. OS ませう か？  I 

『そり や、 あります とも』 と、 笑 ひながら、 『稽古 さへ すれば、 な o』 

『そ § 古が』 と、 濱子も S につり 込まれながら、 『kl^ まひよう か. あんな irl な 人で？』 

『そや さか 5、 本人 sf 突. S て 誘ねば ならん』 と， 1 は 答へ て、 sm 

あろ こ； Tfl るつ。 渠の 家で 一  I 子も會 つたことの ある- 擎 はまた その 小說 裏んだ ことがある 

文 f 住 田 弦月， この 人に 全權 を依賴 すると 共に、 全責任 を 持って 貰って 音樂 同好 會の 演劇 部 研究生 

にす る ことが 出來 きと。 女に かけて は、 これも警 |らでな^ は云へなぃが、 そんな こと を 心 

>R して ゐては 駄目 だから- そこ は S! 子の 意志 如何に まかせて て、 觅に角 女優の 研究 を やる け あれが 

つけば、 一度^ 子 を つれて 行って、 同好 會に 紹介す る樣に 相談 はまと まって ゐる こと、 などで ある。 

『さうな つたら』 と、 擎は、 疑 ひ 深い 目 I 村に 向けて、 『擎は どこに ゐる樣 になります やろ か、 

な ァ？』 

r そり や、 その』 と、 笛 村 は 事 もな ゆに、 『弦月 君が 15 に を 持って 吳れ るの どす。』 

『4r へ る こと は 勿論の こと やろ けれど- など の こ とも どす か？』 

.『無論 です 11 弦月 君 は • 將來 脚本 を 書きたい ので 女優 を！^ て& 置きたい の や、 以前， 藝者を 受け 出 

鶴 子  一九， 
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して、 そ. -に 仕立てよ としたの やけれ ど、 それ は 失敗した。 眞 面目に 女優に なって れる人 を 求めて 

るの や o』 

『III どす、 な』 と * 靜子は 1 も 1 1 もな く 喜んだ 色 を 見せる。 

「お a さん は』 と、 濱子は 少し 氣色 ばみ 、『何でも 鶴 子 さへ ゐん樣 になれ にええ 思て や はる けれど • 向 

ふの 人が 途中から 世話す る ことが ががん 云 ふて 來ゃ はったら、 どうし まや ，— 鶴 子 は出來 そこた ひの 

すたり 者に なって しま ひます やろ に？』 

『そつ 心配 は 入らん こと や、 濱 ちゃん』 と、 笛 村 はさえ ぎって、 『弦月 君の 資力が つづかん 時 は、 同好 

會 から 補助して 貰 ふ 道 も ある さう や。』 

『ぃッ そ、 その 方が よう 御座いましよう。』 

『そ， はも、 な』 と， 笛 村 はな だめる 榇に、 『わし は考 へと るの や。 鬼 も 角， さう いふ 心配 は 人らん さ 力 

い、 鶴ち やん を で 決心の あると ころ を聽 いて 見たら、 どうや！』 

『それが ええ』 と、 母 は やわらかに 濱子を 返り 見て、 『呼んで 來ゃ はれ。』 

『鶴ち やん』 と、 しぶ.， （-- 濱子は 二 墨の 方 を 見て 呼ぶ。 

然し 返事がない。 再び 呼んでも 同じ こと だ. - 

『：© 子』 と • 今度 は 母が お つた 聲を 出し、 『木 村 先生が 來てゐ やはります さかい、 鳥渡 挨 桜に 來ゃ 


はれに 

す？ 5 た 

それでも t^i な 兄せ ない。 

變に 問の 11^;、^ い 樣な顏 をして、 笛 村が 濱 子を兑 るので- 濱子 は氣の 毒に E 心 ひ、 立ち上って 二 Eg /  n <0 

立った まま- 節 子が おに 倒れて- ふて 腐って ゐる耳 もとに 口 を 持って行き- 先生が かの の爲 めに 來 

てロ.1|^5-たのだから、 烏 渡；^ を 出せと 勸 める。 鹤子は * 話の 意味 も聽 えて ゐ たので、 もう、 射って ゐる 

と 云 はない ばかり だ。 母と 姉との 面？〉： E てに もッ とぐ づッて やらう と 思って ゐて、 なか/, \； ^かない。 

姉が 無现 にも 引き起さう とする 手 を 振り 拂 つたので、 濱子も そのまま 引ヅ 返して 來て、 

『あきま へ ん I』 

* らち 

『そない な不！ ^な こと は あら へん、 わしが 引き出します』 と、 笛 村が 入れ違 ひに 行き、 『さァ 、どうや， 

1 つと 

鶴ち やん、 鳥渡 來ゃ はれ』 と、 引き起した。 

鶴 子 は 矢 ッ；^ おりす ねた 風で 姉の そばに 坐 わった が、 笛 村が もとの 坐から • . 

こ烹 

『どうや- 勒 ちゃん- そない に ふて 腐って は 困る やない か』 と * なだめる 様にな じる。 

ぢょ  ごと 

それで、 かの 女 は 鳥渡 微笑した が、 また 元の 如く 同くなる。 

『どうやと 云 ふの や』 と， 母 も 少し 折れて 出て、 『先生が あんた を 女優に してやろ 云 や はるのに ，1 0. 

んた もな りたい 云 ふた さう やない か？』 
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矢ッ 張り 返事がない。 

『鶴ち やん』 と. - また 笛 村、 『わたしが 弦月 先生に、 もう、 あら 方 承知して 貰ろ たさ かい、 け ふ は * 幸 

ひ、 K 島から 歸 つて 來 たのなら， いよく 女優の 研究 をす るつ もり か， どうか、 あんた の诀 心を聽 き 

たいの や。』 

3 がふ 

『あんた の 決心 1 つで、 先生が 都合よう して ら はります』 と、 母 も 返事 を 迫る。 

『決心 を聽 かんと、 わし も 旋 しにくい さかい、 な。』 

f 先生の 云 や はる 通り やさ かい —— 』 

『鶴ち やん』 と、 濱子も 妹の 方 を 見て、 『あんた ほん まに 女優に なりたい の？』 

鶴 子 は 意地 惡さ うに 肺の 顔 を 見た ばかりで、 まだ 返事 をし ない。 

暫く 坐 は 白けて ゐ たが * 笛 村 は 一 やわらかに 笑 ひ を ふくみて、 

.1* ち  ちち 

『どうや、 た？ やって 見る 氣か？ わしが いまお 母さん 達に 云 ふて たこと は 聽 えた やろ？』 

『  』 だ だ ツ子の 様に 無言で うな づく。 

『それで • やって 見る 氣 か？』 

むごん  ，3 

『  』 また 無言で うな づく。 

くだ 

『そんなら、 ええ。 跡 はわし が 引き受けた』 と、 笛 村 は 笑 ひに 碎 けて、 『あんた の 樣に脊 が 高うて 美人 


なら、 人に 後れを取る わけはない。 たピ 研究 を： S んで 行けば ええの や。』 

『その 研究が』 と、 ^子 はまた 心； g さう に * 『うまく 出来 まひよ か？』 

『出^ん ことがある もの か』 と" 笛 村 は 少し 聲を 荒く し： 、『決心 さへ あったら、 二 年な り 三年な り、 

勉 する の やさ かい 11 然し その^に でも、 お母さん なり * 濱 子さん なり、 親類な りから 故障が 出た 

ら闲る さかい、 鶴 ちゃんの 一 身 は 充分 研究に まかす と 云 ふ 證書を * 證人を 立てて、 書いて 貰 ひたいと 

云 ふこと や o』 

もっと 

『それ は 尤も どす。』 母 は 膝 をのり 出して、 『證人 は あの 增子 にさせます さかい 11 』 

r 增子 君が やって „4<れ ます か？』 

『あれに 相談 すれば』 と、 濱 子が 返事 をして、 『いやと は 云 はし ま へん けれど、 鶴 子の こと どす さかい、， 

は. 5* い 

いつ 心が 變 るか 知れ や へん 11 その 時 は』 と， 母の 方 を 反省させる 様に 見て、 『途中まで 世話して C, 穴ら 

はった お 方に すまん やお へ ん か？』 

『それで、 わしが 本人の しッ かりした 決心 を聽ぃ て 置く の や。 11 鶴ち やん、 その 邊は 承知 やろ、 な？』， 

鶴 子 は、 姉の 云 ひ 分が 瘤に さはった ばかりに、 今度 は 明らかに、 笛 村に 向って、  • 

『はい』 と、 答へ る。 

『面白い、 面白い』 と、 笛 村 は 興に 入. OS  、『おい • 鶴ち やん』 と、 鶴 子の 長い 膝を輕 くな でて 、『あんた 

»  子  二  111 


泡 鳴 全集 第三 卷  二 四 

が 立派な 女優に なったら、 わしら を 馬^にする やろ、 な —— 金の指輪 を 二つ も 三つ も 嵌めて、 さ、 二 

頭 馬車に 乘 つて I -』 

鹤子は 初めて 優しい 笑 ひ を 見せる。  ，  . 

『そない になったら』 と • 母 も 天 在世 時代の 様子 を 思 ひ 起し， 『お父さんの 家 を あんた が 起した 云 ふ 

もの や。』 

『さう やと も！』 笛 村 はます く 獎勵の 意 を ふくめて、 『その 時 はわ しらがたん と金 を惜 りに 行き ま 

す。』 

『さう や • な』 と、 母 も 笑 ふ。 

あいさう 

ただ 一人う はっかな いのは 濱 子で • おもてに は 愛想 笑 ひ をして ゐ るが、 馘 子より 年う へだけ に、 父 

の 時代の 贅澤 三昧が 鶴 子よりも 深く 身に 泌み 込んで ゐて、 界 びそん な 時代に 會へ るか * どうか、 それ 

を考 へる と 心細い。 妹が もし 成功した とて、 母 はいいだ らうが • 自分 は その 世- M になる 氣は 少しもな. 

い。 それ かと 云って、 今 母が： 連び かけて ゐる 緣談が 自分 を 満足 させて 吳れる ものら しく も 思へ ない。 

且、 家の こと を考 へる と、 ただ かう 居 喰 ひ をして、 その 日 その n を 暮 して ゐ るば かりだ。 

笛 村が 明日 鶴 子 を つれて 弦月の 家に 行く 様に する から、 その 用意 をし てるよと 云 ひ m い-いて 歸 つた js,- 

で、 母が また 目に 角 を 立てて 茶道具 を かたづける。 それ を 見ない 振りで、 濱子は 裏 の^子 を 明けて， 


i^^の樣な小^へゅふ暮の墨色が染め出されるのを.：J^しくながめてゐた。 

もと 

鹤+ はまた 鹳 子で、 ニ威^^の！？へ飛び：：^み、 ！^び元の通りにころがってしまった。 

四 

がう じ やう 

笛 村の 解， おに 據れ ば、 鶴 子の 强情は 家庭の 情 態が 惡ぃ ばかりで はなく • 年頃に なって まだ 男 を 知ら 

ないから と 云 ふこと だ。 折 さへ あらば、 それ を 知らして やり： Si へと は、 弦月に も勸 めた ことで ある。 

,  げんがく  ぢょ 

笛 付 も. 弦 も、 鹤 子に 書 の嚴嶽 があった の はま だ 知らないので 11 而も かの 女 は、 今でも" S 

嶽の ほしい 文句 を 京都から 受けつ つ あるが、 

とんちゃく 

『この 贫乏小 め』 と 云って • いつも それに は 殆ど 顿 115 して ゐな いくら ゐだ。 

弦：：： に はまた 妻子が ある。 然し 家の 廣ぃ爲 めに 鶴 子に その I 室 を 占領 させ、 將來の 自作 脚 木 上場の 

V- る 

便 を；：： 〕 つて、 鶴 子の 生、 活 一切 を 苦しい にも 引受けよ うとす るので ある。 また、 渠は 出來る ことなら 

ぢょ  やしん. 

かの 女の 愛 を も i 只って Si きたいと いふ 野心 は、 笛 村の 注意まで もな く、 持って ゐた。 

女 K 人 を自 山に 驅 使す るに は、 そのから だまで も 自由にして 置いた 方が 都合い いこと は、 弦月 も 他 

の 經驗^ 等と 同様、 よく 知って ゐる。 然し また さう 行かない 場合 も あるの を 知って ゐろ。 が會 て受 

.  なっとく 

け 出した とい ふ藝^ は、 山に してから、 女優に なること を 納得 させた が、 いよ./ \. 女優に な？？ 場合 
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は、 ^人の 妻に してし ま はなければ ならない 事情が あった。 それでも 蕖は 世話す るつ もりであった * 

ところが、 今回の も， もし 鶴 子に して 有 妻 者に 關 係す る樣な ことがあらば、 それ は 弦月 自身の 關 係で 

あって 貰 ひたいの は 充分 だが、 かのお が藝に 於て 發 達し、 自己の 情に 於て 墮落 する ことがあ 一 〔か、 ど 

うか も、 まだ 分らない 時で ある。  、 

ぢょ 

蕖は、 鬼に 角、 笛 村と 濱子 とから 鶴 子を假 りに 渡された 日の 夕方から， かの 女 を 連れて 芝 公 ほの^ 

ばなる 音樂 同好 會へ 行った。 前以 つてう ち 合せ をして n いた 同 < ^"の 常任 理 isir 杉 本 博士が まだ 來 てね 

ない ので、 下の 一窒に ひかへ てゐ ると、 やがて 博士が やって 來て 弦月 を 別室に 呼び込む だ。 

『けさ、 佛敎雜 誌の 增子 君から 電話で』 と、 博士 は葉卷 をく はへ ながら， いつもの 軽い 調子で、 『弦 W 

君が かう く 云 ふ 話 を 運ばして ゐ るが、 同好 會の方 は實際 承知で あるか、 どうかと 21 かれた のです。 JI 

あいま 為- 

『そり ゃァ、 却って』 と、 弦： n- は 勇んで、 『よかったです。 何だか 僕が 暧昧な こと を 云って， 女ば かり 

め^わく 

の S 興 T 1 家 を だまして ゐ ると 思 はれる と、 迷惑です から。』 

くわん ォぃ ， , 

『無！！、 實 際です から、 その 話 は 今 進行して ゐ ると 答へ て 置き ましたが、 どう 云ふ關 係な のて す 力？ 

『なァ に、 ；^; ^1 いよく 話が 決れば、 あの人が 證人 になって、 僕の 方に 依頼 證書を 入れる のです。』 

『さう だ. その ひ 必要 はあり ませう 1 然し 渡 君に 聽 いて 置きたい ことがあ るので すが  あの 婦 A. 

に 1??; は^ 係ないでしょう な？』 


『關 係！』 と， 弦お は 胸 を そらす。 

『もしあるなら、 初めから さう 云って 貰 はない と、 この 會 では、 正當の 婦人で なければ 出入 させない 

ことにな つて ゐ るので —— 』 

『無論 • ありません、 さ』 と、 弦月 は 答へ る、 內心 では * 然し、 多少 恥 かしい 樣な氣 がして。 

*ど 

『實 は、 僕 も それで 困つ てゐる ことがある のです。』 博士 は： 止 直な 口調で、 『あの 僕が 踊り Q モデルに 養 

めかけ 

成して ゐる 濱野續 です が、 あれ を 僕が こッ そり 妾に して ゐ ると いふ 評判 を 立てた ものが あるで はない 

か？ そんな こと を』 と、 笑 ひ 出しながら、 

たくさん 

『云 はれち ゃァ、 俊 も S1 るの だ。 澤 山の 紳十： 諸君の 前で、 踊りの モデルと して 見られる のに、 さう！！ 

す ぼらし いなり もさせて 置け ないから • 僕の 方です ベて 衣類な ども 注意して やる が • 僕 はそんな 卑劣 

な^ 實が あるので あれに 金 を かけて やる ので はない。』 

『そり ゃァ、 無論、 分って ゐる だら うに、 ね。』 

び *>  ひと， 

『それが です』 と • 少し 意地の 惡ぃ 微笑に なリ、 『ここに、 一 人の ものが * あれに 小當 りに 當 つて 兒た 

と考 へて 見 給へ 11 誰れ と 名 はさして 云 ひません が I— それが、 ま ァ* はねつけられ たの だ。』 

『なるほど。』 

『おれの 云 ふこと を聽 かないの は、 き ッと杉 本と 云 ふ 立派な： n; 那が ついて ゐる からだら ラと、 まァ、 - 
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かう 云った わけ、 さ、 ね。』 

『は • ま、 ま， ァ！』 

『けれども、 そんな こと を 云 はれて は， 僕が 困る。 痛く もない 腹 を 探られる ので 11 第一 , 考 へて 見 * 

わか 

て も 分らう ぢゃァ ないか * 自分が もし 阔 係して ゐる ものなら • それ を 諸君の^で 兒せ 物！！^ 然に 誰れ が 

しょう ぞ だ。』 

r そり ゃァ、 尤もです。』 

『鬼に^- 僕の こと は それで 濟ん、 たか、 直ぐ その 跡へ また そんな 問題が 起る と • 紹介す る俟 ばかりの 

迷惑でなくて 會 員 としての 君 自身 も 困る だら うから、 前以 つて 念 を 押して 置く のです。』 

『大丈夫です よ。』 にやく 笑 ひながら • 弦月 は强ぃ 様に 答へ た。 そして、 心で は、 今晚 it リ がけに • 

鹤 子に 封して、 そんな 評^ を 立てられる ことがある かも 知れない から、 その 時の 悟 を 確め て 置く 必 

要が あると 思 ふ。 

『それ ぢ ゃァ、 まァ、 おもな 人に 紹介し ますから』 と、 博士 は 弦月に 鶴 子 を 伴 はせ て 二階に あがって 

行く。 鶴 子 は、 昨晚， 弦月に 伴 はれて 博士の 宅へ 行って、 博士に は會 つて ゐる。 

段 を あがった 直ぐ そばの 部屋で は、 まだ 踊りの 師匠が 來な いので、 前に 習った ところ をお 俊 ひかた 

がた、 ？ に C 寄生が 三味， ハ？ を^き • モデルの 演野爲 子が 『闢 の戶』 の 女 を 踊って ゐる。 


鶴子は、 はしご^^^ぁがる時" 三味の 音を聽 いて 先づ 身が 縮む 様に 感じた が、 モデルが 立派な 衣裳 

をつ けて、 多くの 人々 の 前で 素鋪り をして ゐ るの を iJ 兒 した 時には。 心が  一 ^お ぢけづ いてし まった C 

その また. f 么 ぎの 室で * 河 束 節の 稽古が 初 まって ゐる わき を 通って * 三階に あがり、 そこの 廣 間で 演劇 

部のお も 立った 人々 に 紹介され る。 

し あば 

ii;. 寄った 人 は、 いい 研究生 を 得た の はわれく の 仕 合せで、 弦月の 骨折 を 感謝す ると 云 ふ。 然し さ 

う 老いて ゐなぃ 人のう ちに は • ひそかにに ッ こりと 微笑して ゐる もの も ある。 その 微笑が 弦月に はい 

やな 意味に 取れる と！^ 時に， また 下等 だと 思 はれた。 

『觅も 角 も- 今晩は- 簡眾な 舞踏 を やって 御覽 なさい。』 博. H は 弦月に 鶴 子 を 伴 はせ て • 小 じん まりし 

た 隣. M に 入れ、 同 奸會の 幹事から して、 同會が 俾播に 努めて ゐる國 一 R 舞踏 を 習 はせ る。 

『手 は 資に舉 純な もので』 と、 幹事 は 形 を やり 出さう とすると、 

『ま ァ、 歌の J:^ 句から 初め 給へ』 と、 博士 は 自分で 引き取り 、『たと へば ノ木 曾の 御嶽山 は 夏で も g 、い。 

袷 やりた や、 1>ん 袋ォ 添へ て」 と 踊る と、 その あとで 皆が トコ セ、 キ ナョ、 ド ン ドンと _1 すので す。 ま 

ぎんに く 

ァ、 御 i ^なさい。』 洋服 姿で 踊り 出す と、 鶴 子 は 鳥渡 微笑した が、 直ぐ また 額の 筋肉 を 引き しめてし ま 

う。 『キソ ー ノ、 オン タケ サン ヮ、 ナツ デモ サム ィ。 ァ ー ヮセ、 キセ タヤ、 もう 1 度。， 5， 返して、 ァ ー ヮ 

セ、 キセ タヤ * タ ビョソ へテ』 と、 急に 左に 身 を かた 向ける と 同時に、 右の 足 を 前から 左の 方に 出す。 
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ご らん  之し やく 

『ま ァ、 かう した ものです から *  事さん からよ くお そ はって 御覽 なさい つ』 渠は鶴 子に 會釋 して、 そ 

こ を 出た。 

斡 寧と 弦月と は 二人して 鶴 子に それ を敎 へながら、 一 窒に輪 を ゑが いて、 くるくる ま はって. Q る。 

然し 鶴 子の 態度 は、 不慣れな ところへ 來て 、不慣れな こと をす るので いぢけ てゐ るからで も あらう が、 

不斷 の强愔 を 思 ひ 起させる ほど 固い。 手 を 上け 下 ゆしたり、 足 を 運んだり する 工合が、 兎角 直線 的に 

あんこ つ 

なって、 圓 滑に 行かない ので、 トコ セ、 キ ナョ、 ドンく と みと どまって、 垂れた 兩手を 打つ とこ 

ろ も、 どうしても、 音が 出ない。 無論、 他の 一 1 人と 一 緖に歌 ふこと もしない の だ。 

『いつまでも、 これで は 困る が』 と、 弦月 は ひそかに 心配す る。 然し 忠實 な： S 事 は、 博士の 命令 を 守 

つて、 倦む こ ともなく つづけて ゐる。 餘り氣 の 毒に なって 來 たので、 弦月 は 鶴 子に 

ご らん 

『もう * よく 吞み 込めた でしよう から、 歌って、 やって 御覧なさい』 と 云った が、 矢ッ 張り、 目 を 鳥 

S よ  , 

渡渠に 向けた だけで、 かの 女のから だは ゆるまない。 

『初めは 誰れ でも 氣が 引けて、 聲が 出ません が』 と、 幹事 は 人慣れた 口調で、 『やがて 而 白くな つて 來 

ます。』 

けんがく 

暫く そこで 休んで ゐる うちに、 隣室での 演劇 部の 研究 會も 終り、 下 二階の 踊り 並に その 見畢も すん 

でし まった 0 


r どうです』 と * 杉 本 博士が にこく して 這 入って 來た。 

『ま ァ、 手 ほどき だけ はすみ ました』 と *  ： &事は 答へ る。 

『氣が 引けて ゐる のかして』 と * 弦月 は 鶴 子の 顔 を 見て、 『どうも • まだう まく 行きません。』 博士に か 

う 取り 爲 して、 あとで 4 ぬ 事が 不利 盆な 報告で もす る ことが. あったら、 その 辯 解に もなら うと 云 ふつ も 

りで、 挨拨 する。  . 

『ぢ ゃァ、 一 つ、 木せ の 御 織さん を 初めましょう か • ね。』 博士 は 隣室の 廣問を 開かせ、 『さ ァ、 皆來 た、 

皆來 た』 と、 段の 下り 口から 下の 方へ 呼ば はる。 

三^線 彈きは 一二 味 線 を 持って あがって 來る。 耿ひ手 は譜を 持って 夾- る。 紳士の 踊り手に は、 博士 等 

を 初め、 某 省の 等宫 * 釵 行の 頭取， 會 社の 副社長 • 大 商店の 顧問 * 新聞記者 などが ある。 け ふ は 目 

に 立つ 細君 連、 娘 連 は 殆ど 來てゐ ない が、 モデル 濱 野と 事の 夫人との 立 V はな 服装が，： g 子に はた まら 

なくなった。 

はんかん 

『お父さん さへ 生きて ゐゃ はったら、 あんな 人 建に 员けゃ へん』 とい ふ 反感が 起る と 同時に •  ^今の 

{!11分の不{1:1.2を^5^|3かされる様な氣がしたのだ。 今 自分の 着て ゐる もの は あれら にも 劣らない か 知ら 

ここへ つづけて 來る として は、 明日 も 明 後 円. も、 同じ 物 をつ けて ゐ なければ ならない。 それ 

が； ：- 取 もつ らいと 思 ふと、 女達が 大膽に 多くの 男 達と 共に 踊る 御嶽さん などが、 如何にも つまらなく 思 

鶴  子  111 1 
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はれて ならない。 歸れ るなら、 直ぐに も歸 りたくな つた。 

そんな ことば かり 鶴 子が 考 へて ゐ るう ち、  - 

『初 まり！』 と、 誰れ かが 云 ふ。 猫った もの はすべ て圓く 並ぶ。 眞ン 中の 五十 燭電燈 の 下に 座 わった 

三味線 彈 きと 歌 ひ 手と は 調子 を 揃へ て、 『木會 の 御嶽さん』 が 初 まる。 

なかま 

『さ ァ、 やりましょう』 と， 弦 も 進まな ささうな 鶴 子 を 促して 仲 閒に道 入る。 

はや ご. 0? 

踊り手 すべてが あゆる トコ セ， キ ナョ、 ドン./ \ の 啷し聲 がう まく 揃 ふ 時 も あるし 「また 揃 はない 

とんざ？ ゥ  ？ 

時 も ある。 中には * 甚だ 额 狂な 聲を 出して ゐ るの も ある。 この 實際を 知ったら、 もう •  ^子 もさう お 

ぢょ 

ちけ づ いて ゐ るに は 及ぶまい と 弦お に は 思 はれる の だが、 矢ッ 張り かの 女 は 活動して ゐな いの だ。 渠 

の 次ぎに ついて、 K 々ま はって 來る こと は來 るが、 & ぶ 肖 身 も 踊って ゐ るので、 様子が はッ きりと は 分 

ら ない。 然し 渠の 正面に CUH る^ 野孃 の相變 らす活 澄な のが 兄え る。 それに 對 する 鶴.^ の 際 を 認めた 

いので • 弦：：！： は そッと 輪の 列を脫 けて、 明け 放った 窓の Si れ椽に 腰かけた。 

『まだ 休む に は I ナ ぃぞ』 と 注； おして、 博士が 弦お の 前 を il つて 迎る 次ぎへ、 鈸 行頭 取の 挎が 通る。 ま 

さ. S  く，；？ 

た， 新 記 # や，^": S 員な どの 洋服 や 日本 服が 通る。 それに つづいた の は 幹事の^ 君で、 

『住 田さん • どうしたん です- ねえ』 と， 弦 H; に 聲 を かけた。 

かの 女と 濱軒. 鍍 との^から、 鶴 十の こち も を， M いた 動き 振り を：： ると、 目 は 下にば かり 向いて， 手 


や 足の^び は 先刻と 同じ 樣に 線 的た。 そして そのいつ も は 健 崩ら しい； i の 色が • 少しも 動かないで 

電燈の 光に 靑 白く 兄え る。 如何にも：： S 人で は あるが、 木會の 研究生に たる だけの 自由な 表情が 出來る 

か， どうか、 それが 弦月に は 第一 の 疑問に なった。 

渠が w び 1  邙に加 はった の は ゆ 3 が 大分 調，^ づ いて 來 た^で、 この E3 も 純た 舞踏曲に ついて るる 耿 (す 

ベ て 下^な^ ゆ を^いて^ おされた) 十 篇が數 十回 繰り返され て ゐ た。 

五 

こくふうぶ たう  げ .；？ えい 

その 夜 • 弦 力 は. 國 風 舞^の 調 +づ いた 拍子と，  1 しとから 起った 幻影に 送られて、 同 奸會を 出た が、 

その 氣 持ちい い 心加诚 も， 鹤子の そこで 見せた 態度に E 心 ひ 及ぶ と • 全く どこへ やら 行って しまう。 

『m に 角- 決心 を聽 いた 上に， あれ だけ 念 を 押し- 念 を 押して if ルーれ て 行った にも 拘らす • あんな 調子 

では， 結： IT 女優に は 不適 常 だと 判斷 されて しまう かも 知れない。』 また 一 歩 ft めて 考 へれば， かの 女 

は 行って 兒 たが、 その 場で いやにな つたの かも 知れない。 如何に 氣 ままな 女 だと 云っても • それで は 

5 ぐ 

人 を 馬^にし たわけ だ。 同奸會 の 代表者と して、 杉 本 博士から まだ 痛く もない 腹 を 探られ、 して そ 

ぢょ 

んな こと はない と は 答へ たもの の、 これ ッ切 りかの 女が もし 節 を： 3< せないなら. 成り行き 上、 矢ッ張 

り 11 係が あるので • 遠慮した の だら うと 思 はれても 什 方がない。 

0  子  三， I  二 
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『紹介者の 面 目をつぶす もの だ。』 かう 考へ ると、 まだ 親しみの 少ぃ鹤 子 を 蔑視す る 樣な倾 きが 生じ • 

ぃッ そのこと、 出來る ことなら、 女優な ど はどうで もい いから • 無理往生 にも S 分に 從へ てし ま はう 

かとい ふ氣 にもな つた。 

鶴 子の 方 はまた 鹤 子の 方で、 明. i も 亦 あんな 會へ 行く のかと 思 ふと、 何だかお そろし くな つて 

—— 風資. -^、 優に はなり たいの だが —— もう、 二度と あすこへ は 足 を 踏み入れ にくい 樣だ。 あの トコ 

し きゐ  ) 

七、 キナョ が 入り口の 敷居の 樣に 高い 氣 がする。 

『どうしょ か 知らん』 と 迷 ひながら、 ただ 默 つて 弦月の 跡に ついて 行く と *  は 御成門 を 水路 部の 前 

に 進み、 角の 交番の あると ころ を 右に まがる。 

慈惠 病院の 前面と u^ii の 森との Si を 行く と • ただ 暗い ばかりで、 土地 不慣れの 鹤 子に は どこ を步 

わか 

んでゐ るの か 少しも 分らない。 心細くな つて、 

IT まだ 電車 は 御座りましょう？』 

「電車』 と * 弦月 はふり 向いて、 『け ふから 僕の 家に ねる ことにな つてる ぢゃァ ないか？』 

『そや けれど —— 』 

「ま ァ、 (いです。 僕 は 腹が減った から、 肉で もやり ましょう —— それに、 今晚、 會の 方から 注意 を 

受けた こと も あるし *  もまた あなたに 云って 置きたい ことがあります から。』 かう 云った ものの、 そ 


の S 那に * Is^ はかの 女の 決心が 動いた の を 破して しまった。 『歸 るなら、 勝手に 歸れ』 と 云 ひたいが、 

お，. f 一ち 

さう して 歸 したら、 親 達 はまた 自分が 何 か不邠 合な こと を毕 速鹤 子に 仕向けた からだと 思 はれても 困 

はんせい 

ると 反省す る。 

『わたし、 歸 ります』 と， かの 女 は 踏みと まる。 

しん ぼレ  ) 

『ま ァ、 僕に つき 合って 下さい —— 心配す る こと はない から。』 

『けれど』 と、 また 歩みながら、 『お母さんが 心配して ゐゃ はるか 知れ ま へん o』 

つ. A 

r お ：51 さん は 僕に あなた を まかす ことにな つたので はありません か？』 

『けれども、 わたし， 歸 ります。』 

『歸 るなら， 僕が 送ります —— 鬼に 角、 おつき 合なさい。』 

あた II さん  ぢょ  .& き は 

愛 岩山の 下 を 過ぎてから、 蕖は 無理に かの 女と 共に 常 盤へ あがった。 

『入ら ッ しゃい』 と- 弦月 を 知って ゐる 女中が 迎 へに 出て 來 たが、 ついて ゐる 婦人の あるに 氣が つい 

て、 變な 目つ きをして 笑 ふ。 鶴 子に は、 それが 木 曾の 御嶽さん と 同じ 樣に いやな 聲 であった。 そして 

自分 を 先生が どうかし ようとす るので はない かと 思 はれない でもない。 

とほ  へ や 

鶴 子 はお づ/ \ 弦月に 從っ て、 一 一階の 奥に 通った が、 時刻が 時刻 だけに、 もう 客 は どの 部屋に もゐな 

ぃ樣 だ。 且、 食物 を 運んで 來る 女中が ねむ さうな 目で 一 一人の 様子 を 疑 ひ 深く 盜み 見る ので、 ゐ たたまら 
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ない lil な氣 になる。 弦月 も その 様子に 心が 落ちつかす、 一 本の 姚子 を飮 むに も氣が 急がれて ならない。 

ど くしゃく  ぢ よいう  - 

『歸 ると 云 ふなら， 早く 引き上げ ますが』 と、 獨 酌しながら、 『今晩 歸 つてし まう の は、 女投 はやめた 

とい ふ 意， S になり ますよ。』 

『さう かも 知れ ま へん』 と、 かの 女 はかし こまって ゐ る。 

『ぢ ゃァ、 いやにな つたので すか、 あんまり 早い ぢゃァ ないか？』 かう 云って わざと 笑 ひ を 兄せ ると、 

あ tv- う 

『いやで もない けれど』 と、 これ も 愛 相に 笑 ひながら、 橫を 向く。 

『いやで もない し * 僕の 家に もゐ ない と 云 ふの は、 何か刖 にも ッと 望みが あるので しょう？』 

『^に、 何も —— 』 

『それ ぢ ゃァ、 僕に や ァ§^ ^ない、 ねえ 11 昨日 • 博士の 宅へ 行って あなた を 紹介し. いいと 云 ふの 

で、 今 晚* 今の 會員 達に も 紹介した のに、 もう、 あなたの 様に ひねくれて しまう 様で は、 あなた は そ 

めんぼく 

れ でもい いか 知れない が、 僕の 面目 を どうして 5. 尺れ るので す YJ 

弦 K は 不愉快 さう にぐ いく 铫 子を飮 み 乾して * 最後の 一杯になる まで、 無 一 K 同様に、 常り さはり 

のない 首 葉 を 時々 つづけて ゐ たが、 額に は 成るべく 笑 ひ を： せて ゐる樣 に 努めて ゐる。 

女 はまた、 そこ を 早く 脫 けたいば かりに、 もう 何も 云 ふこと はない と 云 ふかの 樣 にあせ つて ゐる返 

事ば かりだ。 然し * 心で は、 弦 K に 直ぐ 相當の 衣服 を 捲へ て „.1!<れ ろと は 云へ ないし、 順ぐ りに 着かへ 


てん 行く 衣 ，数がなければ、 とても. あの 晴れの 場へ は 管 通へ ない。 そこ を 何とか 母に 無き も ae. 

談 して 見なければ と考へ て ゐ た。 

弦月 はまた、 鶴 子が どう せ昔ら しいから、 この 不始末な 事件の 跡始末 をよ くして、 會 並に 擘の 

家に 對 して あり もせぬ 疑 ひの 殘ら ない 様に する 道を考 へた。 

『どうしても 歸 ります か？  g 

『へい、 一 度歸 して 貰 ひます、 お m さんに 相談す る ことがあり ますから。』 

『^談 すると は？ しょう』 と、 つい 皮肉に 出て、 弦月 は 冷淡に なった 心持ち I せた。 

『5 ない』 と- ？ 纏の 心持ち を 見る ひま はなく. 鳥 ii に 首 を I しげた が、 そこへ 女中 S. 

て來 たので * 直ぐ また つんと してし まう。 

『もう、 £,， をし まひます が、 お あつら ひが III いますなら 1 J 

『もう、 いい』 と • 弦！：； は 答へ る。 

r では * ぉ會； i!;5?』 

『ああ』 と 云って. S が 女中の f に ま I 微笑 を 持って 答へ. たの を. 鶴 子 は 何 かの 翁で でも I 

樣に 受け取った。 そして 女中が 次ぎのへ 部 や 暴 Is して、 W く 何 かご そぐ してる たの を. 蒙 を 

1^ つて ゐ ると 思って、 身 を 振 はし、 

m  子 
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『わたし • 歸 ります』 と * 急に 立ち かける。 

『ま ァ、 お待ちなさい、 勘定 をして しま はなければ』 と、 弦月が 意外に 落ちついて ゐ るの を 見て， か 

ぢ t 

の 女 も 亦 元の通りに。 

ゥ. A  ぢょ 

弦月に は • 鶴 子の あわてた のが 何の 意味 か 分らなかった が、 その I 瞬間に 於て、 かの 女の 真に 生き 

きした 表情 を 認めた ので、 すべて かう 云 ふ 調子で 行って 吳れれ ば、 美人 だけに 早く 藝界に 成功す る 

だら うにと 思 ふ。 

『さァ * 行きましょう』 と、 弦月が そこ を 出.^ 時 は、 店の 下駄番 は 門 を 締めよう として 待ち かまへ て 

ゐた T まだ 電車 は ある だら うから、 行って 見ましょう。』 

『もう • よろしう おます * わたし 獨 りで 歸 ります o』 

『llii 鹿な！ こ の 夜更けに あなた を玀 りで 歸 せます か？』 

『いえ、 效っ とります から』 と， 大道の 眞 中で， 鶴 子 は 弦月の 方 を 向いて 別れ を吿 けようと した" 

『何と 云っても， 僕が あなた をぁづ かった 以上、 お母さんに 手渡しす るまで は 保護して 行きます。」 

かう 云 ふこと を 云って、 まで 來 ると • まだ 電車が あつたので、 それに 乘 つた。 靑山 1 丁目で 

降りる まで は 無言で あつたが、 降りて、 眞 下家の 住む 橫 丁の まがり 角まで 來 ると、 

『もう、 よろしう 御座ります』 と • 鶴 子 は 云って、 急がう とする。 


『まだ、 まだ 11 ぉ鉱 さんに 僕が 聲を かける まで』 と應 じながら、 弦月 はついて 行く • 

鶴 子 は、 一 圔に 弦月が 自分 を 引き入れる 寢床を 取らした と つて ゐ るから、 家に 歸 りつく の を 幸 ひ、 

渠を k がば してやりた くも あるの だ。 もう、 勝手にし ろと 云 ふ 風で、 づか/ \ と 家の 入り口まで 来て 

『お m さん I— お母さん I お母さん』 と 呼ぶ。 返事がない ので、 少し 癎 走った 聲に なって、 『お 母 さ 

ん』 と 高く 呼ぶ。 

『誰れ や』 と、 母の しッ かりした 聲が聽 える。 弦月に は、 それが 最後の 呼びに ャッと 眠りから 覺 めた 

聲とは 思へ なかった。 

r わたし』 と • 鶴 子 は 優しく 答へ る。 

『また 何で 歸っ て來 たんや？』 母 はかう 叫んで、 『あれ だけ 云 ふて 聽 かせた のに、 また か 《 — もう、 

うちへ 入れん！ 入れん！』 

『わけが あるの どす』 と • あせり 出す。 弦月 は その わけ を聽 きたかった。 

『わけが あるて』 と、 母の 聲は 少し 近くな つて、 『先生に ことわり 云 ふて 來 たか？』 

『あけて 下さい！』 と、 いよ- -\癎 高になる。 

『こら、 それがなかったら、 入れ ま へん！』 

r いや、 お §i さん』 と， 弦月が 初めて、 『わたくし もつ いて 來てゐ ます。』 

鶴 子  .  一一 一九 
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『先生 もどす か？ まァ、 それ は 存じ ま へんで』 と • 母 は戶を 明けた。 鶴 子 は 先づづ か，， ^と 這 入 つ ， 

ネ. M 

て * うちへ あがって しま ひ， その 姿の 消えた 跡に 濱 子が ランプ を 持って 立って ゐる。 

ぢょ 

r どうぞお 這 入り やす』 と • かの 女 は 少し あきれた 顔つき だ。 

『ま ァ、 おあがり やす』 と • 母 は 土間に 餘地を あけて 立って ゐる。 

弦お は、 眞 ともに さす 光 を 受けながら • 

『いや、 もう、 通いです から、 また 明日 あがります』 と 答へ る。 然し 母の 靜 子が 鶴. にの 歸 つて 來た故 

を聽 きたがる ので、 立ちながら、 その 大體 を簡 is- に 話し、 今 晚の鶴 子の 様子で はとても 駄 ST らしい が、 

じう じゅん 

それ は鹧 子の 決心が まだ 充分で ないから のこと で • 本統に 決心と 從順 とさへ あらば、 會の方 は 何でも 

せ. so- ゥ 

ない の だから、 話 は 充分に 成立す る 見込 だと 云 ひ 1  近いて • 渠 はまた 簡の 中へ^ えてし まった。 

弦月の 勉强 室に は、 鶴 子の 着 更へか 何 かが 赤い Hf;:,:: 敷に つつんで 殘 つて ゐる。 それ を兒 ると • 女優 

養成の SCI ひ 付きが、 再び 不成功に 終る の を^ 念に 考 へられた。 と 同時に、 僅かに 握り かけた 玉が 手中 

から 放れて 了った 樣な氣 がする。 そして 妻に は， 『それ 兇た ことか』 と 云 はない ばかりの 目つ きを 以て 

にらまれ るの を * 不渝 に m5 ふ。 


ひもす 

朝から ぼんやりして 考へ 込んで ゐ ると • 婁 過ぎに なって、 木 村 笛 村が 例の 天苹 式ので ぶ， <L\ -し たか 

らだを 運んで 来た。 眞 下の 母が、 けさ、 笛 村の 家 を 訪問した からで ある。 

『！^?;には非{めな迷惑をかけた、 な。』 

»4 わく  I 

『なに、 迷惑と 云って、 高が 知れた ことよ！ 女 俊 志願 C 決心が 確かでなかった と 云 ふこと を以 つ- V、 

同奸會 へこと わって しまった らいい、 さ。』 

『いや、 まだ 決心 を棄 てた と 云 ふの やない —— あの 子の 考へ では • 第 一 に、 着て 行く 衣 物が 數 ないか 

つか 

ら、 それ を どうかして eiK れと お母さん にね だっと るの や。』 

《ぐ わい 

『へい』 と、 弦月 は 意外に 思って、 『そんな ことで ゆ ふべ の 様に すねて ゐた のか？』 

『さ うだらうよ。 母親が 「そな いなこと ならん」 云 ふたので 怒り 出し、 ゆ ふべ から 髮を亂 して •  S ど 

ころの 板の 問に ぢ かに 寢 ころんだ 切り やさう や。』 

ま ちが 

『丸で 氣狂 ひだ、 ねえ。』 

『わざとす るの やろ が、 よう、 まァ、 强 情に 出來 たもん や。』 

つか 

『却って- そんな 女が うまく 行く と 天才になる が、 ねえ 11 然し、 あのお 母さんに いくらね だった ッ 

て 出來る もの ぢ やな いのは 分って る ぢゃァ ないか？』 

ひじ やうし す 

『そこが あの 子の 非常識な ところで、 困る の や。 それで、 あの 宋亡 人が な、 僕のと ころへ 來て、 君が 

截子  四 1 
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あの 子の 身の ま はりまで 引き受け ると 云 ふたの は、 さう 云 ふこと も 含ん どる か、 どうやと 聽 くの や。』 

『そり ゃァ、 成程 度まで する つもり だが、 また、 もし 僕が 屮：： 來 ない 時 は、 僕の 手から 離れて、 全く 同 

好會の 方に 世話 を頓ん でし まっても いいと 思って るの だ. か、 まだ 研究生の 時から • さう 贅. ^ を 云って 

は 困る よ。』 

『では、 君が もう I 皮 行って、 母親の 方に その 通り 云 ふて やったら、 どうや？』 

『それ もよ からう が、 —— 物になる， たらう か、 ねえ、 あんな そッ氣 なしの 女で は？』 

『そり や. 分らん、 な —— 然し 君 は當り 方が 早 過ぎたん やない か？』 かう 云って、 笛 村 は 少し 顔 を 赤 

くす る』 

はやす 

『早 過ぎた と は？』 

『もう、 鶴 ちゃんに 當 つて 見たん やろ？』 

『馬鹿な こと を』 と， 弦月 は 妙な 顔 をして ゐる笛 村 を 見つめ、 自分 も 亦 少し やましい 點 もないで はな 

いから， 控へ氣 味に のぼせて、 『そんな ことはなかった。 なるほど、 歸 りに 肉屋へ はつれ 込んだ がい そ 

れは 僕の 家へ 來 さう もない から、 今一度 獎勵 して 見ようと 思って、 — まさか、 歩きながら では、 ゆ 

ッ くり 話せない から • さ。』 

『然し J と、 笛 村 は 冷 かす 様な、 燒く樣 な 微笑 を もらして、 『鶴ち やん は、 君 等が 肉 を *J つてた 隣窒 


た， hi ^をと らした と 云 ふて たさう や。』 

『そり や ァぉ紀 だ、 ねえ • 馬鹿にする も ほどが ある ぢゃァ ないか？』 弦月 は 躍起と な 6.、 『斷 じて そん. 

な こと はない。 君 等が 鳥渡 考 へて 見ても がる ぢゃァ ないか？ 常 盤の 樣な 普通の 肉 厘で、 そんな こと 

を 許して 吳れ ようか？』 

『そり やさう や』 と、 笛 村 は 弦月の 顔に 怒りの 色が あら はれた のに 折れて、 『あの 子の 無經驗 から 來た 

思 ひ 違 ひやろ。』 

『餘 り窟外 ぢゃァ ないか？』 

r まァ、 ええ、 さ。 そんな こと はどうで もええ から、 な， もう 一 度 行て • 勸 めて 見 給へ ！ お母さん 

の 方 はけ ふで も 同じ様に 充分 乘り氣 になつ とる の やさ かい。』 

『どうしても 行く、 さ。 行って、 そんな 思 ひ 途ひを 正して 置かな けり ゃァ、 僕 は 氣が濟 まない。』 少し 

氣を ゆるめて， 『お 互 ひに、 もッ といい 1^ が 来れば、 或は どんな ことで も 仕向ける かも 知れない が、 

ねえ、 まだ そこまで 行って ゐ ない ぢゃァ ないか』 と、 笑 ふ。 

『さう や、 さう や』 と、 笛 村 も 共に 笑って •  人の 間の 變な氣 持ち は 一 掃され た。 そして、 渠は どこ 

かの 華族の 家へ 琴 の 稽古に 出て 行つ た。 

弦 ：！； もやが て 家 を 出て、 靑 山へ 行き、 眞 下の 象 を 音づれ ると、 鹤子 はま だ 笛 村の 云った 通り 髮を亂 
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して 校 の^に 寝た 切りで ！ 物 も 云 はなければ、 食事 もしない さう だ。 それが 爲 めか、 家中が： ！：：；，！ か 

*• つき 

殺 氣を帶 びて ゐる 樣な氣 がした。 

『椽の 下から 炭 を 出す のに 邪魔で 困ります』 と、 母が 葬 でも あばく 樣な勢 ひで 弦 お に 語る のを聽 いて • 

そばに 坐 わって 生真面目 にして ゐる濱 子が、 

『ふ • ふッ』 と 吹き出す。 然し • また」 典 面目に 返って、 これ も 何だか 怒って ゐ る 様に、 『ほん まに 困つ 

てます の —— すねる と • いつでも かう で 御座ります o』 

『さう です か』 と • 弦月 は 卷燥草 を 吹かしな から、 『先刻、 木 村 君から 鶴 子さん の 御 樣子は 承りました 

が —— 』 

『先生、 どうせ 駄目 どす』 と • 濱 子が ぶッ きら 棒に 云 ふ。 弦月に は、 それが 自分に 當っ たもの か、 そ 

わ A 

れ とも， 鶴 子の 强 情に 當 つた もの か- まだ 分らない。 先づ 白ば ッ くれて、 鶴 子の 方に 取り、 

まナニ 

『增子 君から 勸 めても 駄目でしょう か、 きの ふ も 杉 本 博士 へこの 事で 電話 を かけた さう です が？』 

『駄目 どす』 と、 濱子は I l&r ふッ きら 棒に 云 ふ。 弦月 は、 增 子が けさ 手紙 をよ こして、 眞 下家と 絡 あ 

*i きん 

したの を 知らないの だ。 その わけ は、 增 子が 例 r:: 醸 金 問^が さッ ばり 運ばない ので、 それ をし ほに 餘 

り やって 來な いの を *  a 下家で は- 集った 醵金 をつ かひ 込んだ の だと 邪 挺して、 他の 人々 に まことら 

しく さう 吹聽 したので * 嗜子は 怒って しまったの だ。 


『あないな 恩 知らす は， もう 寄せ ま へん』 と、 母の 靜子 も慳 貪に 云 ふ。 

弦： n; はて ッ きり 自分に 當 つて ゐ るの だと 思 ひ • 鼓、 面目に なって、 鶴 子が 事情に 通じない ところから 

んざぃ 

來た • 弦月に 不 私 * 益なん や # を うち 消し、 そんな 宽罪を 着せられて は 困る こと を 辯す る。 柬京 育ちの 渠 

の 口調が 京都 生れの 人に は 非常に 强く聽 えたので • 靜子 は、 

『それ は、 もう』 と、 すくんだ 樣に、 先生のお ッ しゃる 通りで 御座ります 。怒ら はるの は 尤もで I. 』 

『いや、 わたくし は 怒って るの ぢゃァ ないです よ』 と、 弦月 も； 百 葉に 注意して 笑 ふ。 

こ  ぺ， > かゆ 

『怒った のなら、 もう、 け ふは來 ない 害です。 I つに は 辯 解 をして 置きたい し、 また I つに は、 今 I 

度 ® 子さん のお 心を聽 いて K ひたいの です 11 衣 物が 足りない からと ぉッ しゃろ さう です が、 云って 

* んんげ ま 

れば， まだ isfe の擧 生な の だから， そんな こと を 今から 氣 にば かりして ゐ る必耍 はない と 云. つても 

いいのです。』 

『そり やさう どす、 な』 と • 濱子は 云って、 心の奥で は、 鵜 子の 不自由に £ 感な ところがあった。 そ 

えんだん 

して、 母の すすめる 綠 isii が 不足な のに 氣 がます く 立って 來る。 

『呼んで 見や はれ』 と、 母に 命ぜられて、 

かんだ. * 

『镞 ちゃん。』 癎 高に 呼んで 濱子は 進まない ながら 隣室に 這 入り、 『住 田 先生 どす、 起きて 來ゃは r -』 

Al、 妹の そばに 行き • いきたり， 引き起さう とする。 

鶴  子  四 五 
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妹 は 怒って 姉の 手 を 打つ。  、 

『どうす るん どす』 と， 姉 は 黄色い 聲を 張り あゆて、 また 妹 をう ち 返す。 そしてと うく # 妹の 組み 

うちが 初 まった。 

. 『どうし たんや』 と、 母が 立って 行く 時には、 

『痛い』 と， 姉が 叫んで 泣き出す。 

『あんた がどう かしたん やろ』 と、 母が 濱子 をし かると、 濱子は 母に 向って 泣き 聲を あげて * 

『あんた が皆惡 いんどす！』 

『何も 惡 いこと はない やろ。』 

『惡 い、 悪い』 と * 濱子は 足で 板の 音を立てて、 『こない なやく ざ 女 をえ ぇ氣 にさし とくの は惡 い！』 

あく 

『では、 皆 わたしが 惡 いの や』 と、 母 も 細く 高い 聲を 出して、 『どいつ も、 こいつ も惡 たれば かりで I 

I ええ 緣談 があって も 厭や 云 ふし、 折角 人の 世話になれば くも どって 來る！ 親に 不孝な 奴ら は • 

皆 死んで しまへ！ 死んで しまへ！』 

『どうせ、 駄目な 家庭 だ』 と • 弦月 も 心に 叫んで、 歸り 腰に なり 、『では • お母さん * わたくし は 失 

致します。』 

ぐ あ ひ 

『お 氣の 毒です • な』 と、 あわてて 出て 來た靜 子の 目 を 見る と、 その 光り 工合 も 異様 だし、 その ひと 


みの 据ゑ どころ も 遠って ゐた。 

七 

ある 物 を K つたり、 知り 人から 小錢を 借りたり して * その 日 を 送って ゐ るの だ。 そこへ、 また、 京都 

から 嚴嶽 が^ M になり に來て • 鶴 子 を 今 丁 M 自分の 物にして 歸 らうと する。 それが 丁度 かの 女の まだ 

. 板の Si の^ ■ をつ づけて ゐる 間の ことで、 渠は母 や 姉の 目 を盜ん では、 紙切れに 自分の 戀を 書いた 物 

を かの?^ に 渡す と * かの 女 はし まひに は 見 もしないで 引き裂いて しま ふやう になった。 

»^ ん だん 

濱子は 半ば 燒けを 起して、 とうく 母の 勸 める 醫 者からの 緣談を 承諾す る。 それ を 知った 鶴 子 は、 . 

< さ   

ますく 反對 に、 その ふて腐れ をつ づける。 そして 弦月が 最後に 來た 日から、 なほ I 週 問 も 板の間に 

寢 ころんで ゐ るの だ。 食事 は * 嚴嶽が 持って行って やる と、 喻 ふこと は 喰 ふが、 それ も寢 ころんだ ま 

まで だ。 そして 持って行 かないと、 ただ あばれる ばかりで、 自分から は： S して 喰 ひに 來 ようとし ない。 

『あの 板の ifilt どん は • よう 病氣 にならん、 なァ』 と， 母は濱 子ゃ嚴 綠 を 笑 は せた ことがある。 然 

ちんもく 

しそれ はた ッた 一度の ことで、 家中 は 殆ど 全く 鶴 子の 思 ひ 切った 沈默 につり 込まれて ゐる。 從 つて 琴 

の 稽古に 來る もの も • たださへ 數が少 いのが • その上に 减 じて 行って、 琴の 音 もこの 家に 暫くし なく 

なった。 

»  子  四 七 
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眞 下の 宋亡 人に 琴の 師匠 を 思 ひっかせ、 その 家 を この 青山に 引き 移らせた と 云 ふ 歩兵 大尉の 母と は、 

同じく 琴の 師匠 を內 職に して ゐる 小川 満 子と 云 ふ。 この 滿子 夫婦 (年 K は いづれ も靜 子に 同じ ほど だ) 

に は、 少し おへがあって、 靜 子の 僅 かづつ の 無心に 應 じて ゐた， 乃ち • 濱子を どこかい いところ に 世 

は ゥし 5 

話して、 多少の 報酬 を 取らう としたの だ。 ところが、 その 目的物に どの 口 を も はねつけられて ゐ るの 

を 忌々 しく 思って ゐる うち • ほかからの 緣談 がまと まって しまった。 

ちら 

然し • その代り、 また 鶴 子の 方に 目 をつ ける 樣に なった。 貰 はれて 行った ところから は歸 り、 女 俊 

志願 も 駄目 だと 聽 いて、 満子は 靜子を 自家に 呼び寄せ、 鶴 子 を 海月と 云 ふ、 新橋の 有名な 料理屋へ 養 

女に やる こと を勸 めた。 

『どうせ、 そんな ふて腐れなら』 と 懇意に まかせて、 無遠慮に、 『立派な お 料理屋へ やって、 口； 那 取り 

にしようと * 藝者 にしようと、 そん こと はかま はない —— お金に した 方が い いぢ ゃァ御 坐い ません か』 

と * 満子は 云 ふ。 

『ええ、 ええ * もう * どうせ、 やくざな 子 どす さかい、 なァ』 と • 靜 子 も 答へ て木氣 になる。 

かけ づ  .f レげっ 

『それに は、 あの- ぁなたも御^^じの河津友子さん、 なァ、 あの人が 海月のお かみの 妹さんの 琴の 師 

べっぴん 

匠です が』 と * その 友 子から • 海月で、 別嬪なら * 誰れ でも 養女に すると 云って ゐる こと を满 子は聽 

き 込んで ゐ るから、 必 らす拘 になる と 受け合 ふ。 


『よろしう お ® み します』 と 一； ム つて、 靜子 は、 满 子の 案じた と は 思 ひの ほか、 そ は./  -て豫 つた。 

そして その MJ を 嫁入り 衣裳 を 縫って ゐる濱 子に 話す と、 かの 女 は、 どうせ 碌な 養女で は あるまい と 思 

ふから * 妹が 行った 以上 はっき 合 ひ をし ない —— BI 分ば か bs ではなく、 母 もさう する のでな け 1 ば、 

不承知 だと^ 議 する ゥ 

I  ,  '»  5 んせぃ 

I. その 力 力え え， なァ』 と 母も贊 成す る。 

It り反對 なの は嚴 II の 意見で ある。 

然し * その 話 を 板の から 聽 いて ゐた鶴 子 は、 『なに、 くそ J と 云 ふ 意地 づ くりに な hs、 珍ら しく も 

むッ くと 起き あがり、 八 盤 の 間へ つかく とやって 來た。 お ほ わら はの 女 武者と 云った 様な 勢 ひだ。 

『お化け や • な ァ』 と • 姉 は 口 もとまで 出た。 

なん 

『その ざま は 何 どす』 と， 母 は を かしい ので 笑 ひながら 叱る。 然し この 話を聽 いて、 それに 故 を 云 

よ さう 

ひに 來た、 な、 と豫^ した。 

あんぐ わい 

ところが、 案外て、 a や 姉の 說明 をも聽 かないう ちに、 

『わたし • 行きます！ 早う 親子、 兄弟の 緣を 切って 貰 ひま ひよ！ その 代. os、 何 を 云 ふて 來て も聽 

いて やらん ぞ ー』 

かう， tx" りつけ る 様に 云って、 っク 立て ゐ るので、 姉が、 

ぬ 子  四 九 
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『ま ァ、 坐 わら はれ』 と 云 ふ 0  - 

鶴 子は默 つて どたりと その 場に 倒れた。 

新橋の g がのお かみ をお 君と 云 ひ、 その 妹 をお えんと 云 ふ。 いづれ も、 ラシ ヤメ ン あがりで 大金 を 

i けたの を、 料理屋に つぎ 込んだ の だ、 立派な 本宅が 靑山 にあって、 山 田と 云 ふ。 それが おえん と 姉 

妹の 老母との 住 ひだ。 

ト U の S 子に 初めて 連れて行かれ、 あの 子なら ns^ 込みが あるから 貰 ふとな つてから * 翻 子 は^ 日の 

樣に山 田の 家に 出入りした。 そして 自分の 家に は よりつか なくなって、 姊の濱 子の 結婚式に も W 

席し なかった。 

g| はまた 濱 子の 結- 始 式に は のぞんだ が • 鶴 子に 止む を 5^ す斷 念した 體で * 再び 京都に 歸 つてし ま 

つた。 

さて、 いよ./ \ 養女の  1^1 ひする と 云 ふ 日の 晚 になって、 濱子 は， 妹が 自分の 式に 出なかった 意趣 返 

しに、 自分 も亦來 なかった が、 鶴 子の 母 を 初め、 仲人の 小川 老夫婦、 お 君 • おえん、 その 海月の ゆか 

りの もの、 師匠の 河津友 子な どが 山 田の 家に^つ た。 


式場の 上座に は. ES のぎ^の 席を錢 して * 右に お *-、 左に おえん。 右に 折れて 母の 靜子、 子の 鶴 子 0 

それに 對 する 左り が はに は、 小川 老夫婦に 友 子。 それから * 跡の 次第が ある。 

ノま tfj 一  もくろく 

やがて、 大きな 松 を 立てた 島臺に • 『4N 五 百圓』 と 書いた 目錄を 添へ たの を * 山 田の 老母が うや 

しく 目 八が にさ さげて 來て、 席の a 中に 据 ゑ， それから 自分の 坐に 直る。 

靜子は * 自分が その m 錄を貰 ふの だと 信じて ゐ るから、 ほく， - (^喜んで ゐる。 

小川 失婦 はまた、 g だとして- 先 づ，： IG 分 透が それ を 受け取り、 自分 達が 靜子 と共に 分配す るの だと 

思って ゐ る。 

&^?の盃が皆にまはった後、鶴子はっッと立って、山田の老母の前に行き、ぅゃぅゃしく手をっぃて、 

『お 母 さま、 かう して 儀式が 濟 みました 上 は、 これから あなた を 本 銃のお 母 さまと 思 ひます。 また、 

姉さん 達の 云 ふこと はよ く聽 いて、 きッ とそむ かん 様に 致します。』 

靜子は 頻りに 见 守って ゐ たが、 わが 子の 鶴 子に して はな かく 感心 だと 思 ふ。 

鶴 子 はまた お 君の 前に 行き、 

rK さん • これから は 何でも あなたのお ッ しゃる こと は聽 きます から、 妹と 思て 下さい。』 

また" おえん の 前へ 行っても * 同じ こと を 云 ふ。 

それから， また 靜 子の 前に 行き、 

鶴  子  ！ i 
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«-ぉ與1^ん、 これまで はいかう 御 恩に なりました 。然し、 これから は、 親子の 緣が 絶える さう やさ かい、 

お 目に かかる こと はないで しょ けれど. おから だ を 大事に 賴 みます。」 

r おうく よう 云 ふて 吳れ た』 と * 靜子 は淚を こぼして 、『お前 もから だ を 大事に して、 な、 よう 山 田 

のお 母さんに 事へ な はれ。』  . 

鶴 子は靜 子の 顔 を じろ りと 見た ばかりで、 少しも 態度 を 崩さす、 また 小川 夫婦の 前に 行き、 

『小川の 缈ぺ乂 さん、 がが さん- あんた 方のお 世話に よって、 このたび 山 田家へ 養女に なった の をお 請 

申します。』 

小川 老人 は 金の^ をば かり 考 へて ねて、 Is に 挨拶の 言葉 を 返さなかった が、 小川 夫人の 方 は 親， 

切 さう に乘り 出して、 

『ま ァ、 ようぎ！ j いました、 ねえ、 鶴 子さん。 これから、 ね、 よく 山 田のお 母さん や 姉さん 達に 忠薛 

をお^ しなさい よ。』 

『はい、 ありがたう』 と 云って， 鶴 子 は 立ち あがり、 島躉の そばに 行って、 上座 を 向いて 坐 わる。 

r さァ、 誰れ に 渡す の だら ラ』 と、 小川 老人の 胸が 躍った。 

「1! う 持って お出で』 と 云 はない ばかりに、 靜子は 顔 を つき出して 待って ゐた。 すると、 鹤子は 相 》i 

ら す3 肌； 面！ m な樣子 をして • 五 百圓の 目錄を 手に 取り、 


r 山 田のお 母 さま、 眞 下のお 母さん、 お ふたりに ぉ禮を 申し あげます が、 これ はわた しの 身 じたく 料 

として 頂戴 致します。』 

%* や. 0 てん 

かう 云って、 鶴 子が 懐中した ので、 靜子は 仰天して、 口 を あいた まま • 後ろに 兩手 をつ いた。 

小川 夫婦 はまた 具ッ 赤に 怒って、 思 はすから だ を そらせた。 

r これで 儀式 は』 と、 山 田の 老母 は 太い 聲で、 『首尾よく 潜みました から、 皆さん どうか 御 自由に 召し 

あがって 下さい。」 

鶴 子 は悠々 として 自分の 席に つく。 

たま 

小川 老人 は堪 りかね て • 山 田 老母の 方に 向って 聲を ふり あゆ • 

ちょっと  もくろく  u ざ 

『鳥渡 伺 ひます が、 あの 目 錄は眞 下さん なり、 わたくし なりが 先づ預 るべき 牲 質の もので は 御 坐い ま 

すまい か？』 

r いや、 あなた 方に は』 と、 山 田の 老母 は 肥えた 胸 を つき出して、 『別にお 禮 はさし あげる ことにな つ 

てゐ ます。』 

た。 もの 

かう した あり 樣で 宴會も 終り、 眞下 未亡人、 小川 失婦、 河津友 子な ど は 反物 一 反 づっを 貰って 歸 る。 

その 途中で、 

r あの 婆ァめ • 不埒ぢ ゃァ ないか』 と、 小川 老人 は どなる。 『中味の ない 目錄で 胡麻， i しゃ ァ がった！」 

節  子  五 111 
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『木統 の nz 錄 であっても • ああした の は 鶴 子さん の 智慧 ぢゃ御 坐い ません、 ね』 と、 滿子は 答へ る。 

『さう やろ、 な』 と • 靜子は 云 ふ • 『言 K つきまで 敎 へても ろた 様な ところがあった。』 

『然し 鹤 子さん はえら い  3 ッ かりした ところがあります、 ね』 と、 友 子 は 云 ひ 添へ る。 

實際 * えらい のか どう だか、 鬼に 角 あの 五 百 圓を以 つて • 鶴 子 はいい 旦那 を 取る 衣裳 を 作った ので 

九 

鶴 子 は、 暫く M がの 養女と して、 多くの 贵顯 紳士に 寵愛され、 渠等 と共に、 自分の 父が もとした 樣 

に 一 一頭 馬車で 乘りま はして ゐた。 そして 琴 を 知つ てゐ るの をた よりに、 また 三味線 を も おして ゐた。 

然し 半 ギも立 たない うちに、 海月の 母 や 姉妹と 喧嘩 をして、 獨 りで そこ を 飛び出して しまった。 そ 

づょ 

して 新橋の 或藝者 星から、 同じく 鶴 子と 名乘 つて、 左り 接 を 取る 様になった。 

まだ 京都な まり は拔 けない が、 客が 住 田 弦 を 知って る だら うとから かふと * 

『そんな 人 は 知り ま へん』 と 惚ける し • ぢ ゃァ、 木 村 笛 村 はと 聽 くと、 

『あの人なら- わたしの 琴の 先生 だ、 わ 11 けれど、 いつも 貧乏で、 氣の豫 や』 と 云って る さつ だ。 
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. >  さは. i.o.s  * そぺ 

七月 一 日。 暗。 巡旮拜 命。 その 足で 橫濱 に歸 り、 § 部 方 を 引き 拂 つて、 直ぐ また 上京 * 

荷物と て は、 たッた 行李が 一 つ だ。 〇 區 〇〇 下の 巡 1^ 敎習 所の 寄 { ^舍に 入る。 

七月 二日。 晴。 どいつ もこい つも 分らす 星ば かりで、 同僚に 話せる 扠 がない のがい やにな つた。 そ 

れに、 舌の 短い ので ラリ ルレ 口 の 云へ ぬ 人種の 多い のに 驚く。 おれの こと を 『モ、 イシ ク』 と 呼ぶ。 『お 

い • モイ シタ 君、 こえ かやお いどん も 一 緒に 警察 界の爲 めに 大いに や 、どう。』 へん、 『よどし く 5^ みます』 

だ。 

七月 三 曰。 晴。 け ふ は、 敎 窒で敎 習. IE 長と 鳥渡 云 ひ 合 ひ をした。 渠は 『巡査 は 不眠不休 だと 云 ふこ 

と を 知って るか』 と 尋ねた。 ち、 れ は- ！!!： 僚が 持って をる 雜誌 『i^*l」 にさう 窖 いて あつたの を ひ 出 

したが、 わざと 『知りません』 と 云って やった。 すると * 『そんな ことで 巡査が m 來 るか」 と 云 やが つ 

た 。「出 來 なければ 直ぐ 辭職 します』 と 答へ ると • 『そんな 短氣 ではい かん。 もッ と本氣 で勉？ JJ せよ」 と 

來 たから、 『無論， 勉强 はいたし ますが、 人， 閒は寢 もしなければ なりません。 休す み もしなければ なリ 


ません。 不眠不休と は、 巡 茶 その物でなくて- 警察と いふ 一 つの 組織が でしよう』 と 一 本 まねら して 

見た。 すると、 渠は 苦笑し ご 、『そり ゃァ さう だが * 譬へを 持って 云 ふたの だ』 と 胡痲化 しゃがった。 

敎習 所長なん て 云 ふても * 高が 位地の 低い 巡 _ ^あがりの 警部で はない か？ おれに はま だ その えら さ 

うな 睨み も 利いて 來ん。 

七月 四い。 晴。 久し振りで 攀劍の 稽古 を やって をる ので、 骨^が lg む。 そこへ 持って 來て、 下手く 

そな 薩摩芋に 膝の 下 を 打 たれて、 それが めめ づ 張れに なった。 

七"；； - 日。 雨。 

七月 六日。 晴。 おれ だけ は 長く 敎習 所に をる 必要 はない と 認められ、 きの ふから そこ を 出された。 

しょぞく  お な 曹もレ  いも 

所屬は 〇 释察署 で、 受け持ち は 〇 公園 御成門 內の 交番 所ぢ や。 竿 どもが ぼかんと して、 羨し さう にし 

, ふく  40 ょク丄 

て をった ざまはなかった。 制服に 劍 をち やかく さして 人民に 對 する 心ろ 持ち は 鳥渡 乙であった。 ^ 

装した ものが 武裝 せん ものに 臨む と、 おの づか らおれ は 警察官 ぢ やと 云 ふ 威厳が 出る。 昔の やうな 棒 

ッ 切れ を やめて、 劍 にした 0 は 大いに 意味が ある。 然し 同じ 巡^の. Irtll に 意 張られる のが 少し 面白く 

ない。 おれ を あの 交 群の キ： 住に して 吳れ ると 面白い の だが —— きの ふの 朝から、 へ〉 ふの 朝まで 立 ちづ 

めて をる と、 不惯れ の 疲れが 出て 眠くて しょうがなかった。 然 襟して から、 寄宿 舍に歸 り、 0S. 

ラ てから、 宿 を 探し まわった。 仙臺 屋敷の 中に、 二階の 明き 問が あつたので、 穢 いが 安いので ここに 

巡査 ni 記  五 七 
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決めた。 一  圓 五十 錢。 へ が七圓 五十 錢。 おれ は 一 一十 錢で、 たッた 九圓の 生活 をす るの だ。 ク 

,  こづか ひ 

ヱン 、クュ ン はせ #1 つ ilo や、 社會 主義 ぢゃ。 傣 給の 殘部を £ 草、 洗灌 代、 その他の 小 使に すると、 ， 

郞買ひ 一 つ 出來る 見込み はない。 

ー體、 おれ は 何で こんな こと をす る やうに なった。 〇〇 川 縣廳第 〇 部長^ 部國 雄の 食客 をして をれ 

ば、 ゃがてはぇぇ%%を與へて11^^るのは^かってをった。 き やつ は 近々 榮轉 して、 東京へ 来たり、 木 

省の HH 長ぐ らゐ になる の は 決って る。 が、 ぉれはきゃっの細^^；のぉ雪と衝突した。 お雪 はー體 おれの 

镇ァ になる 奴であった。 あいつが 國で おれの 家へ 裁縫 を 習 ひに 來て をった 時. 母 は あいつ を おれの 爲 

めに 入れよう とした。 あいつ も おれに 惚れて をった。 そのうち、 あいつの おや ぢが 相場に 失敗して、 

はんじ 

あいつ は 下女とまで 落ちた。 さう して、 雇 はれた のが あの 磯部 1— その 時 は、 國の 裁判所の^ 事で あ 

つた —— のと ころ ぢゃ。 

お雪が ii 別縝 なので、 物奸 きな 磯部 は 手 をつ けて しまった。 お雪のお ゃぢも それが 望みであった 

の だら う。 おれ も 然しお 雪のお g で展ひ 記 を！： 命した が、 もな く 磯部 はお 雰を 女房と して 外へ 轉 

壬して しも JM。 おれ も國 などに いつまでも くすぶって をりたくなかった。 礎 部が 二三 度轉 おして 轉 

任と 共に すん/. \ 出世して、 〇〇 川縣へ tl;: たと 聽き • 母が おれ を そこへ 頼って 行かした が、 お雪が 元 

のこと を 忘れて 澄まし 込んで をる のが 癥に さわった。 毎 仲が惡 かった。 それが 原^でと うく 


衝突して しもた。 今ごろ は、 二人で おれの 行く ゑ を 心配し • おれの 母に 濟 まんな ど 云 ひ 合 ふて をる に 

船 % な いが、 もう、 二度と 二た び あんな ものの 世話になる もの か？ 

に 角、 心 祝 ひに •  しめ 屋 から 煮し め を 六 錢と酒 二 合と を 買うて 來て、 獨り でち びり、 ちび り や 

つた。 

•  つ 4^ て 外出す る氣 もない。 明朝まで はから だが 自由 だから、 午後 六 時に 寢床を 敷いても ぐり 込んだ。 

下のお かみさん は 笑って をった。 

七月 七 日。 暴。 

ラ ちょく 

ヒ へ 日。 晴。 きの ふ は 棚ば たさんで あつたが、 そんな ことに はお かま ひなし ぢゃ。 巡 查も當 直の 

問よ、. 戟際 不^不休 だ。 が、 餘. =N さう 云 ふやう に 心がけて をる と、 詰らん ことにまで 注意が 行て 困る。 

きの ふ、 夕 かた、 もう くな つてから • 一  人の 男が 若い 女と 西洋人の 夫婦が する やうに、 手お 組み 

とほ 

合 ふて- I： 戯ぽの 方から やって 來て、 おれが 交番 さきで 立って をる 前 を * これ 見よ がしで 通らう と L 

た。 餘 り小愤 らしかった ので、 つい • 

『こら/ \』 とやって 見た C これが おれの 初めての こらく だ。 ところが、 それが また 初めての 失 砍 

であった。 

『1 が こらく です』 と、 向 ふの 男が 立ち どまって、 突ッ かかって 來ゃ がった。 

巡査 日記  五 九 
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，か 

「貴様 は、 その ゥ』 とまで やった が * 實は， 呼びと めた 理由が おれに も 分らなかった。 で、 

だいだう 

r 1 體 大道 を 何と 心得て をる』 とやった。 

r 大道 は 大道 だ。』 

ふ らち 

『その 大道 を、 賣樣 は全體 不埒 だぞ ！』 

『何が 不 です？』 

ri 體、 その ゥ 風俗 壌亂の やうな 眞似 をして 歩く のが 不 IT た。』 

『馬鹿な こと を 云へ！』 

『馬鹿と はどうした？ 警官に 向って 馬鹿と はどうした？』 かう 怒鳴って、 うまく 切り 犮 けようと し.. 

たが、 向 ふが 却々 承知し ない。 うるさくな つたから、 『もう、 ええから、 行けく』 と 放免して やった。 

ぶぅぞくくゎぃら.^ 

『何が 風俗 壌亂だ —— 何が こらく だ』 と、 こちらへ 聽 える やうに 云 ひながら、 相 變らす 手 を 組んで 

うちわ  ， [  ゆかな  かげ .**0 

悠々 と 園 扇な ど 使 ひながら、 白地の 沿 衣の き やつ 等 は 松の 陰 道へ 兒 えなくな つた。 

女 は 十代ら しかった が、 男 はもつ 四十 近いお ゃぢと 見えた。 夫婦ではなかった だら う。 少く とも、 


めかけ 


あの 女 は 妾であった だら う- 


せ  いめい 


つい、 まごつかされて、 性 名 を SS くの を 忘れて しまった。 胸の 中が むしゃくしゃ したので、 その 腹. 


じ けん 


いせに 何 か 事件が あれ かしと 待って をる と *i 


ちょつ. M 

r 鳥渡 便所 を拜 借』 と來 た。 こいつ、 もし 粗相で もしたら、 ラん とや ッ つけて やらう と • そばへ t て 

耳を澄まして をった が、 無事に ませたら しく • 而も 素直に 禮を云 ふて 立ち去り やが っヒ。 

同僚が 巡回から 歸 つて 來 たので、 おれが また 巡回に 出た が、 生憎、 何事に もぶ つからな かつ ヒ* 

ひぼん  ^ 

け ふ は 非番 だから， 一 賓寢 してから， 市中 を ぶらついた。 電車に 乘 つて 淺 草公蹈 へ t 仃た。 勝手が 分 

らな いので、 わけが 分ら や 歩き まわった 末、 電氣 館と 云 ふ 活動 冩？ M へ 這 入って 見た。 大した 入りな の 

に 驚いた。 おれ も あないな こと を やって、 I っ大 儲け をしたい もの ぢゃ 0 その そばの 潢 丁で、 『ま ァ、 

遊んで いら ッ しゃい * 遊んで らッ しゃい』 と 云 ふ 女が をる 店が 澤き 並んで をる ところがあった。 あれ 

が 所謂 公闹 の淫赍 宿 だら うが、 なぜ 警察が 禁止 しないの だら う、 不思議 だ。 金 さへ 持って をれば、 お 

れ でも 這 入って 見た くなる。 

ほんし， く 

歸 つて 力ら、 酌 を やった が * 下のお かみさんが やって来て、 『お 船 を 致し ませう か』 など 云 ふで、 

いろんな 話 をして をった。 

就褥、 午後 「ム 時。 おかみ さんが 褥を 取って 吳れ た。 

七月 九日。 晴。 

七月 拾 日。 罄 r きの ふ、 交 S 付 所の 中で 椅子に 腰かけ、 あくび をして をったら、 突然 巡 茶 部長が やつ 

て來 た。 直立して 敬禮 をした が、 

巡査 日記  六 一 
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U  ねむ 

『今の あくび はどう ぢゃ？ そんなに なまけて をったら 行かん』 と 叱り やが つた。 然し、 實際、 眠く 

もなる、 さ。 あいつ 等 は 五 年 も 六 年 も 所謂 不眠不休に W れッ こに なつ て、 祌經 までが 麻^して をる のぢ 

や。 おれ はま だ そこまで 墮 落して をらん。 いつ 飛び出す かも 知れん のぢ や。 

け ふ は、 東京の 法律 校と 云 ふ もの を 所々 見て 來た。 『明治』 でも、 『中央』 でも、 『日本』 でもえ え か 

ら、 一つ 這 入って やりたい もの ぢゃ。 

どうも • 女舉 生の, 俗が よくない。 袴に、 茶 だの、 紺の やうな だのなら まだえ えが、 赤みがかった 

の を 穿いて をる と， 丸で 据を まくって 腰卷を 出して をる の も 同じ こと ぢゃ。 なぜ 女學 校で 禁じない の 

けいし そうかん  • ， 卜， 

だら う？ 擧 校で 禁じなければ、 警察で 禁じても ええ。 おれが 警視 絲監 なら、 鹿ぐさぅ1|^ふせ§=を出 

してし まう。 まだ 持なら ええが、 袴 を 穿かん 女 は、 どうも， 柬 京の やうな 人通りの 多い 町 を 歩かせる 

じっち  ， 

のがよ くない。 ちらく と 赤 や 白の 腰卷が 見える の は、 實 地の 風俗 壌亂ぢ や。 

歸 つたら、 日が 暮れて をった。 床が 取って あるので、 聽 いて 見たら * 

『あなた は 早く 寢る人 だから』 と、 おかみ さんが 云 ふた。 晚餐 にも、 命じて 匿かん のに 酒 をつ けて 來 

なかく 

た。 却々 氣の 利いた おかみさん ぢゃ。 

七月 拾 一 日。 晴。 この 日 は、 比較的に 面白い 事件が あった。 畫 間のう ちの ことで、 增上 寺の 大 釣り 

鐘の そばの 裏門 を拔 けたと ころで • 田舎の 婆ァ さんが 立ち小便 をして をった。 そこへ おれが ひよ ッこ 


*J ない 

り寺內 から 出て 來て 見付けた ので • 

『こら』 と • 1 喝 してやった。 

『へ ッ』 と、 婆ァ さん はび ッ くりして • っッ 文ち あがり、 こちら を 向いて 訖 びに； g びた。 1^ に をつ 

たつれ の婆ァ さん も， 一 心に 惡う 御座いま したから、 どうぞ 御勘辩 をと 云 ふた。 

以後 をい ましめ て 行かせた が • 小便 婆ァ さんが 紅葉 館の 方へ 行く その後ろ を 兌る と • 尻の あたり か 

ら 下へ かけて、 衣 物が Si れて をった。 中途で やめられなかった ものと 見える。 道理で、 を かしな 顔 を 

して をった。 へば 不憫であった。 

あな U レた 

七月 拾 二日。 暗。 午後 四時 M、 少し 凉 しくな つたので^ 歩に 出かけ， 愛宕 下の 通り を樓 田本姆 町の 

通りへ 來 ると、 

『おいく- 森 下』 と 呼びかけた ものが ある。 聽 いたお だと 思 ふて ふり 向く と、 ® 部 方で 1 緒に.^ 容 

をして をった 坂 木 だ。 生 意.：：^ にも 車な どに 乘 つて 意 張って ゐゃ がると 思 ふたら、 磯部の 命 <1 ^で 家 を 見 

に來 たの ださうな。 

之. S てん  之い てん 

『織 部 はいよ く 〇〇 省へ 榮轉 だぞ』 と、 き やつ、 おのれが 榮轉 でもす る やうに 意 張っても やが つた 0 

『贵様 は、 今 • 何 をして をる か 知らん が- 轉 任して 來 たら、 びに 來 いよ。 今回 こそ 何 かうまい ことが 

あるに 決って をる  おれ も、 今度 は 雇 ひに でも， 何に でもして 貰 ふつ もり だから。』 

巡査 B  Si  .Kill 
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『ま ァ、 おれが 今 何 をして をる か 見に 來 い。』 かう 云 ふて、 無理に 坂 本 を おれの 假寓へ れて來 た。 お 

かみさんに 金 を 立て 換 へて 貰 ふて * 酒 二 升と 煮し め屋の 物と を 買 ひ、 久し振りで 飮ん だり、 語ったり、 

欲 ふたりした。 おかみさん は 下から 三味線 を 持って 來て、 それ を彈 いた。 さう して、 

『わたし、 これで も 長 啦と端 唄は隨 分お 稽古し たんです よ J と、 自馒 した。 

坂 本 は 例の 助平 极性を 出して、 ぉかみさんの^^を執ったり膝にもたれたりした。 

そのうち、 下の 主人が 歸 つたので、 おかみさん は 下りて しまうた が、 坂 本 は， 

『おい * もッ とお ごれ、 おごれ』 と 云 ふ。 何の こと だと 思 ふたら、 あの かみさんが おれに 惚れて をる 

と 云 ふの ぢゃ。 さう 云 はれる と、 さう らしい 氣 ぶりがなかった でもない。 親切に床は取って93^^る0 

，は 翁 

飮 食物に も 注意して 吳れ る。 金 を 貸せと 云へば、 け ふの 如く 心よ く g して 吳れ る。 子 もな レ ので 浮 氣 

二相 違ない。 大きな 丸 髻を結 ふて、 いつもし どけない 風 をして、 8^ えて 丸い 顔に 微笑 を 浮べた とこ 

な 5* く  ちょっと 

ろな ど は 却々 愛嬸 者で、 而も 鳥渡 美人 だ。 

坂 本 は 午後の 十 時 過ぎまで 飮ん で、 とまれと 云 ふたが 聽 かす • け ふ は歸ら にやなら ぬと、 それでも、 

あの づ ぼら 男に 口 はす、 醉ッ拂 つて をる の も 忘れて、 歸 つて 行った 。あのお 雪に また 叱られる ので 

あらう 0 

七月 十三 日。 so  (『暗』 と 一 旦 書いた の を 消して， さう 害き 直して ある。) け ふ も を かしい 事件が あつ 


て をる と、 鳥渡 怪しい 奴が 横丁から 飛び出して、 おれ を 驩け拔 けた。 別に 走る ので もない が、 變な風 

をして 急ぐ ので * おれ も 同に 歩調で ついて 行った。 公園 ざ かひの 溝 橋 を 渡って、 三 島 町へ 出る と、 後 

ろ を ふり 返り、 ふり 返り、 と ある 細い 潢 丁 —— と 云 ふても • た 家と 家との ぢゃ —— へ 這 入った。 

おれ は 知らん顔 をして 跡から ついて 行き、 こツ そりの ぞいて 見る と、 き やつ、 しゃがんで" なお を垂 

れて をる。 よくく したかった の だと， 見える。 一昨日の こと も あるから、 その 中途で 一喝して、?^ 

AO  じんだ う 

物 をよ ごさせる の も 大いに 人道に もとる こと だから、 暫く おれ はき やつの 出て 來 るの を 待って をった 0 

やがて 出て 來 やが つたが、 おれの をった の を 見て、 ；^！-ぃて逃ゅょぅとしたので、 お S "は， 

『待て —— こら』 とやった。 

『へい/ \』 と， き やつ は 立ち どまって、 こちら を ふり 向いた。 

今？ さ *w 

『贵様 は』 と， 赏は T 落ち 付き を 失 ひかけ た 心 を 沈めながら、 『今 何 をして をった？』 

『へ. S  く。』 

けん 茨く 

『ー^^へ、 何 をして をった？』 おれの この 欉 幕に 恐れて しまうた かして、 

『實 は』 と • ぉづ/ \、 『大便 をして ゐ ました。』 

『何ぢ や、 贵樣は あすこ を 大便 所と 思 ふて をる か？』 

巡査 日記  V  六 五 
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『へいく。』 

IT 掃除せ い、 掃除 を！」 

もう、 iw;!K だかり になって をった。 き やつ、 困った 様子で 手 をば かり もんで をった が、 

『どうぞお ゆ^し を 願 ひます、 どうぞ、 どうぞ」 と 跡す さりして、 最後に 『どうぞ』 と 云 ふて 逃げ 出し 

た。 

『こら、 逃がし や せんぞ』 と、 おれ はわれ 管す 足 I がして、 き やつ 8 を 搜んで 引き もどした 

『あんなき へ 糞な ど しられて たまる もの か』 と、 敏 i の 人 S われ 勝ちに 惡ロ雜 言を 重ねた。 

おれ は 飽くまで 掃除せ いと 命じたら， き やつ、 ふところから 新聞の タ刊か 何 か を 出して うんこ を そ 

れに 包んで をった。 

はう めん  » 

おれが 後來を いましめて 放免す ると 

『どうもす みません でした』 と 云 ふて、 それ を眞 面目 腐って つまんで 行った。 

おれ は を かしくて 溜らなん だ e 

七月 十四日。 暗。 當 直の 間にで も、 iJii して 歸る 途中に でも、 思 ひ 出す の はおれの 家の こと だ。 

の 士醫敷 Q、  ^^10.  ，二階の、 an どうで もえ 

え。 が、 どうも. おかみ さんの 顔 を 早く 見たい やうな 氣が， 近頃 外に をって • 頻りにす る やうに なつ 


て來 た。 ぉ雰 でも をれば まだえ えが • 近し い 女と 云 ふて は、 今のところ、 あれ だけ だからで も あらう • 

姉の やうな • 母の やうな 一 I その 癖、 おれと はおない 歲ぢ や。 

けさ *  宅す ると， 下の 主人の 保 險勸誘 員が 珍ら しくま だ 家に をった。 夫婦 喧瓖 でもして をった や 

うに， 朝釵の i£ ん だま &の ちゃぶ 臺を さし 挿んで、 鹿爪らしく 向 ひ 合 ふて をった。 おれが 這 入って 行 

くと、 

『そうれ、 おまわり さんがお 歸り になった』 と、 おかみさん はこ ちら を 見て！^ 笑した。 然し おれ はお 

まわりさん など 云 はれる のがい ゃぢ や。 なぜ 世間の 人 は 瞥察官 とで も 云 はない の だら う？ 瘤に さわ 

つたから， 何も 云 はんで 1 1 階へ あがらう とすると、 『ま ァ、 お 坐 わりよ • 森 下さん』 と、 おかみ さんが 

呼びと めた。 

その 無禮 なやう でも 愛嬌の ある 聲に 引きつ けられて、 おれ は、 

『どうした のです』 と、 二人の そばへ 行って あぐらをかいた。 

だう 9 

『あなた は 巡 S だから、 わたしの 云 ふ 道理 を聽 いて 貰 ひます が、 ね』 と 切り 出した。 おかみ さんの R 

へた ことに 據 ると- 主人 は 保 險勸誘 以外に も、 いろくな 口 を 利いて、 不時の ロ錢を 儲けて をる らし 

い、 それ を 女房に は內證 でみ な 自分の 愉快に 使うて しもた。 

はんぷ レ 

『不時の 儲け だから、 使って しまう の もい いけれ ど、 せめて 半分 はわた しの 方へ 貰 はなければ J と S 

巡査！ M 記  六 七 
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ふの も 尤も ぢゃ。 

おれ はお かみさんの 云 ふ 通りに してやる のがよ からう と& してから、 二階へ あがった。 面倒臭い 

よりも、 腹が減って、 减 つて 溜らなん だの ぢゃ。 膳 を 運んで、 おかみ さんが 段ば しごから 顏を 出した 

おそ 

時 • に ッと笑 ふて をった が、 何となく 恐ろしい やうであった。 そして おれ は、 すき 腹であった 爲 めか， 

かッと のぼせた。 

獨 りで 飯 を 喰って をる と、 下で はま だ 云 ひ 合 ひ をして をった やうで あつたが、 やがて 主人 は 出て 行 

た樣 子であった。 

『森 下さん』 と 云 ひながら， 直ぐお かみさんが あがって 來て、 『お 酒で も飮 みまし ようよ、 今から。』 

あさ 

『朝からで すか？.』 

『ええ • わたし • 癥に 障って 溜らな いんです もの —— でも、 今、 少し ぼッ たくって やった から、 わた 

しがお ごり ますよ。』 

けつ &ぅ  * と.？ 

『それ は 結構です、 な』 と 云 ふて、 おれ は 例の 如く 蒲圑を 出しても ぐり 込んだ。 一 日 一 晚の 勤務の 疲 

れ でぐ ッ すり 寢 込んで をった の を 呼び 起された 時 は、 おれの そばに 川 意が 出来て をった。 

『さ ァ、 飮 みまし ょラ よ、 森 下さん』 と， おかみ さんの あま ッ たれた 樣子を 311^ て、 おれ はまた 恐ろし 

しゃ ゥじ 

くもなった。 寢る 前に 明けた と 思 ふた 窓の 障子が いつのまにか 綺 つて をって、 外 をが らく 云 ふて 通 


る 車の i3 が 暑苦しく 窒內に 籠った や うぢ や。 

『お雪なら え 、が、 なァ』 と 云ふ考 へに 醉 ふて しもて、 おれ はお かみさんと 何 杯 猪口 を 酬い 合 ふた か 

知らん。 

いつのまにか (この 副詞 だけ は 分る が、 これから 數 行と 云 ふ もの は 書いた 跡 を ft 者が 黑く 塗り こく 

つて ある。 そのうちに、 『犯罪』 の 一 語と 『こない な 恐ろしい こと』 の片 句と だけが 透いて 見える。) 

七！；： 十五 日 —— 二十 二日。 晴っ^-き。 出勤時間に 後れたり、 おかみ さんに 厭味 を 云 はれたり した こ 

とが あるが、 まァ、 無事。 

«- ん もん 

七月 二十 三日。 暗。 增上 寺の 山門 内 を 巡回して をって、 ふと 國 での 同窓 藤 山の 妹なる お 琴さん に 出 

しゃう はい 

會 ふた。 が、 こんな 商寶 をして ゐ るの を 固へ 通知 されても 困る から、 知らん振り をして 通って しもた。 

ぢょ 

かの 女 は 背 は 相 變らす 低い が、 婦人と して 物に なって 來 やが つたわい。 

たま 

七月 二十 七日。 暗。 暑くて 溜らん 曰であった。 それに、 きの ふ も * 同僚が 病氣缺 勤の 爲め その 代理 

をした ので、 からだが 丸でへ な/ \ だ。 久し振りに 何 か 面白い ことで も あれ かしと 巡回して をった。 

公^な ど は 人通りが 多い ばかりで、 人家の あると ころが 少ぃ。 それでも • 一  っ勸 工場の 後ろから かけ 

て 西の方へ 行って 見た。 どの 家 をの ぞいて 見ても • 暑さに 苦しんで をる の だら う- 窓 や 障子が 明け 放 

はんらたい 

しで、 奧の 見える ところでは、 だら しのない 風 をして をる のが 見えた。 中には、 半裸 體ゃ ふんどし 一 
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つの も をった。 それでも 感心に おれの 姿 を 見る と * 急いで 引ッ 込んだり、 はだ を 入れたり した。 正お 

な 奴 も • 世間に は あろ もの ぢ やと 思 ふた。 吾々 も はだかになり たいの ぢ やが、 商资 が商资 だから • 窮 

屈な 制服に 重い 帶劎 11 汗水 垂らして、 そでない 風で うろつき まわる 苦し さは、 恐らく この^ 驗 をし 

たもので なければ 分るまい。 

し はぞの ばし たもと  ，  )  • 

丁度. 午後の 巡回の 時であった • 何氣 なく 芝 園 橋の 袂 まで 行って 見る と * 橋の もとに 舫 つて をる-滞 

の 上で、 年 iS? の 女が ふんどし 一 つで 一 心に 洗濯 をして をった。 他の 人 々が！： て をら なんだら， おれの 

齊 轄內 ではなし、 無論お ほ 目に のがして やる のであった。 が、 通行人 ども はおれの 姿 を ると • そ 

れ となく 咎め立て をせ いと 云 はんば かり ぢゃ。 

『あの ® 、ッ たらない！ 女の 癖に。』 

『來た /\* おまわりさんが 來 た。』 

『今に 叱られ まァ す。』 

あつく る  .  、 I 

丸で おれまで が 見せ物の 一 部に でもな つた や うぢ や。 暑苦し さに まぎれて、 橋の 上までで も 行って 

ようと： E 心 ふて 來 ただけ ぢゃ。 それ を何ぞ や、 おれまで を せ 物にして 見ようと 云 ふ 公衆 ぢゃ。 如何 

におれ でも 悲觀 せざるを得ない。 

もく きょ  ず ど 

然し この 5. 对 許す ろ. C けに も 行かん ので、 どうせ 公衆の 興味の 的になる 位なら、 ぃッそ Q こと、 


j つ • 大 けい 芝 Gig を 打って やれと 決心した〕 

< つ おと 

靴音の しない やうに、 靜 かに 川岸 を 下りて 行って、 女の 後ろから- 突然、 大 けい^で、 

『こら』 とやつ 付けた。 心のう ちで は を かしくて 溜らん の だが、 わざと こわい. g をして らみ 付け、 

ふ らち 

r 贵樣ァ はだかな どに なって、 不埒な 奴 だ！』 

r どうも 濟 みませ，^』 と 云 ふた 切りで、 顏を K ッ赤 にして 、洗濯物 を 船べ りへ ^ ッ たら かして 置いて、 

女 は 形の 中に け 込んだ。 あんな 女で も • まだ 耻を 知って をる と 見える。 

は か をつな もんな ばか 

r ゃァ い、 馬鹿 女 11 女 馬鹿』 と 叫んで、 見物人 は ど ッと笑 ふた。 

「何が を かしい 11 今 * わめいた のァ誰 だ？』 かう、 おれ は 怒鳴って、 今度 は 見物人の 方へ あがって 

行かう とした。 S 木 等 は氣が 早い ので 橋の 上 をば らく 逸け て 行った。 

おれ はまた 元に もどって、 船の 屮へ乘 り 込んで 行き、 家 形の 前につ ッ 立って、 女 を 呼び出した。 か 

«i  A らぐ b 

の 女 は 急いで 衣 物 を引ッ かけて ゐ たが、 恐れ入って 出て 來 ようと もせす • 船の 底に 平 蜘蛛の やうに へ 

たって、 小さくな り * 爲ッ靑 な 顔 をして をった。 暑い こと も 何も 忘れた やうに、 頻りに 兩手を 突って 

あやまった。 けれども、 その ま i 許す わけに は 行かん。 おれ は 手帳 を 出して * その 住： ね 氏名 を 控え， 

將來を 戒めてから、 引き取った。  ， 

はか 

七月 二十 八日。 雨。 外出 もせす、 二階に 引ッ 込んで をったら、 坂 本が 挎 など を 穿き 込んで やって 來ゃ 
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がった。 どうしたと 聽 くと • いよく 磯部の 周旋で け ふから 內務 省のお 雇 ひに なった さ うぢ や。 日給 

七十 錢、 それで おれより は 有 福に なった わけ ぢゃ。 おれが を ごれ と 云 ふたが • まだ I 文 もない と 云 ふ 

ので、 またお かみさんに 立て かへ て 貰 ふた。 き やつ は 例の 如く 醉ッ拂 つて 歸 つた。 

坂 本 は、 磯部から これで 11 立が 出來 るの だから 下宿で もせい と 云 はれた さ うぢ や。 まァ、 si のよ い 

ぉ拂 ひ箱ぢ や。 おれのと ころに 一緒に S 直いて 吳 れいと 云 ふたが、 き やつが 來 ると， こちらの^3もが§" 

し 

い。 きッと • おかみ さんと 〇〇〇〇 て をる の だら うと 聽 いて • 仕方がなかった が、 おれ は 飽くまで 『そ 

± し ざ ^ 

んな^ 罪 は 行な はん』 と 云 ひ 張って やった。 

ちょ  あ  一一  i  9 

然し 考 へて 見る と 恐ろしい。 かの 女 はええ 氣 になって、 おれまで を 額で こき使 をと して をる 力 こ 

れが あり 主人 こ 1^ たら • 如何に 頓馬な 3?； でも • 怒らす に は をらん だら う。 それがどぅしても^.^ろし 

a  くび  ふ ％1 よう *  t  * 

い。 この頃よ く 夢で 喉 を 締められたり、 寢首を かかれた りする こと を见 るが、 何か不 兇の^ 兆て ある 

かも 知れん。 

おれ もど こかへ 轉 宿して、 かの 女の 顏を 晃ん ようにしょう。 それにしても • 坂 本の 勸 めた 通り * 今 

もら  やくそく  - 

一 度 磯部へ； 1； 化び を 入れて、 何 かえ k ところに 周旋して 貰 を。 今度の 非恭に は、 坂 本の 約束に 從ひ - 

緖こ錢 部の 新宅へ 行て、 今の 觀3^ も 話し • またお 雪に も會 ふて 見よう。 何とか、 可と か會 へば 1" 啼を 

すれ ど、 矢張り、 お雪 はおれの 好きな 女 ぢゃ。 


七： ：！： 竹 九日。 ！ 9;。 無^3^ 

七月 三十 n。 暗。 交替して 歸 つて ると • 坂 本から ハガキ が來て をった。 同じ 區 內 0、 而もつ. S 近 

處で、 向佐 久 二 丁 p の 下.； 1^ 星に 下 .3? した さ うぢ や。 『a^ ぃ點に 於て は、 貴様のと ころに 勝る とも 劣 

ら ない ぞ』 と^！总張ったゃぅに瞽ぃてぁる。 あいつ も 却々 面白い ffi^ ぢゃ。 

行く 道す ぢ だから， おれの 方から 出て 來ぃ と窨 いてあった ので、 おれ は 少し 早く 夕飯 を.^』 つてから 

なか 

出かけた。 如： 1： にも 穢 いのは おれの 二階に も 負けん やうであった。 その 中で ふんどし I つに なって 

を ゆって をった が、 あの 飮み 助で も 遠慮 は 知って をる と 見え、 

『礎 部のと ころへ 行く のぢ やから、 酒 はやめて m はくの ぢゃ』 と 云 ふた。 

赤 坂の 〇〇 坂の 機 部の 新宅へ 行ったら、 丁度 主人 も 在宅であった。 が、 直ぐに 公用が あって 出に や 

ならん と 云 ふて、 鳥渡 應接 il 11 淡濱 のより はす ッと 立派 だ 11 で而會 した。 人のう ちに 厄介に なつ 

て をりながら、 、王 人に も 主婦に も 相談せ す、 また 何等の 挨殺 もせす、 出て 行くな ど無禮 極まる と あた 

まから 叱られた。 そこ を 坂 木が 封 Cii か 何ぞの やうに、 を かしな 身振り をしながら、 うまく 取り持って 

『ま ァ、 巡 1^ もお 吏 だから • それに なれたの は 結構 だ。 官吏と 云 ふ もの は 商人 なぞと は逮ひ *  一 5 尙な 

もの だぞ。 お前で も • 坂 本で も』 と • あいつ までが おれの 引き合に 出されて、 『この 精神 を 解して ゐな 
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いから • おれの 熱心と 努力と を 左 ほどに 思 ふて ゐ ない。 が * ぉれはこ>-數.1^の^に太《:1になって：：：^せ 

だい はう * 

るから， その 時に なって 驚かない やうに しろ』 と • 礎 部 は その 大抱奐 を 語った。 

坂 本 は、 その 場で 早 や 驚かされて、 目 をき よろ 付かせて をった。 

『わたくし にも、 一 つ， 何 かうまい 口が 御 坐りますまい か』 と- おれが 云 ふたら， ^部 は 非^に 怒つ 

た。 

じう，) さ 

『巡査 をして ゐりゃ 結構 ぢ やない か？ まァ、 二三 年 それで 辛抱 出来ない やうで は 、何 をしても 駄 nl 

だ！』 かう 云 ふて、 そッ けなく 外出して しもた。 

き やつが 勢 ひよく 抱へ 車で 出て 行く の をお 雪と 共に ra^ 送りながら • おれ は *  二三 年が 1 年で も， ま 

だ 巡査 をして をらねば ならん かと 思 ふと、 情けなく なった。 

鉈 びに 來た 甲斐 もない と 3 心 ふて、 S ぐ その 足で 玄齲を 出ようと した。 

よし 

『ょッ さん、 まァ、 お待ちなさい』 と • お雪が 命令 的に 呼びと めた。 おれの 名 は 吉：^ ぢゃ。 おれ は 

突ッ 立った まま， これ も突ッ 立って をる お雪の 顔 を た。 物 は 云 ひたくなかった が、 つんと して 奥 さ 

ん らしい 威厳の あるのに 打 たれて、 

『何です か』 と • つい、 ほほ 笑まざる を 得なかった。 

『あんた の やうな 氣短 にも 困ります よ。 何も. わたしと 云 ひ 合 ふたから とて、 直ぐう ち を 飛び出さん 


でもえ、 ぢ やありません か？ 直ぐ 口が あった からえ- - やうな もの 、、若し それがなかったら、 わたし 

か あ 

がわ ざ/^ W ら せた やうに 見えて、 あんた のお 母さんに 濟 まん わけになります』 と * 云ゃァ がった 0 

『そり ゃ濟 みません でした』 と、 おれ は 例の 如く あたま をく るりと 撫でて 見せた。 それでお 雪 も 例の 

如く 笑 ふて しもた けれど、 おのれば かりの 出世の 自慢 をして、 おれの 世話 を、 もう、 して IL 力 れんや 5 

やつ  = めん 

な 男の 家へ 來て、 あんな 奴に 奥さん 振られる の は、 もう 御 t!p=- ぢゃ。 

げし もく 

坂 本の 下宿へ 引取って から、 おれ は燒け 半分に 大いに 酒 を飮ん だ。 

七月 三十 I 曰。 晴。 相變ら すてく くと 交^所へ 出かける のがい やにな つて 夾- た。 何 か 外の 仕事 を 

昆 つけに やならん。 これから また 出かける のぢ やが、 出かける 以上 は、 思 ひ 切り 職權を 振り まわして 

じんみ.？ 

人民 を 叱り飛ばして やる に 限る。 

I  )  ！  かん ちゃう  . 

八月  一 no 晴。 きの ふ は 出 ® 曰で 勘定 を见 なんだ ので、 け ふ、 おかみ さんが 勘定書き を 兄せ た。 酒 

代 や 煮し め 代が 多い ので、 とても、 動き は 取れん。 不足 分 はお かみさんの 立て 換へ にして Sd いて 赏ろ 

か は  でけ 

たが、 その代り， こ k を 轉宿 する こと も 出來ん やらう。 おれ はまた 今月 も 恐ろしい 夢を見つ けねば 

ならん。 それにしても • 少し 酒を飮 むの を ^ せねば、 おれの 會 計が 持って行 けん。 情けない こと ぢゃ。 

坂 本が また やって 架て、 夜遲 くまで 馬；^ 話 をして 歸 つた。 , が， おかみ さんが 坂 本 を 初めて 来た 時の 

やうに 持て 爲 さんの を、 藥は不 1^ さう にこ ぼして をった。 あいつ、 燒 いて ゐ やが るんだ。 

巡査 日 七 五 
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八月 二日。 晴。 朝、 盒事を 巡んで 來た おかみ さんが- 坂 本の こと を •  _ 

『いやな 人ッ たら、 ない の， ねえ、 ゆ ふべ 鳥渡 下へ 來た 時、 うちの が； M が 付かない ところで、 わた レ 

の 手 を引ッ 張った』 と 云 ふた。 さう して 見る と- あいつより はおれの 方が 少し は 立派な 色 であると. 

見える。 又 H かける のか、 色 のお まわりさん も 餘り氣 が 利かん。  一 

八月 三日。 暗。 坂本來 たる。  \ 

八月 四日。 暗。  j 

八月 五 ：！：。 晴。 園の 母から 磷 部のお 雪へ よこした 手 I を * 坂 本が 持って 來て 5.1^;- た。 巡 杏 をして を 一 

る こと を 早 や 云 ふて やった と 見える。 ありがた くもない。 かう 云 ふて 聽 かせて 吳 れい、 あ-云 ふて 敎リ 

へて C_4C^ いと， 母と 云 ふ もの なぞ はく どくし いもの ぢゃ。 へん、 お雪が いくら 出世した ッて、 おれ 1 

は 女 なぞから 敎 訓を聽 いて をる やうな I カぢ やない。 1 1 度と # び 碳 部の 敷 k を またぐ もの かい？ お 母 一 

さんが 心配して をる から、 返事 を 出せと お雪が 云 ふた さ うぢ やが、 おれ はそんな 返事 は 出さん。 一 

八月 六日。 晴。 け ふ も 終 H 、暑かった。 おれと 一 絡に おなじ 交番に をる 同僚が、 年が 若い ので 時々 

生な どに 揚け足 を 取られて 閉口す るの ぢ やが、 今晚 もまた 失敗した。 それ は 一 人の^ 漢 がー： 2聲 で 詩吟』 

して 歩いて をった の を 咎めた ので ある。 すると • 交^の 前 は 忽ち 人の 山が 出来た。 漢は怒 ろ。 見、 一 

1  すね 加ん  j 

物 人 《 みな 醉漢の 味方で •  口々 に 勝手な こと を わめき 散らして をった 0 そこへ おれ は 巡回から 歸 つて i 


來 た。. 亡 人の 書生 は滔々 と 辯 じ をった。 

『吾人 は 憲法 治下の 臣民で ある。 上 一 天 萬 乗の 赤子で ある。 然るに 何で 無辜の 良民に 鐵翁を 喰ら はせ 

た』 と、 辯 舌に つれて 火の やうに 怒って をった。 

『どうした わけ だ』 と， おれが 出し や 張って よく 聽 いて 見る と、 その 書生が 巡査と 醉漢 との 問答 を 立 

，くわい 

ち聽 いて をって、 面白い とか、 愉快 だと か 云 ふたので、 

『何が 愉快な の だ』 と • 同僚 は 怒って、 いきなり 書生の あたま を ご つんと やった。 それで 書生 も 怒つ 

て をる のであった。 して！ ると、 書生の 怒る のに も 理由が ある。 こ、 は 一 つ、 おれの 智慧 袋 を 船って 

平和に, 決しなくて はならん と 思 ふたから • 極めて おだやかな 言葉で 書生に 花 を 持たせて やった。 

『理. H は 分りました。 貴下の 方に も 理由が あると 思 はれます。 見れば、 普通の 人の やうで もな く、 充 

けんし *- 

分 學_ 誠 も あり • 見識 も ある 寄生さん と 思 はれます が、 どうか わたくしに おまかせ 下さって、 お 引取 to- 

下さ いま せんで しょうか？』 

書生 はま だぐ づく云 ふて をった から、 

『まだ 分りません か』 とお どし 付けたら、 

なに  い 

『さう です、 ね、 ぢ ゃァ、 もう 何も 申しません』 と 云 ふて、 行て しもた。 

馬鹿な 奴ち や、 お 調子者が おだてられて、 嬸 しがって をる と， おれ は 跡で 同僚と 共に か IK してやった 0 

巡査：：：！ 記  七 七 
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八月 七日。 晴。 坂 本が また 來ゃ がった。 おれの 悪口 を さんん \ 云 ふて おかみさん を 物にしようと 思 

ふて ゐる らしい。 馬鹿な 奴ぢ や、 なァ。 

八月 八 0。 暗。 

八 E;: 九 R。 晴。 坂 本 來訪。 おれが 日記 を 請み 返して をった ところへ やって 水 小て、 何 だ、 見せろ と 云 

J= ま  げんぶん ち 

ふた。 見せて 溜る もの か？ あいつに はこれ だけう まく 言 文 一 致 は 害け まいて。 おれが 日記 を 害き 出 

したの は 『日記 文 作法』 と 云 ふ 書物 を讀ん でから ぢ やが、 かう 正直に やり 初めた の は、 新聞に 出た 書 

もんく 

物の 廣吿 文中に 『偽らざる 手紙』 と 云 ふ 文句が あつたの を 見てから のこと ぢゃ。 

八月 十日。 暗。 

八月 十 I 日 9 晴。 坂 本 來訪。 餘 りうる さいので、 もう、 やって 來ん でもえ \ と 云 ふて やった。 さう 

云 ふて やったら、 そんな 冷淡な こと は 云 はんでも え- -ぢ やない か、 また 時機 を 見て 自分が 磯部のお や 

ぢへ 取り持って やる つもりで をる のぢ やからな どと 云 やが つた。 然し • もう、 そない なお 爲め ごかし 

の喊八 百は聽 かんでも え.."。 折角の 非番 日 をうる さくて、 おれ は 何も 出 來ん。 おれ だとても、 少し は 

まて  ， — 

これから 勉強 もせに やならん。 馬鹿話 ゃ色氣 話ば かりの 相手に はなって をら れん。 

あ ひ y, く 

八月 十二 日。 晴。 きの ふ 買うた 『資業 之 日本』 を 交番 所へ 持って行って 讀んで をる 時、 生憎 * 部長 

め ま 

が 巡： して 來て兒 付けられ、 大いにお 目玉 を 頃 戴した。 考 へて 見る と、 こない な 物 を 績 んだ ところで 


にえら い 人 St になれ さう でもない。 公園の 通り を 二 頭 馬車 なぞで 通って 行く 紳士 や 高等官 を ると、 

f ザん 

おれ は 自分ながら 何の 張り合 もなくなる。 丸で 蟲け らも ぢゃ。 おれが 辯忿を 漏らす の は 女 郞か淫 

赍の ところば かりで だろ が * それ も 金がないので 行く こと も 出 來ん。 け ふ も * 或 小僧が その 自轉車 を 

手ば なしで 乘り まわして をった のを见 付けた ので、 それ を われ 知らす 程度 を 外れて 叱り付けて やった 

跡で 氣の IS の やうな 氣 がした。 

八月 十 一 二 口。 暗。 きの ふ は 日曜日 だが、 おれ は當 直であった。 坂 本の 奴 • 不埒 千萬ぢ や。 おれの 留 

守 を 見込んで 朝から やって 來ゃ がって、 おかみ さんに 直談判 をした さ うぢ や。 森 下に も 〇oc なら • 

おれに も 〇〇 と 云 ふて、 〇〇〇〇〇 しょうとまで もした さ うぢ や。 智慧の 足らん 奴 は 恐ろしい もの ぢ 

や。 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 そな いなこと に 立ち至る までぐ づ くして をつ 

たの は 女の 落ち 皮ぢ や。 

『あんた が全體 少し，^ 氣ッ ぼい 風 をして をる から 行かん のです」 と、 おれ はこれ から 人に 馬鹿にされ 

ないやう にせい と 戒め て やった。 

『だ ッて、 わたしが あの 坂 本さん に氣を 見せたり しません わ』 と 云 ふたが、 おれが なほ 眞面 目に 以來 

を 戒めた ので、 女 はおとな しく 『これから 氣を 付けます』 と 誓 ふた。 

やつ  げ ♦! れつ 

鬼に 角 • 無 禮 極まる 奴 だから • おれ は 坂 本に 激烈な 絶交 狀を 送った。 

孤 査日鈀  七 九 
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八 e: 十四日。 晴。 當直。 

しお  S 

八月 十五 日。 暗。 朝歸 つて 見る と， 主人が 下にがん 張って をった。 氣 のせい か、 おれ を 見て 苦い 顔 

をして をる や， フに Hi? えた。 おれ も 鳥渡 胸が どき 付いた. - 二階へ あがる と、 坂 本から 辯、^ の 手紙が 來て 

をった。 

『貴兄 もどう せ關 係して 居る もの を、 小生ば かり を 責 むる は 無理に 候 はす や。 兄と 小生と は 久しく 兄 

弟に 等し』 云々。 餘り M 手な 熱 を 吹いて ゐゃ がる。 兄弟なら * 兄弟の 物 は 犯す ベから すと 云 ふこと 位 

が あいつに は 分らない のぢ や。 

こ、 まで 書いた 時 • おかみ さんが 瞎を 持って 來 たが、 いつもと は 遠 ふて、 つんと した 顔 をして をる。 

おれ はお 雪の つんと した 顏を思 ひ 出した。 それが また 面白くない ことの^であった。 おかみ さんの 額 

には投 ぐられ たかして、 大きい こぶ も 出来て をった。 

此閒、 坂 本の 爲 めに 大聲を あけた のが 隣り へ聽ぇ *  B りの 人が 怪しい 唓を こ、 の 主人に して 截 かせ 

た。 おかみさん がそれ は 坂 本の 無禧を しかけた ことで、 森 下さん に は 開 係の ない こと だと 辯 解した C 

な. *  く 

が、 主人 は 却々 氣を 廻して 承知 せんから、 け ふ、 直ぐ こ- 1 を 出て 來 れいと 云 ふの ぢゃ。 

『よろしい。 わたし も 男 だから、 出て？ れいと 云 はれるなら、 直ぐ 出ます。』 かう 云 ふて 朝银を W ます 

と • 直ぐ 下宿屋 を 探しに 出た。 おかみさん は. 少し)？^ いところ へ 移る 方が 遊びに 行く にも 却って 都合 


がえ-. と 云 ふたので、 新錢 座に 一 つあった の を 約束して 歸 つて 見る と、 矢張り、 主人 はがん 張って を 

つた。 そして、 おれが：：；： 李と 共に 車に 乘 つて そこ を 出る まで も、 一 雷の 口 もき かなかった。 

ナ っキ- よ，、 

『知らぬ は 亭主ば かりなり』 かい？，  t お HIT あのお かみさんから 借りた 金も拂 はんで 濟 むの だら う。 

n: どめして いたから、 こちらへ は 坂 本 もやって 來ん でえ、。 

むすこ 

八月 十六 日。 雨。 巡回して をりながら、 國 のこと や 母の ことが E 心 はれた。 自<?； の 息子が 雨の 中に 突 

ッ 立って をる ざま なぞ を 見せたら、 母 は 泣き出す だら うが、 おれ も 亦 泣き出し たくな つた。 然し 何 か 

うまい こと を 見付ける まで は、 斷 じて 國へ 便り はせん。 

さいそく 

八月 十七 日。 ^。 おかみ さんが 尋ねて 來た。 金の こと を 催促す るか 思 ふたが、 そない なけぶ り もな 

かった。 

さわ 

八 月 十八 日。 晴。 今 も 醉漢を 一 匹つ かまへ た。 紳 t. 風 をして をった だけ， 瘤に 障った から、 放！^ 

して SK れいと 泣く やうに 頼む の も かま はす、 まだ 醉 ひが 醒めた とは兒 えんと 云 ふて、 三^^^ばかりと 

めて 53 いて やった。 

ヽ  どうぜん 

八 n: 十九 曰。 暗。 おかみさん 來訪。 おれの やうな 蟲 けら 同，， 1 の もの を 追 ふて、 十代の 娘 か 何 ぞのゃ 

うに ひよ いくやって 來 るの も隨分 鹿な 奴 ぢゃ。 向 ふに をった 時 は、 おれが 食客の やうに 小い さく 

つて をった が、 こちらに 於て は、 おれが 木統の 主人の やうに 意 張って やる、 さ。 

巡査 日 X 鈀  八. 1 
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ねせ >  , 

八月 二十 mo 暗。 け ふの 夕方 も 却々 暑かった。 交 の 前に 立って をったら、 ニ臺の 車が §ょ くや 

つて 來た。 ふと、 氣が 付く と、 さきに 立って をる の は 磯部であった。 少し 面喰らうた 力 • おれ は盧ぐ 

S 立の 姿勢に なって 敬禮 をす ると • き やつ も眞而 目に シルクハット を 烏 渡 取った。 が、 ^のボ に W お 

雪が 乘 つて をった。 これ は 向 ふから ぉ辭镜 してに ッと笑 ふた。 おれ は 何となく 磯部に 敬禮 したのまで 

が 阿呆らしく なった。  • 

ごう^ん 

おれ もい ッそ 傲然と かまへ て をれば よかった。 

が、 お雪 も あ k して 見れば 却々 立派な 婦人 ぢゃ。 うまく やって ゐゃ がる。 

然し- 舉が 行き過ぎてから、 あいつが 頻りに 板り 返って おれの 方 を 見て をった ところ を 見る と、 そ 

れ でも 未だ おれの こと は 思 ふて 5. 穴れ ると 見える わい。 

けれど、 まだ そな いなこと で おれの 暑苦しい、 汗で 臭くな つたから だ を 救 ふて 吳れる こと は 出 けん。 

八月 二十  一 R。 晴。 またお かみさんが 來 たから、 お雪の 話 をして 少し 法螺 を 吹いて やったら， 本氣 

はなって 燒 いて をった。 (以下 略) 
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を 


『ほん まに、 頼りない 友人 や、 な ァ、 人 0 苦しい のん もほッ たら かしと いて * 女子にば かり 相手に な 

つて』 と， 定 さん は 私 かに？ S らた < くな つた。 

づん .（. 痛む あたま を、 組んで 後ろへ まわした 兩手 でし ッ かり 押さへ て、 大廣 間の 床の間 を 枕に し 

てゐ るの は、 ほんの、 醉 つた 振り をよ そ ほって ゐる に過ぎないので。 

實は、 あたまの 心まで 痛く ッて 泡らない ので ある。 

藝者 も藝者 だ。 氣〇 利かない fe. にかり で、 i 落 を 云ったり、 三；£^をじゃく^?らした^^、 四 人も來 

てゐた 病に、 誰れ 一 人と してせ 話 をして 吳れる ものがない。 

『ええ ッ、 こク ちゃ もほッ たら かして la んだ ろかい』 とも 心が 激して 来た。 

渠は實 際 何が 爲め にこん なと ころへ 來た のか を考 へて 見た。 夕银を 喰べ てから、 近頃お ぼえ 出した 

玉 突 を やりに 行く と， 百點を 突く 長さん と 八十 點ハ綮 さんと が來 てね た。 

長さん はさす が 上手で、 繁 さんの 半分 も 行かない うちに 勝って しまった。 


定 さん は 上手な 人に 使 ふて 貰 ふ 方が いいと 思って 棒 をれ ちかけ ると、 ^合から 繁 さんが 出て 來て、 

『わたい とやり まひよ 11 よんべ はわたい が 負けて ？べ^ 島 を散财 した さかい、 今晩はな かく け ま， ■ 

へん。 

r わたい も 負け ま へん。』  一， 

『ほたら • ビ ー ルだッ せ o』 

『よろし ゆお ます。』 

おさん は 持った 棒 を 匿いて、 竊翠の 輪が 付いた 胸の 紐 をはづ し、 鐵色^ 地の 絡 羽織 をぬ ぎ槳 てた。 

キぬ たて t んすぢ 

そして. n: 紹に墨 色の 形 を 染めた 襤 件の 兩袖を 折り返し， 鯧立萬 筋の 越後 縮 を 紋紗の 角帶で 結んだ 腰 を 

後ろぬ 方へ 突き出し、 生眞 面目な 顔 を綠の そばへ 持って行った。 E を ぱちくり、 ばちく りさせ なが 

キ ユウ  だま 

ら、 ねら ひ を 定めて、 棒 を 二三 度し ごく 度 毎に 顔が 自分の 手と さき 玉と を 往復す る その 檨 子が 如何に 

も を かしい と 云って 哲が 笑った。 で、 長さん が 默笑 をつ づけながら 椅子 を 離れて 來て、 

『そな いなこ ッ ちゃ 明き ま へん。』 そして 定 さんの 尻 を 押して 右へ 寄らせ、 そのから だの 据ゑ かたと ね 

ら ひの 付け 方と を敎 へた。 

鬼に^ • 弱い 方から 突き 初める のが 规刖 だと 云 ふので、 定 さんから 突き 初めた が、 曰 一 3 初の 一 突き も、 

そ Q やり直し も £:S ら なかった。 三回 目に うんと 突いた 玉 は當 つたが、 ただの 一 發だッ た。 
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し. =<\ 

『ちょ ッ！』 定 さん はわれ 知らす 舌打ち をして、 長さん を兒 た。 

『占め- 占め』 と 叫んで • 繁 さん はねら ひ 寄った。 

『しッ かり せんと けまッ せ。』 長さん は 親切ら しく 應援 をした。 

『負けた かて、 よろし ゆお まッ さ。』 かう 云って、 定 さん は 最初からの 不成緝 をみ 身づ から 辯 護して ゐた 

が、 それでも 最初の 勝 fft に は 勝った 。それから、 然し、 二回つ づけて 失敗した 。そして どちらから も、 

； けた 度 侮に 朝日 ビ ー ルを I 木づっ 明けた。 

1 一回つ づけて 勝った ものが 满 足さう に コ ップを 傾けて ゐ るの を 見る と、 淺 念で./ \ 溜らない ので、 

定 さんから 進んで 今 一 回 を 要求して、 また 見；^ に员 けた 。渠 はつひに 往生して、 I 息しながら • 四 本 

目の ビ ー ルが 半分になる の を 32- てゐた 頃， 松さん が 這 入って 來た。 

『またけ たいな, が來 よった』 と 思った。 定 さんから 見る と、 松さん は 身なりが g リ よくない 上に * 

亂： t 肌の H?; なのが 氣 になった。 

t-or-  a  しんら. i しゃ 

『さ ァ、 ぼんちの 散^だ ッせ』 と、 繁 さん は 述勝を 誇りが に コップ を 新來^ にさし 出した。 

『ふ ン』 と、 松さん は 不満足 さう に 手 を 出して コ ップを 受けた。 渠は旣 に 一 杯 機嫌の 顏 をして ゐた。 

『ビ ー ルゃ あきま へん、 な ァ。』 

『けど- なァ、 わたい が續 けて 三番 勝ちました のん や。』 


『ほたら * ぼんち』 と • 松さん は あけた コ ッブを 下に 置き、 『わたい と 一 番 七十で 行き まひよ か？ 1 

『そり やぎず だす。. S さん は定 さんの？^ 持って 吳れる やうに、 

『松さん も 八十で 行きな はれ。』 

X  .A は  きゅうじ リ ゆか 

『ええ ッ、 ？ 51X けたろ！ その代り、 なァ』 と， 棒 尻 を 床に とんと 突いて、 —— その ia を 今 ひ 出す と •， 

たから づか 

定 さんの あたまへ は 一 しほ ぴんと来 るので ある、 『寶 塚た ッせ、 寳 塚。』 

『そり や 面白い。』 繁さ ん も 側か ら贊 成した。 

『ぼんち、 しッ かりやん な はれ や o』 長さん が 云 ひ 添へ たのに 力 を 得て、 定 さん は 一生懸命 になった。 

『そない に 目の色まで 變 へんかて ええ やたい か』 と 云って、 松さん は 憎い ほど 落ち 付いて ゐた oil 點、. 

五點- 七 s、 十點と かづからの 聲で數 へながら， 渠は、 定 さんが 三回 もから 棒 を 突き、 二回 ニ點と 三 

點な 取った うちに * あがって しまった。 

『さ ァ、 寶； i や、 寶塚ゃ ー』 松さん は 小躍りして 喜んだ。 渠は 長さん と綮 さんと に 頻りに 何 か 耳打ち * 

をして ゐ たが、 やがてう ち 揃って そこ を 出た。 

『わたい も 〔仃け ま へんか』 と • ボ ー ィが 云った が、 定 さんが そんなに 大勢 は 迷惑 だと 云 ふ 顔 をした の 

で、 他の もの 等が 遠慮して 引ッ 張らなかった。 

r あの 寺 * ぃッ そのこと • 皆 を ことわって しもたら よかった』 と定 さん は考 へて 見ても、 跡の まつや， 
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で 仕方がない。 

あ > おひ  ひしと * 

江戶 橋から 市中の |i 単に 乘 つたが、 松さん は景氣 よく 大きな |g を 出して * 相 生に しょうか、 菱 富に- 

しょうかと 皆に 相談して ゐた。 

いづれ 酒 を 飮む揚 所の こと だら うから、 他の 人々 の 手前 • こッ そり 相談 すれば いいのに と • おさん 

に は 何だか 晴れが ましく 思 はれた。 が， 松さん は 人； g も かま はす 嬉し さう にに こ 付きながら、 づ かづ 

かと 渠の 腰かけて ゐる ところへ やって 來て • 渠の 意向 を聽 いたので ある。 洱 ^ は 自分のお ごり だから 結 

局 自分の さし 圖を 他の もの 等が 受ける の だと 思って、 少々 得意に なった と 同時に， どこが いいのやら 

一向 勝手が 分らない の を 恥辱で あると W 心った。 そして、 おどく した。 ビ ー ルも 飲まなかった のに 額 

に 少し ほてり を おぼえながら * 噌 にど こがいい の だと 尋ねる：： n 附 きを 松さん に，： 1： けた。 

でも， 松さん は そ はくして ゐて、 定 さんの 心持ち を 判じて 吳れ なかった。 苻は 低い が * 酒 博に 辨 

慶縞の浴.^^を着せ， その 腰に 縮緬の 丘 ハ兒帶 をした やうな からだ を 釣り革に ぶらさがらせ •  ^2!.臺のゅ 

れる 通りに ゆれながら、 

『おい、 ど ッちャ にし ョ う？』 

_T せま 

『  』 定 さん はこの 時 ほど 恥 かしい ことはなかった" §3 りかね て 坐 席から 立ち あがり、 人々 に聽 

えない やうに 松さん の 耳 もと へ ni を 持つ て 行って、 『どッ ちゃが ええ？』 


「そり ゃ菱 富の 方が 11 』 と、 松さん は 自分の よく 行く 方の 名 を 云った。 

「ほたら、 その 方に しま ひよ。』 

とほ 

『わたい の 通り だッ せ』 と、 また 火き な rB^ をして 松さん は 他の 友人 を 返り 兄た。 

定 さん は どちらに 決った のか を不圔 おぼえ 落した が • その S で 自分 等の 秘 {め化 を人ハ 前で あばかれた， 

の を ひやり と 感じて 腰を下ろした。 すると， 松さん はつ づけて 棄を 見お ろし、 

『藝子 は 四 人と 決った ぜ。』 

n© 子まで も』 と 反問しょう としたが *  口に は 出なかった。 そんな ものまで 驟 けたの-ちゃ ァな いと 云 

ひたかった の だが、 翁て 一 度 は 呼んで 兌たい と 思って ゐ たもの が 1- ベる と考 へる と- 嬉し さと 恥 かし 

さとに 先づ からだが すくんで しまった。 それに、 行く 人數 だけ 呼ぶ の だと すれば、 ，：n 分に も 一名 當る 

の だから、 {11 分 は その 當 つた 女と どう すれば いいの だら うと 云 ふこと に考へ 及んで、 身ぶ る ひ をした。 

梅 出から 郊外 2 其， Tmis- に 乘り換 へる 前に • 松さん は その そばの 郵便局から 今 行く から そのつ もり 

で ゐて吳 れいと 云 ふ 電話 を かけた。 

『さすが、 松さん や、 な ァ。』 ^さん は、 かう 心で 感心しながら、 遠距離 二十 五錢の 電話料 を 出して や 
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つたり 

その 頃に は * もう、 長さん ゃ綮 さんの 顔に も醉 ひが 十分に 出て ゐた。 それでも、 晟も 多く 目に 立つ- 

し たぢ 

ほど はしゃいで ゐ たの は 松さん ばかりで、 どこかで 飮んだ 下地が あつたので 腰が ふらく して ゐ るに 

も拘ら す- 電車の 中 を 別々 に 離れた 長さん のと ころ ゃ繁 さんの 前へ 渡って 行って、 何 か而白 さう に 度 

度 耳打ち をして ゐた。 その あげくが 定 さんの 隣り へ 腰をおろして、 その 肩に 痛い ほど 11 實際、 痛 か 

つたが —— 抱き付いた。 そして、 わざと だら うと 思へ た ほど 醉 つた 振り をして、 

『おい こら、 ぼんち』 と、 定 さん を ゆす 振り • 渠の 鼻の さきへ 熟 神の やうに なった 圓顔 を、 ぬッと 

を なご  - I  = 

突き出した。 『あんた にも • なァ、 ええ 女子 を 世話して あけ まッ せ。』 

定 さん は それが 恥 かしかった。 目 を そらして、 きょろ くと 誰れ とも 知れない 隣り の 人 や 正面， 0 人 

ねい 

を 見た。 そして、 さう 云 ふ 人々 が 若しう ちの 人 や 出入りの e?; であったら * 直ぐお ゃぢゃ 姉さんに おれ 

てし ま うだらう に I と 

『おい、 ぼんち • 仏 i するな • 大丈夫 や。』 松さん はた だ 無性に はしゃいで ゐて、 長さん ゃ繁 さんが 襦 

祥の 肌ぬ ぎに なった の を a て、 

『おら もやった ろ』 と 云って。 同じ やうに 肌 をぬ いだが、 襦枰を 着て ゐ なかった ので， 直朋 であった。 

『1 をお 入れ 下さい、 規則です から』 と • 求 掌に ゃッ つけられて • 松さん がす ごく 肌 を 入れた の は， 


定 さんに は氣^ がよ かった。 

松さん はな ほしつ こく 定 さんの 肩に 取りす がって 見たり • 低い 齒の向 ふ附き 利久を はいた 足さき で 

を 蹴 ッて昆 たりして ゐ たが * そこに は 落ち 付けないで、 定 さんの 向 ふ 側の 席へ もどった。 その 時、 

はどラ した 拍子 か- 11 見て ゐた定 さんが 思 ひ 出しても おかしくな るの だが、 —— 自分の 脫 いで 

いた 麥！？ 子と 隣席の 人のと を 取り 遠へ、 隣席の 人の 被つ てゐた 帽子 を その 人の あたまから 取つ て自 

分の あたまへ 上せた。 

『どうした？』 東京 口調で 怒った 隣り の 人 は、 それ を 突 差の 間に 奪 ひ 返した。 

松さん も CI 分の 失敗に 自分で びッ くりした のか、 失敬し ましたと も 何とも 云 はす、 腰 を あゆて、 自 

分の 帽子が その 脇に ころがって ゐ るの を棵し 取った。 そして 默 つて 再び そこに 腰 を かけ、 手なる 帽子 

を — 失收の 時と ：！^ じ 手早 さで —— あたまに 上せた。 

他の 友述は 二人で はッ はと 笑 ひながら、 何 かしやべ り 合って ゐ たので、 それに 氣 がっかなかった。 

が、 多くの 乘客は 鬼 京 辯の 怒り 聲 がした 方へ すべての 注意 を 向けた。 中には、 その 時の 樣子を 見て ゐ 

たので、 思 はす 吹き出し たの も ある。 

松さん は 獨り興 ざめ た 顔 をして、 席 を まだ 定 さん の そば に 移し、 

『暑い、 なァ』 と 云った 切り、 窓から 外 をの ぞいた。 

ぼんち  九 1 
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同じ 側の 乘 客で また わざとら しく 吹き出した ものが あるが、 定 さん は —— を かしい と は 思 ひながら 

も 11 笑 ふだけ の餘裕 がなかった。  ， 

『四 人の 料理に 四 人 C 藝子 や。 なん ぼか かる やろ か？ ふところに は、 そない に 仰山 錢 持って や へん 

のに。 足らんだ け は、 電話で うちへ 云 ふて、 助さん に 持て 來て もろたら ええ。』 こんな こと を考 へな が 

ら、 何だか 嬉しい やうな、 お， V. ろしい やうな * 賑か なやうな • 悲しい やうな 氣 分に 往來： ^れ て、 行 

くさきば かりが 急がれた。 で、 松さん と 一 緖に 無言で 外 を 眺めて ねる と， 電車が 切って 進 t 凉 しい 風 

あせくさ 

が ほてった 顏に當 つて、 からだの 汗臭い の を も 吹き 拂 つて 吳れ る。 

しんよ どが は  まつ  れふ  L«  > 

新 淀川の 鐡椅を 渡る 時な ど、 向 ふに 焚い 松 をと もして 漁で もして ゐる 光が 水の 上に きらくと 映つ 

て、 玉突屋 などで はとても 見られない 凉 しさであった。 

『もう • 鲇が 取れる のん や、 な ァ。』 

r さう だッ しゃろ。』 

こんな こと を 小さな 聲で 語って るう ちに、 十三 驛も 過ぎて しまった。 

.  した  Ir 

大阪の 力の 空が ぼう ッと 赤くな つて ゐる のが 見える。 あの 下にう ちの 者 や 好きな 女子^が、 殊に、 

しづ 之 

隣家の 靜 江さん も 住んで るるの だ、 な、 —— そして、 その 空 が 車の 向きで 隱れて 行く の を 追ふ爲 めに、 

！^ぅ  なぐ 

定 さん は 窓から 首 を 出した。 そのと たん、 頑 3： なおやに でも 太い ま を以 つて 投られ でもした やうに、』 


渠 の あたま をい やと 云 ふ ほどがん とやつ 付けて 行った ものが ある。 

『あぶない！』 松さん の 手が いつのまにか 定 さんの あたま を さすって ゐた。 

なん  なん 

『何 や、 や？』 長さん も、 繁 さん も. 松さん の？^ に 驚いて やって 來た。 

『あたま を 柱で 打ち ゃはッ たの や。』 

『怪我 しゃへん か？.』 

『した か 知れ へん o』 松さん は定 さんの 無 首で 押さ へ て ゐる手 を無雜 作に 押し 除け て、 その あたり を 方 

方圓く 撫でて 兄た。 - 

『てんごう す. な』 と、 定 さん は 云って やりたい ほどであった。 

r 異狀 はありません か？』 車掌 もやって 來て、 兑舞ひ を 云った。 

： 『えらい こと もない やう だす。』 松さん はこの 場合、 かう 云って mil かなければ、 rH 的 地へ 行けない と E 、む 

つたの だら うと、 定 さん は 跡に なって 考 へられた。 

『あの 時 く引ッ 退して 大阪 病院に でも 行たら よかった のに 11 今では、 もう • 手後れ か 知れ へん。』 

考. へて ると、 今にも 自分の 死が 近づいて ゐ るので はない かと 思 はれる。 押さへ てゐる あたまが 投々 

.i^ れぼッ たくな つて 來る やうで、 その 張れ ぼッ たいの は、 頭蓋骨の 碎 けた から、 腦；^ i= が 溢れ出た 

ので はなから うかと U 

ぼんち  九 三 
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兩 手で 押さへ てゐて も、 づんく あたまが 商む。 が、 世話役の 松さん は 少しも 思 ひやって t.^ れ ない。 

おのれば かりが えら さうな 風 をして、 長さん ゃ繁 さん を^ ー頒 でで も あるかの やうに 取り扱 ひ、 來てゐ 

る 藝者を 皆まで わが 物にして、 

なリ 

『おい、 ぼんち、 不景氣 に何ぢ やい、 しッ かりし な はれ』 も あきれて しまう。 

『寶^1|へ行たら、 醫 者に 見ても ろたら ええ』 と 云った ではない か？ それ を、 終點で 下りる と 全く 忘 

れて しまって、 ie, ぐ 酒 だ、 藝子 だと さわぎ 出した。 

玉 突に は けたが >  I 體、 これ は 誰れ のお ごり だ？ 皆 おれの 財布 を 常て 込んで ゐ るの ぢゃァ ない 

かと 定 さん は憒慨 すると 同時に、 あの 時 • 電車の 窓から 首 を 出さなかったら よかった にと 云 ふこと を 

祈禱の やうに 繰り返して ゐ るので ある。 

電柱と 云 ふ もの は • 電車 軌^の： お 側に 立って ゐる ものとば かり 思って ゐた。 ところが、 さう でない 

揚所も ある。 

『この と螢ゲ 池と は、 柱が 眞 中に 立ッ とります から、 お 額 を 出す と あぶないです』 と 車掌が 說 明し 

た 0 


定 さん は それ を 知らなかった。 

たぜ また こんなと ころへ 來 たの だ？ 首 を 出さなければ よかった。 いや、 -t? 車に 乘ら なければ よか 

つた。 いや、 玉 突で 懸けなければ よかった。 と • かう 云 ふ 風に 考へを 繰り返して 兄ても • 注に 衝突し 

た 事 K は 取り返しの 付けよう がない ので 11 

しんば う 

{1^^さんはぁの時^:.^きと痫さとをじッと辛抱して， 窓 をれ n にして 席に もたれた まま、 

『何ともお ま へん』 と 苦 したが、 膝の 上に 置いて 兄た 兩 手が おの づ から あたまへ 行った。 すると、 

松さん は 

『ぎい か』 と聽 いた。 

『そない に 痛い こと あり や へん』 と 云 ふつ もりで 手 を 膝に おろし • 首 を 左右に 振った が、 いつの ま i- 

か 又 手 を 上へ やって ゐる。 

『痛い か』 と、 また 同じ こと を 松さん が聽 いた。 

『そないでも あり や へん』 と 答へ た 切り • うるさい ので、 手 をお ろして ゐ ようと 忍つ て も、 直ぐ また 

それが あたまに 行く ので ある。 

しんちう ば. afe- 

じッ として ゐ ると， その 寵 みに 堪へ 切れなかった。 直ぐ そばに 立って ゐる最 、鏡 柱に あたま を もたせ 

かけ、 ひィ やりす る氣 持ちに 痛み を 忘れよう として 見ても • 自分の 呼吸が 迫って 來る。 からだ をね ぢ 
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つて 顔 を 窓の 枠に 押し 當 てて 見ても、 いのちが 縮こまって 行く やう だ。 が、 今から 歸 りたい と 云 ふや 

よわね 

うな 弱音 も e;:; として 云 ひ 出せない 氣 がした。 

しゃ だ，^ 

「馬鹿 だ、 なァ』 と 云 ふ 東京 人の 聲が 車臺の 隅から 聽 えた。 また、 見える 限りの 乘客等 は、 すべて 目 

を 見張って、 あざけりの 顔 を こちらに 向けて ゐ る。 

定 さん は內と 外と から 押し 苦しめられて、 水の 巾から c| をし に 出た 時の やうに、 耻ぢも 構 はす、 す 

ッ くりと 立ち あがって 见 たが、 まだし も 自分の 家の 隣り の靜 江さん が ここに ゐな いの を 太 丈夫 だと 思 

つた。 飛んでも ない、 あの 子に こんな 失敗 を 3^ られ たら、 ここらの 人と 同じ やうに 冷遇し 出して、 ii^ 

しみに して ゐる云 はす 戀も 全く 物になる まい。 

^ ちう 

が、 自分の 意中 を まだ 云 はす 語らす のうちに、 こんな ことで 死んで しまう の は 詰らない とも 思った。 

そのと たん、 電車が 不意に 大 ゆれが して、 足 をす くひ かけられた。 同時に、 くらくと 目 まひがし 

て、 あたり かま はすつ ッ 伏してし まった。 

せ な A 

尋常に 進行して ゐる簏 車の 響に 背中が 痛い の を 感じて、 挥び氣 が 付いた 時 は、 定 さん は 松さん の 太 

つた 膝の 上に っッ 伏して ゐ るので あった。 その上に 松さん は兩 肱で 顿づゑ を 突いて ゐ たらしい、 それ 

が 痛くて 重苦しい 感じ を與 へた。 

『苦しい、 いて L 犬れ』 と 云 ふやう に ST 屮を ゆする と、 松さん は その W  く  一一 みのある 兩肱を 離れさせ 


て、 兩の 平手 を 載せ；^。 が、 なほ 人 ぃぁッ たか 味が 定 さんの 鼻の あたりに 付いて ゐ た。 

渠 は 母 の 懷ろを 出て 以來 • 人のに ほひ を かう 近く  SK いだ ことはなかった。 

「これが 靜、 y はんの 膝 やったら * なァ』 と 忍 ひ 及ぶ と- この 刺戟が ある だけで も 松さん を该 かしい 

持ちが した。 男 は si- で- 女で ない にせよ， かう して、 いつまでも 抱かれて ゐた いもの だと。 

で、 かう した 姿勢の まま • 定 さん は 兩手を あまへ たま まに 柔か にあた まへ 持って行ったら、 松さん 

も その 手の 行った ところ を 撫でて 吳れ ながら、 

『ソリ ャキコ H マセヌ ー デンべ ェ サン』 と 語って ゐ たが、 やがて 定 さんの 环 もとへ 口 を 寄せて、 

I  /  ^ をな ご 

『しッ かりし な はれ * な、 行たら- 女子 を 抱かせて やる さかい、 なァ o』 

低い 聲 ではあった が、 定 さん は それが 人に 聽 こえたら と あわてた e そして、 その^！の^-から俄かに 

まじ め <5 

からだ を 起して 3- た 。すると • 松さん の 隣り にる る 人が 眞 面目 腐った 顔 をして こちら を 見つめて みた • 

で、 定 さんの 手が また あたまへ 行った。  . 

とんちゃく 

松さん は 然し そんな ことに は 頓着な く • その 坐 をつ るりと 拔 けて、 先刻から 筋 違 ひの 所へ 移って 膝 

かけて ゐる長 さんと 繁 さんとの 間に 行って * どッ かり 腰をおろし.' 窓の 方に 靠れ たま ま、 先づ 長さん 

を 首に 手 を かけて 引ッ 張り 寄せ • 何 か 耳打ち をした。 すると、 長さん は 松さん の 手 を 振り切って、 

r 知り ま へん』 と 逃け • 目 じり を 下 ゆて 松さん を ^目に 免た。 次ぎに 又 松さん は繁 さんに も 同じ 打 

ぼんち  .£? 七 
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ち をして、 だらしない 笑 ひを呈 せしめた。 

『ぼんち 大明神 やさ かい、 なァ』 と 叫んで、 松さん はべ ッ たりと W を恣の 方に もたれさせ • ただに こ 

* 「そぶ  59  *r げぉ  くう  が ほ 

にこと そら 嘯いて、 また 利久 下駄の 兩 足で {T^ を かたみ 代りに 蹴 ッてゐ た。 

いづれ、 呼ぶ 女の 話 だら うと 定 さん は 推察して 兒な いふり をして ゐ たが、 も IS 等のと 同じ 樂 しみ 

を 心に 靈 がいて ゐれば こそ • あたまの 痛くて 苦しい の を も 辛抱して 行く のであった。 

とつ  か あ 

『けど • お父さん やお 母 はんに 知れたら、 どない しョ う？』 

この 疑問 は、 定 さんに は • おそろし いよりも 耻 かしい のであった。 

『長 はんと こで 泊めても ろた 云 ふと こか』 とも 考 へて 見た。 が 、『行かん、 行かん。 往ん でから 醫者を 

呼んでも ろたら、 直ぐ {n 狀 せんならん o』 

最終 電車に 乘り 後れて 寶 塚に 泊った と 云ひ爲 して 置かう かと も 思案して 見た が、 

きにち  4j 

『そやく、 電話 を かけて * あの 助さん に錢 持て 來ぃ云 はんな らんの や！』 跡で 調べられたら、 『藝 子 

遊び』 したと 云 ふ 化けの皮が 剝 けて しまう。 

『けど. あの 1^ は， まだ ここまで せッば 詰って をら なんだ』 と 思 ふと、 定 さんの 心に は •  二度目に i®- 


プくな りかけ た^のこ とが 浮んだ ゥ 

乙 ち 

じ ッと堪 へ て、 自分の 目 を どこか 一 ケ 所に 据 ゑて ゐ ようと 思っても、 その 目から 先き に 動いて 行つ 

て、 からだ を靜 かに 落ち 付けて 置く ことが ffl 來 なくなった。 右 を 向いて 見た。 左り を 向いて 見さ。 座 

わって 兄た。 また 腰かけて 兒た。 孰れに しても. 結局 は • 手が あたまへ t 打って、 t 仃 つて  

『人が おだてた かて • かま へん』 と 決心して、 自分の 手の 行く ままに して E< たが、 それ も 亦 その 儘で 

は！^ いて ゐ なかった。 

まだし も 1_ も 車が 進行して ゐて 吳れれ ば、 多少で も氣が まぎれて ゐ るが、 あの 石橋の 分岐 點で、 さき 

みのう  で *- 

の 究函 行き 電車に 故障が 出 來* 自分 等の 車臺が 二十 分ば かり 進行 を 停止した 時 は • 自分の 呼吸 も そ こ 

に 全くと まって しまう ので はない かとまで 思へ た。 

ゃッ と；^ き 出した が、 今度 は、 また， その 動き 出した |£. 車 その物 までが 自分の 苦しい 呼吸 をして ゐ 

る やうに 思 はれて • 定 さん は 今夜お ぼえ ようとす る 藝者買 ひの 天箭ヒ • 前以 つて、 こ、 に 受けて るる 

の だと 感じて 來た。 

『石橋で 下りたら、 よかった。』 かう 思へば 思 ふ ほど、 息が 詰る やうで —— 

そのうち • 池 田 停留所へ とまった 電車 は發 車した。 と 同時に、 もう、 辛抱が し 切れな く- 一時 も 早 

く 下車した くな つた。 で、 先づ 立ち あがって、 よろくしながら、 松さん の 前へ 行って、 皆 を 怒らせ 
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ないやう に.' 先づ、 渠に 相談して 見た。 

『わたいだ け 下り まひよ か？』 

『どこで？』^ さん は、 じッ と， おどかす やうな 怖ろ しい 目付き をして 見せた or こない な 寂しい とこ 

で 下りた かて、 どない しな はる？』 

ね ひ  ゥけま ぶた 

定 さん はこの 反問に いぢけ た。 默 つて、 睡ぃ 時の やうに 重くな つた 上目 蓋 を あけて， ちょ ッと松 さ 

んを 見返した ま、、 またし ぶ/ \- ともとの 席へ もどった。 をして、 てれ K しに 窓の 外 を 見る と、 池 田 

の MM ぎ， と 云 はれる 五月 山の 麓に、 ちら ほら 凉 しさうな 光が 見え- 電単 はがう. （- 響き を 立て- r、  0 

名 川の 鐡橋を 渡って ゐ るので あった。 

『こ、 まで 來 たら. なァ』 と • 繁 さん も 松さん に贊 成す る やうに、 

『梅 田へ もどる より や- 先き へ 〔仃た 方が 近お まッ せ。』 

『そない し 給へ、 そない し 給へ。』 長さん も 亦 ぞんざいに 口 を 添へ て、 ぐた くした からだ へ もた 

せかけ た。 

『人の 苦しい のん も 知らん と！』 かう 目に 云 はせ て 友 を 見た。 あたまの 痛 いのは、 もう、 全く 自分 一 

個の SIkf だと^って 來た。 一 番親切だと思へた長さんまでがこの場合の和手にもなって„,1^^なかった。 

まだ 皆 日は淺 いが、 玉 突で 知り合に なった 友人 は 友人 だのに、 揃 ひも 揃って、 たッた 三十 點の 初歩 者 


をば かり 喰 ひ 物にして、 ただお のれ 等の 樂 しみ をしたら い、 のかと 云 ふ、 I- み も 出た〕 

『11: をし な はる』 と 云 ふ 角立った 聲が聽 えたので、 定 さん は 注意 を その 方に 向けた。 

「濟ん ま へん。』 かう 云って、 松さん は 自分の 下駄の 片 あしが 渠の 正面に ゐる 客の 足 もとに ころがった 

の を 拾 ひに 行った。 

『阿呆 かいな』 と 心で 叫んで、 定 さん は 松さん を 初め、 長さん ゃ繁 さんの 至って 冷淡な の +グ麟 i〕 し、 

『わたい は 死に かけ てんね やで』 と 云って やりたかった。 

我慢 すれば する ほど、 刻 一 刻に 死 か 迫って 來る やうな 氣 がして 來た。 で、 花 星 敷 を 通過して、 段々 

目的地へ 近づいた の を 知りながら、 待ち かまへ た 11 やがて この 電車から 救 はれる が 早い か、 他の も 

の 等 はう ッ ちゃら かして 置いて、 自分 は 自分で、 どんな 醫者 でもい i、 醫 者と 云 ふ 名の 付く うちへ こ 

ろが り 込まう と。 

よしく. C うじん 

淸 荒神の 梅林 や 竹 藍の 喑ぃ蔭 を 出て、 凉 しく 開ら けた 夜の 空氣 に、 新溫 泉の イルミ ネショ ンが 山と 

巾との 問 を 照らして * ばッと 皆の 目 を 射 初めた。 

『さ ァ、 寶；^ の終點 や！』 かう 思ったら、 然し、 張り詰めて ゐた 精神が 忽ち ゆるんだ ので、 定 さん は 

ぼんち  一 〇 1 
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|& がぼう ッ となった。 空氣の 外. さえぎる 物 もない のに、 溫泉裝 飾の 電光が 兌え なくなった。 そし 

て電 班の 中 も、 自分のから だ も * 殆ど 全く 眞ッ 1= に喈 い。 

『腦^ が 早 やわたい を 死ぬ 方へ 引ッ 込む のん やない か？』 ふと， 總 身に 身ぶ る ひ を 感じた ゆ * どん 

と 電車のと まった 反動が 來て、 定 さん は あたまの づん くす る われに 返った。 

『どなた も 終點で ござい ま す。 お 忘 れ物 のない やうに。』 

『來 たぞ、 來た ぞ！』 かう 他の 三 名は爭 つて、 立ち あがった。 そして 定 さん をせ き 立てた。 が *  £ 水 は 

立って 築 等の 手に がッ くりと 取りす がるより 外に 力が 出なかった。 

『ぉ爵 者 はん 11 んで 11 欲しい！』  . 

『醫 者が ぉまッ しゃろ か？』 頼りな ゆに 云って 皆を兒 まわした のは繁 さんだ。 

『お まッ しゃろ- こ. -で も秦 W 人の. 疑-ると こだ ッ さかいな』 と 云って、 長さんは^^臺の出ロへ鎮った 

人の どれ かに 聽 いて 見ようと した" 

『お まッ さ』 と •  ^掌 は 氣の毒 さう に 言葉 を 引き取って、 醫 者の 家の ありか を說 明した。 

『おました かて •  I. 先き へ t!;: てから 呼んだ かてえ & やない か？』 松さん は 叱り付ける やう に 促し 

た。 

^の乘 客 等が 憎々 しさう に 松さん の 顔 を 見たり * 冷笑す る やうに 定 さんの 樣子を 熟視した りして 出 


て 行く から， 定 さん は 重苦しい からだ を 松さん と 長さん との 肩に もたせかけた。 そして 改札口 を 出 

てから • 餅 子 M の 角 を. S り， 水：： a と 食道 樂 との 向 ひ 合った 電燈が 明るい 道 を 殆ど 夢中で 歩いて、 相 

生樓に 突き 常る と、 

r あ * 何でも こ、 や』 と 安心し かけた。 が、 なほ 左の 方へ 引ッ 張られて、 その 隣り の 門へ 這 入った。 

『お k で やす』 と 云 ふ s;: や 女の 揃って 出した のが 見える 聲が、 定 さんに は どこかの 遠い 一 齊射擊 の 音 

た, C& と こ 

の やうに 聽 えた。 そして 北：： の 低い 樽 男が 3 胜 V さきに わざとら しく 大股に 足 を あげて、 式臺を あがって 

行く のが、 定 さんの 目に 朦朧と 映った。 その 時、 渠は 長さん と繁 さんと に 助けられて あがって 行った。 

にこく して 出て 來た 女中に 松さん は 先 づ聲を かけた。 

『おい、 §. また 來 たで。』  . 

r ようお ぼで や. \ 』 お 菊と 呼ばれた のが 笑って • わざと 大きな 聲を 出した。 『顔 たら、 來 たのん は 

V- よ 

分って まッさ —— なァ、 且那』 と、 かの 女 は 長さん にと も繁 さんに とも 付かす 念 を 押した。 

『何 をぬ かす』 と 云って、 松さん は 女の 首に 取りす がった。 

『いや ァ』 と 大きく 叫んで、 女 は 渠の手 を ふり もぎって 身 を か はした。 そして 攝 がまた さし 延べた 手 

をべ たりとう ち拂 つて、 にらみ 付けながら、 『い たづら ッ兒！ やんちゃ はん！』 

な f れい 

媚 かしい 東京 語 ゃ大阪 言葉と 奇麗な 姿と に • 定 さん は 姉の こと を 思 ひ 出した。 そして 自分の、 あの 

ばんち  loMU 
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じ や うだん 

婶 でも • 男に 冗談 を 云 はれる と， こんな 眞似 をす るので あらう。 自分の S して ゐる愁 望 も、 して 見る 

と、 遠慮に は 及ばない。 かまう もの かと • 目の 光まで が 俄かに 明るくな つた。 

『おい * ぼんち、 大事ない か？』 松さん がふり 向いた ので、 

『大事ない』 と 笑って 見せた。 

お ほ 

『ち ッとァ 勢 ひょうな つた やう や， なァ -—— おい * 繁 はん、 大いに 飮 まう。』 

『飮 まいで かい.' な？』 

『あんた もし ッ かり しな はれ。』 長 さ ん の 肩 をぐ いと 引ッ 張つ で， 

「玉 突に 勝つ たんやな いか？ 今と なって は、 ぼんちが いや 云 ふても、 わたい 等が 承知し ま へん。 な 

ァ、 繁 はん。』 

『もッ とも， もッ とも！』 

『どうや、 ぼんち • そやない か？』 

におわら  > 

『  』 定 さん はた だ 苦笑 ひ をして ねる。 

『大事ない 云 ふた やない か？ ぼんち』 と、 跡 房り をして 來て、 相手の 肩 を ぽんと 叩いた 『しッ かり 

しな はれ！ わたい は醉 うてろ やうで も、 醉 うて や へん。 これから まだく 飮 みま ッせ o』 

『  』 


r 返事し な はれ 11 ぇ& か？』 

『よろし ゆお ます。 わたい も飮 みます。』 

『面ん ろい、 面ん ろい！』 松さん はまた 皆の さきへ 立って • わざと 大股に 歩いた。 

長さん も繁 さん も、 元氣づ くと 同時に.、 定 さんから 手 を 放して しまったので、 定 さん は II りで 元 

を ふり 起し • 苦し まぎれに にゃにゃ 笑って 見せながら、 皆の 跡から 瓤下を 進んだ。 

が * お 菊は濕 だけが 様子が 遠って ゐ るの を 見て、 踏みと どまり、 

『あんた はん、 どない しな はった 11 そない に靑ぃ 顔して？』 

あ ひて 

『定 さん は 何 か 云って 人並みの 相手に ならう と 忍った が • 矢ッ 張り 苦笑の 問に ただに やくして ゐる 

I； なかった。 

『こいつ は、 なァ』 と、 松さん が 跡 房り して.^ て、 『電車の 柱で あたま を 打ち や はったん や。』 

『ま ァ、 あぶのお ました、 な ァ。』 

うまつ 

『けど、 案じた こと やお ま へん やう や』 と 長さん も ふり 返って、 浮付いた 調子 だ。 

『大事お ま へんか？』 

『  』 定 さん は、 うんと 首 をた てに 振った が、 その 首 を 振った だけでから だが ふらく した。 

『先生 一 呼んで 來 まひよう か？』 

ぼんち  • 10 五 
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『そな いなこと せんかて』 と、 松さん はまた 先き に 立ちながら、 『1; 子 はんが.^ 〈たら、 ような りまッ 

さ。』 

『大事ない のん なら、 よろし ゆお ますけ ど • な ァ。』 かう 心配 さう に 云 ひながら、 女は定 さんの^ 中に 

手 を 持って行って、 築の 羽 11 の 退け 衣紋に なって、 而も 左り の 肩から はづれ さう になって ゐ るの をー阯 

して 吳れ た。 

びんつ 

その 時 * 定 さんの に、 後ろの 方から、 女の しみ 渡る やうな に ほひが した。 Is? 附 けのに ほひ もま じ 

つて ゐる やう だから、 あたまに 結った 髮 のに ほ ひだらう と は 思へ たが、 それ を渠に は 女 その物の 惯れ 

|{れ しさと 離れて 考 へる ことが 出來 なくなった。 

眞ン中 を 大きな 菱形に 强 つた 天井の 電燈の 下へ 來た時 • 定 さん は 直ぐ ころりと 横にな つて、 兩 手で 

あたま を 押さ へ て ゐた。 

『しッ かりし な はれ、 ぼんち』 と、 定 さんの 上に US 乘り になって、 兩 手で 肩のと ころ を 押し付けた。 

r 茄ぃ、 痛い！』 定 さん は あたまから 手 を 放して、 その 兩 手で 疊にカ を 持たせながら、 からだ を ひね 

つて * 上の i みから 免れようと^ がいた。 


IITS^^S^  ^  ,w さ .^3^ あ ^  ^ そして i の 二ん の 1;^ に 行った。 1 1 人 は 温泉 道 の投 並木 

が 風に 少し ゆられて ゐる のが 見える 手招 リの そばに あぐらをかき、 全く 肌ぬ ぎに なって、 卷 煙草に 火 

ぢか はだ 

をつ けたり、 扇子 を 使ったり して ゐた。 で、 これ も 亦 直 肌ぬ ぎの あぐらに なって、 『どうやろ、 なァ、 

ぼんちが あんまり 惡 いやうなら • ぼんち だけ * どこ ぞ靜 かなとこへ 寢 さして 置 こか？』 

『それ もよ ろし ゆお まん、 な ァ。』 繁さん はかう 答へ て、 問ら いた 扇子 をば たく 使った。 

『けど、 なァ、 まァ、 S 者に： EJ^ て もろたら どう  どもな つて をら なんだら ええが  』 長さん は 

定 さんの 方 を 見て、 くさう せいと 促す 様子 をした。 

『そやく、 兒て もろて 行かなん だら • ぼんち だけに Si 子 はん 見せ たげ へんの や。』 かう 云 ひながら • 

松さん はまた 定 さんの そばへ やって 來た。 

定 さん は聽 かない 振り をして 聽 いて ゐ たの だが、 三人が 三人と も なぜ 自分 を かう 返け 物にしようと 

する のか 分らなかった。 

ここへ 梅 m から-!^ 話 を かけた 料金 も • 定 さんの 財布から 出した。 往復の 電車 貧 も 同じ 財布から だ。 

くだ 

それ だのに、 あたまが 碎 けた かも 知れない ほどの nr に會 つた 鎮を そばに 置いて、 単 中で でも 等ば か 

り 面白 さう にさ わいで ゐて、 藥の 苦しみ を 少しも 思 ひやって 吳れる 樣子は 見えなかった。 そして ここ 

へ來 ると、 直ぐ • 松さん を 初め、 おのれ 等が 身づ から 出し合って 散財す るかの 様に 幅 を 利かせて、 『藝 

ぼんち  1 〇 七 
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子を兑 せた らん』 と は 何の こと だ？ 渠 等は渠 の 金で おごって 賞 ふの だが、 おごり 主が 不意の 怪我 を 

したの を 幸 ひに して、 その ぬも提 等 だけで 占領して しま はう とする のかと も、 定 さん は考へ て 見た。 

ちゃつ  へ，. f  お ほ  たん 

『氣の 小さい 奴等 や、 なァ 11 わたい かて- 部屋住み かて、 大 けえ あきんどの 息子 や。 一 且はづ む 云 

.A は 

ふたら • ちッ とのこと は 惜しみ や へん。 その代り わたい も 一 緒に 仲間入り さして 貰 ふ。』 かう 愤慨 した 

心 を 起した が、 渠の 分に 當る藝 者に は- 仲 問の 年 順から 云っても きッと 一番 若い のが 來 るのに きまつ 

てゐ る。 と、 渠 はふい と ほほえみの 目 を 明けた。 そして 松さん がそば に 坐って こちら をに こ/ \兌 て 

で くわ 

ゐ るのに 出會 した。 

松さん は * 定 さんの 様子 を、 痛い の を 胡麻：^ して 苦笑して ゐる ものと 見た。 

『こら * ぼんち』 と、 定 さんの 手 を 押しの ける やうに して あたま を無雜 作に； g でて やりながら、 『どう 

や、 痛い か？』 

らんば う 

『  』 定 さん は、 かう 亂 暴に 取り扱 はれても， そばに 來て貧 ふの を 寧ろな つかしい やうな 氣 がし 

て 目に 淚を？ ^へたが、 返事に かぶり を 振った 切り だ。 

『醫者 を 呼ばん かてえ え か？』 

『  』 矢ッ 張り 無 一 一一！： でうな づ いた。 


もら 

『ええ かいな、 て K はんかて』 と、 長さん が 心配 さう に 立って 來た。 

『木 人が ええ 云 ふたら、 ええ やない か？』 

『けど、 なァ、 惡 いやうな こと やしたら、 行かん よって」 と 云 ひながら、 長さん も 坐 わって、 定 さん 

みゃくはく 

の 額に 手 を m?; 一いて：：： り * また、 來 ようとす る藝 者に 關 する 想像が 血管に まわって 脈搏 を强く 打って 

て くび 

ゐる、 定 さんの 手頸の 脈 を 取って 兄たり した。 

おさん は 却って それ をうる さくまた わざとら しく 感じた。 そして 松さん よりも 長さん 等の 方が そん 

メ  .  はづ  し 

な こと をして、 わざとに も 仲 問 を 外させよ ラと强 いるので はない かと 云 ふま わり 氣を 持った。 

いと  》~ んばな 

『痛お まッ か、 ぼんち』 と， 繁 さんが 椽 端から 聲を かけた のに は 返事 をし なかった。 

そこへ お 菊が 茶 を 運んで 來た。 先づ 三人 築って ると ころへ それ を 分配して から、 繁 さんの 方へ 持つ 

て 行った が • それから さんが as に まる まって ゐる脊 中のと ころに 坐った 0 定 さんの いらくして わ 

る 神経に は、 ゃァ わりと 香ばしい 風が 當 つた やうで、 渠 はおの づ からから だが 縮み あがった。 

わる 

『惡 おまん、 なァ、 痛うて は。』 

『痛うな い 云 ふて まッ さ。』 

『けど • なァ —— 』 

ぼんち  1〇 九 
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『痛うな いこと はない やう やけど』 と * 長さん は定 さんの どこ を 見る ともなく 明けて るる 2= を 見詰め 

ながら 、『翳 者より ゃ藝子 はん 男たい のん やろ かい？』 

たんぼく 

『そやない！』 定 さん は 顔 を 赤らめて • 淡泊 さう に、 抗議した。 そして 長さん 等の 方から 寢 返りした 

とたん、 今度 はお 菊と 額 を 向き合せ たので * 急いで 目をつぶって * あたまへ まわして ゐた兩 乎の 肱で 

顔 を 1! つた。 

» -ん 

『藝子 はん 見せたら •  + 紅り ま ッさ』 と • 松さん は わけもなく 云って、 橡の 方へ 離れて 行った の を、 定 

さん は 目で 追って、 呼ぶなら 早く 呼べと 命令したかった。 

そして、 

せ なか 

『どもない か、 ほん まに』 と、 長さん がま だ 心配 さう に 中へ 手 を かけて ゐ たの を も、 早く^れ て吳 

どくしゃう 

れれ ばいい と 思った。 どうせ 若し」 辆人 として 世話 をして 貰 ふなら • 渠 等の やうな 龍 性の もので なく、 

この 『ねえ はん』 にして 賀ふ。 さう したら、 藝 子な どは來 なくても いいの だが —— 

『ぼんち』 と • 手 を 肩に いてお 菊に 呼ばれた のが * 誰れ にさう 1： ばれた のよりも 胸に 渗 みた。 『どう 

だす、 先生 呼んで 來 まひよ か？』 

うち は 

『もう、 ええ 云 ふて たら、 ええ やない か』 と、 松さん は 叱る やうな iS だ。 そして 圑扇を 大きく あ ふぎ 

ながら、 『早う 酒 を 持て、 酒 を 持て。』 


『は • はァ li 殿の 仰せに 從 ひまして』 と- お 菊 はわ ざと 畏まった 樣子 をした。 

『芝居 だッ か』 と眞 S で 云 ひながら、 別な 女中が 浴衣 を 持って 來た。 

『鬼 も 角 も、 せ はん、 ぉ蓊 かへ やしたら どう だす』 と • お 菊が 注意した ので、 橡が はの ものが 先づそ 

のつ もりに なった。 

『あんた、 $15 かへ まッ か』 と • 長さん が定 さんに 云った。 

『ほん まに、 お ま へんか？』 また、 お 菊が 聽 いた。 

『うん。』 かう、 定 さん は 答へ なければ ならない やうた 氣 がして しまった。 が、 その 實、 お 菊と 云 はれ 

る この 女 だけにな つたら、 醫者を 呼んで 貰 ふやう に 頼む つもりで あつたので ある。 

さう もしたい が、 また 藝子も 見たい。 

『かま へん、 かま へん、 成る やうに 成れ』 と、 私 かに 決心して、 定 さん も 起き あがった。 そして、 長 

さんの 後ろで、 帶を 解き 初めた。 おの づ からし がんで 行く その 顔 をお 菊に 見られな いやう にして、 横 

，M きで かの 女に 衣 物を脫 がせて 貰 ひながら 、『長 はんも、 綮 はんも • 羽！！ も 着す、 見ッ とむな い 風 をし 

て 来た， なァ』 と^！^^-へた。 
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定 さん はこの 料理屋の i% ^に 着かへ るの が 珍ら しさ、 镍 しさに、 元氣を ふり 起した 。そして 皆が 『藝 

子、 藝子 11 ばかり 云って る さもし さに、 自分ば かり はさう でない ぞと云 ふこと を 見せて、 さ ッき恥 力 

しかった 時の ザら』 趣.， 返しで もして やる つもりで * 新溫 泉へ 這 入って 來 ようと 云 ひ 出した。 

『^|さぅなことー14ゃはる0』松さんはかぅ 一 言の もとに はね 付けて、 煙 革 盆の そばに 浴衣に 改まった あ 

ぐら を かいた。 

『およし やす。 新溫 泉な ど、 當り 前のお 湯 やお ま へんか？』 

『それにき い、 いつでも また 行け ぼッ さ。』 かう 云って、 長さん ゃ繁 さん も 進まないで、 ただ 立って ゐ 

た。 

それで はやめようと、 直ぐ 素直に は 云へ なかった、 何となく、 自分の 位 をお とす やうな 萦 がして。 

で、 少しむ ッ として- 鐵色 モス リンの 帶を しめ がら， 

『ほたら、 わたい 獨り 行て 來ま ひよ。』 

『ぼんち』 と， 松さん は  一 1^ 强く 出て、 『なんで、 そない な 無理 云 ひな はんの や？ あんた が 行たら 

皆つ いて 行かん ならん。 そない な 世話 やかさん かてえ え やない か？』 

『うちのお 湯に しとき な はれ』 と、 お 菊 も n を 出した。 そして 笑 ひながら、 『うち のん も 新溫 泉だッ せ。 J 

しん «,> 

『ほたら、 匿き まひよ。』 かう 云って、 松さん の 方 を じッと 見た、 あたまの づきん く 痛む 0 を 辛抱して， 


それでも， の 云 ひ 分に は、 定 さん も腑を 落ちつけ た。 

そして 皆で ざッと 一 あびして から- 膳に 向った。 暴い からと て、 ^^^！ゎざと椽へ並んだ。 松 並木に：；" 

も 近い 隅の 拄を 境に して、 その 右の 板の間に 長さん から 松さん * 左のに 繁 さんから 定 さんだ。 定 さん 

の 方の 列 は、 丁度、 誰れ かの 山水の 三 蝠 對を 懸けて、 火き な 松の 植木鉢 を あしらった 床の間に、 i:; を 

へだてて、 さし 向って ゐた。 

『今晩は』 と、 入り口の 襖の 明きから 手 をつ いた もの は， 誰れ も 誰れ も， まど ゐの 遠い のに 驚いた。 

裾 を 鬼きながら、 

『とうない 方 だす、 なァ』 と 云って 來 たもの も あれば， 

『威が あって、 なか/ \ あんた 方の ねき へ は 寄れ ま へん』 と、 わざと 坐 敷の 眞ン 中に っッ 立って ゐた 

もの もあった。 定 さんに は、 それが 面白い こと を 云 ふ もの だと 思へ た。 來た 中で、 勘 七と 云って， ^ 

つか ふが た  ぺ す き や 

藍の 濃 で齙甲 形の 出た 紋壁 透驗を 着た のが *  2- 取 も 年若ら しかった が、 それが 松さん の そばへ 坐 わつ 

て、 にば かりべ ちゃ- しゃべく り 出した。 そして、 

『日； 那、 こないだのお 方 どない しゃ はりました』 とか、 『裸 か 踊. リ、 おもしろ おました， なァ』 とか 云 

つた。 

『おれ も 一 つ 今晚^ つたる ぞ。』 松さん は 直 肌の 腕で 腕 まくり をす る 覆 似 をして、 元 氣を附 けて ゐた。 
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『あんた はよ 、フ 知って な はる 仲だッ か？』 かう • 繁 さんが 聽 いたのに 答へ て、 

なか 

『そやと も、 なァ』 と- 松さん は 勘 七 を 兩 手で 引き寄せて 、『なかく わけの ある 仲 や もん、 な ァ。』 

ぢょ 

『よろし ゆお ました、 なァ』 と • かの 女 は 押さ へられた 肩をすくめて 身 をの がれ、 笑 ひながら、 くづ 

れた膝 を 整へ、 元の通りに 坐 わり 直した。 

『わたい 等 も そない なりと おまん、 なァ』 と 云って、 長さん はさが つた！ 2： じりで ni 分の そばの 藝者を 

見た。 

『がふたり、 たり だッ か？』 それが 氣まづ い 額 をしながら も 答へ た。 そして 定 さんに さへ 珍 ころめ 

いたと 見える n 鼻 を 動かして、 『わたい メ 子と 云 ひます、 どうぞよ ろしう。』 

『今から、 もう、 しゃ はるん や 困りまん、 な ァ。』 かう 云って 綮 さん も 話の 扣手を 求めた。 すると、 

渠の そばに ゐ たのが また 凉 しい 聲で、 

『H; 那、 妥協 やお ま へん- ラ ツキ ヨウ だッ せ。』 

『こり や， やられた 繁 さん は 繁で 摘んで 口へ 持って行き かけた 薤の やうな 物 を宙に まこつ かせた。 

松さん は 和 變らゃ 勘 七ば かり を 相手に して、 惡ロを 云 ひ 合ったり * 叩き 合ったり して ゐた。 

定 さんの そばに は、 初めに 坐 わり 後れた 婆々 ァ藝 者で、 顏も皴 くち やな 『愛助ね えち やん』 と 呼ば 

れる のが 來てゐ た。 渠が 何の 洒落 も 云へ ない 上に * 手 を あたまへ 持って行ったり、 目 を ぱちくり させ 


ぢょ 

たり、 顔 をし がめ たりして ゐ るので • かの 女も渠 にと ッ 付く すべが なく、 ただ 渠の 猪口が ニー 度 明い 

た 時、 その 跡へ お 酌 をした だけで、 他の もの 等の 話に 調子 を 合 はせ てゐ た。 

Ig は その 藝^ の ふけた 顔と、 一 番 遠い 場所に ゐる 松さん の そばの 子の 膝に 透いて 見える 桃色と を 時 

時 兌 比べながら * 何だか 勝手が 遠 ふやう に 思 はれた。 

『年から 云 ふた かて- 松さん が あの 子 を 取る わけがない I— また •  れを 取る と 云 ふこと かて、 錢を 

出す わたい が 決めたら ええ やろ』 と、 私 かに 不平 を 起した。 

わか 

然し 定 さんの 目的の 勘 七 は、 『わしが！： さ』 と 今一 っ濕の 分らない 物と を 踊って から、 他のお や： 敷へ 

ちょっと 

K はれて 行った。 それ を渠は 鳥渡 行った ので、 また 來 るの だら うと も 思った が、 出て 行った 時の 挨拶 

振りで は、 もう 來な いの だら うかと 失望し 初めた。 然し * あからさまに それ を 誰れ に 尋ねて 見ようと 

云ふ氣 は、 出さう と E わっても 出せなかった。 

折角， ほり 詰めて ゐた 精神が その 場に ゆるんで 來て • また あたまの 痛み を 盛り返し、 それへ 堪 へられ 

なくなった。 そして 醉 つた 报り をして 立ち あがった。 

『どこへ 行きな はる、 ぼんち？』 松さん は ほと 同時に 定 さんの 方を兒 て * かう 詰問した。 

『どこへ も 行き や へん』 と 答へ て、 床の ii の 前へ 行って， 床に S たへ た 紫 iS の 敷 木 を 枕に した。 

& 水が 『思 ひ 思って 歸 つたろ かい』 と、 ぬした の はこの 時 だ。 

ぼんち  二 玉 
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八 

『あんた はん、 &を おまん、 なァ』 と 云って、 例の 愛助が 落ち 付いた 聲で くくり 枕 を 持って 來て 力れ 

たが、 それ も 直ぐ s:::! の 方へ 行って しまった。 そして、 三味 を 鳴らして、 

『さ ァ、 お 歌 ひやし * な』 と 云って ゐる。 それに 付いて、 松さん が 都々 一 を 二つ 三つ 繽 けて 歌った。 

すると、 繁 さんが 二 上り だと 云って、 『隅 田の ほとりに』 とか • 何とか 云 ふの を やった 

『ほたら、 わたい もやり まひよ か』 と 云って、 長さん も 何 かやった。 

松さん：. ハま たやり 出した 時、 1 方で は 諮さん とその そばの 藝者 とが 何とか 云 ふ举を 初めた。 そして 

繁 さんが 一 一三 度 負けた。  -- 

『おい、 京 八、 おれと 來ぃ、 おれと。』 松さん がが さ (* な 調子で ちょい は、 とんくな どやって ゐたカ 

ま 『：- にやめ て、 彝で物 を 喚ぐ 音 を わざとら しく 大きく させて、 『奥い、 なァ、 何ぢ や？ ョ ー ドホク . 

のか ざ や。 あんた、 瘡 毒だッ か？』 

『あほらしい』 と * 京 八と 云 はれた のが 凉 しい 聲で 怒った やうに 叫んだ。 

『けど • なァ、 くさい やない か？』 

『くさい かて、 Isg と： S つたわけ やお ま へんが な。』 


『ぁッ ちゃへ 行きな はれ。 1!^^は病人の世：；！|なとしなはれ0』 

く  tD あ 

『一!;? 護 嫌 だッ かいな』 と * 愛助が 口 合 ひ を 入れた。 

『？！ R けた さかい、 そない な靑 《1 云 ふて —なァ ねえち やん』 と、 京 八 は 笑 ひながら 立ち あがって、 『わた 

もな If  せいしん 

いかて、 女子 I 匹、 へん、 精神が ありま ッ さ。』 

はう 

『えろ おまん、 なァ』 と、 X 子が その 方 を 見 あけた。 

『そない にお こんな はんな』 と、 松さん は 猪口の 酒 を 吸った。 

『おこり や へんけ ど、 なァ 11 』 

『ノウく、 おこるべし， おこるべし』 と、 愛助が けし を かけた。 

『ぼんち は どこ ぞ惡 いのんだ ッか』 と 云 ひながら、 京 八は定 さんの 方に 足 を 運んだ 0 

『うん』 と、 松さん が 答へ て 、『どた ま を 電車の 柱に ぶっけた のん や』 

『ほん まに？』 と 松さん の 方に ふり 返って、 『どた まりこぶ しもない —— 』 

しゃれ 

『洒落な はんな』 と、 松さん は 云った が、 愛助に も聽 かれて、 定 さんの こと を 酷な 言葉で 說 明し 初 

めた。 

定 さん は 枕の 上で、 兩 手で あたま を 押さへ たま ま、 賑やかな 方に 向いて にやくしながら、 E を 明. 

けたり、 つぶった りして ゐ たが、 
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『な ァ、 ぼんち』 と 云 はれて 苦笑の 目 を 明けた 時、 赤い SI 出しが ちらと 見えた かと 思 ふ 問 もな く、  ^ 

さうな 膝が 渠の肱 さきに 坐 わった。 繁 さんの そばで 鈴の やうな 聲を以 つて ラ ツキ ヨウの 洒落 を 云った 

ひさしお み 

女で、 この 女ば かりが 裾 も 良 かや、 廂髮に 結って、 奥さん 然と 地^な お 召 を 着て ゐ るの は、 どうした 

わけ だら うと 思 はれた。 それが 皆に 聽 える やうに 言葉 をつ づけて、 『すり 傷に かて ョ ー ドは 付け まッさ 

.& ぞく をん せん い 

！ きの ふ、 家族 温.！ へ 行て、 手拭 ひで 腰ん とこ をす りむいた のん や o』 

『あやしい もん や 11 新5|^1^の家族風呂は、なァ』 と、 松さん が追窮 したのに、 愛助が 調子 を 合 はせ て、 

『そり や、 さま. <\- なすり むき 力 もお まッ さかい， な ァ。』 

『そや- ( 』 X 子 も それに 贊 成した。 

『ええ 人が あんまり 奇麗に してやらう とお もたん やろ』 と、 長さん も 口を出した。 

『よかった、 なァ』 と、 京 八 はわ ざと 嬉し さう に 手を叩いた。 

『へ ー え』 と- 入口の 外で 女中が 事 をした。 

『違 ひま ッせ， こッ ちゃの こと やし』 と、 愛助が 向 ふへ うち 消して、 こちらで わざとら しく ふき 出 li 

た。 

にが 

京 八 は 首 をす くめて、 定 さんに にッと 笑って 見せた。 定 さん も 苦さう にだが、 にッ こりした。 そし 

て、 ぶんと 鼻 さき へに ほって 來る藥 のに ほひ を、 却って 香水 か何ぞ の やうに やさしい ものと 感じて、 


そのに ほひの 主と なら、 この】 み を 分けて，  一 に 死んで 貰っても いいと 云ふ氣 になった。 

ri 川お まッ か』 と 云って、 やわらかい 手 を 肩に 置かれた 時， の 姉よりも 別嬪と 思へ た 顔 を から じ.. 

ッと兒 詰めて、 淚に目 をし よ ぼっかせ ながら • それでも かぶり を 振った。 

九 

外から も、 二三 ケ所 三味 や 歌の 聲が聽 えて ゐる。 

明け 放った 疏 問へ は、 さッ といい 風が 這 入って 來た。 

『おう、 ええ 風 や * なァ』 と 云って、 京 八が 定 さんの そば を 立った 時 は、 再び 皆の ものの 歌 さわぎが. 

初 まって ゐた。 

渠の奵 きな子 までが 浮かれ 出して、 松さん の 踊る かッ ぼれ に 合 はせ て * 『沖の t いのに、 サ ッサ』 な 

どと やって ゐ る。 

定 さん も 寂しい 氣 がまた 一 しほ 引き立って 來 た。 手 を あたまから 放して 起きよう としたが、 重い 石： 

, I  ひぢ** くら 

で 押さ へられて ゐる やうな ので、 1$ ぴ 枕の 上に 肱 枕 をした。 

『どない せい、 死ぬ のん や。 死ぬ のん なら、 うちの 者 を 呼んで 叱られる よか、 こッ そり 思 ひ 切り 樂し. 

んで、 跡の 勘定 だけ をう ちの 者に させた かてえ え。』 
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かう 考 へて は 見た が、 渠を そそる 樂 しみと は歆 でもない。 酒を飮 みたい ので もない。 . 

松さん 等の さわぎが どこか 遠くの 方で 聽 える やうな 氣 持ちに なって 来た 時 * 定 さんに は-か？^ で 明る 

い が 然し ひ ッ そりした 小 間で 11 而も 呼 ベ ば 直ぐ 母 も 姉 も來る やうな 安全な、 然し ひ ッ そりした 小 間 

で —— 好きな 女の 膝に 抱かれて、 自分の 死んで 行く その ありさまが 浮んで ゐた。 

こら 

が、 それ も 暫時の ことで、 渠が實 際の 痛み を堪 へる 爲 めに 目 を 堅く つぶって ゐ るの をお ぼえ ると、 

『おい、 一 おんち』 と 云 ふ 松さん の聲が 最も 近くに して、 『不景 氣 に何ぢ やい？ ちょっと お出な はれ * 

相談が ある。』 

定 さん はふら くす るから だ を 踏み こたへ て、 松さん について、 廣 Si の 人々 の 返り 见る視 si の轭固 

を 出た。 そして 便所への 道の 歸 下に 立った。 

『どない する のん や、 寢 てば ッ かりゐ よって？』 

『  』 靑ぃ 顔に、 ただ 口び るの さき をと がらせて 顫は せながら、 松さん の醉 ひの 出切った 赤い 顔 

を 見詰めた。 

る 云 ふた かて、 もう 電車が あり や へんで。』 

『わたい かて、 歸る氣 やない』 と、 不 l£j> たッ ぶりに また 口 をと がらせた) 

をな II 

『それで 占めた もん や』 と 云 ふ 風に ほく そ 笑みて、 松さん は 低い 聲を つづけた 。『ほて. 女子 は どない. 


しょう？』 

r さう 來て こそ 頓 $s や』 と 心に 云 はせ て、 定 さん は 全く 得意に なった。 ュ-して自分^^女っし3$べと云ふ 

こと だと 合點 した。 でも * 特に 低い をして， 云 ひにく さう に 答へ た。 

『あの —— さッ きに —— 歸 つた子が ええ。』 

『ュぇ 1- と- 松さん は あきれて わざと 跡す さりした T まだ そな いなこと 聽 いて や へん。 あの、 なァ、 

藝子を & な そか？ じゃこ 寢さ そか？ それとも • 来と るの なり • 別 なのな り を 皆で 別々 に 取ろ か？ 

それ を 相談す る のん や。』 

r わたい、 知り ま へんが、 な * そな いなこと。』 

『ぶ ッ』 と、 松さん は f え 兼て、 押へ て ゐた笑 ひ を 吹き ffi した。 そして 廣 間の 入り口へ 行って 首 を 突 

き：： JT し、 『おい、 ぼんち や 勘 七さん に 惚れて や はる！』 

『うそ や • うそ や！』 定 さん はわれ 知らす 入り口から 飛び込んだ、 その の 高い からだ をつ ッ 立てた。 

そして. €!1 の醉 ひが 加 はって 1 しほ 痛む あたま を兩 お" でか かへ ながら • 胸に 溢れる 耻 しさ を 3S?s 顏 にな っ， 

て 胡 魔 化した 。『そな いなこと 云 や へ ん。』 

愛助 はメ 子と： S を 見合 はせ て • 冷笑し 合った。 

『ま ァ、 きな はれ。』 松さん は 今度 は定 さんの 手 をぐ ッと 引いて、 つれ 出した。 
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『人氣 役者 は 矢張り 遠 ひまん、 な ァ。』 定さん 等 二人に 聽ぇ るの を 憚らす、 \子がここにゐなぃ朋^^な. 

羡む やうに かう 云った のに は 答へ ないで、 愛助 は 笑 ひながら 叫んだ。 

『わたいで はどう だす、 お 乳 をたん と飮 ませて あゆま ッ せ。』 

『は * は』 と * 繁 さん は 笑った。 

E ちち、 はは だん * なァ』 と、 また 京 八の 口 合 ひだ。 そして g をす くめて、 『わたい かて、 どう だす？』 

*0 しざい 

『みな あの ぼんちの 散財 だッ か？』 愛助 は生眞 面目に なって 長さん に聽 ハた。 

『ぼんちが 玉突きに 負けた おごり や。』 

『負けた 上に、 又 散財 だッ かい、 な —— ええ ぼんち や のん に、 なァ o』 

こんな 話が 聽ぇ るの をす ベて 冷 かしだと 見て、 定 さん は聽 かない ふり をしながら も、 困った こと を 

云って しまったと 思った。 そして 大きな 目 を 見 ひらいて、 相手 をた だ 見つめて ゐ た。 

『あの 子 は、 なァ」 と、 松さん も a 而目 腐って、 『わたい の聽 いたと ころで は、 锦晚 旦那が あって、 あ 

かんの やさう や。』 

『ほたら、 もう、 ええ』 と 云 ひ 切った。 そして 今の 失敗 を 回復した やうな 氣 がして， 元の 場所へ 戾り、 

また どたりと 身 を 横にな ゆた。 何だか 松さん 等が 默 つて 勘 七を歸 したの が うらめしい。 かの！；^ が 行け 

なければ、 京 八 をと 云 ふ 下心が あって、 一 刻 も 年く 樂 くにこの からだ を 介抱して 貰いたい^、 何も！ S ふ 


しっぽい 

ところがない。 が、 この場合、 何 ごとで も 云 ひ 出せば また 失敗 を 重ねる かも 知れない ので、 尋常に あ 

たまが 痫 むから： Ji- く 死の 床へ 入れて "J^ れいと さへ 口に 出せ なくなった。 そしてぶ り 1^ して 來た やうに 

痛む 痛み を堪 へろ おめに • 床の！！の方へ寢^？：りして、 胸の 中で は^り あせって、 

『やけ 紫 や- このまま ここで 死ん だれ』 と 云 ふ 無言の 叫び を あげた。 

ー0 

『ほたら- もう- 歸り まひよ か？』 長さん は 先づ與 ざめ た聲を 出した。 定 さんが 御 機 I を 失った と：； ル 

やうす だ。 

『電^が お まッ かいな？』 繁 さん は 進まな ささう だ。 

お 3 か 

『もう、 大阪へ はお ま へんが， な。』 かう 云って、 愛助 は 落ち 付き を 失って. なた の を 匪して、 細. い 銀 煙 

管で 煙草の 火 をつ けて ゐる。 

わか  ふきや ク 

『何の こッ ちゃい、 わたい に はわけ が 分らん。』 松さん も 皆の 不興に 釣り込まれて、 『ぼんち も 男 やない 

か、 一 且はづ む 云 ふたら 一 』 

『は づん でる やない か』 と、 おさん は 後ろ向きの まま 口 をと がら かせた 聲で こぼした 。『けど • わたい- 

お ほけ が 

は大 怪我 をした のん や。』 
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『怪我した もんが、 勘 七で もない やない か？ ぼんち はわが 勝手ば かり 云 ふて •  11 來ゃ へん もん は 

無理 やない か？』 

『無理 やない』 と 云って、 こちらへ 勢 ひよく 向き 直り、 『ほたら、 松さん に 怪我人の 世話が でけ まッか 

？』 

『わたい、 看護婦 やお ま へん。』 

も 女 も 一 度 期に ゎッと 笑った。 定 さん はまた 反 對に寢 返りして、 

『笑 ひたい 人 はも ッと笑 ひな はれ！』 

『ほたら』 と、 松さん は定 さんの 機 # を 取る やうに 優しくな つた。 

『どない しょ 云 ふ のん や？』 

『あんた 等 は 勝手にし な はれ、 ゎたぃ醫^_<?を呼んで賀ひまひょ。』 

『醫 者！』 松さん は 今更ら の やうに 驚いた が、 他の 友人に 氣の 進まない 相談 を かけた。 『ほたら、 醫^ 

を 呼んでも ろて、 —— わたい 等 は 皆で じゃこ 寢し まひよ か？』 

『さ ァ』 と- 長さん が 確答し かねた のを兑 て、 

あ レ  みち 

『なんの、 ぉ錢の 心配 は 入り や へん 11 どッ ちゃ 道、 ぼんちの 持ちに しま ッ さ。』 

『それ もよ ろし ゆお まッ しゃろ が、 なァ』 と、 繁 さん もど ッち 付かす の 様子 だ。 


『君 も、 ぉ践の 心配 は 入り や へんで。』 

『けど *• なァ』 と • 長さん がそれ を 受けて、 『ぼんちの 工合が 分らん と — ？』 

『そや さかい， g 者 を 呼んで M う 云 ふて る やない か？』 

『呼んで 见 てから、 また 相談したら どうや？』 長さん はな ほ 心が もぢ 付いて ゐた。 

『ほたら • この 人達に 濟 まん やない か？』 かう 云って 松さん は藝 者の 方 を 返り 见て、 『あんた 等の 都 八" 

はどう や- な？ たと へ 十二時 過ぎて からの 線香代 は， わたい 等で 受け持つ ことにな つても、 あんた 

等に は 割前 はかけ ま へんで。』 

『どつ も 恐れ入ります』 と、 愛助 は 松さん の 冗談 を 受け流して、 他の 子どもの 顏を 見た。 そして 暫く 

ちょ 

目 話し をして ねたが、 誰も どうと 口に 出す ものがなかった ので、 かの 女が また 代表者の やうに なって 

答へ た。 『さしつ かへ ない 子 だけ は、 なァ o』 

『そり や * さしつ かへ たら 仕 やうが お まへ ん —— 京 八さん はどう や？』 

『さァ —— 』 

ぢょ  t ね 

『さ ァ』 と • 松さん も かの 女の 返事 を氣 似して、 與ざ めた 座 をつ くろ ひながら 子 はん はどう や？』 

『さ 了 .—— 」 

『こり や * あかん。』 松さん はてれ 隱 しに あたま を 抱へ た。 すると、 愛助が、 
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f ぼんちの 眞 似だッ か？』 

5：； 達 は それに つれて 煮え 切れない 笑 ひを擧 げた。 

そこへ お 菊が 出て 束て、 京 八 を 貰って 行く ことにな つた。 かの 女 は 丁度よ かった と 云 ふ 風で 身が ま 

へ を 初め、 他の 皆に 挨！^ してから、 定 さんの 存 中のと ころで 腰 を 下げ、 S の 顔 をの ぞく やうに して * 

『ぼんち • さいなら o』 

『  』 

『さ いなら —— おこ ッてゃ はる のん や。』 

『おこ ッてゃ へん * ゐ てて^し いのん や』 と 答へ たかった の だが • 定 さん は 言 猿に 出し かねた。 そし 

てこの まま 死んだら、 あれに もこれ にも •  二度と 界び纖 ふこと が出來 ない のに 11 『をって „ おれたら 

ええ のん に、 なァ』 と 云ふ訴 へが 私 かに 胸 一 杯に なった。 

『今夜 死ぬ。 きッと 死ぬ。 せめて 死ぬ まで ゐ てて ！』 かう 喉 もとまで は來て も、 ^に 出せな かつ 

た。 そして 自分の からだが 獨 りぼッ ちの 寂しい ral に git; せられて、 その 結 娘と しての 如く、  rn から 自 

然に、 とめ 度な く、 淚が ほど 走った。 

そして、 心の奥まで 浸み 込んだ ョ ー ド のに ほひと i:" しい 聲の 足音と を 追って 耳 をこッ そり そば 立て 

な 力ら •  .0 分の 家 は 何でも 不 0.5 のない 大 商人 だと 云 ふこと が • 、こ. 〔場 女 どもに 認められて ゐな 


ぃのを$^5|^1的に^^念がった。 

松さん等が話して2?^^たらぃぃではなぃか？ 一 言 耳う ちして =.1;<れ たらい いで はない か？ 金 はい 

くらで も R つて やる から、 一 晚 だけと まれ。 一 晚で この は 死ぬ の だから • と0 

ひやり のない 友人 達 だ、 なァ 分に.： 易く 女を與 へて やる と 約束した の は 初めから うそで、 ただ 

そんな こと を 出しにして、 おのれ 等の 勝手な 飮み喰 ひ をしょう が爲 めに、 自分 を 怪我 させて まで ここ 

しっぽう 

まで 引ッ 張って 來 たの だら うと 一 K ふ 恨みと 失望と が、 心のう ちで 段々 太い あたま を もち 上 ゆて 來 た。 

同^に、 また かう 云う 疑 ひが 起った 11 藝 子と 云 ふ 者 は、 皆の 云 ふ 通り、 愁で その 身 を； おる ので は 

ないか？ 今晩 に^り、 さう した 様子が 見えな いのは、 松さん 等の やうな 風 體の惡 い 人間と 一 緒に 來 

たので か 知らん？ 

『何に せい、 賑 はしい 夢の やうに  一 に來 とった かて、 順々 に 影の やうに 消えて 行く のん や 11 それ 

も、 笑く しい 方から』 と考 へる と * もう IS つてば かり ゐられ なくなった。 

『さいなら』 と， また 例の 凉 しい 聲が f ほくの 方で 響く のが 聽 えた。 すると ノ定 さんの 目の前に は、 は 

ッ きりと、 先刻 這 入って 來た 時の、 この 家の 門前 門 內の樣 子が 見えた。 さッ さと 歸 つて 行く 奧 さん 風 

の藝子 11 庭 掃除 や 下駄番の 男衆 11 多くの 女中 11 その 中から- 最もい いに ほひの したお 菊 11 最 

初に 歸 つてし まった ー§ 桃色の 藝子 1 '赤い 色 I— ョ ー ド ホルム 11 『さいなら * おこ ッてゃ はる のん 
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や。』 

かう 云 ふ 影 や 首 葉な どが、 その Kii に 一 度 期に 定 さん を 鶴って、 ： 染の神 經をー ：1 ぶら せた。 渠の金 身 

に は、 あたまの 痛みと 同志 打ち をす る、 何だか 知れない 强ぃ 力が 遠慮なく 勃興した。 そして、 耻 かし 

ゎ*- はら 

みの 薄らいだ 脇腹の から、 

を なご  ！ b 

『どない な 女子で もええ』 と 云 ふ聲が 出た。 この 時， 愛助が わざと さり 氣な いふり をして、 

『もう、 十二時 だッせ —— わたい 等 は どない しま ひよ？』 

『そや、 なァ』 と" 松さん が 受けて、 『どうや、 ぼんち？』 

『  』定 さん は、 それでも， 暫く 返事が 出來 なかった。 が  >  これ を： 後に 藝子 どもが みな 歸 つて 

しまう ので は 困る。 胸が ただ どぎ まぎした。 渠は あたまから 手 を 離し、 思 ひ 切つ て^の 方へ.：^ 返りし 

た。 そして、 松さん が璺の 上で 愛助の そばに あぐらをかいて、 こちら を 見て ゐ るのに 尋ねた、 『じゃこ 

寢 たら、 何 だす？』 

『わ ッ、 はッ、 は』 と、 綮 さんと 長さん と は 数が はで まだ 膳に 向って ゐ ながら * 1 度に 笑った。 二人 

とも 箸 を 持った ままで、 こちら を 見て ゐた。 

『何が を かしい —I いやしい 奴ち や、 なァ』 と、 定 さん は 心で 云った が， おもてに はた だい やな 顔 を 

した。 


r あの、 なァ』 と、 松さん は ほほ ゑみながら、 小學 校の 先生 を 思 ひ 出させる やうな 口調で、 『皆と、 な 

ァ、 藝子 はんも 一 緒に 並んで 寢る のん や *  11 但し、 なァ、 手 も 足 も 出す ベから すだ ッ せ。』 

『結 はへ とき まほ かい、 な ァ。』 愛助が 燕駄な 口を出し たのに つれて、 /子 も 亦 笑 ひながら、 

『わたい 等の 方が 結 は へられたら 往生 や、 な ァ。』 

「そな いな 詰らん こ と きま ひよ！』 

『は、 は、 は、 は』 と • 他の 皆が 揃って 笑 ひを擧 げた。 

定 さん は 皆が 自分 を 馬鹿にして ゐ るの だと 見て、 ぶりく 怒った。 そして それ を 反省して 見る 餘裕 

もない ほど、 あたまの 痛みが 辛抱し 切れ なくなって 來た。 想像に せよ、 うその 影に せよ、 それが 目の 

前に ちらついて、 隠れた 愁望を そそって sgj れる間 は、 何となく 痛みの もたせ 柱が ある やうで あつたが、 

そ の 柱 も 亦渠の あたま にぶつ かった 柱で あつたの が 溜らな く 淺念だ 0 

ぢゅラ 

『一 一直の 衝突！』 かう 云ふ考 へに £^ ひ 及んだ 時、 定 さんの 女に 對 する 情が 全く あたま C 病みに 變 つて、 

_ とほ  ぢぅ 

腹の どん底まで 通って、 からだ 中 を 煮えく り 返す。 そして、 I 坐が 互 ひに 與ざ めて 默 つて ゐる廣 間 を、 

あたま をし ッ かり 兩 手で 抱いた まま • ころ ゆ 廻つ て 泣き叫んだ。 

ぼんち  】 二 九 
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^@^i^を呼んでc,^{れ！ 醫者を 呼んで 吳 れ！』 

松さん 等 は渠を 少しで も 落ち 付かせようと 努めて、 酒の 醉ひは 全く そこ 退けに なって しまった。 

たまげ 

藝者 ども はまた 魂消て しまって、 皆 そ， ？ /(- に 引き さ がった。 

： 碁 を 打ちに 行って まだ 歸ら ない と 云 ふ醫^ を 探し 當 てて、 店の ものが 連れて 來た。 そして それに- 

人の 云 ふ 通り あたまの いやに 張れ ぼッ たい 容態 を 云って、 よく 訟 察して 貰 ふと * 

『もう、 手後れ やさ かい』 と獨り 言の やうに 云って、 顔 を 青ざめて、 痫 人の 寢 かされて ゐる小 部屋 を 

出て 行った。 

それでも、 皆は醫 者が 何 か 取りに 行った の だら うと 思った。 で、 定 さんの まわり を 取りまい てゐる 

友人 や、 店の かみさん や、 お 菊、 その^の 女中 は、 心配の 餘り、 別に 言葉 を 出さないで ゐた。 

うな  * 

『うん、 うん』 とば かり、 定 さん は 呻って ゐる。 

ゃがて醫^^-が手に持って來たコップの物を定さんに飮ませた。 が、 定 さん は 半分ば かり 飮ん でから 

それ をつ ッ 返し、 苦し さうな 聲で、 

『水 は 11 入らん I— 藥を』 と 云った。 

醫者 はこの 一言 葉を聽 いて をのの き 顔へ た。 が、 それ を まぎらせる 爲 めに、 そのし がめ 顔に 苦い 笑 を 

帶 びて、 かみさん を兒 あゆた。 かみさん は、 膝 を 突いての しあがりながら、 そこで 窺いて ゐ たので あ 


る。 かの 女の 心^さうな 顔と 渠の 苦笑と がぶ つかった 時、 ：.？^ は^に 手 常ての 仕 やうがない と 辯 解す る 

口調で 訴 へた。 

『あたまの 鉢が 碎 けて、 .炳 人の 云 ふ 通り * 腦味 t" が 外に 出て る やう やさ かい、 なァ 11 』 

『え ッ！』 かみさん は、 腰 をぬ かした やうに べったりと 坐 わって、 今更ら の 如く 醫 者の 顔 を 見詰めた。 

『矢張り それ か、 なァ』 と、 定 さんに は 自分の 想像して ゐる ところが 事實 らしくな つた。 そしてし ッ 

かり EI をつ ぶった まま- 初めて 實 際に 自分 を 危篤 だと 考 へた。 そして、 また、 玉 突の たッた 三十 點が 

いのち 取りの ゲ ー ム であった かも 知れない ことば かり を 悔みに 悔 まない わけに 行かなかった 。『でも、 

人に ただの 水な ど飮 ませて. I こない な へ ぼ 翳 者の 云 ふこと など まだ 分り や へ ん』 と 云 ふ 心 賴みも あ 

つた。 そして、 

『よう、 まァ、 その 問 辛抱で けた、 なァ』 と、 醫 者が てれ 隱 しに 感心して 見せた のが 幽かに 聽 えた。 

すると、 お 菊の 聲 もした、 

『きつい ぼんち や、 なァ o』 

『わたい かて、 男 や』 と、 定 さん は訴へ かけても 口に は 出なかった。 淚は ほろ くと 枕の 上に こぼれ 

た。 そして、 それ を 隱すカ もな く、 —— 今し がた までの あまい 夢の、 赤い 色 や 親しい に ほひの 名殘り 

を 思 ひ 浮べ て 見た。 
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» ま 

『ぼんち』 と、 松さん が 1^ びかけ て T しッ かりして な はれ や、 大阪へ 電信 も 引い たんやし、 ええお 者 

もお こす やうに 云 ふた さかい、 な ァ。』 

かう カづ けられた 時には、 もう 土地の 無 方針な 醫 者もゐ なかった。 多くの 女中 もゐ なかった。 そし 

て そこに ゐ るかみ さんや 友人 等の 顔も兒 えない ほど • 定 さん は 『死にと むない』 ばかりの 痛みと 後悔 

とに もだえて、 おのれの 愚かであった こと を 貴め た。 

『馬鹿 だ、 なァ』 と 電車の 隅から、 あの 時 聽 えた 柬京 辯が 憎い ほど 思 ひ 出された。 誰れ に 向っても 助 

け を 1- ぶこと さへ、 もう、 手後れに なった と 云 ふやうな 心細 さに 押し詰まった。 

そして、 はたから なだめ 藤す ものが あるの を かま はないで、 ただ、 頻りに、 

x< 之  と つ 

『早う、 姉さん —— おか ァ はん —— お父さん』 とば かり 待ち受けて ゐた。 

—— (四十 五 年 七月〕 II 
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佐 倉の 師圑へ 編入 せられた 新兵のう ちで、 渠は 東京 芝區の 米屋の 息子なる 得ち やんで ある。 一般 か 

ちゃうし ふ  めん 

ら云 ふと、 ここへ 徵 集せられ て來 たもの の年攀 として は、 少し ませ 過ぎて ゐる として、 面と 向って 新 

兵 仲 問から よく 

『君 は 却って 馬鹿 か、 うす 野吕に 見える ぞ』 と 云 はれた。 

『  』 蹈は 然し 自分で はに たく 笑って る だけで、 別に 怒り もしなかった。 

女郎 買 ひの 話 も實地 的に 詳しく 話して、 聽 いてる もの をして 或る 程 そんな もの かと 感心せ しめた こ 

あなご しお  さかば 

とも ある。 愛宕 下の 下等な 酒場へ 行って、 女 を 或 場所へ 引ッ 張り出す 様子 も 話して 聽 かせた。 そして 

u ッ そりした 窒で 女に 接する き は どぃ眞 似 をも眞 顔で やって 見せて、 

『わ ッはッ は』 と 皆 を 吹き出させる のが 得意であった。 

成 時な ど， そこに ゐ合 はせ た 同輩の い たづら が拔 劍を士 のす る やうに 瞎へ て、 


『今 一 度 やって 見い』 と 命令した。 すると、 は 同じ こと を 再びして 見き JMO 

ぼつけ 0 しゃ  サん 

『畜生！』 拔劍者 は 突然 劍を もッ とふり あけて、 『まッ ぶたつ に 重ねて、 切り-^ ッぞ！ J 

『え ッ』 と、 本統 にび ッ くりして 得ち やん は 四ッ這 ひに なって る 自分の からだ をはュ 起した 0 

『わ ッはッ は』 と、 他の ものら が 笑った ので、 然し、 自分 も 亦 冗談で あるの がが W つた。 

休 の 日 は、 誰れ でも 先 づ纏を つれて 出ようと した。 と 云 ふの は、 纏が 自分で 知って ると ころに よ 

れば、 自分が ゐれば 酒を飮 みに 行っても 渠 らに餘 ほど 都合が いいの だ。 自分 は 殆ど 全く 酒を飮 まない 

ので、 同じ 割前 を 出しながら も- 他の 一 方が 澤山飮 める し、 自分の 機嫌の いい 時には また 自分に すべ 

, ての 勘定 を 押し付ける ごと もで きた 0 自分 は 鬼に 角、 日に 四 錢ゃ五 錢貰 ふ給舍 を、 他の 人々 の やう C 

I 中には 匿いて ゐ なかった。 そして 

『野 田 新兵』 とか、 『おい、 野 田』 とか 呼ばれて ゐる のが、 米屋の 子と して 近虚 隣り の 娘 ツ子 どもから 

『得ち やん、 得ち やん』 などと 云 はれる よりも， 多少の 威 ある 出世 をした ものと 思って ゐた。 そして 

自分の 場す る 小隊 長と か、 分隊長と か 云 ふと、 自分よりも 餘 ほどえ らい ものと 見て ゐ るので、 よく 從 

順に さう 云 ふ 少尉 や 軍曹の 命令 を聽 いた。 

>er  -  >  £  a  s うえ. si 

入營早 々 力 ら禁錮 とか、 重營 倉と か を 喰ら つ た 仲間が あ る の を 見て、 

『この 逮 いのに 馬鹿 だ、 なァ、 苟も 帝 國軍險 のおき てな どに "ぬ いたりして』 と、 自分 は そ t を 人間に， 

野 E 新 lijc  】. 三 五 
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ある まじき ことの やうに した。 その 癖 自分 もす ベての 行動が ぶよく したから だの 爲 めに はき/ \ 行 

らくご 

かないので， 練兵の 時 やその 他の 時に いろんな 落後 や 失敗ば かりして、 叱られ 通しで あるの だ。 

或 朝の 『右 向け』 『左 向け』 に、 窓 は 動いて ゐる 隊列 を 突然 かけ 離れ、 筑波 おろしの 吹き さらす 練兵 

場の 凍てつ いた 土の 上に 尻 持ち を つ き、 脊を 丸めて 、握り 合 は せた 兩 手の 中へ 口から 白い 息 を 吹き込ん 

だ。 

『どうした』 と， 小隊 長 は あわてて 飛んで 來た。 

『手が 凍って 仕方がな いのであります』 と、 渠は 平氣で 答へ た。 

『この 頓馬、 しッ かりせ い』 と、 若い 士官に 横ッ つら を 一 っ投 ぐり 付けられた。 

さう 云 ふ 時に も、 忽ちに こ.， （ -I i 出して、 他の 者の やうに あとまで 憤慨 もしなければ 、悲観 もしない. - 

『どうだい、 大將、 け ふの 叱られ 賃に 一 杯お ごれ』 などと 仲間に 云 はれる と、 喜んで それ を 知した，^ 

^ 芬 隊長の 如き は、 これ を 最もい い 喰 ひ 物にして ゐた。 練兵 や 行軍に は • 自分の お人好し なの を 见込 

んで ひどく 叱りつ けながら、 かげで は、 他の ものが ひそかに 羨む ほど 大切に いた はって".^ れた。 そし 

て • 軍曹が、 

『おい、 野 田 • また 行 こかい』 と 誘 ふと • 直ぐ、 

5-  いんば $ 

r 行 こく』 と 答へ て、 軍 を當て 込みの あやしい 料理屋への ぼったり、 印 旖沼ゃ 成 田 不動 を 《K に 行 


つたり、 Jsr 僕で 失敬しながら、 1 1 三 杯 は 酒も飮 むこと を おぼえる やうに なつと。 

そんた 場合、 至って 無器用な 1^ 只で、 欲 を I つ 歌 ふこと もで きす、 ただ 大喰 ひする ことより 外に 能が 

ない。 

一 1 人前 分の 牛鍋 を 最初から 獨 りで ベろ と 喰ひ盡 してし まって、 なほ そのお 代りのに も箬を 出し か 

けた 時、 

r まァ、 お待ちな さいよ、 こちら さんが あがる 物が なくなる ぢゃァ あ. OV ません か』 と、 軍曹の 酌婦て 

云 はれた。 

『ま ァ、 いい * さ』 と • 軍曹 は 酌婦の 言葉 を 押さへ て、 矢ッ 張り、 ちび りくと 酒の 方 を やって ゐ た。 

が、 自分の やった こと は、 何でもす ベて その 日から 直ぐ 仲間 ぢ うに 云ひ廣 めら れ るので、 ますく 

ひやう ば，.？ をと こ 

:1 種の 評判 男になる ばかりであった。 

a  こ  あだな 

『うどの 大木』 と 云 ふ あり 振れた 仇名が、 付いた ほどに、 からだの 肥えた 而も 脊の 高い 體格を 持って ゐ 

た。 が、 皮膚の 色 は 自分が 自分で 見ても 耦 越し 豆腐の やうに 白 かっか。 

,S に は • 資際 • 入營 した 年に 旣に I 1 歳になる 女の子が あった。  • 

その子 を つれて、 かみさん は、 初めのう ち は 一 週間に 一 回、 必らす東京から面會に^-って來.，^^。 

つ その 來 ると 云 ふ 日になる と、 面 會が濟 むまで は、 蕖は 何となく そ は. （- して ゐて、 中間が どこ ほへ 

野 田 新兵  ニニ ヒ 
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* ノヤ ク s,.> 

かう と 誘っても、 いや だと 答へ て 承知し ないし、 また ほんの 冗談 を 云 ひか けても、 不機嫌な 樣 子ば 

かりした。 そして、 

『何 だ、 また 來ゃ がるんだ、 な』 と 云 はれる と、 

『うん』 と、 ただ 笑って ゐた。 ， 

『畜生、 おめへば かりだ ぞ、 いつもう めいこと をして やが るの ァ』 と、 仲間の もの は 少し 燒け たやう 

に 冷 かした。  わく 

赋^ 11 つの 外に は、 物好きな 仲間が 集って 來て、 ひゆう. （- 吹く 風 を も 厭 はないで、 がらす 窓の 枠に 

ょぢ 登ったり、 入り口の 戶 びら をち ょッと 明けたり して 見る のであった。 擴は それ を も 却って 得意に 

して、 窒內 では 赤い メリンスの 衣 物 を 着た 子が、 よちく と あぶな ッ かしげに テ ー ブルの ま はり を 歩 

いて ゐ るの を、 その 母と 共に 椅子に 腰かけて 向 ひ 合 ひながら ながめ 入った。 自分 は 自分の 仲間に 對し 

て はこの 可愛い 妻 や 子 を 見よ と 云 ふつ もりで あり、 妻に 向って はまた あれら が 皆 自分の 仲間 だと 云 は 

ぬば かりの 自慢であった。 

« 'よ 

『.M では 皆藝 者の 寫眞 ゃ繪ハ ガキを いぢく ッて 喜んでる よ』 と、 自分 はかの 女に 力 r りる と 

『さう でしよう か、 ね、 男 ッて云 ふの は 皆 11 ？』 

さう 答へ た 妻が 女の子 を 端 手な ii で おんぶして、 自分に 送られながら W て來 たの を 免て、 待ち か 


『よう、 奥さん、 今日は！』 

『お 寒い のに、 御 苦 勞だ、 ね。』 

『もう、 御用 は濟ん だか、 な？』 

『今晚 だけで もとまつ て 行きね い。』 

『こないだ は、 おみやげ を ありがたう o』 

*- いしゃげ *>  ぢょ 

などと、 この 一 齊射擊 の 的に なった かの 女 は 返事 もで きす、 見向き もせす、 ただ 顔 を眞ッ 赤に して 

逃 ゆる やうに 行って しまった。 

『  』 その 背中の 子が 勝手の 違ふ爲 めに 驚いて 泣いて ゐる聲 が 遠ざかって 行く のを聽 きながら、 

自分 はた だに こ.^ した 顔 を 仲間に 見せて ゐた。 

『どうで い、 野 田』 と、 】 人が 飛び あがる やうに して、 こちらの 肩 を 叩いた。 

『おめへの かか ァは不 別嬪 だ、 なァ』 と、 また I 人が 前から 責め 寄せた。 

,  . ぢょ 

『  』 自分 はかの 女め 色が 黑く、 平べ ッ たい 顔に にきびの 澤山 できて るの を さう 云 はれた の だと 

思った。 

『然し 1 野 田に は 過ぎる よ o』  ， 
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r 門まで 送って やれ』 と 冷 かした もの も ある。 

『こッ そり おら 達の 部 星に とめて やれば よかった —— 」 

r さう したら • おら 達 もまた 別に 結構な 而も ぁッ たけい みやげに あり 付いた かも 知ん ねい』 と 笑 ふの 

もあった。 

『  』 何 を 云 はれても • 自分 はに やくと 受けながら、 吹き 去る 風の 中に 得々 と突ッ 立って、 

のさき の 赤くな つてる かと 思 はれる の を 辛抱して ゐた。 

『おごれ、 おごれ』 とか、 『こんなと こ を 見せつ けられて、 默 つち ゃァゐ られ ねい』 とか、 さまざまの 

.S うわく  しゅほ 

绣惑 をして、 兵 營內の 酒保 や 外の 料理屋へ 引ッ 張って 行かれる ので、 自分の 妻が わざわざ に 心して 

いんし やう 

持って来た 土產も 無駄に なって しま ふし、 また、 自分の 折角 新ら しい 印象と なった 妻 や 子の 面^も • 

酒 や 酌婦の 爲 めに 直ぐ SS ら いでし まふ。 

けれども、 自分 はお 袋が その 可愛い 息子に 度々 女房 や 子供の 顔 を 見せて gig! かないと、 しま ひに は、 

どんな こと をし W かすか も 知れた もの ぢゃァ ない と 云って るのに あまへ 込んで、 自分 もさう して K ふ 

の をい つも 待って ねた。 が、 妻の 方が 皆に 冷 かされる の をつ らいと 云って、 兵 營に來 るの を いやがる 

やうに なった。 そして 初め 頃の 1 週間が 十日 目に なり、 十日 目が また 半月 目に なった。 と 同時に、 直 


「いくら 人の 機嫌 を 取って s かないと 行けない から ッて、 さう/ \ 無駄に お金 は 使 はない やうに して 

さ， たう 

お n, 犬ん なさい よ』 と 云った 。『わたしが こッ ちへ 來る にも 相當の 費用が 入る のです から、 ね。』 

『それ もさう だな * なァ』 と、 自分 も 答へ た、 『これから そんな 金で お 初のお もちやで も 買って やら 

う。』 

それからと 云 ふ もの、 纏 は、 自分の 新ら しい 生活の 初め を 記念す る爲 めに 買った 新ら しいが ま 口の 

中 を 俄かに 惜しむ 氣が 出た ので ある。 

一 I 

* う .ST ら つぼ 

消燈 喇叭が 寒さう に 鳴り 出す 前後に は、 同窒者 中て 野 田 新兵が いつも I 番 さきに 默 つて 寢臺の 床に 

もぐり 込んで ゐた —— せッ せと 手紙 を 書いて ゐる もの も あれば、 私 かに 小 除 長 や 軍曹の 惡ロを 云 ひ 合 

)  ひるま  んて 5 

つてる もの も あるのに。 そして、 渠は晝 から 寒い 夜に かけての 單 調な 仕事の 疲れ を 目をつぶって 落 

ち 付けながら、 

r いつにな つたら、 ぁッ たかくな つて CJ^ れ るの だら う —— さう して 妻の 顔 もぁッ たかさう に 見えて 來 

るの だら う』 とば かり 考 へて ゐた。 すると、 
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『おい、 野 田』 と、 隅の 方から 聲 がした。 

r  』 

『早い、 なァ、 もう 眠って しま ゃァ がつ たんかい？』 

『うんに や』 と、 自分 は その 方へ 寢 返りして 目 を 明けた が、 氷の やうな 空が 幕の あがった ままに なつ 

そ ゐる窓 を 通して 見える ばかりで、 室 はた だ嗜 かった ので、 再び 目をつぶった。 

『この頃お めへの 瞵ァは 一 向 やって 來ね いぢ やねい か？』 

『うん。』 

『いい 男で も 他に できたん けい？』 

『うん。』 

『おめへ の やうな 野呂間 は、 いつ 濞ァを 人に 盜 まれる か 知れ ゃァ しねい ぜ。』 

『うん。』 

『な ァん だ、 何 を 云 はれても、 糞で も ひり 出して る やうに うんく 云って やが つて？』 

『ひ、 ひ、 ひ、 ひィ』 と、 自分 は を かしかった ので 突然に 笑った。 

『あいつ ァ、 近頃、 何だか、 あやしい ぜ。』 第二の 聲が 反對の 隅から 起った o『 鳴ァ は、 呼ばない せいか、 


『こ ッ そり 色 をん なで も 群ら へ て やが るん かも 知ん ねい。』 

『ち ッ ぼけな 米屋 ぢゃ ァ』 と • 第！ 二の 聲だ、 『さう 金 ま はり もよ くな からう から、 なァ OJ 

『本人 は、 それでも』 と、 第 四の 聲、 『大きな 米屋 だと 自慢して ゐ る。』 

『そり ゃァ、 法 蝶- さ。』  ：.ソ 

ほ ら 

『法螺で もい いから、 もッと おごらせ、 おごらせ。』 

r あの 曝ァを 一 度 盜んで やりたい もんだ、 な ァ。』 

『あんなす ベた 女郞 など、 馬鹿な！』 

『可 哀さ うに —— あれで も 可愛い から、 子が できたん だ o』  i 

『淫 費に だッ て、 子が できる 時ァ できる。』 

『矢 ッ り、 可愛い からよ。』 

さ <  こ 

『なァ に、 うどの 大木に ゃァ、 あの 作 子に 限 るんだ。』 

『さァ ちゃん、 さァ ちゃん』 と、 不意に 窓の そばから 抱き付く やうな 奇聲を 放った ものが ある 0 

『  』 自分 はかう やかましい 聲々 の眞ン 中に 包圍 せられて ゐ ながら * 何も 口を出さなかった が、 

乙の 奇聲 を聽 いて こッ そり 吹き出した。 自分の 女房に 限る と 云ったり、 自分の 女房の 名 を 呼んだり し 
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てゐ るから だ。 そして. 渠 等の 誰れ にも 知れない やうに して、 きの ふの 日曜 もお 作に 會 つた 思 ひ 出 を、 

胸で ぁッ ため 直して、 じィ わりと 味 はった。 

宿屋での ひそ やかな 會見 がまた 毎迴ー 回 は 必らす つづけられる ことにな つて、 それが 三 四 皮 も 靈 な 

つた 頃に は、 妻の 顔に 小さな 吹き出物の ぶつく したの も 消えて しまったし、 皮 魔の 色に もまた どこ 

とな く^を 帶 びて 來た。 不思議た と 思って、 どうした わけ だら うと 聽 いて ると、 かの 女が 第二の 兒 

を 孕んだ 爲 めのから だの 變化 らしかった。 で、 自分 は戰爭 もしない のに、 もう、 分 取り 品で も 得た か 

の やうに 喜んだ。 そして その 日に 限って かの 女 を 一 しほ 大事に した。 

日曜で あつたと は 云 ひながら、 午前からの 語り 飽き • 寢 飽きに、 渠は 顔で も 洗って 氣を め • 少し 

早. S 晚餐を 共に してから 別れようと 忍 ひ、 そこ 背戶 のの 柳の もと を 流れる 幅 一 尺ば かりの 小川へ と 出 

た。 柳に は靑ぃ 芽が 萌え出して ゐた 頃で • 人道 を 仕切る ffi い 生垣に もやが ていきく した 青葉 を繁ら 

せる しるし を 見せて ゐ た。 

その 垣根 を 越えて 遠くまで、 堀 田 氏の 域 あと を 除いて は • 何の 目 ざ はり もない 田圃 を兒 渡される の 

が、 東京の 市中 育ちの 自分に は、 今更ら の やうに 珍ら しい 氣 持ち を 與 へた。 

『顔 あら はッ しゃる か』 と 云って、 宿の 主人の よ ぼくした のが、 かな 斑 を 持って 來 たの をお ほやう 

に 受け lEJfcv ながら、    Jill 


『もう • 卷だ， な』 と； 取って 云った。 そして 雪の やうに 白い 兩腕 にかぶ さった 黑 地の 黄の 大名 耥の 

綿 入 銘仙の 袖を兩 手で かたみに まくし あけ. 白緬の 兵兒の 結び さがった 尻ので ッ ぶりした の を 後ろへ 

突き出し， 斑を以 つて 流れの 水 をす くひ 上け ようとした。 

すると、 突然、 

「おい！ 野 と聲を かけた ものが ある。 

『おう！』 と は聲で それと 知って、 からだ を 延ばした。 同期 兵の 1 人 だけ かと 思ったら、 二人 ゐ た。 

軍服で、 垣 そとの！ ^1 つ を 切る この 小川に 渡した 石橋の 上に 立って ゐ る。 そして こちらの 顔 を 見る が 

早い か、 軽蔑の 目 を 向けて、  」 . 

『何でい、 寢てィ たんけ い？』 

『うん 11 』 

こん まよち  )  - »  B 

『お前の 根 據地ァ いつも ここけ い？』  . 

『うん 11 うんに や。』 

『g 云へ II でれ くした ざまで 11 皆に 云って やる ぞ。』 

『それ だき ゃァ 御免 だ』 と 云って、 渠は兩 手 を 顔の 前で 合 はせ た。 

『ぢ ゃァ、 1 度お ごる か？』 
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r うん、 今度お ごる。』 

「よしく、 お ぼへ て や がれよ』 と 云 ひ 残して、 その 兵士 ども は 右の 方へ 過ぎ去って しまった。 

渠 はまた それ を 0 分の 左り の 方へ 忘れて しまった かの やうに 獨 りで ほほ ゑみながら、 顔 を 洗っての 

ク そりと また 二階へ あがった。  . 

『おい、 野 田、 ちょ ッと來 い』 と、 一 人の 兵士が 引ッ 張った。 

r  』 渠は 上衣 を脫 いで、 洗濯 場で 人の 下ば きを 洗って ゐ たの だが、 洗 ^ 板の 刻み目へ 石 驗の泡 

だらけな のな 押し付けて ゐた手 をぐ ッと カづ くに 引ッ 張られた ので、 いや 應 なしに 引かれて 行きな が 

ら、 『どうす るんだ， どうす るんだ？』 

『おめへ を ^ 問す るんだ』 と、 今 1 人つ いて 來 たのが 云った。 

r 何も、 審問され る やうな こと ァ しゃ ァ しない』 と、 渠は路 みと どまった。 そして 大きな からだの 道 

み を 後ろへ 戾 して" たださへ ぎ 恰好な 靴の、 破れて 靴下の はみ出て ゐる爪 さき を兩 方と も 突き出して。 

ふん 張った。 足が 大きい ので 人よりも 早く 靴が 破れる の だ。 

『馬鹿 ぢ からだ、 なァ』 と、 左り の 手 を引ッ 張って ゐる のが、 ちょ ッと 息を權 いだ。 


f 來 いと 云ったら、 來ぃ』 と • 一  方の も 引 張る のに 加勢して 渠 のおの 手 を 引き、 くるりと 渠を 後ろ 向 

きにした ので、 渠は 自分の 尻の 方から!^ 帶 によって 引かれて 行った。 

^庭の 8^ 謨の 木の もとに は、 四 五名の 仲間が 待って ゐた。 

r こら • 野 田』 と • 最も 待ち 構へ てゐ たのが 少し さきへ 出た。 『貴様 は 馬鹿 だと 思ったら、 なかなか^ 

ていさつたい 

へね い 奴 だぞ。 愤察隊 の報吿 があった、 白狀 せい！』 

「な、 なに を、 は、 白狀す るんだ』 と、 苦笑しながら、 士官に 吒られ てゐる 時の やうに、 兩手を 垂れ 

て E 立の 姿勢 を 取った。 

『とぼける ねい！ 太田屋 旅館の でれ 助 はおめ へ であった ぢゃァ ねい か？』 

『そ、 そり や 實際僕 だ』 と、 あたま を 接きながら、 『でも、 何も、 でれ たん ぢゃァ ない。』 

づら 

「うそぬ かせ』 と、 第二の 兵. H がまた おどしつけて、 『和服に 縮緬の 兵兒帶 • 晝 問から 寢 ぼけ ッ 面の さ 

まはなかった と 云 ふ ぜ。』 

『へ、 へ、 へ、 へ！』 

『何が を かしい？』 

『君の 文句の 云 ひま はしが • さ o』 

つら 

「馬鹿にするねぃ』 と、 こちらの橫ッ面を】 ^1-.^.^,ぼせた。  ：，  • 

野 田 新兵  1 四 七 


泡 鳴 仝 集 第三^  1 四 八 

『いたい！』 渠は 直ぐ 手 を、 頗ッぺ たへ 持って行き、 自分の 眼で はじ ッ とその 打ち 手の 顔 を 見詰めて、 

そんな こと は爲 なと 云 ふ 風に 口 を とんがら かせた。 

『一 體、 どんな 女が ゐ るん だんべ い』 と、 第三の 兵士 も 口を出した。 

『女なん か ゐゃァ しない o』 渠は 自分の 思 つ た 通り に 答 へ た。 

r ゐな いのに、 なぜ 行 くんだ？』 

『そり ゃゐ ると 云ゃゐ る、 さ。」 

『それ 見い！』 

し- 9 じん  しん  ま お ほ 

「でも、 主ん のかみ さんで』 と、 蕖は 心からの 翼 顔で、 『五十 四の 婆さん だ。」 

『わ ッはッ は』 と、 あとの ものが 笑った。 

『そんな こと を聽 くん ぢゃァ ねい や。』 

『ぢ ゃァ、 何 をよ？』 

『こいつ、 わざと けて ゐゃァ がる』 と、 第 一 の も 亦 殿ぐ らうと して、 身が まへ をした 0 

『もう、 御 だ， 御究 だ』 と、 渠 はから だ をす くめて、 二三 步 跡す さりした。 

『だら、 白狀 しろ！ 誰れ に會 ひに 行 くんだ？』  . 

V ち 

『そ， そり ゃァ』 と、 また あたまへ 手 を やって 訥 りながら T お、 ぉぢ さんが 面 會に來 たから o』 


『うそ だんべ い」 

r 兄さん も來 た。』 

「貴 檨ァ兄 はない と 云った ぞ OJ 

「お、 お父さん も、 や、 やって来た OJ 

「それ も • うそ だら う？』 

『お、 お母さん も —— 』 

『そんなに 度々 あすこへ 行つ たんかい？』 

『うん —— うんに や。』 

『皆、 うそ ッ鉢だ 11 さう だ、 嘘 だ .1 ぃッ そや ッ つけろ、 ゃッ つけろ』 などと まぜ 返した もの も ある。 

,m は その t 斗の する 方から、 1 あしづつ、 ぁッ ちへ 寄った リ、 こッ ちへ す さったり して、 結局、 仲間の 

前 を また I 一三 步 跡す さりした。  - 

『さ ァ、 すッ かり 云って しま はなけ りゃァ 承知し ねい ぞ — 】 體、 別 m か、 IV 別瘦 か？』 

『^贘 でも • 不 別^でも ない。』 

『そこの 酌婦 か、 娘 か？』 

r 實は、 矢ッ 張り』 と • また 手 を やって あたま を摄 き、 目 じり を 下 ゆて 笑 ひながら、 5^ して 吳 I に 云 
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はぬ ばかりに、 『僕の 換ァ が 面 會に來 るんだ。』 

よこめん 

『この 野郎！』 • ほかりと、 堅い 拳骨が 一 つ、 渠の橫 面へ 這 入った。 

『JPC.  ！』 今度 は 靴の かかとで くるりと 後ろへ 回轉 すると 同時に、 頗 かぶり をした やうに 兩 手で 顔 を 

蔽 っ^が、 そのまま、 また 向き 直って、 口 をと がらせながら 半ば FI り 言の やうに、 『何も、 ひどい こと 

ァ しなく たッ ていい ぢゃァ ないか？』 

『それで 許して やる』 と • 拳骨の Ifj は 手 がら さう に 1 段と 厳格な" を 出した 。そして 笑 ひ 出しながら、 

『けれど、 な、 今度の 日曜に ゃァ、 その 太 田屋で おれ 等に 御馳走で もしろ。』 

『さう —— 皆に だぜ —— おれに も だぜ、 おぼえ とれよ』 などと 冷 かし 半分に が や/ \し 初めた 

『うん jr 『うん』 と、 Istd^i 々"^に 返事 をして、 再び 洗濯 場の 方へ 自分の 足 を 向けた。 が、 氣が付 

くと、 兩乎は 拭き取らなかった 石鹼の 泡で きしく して ゐ るし、 その 手で また 度々 あたま を 擬いたり、 

顔 を si つたり した の で , 五分刈り の 頭髮 ゃ顿ッ ぺ たまで が石驗 臭くな つて ゐた。 

『今度の： =： 曜 H』 が來 て、 太田屋 旅館の 1K 井 も 古びた 二階に は、 野 田の 妻 干と 兵士 仲間と が 落ち合つ 

た。 渠は それ を 得意がって、 自分の 妻と 仲間と を 引き合 はせ た。 

『僕 は 佐 一 膝で、 野 田 君と 同期 兵です。』 

『僕 は 同 窒で寢 起きす る ものです。』 


『f — 」 

『俟も I 』 

かの 女 はた ださへ 不意 を 喰らった ところ だから、 まごく して 挨拨 をした。 そして そ Qmlk の 命す 

る ままに、 牛鍋の 馳走 を 出した が、 あとから また ぞろ/ \ と、 引ッ 切りな しに あがって 來るも Q が あ 

るのに は 困って しまった。 が、 黑襦 子の 襟 を かけた お 召に、 一 樂の 前垂れ を綺 めた かの！ 1- は 兵士 等に 

酌 をした。 

『よく 釣り合った 御 夫 擦です ぜ』 と、 もう 醉 ひが 出て 來 たのが】 人、 かの 15^ に聲 をた けた。 野 田 は そ 

れを ai くと にこく して、 あるじら しく 猪口 を その 人に さした。 

『野 m にや ァ野 田に 似合った 嫫ァ が來る もんだ、 なァ o』 また 一 人が 酒 を 催促す る やうに 云った。 

『さう 鹿に した もん ぢ やなかん ベい。』 また 一人が 口を出して、 『野 田 は 子 を 齢へ るの が 上手 だんべ 

い。』  - 

1 •  ひるま 

『今^の ァ、 晝 問の 子 だら う。』 

『さう だ、 寄 -問 の 而も 1 ： 階で 出来た 子 だんべ いか？』 

『ま ァ、 こッ ちへ 來 給へ。』 I 人が かの 女の手 を引ッ 張った。 

f おらの 方へ も來 給へ。』 また 別な のが 他の 一方の 手 を 引いた。 

野 E 新兵  一 £ 一 


着 


泡 鳴 仝 集 笫三卷  一玉 二 

『よして 下さい、 よして 下さい』 と 云って、 かの 女 は 後ろへ 倒れ かかった の を、 右の 肱で 疊にさ さ へ 

ながら、 屆を 落した 顏を訴 へる やうに 所 天の 方へ 向けた。 

『  11 野 田 は 自分で も M; つたが、 どうす る こと もで きす * ただに やりに やりと ：n^ てゐ た。 

ぢょ 

『な ァ、 作ち やん』 と 云って、 また 一 人が 前から 倒れ 込み、 かの 女の あぶな ッ かしく 折つ て^に n し 

た 膝の 上に 枕 をした。 

子供 は 父の そばから じッと 見て ゐ たが、 何事が 起る かと 思った 爲 めだら う、 ゎッと 泣き出した。 

『泣いた ぞ- 泣いた ぞ。』 

『許して やれ、 許して やれ。』 

かの 5?^ は 握られた 兩手を 一 生 に ふり 切って 子供と 所 天との そばに 來 たり、 鬚の ほつ れを氣 にし 

ながら、 眞ッ 赤に 怒って、 

『ひどい こと をし ちゃ ァ、 困ります。』 

『  』 野 田 は 自分で もさう 云 ひたかった ので ある。 

『本統 に ひどい』 と、 誰れ か 一人が 不」 れ面： rn に 云 ふと、 その他の もの も捨： ぜり ふに なった • l 

『うん、 ひどい./. \.o』 

—す てき 

「素 的に ひどい。』 


『あやまれ、 あやまれ 

『な ァに、 どうせ、 野 田の ® ァ だんべ い。』 

«- よ  を つと 

かの 女はゐ たたまら なくなって、 子供 を 抱いて 下にお りた。 そして 所 天 を も 呼びお ろして、 あんな 

亂暴な 奴ら と 交際す る もので はない とたし なめた。 

『だッ て』 と" 野 W は 口 をと がらせ、 『あ ァ させて 置かな けり ゃァ、 かたがない o』 

『ぢ ゃァ、 わなし は歸 ります！』 ぶりく して、 かの 女 は その 支度 を 初めた。 

g よ  した 

『  』 渠 は 今から 直ぐ かの 女に 歸られ て は 詰らない ので、 下の 人々 が 見て ゐる にも 構 はす、 かの 

女の手 を 堅く 握って 引きと め • 『もう 少し 待って くれ、 皆に 歸 つて 貰 ふから。』 

『ぐづ くして ゐ ちゃ ァ、 わたしが どんな 目に 合 ふか も 知れ ゃァ しない OJrs う 云って • こちらの 顔 を 

にら  ！ 

恨めし さう に 睨んだ。 それが こちらに， ぼの 湧く 物 さわぎ を おぼえさせた。 が • やがて、 かの 女 は氣を 

變へ て、 口 を こちらの 耳へ 持って 來て、 『ぢ ゃァ、 ね、 停車場の 直ぐ そばに * 藤屋 とい ふ 宿：： Hlj が 御座ん 

すでしょう —— わたし- よく て 置きました、 わ。 あすこに 行って ますから • ね、 早く あなた も いら 

ッ しゃい ましな o』 

『うん、 それが いい』 と、 思 はす 大きな 聲 であった。 自分の 別れに くいだ け、 かの 女に も その 氣がぁ 

るの だと 思へ た。 そして 二階で 耿ふ淫 si 極まる 欲に 自分 も そそられながら、 自分 はかの 女が 今、 子供 
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しょ  ま ぐ 40 

を # 負って、 土間へ 下り、 軒に 屋號の 看板が かかった、 廣ぃ 間口の 敷居 を またいで 行く その 時の 白い 

腔 を こちら 向いて 見せて 吳れれ ばいい と 思った。 

渠は 問と 云ふ舉 問が 嫌 ひで、 別につ とめて 習 ふこと をし なかった。 字 も 碌に 書け ない。 で、 無筆 

どもの 寄り合 ひから 手紙 を 寄 かせられる 心配はなかった。 その代り、 よごれ 物の 洗濯と 云ったら、 何 

でも かで も 皆が 渠の手 へ 持つ て來 た。 

『さう できる もんか』 と斷 わっても， 

『急いで やれ、 急いで』 と 押し付けられた。  . 

ナ loste ま 

然し その 相棒に、 末 島と 云 ふ 同 {lii! 者 もあった。 素直で、 5^ 質の すッ きりした 男 だと、 皆に も 見られ 

ひ しょやく 

てゐ た。 これ は 多少の 舉問も あるので 仲 ii 中の 秘書 役 を 勤めさせられて ゐ たから、 滅多に 洗濯 場の 方 

へ はま わって 來 ない。 が、 末 島が 來た となると、 こちら は ほく. （- 喜んで 仕裹を 1» にした。 

酒も飮 ます * 冗談 も 云 はす、 人の 財布 を當 てに 遊びに 行く手 合で もない から、 さう 惯れ くしく し 

て ゐ るので はない が、 こちらから 云へば、 末 島の 家 は 自分の 店の 得意 さきであって、 .H 分 も 米麥を 自. 

轉 准で 敬 年来よ く 運んで 行った。  • 


棄が末 島に^ i してる るの は、 無口で おとなしい 爲め ばかりで はない。 宮內 省に 勤めて ゐ たと 云 ふ 

のが そのお もな 原因 だ。 末 島 は 同省の 雇 ひで、 兵隊に 徵 集せられ る 少し 前に 給仕から 昇進 させて 貰つ 

たの だ。 が * 宮中に 外國 S 御 来賓が あったり、 御慶 事が あったり、 その他の 御 俵 式が あったり すると、 

その準備ゃ^！^^^斯^く斯ぅ云ふぁりさまで、 その あとで は 給仕の 末 島にまで 下され 物が ある。 な 

どと 云 ふこと を • 渠は 本人に 代って、 曾て 本人が 渠に聽 かせた と 同じ やうに 重々 しい 口調で、 仲間 ど 

もに 話して 聽 かせた こと も ある。 そして、 

『そんな もの か、 なァ o』 

『末 島 はまた その 雇 ひになる ん だんべ い。』 

『おら も 行きて い、 な ァ。』 などと、 皆が 自分の 言葉に 感心して ゐ ると， 自分 も わがことの やうに 嬉し 

かった。 

自分 は その 末 島と 一 緒に ごし/ \ 物 を 洗 ひながら、 他の 洗濯 者 を 羨 やませる つもりで、 いろんな 話 

をした。 

『君ん とこ は 僕のう ちの いい 得意 だぜ、 米 は餘り 上等の を 喰 はない やう だが l 』 

とんちゃく 

『  』 末 島 はそんな こと は 云 ふなと 云 ふやう にこ ちら を 見た が、 .OI 分 は 頓着 L な 力った。 

『人数が 多い ので 澤山這 入る し、 また 彿 ひも 綺譴 だ。』 
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『さう さ、 ね J と- 末 島 もしよ げかけ た氣を 直した やうに、 『母が 几 な 質 だから。」 

r さう だ、 君のお ッ 母さん はいい 人 だ。 お父さん もなかく よくで きた 人 だよ o』 

『無論、 惡ぃ人 ぢゃァ ない。 が、 もう、 老いぼれて 來 たよ。』 

『たしか • 通運 會 社の 集金人だった、 な ァ。』 

『さう だ o』 

『集金人と 云 ふ 奴ァ、 どうも 信用がない とやれ ない もの だから — 』 

『長い間、 間遠 ひなく やって 來 たばか. cs、 さ。』 

『それが 六ケ しいの だ。』 斯う 利いた 風に 云って 見た。 

『おい、 末 島』 と ♦ 別な 仲 が 洗濯の 手 を やすめた 。『君に 妹が あるけ い？』 

『ま。』 

『また、 女の ことかい』 と、 野 田 は 笑った。 

『女の ことで もよ かんべ い、 おれに 吳 れんけい？』 

『さう は 行かん』 と- 蕖が 引き受けて 7 電話の 交換手 をして、 家の 暮し をす 助けて るんだ — その また 

弟 も 銀行の 給仕 だ。』 

『また 入らない こと を』 と •  はとめ.， で 0 


n 父 後手 だ ッて、 一 件 は ある だんべ い。』 

i- そり や、 遠 ひない。』 野 田 は 釣り込まれて にたりと した 0 

「それさへ 5^ れ たら • こッ ちゃ ァ いいんだ。』 

r 野 W の やうに』 と • また 別な のが ごし. （'やりながら、 『嫫ァ 持ちと 違 ふから • なァ o』 

「ふ、 ふ、 ふ』 と、 野 W は 出て 來た笑 ひ をと めようと したが、 半ばで きなかった。 

渠は末 岛には 多少 遠慮 を 知って ゐた。 が、 自分の 妻が あの 日曜の ことに 懲りて しまって、 うかく 

出て 來 なくなつ たし * 又、 身持ちに なった の だから * 暫 らく 近よ るな と 母が 云った と 云 ふ 手紙 をよ こ 

した。 その 手紙 を见 せて、 それに 對 する 返 ietr を 書いて 吳 れいと、 末 島に 頓ん だ。 

無論、 も 大抵 同窥に 引けて ゐた時 だ。 

にん 

『おれに も 見せろ く』 と 飛んで 夾 力た ものが 二三 名あった が、 末 島が賓 任 を 負って 見せなかった。 

『どう 云 ふこと を 云って やりたい のです？.』 

『そり ゃァ、 先づ氣 候の 挨稷を 云って 11 』 

ぼ た ふ 

『生 意氣な こと を 云ゃァ がるね い』 と、 一 人が あたまから 篤 倒した。 

『女房に 氣 候の 挨接 など 入る もんか』 と • また 別な のが。 

『直ぐ 用件 を 云へ、 m 件 を。』  • 
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r 足が 立つ とか、 手が 立つ とか、 さ。」 

r あは、 は、 は、 は！』 

『諸君 は 少し 默 つて ゐ たまへ よ』 と 末 島 は 皆 を 制してから、 『それ を 書いて あける として、 用件 を聽ぃ 

て 置かな けり ゃァ —— 』 

『用件 は 11 先づ 11 親 や 子供が 達者で 結構 だと 云 ふこと に 1 』 

『それから 11 』 

f それから ッ と、』 渠は にやくして あたま を搔 きながら、 『お 作、 お前のから だは、 大事な 時 だから、 

大切に せい 一 』 

r 馬 1; 野^! 置き ゃァ がれ！』 

r のろけて ゐゃァ がる、 なァ o』 

r 畜生！ 書 ，\ たるな • 書いた るな！』 

r ぢ ゃァ』 と * まご/ \« して 野 田 は 皆 を兒ま はしながら、 『どう 書いたら いいんだ？」 

r 今 どいつ かが 云うた 手と か、 足と か を 書い とけ や。』 

f わ ッはッ はッ』 と、 皆の 笑 ひに なった。 

It  かんたん 

r 成る ほど、 なァ、 それ も簡？ でい いか も 知れん』 と， 渠は凰 ©a にさう 聲 にまで 出した。 そして 自 


I 

■4 


みが li^ しこ ッ そり 書いて、 こッ そり 自分の 若い 妻に 見せる のなら • かの 女 を 喜ばせ さへ すれば いいの 

だからと 思った。 そして、 自分が 小畢 校へ 行った 時に いろんな 落書き を敎科 書な どに して、 先生に ひ 

どく 叱られた 事 を 思 ひ 出した。 

f 成る ほどと ァ * とぼけて ゐゃァ がる！』 

rgi 單 でもね いぢ ゃァ、 ねい か？』 

けっきょく  あっか 

r あは、 は、 は！ あは、 は、 は』 と • 結局 は 皆が こちら を 馬鹿 扱 ひに してし まった。 が、 正直な 末 

島 はこ ちらの 云った 通りに 手紙 を 書いて、 その 文句 を 今 一 度讀 んで聽 かせて 吳れ た。 そして 他の もの 

Ir  とん ちゃく 

等が 詰らない からよ せと 反對 する のに も 頓着せ す、 上書きまで 認めて 封 をして 吳れ た。 

その 文句 だけで は、 何だか、 自分の 身に 物足りな いやうな 氣 がしつつ、 こちら は 切手 を 張った 手紙 

を 丘ハ營 前の 郵便箱に ほうり 込んだ。 そして その後、 盲と 二人 ッ 切りで 宗五郞 神社へ 參詣 した 時 • か 

う 云 ふこと を 人に は 云 ふなと 前置きして 白状した。 

r 仲 問の もの は 皆 馬鹿にする けれど- 君で も 一度 持って 見 給へ、 自分の 妻 や 子供と 云 ふ もの は 可愛い 

もの だ。』 そして、 實は 自分の 妻 は 自分の 近處の 下女で あつたの を引ッ かけて、 孕ませた ので 止む を 得 

サ うちへ 入れる ことにな つたの だが —— と。 
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同室の ものが 初めて 據架卒 の實習 をす る 時であった。 

『あの ii ぅ體の 大きい 野 田 を 負傷者に して 見よう ぢゃァ ないか』 と 云 ふ 皆の 意見であった。 

『  』 ^稽な ことに かけて はこ ちらから 進んで S 々して 見せながら も、 自分に おぼえの ない 眞似 

をす る やうな 用意 は 自分の 智慧に できて ゐ なかった ので、 擔架を 自分の そばに 置かれても • それに 乘 

つて Hk; せる 氣 になれ なかった。 

『僕 ァ^ ^して ゐ やせん、 負傷して ゐ やせん』 と駄々 を 捏ねながら * 自分 を取ッ つかまへ ようとす る 

人々 の 手から 逃け ま はった。 

けれども • 仲間 ども は 決して 承知し なかった。 逃げ ま はる 自分の 手 を 取り、 足 を 捕へ て、 面白半分、 

むやみ 矢鳕に 繃帶を かけた。 

『これで、 もう、 十分ぎ 11 でも 浴びて、 全身に その 彈痕を 受けた、 實に 立派な 名尋の f5R 傷兵の やう 

だ』 と、 一 人が 云った。 

む う 3 

『それでい い、 それでい い』 と 云って、 また 他の ものが さう した 自分 を みんな と共にな つて 無造作に 

よこなが  ) 

抱き あげ、 ズック を 張った 擔 架の 上へ 橫 長に ほうり 投け た。 


一  ぶ わく 

その 勢 ひと 重みと で、 撸 架の 竹 枠の 一 方が ばりり と はじけた。 が、 皆 そんな ことに 頓着し なかった。 

「ひどい ぢゃァ ないか』 と、 自分で 起き あがらう として、 はじけた 枠の 方へ 身 を 傾けた の を、 

『ま ァ、 さう して. Q さへ すり ゃァ いいんだ から」 と、 そのまま * 前後 を 二人で 齒 いで、 うん うんと 爆 

び 出した。 

「待って „JK れ、 痛い！ 待って 吳れ、 痛い！」 

『痛から う、 さぞ 痛から う。』 ただ 手 ぶら でつ いて 来る 兵士の 1 人が いた はる やうに 云った。 

ぎんしく，： > しゃう 

『名 譽の负 傷 だから * な、 いづれ 金 鵄勳窣 が 貰 へら ァ。』 

『  』 なんだ， 人 を！ 冗談 ぢゃァ ない、 『ほんと に 尻 を 挾んで 痛 いんだ。」 

『何でも かまん —— 後方に ある 病院へ 行って から 直して やる、 さ。』 

『馬鹿 を 云 ふなよ 11 ちょ ッと 待って 口. れ！』 ますく 眞 が ほに なって ゐた。 が、 自分 を 思 ひやって 

t 力れ る ものはなかった。 

『病人が 贅澤を 云 ふもん ぢゃァ ねい。』 うんしよ い、 うんしよ いと、 廣ッば を 擔ぎま はって、 元のと こ 

ろへ 來 てから、 撸架は 下に 置かれた。 

『おう、 い』 と、 飛び あがって、 ゃッ とそ こ を 出た その 場で ズボンの 前の ボタン をはづ し、 ヅボ； V 

と 下ば きと を 引きお ろして、 額り で實 際の 傷口 を 調べた。 
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すると、 竹の はじけた 間へ 擔 架の ゆれる 毎に はさまった 尻ッぺ たの 一 部が ひどく 血に にじんで ゐて、 

ぺ こ 

その 部分の 赤い のが 皮膚の 眞ッ 白い のに 對 照して、 紅花 か 何 かの やうに なって ゐた。 

『あの 奇麗な 肌 を 見い。 かか ァが 惚れる の は 尤も ぢ や。」 

I  .  S て^ C 

『ひどい こと をす る、 なァ —— 痛い、 痛い』 と 云 ひながら、 渠は 自分で そこ へ つばき を 付けた。 

そのうち * 日露 戰爭が 始まって、 佐 倉の 師圑 もい よく 實戰 地へ 臨む ことと なった 。が、 旅 順の】 » 

塞 を 背面から 攻擊 した 時、 あはれ にも 殆ど 言葉 通りの 全滅 をして しまった。 

. t  <  れ うとう はんたう 

その 全滅 前、 而も 遼東 半島へ 上陸して から 始めての 實戰の 時 • 野 田 新兵 は實 際の 負傷者に なった。 

敵彈 が、 木の 株 や ごろ. （- した 石に 水が 凍り付い てる 外に 何の 遮ぎ る 物 もない 山腹 を 越えて 來て、 

, づじ やう 

味方の 頭上 を 飛ぶ その 下で、 渠の小 除 も 『伏せ』 の i を 取って ゐ ると • 

『やられた！』 渠は 突然 かう 叫んで、 自分の 劍鈇 を投け W したと 同時に、 仕 かけ 人形の やうに びんと 

突ッ 立った。  * 

『どこ を、 どこ を』 と， 隊長の 軍曹が 飛んで 來た。 そしてよ く 調べて 吳れ たが、 満足な こと を 云って 

ャ 一 じ やう 

吳れ なかった、 『ほんの、 右の 足く び を M- ち拔 かれた だけ だ。 大丈夫 だ、 しッ かりせ い！』 

『いや、 死ぬ く』 と * 渠は 自分から、 もう、 その 氣 になって ゐた。 全く 失望して その 場へば ッた 5 

こゥは C 

と 倒れた。 そして 後方へ 橡 がれて 行った 時 は 夢中であった。 


の 程度 は ひどく もなかつ たが • 腱の 緊張が うまく 整 はす、 そ Q 方の 足が 左り のと 釣り合 ふだけ の 直立 

力 を 失った。 

ちんば になって 戰 地から 歸 つて 來て、 第 1 着に こちらから 見舞 ひに 行った の は、 末 島の 留守宅で あ 

つた。 

わぎ づ. *  . 

細い、 t お 地の 入り口で 車 を 下りる と、 自授 さう に 脇 杖 を 右の 脇の 下に かい 込み、 ここで はき ッと 自分 

の負偽の手がら話をしんみりと聽ぃて5.1^れるだらぅと勇みに21^^で、 どん 詰りの 格子戸に 向って びよ 

んぴ よこと 歩いて 行った。 注文の 米 を 持って 來 たので はない から、 臺 所へ はま はらなかった。 

ここのお 袋 を 初め， ゐ合 はせ た 末 島の 弟 や 妹 も 皆、 戰 地からの 珍客.^ 歡迎 して、 これまでに は 招 じ 

られ たこと もない 座敷へ あがらせて 吳れ た。 

，いじしぐ う  み 

戰勝を 祈る 爲 め，： i£ の 間に 太 神宮の 掛け軸 を かけ、 お 造酒 を あげて ある その 前で、 渠は 自分の 負慯物 

詰り や 佐 倉師園 全滅のう はさ 等の 見た こと いた こと を 人 もす る やうに 誇張して 語って 聽 かせた。 そ 

して ここの 息子が 暂く 音信がない と 云 ふの を 知った ので、 

『末 島 君 も • ぉ氣の 毒であります が、 多分 名 譽の戰 死でありましょう』 と、 士官に 對 して 報告で もし 

てゐる やうに 語った。 自分と して は、 斯う 云 ふ 首葉づ かひが 士官 以外の 人に 向っても 出る の を — 出 
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征前 とよ 違って 11 まじめに なった の だと 思へ た。 で、 それから、 得意 さう に また 言葉 を糲 ぎ、 『俊 は 

a な 

さい は ひに も 足の すぢ だけの 負傷でありまして、 わが 師圑 として は戰爭 のと ッ« に歸 して 贳 ひました 

ので、 さい は ひに も 無事でした のであります。』 

末 島 一雄の 死骸 は、 翌年の 一 月末に、 他の 多くの 生死 不明 者と 共に 一 一 龍 山の 堅い 雪の 中から «見 せ 

られ た。 そして その 死骸 は戰線 中の 最も 危險 な揚虑 に 突進して 倒れて ゐ たと 云 ふので、 渠を 生前に 可 

愛が つて ゐた 宮內 省の 官吏 どもの 奔走で 金鵄勳 章の 一 時 金 四百 圓 ばかり を 貰 ふこと になった。 

その 祝 ひと 云 ふの か、 記念に と 云 ふの か、 鬼に 角、 末 島と 共に 出征して 野 田の 負傷 前後までに 生き 

殘 つた 東京 生れの 仲間が 四 名 • 末 島の 家に 集った。 渠 も無输 その 席に 加 はった。 

すると • そのうちの I 人が 勝手の 間から 長い 舂木を 借りて 来た。 

『何 をす るんだ』 と、 別な 一 人が 尋ねた。 

『ま ァ、 見て ゐ仏 2 へ 11 ぼと、 ぼと、 ぼと、 ぼと — ばらく、 ばらく』 と、 兩 手で 何 かの 飛んで 

來る形 をして ゐる。 

きく わ. "は ゥだん ぼ 

『何 だ、 殿, 砲彈 のお 化け かい？. I  ,   .  ■  r. 


I ，何 だ、 》^&:^-&^0ぉ化けかぃ.1』 

u55f 、ゾ. I と ihR? て *  は"!^ りの でば ッ たり 倒れ、 足 を 長く 延ばし、 箒 木 を 統に兒 せて 顔 

のと ころで ねら ひ を 付けた。 

ri^ 鹿な R; 似ァ よせ』 と， また 别 なのが 叫んだ。 

『箕 戦の 1^® をして 見せて、 末 島の 靈 でも 慰める 氣だ らう 11 は、 は、 は！』 

n 一 百 五-十 メ ー トル 11 麟 て！』 

「さう だ、 ゎが小^の：^^初の發砲は一 一 百 五十 メ I トルであった。』 

『やられた！』 かぅ突^^：叫んで、 審木を 投げ出して 突ッ 立った のが * 右の 足 を あけて その 足 頸 を兩手 

で 握った。 

『わ ッはッ はッ』 と 笑って、 他の 仲間 は 後ろへ 兩手を 突いた。 

わ. A 

『  』 野 田 は それ を 見て、 自分の こと を 芝居に して ゐ るの だと 分った が、 別に 怒り もせす、 ただ 

少し 顔 を 赤らめて 苦笑して ゐ た。 そして 自分の 心で は 斯う 考へ てぞッ とお ぞげを ふるった、 『あの^ 

は •  もう •  二度と 再びお 作 や 子供に 會 はれない と 思った』 と。 

— (四十 五 年 八月) 11 
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r 先生 • 何 かい いこと でも 御ぎ いまして』 と、 ス テキ 屋 のかみ さんが 凍り 附 いたやうな 井戸端で 疼、 さ 

ち A そう 

うこお しめの 先 濯 をしながら、 『.1^ 相に こ./ \ してら ッ しゃる ぢ やありません 力？』 

言 こくが J  I  9 

先生と 呼ばれた 男 は 今 外から 歸 つて 來て、 四 軒.^ 凰 共通の 庭 を 仕切った 枳殼 垣の 四つ 木戶 のうち 

ナ * ま  いも 

1 ^ とッ 付きの をち よかくと 這 入り、 いつもむ ッ つりした 調子と は 遠 ふ、 氣の いい、 然した だ 1 

m の挨稷 をして、 二 軒 H の. E 宅へ 近づいた 時、 その かみさんに 呼び止められ たので ある。 

、う ぼな 

くるりと 振り向いて、 にこく して ゐる渠 の 骨張った 額の a ン 中には、 水 ッ演が 垂れさう だ。 こま 

かい 緋の 綿入れに、 厚ぼッ たさうな 木綿の 黑紋附 きを 着て ゐて も、 襟 や 袖ゃ黑 毛糯 子の 行燈拷 の祸か 

ら、 IS に 常る 風が， 痰、 いので、 少しから だ を ちぢ こめて、 胸の 前で 固く 顴 へる 手に は、 剁き 出しのお の 

皮 包み を.； 5: つて ゐた。 

つうん.！  L  I^IF 


『また • 好物の 馬肉です か？』 かみさん はかつ 云って 見た さ 0 やうな 冗談で 11 また^ひに 來 いと 云 

はせ る 催促の やうで も —— あつたが、 渠の 返事 は それよりも なほい いこと であった。 

『なァ に， ね、 おかみさん、 これ はほんの 心 祝 ひに 賈 つて 來 たんで 11 資は、 僕 は、 今度、 いよく 

先生の gil^ の 一 字を赏 ふこと になった よ。』 

ぢょ 

『へ い 11 』 かの 女 は 兼て こちらから 前 ぶれ をして あつたの を 知って る替 だのに、 意外 さう に 洗濯の 

手 を 休めて、 こちらの 顔 を 見 上 ゆた。 

『け ふから、 僕 は 中 村雨 S ぢゃァ ない、 中 村 正 美 だ。 先生が 正風 だから • 僕が その 正の 字 を M つて、 

正 美と 付けて 貰つ たんだ。』 

『そり ゃァ、 結構で したわ、 ね。』 

『名なん か、 どうで もい いんだが、 それでも 先生の こころざし だから、 ね 11 』 

『さう です とも • ねえ！』 かみさん はう まく 調子 を 合 はせ たが、 多少で も 禮金を 出して こちらに 商資 

上の 螯を かいて 賀 つてる こと を 忘れなかった。 『ぢ ゃァ、 これから ステッキ にも 正 美と 銘を 打って M う 

んだ、 ね。』 

『うん、 さう しょう 01  おは 自分の？： うごめか したが • ちょ ッと、 その 彝 のさき を、 竹の 皮 包み を 持 

つてる 手の &でハ ンケチ 代りに 拭き 拂 つた。 

正 美 先生  1 六 九 
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一一 

渠は それでも 三代 つづいての 畫 かきで、 築の 父の 如き は • 若く して 先妻 を 失った をし ほに 上 州の 高 

崎から 柬 京に 出て、 所謂 靑奠の 志 を わが 國の鼓 界に 延べよう とした。 が、 とても 稚邦等 I— その^ま 

だ橥等 もさう えらく はなかった が 11 と競爭 はで きないと つたので、 東京で 貰った 後妻 を 連れて、 

ぐ わ. A 

再び そ の 生れ 故 鄕へ引 ッ 込み , 地方 的畫 家を以 つて 満足して ゐた。 

『これからの 蜜 かき は 叢 だけ ぢゃァ とても 喰へ ねい。』 かう 云って、 父 は 田舍の 得意 さきから 掛け 籼ゃ 

扇子の 盡を 受け 負 ひ、 ながねん かかって 貯蓄した 金で、 多少の 田地 や 家宅 を 買った。 そして その 先奏 

の 子が 父 を 見習って 塞が 好きな のに も拘ら す、 畫 かきに する の は不贊 成で、 fn 姓に 等しい 仕事ば かり 

を させて ゐた。 

『そんなに 親の 命に 從 ひたく ねいん なら、 手前 ひとりで 勝手にし ろ！』 とうく 渠は勘 當同檨 に廢嫡 

せられ * 腹 遠 ひの 妹 を相續 人に せられて、 提燈屋 翁から 傘屋の 養子に なった の は、 十五 を 越えてから 

のこと だ。 重寶 にも 提燈 の畫 がかけ るの は 勿論、 から 伞 にも 牡丹にから 獅子、 竹に 虎と 云 ふやうな 物 

を かいて 資り W したので、 

しんはつめい  わい 

『新發 明の 傘屋』 といへば、 その 家と 分る やうに なった。 そして 渠 はいつ も、 


ちょうへ レ じ 

『おや ぢは 馬鹿 だ、 俗物 だ』 と 罵りながら •  0^ハ時を無事に過ぎてしまった。 

せ11^並にその在の人々に築自身が新發明のから伞屋で通るゃぅになり、 また， さすが 先生の 子 だと 

NAto いぐ わ  き や ラじゃ 

云 はれる やうに なった 時 は • 繪畫の 周旋 星 や 經師屋 とも 對 等の 交際が 出來る やうに なった。 が、 ただ 

さへ 思 ふやう に 行か なくな つ た 家業 をお ろ そかに してまで も、 渠は 頻りに、 

『このまま 葬られた くねい もの だ』 と 云 ふ 意見 を 人々 に 漏らした。 人々 も 亦 あの 男 を あの ままに して 

置く の は 惜しい、 一 っ柬 京に 出して 修業 を させたら と 云 ふやう になった。 

土地の 新聞社に 渠を 紹介した もの もあった^、 新 間の 記事な どに は 釣り合 はない 唐 美人 や、 t: 合の 

もく は 0 ぐ わ 

花や、 簿の穗 などの 木版 畫が 時々 出た。 

そのうち， 父の 弟子で 或 八百屋の 主人-か 主と なって • 渠の爲 めに 義捐金 見た やうな もの を illl^ め * 三 

年 問 束 京に 滯 在して 螯の 修業 をす る だけの 費用 を 月賦に して 出して 吳れる ことにな つた。 

『諸君の 御 好意に は 誓って 報います』 と 云って、 人々 と共に 祝 KM を あゆて 別れた の は， ま， た 一 ケ 年と 

少し 前の ことで ある。 甘 ffis 曾の 主領なる 正風 先生の 手つ だ ひ をしたり、 自分の 晝 いた 物 を 見て 貰った 

しん ま. S 

りして ゐる うちに • この 新米 弟子が 舊： Hf^ 子等よりも 立ち勝って 先生のお 氣に 入りに なった。 と IK ふの 

A- つた 5 ひ 

は- 稽古に 熱心な の を 認められた ばかりで はない。 先生が 蕩 費に 行き詰ま ると， 直ぐ  一 二 幅の 菜て 

誊 きをして- 渠に 渡した。 すると、 渠は 自分の つての 多い 高 崎 地方へ 持って行って、 一幅に 付き 百圓か 

正 美 先生  1 七 一 
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ら 二三 百圓を 得て 來て、 それ をそッ くり 先生に 與へ、 自分 は 多少の ロ錢を K つて 満足した。 

最近の 手柄と 云へば、 筆 早な 先华： を 連れて 同じ 地方 を 漫遊し • 僅か 二 週 ばかりの 執 来で 先生の 朿 

* "てんく わう 

京に 於け る 負债の 殆ど 半分まで を 消却せ しめた こと だ。 それが • 門下生 中、 破天荒の 恩典と して^ 

の 一 字 を 貰った 最近の、 そして 最大の 理由で ある。 

『ぉ歸 りな さった のです か？』 

とッ 付きから 二 軒 目、 反對 から はス テキ 屋の 隣り に 當るニ 枚 障子の 破れから、 これから 正 美の 細君 

と 云 はれる 害の 妻が のぞいて 人並みよりも 幅の 狹ぃ聲 を かけた。 

『ああ。』 かう- 渠は輕 く 答へ て、 いそく と • 自分の 家の 半 間の 格子に 紙 を 張った 戶を 明けて 這 入つ 

た。 

這 入る と、 直ぐ 臺 所の 土 閒で、 突き 當 りの 障子 を 明ける と、 六疊數 きの 居 Si だ。 外に 一 つし かない 

三疊の 間に は、 時 子と いふ 二つになる 兒が 置き 炬燒 に煖 めら れて、 よく 寢てゐ た。 そこから 自分の 妻 

が 出て 来たが、 自分が 立った まま • 勝手に 近く 切った ゐろ りの 側へ、 竹の 皮 包み をば たりと 置いた の 

を 見て、 不^ さう に， 


『また 馬肉です か？』 

「さう、 さ o』 

『さう 毎：： ばかりして ゐて、 よう 御座ん すか？』 

r まァ、 いい、 さ。』 じらせる つもりで、 わざと 落ち 付き 拂 つて、 袴 を さばきながら、 爐の向 ふが はに 坐 

ぢ t 

わ り、 ちょ ッ とかの 女の を 見 あげた。 が、 その m を轉 じて、 ス テキ 屋 との 問 を 仕切る 壁に 立て かけ 

て 重ねて ある 自分の 梓 附き靈 面 —— それに は 大きい の や 小さい の や、 出來 あがった の ゃ出來 かかり 0 

やが ある 11 を 眺めながら、 口 をに こっかせ て 『おう、 寒い、 寒い』 と、 爐 火に かかった 槃 の 上で 

兩手を こすった。 

I  <« つと 

『この は ひど いんです もの、 s 頃で も かう でしよう』 と 云 ひながら、 かの 女 も その 所 天の 向 ふ 俄に 

坐 わった。 

5. 而も 蘇って りゃァ 寒い もの、 さ。』 

『そんな こと 云った ッて』 と、 顏を 見合 はせ て、 『あなた だッ て、 IK ふぢ ゃァ 御座いま せんか？ J 

「云った ッて、 ね、 云 つた ッて、 ほんの、 おもて 向きの 挨 IS> だけ、 さ。」 

『ぢ ゃァ、 わたし だッ て、 ほんの、 おもて 向きの 挨拶です、 わ。』 

ぢょ  £ 

『おい』 と、 わざと 皮 包みの 方 を 見ないで、 かの 女の 顔に 向 ひ T 早く- はせ て 53? れろ —— また 出る か 

正 美 先^  1 七三 
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ら。』 

『先生のと こ へ？』 

『ああ。』 

『I 體、 せいびと は どんな 字が 附ぃ たのです の？』 かの 女 は、 今、 井戶 |!？ での 話 を 88 いてたら しい。 

『先生の 正に 美人 Q 美 だ I— いいだら うが、 ね？』 

『そり ゃァ いいでしょう 11 o』 

らくく わん 

『-^ い、 早くし ろよ —— 新ら しい 落欽 にうまい 字の 形を考 へて 置いて、 ステッキ 屋の おや ぢを 感心 さ 

せて やら ァ， ね』 と、 手の平に いろ./ \ 書いて 見る。 

『わたし * 何だか』 と、 中腰に なって、 『元の 方が いいやう に 思 はれます • わ。』 

『生 意氣な こと を 云へ —— おい、 早く！』 

『正 美なん て』 と、 立ち あがって、 『當り 前の 人の やうです、 わ。』 

『ぢ ゃァ、 先生の も を かしい ぢゃァ ねい か、 子爵 か 何 かに 高 崎 正 とか 云 ふの が あら ァ、 ね！』 

『さう です か、 ねえ』 と * きまり 惡さ うに 調子 を 高めて 所 1K を 見返った が、 勝手へ 下 toN て、 「おう、 

寒！ でも、 讀み 方で も 違 うんで せう。』 

遠い 径原の 上 を 天人が 飛んで ゐる袖 も、 枠附 きで、 また 出来 かかり だ。 天人な ど は 細い 輪 麻た けで、 


その 參考 にす ると 云って、 相弟子の 一 人から 貰って 來た 三越の 廣吿 美人 畫は、 a の そばの 茶棚の 壁 

にかけ て あるが、 正 美 はこれ を 見詰めて 自分で 考 へた、 いつ 見ても 色取りが 濃 過ぎる、 しつ ッこ 過ぎ 

ると 0 

それから • また 天人の 方に 向き 直り、 じッ とそれ を 見守り、 獨 りで 幾度 も： la をうな づ かせながら、 

『薄く —— 綺麗に —— ぁッ さりと、 薄く —— に —— ぁッ さりと。』 

『丸でお 念佛の やうです、 ね』 と 云 はれた ので 氣が 付く と • 妻 は 初めから 適 當に味 t« と 大根の いて ふ 

切りと 醬汕を まぜた 瀨戶 引き 鍋 を 用意して、 $1 の 上 へあがつ て來 たので ある。 

その it がまた 高かった ので、 隣室の 子供が 聽 きつけて むづ かり 出した。 

『い つ も 頓狂な 聲を 出すな と 云 つ て る ぢゃァ ねい か？』 

AN すげ しゃう  ちょ  もっと 

『つい 出た のです よ。』 おも 長の 繭 化粧 をした 顔に 恥 かしみ を帶 びて、 かの 女 は 所 天のに らんだ 目から 

n を 反らし、 坐 わって 下 を 向いて、 藥鎌を 取り除け、 炭 をつ ぎ 足して、 鍋 を 五德の 上に かけた。 

子供 は 段 々 高い 聲を 出し て 泣いて ゐる。 

『今 行く よ • 今 行く よ。』 

『どれ、 おれが 煮て やる。』 正 美 はかの 女の 持って る 箸 を 奪 ふやう に 取った。 

正 美 先生  1 七 五 
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r ぢ ゃァ、 頼みます よ II さァ、 さァ」 と、 かの 女 はかけ 出しながら、 胸 を あけて ねた。 

『親に 似た 子 だ • ぎゃァ く、 ぎゃァ くと。』 かう 云って * 皮 包み を 引きよ せ、 鍋の 中へ その 包み 0 

開いた の を 傾けた。 

『でも- あなたの はまた』 と * 隣窒 から、 『格別 低い のです もの — 口の 中で もが/ \ 云 ふやうな こと 

があって、 雨! i の は 何 を 云った のか、 ® り 一 百の やうで 分らない と、 叔父さんが 云って ましたよ。』 

『もう、 雨聲 ぢゃァ ねい。』 

『そり ゃァ、 そうでし ようが —— ほんと に、 あなた は、 ね、 自分の ことば かりく どくしゃべ つて 人 

の 話 は 耳に 這 入った か、 どう だか 分らない と 云 ふ 評判です よ。」 

『人の 話なん か』 と • 皮に くッ 付いて る 最後の I 切れ を はさみながら、 『どうで もい いぢ ゃァ ねい か、 

いい 螯さ へ できり や ァ？』 

『それが、 あなた、 上に は 上が あるので す もの 11 相當な 人の 話 は 相 當に聽 いて ゐ なけり ゃァ、 ねえ。」 

『聽 いてる ぢゃァ ねい か？ 書いた の を 先生に 見て もらって くりや ァ澤山 だ。」 

『それが です、 わ、 螯 のこと は晝 のこと、 世間の こと は 世 11 のこと でしよう  雨聲は どこ 力 ぼん や 

りして ゐ るなん て、 人が 聽 いても 兒ッ ともない ぢゃァ 御座いま せんか？』 

てし さい 

『天才 だよ • 何で も —— そ こ を 先生が 込ん で るの ぢゃァ ねい か？』 


『そり ゃァ、 どうか 分りません よ。 先生 だッ て、 n さきの 5 まい 人 だし * 上 州で あんなに 儲けて ゐら 

ッ しゃりながら • うちへの 心 づけ ッ たら、 見れば 分る ことで しゃう。』 

『それと これと は 問 が 遠 ふ、 さ。』 

や， ばし 

『さう ぉッ しゃれば さう でしよう が- 柳 橋 を おごられた とか、 新橋へ 飮 みに つれて 行かれた とか 云 ふ 

こと は、 あなた を 出しにして 先生が 御.：！：： 分 の^しみ をして ゐ るので す、 わ。』 

『でも、 ね』 と， 泡立って ぷん とに ほひが して 來 たの を I 切れ 箸に つまんで、 それ を 吹き さましつつ 

初めて 口に 入れた。 そして あと を かきまぜながら、 f 上 州に は あんないい 所 はねい、 さに 

『ねいから ッて、 うちの もの は相變 らすぴ い/ \ して ゐるぢ ゃァ御 坐い ません か？』 

しんば う  お £u 

『ま ァ、 もう- 暫 らくの 辛抱 だ。』 また I 切れ を 口にして、 あつい の を 我慢しながら 半ば fl みしめ たと 

ころで、 『うめい、 うめい！ 喰べ に來 ねい。』 

ぢょ 

『煮えました か』 と 云って、 かの 女 は 顔 を 出しに 來た とたん、 渠は 鍋の 上に 出した 自分の s4 さきから、 

一 しづく、 ぽ とりと しづく を 落した。 

ぢょ  にく？  しも 

かの 女が まだ 座に 付く 前の ことで、 渠は 箸に つまんだ 肉 切れの 湯： 立つ 汁 を 振り落したり ふうく 

吹いたり したがら • 道の 世界 も 忘れた やうに 顔 を 突き出し、 ぱッ くり 口 を あいた 時の ことで ある。 

t*i じる 

どうした 拍子 か、 ぼつり と 鼻汁が 煮え立つ 鍋の 中に 落ちた。 

正类 先生  1 七 七 
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坐 わって いやにに ッ こりした かのお の 顔 をち ょッと 見て、 渠は笑 ひもで きす、 顔 を 引き、 つまんで 

.ゐ た 肉 を もとへ lf2 して、 持った 箸 を爐の ふちに 置いた。 そしてむ ッ つりした 顔 を かの 女に 向けて、 

『うめい よ。』  、うく 

『さう です か？』 かの" 4^ は旣に 見つけて ゐた のか、 わざとに ィ やりして 見せた 切り、 『お 香々 でも 出し 

て來 ましょうよ』 と、 再び そこ を 立って 行った。 

『  n 渠 はかし こまって 坐 わった まま、 じッと 自分の 鍋の 中の ぐつ/ \. 煮え立つ のを兒 て、 淺念 

で 群らなかった。 そして 折角う まく 喰 はう とした もの をと 思 ふと、 自分ながら 自分の 失策 に^して K 

が 立って 來た。  S 

そッと 左り の 手 を 潢に疊 の 上に 突いて、 そッと 勝手の 方 をの ぞいて 見る とたん、 かの 女が こちら 

.旯 退った 目に 出くわし たので， すぐ また 何も 云 はないで もとの 通りに 坐 わり 直した。 向 ふで は、 出し 

たつけ 物 を わざとぐ すぐ. f 洗って る 風 をして、 無理に を かし さ を こらへ ながら、 私 かにくす く 笑つ 

てる やうす だ。 こちらとの あ ひの 障子 を 明け ッ 放して あるので、 ぬか 味噌のに ほひが して 來た そォ 

が爲 めに 一 1* むしゃくしゃして 來 たので、 少し 大きな 聲で、 『締めろ、 寒い！』 ， 

『はい』 と 云 ふと 同時に、 かのちれ は 1 つお ほ びら に 吹き出した。 それでも、 こちらへ やって 來る のか 

とや：. ふと、 さう ではなく、 璋子を 締めて からまた 向 ふへ 行った。 そして ぢ よき — ぢ よきと 清け 物 を 


切る 音が して ゐ る。 

r  』 渠 は それ を 侮肆の やうに 感じて， 待 たれなかった 。『おい、 早く 飯 を 出せ！』 

『今 —— 』 向 ふ はまた くす， （-と 笑った。 

r 何が を かし いんだ？』 

『  』 矢張り、 くす，/ \ 笑って ゐ る。 

『早くし ろ！』 

参 

『はいく。』 

四 

しょくぜん 

ffl け 物と 食膳と が 正 美の かたはらに sig かれ、 妻が 盆 を 持って 給仕に 出てから も、 直ぐ 渠は箬 を 取ら 

3 ともしない。 二十 錢 出して 買って 來た 1111 肉. 立た せた 上で む ざく 棄 てるのが 惜しかった。 燧に 

向った まま、 かの 女 を 見て、 鍋の 中 を 指さし、 

『おたべ、 うめい よ。』 

I  ちょ 

『ま ァ、 あなたが おあがりなさい、 な』 と、 かの 女 は 澄ました 樣子 をして ゐる。 

『もう- 噙 つた、 さ。』 

正类 先生  1 七 九 
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た. S さう 

『さう — 大相御 遠慮です、 ね。」 

『け ふ は、 さぅ^^ひたかァねぃ。』 

『でも、 あなたのお こころ 祝 ひでしょう？』 

『そり ゃァ さう だが —— 』 向 ふが こちら を 馬鹿にして ゐ るの だと 田、 5 ふと、 r: 分の 立ち 場 を 何とかして 

切り ひらかなければ なら. かった。 む を 得す、 俊 かに 目 を 鋭く して 、『なぜ • さう じろ じろ おれの f 

を ok: るんだ？』 

『別に、 何も』 と、 膝の 上で 持って ゐた盆 を 少し の 方へ 引いて、 Si 笑しながら 所 天を兒 詰めて、 U し 

ろじろ E< る わけ ぢゃァ 御 坐ん せんが 11 』 

『ぢ ゃァ』 と、 ちょっと 鍋 を： li^ て、 『^へばい いぢ ゃァ ねい か？』 

『いやな こッ てす、 わ』 と、 からだ を 振った、 その 拍子に 盆 は 接の 上で 二三 度 左右に 動いた。 

r 何が いや だ？』 

『いやです とも I』 

『いやな わけ ァ ねい！』 

『あります とも！』 

r おれが 買って 來て やった もの を， はねい 法が ある もの か？』 


ぢょ 

『あなたが つて 来たんで すから』 と • かの 女 も ft けない 氣 になった やうす だ、 『あなたが お あがん な 

さいよ。』 

『だから， おれ は つた o』 

r も ッと御 遠慮なくめ しあがれ M 

『おれ は、 もう、 喰 ひたく ねい。』 

『わたし も、 もう、 結構です、 わ。』 

『人の 腐 似ば かり 云ゃァ がる！』 かう 太い 聲で 叫んで、 渠は 手に ちからこぶ を 入れた。 

『眞似 ぢゃァ ありません！』 口答へ しながら も， かの 女 はこ ちらのに らんだ 目の 視線 を 避ける やうに 

して 片手 を 後ろに ついた。 

『武似 ぢゃァ ねい か、 人 を Slg 鹿に して ー』 

『遠 ひます！ あなた を 馬鹿になん ぞ 致しません！』 

ぢょ 

『何 だ！』 gl- が こぶし を 固めて 立ち あがった ので、 かの 女 も 手に 持った 物 を 持った まま 逃げ かけた。 

その 音に おびえて、 子供 はまた 泣き出した。 

ご めん  S よ  な 

『御究 なさい、 御免なさい！』 かの 女が 立ちす くんで あやまりながら、 二度ば かり 擲 ぐられ た 時， ス 

テキ 屋の かみさんが 默 つて 11 けつけ て來 た。 

正 美 先生  一八 1 
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『先生- どうし たんです、 ね？』 かみさんが 裏庭の 障子 を がらり と 明けた 時には、 渠は 元の む ッちリ 

した 顔の 額に まだ 靑筋を 立てて ゐる まま、 元の 座に 坐 わり かけて ゐた。 が、 かみさんの 顏 を：^ ると • 

不斷 機嫌 を 取って 置く 必要が あるの を 忘れて ゐな いので、 ちょ ッと 笑が ほに なり、 でも • 重苦しい 聲 

で、 

『ま ァ、 お 這 入り。』 

e ざ  か ま S 

『喧嘩 は、 もう、 やめに しょう ぢゃァ 御座いま せんかね』 かう 云って、 かみさん はすん く あ 力り 框 

を あがり、 障子 を 締める と 、『また、 どうし たんです、 ね』 と 云 ひながら、 うま さう にぐ つ- 云って 

る 鍋の 方 を じろ りと 見て、 その 場に 大きな 腰をおろさ うとした。 

『こッ ちがいい』 と • 渠は爐 ばた の を さし 示め した。 

だいかう ぶ 0 

『では、 御免なさいよ。 正 美 先生 はま だ 御飯 前でしょう —— ぐつ くと • 先生の 大好物 を 煮え立た せ 

て？』 

はち 

『ああ、 今 食 ふところ だ』 と、 ひとりでお 植を 引きよ せた。 

『寒い こと、 ね』 と、 目 を また 同じ 方に やりながら、 かみさん は 太い 兩手を もんで 坐 わった。 そして 

鍋 を 1:2^ たこと を 心に. & しわけす る やうな 微笑 を 見せて 、『お 給仕で も 致しましょう か、 ね？』 

『なに、 いいよ。』 


s は 無： w で 一 杯 を 終り •  二 杯 口に 移っても 漬け物ば かり を ぼり くやって るて、 肉に 箸 を 1?;? けない。 

鍋の 屮 はぐつ く を 通り越して、 くた くと 煮え立つ ばかり だ。 が、 いつもと は 遠 ひ * 渠 はかみ さ 

んに 向って I 緒に 喰へ と 云へ なかった。 その わけ を 知らないので、 かみさん は 不平 さうな 顔 をした。 

『お 給 化 致します よ』 と- 妻が 子供 を 抱き、 盆 を 持って 出て 來た時 *  ig は 三 杯 目 をよ そって ゐた。 

『手め へなん かの 世話に ゃァ ならね い。』 

ぢょ 

『  』 かの 女 はもとの ところへ 坐 わって から、 『う ちぢ ゃァ、 ね』 と、 その 場の きまり 惡さを 取リ. 

つくろ ふやう にかみ さんに 向 ひ、 『いつも、 つまらない ことで 怒 るんで、 困つ てし まひます 、わ。』 

わる 

『何 が 詰らね いんだ？ 困る のァ、 手め へが 惡 いんだ。』 

『でも- そんなき たなら しい もの を —— 』 

『何が きたならしい、 lif 肉 ぢゃァ ないか？』 

『馬肉 だッ て、 そんなき たなら しい —— 』 

r 馬肉 • 結構 ぢゃァ ありません か？』 かみさん はこの 香ばしい に ほひに 空しく 喉 を 鳴して ゐ るの を 際 

し 切れない やうす であった。 

しん a う 

r それ ァ、 ね』 と、 妻 も かみさんの 喰 ひ 辛 棒な の は 知って る 箸であった。 渠が私 かに 聽き 取れば •  丁 

度い いから、 默 つて かみさんに たべさせて やらう と 云 ふつ も らしく、 『結構で ない こと もない のです 

正 美 先生  一 八 三 
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が、 ねえ 11 』 

『け ふから 正 美 先生 だから * 召し あがらな いと 云 ふわけ ぢゃァ まさかないでしょう』 と • かみさんの 

やうす はこ ちらの 思ふ壶 へいよ いよ 落ちて 來た 。『わざわざ 心 祝 ひに" P 只って 來て 1 さッ きから、 先生 

は 少しもお 箸 をつ けない ぢゃァ ありま せんか？』 

『それが、 ね』 と、 渠は箸 を m はいて、 からにな つた 茶碗に 湯 をつ ぎ、 口 だけ を もぐ もぐさせ 相 變らす 

半ば は 不機嫌に、 『け ふ は 喰 ひたく ねいんだ。』 

『どうしてでしょう —— ぢ ゃァ、 奥さんば かり を _!ュ： ばせ ようと 云 ふんでしょう？』 

『ま ァ、 さう、 云った わけ、 さ。』 渠は ただ 微笑して H 几せ るつ もりが、 俄かに くす ッと笑 ひ 出し 力け た 

ので、 それ を 無理に 押さへ た。 

r わたし だッ て- いやです、 わ、 ね • そんな もの！』 

r  』 默 つて をれ と M (は 自分の 妻に E で 知らせた。 矢ッ 張り、 人の 惡 いのは 自分ば かりで あ 

つたの だ。 

r ぢ ゃァ』 と • かみさん は 待ち 切れ なくなった やうに、 『わたしが 少し 戴きましょう か， ね？』 

『うん — 』 こちらの 返事ば かり は 肉と は 遠って 煮え 切れなかった が、 なほ 默 つて をれ と 云 ふ H つき 

を渠ょ 妻に 向けて ゐた。 で • かの 女 もこ ちらの 意味が 分った やうに こちらと 顔 を 見合 はせ てに ッと笑 


つた。 そして 今まで. 曄を して ゐ たこと など は 忘れて しまった やうに。 

r ぢ ゃァ、 先生』 と • かみさん はまた 11 々しく も 乎の： 牛 を 突き出し、 『そのお il5v> よいと S: 借 o』 

『  』 誰れ も 然し それに 應 じて 箸 を 取って やらなかった。 

み ぶ る 

『行けません の？』 かみさん は 俄かに 身 振 ひして、 氣まづ いやうな、 おこった やうた 顔つき をした 。- 

は、 ね —— 』 

『  』 渠は今 一 度 云 ふなと 云 ふ 目つ きをした が、 妻 はこの 命令に 從 はなかった。 

『それ はきたない のです よ。』 

『きたない ことがある もの か？』 また 不機嫌に ならない では ゐられ なかった 0 

ぢょ  はんかう 

『きたないで すと も！』 か の 女 もまた その 反抗 を ぶり 返し て 來た。 

『おかみさん にや ァ きたない か 知らね いが 11 』 

『おかみ さんだ ッ てわたし だッ て、 11 』 

『ごみで も 這 入つ たんすで すかい』 と、 かみさん は、 いつのまにか 引ッ 込めて た 手 を； 冉び 火の 上に 高 

く かざして 笑 ひに まぎらして ゐ る。 

正 美 先生  1 へ 五 


泡 鳴 仝 集 第三 卷  1 八 六 

f ごみ 位なら、 いいんで すが、 ね 11 』 

『ごみより ゃァ、 すッと 奇麗 だよ。』 

ぜんてい 

『どうし たんです、 ねえ、 全體』 と、 かみさん はこ こに 僅か に^け 道 を 得た やうに 再び 勢ひづ いて， 

けん,、 .0 

『それが、 何 か、 喧嘩の もとにな つたので しょう？』 

『さう です よ』 と、 妻 はに やく 笑って ゐる。 

『何が を かし いんだ？』 渠 はまた、 どうしても 心が 解けた くな つたので、 からだ をむ づ くさせた。 

『全てい、 どうし たんです、 ねえ、 お ふたり ともを かしい ぢゃァ ありません か？』 

『  』 

ね 卞*  へ い 

『ごみで もな けり ゃァ、 鼠の ふんでも 這 入つ たんです の？』 

『そんな ことなら、 まだし も 分って ますが、 ね。』 

「ぢ ゃァ、 蟲 でも ゐ たの？』 かみさん は 初めてぎ ょッ とした C 

r さう でも 御座いません の。』 

『ぢ ゃァ、 どうしたの よ？』 

- 『竄 は、 ね』 と、 妻 は 所 天の 顔い ろ を ふやう にして たが、 『白狀 します が、 ね、 うちで を 垂らした 

のです よ。』 


u へ レ！』 35^^レたにカ それとも i 一 f*- まり R」 さ をお. at 仆 L*ic 力， 力みさん は鹏を 1£ ^ら せて， 枝ろ へ 兩 

芋 を 突いた〕 そして 胸 わるさう にして、 『それ を わたしが 戴いたら、 どうでした でしよう？』 

『だから、 おかみさん にや ァ獎 めゃァ しなかった』 と、 渠 はす ッ かりむ ッ つり 顔に 返った。 

『わたしに たべろ と 云 ふんです もの！』 

『そり ゃァ、 奥さん だッ ておい やでしょう、 さ、 ね。』 

Ig うじ やう 

『ほんと でしよう』 と • 妻 は 同情 を かみさんに 求めた が、 渠 自身に は 承知で きなかった • 

『おかみさん はお かみさん • さ。 おれのう ちゃ ァ おれの うちだ —— それぞれ 家風が ある もの ぢゃァ ね 

いか？』 

やつ ォ 

『そんな ことに』 と、 妻 は 躍起に なり 『家風 も 何もあった ものです か？』 

『そり ゃァ、 先生、 御 無理で さァ、 ね。』 

『さう です とも！』 

はんれい 

『ぢ ゃァ、 何 か』 と、 築 はわ ざと 輕く 受けた が、 なほ 反例 を皋げ るつ もりで、 『佛法 信者の 家へ 嫁に 來 

たもの が、 わたし ゃァ 耶蘇です から ッて、 相變 らすァ ー メンを やって ゐられ ると 思 ふか？』 

『そんな こと は 存じません が —— それと これと は 遠 ひます もの。』 

『違 ふこと ァ ねい、 さ。』 

正 美 先生  1 八 七 
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『、ね、 いこと は、 ね、 いでしょう』 と • かみさん は 全く 調子に 乘 つて 来て、 『お 念. と， L はふ こと は^だ ァ 、ね。』 ハ 

『でも、 ね』 と、 少し 聲をゃ はらげ、 『ステッキ は 喰へ ねいが、 ステッキ ぢゃ ア^って る もの も ある。』 

『そり ゃァ、 おれん とこば かりで もないでしょう， 先生 だッて  ？』 

『だから、 念 佛を云 ふんだ ッて、 畫を かくのお ッて、 みん な^ふ 爲め のこと • さ。』 

『それが 先生の 家風です か、 ね？』 

『家風 だッ て、 何 風だッ て、 わたし ゃァ あなたの 姨を 垂らした 物なん ぞ戴 くの は 御免です、 わね』 

『なァ に、 1^^^のだ0』まじめに坐ゎってるまま、 なほ 鍋の 方 をち よ ッと名 ごり 惜しく  た。 そして 女 

二人の 吹き出した のが 瘕に さはって 溜らなかった。 

渠は 天ん と 鋭 iifi ひ を 見比べ、 口のう ちで また 自分の 書きたい こと をぶ つ 付いて ゐ たが、 や 力て お 

かみさんの 方に 向き • 

らくく. T ん 

『今 皮から ステッキに 面白い 落款 を 入れる よ。』 

『そり ゃァ Si 構です、 ね。』 

『正 美の 美の 最後に 右へ 引ッ 張る 線 を 右から 上へ ま はし • ちょん ちょん と 打つ その 跡の 點を 左から 上 

くわ < 

へ はねて、 その 兩 方の 線で 輪廓 を 持ら へる の だ、 ね。』 

IS,..-1,JJ す， ねえ  Tf! で，^ ハ、 ：？ ゥ、 ステ ッキ>>.ーマ：れるゃぅこして、1^生^:!かでもゎたし達でも， 


『さう だ、 ね \11 

『あなた』 と， 妻 は その 話 を 途切れさせて、 『どうに ましょう • ね * これ は？」 

『どうせ 喰 はねいなら、 犬に でも やって しまへ。』 

『畜生なら、 構 ひませんで しょうが 11 f 折角、 お金 を 出して つて 來た ものです から。』 

『ぢ ゃァ、 どうしょうと 云 ふの だ？』 

『奥さん， 思 ひ 切って ぅッ ちゃって おしま ひなさい よ、 そんな 物。』 

『でも、 ねえ』 と、 妻 はな ほた めら ひながら、 所 天の 顔 を 窺 ひ、 『あなたが 召し あがる にや ァ 差しつ か 

へはないでしょう。』 

『  』 渠は默 つて、 自分の 目の 光 をよ ける やうに して ゐ るかの 女の 顔 を 見つめて ゐ たが、 ただ 一 

喝 大きな 聲 で， 『馬鹿！』 

『おいやです か？』 と、 まだ 未練が ありさう に。 

『人にから かふ 氣 か？』 

『からか ふなん て • そんな 氣で云 ふの ぢゃァ 御座いま せんが 11 餘り 惜しい ぢゃァ 御座い ま せんか 

—— 』 

•r^" 类 先生  一 八 九 


鲁 
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ォ iBf* づか 

『それほど 惜しけ り ゃァ、 GI 分で 喰へば. S い 11 亭主の、 而も 藝術 家の 喰ひ殘 しだ。』 

『だッ て、 亭主で も、 藝 術 家で も * わたし ゃァ どうしても いやです、 わ。』 

»- ，う- か .rt し. *A 

『おれ もい や だ！ 話せね い、 なァ 11 太閤さん を 見ろ， 太 閣秀吉 を。 大谷刑 部 少嘛吉 隆と云 ゃァ、 

1 體何 だと 思 ふ？』 


『刑 部少輔 なら、 刑 部少輔 でしよう よ。』 

らいび やう 

『それが 人の I 生きら ふ 癩病 やみ だ M 

『いやな 人なん です、 ね。』 

ち やわ... 

『ところが、 ね， 太閤 はさす がに えれ いもの だ。 茶の の 席で * その 癩病 人が ま はし 飮 みの い 茶碗 

の 中へ、 血の 膿の まじった 鼻 じる を 落し 込んだ の だ。』 

『へい』 と、 妻は氣 のない 返事 をして、 笑 ひながら かみさんと 顔 を 見合 はせ た 。『それから、 どうし ま 

したの？』 

『大ハ，^:刑部と云ゃァ』 と • 渠は 少し 2^ だけ 高に なって、 『太閤 投下の 諳將 中で * つまり、 大將 連の ラち 

で だ" ね、 えら 物で あるから、 僅か こんな 粗忽で ほかの 軍人に 顔向けが ならない やうな ことがあ つち 

ゃァ、 可哀 さう だと 思って、 その 太 閣は、 その 茶碗が 次ぎの 人に ま はらない うちに、 自分の 方に 取り 

JRPHltbKft 募. ^1^:^ まづ 、•；.-:- と 一. 4 つて、 .： 、 ： ぐ b. と&ん でし まった。 おのれの 


『わたし は 太閤さんでも なけり ゃァ、 あなた も そんなに えらい 人 ぢゃァ な いんです もの。 11 

『おれ を 馬鹿にするな』 と， にらみ 付けた。 

『ぅッ ちゃって おしま ひなさい よ、 ぅッ ちゃって』 と • かみさん は無雜 作に 云って、 『また 夫 喧 9- て， 

芽が 出ます • わ， ね。』 

『でも • ねえ 11 』 今度 は 妻ば かりが 未練ら しかった。 

德 

けれども- Is^ は 腹 はでき たし、 約束の 時 il は 迫 まるし する ので、 元氣を 取り直して 自分の 宅 を 出た。 

そして ゆ ふが たまた 歸 宅して 見る と、 妻の 話で 分った の だが、 さいぜんの 肉 は 『ぅちのl^;郞にへ&は 

してやる』 と 云って、 かみさんが 持って行つ たさう だ。 

『きたない こと は 云 はないで、 ただ 頂戴 もの だと 云って 置き ゃァ いい ッて』 と、 妻は爐 ばた に 兩手を 

突いて、 ひそ やかに 語った ので ある。 

『へ い、 さう かい！』 渠 は，： m 分の 漓を もい と はぬ ものが 世の中に I 人で もあった の を 得意に 思った 0 

『おれに あやかって、 今に、 お ほが ね 持ちに でもなら ァ、 ね。』 

正 美 先生  I 九 一 
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1 でも、 いやです、 ねえ』 と、 かの _ ^はまた 聲を 使め て 云って から、 突き出して ゐた顔 を引ッ 込め 

『あんな 人達と お 仲 問に なって ゐ るの は。』 

『だから、 こんな 場末 も 住んで 面白い の ぢゃァ ねい か？』  - き 

『何で. 向 白い ものです か • ね • 馬 内 は 買 へても • 時 子に 着せて やる 物 さへ 買 ひに 行けない ぢゃァ 御^ 

ん せんか？』 

『買 ひに 出り ゃァ いい ぢゃァ ねい か？』 

『では、 おかね は？』 

ぐ わく わ J 

『今に * 寳會 をして 儲けて やら ァ、 おに 

『いつの こと だか 分る ものです か？』 

『手前なん ぞァ 話せね い。， 1 

こんな 話で 夫婦が うち 解けて しまった、 翌日 正 美の 留守に 隣り のかみ さんがお 禮を云 ひに やって来 

て * 

『うまく 云って、 喰 はせ て やり ましたよ、 うめい、 うめいだ ッて II へ、 へ、 へ、 へッ』 と 笑った さ 

うだ。 

ところが、 正 美が 右憐 りの 方の 主人と 途中で 一 緖 になり、 何け なく この 話 をした のが 翌日 ステ 


屋の おや ぢの 耳に 這 入った と 云って、 おや ぢ はそんな おぼえがない と 怒鳴り込んで 來て、 勝手の 中の 

突き 當 りに 腰を据 ゑた。 

『困った ことにな つた』 と 思 ひながら も • 正 美 は 妻に 代って 辯 解し、 實 はお かみさんが 持って 歸 つた 

の だから、 おかみ さんに 聽 けば 分る と吿 げた。 すると、 

『いえ、 わたし も そんな こと は 知りません』 と 云って、 外に 窥 つて ゐ たらしい その かみさん も 飛び 《a 

んで來 た。 『人聽 きが 惡ぃ にも、 ほどが あります。』 

『でも、 ^ に、 きの ふ、 お 禮 にまで 來 たと 云 ふぢ ゃァね いか？』 

『いえ、 遠 ひます —— ぉ禮 になん ぞ 來ゃァ しねい や！』 

『  i- して 見る と、 これ はかみ さん 自身が^ つてし まひながら、 今にな つて 氣 まり 惡さ うにう ち 

して ゐる ものと こちらに 分った。 

JJ  *-  かうん だか  ) 

『白ば ッ くれても • 來 たの ァ來た ぢゃァ 御座いま せんか』 と、 妻 も 甲高い 聲を 出した。 

『この 1^ までが 何 をぬ かすんで い！』 おや ぢが 怒る の は 尤もであった。 『なん ぼ螯 かきが えれ いか も 知 

ら ねいが、 くそ 忌々 しい 鼻ッ れめ、 手め へ の 鼻 じる なん ぞを喰 はせられ る ステッキ 屋 ぢゃァ ねい！』 

『あなた は 知らないから そんな こと を 云 ふので すよ。』 

『知る も 知らね. sも• 馬肉なん てし みッ たれた 物ァ 喰った おぼえが ねい や！」 

正 美 先生  1 九- 1 
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にら 

『ぢ ゃァ、 諭れ かが こッ そり 喰べ てし まった のでしょう』 よと、 妻 も 忌. しさう にかみ さん を 睨み 付 

けた。 

『いつ、 わたしが 喰べ た？ さ ァ* 證據 をお 出しなさい、 據を』 と、 かみさん は 左の 足 を 勝手の 地 

ベた に 踏ん張って 見せた。 

『ふん』 と、 妻 は^を 向いて、 『そんな ことに 證據 なんて 1. 』 

『犬 も 食 はねい 喧嘩の 種 ぢゃァ ねい か？』 かみさん は 妻 をな ほ 言葉の 上で 押さへ つけよう とした 0 

『よ. y よせ。』 一止 笑： この 揚を 無事に 濟 ませようと あきらめて 、『間違 ひなら 問 違 ひとして 置く、 さ。 そ 

VJ めん 

の 代り、 もう、 君の 方の 仕事 は 御免 だ。』 

『お- 1 の.^ でも, ッ i,— でい』 と • おや ぢは こちら を 尻目に かけて 立ち あがった。 こちらが この 時 初め 

て氣づ いたの だが、 おや ぢは こちらの 畫 いたの を 彫り かけて ゐる ステッキ を 握って ゐ るので あった。 

『さ ァ、 % なよ』 と、 かみさん はお ゃぢの 片手 を引ッ 張った 。『あんな かきなん ぞァ どこに でも ころ 

がって らァ • ね。』 

『さう とも、 さ。』 おや ぢの聲 は 勝ち誇った それの やうであった。 

外へ 出てから も、 かみさん は 正 美の 右 隣り へ 行き、 勝手口から 大きな 聲で正 美 夫婦の 惡 くち を 云つ 

てゐた 0 


「なんて 女でしょう、 ね！』 


『こんな 下等な 人間の ゐる ところ ァ、 もう、 御免 だ o』 

ぐ わ i てま 

かう 外敵に 向って 一 致した 夫 

韓居 しなければ ならな くな つた 


ぐ わいて ま 

かう 外敵に 向って 一 致した 夫婦 は、 その また 翌日、 この 根 岸の 住 ひ をお づぉづ 引き 拂 つて、 市中へ 


. I (大正 元年 十 1 月) I 


正 美 先生  ！ん五 


店 
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え 通りが 市 區 改正と 水道工事との 爲 めに 掘り起されて、 雨の 降った 跡に は、 とてもう か< して は 

ゎづ 

通れない 時 だ。 車 一 臺 ぐらね が 僅かに 通れる やうに なって ゐる片 かは路 を、 土 くれや 水溜りが 餘り多 

いので、 車から 下りて、 n 一四 歲の 子供 を かかへ ながら • 吾妻 n 1 トを 着た 婦人が 行き かける。 

『奥さん • 奧 さん！ まァ、 お 入りなさい ませ』 と、 藥屋の 店から 呼びと めた ものが ある。 

『どうも 困ります、 ねえ- かう 道が 惡くッ ちゃ ァ。』 奥さん は 慣れく しく 這 入って 行き * 車 を 待たせ 

て 置いて、 店 さきの 腰かけに かける。 いまく しさう に、 半ば 外 を 見ながら、 『何ん て 云 ふ 道でしょう、 

ね？ 早く かたづけて 吳れな いぢ ゃァ、 ね。』 

『へい、 どうも、 いつまでも これで 置かれち ゃァ、 へい、 商 K にも 邪魔で 御座いまして、 へい 11 か 

うやって 見て rO ましても • 外 を 通って 行く 人の 樣 子が まことに 氣の 毒でして、 へい 11 まァ， 御 一服 

如何です、 へい。』 主人 は 火鉢 を 少し つき出した。 


『相 變ら す、 へいく 屋 のお 愛 相 だ』 と、 かの 女 は 高 をく、 つたが * それでも その 愛 札が、 ぶんと し 

ぢょ 

て 來る藥 のに ほひと 共に、 いつもの やうに やわらか にかの 女 を 取り まき かけた。 

しき  AJ ぶく し 申 う 

子が 一人で も出來 るの を 頻りに 望んで ゐる ここの 主人に、 0 分の 子 福 性な の を 羨まれる のが、 この ■ 

奥さんに は 一 つの 誇りで ある。 

『坊ちゃん。』 主人 は 子供の 方に 顔 を つき出して、 『どこ へ いら ッ しゃつ たんです？』 

『今、 ね』 と、 奥さんが 引き取って • 子供が はにかんで 母の 膝の 上に 腰かけて る 顔 を じッと のぞきな 

がら、 『ちょいと 親類のと ころへ 行って 來 たんです よ。 でも、 どうも 惡く なって 困 るんで すの。』 

おはこ  ひそ 

『また 奥さんの 十八番が 出る のか』 と、 今度 は 主人の 方が 心で 私 かに さき を 越した が、 子供の 自慢ば 

うらや 

なし を聽 かせられる のが * 羨ましい、 羨ましい の 極 * つ ひに ねたまし いやうな 氣 になる ので 11 何と 

なく、 いやで く 溜らない の だが、 子 を 欲しい の 弱みから 釣り込まれて、 奥さんの 話に 聽き It^ てし 

まう のが $e だ。 

そして 二人の 會話 はいつ も だら/ \ と 長引く ので ある。 

『け ふ も を かし いんです よ、 親類のと ころで、 坐 わると M もな く、 お母さん、 もう、 お菓子が 出さう 

な もの だ、 ねえ、 と 云 ふんです もの I— 如何にも 喰 ひしん 坊の やうで、 また 向 ふへ は氣の 毒で、 ねえ o』 

9 こう 

『でも， お 利口で、 へ い、 ぉ賴 母し いです。 11 坊ちゃん * い 、お子さんです こと』 と • 主人が あや 

店. 頭  一 九九 
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す 口調と 云 ひ、 樣 子と 云 ひ、 いつも、 この 奥さんに は 男と 思へ ない ほど やさしく、 やわらか いので あ 

る 0 

子供 は そろく 動き 出して、 火鉢の 火 を 火ば しでい じくって ゐ たが、 二人の 世間ば なしの 長たら し 

いのに 飽きが 來て、 もう、 歸 らうと せびり 初めた。 が、 奥さんの 腰 は 坐 わって しまって、 なかく^ 

きさう でない。 

『力 や はい、 子 だから、 おとなしく してお いでなさい。 それ、 火 をお いたしたら いけませんよ。 それ 

それ- およしな さいよ。 今に、 ね、 坊やの 好きな • が 出て 來 ますよ。』 

『g がゐ ますよ』 と、 主人 も 口 添へ してから、 『時に、 へい、 奥さん、 つかぬ お 話です が、 へい、 あなた 

はこの 頃大 相お 瘦せ になり ました、 ねえ。 へい II 昨 曰もう ちの 者と 話しました ことです が、 へい、 

/uk をお 船り すがりの 時お 見受け 申す たんびに、 どうも. へ い、 段々 おやつれ になって 行かれる やう 

で、 へい —— また 例の 肺で もお 惡 くな つたので はと • へい — 』 

『、や、 ュ *  I なんか は、 も、 フ、 よくな つたんで すが 11 また どこか 惡く なって るん かも 知れません， 

とほ 

さ、 う.、： る 主人の ことで さんぐ 心配 させられ ますから、 ね。 わたし だッて も、 御覽 の 通り， まだお 婆 

ァ さんでも な いんです が、 ね、 どうも， うちの が 礎って 寄りつ かないんで すよ。 ^日々々、 めかけの 

ところへ 入りび たって ゐて、 ねえ *  11 何も 燒き 駢を燒 くん ぢゃァ な いんです が、 それで は 家が 治ま 


り ッ こがない ぢゃァ 御座いません か？』 

『御 もッ ともです、 へい。 それお ゃァ、 へい、 奥さん もお 大抵 ぢゃ ァ、 へい 11 』 

r 實に 困って しま ふんです の。』 奥さんの 目まで がまた 少 しづ" - 据わって 來た。 

『もう、 へい、 お子さん も隨 分お ありになる のです し、 へい、 旦那さん も 何 御 不足 は 御座りますまい 

う ナ/^ 

に、 へい、 どうしたお 氣の狂 ひでしょう か 11 うちで も • へい、 薄々 は聽 いて 存じて ゐ ましたんで、 

へい。』  , 

『さ、 フ でしよう とも， ね！』 

『あの、 へ い、 ||^1さんでも* 奥さんが お話しが あった さう で， へ い I 』 

『あすこで も 知って ましょう * さ 11 ^に、 わたしが しゃべつ たわけで もない のです が o』 

『そり ゃァ、 へ い —— 』 

『餘 りい. -氣 になって ゐられ ちゃ ァ、 家の ものが 困ります！』 

『へ. s、 へ. S 11 へい o』 

ぐ じゃくした 片か は路を 通って 行く 人々 のうちに は、 こ \ の 主人が 叱り付けられて ゐる のかと 思 

りて、 ちょ ッと 立ち どまって 見る もの も ある。 

奥で 仕事 をして ゐ たお かみさん も • 餘り 見ッ ともよくな いこと だと 思って、 茶 を 出す と 同時に 顔 を 

g  0  二 〇1 


泡 鳴 Ks-  ^-s  一  10  二 

出した。 

『いら ッ しゃレ — どちらへ？』 

『ちょいと 親類のと ころへ。』 

『左様です か、 まァ、 お茶で も， どうか 一 I 坊ちゃん， お茶 を 召し あがれ。』 かう 云って、 おかみさん 

は疊の 上に あぐらをかいた 子供の 手 を 持ち 添へ て吞 まして やりながら、 『奥さん はい お 子持ちで いら 

ッ しゃいます、 ねえ 11 わたくし も 少し あやかりた いもので 御座いま すが —— ねえ、 あなた』 と、 か 

ぢょ  み あは 

の 女 は 自分の 亭、 W と 額を兑 合 せた。 

『さう だ、 な』 と、 主人 は 受けて、 子供の 片手 を 接. i もし かね まじく いじりながら、 

『かう 云 ふ 子が ひとりで も あったら、 な ァ。』 

『なァ に、 いくら 子供が あっても • 肝心の 主人が あんな 道樂者 ぢゃァ 仕方がないです 0 子供 は 嫌 ひだ 

し、 五 人の子 供の 爲 めに 年を取って 來た家 內は嫌 ひだし、 さう して 1^.^ を ほっき 歩いた 末が、 めかけ 

ぅ40 

の 家に 入りむ たりなん です もの』 と、 舆 さん は： t£ る 笑 ひ を 見せた が、 『わたし も 子供 さへ なけり ゃァ， 

まだ どこへ でも かたづか うと 思ゃァ かたづけます、 わ o』 

『それ はよ くありません、 ねえ』 と、 おかみ さんの 言葉が すべって 出た が、 それが 與 さんの 旦那さん 

のこと を 云った のか、 また 奥さんの 言葉 を とがめた のか、 自分ながら どちらに して 妳 をつ i- けようと 


あべこべに 一:? 耻 かしい やうな 心持ちに なった。 

ちレ 

そこ へ お ほきな 狎 がちよ こくと 出て 來た。 

『それ、 坊や * 狎だ よ』 と、 母に 注意 せられて、 子供 は それ を嬸 しさう になが める。 人々 も 亦た 狎と 

子供との 様子に 氣が 取られる。 

^ざ  ？-な  しプぼ 

1^ が 店の 飾り棚の 片隅 を いで ゐるぁ ひだに、 その後ろ から、 子供 は 指を以 つて その 尻 をつ ッ つか 

うとし にか i ると、 この 動物 は 子供の 手の 觸ら ない うちに 振り返って、 くしゃく した 顔 を 子供に 向 

け、 ベろ りと 赤い 舌 を 出した。 

『よく 分る もんです、 ねえ』 と * 奥さんが 不思議 さう に 云 ふと、 

f£ うろく 

『い、 え • ねえ、 もう 耄碌で 仕方がな いのです よ』 と • おかみ さんが 答へ た。 

『ず 14 さう に —— いくら 舯 でも * 耄碌して ゐ るん なら， こんなに 感じが い、 わけはない でしよう。 わ 

たしのう ちの 主ん など こそ、 あんまり 勢 ひがよ 過ぎる から、 少し 龜碌 して "^<れ た 方が い、 ん です、 

わ。』 

『い k え、 奥さん、 へ い、 男が 耄碌し 出しち ゃァ、 へ い、 もう、 へ い， 駄目です ぜ』 と、 主人 は 意味 

ありげ に 笑 ひながら。 

店  敏  二 〇 三 
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『第 一、 もう、 へい、 これ も 目が 見えない のです から • へい。』 

『へハ 11 と、 初めて 氣が 付いた やうに、 『この 狎は 目が 見えな いんです か？』 

『さう です よ』 と • おかみ さんが 引き取り、 『もう * 疾 から 見えない のです が、 感じが 强 いもので すか 

ら、 どなたに も 目 くらと は 思 はれません。』 

『わたし も 亦、 け ふまで、 目が 見える とば かし 思って ました * わ 1 でも、 さう いへば、 目つ きが 變 

だとは思ってましたが。』 

『何！^^ノて、 へい、 もう、 へい • うちへ 來 てから 十 I 年になります。 これが』： と 主人 は 笑って おかみ 

さん を 目つ きで ゆび 指し、 『子がない もんです から、 へい、 その代りに よそから 肿を 養子に したわけ で 

『養子 はい- - です， ね』 と、 奥さん も 笑った。 

『それが、 へい、 もう、 十 一 年、 へい 11 犬の 一年 は 人間の 十 年に 當る さう ですから、 人^に I たら、 

百 十 歳の 老年です もの、 へい。 お 巧 の * へい、 |51と^^申す百ニ十五歳に- もう、 へい、 たッ た、 

へ い、 十五 年し か ぼ&1 いません。 目 は、 もう、 へ い， 疾 くに 見え なくなり ましたが、 あの、 へ い、 へ 

い —— 女の 方の、 へい、 おつき 合 ひも 出來 ません。』 

tt^l う 云り て^ 笑す ると、 尸 は 磐 を 擧げて 笑った。 そして、 その 跡は此 店のお かみさんが 


i 

i 


「そり ゃァ、 奥さん、 可笑し いんです よ。 種 犬と してつが はせ に 連れて行き ますと、 ね、 いくら 安く 

クて も， 1 回 五圓は 貰へ るので す。 それに、 これ は 種が 良い の ださう で、 六圓 にも 七圓 にもなります。」 

r そんなに 價が ある ものです か、 ねえ * 舯 は？』 

ii  J7  ちし  ね タぉ 

『さう で 御座います とも、 1^ は 数が 少 いので、 なかく 價 値が あるんで すよ 一 I 所が、 ねえ、 奥さん』 

と， 却って 亭主の 方 を 見て にッ とした。 『それから、 を かし いんです よ、 これ は』 と、 狎を 膝の 上で 撫 

て やりながら、 『義 碌 して 駄目です、 の。 自分の 女御 主人に 會 ひましても、 もう、 お役に立ちません の 

で， 五圓が 三圓、 ニ圓、 一圓で も 貰へ ません、 の！』 

<づ 

r お ほ • ほ、 ほ』 と * 女 ふたり は 笑 ひに 形 を 崩した。 

子供 は 喫驚して 1 1 人の 顔 を 見比べた。 

r ぢ ゃァ、 よ ッぼど 意氣地 無しです、 ねえ。』 奥さん はな ほ 笑 ひの 心持ち を繽 けて、 

『さう して 見り ゃァ、 もう、 生き甲斐 のない ぉぢィ さんです、 わ、 ね』 と 云った が、 急に 苦笑 ひして * 

よか 

『この 狎も、 ぢ ゃァ、 道樂が 出來た 時の 方が まだし も宜 つたんで しょ。』 

『へい、 へい、 子供 を、 へい、 持ら へる ことが 出来な いぢ ゃァ、 へい、 うちの 婆ァ さんと 好い 取り組 

わら かひ 

でさ ァ、 へ い』 と、 主人 はお かみさんの 方 を 調 弄 半分に 見た。 

店  親  二 〇 五 
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『調子に ぉ乘 なさん なよ』 と * おかみさん は 不平 さう に、 而も 寂し さう に、 『どッ ちが 惡 いんだ か 知れ 

ません、 わ、 ねえ、 奥さん。』 

『そり ゃァ、 さう で 十， ね。 ，一: 奥さん はこの 夫 Sir 哉 判官で あつたかの やうな 誇り を 兌せ て、 『男と 云 ふ 

もの は 勝手な もので、 子供が 出来れば 子供の 爲 めに 女 を 婆ァ さんに なった と 嫌 ふし， 子が 無ければ s.- 

が 無いで、 ，x の 方ば かし を 責め るんで す。 どうも， いけません、 ねえ。』 

にが わら 

わざと また 獨 りで 笑って 見せた が、 それが また 苦笑 ひであった。 奥さんの 眼 はいつ の 間に か ，：《 分の 

內 部にば かり 向って 居た。 

女 二人 は、 別々 な こと を 思って たが、 何だか 悄 けた 有様に なった のに 引かへ て、 主人 は 11 り 面 c: さ 

うに 言葉 を續 けた。 

『そり ゃァ、 へい、 一 度、 奥さんに もお 見せ 申したい やうに 可笑しいです、 へい 0 〇〇 はせ に 行ます 

と、 へい、 牝と いふ もの は を かしな 奴です から • どの 牝 でも 乘り氣 になって 來 ます。 これ も、 へい』 

と、 种 を：：^ ノて、 『なか./ \、 へ い， 1 生 懸命になります が、 へ い 11 』 

『およしな さいよ、 もう、 そんない やなこと は』 と * おかみさん は 亭主 をぎ した。 そして 膝の 上の 勖 

物 を もッ とし ク かり 抱いて やって、 『向 ふの が氣遠 ひになる ばかりでなく、 こッ ちの も 却って 病氣 にな 

る さう ですから， もう • 雇 ひに 来ても 1 切 つてし ま、 一- リ- 力-? ズ すよ。 MA^KiM^^^otm^, 


巧 愛さう です し、 ねえ。 まァ、 無事に 死ぬ まで はう ちに 置いて やる つもりで  』 

『人 問 の 年.； M 上 も 生きた と 同前な 譯 なら、 此盧の 御主人の 三倍 も 四 倍 ものお ぢィ さんだ から、 ねえ o„ 

『ほんと に • さう で 御座いま すよ。 今でも、 お 手 洗で は 決して 疊の 上の^,:; T は 致しません が、 何しろ 

目が 兄えない もんです から、 そとへ 出る と、 うかくと 人 さまに 付いて行きまして、 二日 も 三日 も歸 

ら ない ことが 御座います。 どうせ 藥屋の 息子で 御座いま すから、 人 さまの 藥に 似た やうな に ほひ を 

ぎそくな つて、 目の 兄えない 悲し さに は、 きッ と、 ぅッ かりとつ いて 行って しま ふんで しょうよ。 そ 

のたん びに、 方々 心 當りを 採し まわって、 ゃッ とのこと で つれて 歸 るので, ぎい ます o』 

『考 へて 見り ゃァ、 可哀 さうな ものです、 ねえ』 と、 奥さん は 何 か g づきながら 目 をば ちくり させ. こ。 

『いち 度なん ぞは、 E< てゐ ますと、 さッ さと 逢曰 生さん について 行 くんでしょう。 跡 を 追 ッかナ て 行き 

ましたら、 どうでしょう、 その #1 生さん が淸心 丹く さ いぢ ゃァき || いません か？」 

『ま ァ、 ねえ 11 』 

1 , ようじんぶ. A 

「ょッ ほど 衞 生に 用心深い 書生さん だと 思 ひました、 わ。』  、 

『さう でしよう、 ね』 奥さん は 思 はす 吹き出した。 

『それでも、 へい、 この 种は、 へい、 一人前の 仕事 を濟 ませた 上です から、 へい、 耄碌 も、 もう、 仕 

店  頭  二 〇 七 
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方 御座いません。』 

『でも、 あなた はま だ』 と、 おかみさん はじ ッと 亭主の 顔 を 見て 寂しく 微笑しながら、 『その 一人前の 

仕事が 出 來てゐ ない のでしょう。』 

『そり ゃァ、 お前が 惡 いんだら う。』 

ご ら.？  — 

『ぢ ゃァ、 誰れ か を肿の やうに 賴んで S: 覧 なさい、 な』 

『馬鹿 ァ 云へ。』 

『ほんと に、 ねえ』 と 笑って 見た が、 奥さん はこの 夫婦の 最後の 應待 をぞッ とする ほどい ゃァに 感じ 

た。 そして かのお 自身の. に 浮ぶ 世間と 云 ふ もの を 八方に 悲觀 する 氣分 になって、 そこく 歸り腰 

になった 。『子供が な いのも 因果なら、 子供の あるの も 因果です よ。』 

子供 はお かみさんの 膝の 上に 默っゐ る 動物 を、 おもしろさ うに、 いじく つて ゐた。 が、 しま ひに は 

飽きが 來て、 殘酷 にも、 その 動物の 見えない 目 をつ ッ 突いた。 

動物 は 怒って 子供の 手 を嚼ん だ。 

子供 は 泣き出した。 

皆が 驚いて 子供の 泣く の をな だめた が、 喷 まれた 指 は 大した 疵 でもない ので、 主人が 店の 藥を 出し 

て來 て、 申し わけに その 齒の 跡に 塗り付けた。 


『どうも • 坊ちゃん. 濟 みませんでした —— この t ；、 馬鹿！ ちゃい してお やん なさい。』 主人が 供 

の 手 を 持ち 添へ て 打つ B 似 をさせる と、 

『ラウ — 』 と 再び f 'つた。 子供 はお ぢけ 切って ゐた。 

『どうも、 長話し をして- 御迷惑でした』 と * 奥さん は 子 を 抱いて 立ち あ つた。 

『うちで こそ • つい、 氣が 付きません でして』 と、 おかみさん は氣の 審 さう に —— 

『ま ァ * 奥さん』 と、 主人も元の5|所に坐ゎったま-1::1^めけて、『さぅ且那さんを- へ い、 惡く思 ふ も 

ご ざ  しん ほう 

の ぢゃァ 御座いません、 へい 11 辛抱して いら ッ しゃい ますれば、 そのうち， 《い、 氣 のか はる 時が 

御座いま すよ。』 

『もう * そんな 兄 込み はな いんです よ o』 

『なァ に、 そんな こと を 御 心配に なって ゐる うちに、 へい、 あなたが また • へい、 御病氣 にで もお な 

りに なったら、 つまりません • へい。』 

かま 

『また.；^ 蒙 力 出た ッて、 構 ひません， わ 11 まァ、 御免下さい。』 奥さん は 骨 立った 顔 を橫に 向けて、 

く る ま 

子供と 共に 俥に 乘 つた〕 

『坊ちゃんが うちの 子で あったら • なァ』 と、 主人 はお かみさん を 返り 見た。 

そして 肿は • おかみさん 膝の の 上に っッ 立ち， 耳 を あゆて 目 くらの 顔 を 往來の 方に 向けて ゐたリ 

0  0  .  二 〇 九 
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II. (大正 元年 十二月) — 
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第 I 面のお ほ 組が 出 來て來 たの を 見て、 如何にも まづ いと 怒リ、 編輯 長 自身が 印刷 部の 方へ 出かけ 

て 行った 跡で、 その 棄て 置かれた 大 刷り を 自分の 前に 引き寄せ、 これ を ふくれた 顏で 見つめな 力ら 

年の 若い 助手 が 獨り言 の やうに 云った。 

『どこが 惡 いの だ、 畜生！』 

『惡 いも、 ええ もない、 さ。』 隣り の 椅子に 腰かけた 記者で、 太い 古びた 洋服 を 着た のが、 今 受け取つ 

た 料理； IK の附 けを縱 ゆた まま、 これ はまた その 附 けに 見入りつつ、 同情した ゃラに 云った 。『束 京に し 

たと ころで、 この 大阪 にした ところで、 新聞と 云 ふ 物に 變り はない。 柬京 新聞の 三面 は大阪 新開の 三 

面、 また 東京 新聞の 二 面 は大阪 新閒の ニ面ぢ や。 僕が 坊主の 出ぢ やから 坊主 臭い やうに、 三面 出の 記 

やん つ 

者 はいつ も 三面 臭い。 それが 編 g: 長なん て、 まァ、 云 ふて 見り ゃァ潜 越の 沙汰 ぢ や。』 

『そや、 そや。』 舞 ひ 1,?. か 何 かの 黄い ろい 口調 を B 似て、 合槌を 打った ものが ある。 

『人 から 云 ふても』 と、 また 刖 なのが、 『編輯 長の 資格なん てない から、 な ァ。』 


；ぇ 


『も ッと反 c さす のん に は、 君が をらん と 困る、 さ。』 

『さう おだてても ろても もと 迷惑です が、 な。』 いつのまにか 得意 さう になって、 その 方 を 見た が、 『こ 

の s; の 一 一面なん て、 尤も これ は 僕 等に も 不勉强 の 責め はあり ますが、 な、 全で 成つ て をらん やない か？ J 

『そ こぢや、 そ こぢや！』 二 面 受持ちの 仲 ii から も 贊.^ の聲が 起った。 

『川 田 君に 限る、 川 田 君に 限る！』 

『いや、 もう * ッ平ぢ や。 こないだ 不平 騷ぎ をした お蔭が、 乃ち • この』 と、 再び 附け を兩 手で お ほ 

ひろ  さがう 

びら に擴げ てながめ ながら、 『^卯の 四拾圓 足らす の拂 ひや、 僕が いさぎよく 頸に なつ てし もた 方が、 

社の 爲 めに は、 厄介 拂 ひで よかった だろ が、 僕が 退社 届 を 出す と、 丁度 東京 支局の 〇〇 君が 出て 來て、 

てつく わい  さかう 

そな いなこと はせんで もええ、 撤回せ いと 云 ふて 吳れ た。 で、 編 g: 長を堺 卯に 招いて、 〇〇 君 を 初め、 

二三 名の 舊社員 が 僕の 保證 をして 吳れ て、 以後 诀 して 不平が ましい こと は 申させません 11 と 平 あや 

ぜんく わ も 0 

まりに あやまつ たと 云 ふた やうな わけで、 僕 は、 もう、 前科者 ぢ やから、 あかん。 お蔭で、 今月の 俸 

給 全部 を 棒に振りました、 わい。』 

『来月 分 も 振らん やうに し 給へ』 と、 むッ つりした 口調で 云った の は、 經濟 部の 主任で、 甥 卯へ 一 緒 

に 行った ものの 一人で あるから、 さッ きからの 話 をい やな 顔して 聽 いて ゐ たので ある。 

これに じろ りと 顔 を 見られた ので、 川 田 は 口 をつ ぐんで しまったが、 その 時 編輯 長が 歸 つて 来た。. 

新聞 者  ニニ 二 
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r こな いなこ ッ ちゃ、 あかん、 あかん！』 椅子に かけた まま、 力を入れて 後ろに 胸 を そらせた。 そし 

て 前と 同じく 誰れ に 云 ふ ともなく、 『どうも， 自業自得が わたしの 病 ひで. す。 この 病 ひさへ なけり や * 

ひら- しゃ 

僕 だって、 三十 五六に もな つて、 平 記者で は をり やせなん だ。』 

『相 變ら す^ の、 お ほ 自慢の、 お ほ 得意 かい 11 そんな 淺慮 薄志 は聽 きたく もない』 と 云 はない 

ぼ<* ん 

ばかりに、 同じ 長テ ブル を、 筋 向 ふの 椅子に 倚って、 翌日の 一 面 記事 を 書いて ゐた墨 川 は、 その 書き 

終った 原稿 を 編輯 長の 前に 置きに 行った。 

ばくぜん 

特に これ を 注意深い 目で 見て ゐる川 田に は、 いつもながら、 墨 川の 態度が 小 憎らしく 甲.？ へた。 如何 

にも 無雜 作で、 何も 云 はすに ぉッ かぶせる やうな 態度 だ。 東京で は 如何に 冇 名な 文士であった にしろ、 

本社の 社員と なった 以上 は、 社員 並みに して ゐれ ばいい。 毎 R 出勤 もして 來 ないで、 来れば" 遲くか 

らのッ そり やって来て、 のッ そりと 早く 歸 つてし まう。 

『あの 態度 を 見い、 僕 等の いただく 編輯 長の 威厳 をぶ ち 毀して をる』 と、 私 かに 憤慨した。 

墨 川 はそんな ことと も 知らす、 わが 席に 返った が、 け ふの 用事 は濟ん だので、 直ぐ 硯箱 をテ ブルの 

引き出し にし まひ、 かたはらの 中央 公論 を 片手に して 立ち あがった。 これでい やな 大阪市 中かん 離れ 

られ ると 思 ふと、 氣分 がす ッと輕 くな つたので、 つい、 あたまに 殘 つて ゐる 今の 人の 氣焰 話しに 封し、 

からかって 見る 氣 になり、 


^ とほ 

『いや、 どうも o』 わざと 笑って ちょ ッと云 ひよ どんだ が， 渠は 編輯 長が 端の、 皆 を 見通す 席から、 に 

ぺ つけん 

こく 笑って る その 顔 を 瞥見して、 直ぐ それと 墨 川の 言葉との に 何 かの 電氣 でも かよって はしない 

かと 考へ お。 そして 突然の 發言 者の 冷やかさうな 笑 ひ顏を 1$ び 見た 時 は、 自分の は i_ 典 顔に なって ゐ た。. 

こんなに 金を使って、 その 折角の 結果 を、 この 人 一 人の 爲め にぶち 毀され たら、 堪っ たもので はない 

r ぞん 

と 云 ふこと が 胸に 浮んだ ので ある。 『實 は、 あなた もお 招きしたかった のです が、 御存じの 通り 薄給 者 

のこと ですから』 と • その 跡 を 云 ひかけ たが、 言葉に 出ないで あたま を さけた。 

その 樣子 がおかし かった ので、 見て ゐ たもの 等 はわ ッと 笑った。 

『化に も その 御 挨拶 だけで も 頂戴したかった です、 ね』 と • 別 列の テ ブル を 支配す る 新社會 部長 も か 

ら かった。 

『いや、 どうも。』 川 田 は 片手 を 後頭部に かけ、 後ろ を 向いて その 方 を 見た。 

『をし いこと をし ました、 ね。』 かう 輕く 受け流した 墨 川に 向 ひ • 編輯 長 は その 時聲を かけ、 渠の 出し. 

た^ 中の を聽 いた。 渠は その そばへ 行って、 別に 不審で も 何でもない、 その 通りで いいの だと 

說 明した。  、 

『M さん。』 川 田 は 行かう とした 墨 川 を 呼びと め、 『わたし もお 伴 致し ませう か？』 

新聞記者  二， 一, 五  , 


泡 鳴 仝 集 第 III 卷  一二 六 

『ぢ ゃァ、 御 j 緖に、 どうせ、 同じ 道です から。』 

『け ふ は、 わたし も早歸 りので ける 番 ですから』 と、 編輯 長 を 初め、 皆に も、 氣を 兼る に 及ばない q 

だと 云 ふこと を 注意 させ、 蕖も 急いで 視箱 をし まった。 そして 大きな 風呂敷 包みに した 本 を かかへ て、 

こく  く 

急がし さう に 立ち あがりながら、 『おさしつかえがなければ、 どうです、 わたしの 家で 一 つ、 黑 白の 戰 

爭 でもして 下さったら。』 

『いや、 そんな 御 心配 を かける つもりで 云った の ぢゃァ ない のです よ。』 墨 川 は 跡 を も 振り向かす 

ft を はしご Si の 方へ 行った。 

社員 ども は、 いつもの 通り、 墨 川の 早 歸りを 羨まし さう に 目 を そば 立ゐて i た 中 を * 川 田 は 皆に 云 

ひにく さう に挨接 をして ちょ かくと 步き 出し、 編輯 長の そばで は、 特に あたま を 下げた。 すると、 

蕖は、 『おれ も 行きて い、 なァ』 と、 徴 笑した。 

『 僕 等にば かりこな いな 氣兼を させて』 と 思 ふと、 川 田に は 社の 改革 以前の、 勝手が 出來た の樂 で- 

あった ことが 思 ひ 出され、  新ら しい 編輯 長 を 初め、 二三の 東京 下りが 如何にも 僧い ので ある。 墨 川の 

後に ついて 段 を 下 だりながら も、 考 へた T こない な 奴より や、 おれの 方が 新聞記者 として は數 年の 長 

者で はない か？』 

は r ぴろ 

何け なく ふり 返った 墨 川 は、 川 田のお もさう に、 幅 ッ廣く かかへ てゐ る艮呂 敷. a み を 見て、 


『全で ボン チ蹇 でし やうが、 な。』 川 田 はふと つたから だ を 出口の 石段の 上に っッ 立た せ、 洋服の 腕と 

胶とを 擴げて 兄せ た。  • 

『書物ら しいです が 11 ？』 と • 墨 川 は 右の 手 を ふところ 手して 歩きながら。 

『なんの、 わたし 共の 讀む やうな 物 は 碌な 物ぢ やありません。』 

『何です？』 

『大阪 城^に 老子 講義なん て 云 ふ ものでして、 お話しに やなりません。』 

『大 阪拔 は絕 版と かで、 僕 も 先日 調べる ことがあって、 社から 某 代議士の 所有の を 借りて 貰 ひまし 

た。』 

しか だ  V 

『昔し い 書物です から、 なァ。 わたし もこれ は 鹿 田から ちょ ッと 借って 來 たので、 なかく 安月給 取 

りで はええ 物が 買へ ません わい。』  . 

『お 互 ひです よ。』 

二人が 社 を 出た 時、 入れち が ひに 社長が 車で 門 を 這 入った。 

『どうも- を かしいです、 な。』 川 田 は 小 頸 を かしゅて、 『この頃、 社長の 顔が 青い I— また， やり 過ぎ 

か、 な？』 

新聞記者  一二 七 
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r 僕 は 今氣が 付きませんでした。』 

『なんの、 あの人 も 持って 生れた 病 ひか、 至って 好きな 方です から、 な。』 

『さう です か、 ね 11 僕 は餘り 話し をす る 機 さへ 排ら へた ことがない のです。 社に 熱心な のか、 熱心 

でない のか I— あれ ぢゃ ァ、 下で 長く 勤め やうと すろ 人達に ゃァ 働き E. 斐 がないで せう。』 

『如何にも、 ぉ說の 通りで。 わたし 共の やうな 雜兵は 二 面に 屬 して をりながら、 一而に も、 經濟而 に 

も、 こきつか はれて、 その上、 原稿 を 誓き ッぱ なし も 同前です から * なァ —— もッ とも、 たまに は、 

あれ はどうであった、 これはかぅだろと云ふてもロ^^^ますので、 多少 は 雑兵 どもの 獎勵に はなります 

が、 な。』 

『無論、 俗物の 注意 は、 あっても 無く ッて もい いやうな、 俗受け 寡 門の {4! 談には 向き 戶カ いから』 と 云 

つて やりたかった ので あるが、 墨 川 はさう 明ら さまに 出なかった。 そして 祁 手が IgES- 意に なって 書 

きつ づけて ゐる 寄せ 築めの 記 isT 『難 波 雲雀』 を さした つもりで、 『s^ の f ル 一 面に お書きに なって るの は 

別です よ。 今日までの 新聞の 型から 云へば、 ああ 云 ふの は 閑話と して 最も 喜ばれ ますから * ね。』 

『束 京の 事情 は 知りません が、 大阪 では、 まァ、 あんな 物で せう、 な —— 六ケし いこと を 云へ と 云 ふ 

なら、 わたし も 坊主の あがりで すから- ぉ經 の講釋 でも 何でも やります し、 また 經濟 面赛 門 に：^ めて 

れ たら、 それ j 方の を 執ります. か、 な、 讀 * と 云 ふお 客さん がお 容 さんです から， なァ 一 I 』 


く經濟 SF-^ に は、 經濟的知識も觀察もまことに貧弱で困るとその方の部長がこぼしてゐたのをほ1^ひ出 

した。 それから 僅かに 言葉 を 改めて、 『然し、 ね • 僕 は 感じて ゐ ますが、 ね. 諸君 は 大阪人 若しくは 大 

阪 永住の 人々 でありながら、 大阪 人の 根 木精 祌を 兄て やらす、 大阪 人と 云 ふ もの を餘 りに あたまから 

兒 くび ッ てゃァ しないで せう か？』 

『なんの、 矢張り、 金と 女です。 昨日の 紙上に あなたの 一 理 ある 御 卓 k も ありまし たが、 大阪 人士 は 

とても 金と 女 以外の こと は りません。 その 證據 は、 現に、 わたしの 書いて をり ます 難 波 ま 雀です。 

あないな 拙い ものです が、 I— 拙 いのは、 無舉 文^の 情けない ところで、 止む を 得ません が、 11 會 

社、 銀 1 了 Q 內幕 から 花柳 社 <S "のことまで を、 おもしろ を かしく 雜話 的に 書いて さい をれば、 雲雀 は 明 

. n また 何 を 蚩曰 くだらう と 云 ふて 待ち受けて をり ます。 新 閣の讀 者な ど は あまい ものです、 な ァ。』 

『然し、 あまいと 兒 るの も 程度が あると 思 ひます が 1. 』 

『そこで、 たまに は、 漢詩 や 俳句の 議論 をして、 ちょ ッ とびり.^ としたと ころ を 見せて をり ますが、 

この 方が わたしの 本職と 云 ふても ええ わけです が I 』 

『成ろ ほど、 ね， 君 はさう 云 ふ 方に 大分 御 素養が ある やうです、 ね。』 

『りたし など は、 あなたの やうに 外國語 はさ ッ ぼり 分らん 蠻 的です から、 まァ、 せめても 漢文が いの 

新閗 Si 者  .  一二 九  ， 
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『さう です、 ね。』 と 答へ た 切り、 墨 川 は 口 をつ ぐんで、 車內の ほこり だらけの {4! 氣に眉 を ひそめた。 

含 いう でんきく わ. S しゃ 

市內 電車 を 1* 有 電軌會 社の 前で 降り、 郊外 電単の 構 內に這 人る と. とまって ゐ る車臺 はなかった。 

畢 一川 は 酒 機嫌の 男女 五六 名 を さけて、 切符 賣り揚 の 後ろに あたる プラト フォム を あちこちと 歩いて 

ゐ ると.' 川 田 は その そばに 立って ゐて、 

『け ふ 一 m ぐら ゐ おさしつかえ はないで せう。 どうぞ わたしの 家へ 來て 下さい、 久し振りで 1 番、 0 

負 を やり ませう。』 

『然しけ ふ は 失敬し ませう、 直きに 晚 飯です から。』 

さう ざ. S 

『飯 ぐら ゐの御 心配に は 及びません よ、 總 菜です が、 間に合 はせ ます。』 

『どう致しまして、 また 今度い い 時間に お 邪魔し ませう。』 

『なんの、 御 遠慮に や 及びません、 わい。』 川 田 はお もた さう に 本 包み を かかへ てる 方の 肩 を ゆすって *! 

もう、 相手が 承知した ものと 思った。 

墨 川 は 『時事』 の 夕刊が 來 たの を 一枚 買って から、 電車に 乘 つた。 すると、 向 ふ 側の シ イトから 二人 

に大阪 言葉で 挨， 救し たもの が ある。 墨 川 はけ ふに 限り、 何だか 特にい やな 氣 がした、 如何に 同じ 社の 

人 だと は 云 へ ， 自分の 隣り にかけ た 川 田な どと 同 I の 新開 記^で あると 思 はれる こと を。 

北 野 を 過ぎ、 新 淀川の 停留所に 近づいた 時、 川 田 はさきに 立って、 促した。 


「さ ァ、 まねり ませう。』 

『け ふ は 失敬し ま せう。』 墨 川 は 動かな か つ た。 

U 10， はん 

『さう ぉッ しゃらないで、 どうぞ —— そ のつ もりで 御 同伴した の ですから。』 

『新 淀川で 御座います、 お降りの 方 は どうぞお 早く。』 車掌が かう 叫ぶ と 同時に、 川 田 は 墨 川の 手 を 取 

らな いば かりにして、 とうく 須を 立ち あがらせた。 

電車が 眞ッ 直ぐに 長い 鑀 橋の 上に がう くと 音を立て 初めた 頃、 二人 は 踏み切り を 渡って、 中 土手 

ナ, P ち 

の 上 を 川上の 方に 向った。 左方の 川 巾に は、 * ン 中に 一 直線の 水路 を淺 して、 靑ぃ 草が I 面に 萌え出 

てゐ るの が 見える。 その上に 蓮 や 赤い ほい 毛布 や を 敷いて、 二三 組の、 男女 入り まじりの 群れの、 ま 

だ 遊び 足りな いのがわい/, \ と騷 いで ゐる。 

『あれが 太阪の 特色です。』 川 田 は斷定 的な 口調で 云った。 

はな ざ か 

『あんな こと は jsB; 小に でもあります。』 墨 川 は 冷やかに 笑 ひながら かう 答へ て、 向 ふ 島 や 上野の 花盛り 

時 を 想像した。 

ちご 

『さう です か、 なァ —— それにしても、 どこか 違た とこが ありません か？』 

『さ ァ。』 墨 川 はちよ ッと云 ひ 淀んだ。 と 云 ふの は、 相手が また 例の 『金と 女』 を 云 ひ 出す つもり だら う 

と豫 想した からで ある。 わざと そら 惚けて やれと 思って、 『强 ひて 云へば、 赤い ふんどし を 出して、 け 

新閗 記者  ニニ ーユ 


* 鳴 仝 集 第三 卷  一一 二 四 

ち 臭 い 辩 當持參 のこと でせ う か？』 

『それが です、 な、』 川 田 は 待ち受けて ゐ たやう に、 『矢張り、 色ッ ぼい のと 經濟 的から 来る のです。 大 

阪 の空氣 は、 すべて Q 家庭の 內 部まで も、 女で なけり や 金、 色で なけり や 喰ひ氣 です、 それが 如何に 

も^ 密 的で、 如何にも けち 臭い。』 

r そり ゃァ大 K に 限りますまい。』 

『けれども』 と、 ます/ \ 乘り氣 になり、 『かう 云 ふ 點は大 K が 一 番 ひどい。』 

『無論、 ひどいで せう。 いそがしい % 都 でも あり" 生産地で も あるの だから、 一方に a5s 的な 念が 發 

，p し、 他の 一 方に 手ッ 取り 早い 歡樂を 追 ふ 習慣が 普及した の は、 當然 のこと でせ う。 が， そんな 空氣 

の 中には、 また 一種の 爝 熟した、 云 はば、 デカダン 的な、 內察 的に 云へば、 最もい い、 賴母 しい 精神 

が してね る 害で せう" 僕 は 思って ます • また 昨日 も箐 きました が、 f}?; 等は大 K の 外形にば かりな 

づん でね ないで、 かう 云 ふ 精神 をよ くお びき 出して やる 必耍が あるで せう。』 

『お 說も惡 いこと ではないで すが、 實際 は先づ 駄目で せう、 な ll どうぞ • こちらへ。』 

川 田 はさきに 宜 つて、 椅を 渡った。 そして 外 堤防に 添って 少し 行く と， の 家であった。 

下の 二 間 Q ちらかつ てるの を 見通して 二階へ あがる と • 四疊 半の 一 窒だ。 おもて 窓 の^子 を 明けお 

つと、 中 土手の 青い 草に 向 ふ。  


i 


『いいと ころです、 ね』 と •  川が 無器用な お 世齚を 云って • 少し は 心 を や はらけ た。 

『これだけが御馳.^_^-です， な， それに、 あなたのと こよりも 社に 近いので。』 

『僕 も 近. 5』 と • 手すりに よって 外 を のぞきながら、 『今のところ は空氣 がいい 代り • 餘り 遠い ので、 

少しい やにな つて 來 たのです。』 

『けれども、 あなた は悔 nz 出社し なさらん のです から。』 

『それ は 常 初の 約^が さうな つて ゐて、 igrz は 出社し ないでも いいから と 云 ふので あつたの ですから、 

ね。』 かう 云って、 墨 川 は • 川 m 等の 不斷反 i おして ゐ ると 聽く 自分の 出勤 問题を • それとなく、 辯 明す 

るに いい 時機 を たと 思った。 『それにしても • 住ま ひが 遠い と， 電 舉に乘 りさへ すり ゃァ 僅か 三十 分 

です が、 資際 遠い と • なほ 更ら 億劫に なって * ね。』 

『  』 川 £ は 何 を 云 やが ると 云 はない ばかり にむ ッ として • ちょっと 颜を ほてらせた。 そして 

たださへ 忘りが ちな 出勤 を- 如何に 編 g: 長と 私通 的な 特約が あるから とて、 ，：= 分の やうに 每 n ちゃん 

と 午 ""别 十 時から 出て、 午後六時まで殘る勉强家の^1で* 億 幼と はどうし たと 叫びたかった。 が、 それ 

ふと. 一し  きも 3 

をぴくく^^/太肉の腕ゃ膝に堪へ て* 窓の そば を 離れ、 『ちょ ッと 失敬し ます * 衣物に^^かへますか 

ら。』 

1S5 は 心で 『構 ふ もの か』 と 言って、 無遠慮に 洋服の 上下 を脫 いだ。 そして それ を 釘に かけて ゐる時 * 

新 問 者  ニニ 玉 
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墨 川 も 窓 を 離れ、 出されて あった 座 蒲圑の 上に 坐 わった。 そして 見る ともなく、 主人が 別な えから お 

入れ を 取り はづ して、 これ を じみた メリヤスシャツ や 下ば きの 上へ あ ふったの を 見て は • 何お 力む 

さい {企 氣が 自分の 鼻 を 突く やうに W 心 はれて、 自然と • 外の 方 を 向かす に は ゐられ なかった。 

そこへ.！ 君が 茶 を 運んで 來た。 が、 その 所 天よりも ふけた 姿 を I 見して、 墨 川 は、 心に、 直ぐ それ 

を 再現す る 時 • また、 むさい 空氣と 下の ちらかり 方と を 聯想した。 

はしご 段のと ころから は •  23^ を 垂らした 子供が 一人の ぞいて ゐた。 子供 嫌 ひの 墨 川に は、 これ も 一 

しほい やであった。 

『ぁッ ちゃへ tt とれ、 It とれ！』 かう、 子供 を 叱り付けながら * 川 田 は 黑ぃ兵 兒帶を 結び 終 はり、 ま 

た 萬 筋の 木綿 羽織 を引ッ かけ、 細君に 『夕方に なると • まだ. S い、 なァ』 と 云 ひながら， 客と 相 i し 

ごらん  > 

た。 そしてな ほ 羽織の 編み 紐の 白い の を 結びながら、 『^給^の 住ま ひも I 度 御覧に なって：々」 いても え 

えで せう、 まァ、 かう した ものです から o』 

『いや、 どう致しまして？』 と 受けて 旯 たが * 墨 川 は、 つく- こんな 人と 大して 遠 ひの ない 係 給 

で、 新聞社の 內幕を 知らなかった のが 一裕ち 度と は 云へ、 東京から わざく やって 來 たの を、 如何にも 

自分の 耻辱 だと 思へ た。 

川 田 は、 先づ、 うれし さう に、 自分の 持って 來た 包み を 明けた。 


ir 大坂 拔史は ^S5^ になった のです • な。 この 佐 藤 楚材の 老子 講義 六卷 はま. た わたし も讀ん で をり ませ 

ん から 借って まゐ りました が、 ちょっとえ、 と 云 ふ 評判です。』 

『さう です か、 ね？』 墨 川 は、 手渡し せられた 一冊 を • ただおつ き 合 ひに 明けて 見た。 

『楚材 は淸朝 史略 をも喾 いて をり まして、 ちょっと 學 者です o』 

つ は 名を聽 ，、 たこと が ありま せんで した。』 

『さう でせ う、 な、 あなた は 外 EE 語の 方です から。』 

『然し 老子 ゃ莊 子な ど は、 僕 も 一 種の 竹學 として 0 方面から、 多少 は 調べ てゐ ます。』 

『あなた はま ださう でせ うが、 新たに お 京から 來られ た 〇〇：一?; など は、 英語 雜 誌の 飜譯 はでけ るか 知 

りません が、 この 方 は 全く 駄 n です 、な。』 

『さあ、 ね —— 』  • 

もろ 

『この 肉蒲圑 はどうです？』 I しほに こ/ \ して、 『社長に ちょっとお 上手 を 云 ふて、 赏て來 たのです 

が、 な、 句 點と圈 點とを 打って から * 社長に 一 遍兒 せよ おもて、 半分ば かりやつ て见 ました、 わい。』 

『そり ゃァ、 おもしろいで せう、 僕 も 請んだ こと は 一 度あります が —— 』 

『社長と 來て は、 またお 話しに ならん ほど 好きです から • な。』 そこへ 鹽 せんべい を 五六 枚 入れた 菓：. h 

皿 を 持って 來た 細君が、 にやり と 笑った の を 見て 、『愚妻な ど は. 社長と 聽 けば、 仲 問が 來る 度に この 

新聞記者  ニニ 七 
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方の 話です から、 顔 も 知らん のに 何でも さう だとお もて、 如何にも 分りが 早い のです。』  一 

『そな いなこと、 お ま へんが、 な OJ4 大を 上向きに 見た が、 お 白粉の ない 疲せ 顔の 額に 二三 筋の 太い； 

年 皺 を 見せた。 せめて、 薄い 化教 でもして ゐれ ばい、 のにと 忍 はれて、 墨 川 はこの 夫人の 所 天にまで 一 

も  一 同情 かなくな つた。  一 

が、 川 田 はそんな こと を 夢にも 推察が 出卒 \r、 

『と 云 ふても- わたし とても • 女と 金より 外に 樂 しみはありません • 生れ は 北陸です が、 もう、 大阪ー 

人 も 同前です から • な ァ。』  一 

『君 は 石 川縣の 人です と、 ね。』  一 

『さう です が、 た 11 まァ、 一番 初め ませう か？ やがて まづぃ 飯が 出ます から。』 

かぅ云って川1^は_1!§^2鳳を持って來て、 二人の 間 に据 ゑた。 そし て^ぐ 黑の石 をち やらく させな が 

ら、. 1 君に 向 ひ、  ： 

』 

『きの ふの 話 は • なァ、 け ふ 〇〇 さんに きふて 引き受けて 來 ました。』  ！ 

『さよ か？』  一 

『ぉ禮 はなん ぼや 云 ふた けれど， あなたの ことです から、 ぉ禮 なん ぞ入 りません 云 ふて m ほいた ぞ — 一 

き やう さ oi  ^ 

その 實』 と、 壘 川に 向き 直り、 『こっち や は 成る ベ， 1 しいので すから、 な。』  I 

- .Jmllmm^lv  ； i   1  :-   M 


『そり ゃァ- お 互 ひに、 ね OJS も 細？？^ の 顔 を 兌て 微^した。 

『わたし 共 は 內職を せんと * とても • 社から いただく 金 だけで は暮 しが 立ちません。』 

『僕で も * 無論の ことです。』 

『さ ァ』 と、 川 田 は 右手に 一 つ 石 を 取った が、 『け ふ は 一 つ 白 を 取り返したい ものです、 なァ』 と 云つ 

て， 坐って はみ出さ うに 太い 兩 膝の 上に 兩手を ai^ いて、 盤 を 兄つ めた。 

『なか./ \. 波し ません よ。』 

黑；、 ，u 一 11 すてぜりふ と共に 進んだ。 その 間に、 川 田 は 計略 深く、 話し を 編輯お の 方へ 持って 

行って、 編輯 長に 對 する 墨 川の惡 口 か弱 點か をお びき 出さう としたが、 墨 川 は その 手に は乘ら なかつ 

た。 そして、 e3 初 は 墨 川の 勝ちであった。 そして 二回 目に 渠が 負けた 時 * 酒が 出た。 

r おもな J!;? が の たので は、 とてもお 口に 合 ひます まいが、 薄給^の 身です から * どぅぞ./?|^^ら 

す』 と、 川 E は斷 つた。 

『僕 は 喰 ひ 物に や ァ奸き 嫌 ひがない のです。』 かう 答へ て， 遠慮なく 箸 を 運んだ 墨 川の 正 鹿な 態度.^、 

川 m は 却って 氣味惡 く 忍 ひ 取つ て、 わざと 常て 付けに さう して ゐ るので はない かと 云 ふま はり 氣を起 

した。 

で、 口 を 交換し 合って る にも、 度々 簿給^ を 繰り返した。 これが また 正直な 墨 川の S を惡 くし 
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た Q で、 早く酒を-^^りぁゅさせた。 それに、 どうせ 勝負 をす るなら • 勝って やらう と 云 ふ 考へも あつ 

たので、 二人とも 醉 つてし ま はない やうに 注意して ゐた。 

『そ.. - では- 釵に 致し ませう か』 と 云 ふこと になった が、 川 田 だけ は 飯の 代りに 餅の 燒 いたのへ 接 を 

かけ、 それ を 湯 づけに して 喰った。 そして その 說 明に 據 ると、 渠は 餅が 奸き であるの みならす、 この 

方が うまく、 且、 この 米の 高い 時に すっと 經濟的 だとの こと。 

『そり や ァ僕も 一 度 やって 見ても い- - です * ね』 と、 墨 川 は 本氣で 云った。 が、 主人 は それ を 冷 かし 

と 見て、 にが 笑 ひ をして、 

『あなた 方に は、 とても、 お 口に 合 ひますまい。』 

そして 墨 川が 勝負に 負かされて 歸る 時、 

『今度 は 僕の 方へ 來 給へ、 かたき を 打ちます から』 と 云 ふと， 川 田 はい やに 堅くな り、 

r 實は、 一度お 伺 ひする 笞で すが、 あなたと 遠 ひ • 電車賃が 要ります ので、 な。』 

『そり ゃァ、 おうして？』 

『あなたの パ スは 全線 通用の ぢ やさう です が、 わたしの はこ >- までのより 出して 吳れ ません。』 

『どうした 區 別で せう、 ね』 と 云 ひながら、 はしご 段 を 降りた。 

『嗜 うなりました から、 5^ 燈. JiJ お貸し 申し ませう o』 


『なァ に、 大丈夫です。 まだ 宵のう ちです もの。』 

『ま ァ、 持って お t 仃き やす、 あぶのお まッ さか ひ、 な。』 細お の聲が 下の 次ぎの 間から ^えた。 

は、 お返しす るの が 面倒です から。』 

『なんの、 停留所から 直きです。』 

ふり 切る やうに して、 外の 闍に 出た のが、 却って 墨 川に は、 明るくても •  となく けちく した 座 

敷よりも、 すッ とした。 蕖が 足さぐ りで 小川の 方の 土手に 添って 四五步 進んだ 時、 川 ffl は 親切ら しく 

t ッ かけて 行って、 無理に 提燈を 渡した C そして 別れ を吿 ゆるが 早い か、 後ろ を 向いて ベろ りと 舌で 

も 出したい やうな 氣 になった。 

格子戸の #i をお ろして 座敷に あがり， まだ あがり 口に 立って ゐた 細お に 向 ひ， うれし さう に、 

『こ 1 で、 もう- 天下に 恐るべき もの はない。 1 度 あ して 置けば、 な ァ。』 

『墨 川く と、 〇〇 はんな どが 評判し や はる 東京のお 方 は、 あの人 だッ か？』 

『ちょ ッと氣 の 知れん 人 や 11 わざとう まさう に 鹽娃を 喰うて しもた けれど * いやなら 殘 して 置いて 

もえ、 やない か？ 子供に でも やる のに。』 

『あんた も 行て、 今度 • 御 ッっォ に 呼ばれて 來ゃ はれ、 な。』 

『呵呆11^ふな』^んでもなぃことをと云ふ顏をして、『一 度 あ して 蘆いて、 こッ ちゃが 行かなん だら. 
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二度と 來 やせんの や。』 

『ほたら、 こッ ちゃが 損 や、 な ァ。』 

お >4  もく 

『僅かの 損で、 .K けい 得が 行く の や。 あれで 墨 川の 機嫌 は 取って あるし、 二度と は 交際費が 入らん。』 

『あんた も經濟 上手 や、 な ァ。』 

『あないた と 年中 交際したら 溜ら へん やない か？ この 安い 月給取りで * あいつの やうに 柬 京の 雜 

^^,£内職もでけんのに。』 

『そや さかい、 こッ ちゃで 仰山 內 職して ぉ吳れ やす —— あのお 方 も • 氣 さくな やう やけれ ど • な ァ。』 

わか 

『何で 氣 さくや —— 喰へ る もの か？ 女子な どに 分ります かい？』 

『もう、 それでも』 と • 細君 は 遠くへ 心 を やって ゐる 目付き をして 、『停留所へ 行き やはりました かい、 

な ァ？』 

『ふん』 と * 彝で受 けて、 『電車に でも 引かれて、 死んで しもたら え、 11 提燈ー つぐら ゐは 何でもた 

い、 さ。』 

『ほん まに、 けたいな 人 や • なァ、 あんた は！』 細 君 は あきれた やう。 

『おれ はこれ でも 〇〇 社中での 策士 やない か？』 かう 云って、 川 田 は 奥へ 足 を 迷んだ。 子供の 床が 取 

つて ある 窒の、 臺 所の 土 Si に 添った 板の間に、 まだ さっきの 膳 や 一 一木の 燜德 利が 置いて あるの を 見て、 


 »^ ケ u し  mn 

つた 墨 川 その 人に 對 する やうな 實感が w 發 した。 そして、 いつも 股-火 をす るの を 細君に いましめら 

また 乙 

れる 長火鉢のう へに あがり、 四つ 這 ひに なり、 相 も 變らす * 藥錯 のか- - つてね る 上から 股火 をした 

そして、 跡へ 附 いて 來た 細^の、 

『また か』 と 云 はない ばかりの 額 を^に 見 あげて、 

『見て ゐ なさい、 今に. あいつ を 社から 追 ひ 出して やる から。』 

l (大正 二 年 1 月) —— 
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とうき やうし もめぐ ろ 

I 一月 十： TT 柬京 下目 黑 より 0 

11 君。 僕が 大阪 から 歸 住してから、 もう • お ほかた 半 歳になります。 その 間に、 まだ 大した： a 蔡 

巴 ぞう 

も 致しません が、 無事 だけ は 無事です。 それに、 あの 『小 儈』 です ね、 君 も 知って ゐる 1 あの 犬 も 

なかく 健在でした。 近頃、 ちょっと を かしくな つたまで は。 

ぐ 10 きょ 

御存じの 通り， あれ は、 僕が 池 出の 寓居に ゐた 時、 二三 軒 隣り の 人の 飼犬で したが、 僕のと ころへ 

ばかね 來て、 どうしても 歸 りませんでした。 持ち主が 取りに 來 たので 返して やっても、 またく こち 

ら へやって 來て歸 りませんでした。 僕の 方で も、 その都度 可愛 さが 增 して 行く し， ^ひ 犬 を 一匹 失つ 

てゐた 時でした から， とうく 持ち主に 相談して • こちらへ 貰って しまう ことにし たのです。 

その 當時は • ほんの、 赤ん坊で、 散歩に 出る 時に ついて 來 ましても • 猪 名 川 士堤を かけあがる こ 4 

が 出 "來 す。 まだ、 人の 足幷 みに 從 ふだけ の 力 もな く、 途中で へたば ッて しまって、 きゃんく 泣いた 

iU とがあります。 


それが？ 5^々"t.> なして^ える こと をお ぼえ てから は、 1:!^ 族 以外の ものに は • 誰れ にで もよ く^え 付き 

ました。 そして 池 E£ の 新 市街に は 一 匹 恐ろしい 犬が ゐ るとまで 云 はれました。 

が、 ばぶ へ來 てから は、 さう く 人に^ えません、 nzir は、 朿京^ 外のう ちで も、 古い ま. - の田舍 

の ありさま を 4^ も 多く 保；：^ して ゐる ところで すが、 それでも • 池 W の 新 市 術 の やうに 閑靜 では ありま 

せん。 殊に • 门盟^不^|1と云ふ參詣所がぁって*  土曜. n 曜に は， 隨分 人が 出ます。 從 つて、 小 儉も人 

を：： s^." て來 たのでしょう。 つい、 近 13 まで は、 あつたかい 曰に は、 いつも、 門の そとに ゐて、 門外 

っ大. a り を. m) る 人々 にも • 門 內に這 入る 人々 にも、 郵便屋 —— これに 吠えつ くの が缺點 です 力 を 

除いて は、 決して 無意味に は^えませんでした。 

まだ ひどい 目に 會 つたこと がない と兒 え、 どんな 大きな 同 頻に出 〈はっても、 しつ 尾 を さ ゆた ことが 

ありません。 そして 少しで も 向 ふが 鍵 迫 的 態度に 出る と • 夢中に なった 腕.. S 子供の 如く 一生懸命に 奇 

i を攀 ゆて 齒を むき 出します から- 大抵の 犬 はび つくりして^ ゆて しま ひます。 てく- - 歩いて ゐる 

後ろから 石で も投 ゆられ ますと、 『う ー ッ』 とうな つて 振り返り ますが * 顔^-〕を變へて逃ける子供を兒 

て ょ， つかけ もせす に、 また IT?. と 自 分の 道 を 行きます。 また、 多くの い たづら ッ兒 どもが 遊スで 

ゐる W から • 石を投 けられる と • 默 つて 先づ その 石のに ほひ を かいでから、 おそろしい 目を投 ゆた 方 

こ 向サ、 そのに ほひ をた よりにして 投げた ものに 追 ひか- --る やうです。 
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そんな こと を 見る に 付け、 うちの 十五 歳になる 下女 も、 『なかく 利口な 犬 だ』 と 云って、 小^ を 可 

い ぢょ 

愛が る やうに なりました。 來た 初めは、 その. 孵， 犬 嫌 ひであった やうで したが。 そして かの 女 は 犬の 

名 を もっと ハイカラ のにして cj^ れ ろと 賴 みます。 近處に は、 エスと か、 ボスと か、 ジョンと 屮云 ふの 

ぢょ 

がゐ るからで しょう。 且- かの 女が 一度 往來で 『小 僭、 小 僭』 と 犬 を 呼んだ の を、 そば を 通った 酒屋 

が 自分 を ん での だと 思って 怒った さう です。 

無論、 犬に 記憶力がなければ、 一 たび 出た 以上 家へ 歸 つて 來る こと もあります まい。 また、 キ： 人 や 

家族 を 知つ てること もあります まい。 が、 動物で も 特刖な 場合 を も 記憶す る ことが 出 來る ものと 見え 

ます。 或 時、 ぼんやりして 道に 落ちて ゐる物 を かいで ゐた 時、 一 丁 ほど 隔 たって ゐる 所の 米屋の 若い 

衆が 米の 袋 を脊员 つて 自轉 車で 通りました。 意 を tu^ つてよ ける ひま もなかつ たと 見え、 鼻 さき を 

怪我 させられました。 すると、 直ぐ 『この^ 郎』 と 云った 風に どなって 飛び か、 りました が、 自鞞車 

は 速い ので、 その 跡 を 一 丁ば かり も；^ えつ- - 走りました。 やがて、 歸 つて 來て、 鼻の さきの 血 をべ ろ 

ベろ なめて ゐ ました。 が、 それからと 云 ふ もの は • その若ぃ衆がどんな^！？处った姿をしてゐても、 見る 

と、 * まって 非常な 勢 ひで fJ み 付きに 行きます。 餘 ほど 瘕 にさ わった ものと 见 えます。 

近處に 同じ やうに 小儈と 呼ばれ、 同じ やうに 茶色で、 同じ やうな 火き さで 同じ；！ I： に 生れた 同類が ゐ 

ます。 魚屋の 简ひ 犬で • それと 僕の 小僧と は 仲が 惡 いのです。 仲が 惡 いと 云 ふよりも、 向 ふが こちら 


に 向って は 珍ら しい ほどお となし く • 珍ら しい ほど 弱い-ので、 僕の がい 、； ST になって いちめ る 

よう。 ところが • 向 ふの 小僧が 或 時 二 匹の ブル ドダ -I これ は 管理者の 不注意から、 危險 にも その 家 

を 逃け 出した のです が 11 に W み 殺され かけた 爲め、 病院へ つれて 行かれました。 その 時、 僕の 小 僭 

は、 どう 云 ふつ もり か、 そばで わん/ \ 吠えて ゐ ましたが、 無事でした。 僕が ブル ドグを あり 合 はせ 

た &が& りで 投 りつけ、 魚屋の 小 借 を 助けた ので、 僕の 小儈は 一 時 その 魚屋の 店で 歡迎 せられて ゐま 

したが， 病人 その物が 直って 歸 つて 来る と、 また 喧嘩 をし ますから、 矢張り、 元の通り 憎まれて ゐま 

す 0 

僕の 小僧の 日課 を 云 ふと、 第 1 は、 何でも 午前の 五六 時 頃に 牛乳の 配達 屋が來 るの を 待ち受けて、 

それと  一 is^ て目黑 附近 を ま はる やうです。 朝早く、 きッと 1 回 はま はって 來 ると 近處の 友人が 云 ふの 

J う も % 

も、 牛^屋と 一 緒に 行く のでしょう 。新閗 屋が來 ると、 自己の 防衛 だな どと 云って 石を投 U ます 力ら 

今で も^え 付く のが やみません が、 この 牛乳屋に は 早くから 馴れて ゐ ます。 何でも、 時々 パン を つ 

たり、 牛乳 を 少し 飮 ませて 貰ったり する のです 。でも、 目黑 坂の下まで しかついて 行きませんでした。 

ところが、 いつのまにか 渠は內 職 をお ぼえ、 その 牛乳屋の 車に 綱で 結 はへ 付けられ、 そ の^を うんう 

ゥ J- 

し引ッ 張って 行く のです。 そして 費れ 殘 りの 牛乳 を めさせて 貰って ゐ るの， 分り ま した。 ガ、 それ 

\-J も， ヒ まに は、 iF- も 貰はないです ッ * ほかされ てゐる やうです。 
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その 引 ッ 返して 來る時 も、 方々 の ごみ 溜め を あさりつ k 歸 るので すが • 歸 ると、 下女から 朝販 を^ 

はせ て 貰 ひます。 それから， 隣り の醫 者の モクと 遊びます。 モク は 右の E が 見えません。 これ は、 そ 

この 藥局 生が i を 取って やる と 云って からだに リゾ ー ル とか をつ けたの. か、 あやまって 目 に 這 入って 

ヒ やく ± い 

つぶれて しまった のです。 小 傲から 云 ふと、 六 七 ヶ月ば かりの^ m て、 れて まだ 四 ヶ月に しかな り 

し *B 

ません。 それ を 小^ は 頻りに いぢめ てました が * この頃で は * なかく 仲よ しにな つて、 夜と なく * 

晝 となく、 自分の 寢. 泳 を 分けて やって、 一緒に 僕の 家の 緣の 下で 眠ります。 モク も 亦- その 友^に 感 

わか 

じて か、 どうして か 分りません が、 僕 等が 小僧の 頸輪の 『警察署 届け ズミ』 と 刻した のが はづれ たの 

を 直して など ゐ るので も、 いぢめ てゐ ると でも 思 ふの だら う • はたから わん./ \ 云って 怒ります。 

それでも、 食^5^-となると、 小僧 は 家の 物 を 少しも モクに 與 へません。 モク は 止む を 得す • たに それ 

を兒 てゐる だけで、 隣り から 飼 ひ 主の 聲 がか- - るの を 待って、 そッ ちへ 飛んで 行な」 ます。 モクから 見 

おとな  ちか ほう 

ると， 小 は それ^ 應に 大人 じみて ゐて 11 元は， 赤ん坊の 時から、 5^1; も 知って る 通りの がっく 屋 

であった が —— いつのまにか、 お あ づけ を 命ぜられ たと 同じ 様子 をす る こと を おぼえました。 物 を 

やる 時で も- 自分の 皿に 悉く 移されて しまうまで、 靜 かに そばで 待って ゐ ます。 傻等も それ を 不思議 

ク ち 

がって ゐ ましたが * 僕 等が 知らない 問に 下女が さう；^ つけたの ださう です。 

小^ は、 まだち ひさかった ゆ， 池 田の-屯 車 S1 の そばで、 小猫 を 1. 小犬と 思ひ途 へたので しょうが 


,1 丁寧に なめて やって ゐ るの を 僕が たこと があります。 が、 け ふこの 頃で は、 また， le^ も兒て も、 

決して 追ッ かけません。 これ は 僕のば かりで はなく、 モク もさう です。 隣り に は、 試驗 用の 爲め 一 匹 

の觅 11 の黑 いの I— を 庭に 放ち 飼 ひに してあります 。それ をです が. XJ の 犬 ども は そばで 見ても、 

決して 追 ひません。 おまけに， 见が 人參の #； ャソば を 喰 はせ て 貰って ゐ るの を 兄て 犬 どもまで が- そ. sel 

に I" つて ゐ ます。 或：："、 下女の 珍ら しがった 注進に よって、 井戸端に ぅッ ちゃら かして ある 人 參葉を 

小^が 喰った の を 發ぃ 6 しました が • その後 また モク も 喰 ふの を 發 し， それから.! 船して、 最爱 こ—、 

兩犬 とも 兎の 眞似 をして ゐ るの だと 云 ふこと が 分った のです。 尤も 僕の は、 去年の s、 葡 一;^ の 實を棄 

て- - 置けば 喰 ひませんで したが、 僕 等が 喰って ゐ るの を 見る と、 ー緖 になって 甘 さう に喻 ひました。 

或 犬になる と、 紫の 風 W 敷 を 頸に 結 はへ 付けられ ますと • 直ぐて く/. \ 歩いて、 定 つた 牛 肉屋へ 行 

き， ^に 人が 出て ゐ ない 時 は， ちゃんと かしこまって わん/, \ と^えます。 そして 出て 來た、 こ 風呂 

敷 を 取らせ • それに 肉 をつ つんで • 頸に 結 はへ 返して 貰 ふと、 またて くくと わき nz も ふらす 歸 つて 

來 て.' そのお 使ひ赏 に * 肉の 數片を 貰 ふ 事が あります。 が， 僕 等の 家 は 忙しい ので • そんな こと どこ 

ろか、 ちんく やお あ づけで さへ 敎 へませんでした。 が * 小僧 は、 妙に- 蜜蜂の 集 筘を番 する こと を 

おぼえました。 

家族の ものが 巢 箱の そばへ 行つ て も 何とも 云 ひません が、 見惯れ ない 客が その 嚴門 でもの ぞくと， 
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小儈は 決して 許しません。 そして 裏口から 庭へ 這 入って 來る ものに 對 して は、 先づ 箱 を 眷戒 致し ま 

す 0 

太-陵から 襞が 一人の 少年 を li.. 養蜂の こと を兒習 はせ る爲め II つれて 歸 つたの は、 君 も 御 承知 0 

ことです が * あれが 不良少年の 一種で あつたに は 困りました。 うそ を 云 ふこと が平氣 である 上に、 主 

人の. i& に. いて、 家 を拔け 出し、 市中 を 金 もな しに 孜 中まで ぶらつき、 公園の 口 ハ臺 で人膽 にも 夜 を 

明かしたり などした のです。 それが 或 夜 午前 二 時 頃に 歸 宅して 來 まして、 裏 木 戶の鏡 前 をこぢ あけよ 

5 としました。 僕の 家で は、 その 夜、 渠を 警戒して わざと そこへ 錠 をお ろした のです。 餘りづ うく 

し (少年な ので、 ，t りつけ て 翌日 は歸國 させる ことにし たの を、 また 拔 けて 出て 十二時まで 待っても 

歸ら なかった から。 

小^よ 氣狂 ひの やうに r 吠えて ゐ ますから、 渠には 少年の 低い 聲は聽 えない やうで したが、 僕 は小說 

の 原 isl に 向って まだ 起きて ゐ ましたので、 渠が 犬に 向って 內證 らしく 何 を 云って ゐる 力か^ りました 

『小 ほ 11 小儈 11 おれ だ —— おれ だ。』 

ナ I ども • 小 僭 まな ほ 吠えつ づけました。 可愛 さう だと 思った ので、 僕 は緣が はの 戶を 一枚 あけて、 

r 誰れ だ』 と聲を かけました 。犬が ちょこく と 僕に 近づく と 同時に、 下駄の 音が 逃 ゆて 行きました。 

こっ少年が呼び寄せられて初めて池田の宅へ、^^ねて來た時* 僕が 玄關の 障 千 を 明ける と、 渠 は^えつ 


w んと 声ノ 

< 小^に as の 下 あたり を^ まれて ゐる ところでした。 植 むと 云っても • 無論 小儈の は本統 にせむ ので 

はありません。 た M おどしつける 爲 めの やうに • 衣 物 を^ はへ て 引っ張る くら ゐな ことです 。それが、 

こちらへ まゐ つてから は、 下女で なければ この 少年に、 大抵 • 食物 を 出して 貰 ふので したから、 馴れ 

つ こに なって、 而も 少しの ろい 動作の 子であった のに 乘 じて、 正而 から • その 兩 肩の 上にまで 小^ は 

よく 飛び付きました。 

「こらく』 と 叱ろ もの、、 碌に 機敏な はね 付け 方 もしない ので、 少年の 衣 物 はいつ も 泥 だらけで し 

た。 は 犬 を餘り 好きで もなかった やうで したが、 小儉は 誰れ よりも 一群に 渠 になつ いて ゐ ました。 

£^ が歸^ してから は、 下女に 最もよ くな ついて ゐ ます。 食物 を與 へる 役目 を 受け持って ゐ るからで 

メ  )  あ^ ぼう あか ぼう 

しょう。 また、 この 小い 下女 も、 犬の いろんな 動作 を 注意す るに 從ひ、 『赤ん坊- 赤ん坊』 と 云って、 

ぢょ 

また 『小 傲の 大僧』 と 云って、 大きくな つたの を、 可愛がって 相手に して ゐ ます。 天下に、 かの 女の 

ぢょ 

云 ひたり 放题 になる の は， この 無 邪氣な 小僧 だけでしょう から。 そして、 毎日の ゃリに * かの 女 は 犬 

に il する 新ら しい 報 吿を僕 等に 致します。 

ぢょ 

次ぎに 渠は 僕の 妻に なついて ゐ ます。 かの 女が 湯に 行かう とする 時で も、 ちゃんと 門の 方へ ま はつ 

1A よ 

て 待って ゐて、 前から 飛びつ かう と 致します。 すると、 かの 女 は 後ろ を 向きます。 小 僭 はまた 前へ ま 

わります から、 また 後ろ を 向きます。 こんな こと を 二三 度して 見せる と、 やがて 領 はさきに 立って 31 
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けて 行く さう です。 僕 も ig び 付き かけられる とその 手 を やる やうに なり ましたが， 僕に は 太抵ー 纩レ付 

きません。 ひどく 叱り付けます から。 

それに * 俊が 手ぬ ぐ ひと 石齡 箱と を 持って 出る 時 • 緣ば なで こちら 見る だけで、 もう、 ついて 少- 

ないやうに な. ました  。が、  マ  ントを 着て 出る と渠は 必らす 庭 を 急いで 出ます。 そして 僕に 先立って 進 

みます。 その 進む 時に も • 順序が あって、 きっと 先づ、 路ば たに 落ちて ゐる物 を 口に 拾って から それ 

を 喰 はへ たま、、 前足 を 二つ 揃へ て、 面白さう に、 ぴ よんく と 跳んで 行きます。 その 喰 はへ る 物が 

本統 に^ちて ゐる 棒切れと か- 繩 などで あれば い、 のです が *  に は * 隣リ の^:: で 出し 忘れて ゐる 

竹 掃 木な どを邀 びます or あれ/ \』 と 云 はれたり、 僕 も 亦 、『こら—』 と 叱り付け ますと • それ を 放 

します が、 今度 はまた お 向 ふの 庭 鳥 を追ッ かけます。 それでも， 近！ 一 に 飼って ゐる驚 鳥 だけ は、 恐れ 

て か、 それとも 兌^れ たの か- 少しも いぢめ ようと はしません。 1.^ はへ る ものがない と， それでも 何 

かして 見せなければ 主人に 濟 まない と 云 ふかの 如く、 門外 を 流れる 溝の 水を飮 んで兑 せま i 

そして、 僕 を 目黑坂 上なる 停車場まで 送って 來 ます。 もとは • 僕と 一緒に そこの 數多ぃ 石,...」 T ん 

り， プラット フォム まで もつ いて 來て、 たまに は 電車の 跡 を 影の 見えなくなる まで 追ッ かけて 來るこ 

とも ありまし たが， この頃で は、 深くても 切符 を 買 ふところ 迄で * 大抵 は 停車 楊の 入り口まで 來 ると、 

けろ りと した 風で 持って行きます。 も， 僕 等に 對 してば かりで なく、 僕の 家へ 來た お客さんなら 


いつも こ. - まで 送ゥて 行きます。 或 時な ど • 音 樂 }^ の 友人 を^り で 送って 行く へ：^ 一 巾で • 餘り はね^い 

た爲 め、 深い I" の 中へ 落ち込み、 僅かに 引き あげられて 助かりました。 

然し 小 い 時、 渠も^；；などと 一 絡に 猪 名 川の 網打ちに 行った ので、 水 は 少しも 恐れないで、 獨 りで で 

も 巾 を ぼち や/ \. 歩いたり、 泳いだり して ゐ たの は 君 も 御 承知の 通りです 。こちら へ來 てから も、 

暑 かつ-, ご F=- は、 よく 家お を 追って 0 黑川を 渡りました。 遠くから * 僕が 何 をして ゐる のかと 見て ゐる 

のに氣 が 付かす • 彼が 何も ゐ ない 川の 中へ 下りて 行く の を 僕 は 1:1^ たこと があります が • 腹の つかる だ 

けの. おみへ 出てから • ぺ ろくと 流れる 水 をな めて ゐ ましたび この 犬 だけ は 恐 水 I おに はなる まいと 思 

つて ゐ るので す。 

この 冬 は 彼に s 初の 冬でした。 去年の 暮 に， 人 問 にも 意外と 思 はれる ほど I 十く 大雪が 降りました。 

その 降り 初めに、 塞 も 暗い ほど 暴った お ほ 穴 一から、 白い物が ひら. くと 至る ところ に^ちて 來 るの を 

て、 小惯は 頻りに^ えて ゐ ました。 が、 段々 增 して 來た 積雪と 寒氣 とに 溜ら なくなつ たと 見え • 寢 

床に M まった ま」 * ぶる く 顔え て どこ へ も 出ませんでした。 却って ちんころ の 方が 『犬の 足跡 梅の 

花』 とか 一: ム つて、 よく 雪の 上 を 面白がって 跳び 歩く ものです。 小^ は 非常な 1、 がりです。 n あたりの 

い V 綠 C 下に^い て あるに も拘ら す、 その 寢 を いつのまにか 外へ 引き出します。 その. 錄く なつ 

て も、 引き入れる こと は 知りません ので、 その^^i^ぃま--に寢てゐます。 

ト  ^.  二  w 五 
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犬の 獨 りで 出歩く 範圍は 意外に 廣 いものです。 僕の 家から 目黑 不動まで は 三 丁ば かりあります。 そ 

の 境 內で小 偕 をた まに 兄 付ける こと を 驚いて ゐ ましたと ころが、 なか/ \- それ どころ ぢゃァ ない ので 

す。 坂 上 を 二十 丁 も. & 中へ 這 入った 町々 の SS 丁 を 小僧が ぶらついて ゐ たの を 兄た 人 もあります。 それ 

に、 よく 不慣れな 道 をた どり 歸 つたと 思 はれる ことがあ .5^ ます。 

例の 不良少年で すね、 あれが】 S 木戶を 明けよう として 逃げた 夜、 その 殘 りの 時？ I を不 励のお 堂 内に 

眠って ゐ たの ださう です。 僕 は、 彼が li りで？ g 棒で もしたら 困ろ し， また 何々 組な ど 云ふ惡 囫體の 仲 

間に 這 入って 惡 いこと を させられる やうに なっても 可哀 さう だと 思った から、 その 前々 口に、 ^察署 

に訴 へ、 見付かり 次第と めて 置いて 貰 ふ手笞 にして ありました。 と 云 ふの はう そ を 云って、 一夜 を 浅 

草 あたりの 交^で 眠らせて 貰った ことがあ ると 白狀 して ゐ たからです。 

ところが、 朝早く-  n 黑 駐在所の 巡査が， IgS を 不動の 境内から つれて 來て 吳れ ましたので • 巡 1^ と 

僕と で懇々 說き聽 かせて、 直ぐ 歸國 させる ことにしました。 それにしても、 俟 にも 現金がなかった の 

で、 僕が 祌 田の 或 書店から 受け取るべき 原稿料のう ちから * 大阪 までの 旅费を 前借りす る 手紙 をつ け 

て追ッ 放しました。 わざと 電車賃 も 渡しませんでした。 それまで にも • 度々 金な しに"  一 E 一  晚も廣 

い 市中 を ぶらつい たのです から。 その代り、 侯の 手紙が 役に立てば、 もう • 歸宅 する 必要 はない から、 

直ぐ 新橋 へ 行って 汽車に 乘れと 命じました。 


『出る前に 小惜 をつな いで 置け』 と 注意し ましたが、 一お は — 故意に でしよう — さう 1® してな かつ 

たのです。 跡で 僕 等が 氣 付いた 時には、 犬 は 影 も 形 も 見えませんでした。 

『飽くまで ふて 腐った 少年 だ』 と 云 ひ 合 ひましても * 跡の 祭りで 仕 やうがなかった のです。 一 方で は、 

少年が汽^5!.に乘れたか、 どうかと 云 ふ 心配が ありました。 他の 一方で は、 小 愤が祌 田の W の S 典ン 中で 

—— 少年 は、 金が K れた ら、 電車で 新橋へ 向った に相逯 ないから —— ぅッ ちゃら かされて、 歩いた こ 

けねん  ノ- 

ともない； y 々を どうして ゐ る だら うと 云 ふ 懸念が ありました 

家 を 午前 十一 時に、 いづれ も 锇を喰 はないで、 出ました。 少年の 方 は- いよ/ \- 歸れる ことに なれ 

ば、 どうと も 自 分で やれる に定 つて ましたが、 小^の 方 は 生です * 幸 ひ、 拾 ひめげ て れる 家で も 

ぁ飞 ばい- -が、 さもな くば 野犬に なって しまうよ り 让 かたがない かも 知れませんでした。 單 純な 田舍 

道なら 知ら や、 込み入った 市中 を 二三 里 も 迷 ひ 込んで は， とても、 歸 つて 來られ る ものと は 思 はれま 

せんでした。 

S された 家族 三人 は、 午後 二三 時 頃まで， いろんな 評議 を しく 致して ゐ ました。 それから、 僕 も 

があって、 ^屮へ 出ました が * 芝 や 銀座 や 丸の 內を 通った 時， 電 班の 窓から 注意して、 小僧に 書 

ひで もしな いかと ながめる こと を 怠りませんでした。 

『あの 太い 書生め • き ッと僕 等に 對 する 復纏 S の爲 めに、 僕 等の 愛犬 を 誘拐して 行った のに 相違ない』 

小  ^  二  S 七 
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と考 へない わけに 行かなかった のです。 そして、 また 金が 受け取れたら、 一度 歸 つて 來て、 それから 

出發 させる やうに 書生 をして 匿かなかった のが、 何と 云っても、 こちらの 落ち度 だと 淺念 がって 兒ま 

した。 

撲は、 行った さきで、 込み入った 話の 爲 めに、 犬の ことな ど は 全く 忘れて しま ひました が- 夜の 1 

時 iaj! 宅す ると * それでも • 幸 ひに 犬は歸 つて ゐ ました。 

『小 倂が歸 つてます よ』 と 妻が 出しぬ けに iS しさうな 報吿 をした ので、 俊 もお のづ から 喜ばない わけ 

に 行かなかった。 妻と ； 緒に 僕 を出迎 へた 下女 は、 また， 少し 明いた 雨戶 のと ころへ 行って 犬の 寢床 

をの ぞいた" 今、 飯 を やった ところで、 いつもの 分量よりも 澤山 やった に拘ら す、 なほ； i 女 求す る やう 

な 風 をす るので、 また 足して やる と、 それ を もがつ がつ つてし まった さう です。 

3  なか へ 

『餘ッ ほどお 腹が減って たので しょうよ。』 

『小^, 歸っ たか』 と、 僕 も そこの 綠が はに しゃがんだ." 

蕖は緣 の 下 を 飛び出し * 片足 を緣 にかけ て しさうな 樣子 をした が、 心配 をし つ けて 來た人 の 

やうに、 その 息づ かひが 烈しく 整って ゐ なかった。 

『餘ッ ぼ ど 苦心して、 たどって 來 たに 相違ない、 さ。』 かう 云った 僕の 心に は is- 京 市中に ある； y 々全體 

0. 少く とも、 その 半數を * あわてふため いてに ほって 歩く 一 匹の 犬の 姿が g: んだ。 


それ は 僕 等の 束お 歸 後 まだ 一 ヶ月 ほどし か經 たなかった 時の ことでした。 その 時から • また 小佾 

は 大きくな りました。 智螯も 付きました。 本年に なって 警察署へ 屆 けました 文面に は、 ；；^類， 洋犬 • 

形狀、 大、 毛 色、 茶锅 色、 ギ齡 明治 四十 五-年 四月 生。 特色と して は • 背中の 毛が 短く 揃って ゐる こと。 

C んむ 

目が 茶色で 鋭い こと。 ふさくした 尾が 天， ：！： きで ある こと。 鼻筋に 少しば かり 白い 毛が 通って、 鼻 さ 

きが 8^ いこと。 ；： t が 垂れて ゐる こと。 胸から 腹 並に 尾の 裏に かけて 白い 毛が ある こと。 足の 爪が すべ 

て黑 いこと。 などと まげました。 且 * この頃で は * 毛色に つやが 出て、 背中の 毛が 縮れて 來 たの は、 

獵 犬の 本性 を はして 來 たの ださう です。 

梁 は 蜂の 集 箱 を^す る こと を おぼえた ばかりで はなく 井戶 端の 物 を 守ります。 こ の 井戸 は 僕の 家と 

隣り の 米 M とで 使 ふこと になって ゐ ます。 畜生の 情けな さに は、 この 區 別が 付かない ので、 何でも 自 

分の 家の 物 だと 思 ひ 込み、 隣り のかみ さんが 大根 柚 を 洗った の を さげて 行かう としても、^ えついて、 

なか/ \ 渡しません。 

それから， 小^ は 子供の 時から、 喰ひ殘 しの 肉 や 骨 をし まって 證 くこと をして ゐ ました。 もう、 澤 

山と 思 ふ 時 は、 今でも 殘 つた 物 をく わへ て 行って、 安全 だと 思 ふところの 土 を 堀って、 そこに 埋めて 

1© きます。 そして 舌で 口 をぬ ぐって 知らない 顔 をして ゐ ますが、 それ を そばで 人で も 犬で も 見て ゐる 

と 怒ります。 隣り の モクが それ を 遠くから 兒てゐ た 時な ど は、 隱 れてゐ て、 小儉が 去った 跡で こッそ 

小  僧  二 四 九 
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り そこへ 行って、 それでも、 モク はお づ くしながら 喰べ てし まひます。 

モク は 片目が 兄えないで 視線が 平均し ないせい か、 それとも まだ 世 憤れない せいか、 大變 物に 恐れ 

ます。 小僧と 一 緖に 僕に 從 つて 來る時 も、 平地の はづれ まで は來 ますが、 停車場の ある 高 臺へか i る 

と、 その 坂 を 向 ふから 下りて 來る 人々 を！ 2- て 逸 ゆます。 それ も ニー 度 はやり 過して からまた あがって 

來 ますが、 再び 人に 逢 ふと、 今^は 一目？ ：5 にかけ 降ります。 そして 坂 下で こちら を 羨まし さう にた 

見 あげて ゐ ます。 小 像 は それ を來 るか •  .i^ るかと 待って ますが、 一向に 來な いので、 ぅッ ちゃら かし 

て 登って 行きます。 

この 13、 梅が —— E 黑は 梅の 晚く のが 他の 郊外より 半 ヶ月 は：：： ャ いさう です III 一  二輪 づ、^ き 出し 

•j ラ ぐ.： > 

ましたので、 蜂 群 は どの 箱の も 日の やうに 出 遊し 出しました。 モク は それ を 兄る： e に 口 を 明いて 

まラと 致します が、 小儈は 恐れて 逃げる やうに、 逃げる やうに と 致します。 と 云 ふの は， 一 度 *  ^箱 

の 前で あばれて ゐた 時、 内から 二三 匹 飛び出して 來て、 鼻 さき をい やと 云 ふ ほど 刺された 經驗が ある 

からです。 その 時の 様子 は 見て ゐた僕 等に 如何にも を かしかった のです。 くしゃみ をしたり、 兩 手で 

鼻の 上 を こすった りして ゐま したが、 跡で 見て やったら、 一 一ヶ所 ふくれあがつ てゐ ました。 

それからと 云 ふ もの、 小 佾は巢 箱の 前 を 通らないで、 いつも 綠の 下を拔 けて B-n の 方へ 行きき す。 

『いや ァぃ、 いや ァぃ、 刺された もの だから』 と、 下女 は 可愛^ を めて！ S を^ かしたり します。 僕 


1 —  I  1 1  I—It  II  i I  K;  .^l,   .  I  I  -I      a 


グ 


ゐる 時な ど、 あたまが 緣の SK に赏 つて、 その 度 毎に こっく 音 を させて ゐ ます。 そして それが 小惜の 

i  ぁひづ  i 

ゐる こと を 知る j つの 合圖 になって ゐ ます。 

近 磁に晝 問 ぼやが あって、 これ は そとに 現 はれす に濟ん でし まひました。 ランプ を 落して 燃え あが 

つたの が、 障子へ 移った くら ゐで 消えた のです。 その また 近處 の籍麥 厘で 一 杯 機嫌に やって ゐた 消防 

夫の 一 人が、 醉 つた まぎれに、 火事と 聽 いて、 その 實際も 確め すに 高い 半 鏡ば しごに 登りまして、 頻 

りに じ やん；， \. 鳴らせて ゐ ました。 下から、 もう、 濟ん だから やめろ と 云っても 一向に IE えませんで 

した。 そこを僕の家の下女が小^^をっれて通りか&りましたが、 小 偕 は 11 これ も 亦 『やめろ』 と 云 

ふやう に — 上 を 向い て^えて ゐ たさう です。 その後 は、 半鐘が 鳴る 皮 に、 渠は どこかと 云 ふ 様子 を 

して^え ます。 

と •Jff ざ. *1 

或 時な ど、 所澤 から 試驗 中の 飛行船が 飛んで^ ました。 そして 巾に 非常な 音 を させて ゐ ました。 

小^ は 頻りに 小首 を倾 げてゐ ましたが、 その 資物を 見る が 早 いか、 上 を 向いて わんく 叫び 出した の 

で、 戶 外に ffi て その 飛行船 を 见てゐ たもの をす ベて 笑 はせ ました。 

畜生 だと m 心って ゐれば こそ、 僕 等 は 犬の ちょ ッ とした 記惊を も、 また 债か の智餘 を も、 何だか 非常 

に 意味が ある やうに 珍ら し がるの でしよう か？ それにしても、 人 11 が とても 及ぶ ことが 出来な い 

小  ^  二 五 1 
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の は、 犬の 鋭敏た £ 六、 S と 本能 的鹿感 でしよう。 犬が il 夜に も 目が える と 云 ふの は • 必ら すし も 視 錫 

だけの 働きと は 云へ ないやう です。 視覺 • 聽覺. ^覺 等が 本能 的に 一 つと なって 開ら ける ので はない 

かと 思 はれます。 前に 云った 米 星の 若い 衆です ね， あれが 如何に 小 傲の かたきであった にした ところ 

が、 二十 ii も 三十 Si も 離れた ところから， 鬧の中 を 透かして 見える わけがない でしよう。 それが、 然 

し 或 夜 * 僕 を 驚かせた ことがあります。 

如何にも 暗い 晚 でした。 僕が 小 憎 を つれて 坂の 上の 郵便箱へ ¥SI を s: しに 行った IT 梁 は 坂の 中腹 

まで 來 ると、 俄かに 下の 方 を 向いて 非常な け は ひで：^ え 出しました。 僕 は先づ これ は 尋常 一 様の； 9_ &: 

ではない と 感づきました。 下の 方に は、 二十^ 餘も 離れて 一 っ提 一?： の 光が 見えた。 人の 歩いて ゐ るに 

して は、 餘 りに 速やかな 進みで 進んで 來て、 突然 坂 下で ちょ ッと 止まった かと 思 ふと *  S ぐ また 上の 

方へ その 火が 動いて 來 ます。 すると • 小 1^ は 一 曆 ひどい 勢 ひで^え ます。 やがて {HI 轉 is- を.！； して 登つ 

わか 

て 來る人 Si であるの が 分った 時、 僕に も 11 まだ 五七閒 はさきのと ころから だが. I 米 31 のぬ か 臭い 

に ほひが したやう に 思 はれました。 と 同時に、 犬の 怠 味 を 僕 も ぎつ ける ことが 出来ました。 そ はま ■ 

で來 たので、 小儉 がその 人に 嚼み 付かう と あせって るの を牝 りながら， 俊 は 云 ひました。 

『君 かいこの 犬の さき を 一 一 十：：： ほど 以前に 怪我 させた と 云 ふの は？』 

『へい』 と， 渠は： 止 直にお づく して 答へ た。 


と， 君 は^ 生 だと 思って、 わざとよ け もしないで 自轉市 一. を 走らせた さう だ。』 

rrf 後 は 注せ. ^ します が- かう 目の かたきに されて は 私 もやり 切れません。』 

『そり ゃァ、 さ うだらう。 さ ー さァ、 行き 給へ』 と 云って、 僕 は 調子 ッ 外れに あせる 犬な 押さへ てゐ 

た 0 

米 M の 若い 衆が 坂の 上へ 達して、 ひらりと また 自轉 車に 乘 つたの を 見てから、 僕 は 小僧 を 手放す と、 

わん/. \- くと っビ けさ まに^えつ --、 その 跡 を追ッ かけて 行った。 

物 tb きな 人が あって、 夜中に よく； a をから かひます ので、 垣根の 中から 向きに なって 吠えます が、 

しま ひに は、 え、！ 面倒 だと 云った やうに、 一 聲 調子 ッぱ づれ の^え 方 をして 引ッ込 みます。 時に よ 

ると • また * 整 もせす、 音 もせす、 ゐ るか ゐ ないか 分らない ことがあります。 俟が 小說の 原稿に 向つ 

て 夜 を 1 1 三時 頃まで 起きて ゐ るの は 珍ら しくありません が、 一 緒に 起きて 隣. M にゐる 十： S に， 问 つて、 

『今夜 は 小 僭が ゐ ないやう だ、 ね』 など. -聲を かけます と、 小佾は 直ぐ 聽 きつけて. 起き あがる ので 

しょう。 あたま を 緣の襄 に當 てる 音が しまして、 それから 蛋 でも かくの か、 ちゃら.， （-' と金の 頸輪の 

こ  >- ろ さび 

鳴る のが！ S えます。 そして それが 聞えない と • 僕 等 は 何だか 心寂しい やうな 镇 になります ， 

そ さう 

この 小^が です *  P. 十 n!g^ 前に- 藥の 一 生 を 殆ど 滅ぼす やうな 粗相 を 致しました。 前に 中し まし 
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た 別な 小僧の 方の 家、 乃ち、， 魚屋の かみさんの おや ぢに嚙 み 付いて、 腿の あたりに 牙 齒の跡 を 二つ 

したので す。 それ も 無理はなかった と 辯 解して やれば やれない こと もありません。 その 前夜、 刺し身 

の 三 皿 入れて 來た おかもち を、 おや ぢが 取りに 夾-て • 勝手口から 出ようと すると ころへ、 小^が 外 か 

ら歸 つて 来たので、 てッ きり 家の 物 をかッ さらって 行く 奴 だと 思 ひ 込んで、 突然：^ え 付きました。 人 

並みの 人間なら、 まだし も、 大した こ ともなく 追つ 拂 つたで しょうが、 おや ぢと云 ふの はよ ぼくの 

足 も 碌に 利かない ぢィ さんで したから、 ひッ くり 返って おかもちの 中の 皿 をぶ ッ毀 すと 同 に、 嚙ま 

れて しまった のです C 

それ は， 然し 僕の 方から 醫者を 賴んで 手當を 施した し • 傷 も 何事もなく 濟ん でし まひました。 とこ 

ろが、 その 魚屋の 小僧が また 人 を嚙ん だと 云って 訴 へられ、 そこの 主人が 呼び出された^、 それ はう 

ちの 犬ではありません、 岩 野さん の 犬が 實は これく でと 答へ たさ ラ です。 で、 僕の 方の も その 筋 か 

しし だん 

ら よこした 獸醫の 診斷を 受けました。 そして 幸 ひに 、『狂犬に あらす』 の 保證は 付いた が、 同時に 『但 

し 注意 を 要す』 の附け 加へ が崇 りと なり、 僕 も 警察署まで 呼び出されましたり 魚屋 は 五十 錢の Si 金に 

R 抗 したと かで- 却って 三圓を 取られた さう です が * 僕 はた 5- 畜犬の 拘束 を 命ぜられた だけでした Q 

しう しんちょう き 

それでも 小儈を 永久 同様に 鎖で つないで 置く の は、 人^に すれば、 終身 懲役と 變 はり はない の だか 

ら、 さう まで 苦め る 罪で もなから うと だけ は 抗議し， 以後 外出させる 時 は 口輪 を はめる ことにして、 


受け ま！： を 認めました。 その^ 後から して、 俟等も 小 偕の 餘 りに 吠え 過ぎる のが 氣 になって ゐ 

小屋の 十 2 があった の を 一 回 ばかりで 買って 來 て， それに 成るべく つないで S くやう にして ゐ たのです 

が •  口輪 を はめられたり、 つながれ たりす るので、 その 5ぱ座 はなに 氣が 荒くな り、 小 M の 入り口な が 

りが り喵み 崩して しま ひました。 

今でも、 知って る 近^の 子供に 梓 を ふり あ ゆられても， 痰ぐ ころりと になって あやまつ てるの を 

兒 ると- まさか、 狂犬に なった と は £ 心 はれません、 それに 口輪が あれば^ まう ッた ッて嘰 めません が、 

どうも、 ^え 付き 方が を かしい やうに も 忍 ふので す。 去年 狂犬が 二 匹 出來、 他の 犬 をまで も 巇んで 狂 

一 きん 

犬に した 歴史が あって • こ の 近虚は 水に 何 かさう した 徵菌 でもる るの ぢゃァ ないかと 云 ふ 評判 も ある 

ので、 僕 等 も 無論 小 愤の狀 態に は 注意して ゐ ます。 

もう、 午前の 三時で、 十 = が 十 一 日に なり ましたが、 昨夜から， 渠は 珍ら しく 一 g^^しなぃで、 寢 

てゐる ぐうです。  — (大正ニ^ニ月)| 
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まさす S 

r 君 等 は 一 體』 と， 政吉 はい やに ひねくれた まなこ を 据えて、 自分の 身に 浦き 立つ 血 をお さへ 切った 

顔で、 皆 をに らんだ、 『おれ を 歡迎會 に かこつけて 呼んで 置いて、 皆で なぶり 物にする 氣 か？』 

r そな いなこと あら へんが， な。』 不思議 さう にだが、 この 家の 主人 小 池 も 怒りに 受けて 答へ た。 

r けれども、 そんなら なぜ 皆で おれ を いぢめ る やうな こと をす るんだ？』 

r 何が いぢめ るん や？』 

、ん そふ 

r でも、 おれの 心持ちにまで 干渉して、 無理に、 わざ/^ おれの 被り物 を 取れなん て、 情けな いこと 

1K はんかて えい やない か？』 

r 窒內 で 帽子 を 取る のん は 當前 や。』 

r 當前 やない！』 斯う， 自分 は 云 ひ 切って しまった。 

r 君 は 妙な 男に なった、 な ァ。』 杉 本と 云 ふの がま だ 常なら ぬ 赤み を 顔に 帶 びて 來て、 『元は そないでも 


なかった やない か —— 二三 年會 はんう ちに • どない したん や、 來る 早々 is- 嘩 をふッ かける なん ぞ？』 

れが iH-^ をふッ かけた？ 酌れ が 妙な 男に なった？ — 君 等 こそ、 てんごう に • 人らん 干涉 をす 

るん やない か？』 

r えら さう に 云 ひた はんな に 杉 本 はます く 負けない 勢 ひ を 見せて、 『東京へ 行て 法律 を 勉強して たか 

て、 そない 友人 を ふみ 付けに して 貰 はんでも えい！』 

ri^ れ がふみ 付けに した？ 誰れ が 友人 を ふみ 付けに した？』 自分の 人 を 瞰む目 も 熱して ゐる やうに 

M へた。 

rH..; 井 はん。』 かう 優しく だか、 別に 遠慮のない で 呼びかけ たの は、 先刻から、 他の 男 連と 一 緒に こ 

の 云 ひ 合 ひ を1!:5< つめて ゐた初 野と 云 ふ 女で ある。 『そない おそろしい 目 せんかて、 ようお まんが、 な。』 

くぢ  ぢょ 

『おそろしい 目な ど はした、 rs もない • さ。』 少し 勢 ひが 挫けて、 ちらと かの 女の 方 を：！ たが、 二三 年 前 

までの こと を 思 ひ 出して、 その 方に 目 をと どめる のが 氣の 毒の やうに もな り、 また 懐かしい やうに も 

思 はれた。 そして 直ぐ また 杉 本に 向 ひ， 訴 へる やうな 聲で、 『君 等が 久し振りの 歡迎會 をして 吳れ ると 

ふ のんで、 僕 は 君 等の 友情に あまへ、 喜んで 出席し たんやない か？』 

r そや さかい』 と • 却って この 方に うち 解ける 様子 も 見えす、 『先づ * 君の 帽子 を 取り 袷へ、 體を缺 く 

やない 力？』 

政吉の 被り物  二 五 九 


泡 鳴 全 築 第 111 卷  二 六 〇 

『こり や 今 云 ふ 通り 帽子 やない ぞ。』 

r あたまに 被って るなら， 帽子 やな いか？』 

『帽子と は 違と る。』 

そう し ょラ 

『無論、 シルクハット や 山 高 幅 子で はない、 さ 11 そない な 茶人 か 宗匠 はんの 被る ゃラな もの！』 

『ぶ ッ』 と， 初 野 はこら へ觳 たと 云 ふ 風で 吹き出した。 これが 攻吉の 胸に は 何よりも W けなく 響いて、 

張り詰めて ゐた氣 が 全く ゆるんで しまった。 そして 樂 しんで 來た 友情 を 語り合へ る もの は、 この 凉し 

ぜんざい 

い S_;M 敷、 I！ 改築した と聽 いただけで、 今 初めて 招 ぜられ たこの 廣ぃ， hi 栽の 見える 席 — に は、 一 

人 もゐな いの だと 云 ふ覺悟 を^め た。 

へ 。くわ 

茶人 か 宗匠 はん！ そんな こと を 云 はれる だけで も、 自分の 何たる 變化 であらう！  は 運 まきな 

し+? ふくわん 

がら、 鋭の 許可 を 得て、 ゃッと 年來の 望み を實 行す る ことができて、 東京に のぽり 司法官になる 目が. 

て R! 本大 g やへ 這 入った。 E 心 ひ 思 はれた 初 野と • こちらから 進んで 手を切つ たの も • 狭い ra 舍で 鋭の 八 

kn 屋の 手傳ひ をして、 自分の 若い 血 を 朽ちて 行かせる のがい やであった からで ある。 

それが もう 直きに 卒業と 云 ふところで、 妙な. S 氣に 種った。 いつも 行く ii£ 屋で 散！ i ん をして 二三 日立 

つてから、 あたまの かゆい ところ を搔 いて ゐ ると、 ぼろぼろと 髮の 毛が 一 時に かたまって 落ちた。 そ 

の拔け 跡へ 指 を やって 見る と、 五 厘 錢大の 禿 ゆがで きて ゐる。 さァ、 大變な ものに 取ッ つかれたの ぢ 


ゃァ ないかと 心；^ して • 置で： も 行き * 藥 塗った。 けれども. 藥も 塗らない 部分から して， ^日の 

やうに 一一ず "けて 行った。 

ぼろり 11 ぼろり 1 さすが は • 秋の 木の葉の 段々 と 枯れ て^ちる やう。 あの 時の 心^さ は、 今 思い 

ひ 出しても • ぞッ とする。 

卒業；^：に^；する若く燃ぇ立っ望みは. その 度、 その 度に， 毛の かたまり となって 拔 けて 行き • 

に 向ける 直： ばし かるべ き^は、 時々 刻々 に、 始 i の 影と 變 じて 机の 上の 小 鏡に きちた。 

いよいよ 丸坊主に なって しまった 跡で もお へた。 ^111分の罪でなぃとしても* 故 IS の 父母、 兄笫， 友 

人 等に どんな 顔が 合 はされ よう？ とうとう、 それが 爲 めに、 ほの 死に目に も會 ひに 歸ら なかった。 

か たこと ノ  ^ 

そして， ^から 片言の やうな 手 S を 皮々 よ こし 

『どうぞ- 兄さん、 歸 つてお くれやす。 毋が 死な はつてから、 お父さんが 困って やはります さかい。』 

などと あった けれども • どうしても 歸る氣 になれ す。 その i^* 學 校へ も 出す、 下-：；^！^のゎパぷ^！にばか 

わと ぢ つて ゐた。 

ふと、 それでも， 歸鄉 する 氣 になった の は、 この f り 物 を 被る こと を 忍 ひ 付いた からで ある。 醫^ 

び やう チ ん 

の 云 ふところに 據れ ば、 あたまの 毛穴と 云 ふ 毛穴が 全く なくなって しまへば、 菌 も-/^ そ，^ でな くな 

つたわけ だから- もう、 このうへ 坊主に なり やう もない し、 家族 や 友人に 倚染 する 恐れ もない と。 そ 

マ；； 〈士 n の 被リ， 3  二 一 
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れを せめても の心賴 みとして 世 問へ は顏 3 し を させて M へよう し、 被り物 を 被って さへ ゐれ ば、 さう 

見ッ ともない こと もなから ラと考 へ た。 

その 被 G 物 を. 今、 友人 ども はわ ざ/^ 取れと 强 ひるので ある。 

『お t が 妙な あたまに なって ゐ るの は、 皆 知って る 害 やない か』 と、 初手 は訴へ て 見たい 氣 でも あつ 

とくと <\ 

た。 東京から 度々 よこした 友人へ の 手紙に は、 明け ッ 放しに この こと を も 語って、 『天 無情、 おれ は 禿 ぼ 

1 ひ 犯された』 とも、 『とうとう 臺灣 坊主のお かみ 削り を 頂戴して、 すッ ころ 坊主に なった ぞ』 とも 云 

つた。 W 水 は、 もう、 これ 以上の 恥ぢ はかきたくなかった。 

むごん  、 r- 

1 座の もの は 皆 氣まづ さう に 無言に なった < 

『ほたら、 おれ は歸 る！』 攻吉は 突然 立ち あがって、 廊下へ 出た。 それ を 後ろから 追ッ かけて 來 たの 

は 初 野で ある， —— 

『どこ へ 行きな はる， 玉 井 はん？』 

『どこも ここ も ある もんか、 镆に はー洛 ちつく 世界が な いんだ。』 

S よ 

『ま ァ、 お 坐わん な はれ』 と， かの 女 はおし 付ける やうに 云った。 

『  』 渠 はふり 11^ つて かの 女に 恨めし さうな 顔 を 向けて ゐ たが、 かの 女の 目が うるみ を帶 びて 來 

たの を 見て、 少し 心が 和らいだ。 


『そない おこらんで もえい やない か、 |!;;の爲めに僕等は^^ってるんゃで。』杉木はかぅ云って、 やや 落 

ち 付いた やうす であった。 

『おこり や へん けれどな ァ 11 』 Ig も 不承不承に ほほ ゑみながら、 氣を 取り K した。 

r 久し振り の^お ないか』 と • この 家の 主人 も渠 をな だめる やうに、 『まァ 平和に 進行したら、 どう 

や？ ほて、 また、 君の 留守に 造り かへ たこの 前栽 もよ く 見て 貰 ひたいの やさ かい、 な ァ。』 

て a 么.?  a 

『僕 もえい 庭鬩 がで けたと おもた けれど —— けれど， なァ  』 

政吉は 昔から 友人の 前 ど 親しみ を 表する 爲 めの しるしで あるかの やう 爲 慣れて ゐた 通り、 自^の 手 

を 持って あたま を搔 かう としたが- 直ぐ 毛の ない のに 氣が 付いて 苦笑に まぎらせた。 そして まだぐ づ 

ぐづ して、 座に 返らう としなかった。 

初 野 も 立った まま * その あり 様 を ぢッと 見て ゐ たが、 

『ま ァ、 お 坐 わり やしな。』 かの 女が 先づ 元の通りに 腰をおろして、 『あんた だけ はよう おまん が、 な 

0 11 かぶり 物 取らん かて、 —— なァ、 小 池 はん。』 

r そや そや • 今晚の^3^?1.|沼田孃の撤1^ま見に皆も同意しまッさ』 と 答へ て • 小 池 も政吉 に. M ひ、 『鬼 も 

角 も * 撤回 發議 者の はたに 坐 わり 給へ 11 てんで 無^係であった 人で もお ま へんが、 な。』 

ぢょ 

r およし やす、 小 池 はん I』 かの は 晴れ ばれと した？ S であった 

政吉の 被り物  一一 六 三 
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『は、 は、 はァ』 と、 默 つて ゐた 仲間が 笑った。 

『闕 係， 無 11 係な ど 云 ふこと はやめて もら を。』 かう 眞 面目 腐って 語りながら、 政 吉は初 野の 後ろお ま 

!c;  ぢょ  し せん 

はって、 小^と 他の 男との 間に 腰をおろした。 そして かの 女が こちら を兒 つめる 視線 を 避ける やうに 

して、 この 隣り の 室まで 明け ッ 放した 十 i;- の 座敷の 床の E1 に 生けて ある 芍藥ゃ • 山水の 掛け 籼ケ- ちょ 

ッと a< てから、 庭の 梳ゑ 込みの 間に 見える 石燈 籠に 目 を 放った。 が >  何となく 自分の^の 筋が^ 球の 

奥の 方へ 引 ッ；. ぼられ てゐ る：： C かした。 でも ッ とうち 解ける のが 義務で あると つて * 主人に， M ひ、 『え 

い 庭が でけ た * なァ 11 凉し いやない か？』 

むと んぢ やく  , , 

『うん、 少し やよう なった だろ。』 小 池 は 得意 さう にに こついて、 『おや ぢは何 一 3^ にも 無. 吸、 着 やった さ 力 

い、 な ァ。』 

ご くら. S らく 

『！^；^のぉゃぢは、 けれど、 なかなか 面. m い 人であった、 さ 11 極 磊落で • な ァ。』 

『あんた、 よう 知って な はったん だッ か』 と』 初 野 は蓝； ッ： めぐに，： i: いて こちらに 話しかけた。 

『そり や 知る も 知らん もない、 さ。』 鎮は その 方 を じろ りと 兒 たが、 それ ッ 切り * また 小 池に、 

『僕 等 は 子供の 時， 一 紛に、 よう あたま を 撫でても ろた やない か？』 

『そや • なァ —— 』 と 答へ た 小 池が 何となく 行き詰ま つてる ゃラす を、 こちら は 一れ ぐ それと" お W づぃ^ 

ので、 


『あたまと 云 や』 と • ゎざと-#5^^しく、「僕がこなぃな病蔬にとッっかれたん§<せたら， ひッ くり 

した だろ に • な ァ。』 

『w を 云 ふても • もう、 死んで しもた もの は あかん。』 

『ほん まに、 なァ、 この 二三 年の 問に、 おはお や ぢを失 ひ、 僕 は 母 を 失うて しもた。』 

『年^り は をっても * 邪 iil になる ばかり やさ かい、 なァ o』 

『そり やそうと • 君の^！^？！-は達^か？』 

『扣變 らす寢 てて、 な ァ。』 

『s?; が 達^ 過ぎ るん やない か？』 

rfiniii な！』 

『；土 井 君。』 杉 木 は 少し- M を乘り 出して、 『僕 も 行きが かり 上 妙な こと を 云 ふて 失敬した が • 跡に 思 ひの 

殘 らん やうに 中し わけし とく 必耍が あると 忍 ふ • 僕 は 皆の 代表者と して s?^ の 怒りに 觸れた んゃ さか 

い。』 

『そない たこと. どうで もえい やない か I 僕が 惡 かった。 あやまる！』 かう 云って、 攻吉は 輕くぁ 

たま を 下 ゆて 兄き たが * 杉 木なん かどうで もい いと 云 ふ 反 賊^が この 家の 主人ば かりの 尊敬に 變 じて、 

小 池が 元の通りに 自分 を あしらって 5. せれる 嬉し さが、 私 かに、 淚 にまでに じみ 出た。 
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『ls; にば かり そない 云 はれても 困り まッ さ。 資は、 この 會の發 起 人 は 小 池！ と 僕で、 沼田 嬉を 初め、 

に赞 成しても ろたん やけれ ど、 fS; が 今回 は 帽子 —— でなければ —— 被り物 を 取らん と 云 ふの がー 

になつ たん ャ。』 

『こり や 僕の 15： 惯 やで。』 

『ま ァ、 聽き 給へ —— 習惯 なら 習^でも えい、 もう、 沼^ 君に 許され たんや さかい。 けれど * なァ、 

初めは、 僕 も 君の 爲 めに 心配 をし たんやで -1 』 

『そり や、 濟 まん • な ァ。』 

『杉 本 111^ は資 際』 と • 小 池が 口 を 添へ て、 『どない しょ 知らん 云 ふて たのん や。』 

『僕 は考 へたで、 君 は 小 池 君が 一家の、 H.; 人に なつてから 初めての 合 =兑 やさ かい、 主人と は 友人の 問 や 

さかい まァ どうで もえい としても、 ここのう ちの 人の 氣を： € うしたら ようない おもて、 な ァ。』 

『では』 と、 政吉 はまた 少し 顔い ろを變 へて、 『僕が 來 なんだら よかった のん や。』 

『そな いなこと あら へん けれど * なァ、 それで 僕 は 小 池 君に 相談して たら、 小 池 fS も 云 ふに は、 婦 

人 も 一 人 来る こと やし、 告の 前で 禮を缺 くやうな ことがあって は、 交際上、 tj?; の將 來の爲 めに ならん 

ちうて、 な ァ。』 

『禮 を缺 くなんて • そない なお 考 へなら —— .3 


r そやけ ど、 なァ —— 』 

r 俊 もた だ それだけの 經過を 述べ て m はくんだ ッせ —— 違 ひの ないやう に。』 

『そや/ \』 と. 小 池 も 皆の 荒び た 感情 を もみ 消す やう に して、 杉 本に、 『もう、 そろく 初めよ か 

い？』 

『それが えい、 な ァ。』 

「僕 も 分った， 分った』 と • 政吉は 固くなって ゐ たから だを强 いて ゆるめた。 けれども、 まだ 氣 にな 

つて 仕方がな いので、 てれ 隱 しに 一 つ 坐 わり 直し、 『お 客に 呼ばれて、 妙な 喧樺 になり かけた の は實以 

つて 僕が 惡 かった。 諸君 も どうぞ 氣を惡 うせん やうに 賴ん ます。』 

『無論 だッ さ』 と、 別な 男が 一 人で 皆 を 代表した やうに 答へ た。 

ん  ぎ やつさん 

『けれど， 何 だて、 被り物 を 家の 屮で 被って る 例 は 仰山 ある ぞ 11 僕 も • 資は、 茶人 や 宗匠のから 思 

ひ 付い たんやけ ど、 な、 西洋の 婦人なん ぞ • あの 大 けい 奴 を 被って、 敎會 にも 這 入って 來 るし、 な、 

芝 なん ぞ でも そのまま やで。』 

『うん、 そり やさう や • な』 と • 杉 本が 受けた。 『例がない こと やない さかい —— 』 

「そない な 話 やめて、 もう、 ご ッっォ にし まほ か？』 初 野 はかう 云って、 杉 本と 幹：^;! しい 顔を兒 合 
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せた。 

19 よ 

攻. f;:i は、 この 時 • 初めて かの 女 を！ S 目ながら ぢッ と： 12- る餘 地が できた。 そしてぁの元とは^^ったゃ 

うに かとた びて さッ ばりした やうな、 また どことなく ベた/ \ したやうな 度で、 現在 は， ^！！！分の代り 

に 誰れ を 捕へ てゐ るの だら うかと 云 ふこと を考へ て、 多少 業が 煮える 咸 ^ じ を おぼえた。 

この 迎會は どこかの 料理 星で、 藝^ を あゆて 景氣 よくやら うと 云 ふこと であった の だが、 初 野が 耶 

ぢょ 

蘇敎 信者 だから そんなと ころへ は 出席 しないと 担んだ。 で， 小 池 はかの 女の 出席 T る のが、 政 吉の爲 

ぢょ い つ 

めに は、 可よりも 『ごッ っォ』 であらう し • まだ 皆が 會 ひたがって るかの 女 を 逸する の は 面お くない 

と 云 ふ考へ もあった ので、 計畫を 改めて、 ここにし たので あると 云 ふこと は、 攻吉も 前 n にき かされ 

て 知って ゐた。 

ぢょ 

さきの i! 係 を 小 池 は  一 f 付よ く 知って ろ， 4:^ めで あらう • こちらと かの 女と Q:^ っケ 成るべく 元の通りで 

あるが 如く 取り扱 ふやう に 努めた。 皆の 膳が 初 野の 乎傳 ひで、 料理に ついて 八 水た 女中 一人と で 運び出 

されてから も、 の 隣り へ 初 野 を 坐 わらせよ うとして、 いやがる の を 無理に 押して 行った が、 かの 

は それ を 外して， 末 ^ の 方へ 逃げた。 そして 小 池の 席から 次ぎへ 杉 本が 並んだ その また 次ぎへ 坐 わ 

つて * 

 『リノに ぶ. -V たッさ n と 云って、 動かない。 止む を 得な ので、 小 池  1^ 杉 本と は I 席 づっ躁 り あがつ 


r 小 池 はんも 人が 惡ぃ』 とむ きになって 責める やうな 顔 をした。 

r  」 その 襟 子を兒 ただけ にで も. 政吉 はま だ 頼 母し い 友人がないでも な いわいと 云 ふやうな 心 

になった。 

酒が， 迥 つて 大分 調子が ついて 來 てから • 義太夫 をうな る もの やら、 やはり を 歌 ふ も 0 やらが あつ 

ヰん ぶ 

た。 風 を 呼ぶ 扇子 を そのまま 使って 扇 舞の E 似 をした もの も ある。 攻吉 も， の 席 を ま はりながら、 

東京で おぼえた 喷 など を 得意に なって 披露した。 

r 沼 出先 生， 一 つ 隱し藝 をとう ぞ』 と 促した ものが ある。 

『わたし • 無藝 大食の 紐だッ さ。』 

『でも、 唱歌なら 歌へ ましょう、 舉 校の 先生 だッ さかい』 と、 合 ひから 一名 頓狂に 叫んだ。 

『そな いなもの、 こない な 席で 歌へ まッ かいな？』 

r こない な 席と はけし からん。』 小 池 は Q 家 をけ なされた と 思った のか， 少し その 不愉快 を、 强 いて、 

ぢょ 

笑 ひに まぎらせながら 立って 行って、 『ま ァ、 こッ ちゃへ おいでやす』 と、 かの， を 後ろから 抱き締め 

とちら が耿 つてる そばへ つれて 來た。 

1  』 その 頃に は、 もゥ、 疾 くに！. M 燈が ついて ゐて、 喑 やみの 中に 光る 靑ぃ 木の 薬 や 草 紫の みづ 
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みづ しい 上から、 如何にも 凉 しい 風が 這 入って 來た。 その 風に 生えぎ はの 長い 後れ毛 を 魔 かせて， ば 

ッ ちりし た^の * 圓 いその 額 を政吉 はちら と 見る と、 以前よりも 肉が 付いて、 一 しほ 女らしい に ほひ 

がする やう だ。 歌って なた 端 唄 を わざと 中途で ぶッ つてし まって、 何氣 なくよ そ ほって、 『お 久しお 

まん、 なァ』 と 云った。 

ぢょ 

「ほん まに、 なァ』 と、 かの 女 もはッ きりした 聲を 出した。 こちらが 待ち S けた ほど 左 ほどに 恥 かし 

さう でもない。 それが 自 分に は 憎らしかった。 

『一 杯 さし 袷へ な。』 小 池が かう 云って、 からの 杯 を 自分に 持たせた の を 取って、 自分 は そのまま 初 野 

に 渡した。 

r  』 初 野 は飮む s;^ 、似 だけして • 酒 を 杯洗に あけてから， 攻吉 にも どした。 

てうし 

小 池 は 銑 子 を この 二人に 順番に 持たせた ので ある。 そして、 

た.^ 

r さァ、 これで 破鏡の 歎が 再び 直った やうな もの や。』 

* ぶ ほ  S よ 

「阿呆らしい！』 かう 叫んで * かの 女 は 席に 立ち返った。 

『僕 も 阿呆らしい、 なァ』 と、 攻吉は 坐 わった まま、 ふと また 自分の 手 を あたまへ 持って行 きかけ たが、 

，ゃラ かた 

€. 途か らおろ して • 膝の 上に 兩手を 描へ、 そこに 力を入れて 兩肩を 張り、 醉 つた ふりに まぎらせた。 

じゃくてん 

崎 ま n't.ilrp  ^1?  ？  b3  .Mo  1,;^ こよ、 化； "CM 1 三芰キ さ. e^rirs と^ jgpB ある あたまと が；^ び も 


友人の！ f にあって 最もう ち 解けた やうす を 貝せ る爲 め、 而も 何 か 物足りない が あるの を 私 かに 呼 

び 招く やうに、 自分 はそッ くりと、 そこに 仰向けに 倒れた が、 その はづ みに 被り物が ゆるく はづれ た。 

で、 クト^いで それ を兩 手で 押さへ て • また 起き直した。 

その 様子が を かしかった の だら う • 皆 は 思 はす、 

「ふ、 ふ、 ふッ』 と 吹き出した。 

r  』 攻吉は それに は 少しも 氣が 付かなかった かの 如き 振り をして、 皆よりも I 足さき に そこ を 

出た。 

一一 

夏の 夜 は • 今 • 人出の 盛りだった。 吳服 橋の 通り は、 猪 名 川へ 凉 みに 行く もの、 行って 来た ものの 

往き來 で、 こんなし みッ たれた 町に も 似合 はす、 ちょ ッと賑 かに 見えた。 見なれ ぬ 若い 衆 ども は、 ど 

うせ 碌な 奴等で は あるまい が、 浴衣が けにう ちわな ど 持って、 得意 さう に 挨拶 を か はしな どして みる。 

道の 左右に は 床几 を 出して 凉んで ゐる女 も 多い。 が、 そこの 娘、 ここの 後家 は 誰れ それ、 なにがし 

わ 持ち物であった がと 云 ふやうた 記憶が 浮んで 來た。 n 前より はまた 一 段と 姿の 数が ふえた なぞと、 
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今し がた、 歡迎會 の 席上で 聽 いたのが、 自分の 故鄕の 不生産的に 遊惰で、 大して 爲すこ ともなく 荒れ 

て 行く 證據 だと 思 はれた。 

f こんなと ころへ、 死んでも • またと 歸 つて 來 るの やなかった。』 

政吉 は， 誰れ か 知り 人に 自分の 顏を 見られな いやう にして、 こそこそと 家路に 急いだ。 

わが 家に 近づく に從ひ • 僅か 四 五町のと ころが、 逍は 段々 とき は 立って 寂しくな り、 明る いのはと 

C ろ どころ の 氷屋の 店 だけ だと 云っても いい。 それが また、 不景氣 にあ かりが 付いて る だけ、 それ だ 

ナ 中の 1 ぎたない のが 目に 立って、 喉の かわき を覺 えて ゐ ながら、 這 入って 見る 氣 になれ な 力った。 

あ を あなした 西瓜 や 胡瓜 や、 大きな 靑唐 がらし ゃ榮ッ 紫に、 水 を かけて 店 さきに 並べて ある その 奥 

へ 飛び込む やうに 這 入って から， 林檎 を 二つ 鷲づ かみに した。 大分 老いぼれた 父の 代理に いつも 店 を 

して ゐる n.^ や、 その そばで 何 かお しゃべり をして ゐた 妹な どが、 ぁッ けに 取られて 兌て ゐる^ を 通つ 

て、 何にも 云 はすば たばた と 二階へ あがった。 

まだ 束 京から 歸 りたて で、 机 もな く、 僅かの 書物の 整理 もで きて ゐ ないだ だ ッ廣ぃ 二階の， 家极裘 

C おした くす ぼった 塾の 上へ、 渠は それ を，： E 分の 望まない 運命 を宣 した かたきで でも あるかの や 5 

にほんま へて、 自分の 取り外した 被り物 をち から 一 杯に 投ゅ つけた。 

被り E は^い ふち も 張り もない ので、 ぐぢ やくと 虔の 上に. S たはった。  .t. 


^^しマ3にぉ传にぉ4^して， 二つ 檎.^ ま * ゥ づけぎ まに. i ぢ つてし まった。 そして 又 下 

り 口から 下 を 向いて、 

『お 杉 • 店の 葡萄酒 を 一本 持て 來 い！』 何だか、 も ッと醉 つて やりたい。 

『まだ 飮 むんだ ッ か？』 妹が かう 云 ひながら、 n ロプ拔 きを 添へ て 持って 來 たが、 いまだに 珍ら しさ 

うに じろ じろ 兄の あたま を 見て ゐる のが 不愉快な ので、 自分 は 返 isg. もせす、 ぎ を J 容ひ おった。 

『下へ 行 とれ、 行 とれ！』 

『ほ、 ほ • ほ』 と 笑った 聲が 下から 聽 えた 頃， 自分 は 場から 口 うつしに ごぶごぶ やって ゐた。 なほ 妹 

の聲で 『おじ ゅッ さんがお こら はった。』 

ぢ うしょく 

『  』 住職 だッて 11 阿呆！ なかなか 醉 ひさう でない ので、 缀 りで 褥を 取って、 蚊屋の 巾に あ 

ふの けにな つた。 暑苦しい のに 追 はれて 心 はまた おの づ から あの 今夜の 明け ッ 放した 座敷へ 返つ ヒ。 

小 池 はこ ちら をよ こ の 方へ 呼んで 云った。 

『君 さへ 緩り を もどす 氣 なら、 僕が 仲に 立って やっても えい ぞ 11 その 方が 君 も 早う 身が 固まって • 

土地の 信用が つき 易から うで、 なァ。 3 

『  』 

『ここ は、 一 つ 早う せんと、 杉 本 もお ぼし 召しが ある やう やさ かい。 ぁなぃな奴に^；^の昔なじみを渡 
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さんかて えい やない か？ き やつ はこの 席へ も 沼田 を 呼びた う 無う たんやし、 おに 强ぅ m つた のん も、 

赏は、 あの 女 を 君に 見られる 不愉快の 報いに 外な らんの や。』  ，や- 

『お 思 召の ある 方へ やって しもたら えい やない か II 僕 は * もう、 未練なん ぞ ないで、 なフ J 

『君が この 上 地に ゐ 付く としても だ ッ か？』 

『勿論、 なァ』 と • この場合， どうしても 云 はすに は ゐられ ないやうな 氣が t た 

如何にも まづ かった 11 如何にも ぁッ けない やう だ。 仲介に 頼むべき もので あつたか 知らん 11 ？ 

でも 11 粲 てられた 身-でありながら * ギ氣で その 棻 てた ものの 歡迎會 に 列席す ると は I こちらの 姿 

を 見て ふき 出した ぞ 11 幹 寧で もない のに 幹事 氣 取りで 杉 本と 並んだ の は、 二人の 仲 を せようと て 

か？ かの 5?^ よのお となび て來 て- さッ ばりした やうな、 あの 樣子 1. 元は、 さう とも 見えなかった が 

11 は、 ひよ ッ とすると、 小 池に だけ 内心 をう ち 明し、 こちらの 心 を 探って 貰った のか？ それにして 

は、 小 池の 云 ひ 分が i 船, ぎた 1. 迷って るの か？ こちらへ も氣が ある やうに 俊し くした し. 杉 本へ 

も 亦 愛嬌 を 送って ゐた i  ち  . 

それでも、 耶蘇の， ぞ たけに、 義理 を 重んじて ねて 11 ？が、 かの 女の 迷 ひの 餘地は • もうまい 11 

歸り途 が 同じ 方向な の は、 あの 二 名ば かりで 11. 今夜に も、 かの 女と あいつの 鱗 係が 附 いてし まった 

—— ： —  — •  > 1. ： 、 、 If  ,ぶt^^l「.^鹿にす^gg 


て今15^^の如く：^合せでぁったと* 而も ほッと 息をついた かも 知れない。 —I 皆と  一^に 玄關 まで 送 

5  >  r  は 》- か 

つて 來 ti7 も • .11:!分はこれを：11?後の<^^=:1:^^だらぅとも忍って、 皆の 見る目 も 憚らす • ぢ ッと兒 あげて 兒 

ぢょ  ： 

た f 多分 *  n  ,3 うるんで ゐた) にも 拘 はらす * かの 女 は 皆と 同じ やうな 様子で、 ただ 世間並みの 『左樣 

なら』 を聽 かせた。 自分 は • 氷で も あびせ かけられた やうに， ぞッ としたの であった。 

r どうせ 恥 を かくなら、 見や 知らす の 他人の 中が えい 11 なんで こない なと こへ 舞 ひも どって 夾- たの 

ん や？』 こればかり を E 、ひひつ めて ゐ るかと 思へば • いつのまにか、 まだ 初 野の 一段と 肉づ いた 顔、 手 

—— など を GI 分の 肌 近く 思 ひ 出して ゐる 

自分が この 地で さきに 敎會に 行き 出した の は * 實は、 初 野の 姿の 出入りす るの を兑 たからで ある。 

金曜 = の iSi 化に *  分との 外に 誰れ も來 なかった 時が 二人の 話しの 初め だ。 . それから 庶 接に 二三 度 

ぢょ 

注き 來 した あゆく が * あの 川 向 ふの —— 溫，： での —— あの 時から 見る と、 かの 女のから だ 付きに も、 

和ら かい 物の I； ムひ 振りに も、 しッ かりした 手 ごた へが 出來 たやう で 1 - あの 男と 手 を 取り合って、 ま 

た を 渡った の ぢゃァ ないか？  酒に ゆるんだ 二人の 口 11 麥 畑の 中 を、 風に お を 吹かれて、 向 ふ 

の 山まで —— 溫泉 11 『あんた， ほん まに 愛して て？』 十八 歳の 町 娘が • いつのまにか， 小擧敎 s の 

檢定 試験 を 受けて、 紫 S ん の行燈 ばか ま を はいて ゐる 1. 色 をと こ然 たる 自分 は， 忽ち， 町役場の 戶籍 

政吉の 彼リ物  二 七 五 
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掛 りに 變 つた 11 

『どうしても， あの 杉 本に は • 渡したくない。』 — 『まさか、 そない 俄かに —— それとも、 ひよ ッと 

—— ？』 

刺戟に 刺戟が 重った 神經の i^J は、 自分の つぶった 目の 視力 を、 どこまでも 見える 底の ない ところ 

へ 運んで 行った。 そして 眠った やうな、 また 眠らなかった やうな 自分の だらけた 疲勞 は、 その sil の 

芋を以 つて， 腹の 上に 丸 まった どてら と共に、 更けて 行く 夜の 寢苦 しさ をし ッ かりと 抱いて ゐ た。 

氺氺氺 

『どうしても 渡したくない！』 この 決心 を以 つて、 翌朝 はね 起きた 時 t. ヽ どろ 壁 格子の 問へ、 かッか 

はんしゃ / 

と 照らす 太陽の、 高い 日足の 流れ が 隣り の 家. 根 か ら 反射して ゐた G 

『お 怖 寸 さんが 朝寢 しゃ はった』 と 云 ふ 妹の 冷 かしに 早速 また 元氣 をう ち碎 かれて しまったが、 け ふ 

は H 躍 日 だと 聽 いたの を 幸 ひ、 被り物の 上に かう もり 傘 を さし かざして、 初 野の 家 を 訪づれ た。 

女に 對 する 昔の 元氣 ゃ意氣 込み は 思 ひ 出に さへ 出なかった。 しほし ほと して、 新 wis のし もた 屋格 

ぶる 

子に 手 を かけた 畔は • ぶるぶると 顫 へた。 

『どなた』 と 云って、 出て 來 たの はかの 女 だ。 『ま ァ、 玉 井 はん、 よんべ は. なァ — 』 fcgft 


『いや これから 一 I 』 

『い 一つ P はなに わたしと こへ 來て艮 れはッ たの？』 

『は ァ。』 

, ひら 

『さう』 と， 嬉し さう に 目 を 見開いて、 『ま ァ、 おあがり やし， な。』 

政吉は 自分の 見お ぼえ が ある 奥の 座敷へ 通された。 四疊 牛の 問で、 直ぐ そと は 板^で 園 はれた 一 坪 

半 ほどの 庭に、 朝顔が 四 五本 女 竹にから まされて ゐ るのに 臨んだ ところ を、 靑ぃ 羅紗で 蔽 はれた 小 机 

が 占めて ねて、 その上に は擧 校の 圖書 印ら しい 物が 張りつ けて ある 古びた 『敎 育學』 や 『淑女 晝報』 が 

載って ゐる。 

『よんべ は、 おもしろ おました、 な ァ。』 

『は ァ、 おもしろがした。』  . 

『あれから" 直ぐお 歸り やして I— 寄り 路 せんと？』 かう 云って、 意味 ありさう に 笑った 0 

にが 

『無論。』 自分 は 苦笑 ひ を以っ て 答 へ た。 

『それでも- なァ、 あんた も 唄が 上手に なった。 柬の 都で たんと お仕込みな はった やろ。』 

『そんな ことで もせん と、 な ァ。』 自分 は燒 けにな つて 來 たの を 察して 吳れと 云 はぬ ばかり。 

政吉の 被り物  二 七 七 
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『どうせ 敎會に は 行き や へん やろ • な ァ？』 

『st たと て、 何も 役に立たん 0J 

『こッ ちゃで も • 牧師が 信者の 後家 はんとく ッ つき や はって、 皆が 駿動 してから は、 なァ、 あまりお 

もしろう ない Q だすつ』 

『然し あんた はまた 奸き なのが でけ ま へんか』 と • 自分 は 僅かに 思 ひ 切って 聲に 出した。 

あほ  f 

『阿呆らしい！』 かの 女.. H. 高い 調子で、 あたり かま はす • 無邪氣 らしく 叫んだ ので、 自分 はまた しょ 

けた 氣： g になった。 そして 當 座の まぎらしに， 机の 書物の 方 を 見て， 

『何 を 御 勉強です？』 

『わたし 等の』 と、 かの 女 も 同じ 方に 向いた が、 『讃 む Q んは、 碌な もの やお ま へん が* な 11 あんた 

め .1 よ，？ ぐわん 

こそ どない おしやした 、「天下の 名 判官」 は？』 

『  』 

ぢょ 

この 破れた 誓 ひ は、 やが. て 又 破れた 望みであった。 かの 女が これ を 蜜の 如く あまい 口から 口に 受け 

た 昔の こと は 忘れた やうに 平氣で 持ち出し たの を、 自分 は 皮肉と も 見た。 あざけり とも 見た。 且 また、 

ぢょ 

こちらに 針す る 勝利の 誇りと も 見た。 そして 隣り の 室から かの 女の 母 11 これ もこ ちらの 仕う ち を 怒 

つてる に途 ひない —— が 何 かこと こと やって る 音 を 聽 くと- なほ 更ら いぢけ てし まって、 かの 女と さ 


か丄 てし まった。 暫らく返^$もできなかった。 

, ^ノ 本と 約束が できた か、 どうかと 云 ふこと を^ 一  に 確め るつ もりであった 0 も、 そんな 勇氣が 出な 

かった。 

あら こ、 をんな„„^^-りこなったかの女を向き合って兄ただけで、 その 家 を 出た 力 

『あんた は 妙に おひねくれ やした、 なァ』 と 云 はれた の を 思 ひ 出して、 道々、 自分の 臺腾 坊主が 恨め 

しくて、 11.^.0 しくて 11 『小 池 はんに ぉ會 ひやしたら、 よろしう』 のこ とづても • 傳 へる 氣 になら な 

いで、 ^^ぐほ分の家へ引ッ歸した。 

あんなに 一 拋きッ ばり 斷 わった の だから- 今更ら 小 池に 仲介 を賴 みたく もない。 よしんば、 仲介 を 

鎖んでも、 たと へ かの 梦. I. まだ 杉 木と 約束して ない にせよ- —け ふ、 かの 女 は 少しも 杉 本の こ 

とに 云 ひ 及ばなかった が- 11 この 變 つた 人 に 14 び 承諾 を與 へる か、 どうか？ まして、 何 をして い 

よいよ 人間ら しく ほから 獨 立す るか、 まだ その 當ても 付いて ゐ ない とも 悶え 出した。 

ミ 

『また § せびに 一 米て おおれ やす』 と 云った 言 築に つけ 込んで、 翌日 も 亦、 よさ さうな 時 を 見計らって，. 

政 士：： の 被リ物  二，^. 3 
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初 野 を 尋ねた。 

『どうせ、 ひま だッ さかい、 な ァ。』 藥 はかう 向 分 を も 胡 魔 化して 招 じられ る ままに あがって 行った。 

ぢょ 

『け ふ は、 ちょ ッと 引けが 涯 かった のだッ さ。』 かの 女 は 半ば 解いた はかまの 紐 を 引きす りながら、 敷 

き 物 を 出して、 『ちょ ッと 失禮』 と引ッ 込んだ。 

『でも、 あんた は 仕事が きまって よろしい。 僕 も、 今度 は • この 土地の 土になる より 壮 方が 無うな つ 

たんや さかい、 早う 何 か 見つけ まッ さ。』 

お 3 か , 

『駄 E! だッせ • こない な 土地』 と、 隣り の窒 から、 『せめて 大阪 へで も 出ん とな ァ。』 

『みたところで、 僕の やうな もの は、 どない せい、 駄 E や。』 

ひくわん >  >  - 

『えらう 悲觀 しゃ はる。』 

ぢょ 

『悲觀 もし まッ さ』 と 云って * かの 女の 母親が 入れ 逮ひ にざる を 持って 出て 行った の を 思 ひ 出し、 安 

心して 特に 哀れ ッ ぼく、 『罪つ くりや さかい、 な ァ。』 

『そり やあんた の 自業自得 や 一 I 杉 本 はん は神戶 へ 行く 云う て や は る。』 

ぢょ 

f  』 ぎッ くり 胸に 來 たが、 目の前に かの 女が ゐな いの を 幸 ひに、 『あの人 はよう 來まッ か、 ここ 

へ？』 

『い いえ、 ちょ ッ とも o』 


『阿呆らしい、 そな いなこと！』 

『へい』 と、 こちら は 舌 をべ ろり 出して 喜んだ。 

そのうちに、 初 野 は 白地の 浴衣 に^かへ て • 薄 化 k までして 出て 來た。 が. 母親が 歸 つて 來た樣 子- 

こうじつ  じゅん 

なので、 自分 はまた 真面目な 話に 返った。 そして 何度でも ここ へ 来られる ロ實を 作る 爲 めに、 準教員 

でもす るから、 口 を 調べて 貰って 吳れ ろと 賴ん だ。 が、 心で は， 杉 本の 跡に 坐 わる 運動 をしょう とき 

めた ので ある。 

直ぐ その 足で 小 池の 家へ 行く と • あがる が 早い か、  . 

『君 はけし からん ぞ』 と 云 はれた。 

『何 がけし からん？ 1 

『實 は、 今 • 杉 本が 歸 つたと こやが、 なァ、 君 はきの ふ も、 け ふ も • あの 女のと こ へ t 仃 てて、 僕 等の 

とこ へ は 挨^に も おん 云、 フて、 あいつが ぶりぶ りお こって たで。』 

『そり や • 僕 も 挨拶に 來 なんだ んは惡 かった、 さ 11 氣 分が 惡 うて、 そない な氣 にな れんの は、 君に 

も 察して 貰 ひたい、 うちの 妹にまで 馬鹿にされ るん やさ かい、 なァ OJ 

r そり や 察しる よ。』 

政吉の 被り物  二 
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『でも • あれのと こへ 行た と 誰れ が 云うた？』 

「杉 本、 さ ！| け ふ も、 あの 前 を 通ったら， 君の 聲 がした 云うて、 真 ッ 赤ぃ氣 になって やって 來 たで 

11 あいつ も 失敬な 奴ち や、 君が 歸 つて 來 たのん を こ はがって、 あの 女と 一 緖 にこの 土地 を述 ゆよう 

としてる で o』 

『矢ッ 張り、 何 か、 なァ』 と、 思 はす 口に 出た が、 それ ッ 切り口 をつ ぐんだ。 そして 政吉 自身の 顔が 

俄かに ほてって ゐ た。 

ちう か レ 

『君 は あないに さッ ばりした こと 云うた けれど、 矢 ッ張リ * 仲介 を賴 みに 來 たんやな いか？ もう、 駄 

目 やで、 きまって て。』 

『そない な賴 みやない。』 かう 答へ たが、 攻吉は 自分の 胸が どぎ まぎす るの を 押さへ 切れなかった。 

『ほたら、 なぜ さう 度々 あそこへ 行く のん や？』 

『實 は、 敎 員の 口が あるかお もて、 行て 見たん や。』 

『あないな へ. ぼ敎 員のと こで 分る もんかい？』 

『ほたら • 君、 世話して 吳 れんか？』 

『世話して やる とも！ 親の 店 を やらん としたら、 何が えい のん や？』 

『實 は、 それで. 轔 みに 來 たんやが- な、 杉 本が 神戶へ 行く 云 ふやない か？ J 


『うん、 話が き ら たら * なァ、 池 田 町の 女王と I 緒に。』 

『その 跡 はどう や？』 ちょ ッと 夢にも 見て ゐ たこと なの-た。 

『うん、 役場 もよ からう —— もう、 ニー 二日で きまる だろ、 あいつ * きいで るから、 な ァ。』 

『顿 むで、 なァ』 と 云って、 こちら は 少し 氣が輕 くな つたが、 1 方で は、 初 野と 杉 本との 閼係を 今夜 

ぢ うに も斷 たせな けり ゃァと • ぢッ として は ゐられ なくなった。 

，一杯 やって 行けと 云 はれた の を 無理に ふり 切って、 再び 初 野のと ころへ 行って 見た が • 母が 出て、 

ぶ あいさう  ぢょ  > 

知らない 人に 對 する やうな 無 愛恕で 、かの 女の 留守 を告 けた。 

家で 夕- 恤を やりながら も， ぐ づぐづ して ゐられ ないやう で —— この 一夜 ぢゥ が， きッと * 初 野 を 取 

るか、 取られる かの 關の山 だと 思 はれた。 

落ち 付き を 失った ままに * また 自. 1 を 出て、 沼田の 家へ 向った。 が • 界び 留守 を 喰 はせられ るの を 

避けて、 後ろの 板壁の 方へ ま はった。 その tffi: 八から • 昔 もよ く 1" いた 經驗が あるので ある。 

『はァ — はッ ちゃん』 などと 合圖 すると * 初 野 は 急いで 身支度 をして、 外へ 出た。 そして こちらの 

か はに し 

付いて行 くの を わざと 知らない 風 をして、 川ぶ ちへ 出で、 あの 假り橋 を 渡って、 川 西の 寂しい お宮の 

森の 1= いかげ で、 二人 は 手 を 握り 合った。  > 

その 人 は今ゐ さう でもない。 

政 士：： の 被り物  \  二八 =1 
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近處 なる 杉 本へ 遊びに 行って るので はない かと、 そこの 家の ま はり を ま はって 25^ たが、 この 友人 も 

すな そくど ほ 

亦ゐ さう でない。 が、 念の 爲め案 內を乞 ひ、 推測 通り を 確め てから、 こないだの 禮 を俾 へて 貰 ふやう 

に 云 ひ 置いて、 そとへ 出た。 

自分 は、 もう、 自分の 行き どころ がない やうな 氣 がした。 が、 ふと 思 ひ 出して， 川西祌 社の 森へ 行 

つて 見た が、 やみに ふくろ ふが 鳴いて ゐ るの が聽ぇ るば かりで、 二人の かけ も 形 も えなかった。 

『ほッ ほッ、 ほッ ほッ、 ほッ ほッ』 と聽 える 聲 に 自分の 昔と 今との 恥辱 を 感じながら、 また 橋 を 渡り 

返して、 初 野の裹 木戶に 立ち どまったり、 杉 本の ま はり を うろつい たりして ゐた。 

よくて う  きんざい  かよ  し 

が、 とうとう 酋 へなかった ので、 政吉は そ， い 翌 朝 はやく、 初 野が 在の 小學 校へ 通って 行く 途中に 

待ち伏せした。 近 みちをす る爲 めに 草 むら や 小 笹の中 をと ほって 來 たので、 自分の 肩から 据 にかけ て、 

露 や 茅の 穗が 一 杯に ついて ゐた。 

ぢょ 

『  』 渠 はかの 女の 道に 立ち塞がって、 眞正. 面から 瞰 みつけて、 『おれ を 病人と 見て 見限った、 な 

！』 

r  』 

『うそ 云うて、 この 土地 を拔 けて 出る 氣 か？』 

『  』  . 


r 杉 本の やうな 人 にだ まされて 行 くんだら う。』 


「おれと 1 生 ほん まの 夫婦に なりな はれ！』 

『  』 初 野 は、 立ち どまった まま、 返事 をし なかった。 何 を 仕出かす かも 知れない と 思って か、 

こちらの 目から 暫 らく かの 女の 目を離さ なかった。 

『返事し な はれ！』 

ぢょ 

『へ —— へんじ 11 今晚 しま ッさ。 それに、 なァ』 と、 かの 女は碎 けて 見せながら、 『敎 員の 口が あり 

まッ せ。』 

『あんた の 跡 だら う —— そない に輕ぃ 尻の 跡なん ぞ御 Kp^ や。』 

ぢょ 

『ま ァ、 來な はれ、 今晚 * なァ 11 』 かう 云って、 かの 女 は 幅 1 問 ばかりの 田舍路 をお づぉづ 動いて、 

じりじりと こちらと 入れ 代った が、 こちらが 別に 手 向 ひ をしょう ともしなかった ので、 そのまま 歩き 

初めた。 そして こちらに そこ を 動くな と 命す る やうに、 後ろ を兑ぃ 見い、 

『どうぞ • —— 今晚、 .— なァ o』 

*v た 

默 つて、 自分 はこれ を 見送って ゐ たが、 小 學女敎 員 の 後ろ姿が 見えなくなる と、 白地の 浴衣に^ 化 

粧の初 野が 自分の 心に 思 ひ 出された。 

政. fH の 被り；^  二八 五 
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その 晚 にも 見す く はね 付けられ たので、 jel ぐ また 人に 託して 熱心の 14 屮を うち 明ける 紙 を 持つ 

て 行かせた が、 それ も 受け付けられなかった。 

その 翌日 * 渠は初 野の 出勤す る擧 校へ *  W から 一 里 半 も 出かけて 行った ところが、 もう^ 喊 したと 

云 はれた ので、 そこの 校長に 會 つて、 かの 女の 事 をさん ざん 毒づ いて やった 11 以前 は 自分と 關 係し 

てゐ たのに、 今回 また 池 田 町役場の 杉 本と くッ ついて 述げ るの だ、 その 問に でも どんな 男が あつたか 

わか 

分らない と 0 

『さう 云 ふ 女に 大切な 敎育を まかせて をった の は、 校長と して わたくしの 不明でした』 と あやまらせ 

みやげ 

たの をい い 土産と して • 自分 は その 歸 りに 小 池 を その 玄關 まで 訪問した。 

いつも 呑氣に 在宅して みる 主人 は * 式臺の はづれ まで 出て. こちらの 得 怠に 吿 けた 報 吿を聽 き、 杉 

本の 惡 くち を も 云った。 

『きの ふ、 あいつ も 役場 を辭 職して ながら、 僕のと こへ は 何とも 云うて 來ん 11 1 言ぐ らゐ 知らせて 

もえい やない か • あとへ 君 を 入れる 都合 も ある のん に、 な ァ？』 

やつ 

11 あいつ ァ あんな 扠 ちゃ —— 卑怯に も、 人の 女 を こッそ り盜み 腐つ て。 J 

1  >  >  ナ. 0 小. る 

『そや そや 11 ほて、 なァ、 僕が 町長に 會 うて 君 を 推接薦 しといたら、 あいつが あとで 直ぐ 茶茶 を 入 

れ たさう やで。』 


『怪しからん， なァ 11 きッ と- あの 會で が 初 野 を 僕の はたへ 押しつけたん を 恨んで るの や。』 

『勿論、 それにき まって る、 さ 11 漠も あないな 奴に 女王 を 渡した うない さかい、 君に 早う 取り返せ 

云 ふたん や。』 

『初 野が 阿呆 や！』 

『そや、 なァ —— 俊 は、 役場の あと 条は、 今 晚にム 1仃 て、 町長 はんに もう 一 遍 頼んで 見る が、 なァ、 

$r あの 女 を どない にで もして あいつから 取り返 してやり 給へ。 他の 土地へ やる に 及ばん 11 なぐさ 

ん でから • また 棄て たかて えい やない か？』 

『そり や、 どうした かて 取り返 ユ — どうした かて * 畜生！』 と、 政 吉は獨 りで 力んで見せた。 そし 

けつ 

て どうしても 自分の 物に ならない とすれば、 一 度で も 二度で も 小 池の 云 ふやう になぐ さんで やれと 诀 

しん 

心した。 

そこへ 丁度 杉 本が 絡の 紋 つ きな ど 着込ん で 門 を 這. 入 つて 來た。 

『や ァ』 と、 小 池 はわけ もな くにこに こし 出した 。『役場 を辭 職した さう やが、 もう、 きまつ たんだ ッ 

か？』 

『資 は、 これから 直ぐ 行 くんだ す。』 

■ 「  』 目の色 を變 へて、 ぢッと 無言で 21^ 守って ゐた政 .f;  口 は、 身 を ふるはせて 小 池の 方 を 見た。 小 
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池が 許すなら、 ここで この 戀が たきを 投 ぐり つけても いいと 思って。 だが、 相手 は 今までの 話し 振り 

に 於け る やうな 惡意 -v 杉 本に 對 して 少しも 持って ゐる とも 見えなかった。 不斷の 通りで、 

一 『ま ァ、 行て 來 へ 11 ほて、 今度の 日曜 あたりに、 ゅッ くりやって 來 給へ。 一 杯お 別れに 飮 まう。 J 

『どない せい， ナ. う 一遍 歸 つて 來ん と. なァ 11 俄か 仕立ての 挨拶で は 君に 濟 まん けれど、 なァ 一 I 』 

『な ァに， さ』 と、 ますます 機嫌 をよ くして、 『早う 顏を 見せて 吳れ さへ すり や、 僕の 方 は 滿足ゃ —— 

例の も 一 緒 か？』 

『うん —— 』 杉 本が どッち 付かす の やうな 返事 をした の は、 こちらに 氣 がね をした 爲め らしかった。 

政吉の 五體は 煮えく り 返って 杉 本 をば かりで なく、 兩方 にいい 加 I- な こと を 云 ふ 小 池 をも投 ぐり たか 

つた。 

杉 本が 行って しまつてから、 小 池 はこ ちらに 向 ひ、 

『おい、 出し 拔 かれた で。』 

げ， i  くわ 

『許す もんか』 と、 政吉は そこの 大きな 玄關も 響き渡る ほどの 聲を舉 げた。 そして、 もう、 すべての 

友人 を 見限って しまった。 

暗くな つたので 電氣の 付き 初めた 場末の 町 を、 政 *1 は 一 目 散に 一 一人の 31 を 追った。 そして 途中 か 

BBaBaf—f— I— — ^ -  J 一一- 垂 II 變 


ら 外れて、 靑々 した 麥 畑の 閱 に隱れ た。 この 時 は 自分ながら I 生の S|g ゲ おぼえた 0  HI 

^もな く、  二人の 乗り込んだ 電車が、 畑の 中の 線路 を 横切って る 小川の 手前まで 來た 時、 突然、 物 

にぶつ かって 脫 4! した。 

政吉が故^2,5に障礙物を線路に置ぃてぁったのでぁる0 その 場 を 逃け たけれ ども • やがて 自分 だと 11- 

ふこと が 分って 警察署へ 連れて行かれた。 そして そこで 渠は 初めて 自分の 被り物 を 命令 的に 引ッ ばが 

れ たので ある。 

— I (大正 二 年 五月) 
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『あ \ 死んで しま はう か 《 — 死んだ 方が まし だ。』 道 雄 はかう 心で 叫んで、 目 をば ッ ちりと 明けた。 

ぜ  てんじ * ク  I 

五燭の 電燈の 光が その かさで さえ 切られて、 目の 向った 1K 井は噌 いか ゆば かりた 

築 e 兄の 所藏 する 澤 山の 書物が * 澤 山の 密柑箱 や 高野豆腐の あき 箱に 這 入って、 假り につみ 重ねら 


れた その 裾の 方 だけ は、 氣 向けに 寢てゐ る 足 もとの 方に あかるく 見える が、 殆ど 全く 勉强 などす る氣 

のない ものに は、 それ も UJ^ 飽きた 又考へ 飽きた 心と からだとの 無限に 高まる 闇の 麓の やう だ。 

なぜ 人間の やうな 物が この 世界に 生れて 來 たの だら う？ なぜ また 生れて 來た 物が 死んで 行く の だ 

らう？ 自分 を ii.: んだ母 は， i くに ゐ ない。 父 もこの 三 四 年 前から あり 世の 人 だ。 ゐ るの は、 ただ 手頓 

bs に すれば 出來 るの は、 兄ば かりで はない か？ その 兄 はいつ も 自分に 向 ひ • 父母の 自分 を 育て- -吳 

れた 育て方が 間遠って ゐ たと 云って * 頻りに 『自主 獨立心 を 起せ、 起せ』 と聽 かして ゐた。 

然し その 獨立 心からで はない か、 自分 も • 自分の 兄の 『背 水の 陣』 だと 云って、 父の 家宅 を 全く 抵 

» に 入れて 北海道へ 特^な、 世間に 尉しても 新ら しい 事-. ぶ を しに 行く のに I 緒に ついて 行った の は？ 


それ IT 然し 失敗に 終った。 が • 自分 は 今でも • 金 さへ あれば、 —— ちょ ッ とした リ ヨウ マチの 爲め 

に 寢てゐ ると * 僅かの 俸給で も氣 がね をして ゐ なければ ならない やうな 安月給 取り は、 何時でも、 や 

めて しまつ て  

渠の橫 の 方に 互 ひ 遠 ひに 寢てゐ る この 家の 少ぃ 下女の いびきが 氣 になって 仕方がない。 いびきば か 

りなら まだし も だが、 規則 通りに • 夜 十 時に 褥 にっき さへ すれば • 直ぐぐ うく 眠って しまって、 何 

か 知らん 寢 ごと を 云 ふ。 ゆ ふべ はう ちの 飼犬 ェ ス のこと を 云って ゐ たが、 今夜 はまた 『おつ 母さん、 

か  ぢょ 

おつ 母さん』 などと 云った。 毎晚 のこと だから * かの 女が 寢返 りする たんびに、 また 何 を 云 ふだら う 

と 云 ふこと が 待 たれる やうに なって、 いよく 眠られない。 外の 窒へ寢 かして はどう だら うと 云 ひた 

いの だが、 問 數の少 い 家 だから、 さう 明ら さまに 兄に も 云 ひ 得ない。 

…：. 兄 はま だ 机に 向って ゐる らしい、 ペン を 走らせる 音が して ゐる。 もう、 二 時 頃 だら うに  

さう だ、 金 さへ あれば …… 然し 兄の 生活 も 氣の棄 だ。 慣れない 事業 をした のが 惡 いと は 云へ * 北海 

ひとな 

道で 失敗して から は、 元の 筆に こ *y 使 はれて、 碌に 人並みの 家に も 住めないで 11 父の 家 は 人に 取ら 

れ —— 手間取り 同樣の 下らない 飜譯 をして * 僅^の 原稿料で 多くの 借金 を爲 しく づ して ゐる。 でも、 な 

ぜ晝間 寄かない の だら う？ 晝間は 殆ど 無駄 同様に 遊んで 暮らし • 夜になる と- 泥棒 か 何 かの やうに 

あくせく かせいで ゐる。 あの 鬼な ど 飼って、 たと へ I 生 懸命に なって ゐて も、 何 ほどの 金が 儲からう？ 
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『お前 も 役場が 駄目に なれば、 これ を 仕 第と して 手 傅へ』 と、 兄 は 云った。 

F 金になる ことなら』 と， 道 雄 は 心で あざ笑って、 おもてに は 反對の 様子 を 見せなかった。 すると 

病氣の 少しい. -時は 運動が てら 綠が はに 出て、 鬼の 世話の 仕方 を 見 おぼえろ と 云 ふ 命令が 下った。 

それが、 だ 11 それが 運動 どころ か、 便所に 行く のが ゃッ とのこと になって しまった ではない か？ 

今では、 寢 たま、 で 11 肺さん の 世話にな るの は氣の 毒で あるし、 又い や だから II 兄から 直接に お 

の 世話まで して 貰って ゐ るので はない か？ 

® 立 など を 云 ふに も 時が あらう —— 熱心に も 事に よらう …… 

『ハゃ * ヒア、 いや だァ 11 う、 うん』 と、 下女が まくら をはづ したら しい。 f 遝 くです る 犬の R# が 途中 

で 半ば il りついた やうに 聽 える。 段々 歳の 暮れ も 近くな つて 行く の だと * 道 雄は考 へながら、 手 や. 股 

の 痛み を 辛抱して かけ iil を 少し 引き あゆた。 …… とん、 と 兄が 煙管 を はたく 苦が する。 

…… 『，- う 一度 やって 見る 氣 はない のか、 な ァ。』 道 雄 はかう 兄に 訴 へたつ もりで 十 勝の 寂しい 一" ^ 

原 を 思 ひ 浮べて ゐた。 

遠く、 遠く 兒 える 山々 の 麓で なければ、 矢張り、 遠い、 遠い 海 かと も见 える 灰色の 雲の あなたに し 

か£分な飲2^:水がなぃとも云へば云へ るだにッ廣ぃ高原！ から プと W 夏の 日光 が^れば、 自分の^ 

子の トハ葦 以外に 何の 蔭 もなかつ たと 云っても い、。 何百 年来 切られた こと もない 槲の まばらな 樹立 


は • 殆ど 限り もな く * 滞の ベた 生えの 中に つ e いてなる が • まばらな 上に いつまで 經 つても あれ 以上 

に は 大きくなら ないかの やうに こじれて るるつ 馬で 碁盤 飛びで も 出来れば、 どの 木の 頂上に もと どき 

さう だ。  . 

そ の^を 幅 十？ i の國 S1 11 と 云へば、 なかく 立派な やう だが  

兄が 戶を 明けた —— 底へ 下りた やう だ 一 ェ スを 叱って ゐる —— 

うるさい、 なァ、 この 眞 夜中に， また 兎の ことか！ 犬に 喰 ひ 殺されで もした 方が • あんな 下らな 

しん はう 

い 仕 15^ を， .  ：•： ：！： だッ け？  また • 下女の 寢ご とか？ …… 宵から 辛抱して ゐた 大便が 催 し をして 

來た。 雨 か 雪 かで はない か 知らん， 外で は 何 かの 音が する。 11 それとも， 風 か、 なァ 11 窓い 夜 

だ！ 

…… こんな やくざな からだ は、 ぃッ そのこと、 死んで しまへば 誰れ にも 厄介 を かけない でい- -のだ 

！ もう、 どうせ 1$ び 立てまい、 こんな tiig 氣に骨 ッぷし を 金し ばりに されて は —— どうせ、 あの 仕事 

を 回復す る 金 もない 11 金 さへ あれば、 兄に やる 氣が なくと も、 {H 分で あの 毛 だ 物の やうに 山、 や M に 働 

く爲吉 夫 と 一 緖 にやって 兒 るのに …… 

兄が うちへ 這 入った やう だ。 もう、 寢る のか、 なァ。 寢る のなら、 その 前に 便 を 取って 貰 はう か 知 

らん？ でも、 度の ことで  
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ひきゃく 

…… 何 だ ッけか •：•： liT た、 馬 だ！ 幅 十 間 も ある 國 道と 云っても、 日に 一回、 昔 流の 飛脚が 通る か 

通らない かで あるから， 草 は茫々 11 1 すぢか 二す ぢの 間道の やうな 道が ついて ゐる。 その 1^ 野の 低 

いま ばらな お まお の 間 を、 兄と 共に 乘 つたこと もない 馬に 乗つ て 行った ッ けが 11 事業に も 向 ふ 見 

すの 兄 は- 何 ごとに も大膽 であった。 子供の 時に 二三 度乘る こと を 父に おそ はって るから 大丈失 だと 

云って、 すん く 馬 を 進めた。 自分 はた かじり 付く やうに して 次ぎの 馬に 乘 つて ゐ たが、 腰が 据は 

らな いので 何度も 落ッ こち さう になった。 

『少し 待って 下さい』 と 云へば、 

『待ッ たって 同じ こと だ、 一 1 一度 は落ッ こちて 見なけ り ゃァ、 おれ だ ッて乘 り 心地が 分らない の だ！』 

かう 云って 少しも 手綱 を ゆるめなかった。 自分 はこの 時 ほど ぴッ たりと、 兄の いつも 口 さへ きけ 

ば 云 ふ 個人主義 •  c; 主 獨 立の 觀 念に 出 食した ことがない。 

お ち 

それに 勵 まされて • 何 iEiii- も訴 へす に 進んだ が、 帶廣 から 1 日路の 間で、 一度 はわれながら 小氣 味よ 

く 落ちた。 また 一度 は 馬の 立て 髪に かじり 付いて ぶらさがった。 それからと 云 ふ もの、 多少、 兄の 云 

0 づ. A サ，) や 

つた 通り * 乗り心地 をお ぼへ たが， 三日路 を 馬上で 原 の 一 部なる 野 塚 原野に 着した 時 は、 尻の 骨が 

痛くて、 痛くて たまらなかった。 湯に 這 入る と、 しゅんで 溜らなかった。  

「兄さん』 と- ^；^！雄はこらへ切れなくなって、 聲を かけた。 すると、 一緒に まだ 起きて ねた かして、 


姉さんの 方が 出て 來た。 

『今夜 も.：^ られ ない の？』 

『ちょ ッと 兄さんに 來て 貰って 下さい。』 

『大便？』 

r え- -0』  . 

むッ つりした 兄 はやって 來て、 道 雄に 便器 を當 て- また 引ッ 込んだ。 道 雄に は、 兄の ますく 亡 

き 父に そッ くりに なって 來た おも かけが 殘 つたが， ますく 父に そッ くりな だけ * 自分と は 殆んど 二 

むかし も 年が 途 つて ゐ るのに 思 ひ 及んで、 電氣の 光に 映しても、 兄の 心 は 解し かねる の だら うと 云 ふ 

あきらめ も 出た —— 必要の ことの 外 は、 何にも 口にしな いやうな 兄 だから。 

0 づ. A かし は ほやし 

どこかえ らい やうな 所 も ある。 また、 何となく 薄情に も 見える。 …… 野 塚の 槲林 では 皆 一緒にな つ 

て澥の 皮を剝 いた。 そして それから 溢 を 取った。 兄の 手まで が^だら けにな つて • 束 京へ 歸 つてまで 

も 竹く それが 取れなかった と 云 ふ。 が、 あの 時で も * あんまり 情が なさ 過ぎる と 皆に かけで は 惡く云 

はれた" ，：： 分 は、 血 を 分けた もの だけに、 それ を聽 かせられる のが 如何にも つらかった が、 兄の 身に 

なって 見れば • 一  生 懸命で あつたの だら うから、 忠告しょう • 忠吿 しょうと 思 ひながら も、 とうとう 

その 機がなかった。 
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おろした ffM 本の 割り 合に 多くの 金を舉 ゆた が、 それに も拘 はらす- sicir 失敗に 終った の は、 兄が 

t, いっこく  じ ゆ ふ  すくな 

餘り j 國も ので あつたと 云 ふ 精神的 原因から， 事業の 統一 が圓満 に 進行し なかった 爲 めだ —— 少 くと 

も、 .Gr 分 はさう 3： 心 ふ。 事業 其の物 は 決して 拙い ものではなかった。 

『君の 兄さん は 此の 事業に よく 似合って るよ， ^いつら で^ を 取る』 —— う ふ  あのお. Hn もがら 

に 似合 はない 警句 を 吐いた ッけ。 そして 不平 を 云 ひながら も • 卞： 人 は 主人 だから ッて * 失^^もろとも 

からだ を 粉に して 働いた。 使用人と して • あんな 便利な 奴等 はまた と あるまい。 

::: 『出た かい？』 ：：： 『まだです』 と * 道 雄 はいきんで ゐた。 .：：. 自分が 遠慮して ゐ ると * 出る 

物まで もい つも 遠慮して なかく 出ない。 ……どうした らい &の だら う、 けない. Mll^ だ！ いっそ 

氣狂 ひに でも、 馬鹿、 白痴に でもな つて、 からだ だけの 自由 は 利け て 吳れた 方が よかった。 ilT^, 毎 

晚* 寢られ ないで、 下女の ぐッ すり 寢 込んで ゐ るいび きゃ寢 ごと を くの も践き /\ してし まった。 


きんさく 

今頃 は、 爲 吉失婦 はどうして ゐる だら う。 兄 は 金策の 爲 めに 帶^ へ 出た 11 1  ゼ谈で 行けな くって、 

札幌へ 出た 11 それから また 柬 京へ 歸 つた。 が • 柬京を 出る そ もく から 無 輝. をして 出た の だから • 

歸 つても い、 ことがあらう 笞 がなかった 。『ふところ 手で W びそ ッ ちへ 行った ところで • こちら までが 

すべ て の 機械 と共にと りこに なりに 行く やうな もの だから、 行かぬ 。そッ ちで どうかして 歸 つて 來 い。』 


かう 云 ふ 無 iiu 任と 云へば 云へ ろ Hr 紙 を 受け取った 時には • もう、 爲吉 夭婦は 仙の 同業-.^ に 使 はれる 約 

束が 出.^ てゐ た。 他の 北 侮 t ぬで 雇った 履 ひ 人 は、 無論， その 以前に 解放した ので • 自分ば かりの^ 分 

を すれば よかった ので あるが、 あの 時の 心細 さッ たら • なかった！ 

一 Si ば.^ り 行った ところに 小學 校が ある。 そこへ は 一 一里 も 三 里 もさき から 通って 來る 生徒が 五六 十 

-  わか 

名 ある。 そこに 敎 員の 口が あるか も 知れない と 云って、 かけ 合って 吳れ たもの が ある。 その， お f::^ も 分 

ね ゆき 

らな いうちに 雪が 降り出した。 一 日 置きに 二三 回 降った が • それから、 もう • 翌春まで 解けない 寢霍 

だと 云 ふこと になった。 

電報で 歸る 旅費 を 兄に 請求して 1 それ も 兄の 出來 かねた 爲 めか 隨分 長く かかって 送って 來 たの を 

以 つて、 自分 も 兄の Si! を 色の 手 をした ま&、 追った ので ある。 馬に はもう 多少 慣れて はゐ たが， 來 

た4^ホとは違って. 馬上 を つれ もない 一人旅であった。 あの 時 は • 束 京 もなかった。 兄 もなかった。 あ 

るの は、 ただ、 四 足が さくく と 踏む 雪の 音 を：： すくの がれたい 心ば かりであった ぢゃァ ないか？ 然 

しまた あの 槲の 疎林 は 名殘り 惜しくなかった でもなかった。 

…… 『まだ かい？』 

『兄の せッ かちに も 困る、 な ァ。』 かう 心で 語って、 道 雄 は 『もう、 ょラ 御座います』 と 云 はなければ 

ならない やうに なった 11 まだ 氣 持ち は惡 いやうな の だけれ ども。 
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『さッ き • 犬が どうしたん です？』 

『なァ に』 と， ：a_- 頓着に 『また 兎にから かって ゐ たの、 さ —— 餘り びっくりさせる と、 鬼と 云 ふ 奴 は 

40  くし  <  ク 

いじけ 死に をす る もの だから、 ね 1. 氣の 弱い 奴 は、 畜生で も 駄目 だ。』 

道 雄 はい やな 額 をした。 そしてお 前 も その 白い 動物の やうに いじけ 死に をす るなら しろよ と 云 ふ 意 

げんち ゥ 

味が、 兄の いつもの 寸鐵 的敎訓 として その 言 中に 這 入って ゐ るので はない かと 云ふ觀 念が-; S 切った。 

が、 なほ 兄に 何 か 物 を 云 はないで はすまない 氣 がして 11 渠の 直接な 感謝 を 表する やうな 言 梨 は • 喉 

もとまで は 迫って 來て も、 どうも、 わざとら しい やうで、 その わさと らしい の をい つも 兄 は 排斥して 

來 たの を 知って るから、 口に 出し切れない 11 

『ぢ ゃァ、 犬の 方を棄 てたら いいでしょう。』 

『さう も 行かん- さ、 飼 ひ 馴れて 見る と。』 

これ 以上の 問答 は出來 なかった。 そして あんなに 畜生な ど を 可愛がる のなら、 も ッと弟 を 大切に し 

て 吳れて もよ からう にと 思った。 

…… 『よく、 世 ii では、 人の 妻 や 兄弟の 妻 を H 分の 妻の やうに こき使 はう とする ものが あるが • お 

れの 家で は、 そんな こと はさせ ない。 おれの 家 はまた 妻の 家 だから、 そのつ もりで やって 吳れ』 と は 

ここへ ころけ 込んだ そ も/ \ に 申し渡され たこと だ。 


ね 》~ 

その 時 は^ 雄 もま だ この 病氣に 慣れて ゐ なかった。 自分の ただ じれて ゐた ところから 姉さんの 仕う 

ち を まどろ ッ こしい と 思 ふ 結 Mr よく 下女に 手 ひどく 當 つた。 

r お 蔦が 泣いて ますから * 餘 りつけ く 云 ふこと はよ して 下さいよ』 と * 姉さん は 和ら かい 調子で 告 

けた。 

r お前 はこ この 主人 ぢゃァ ないから』 と， 兄 はまた 強い 言葉であった、 『下女 を 叱る 權利 はない 11 た 

ださへ 下女の 拂 底して ゐる この頃、 もし 出て 行く と 云ったら、 どうす る？ お前 は その代り にや ァな 

れ まい！』 

『へい 11 』 と、 その 場 は それで 濟ん でし まった が、 その後 病氣は 1 1^ 重くな つて、 全く 床の 中 を 出ら 

らうば 

れ なくなった。 そして 兄 夫婦 は 看護婦が はりに 一 人の 老婆 を 雇って くれたが、 どうも 14 が 遠くて、 夜 

中に 呼び 起しても 聽 えなかったり、 何だかき たなら しい 氣 がしたり して 面白くな いのが 元で、 それ を 

ゐられ ないやう にして しまった。 

自分の 惡 いので ある こと は 重々 承知して ゐ るが、 それが 必ら すし も 兄の 攻擊 する やうに、 『父に あま 

やかされて 育った』 結呆 ばかりと は 云へ まい 11 そり ゃァ、 兄 は 1 1 十歲 前後から 父の 世話になら すに 

IB 立で やって 來た —— 自分の からだ も 精神 も 兄 ほどに はし ッ かりして ゐ ない 上に、 今回の やうな 甞て 

望み も 承知 もしない 病 ひに 取りつ かれて ゐ るので はない か？ 病 ひが 云 はせ、 病 ひがさせる こと は， 
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少し 大目に見て 吳れて もよ からう 0 

が、 兄の 主義から 云へば、 そんな 弱い 氣を 起す の も 無責任の I 部 だ。 一 I ああ、 自分 は 畜生よりも 

可愛がられて ゐ ない のか？ そして 自分の 現在 は、 兄の 目に は、 下女 代りに も價 へし ない の であ 

31 …… 

r ありがたう。』 道 雄 はかう 云って 11 僅かに 口へ 出た の だが 11 今 * 自分の 跡始末 をして CJ^ れた物 を 

大きく 新開 紙に つ &んで 立ち あがった 兄の 顔 を、 電燈 のか ゆに 見た 時- 如何にも 面倒臭 さう で • また 

如何にもと ッ つき 場がない やうであった。 —— 父が よく 第二の 母 を叱リ つけて ゐた 顔！ 癎.； g の £i に 

さ ことなく 威厳が 満ちて ゐた。 勿體 ないやう で —— 自分 さへ いち-な こと を 兄に して 貰 ふに つけても、 

との 半身 不隨 がつ らく ッて、 つらく ッて。 

…… 竹 を 一の 母と 云へば …… 分 は 今な ほ 兄に 手 賴る外 はない と 思って ゐ たが * こんな 自分の やうな 

人間に も、 手賴 つて ゐる ものが あった。 が， その 母 は 父の 死後 逃け る やうに して M へ歸 つた。 兄の 氣 

廉に合 はな いのも 一 つの 原因であった らうが • 母の 方で も 兄の 先妻 11 一年 前に 去られた 1! のこと 

では *  、水 年^ 分 意地の 惡 いこと をして ゐ たやう だから、 今 M ら、 父 を 離れて は • 化の 改 たまった 家に 

ねる 顔がなかった の だら う。 

、：. ... それにしても、 あれが 今 ゐれば • .：： 分つ ^護 ぐらな は 充分す る ものが あって よかつ ただら う 


に、 なァ ：：：： 

兄が また やって 來た。 

r もう • おれ も寢 るが、 ね、 今夜 は隨分 I、 いから • その上に 風で も 引かない やうに しなよ。』 

「ええ 11 』 m 雄 は * もう 淚を 浮べて ゐた。 そして 兄の 引ッ 込む 姿 を追ッ かける やうに、 あたま を 枕 

から あけて、 『もう • 北海道の 方 はしない のです か！』 

『する も、 しない もない、 さ、 こんなに 失敗して ゐ ちゃ ァ o』 

ねえ 

その 失 败の狀 ^は * もラ， 丁- M 丸 一 年 以前から 11 さきの 姉さんが 去って から ill のこと だ！ 失 

敗 をい いし ほに して、 兄 は 多年 嫌って た 妻 を 出した。 あれた 出す 爲 めに は、 兄 も いろんな 馬鹿な 眞似 

をした —— なけ 無しの 金で 藝者を 〈け 出したり、 妾 を 置いたり —— そんな、 一と をす る 手 ii で疾 くにさ 

きの 姊 さん を 追 ひ 出せば わけ もなかつ たのに、 —— 兄 は 女 だけに は 弱い の だ。 

CI 分 を：： ルろ。 三ハ牛 約束して ゐた あれ を、 とても 喰へ る やうになる 見込みが 付かない から、 斷然こ 

とわって しまった ぢゃァ ないか？ それ も 北：^? にゐる 問に、 手 を まわして、 束 京へ 手^ を やって だ。 

女 や 家の こと を 全く 忘れて、 今一 度 兄の isw 業 を 回復 させて やりたい と 思った からで ある。 

…… 十 勝の * ぬ 野に は、 もう、 去年の 寢 雪が 再び 舞 ひも どって ゐる だら う ：…… 爲吉 .：：：. 爲吉 夫婦 ……： 

澥 の 棘 林 ：：：： 灰色の 空に 對 して 眞ッ 白の 地上！ ：：… 三尺 も 雪の りついた 上 を， 焚き 木 を 拾って、 あ 
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で も、 兄 は 氣逯ひ だ 11 精神的 氣遨 ひ だ —— あたり かま はすの 個人主義 だ。 

そッ ちが そッ ちなら、 こッち はこ ッ ちで 自分 身づ から を虚 分す るより 让 方がない。 どうせ、 外.？ 5^ の 

樂 など 飮ん でゐ たって 直り さう でもない。 自分 は 自分の 精神で この 病氣を 直す か？ それとも， この 

-1 氣に たのんで 华く 殺して 貰 ふか？ 肺-;^ を藥 も用ゐ ないで 自分自身の からだと 精祌 との 持ち やうで 

直した と 云 ふ 兄と は、 この 自分 はどうせ 比べ物にならない。 兄から 氣が 弱い、 意氣 地がない と 云 はれ 

るの は、 どうせ. む を 得ない 持ち前 だ。 

兄 は あの 業の 失敗で やう やく 精神が 蘇み 返った と 云って るが、 この 自分 は あの 事業の 爲め * あの 

兄の 爲 めに • 十 勝で 死んだ ものと 思へば い i — I たと へ 一時の 腰かけ だッ て、 村役場の 役員なん か、 

何も 逸んで やって ゐ たく はない。 

自分の 1:^ 針が 問 逸って ゐ たの だ。 父の 生きて ゐた 時に、 素 度に あの 學校を 出て a けばよ かった の だ 0 

あの 女と 一 緖に家 を 持ちたかった ばかりに、 もう 一 年と 云 ふところで 返舉 してし まった。 舉 校の 關係 

者 等 は それが 爲 めに 世話 もして くれないし • 兄に はまた； 鹿に される の も り 前 かも 知れない。 

『どうせお 前 は勉强 しないから、 行く つもりなら、 おれと 一緒に 行って、 厘 ひ 人 同樣に 働いても い- - 

—— S ひ 人同漾 として だよ" 弟と してで はない ぞ』 と、 わざく、 北海道へ ぉ發の 間ぎ はに も 念 を 押 


兄 はいつ も、 かう 云 ふ 風に、 兄 CI 身に 對 して は ：！： となく 氣高ぃ 考へを 持って ゐ て- たと へ 兄弟に さ 

へ 一歩 も假借 しないの た 0 だから、 この 自分 は その 兄の 失敗に 對 して 殉死した と 忍へば- まだし もこ 

の やくざな からだの 名義 は 立た う。 この 病 氣だッ て、 去年 十 勝の 雰に その 用意 もな く 出あった 時の み 

やゆ かも 知れない。 

これで も 何 か 八；' 一度 事業 をして 見たい 考へ はありながら、 金がない ばかり か、 この ざまで 寢てゐ る 

f 兄の 思 ふやうな、 容 P 力な ことで はない。 每晚、 氣が 立って、 眠られな いのも 大抵な ことで はな 

.so 

『ああ、 ，s に 死ねない もの か • なァ』 と * 道 雄 は 笳む兩 腕を兩 のわき 腹に 押さへ 付けた。 そして 自分 

が 死ねば、 その 靈 魂なる もの は 北； g 道へ 行 くだらう か、 それとも 兄の もとにと どまる だら うかと 考へ 

て 見た。 

. I C 大正 二 年 五月) —— 
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が I た 出てから、 十三！ t にさし か- - つた 時 は、 暑い 太陽の 餘勢 がま だか ッ かと 岩角に 反^して、 そ 

ち >>M も 

の 光の 中 をお ほきた. 11^. &が 一 一三 匹 ぶん/ \- 云って 飛んで ゐ たと 記憶して ゐる。 

へ いたん 

觴吉. か m 心 ひ 出す の は、 それから のこと だ。 この 暴 さに、 如何に 新道が ギ坦 だと 云っても * お ほきな 

服の 荷 を脊， 氣 つて、 一 E 土 半 も 二 里 も 遠 ま はり をしたくない。 どうせ， 初めて 通る の は どちらも 同じ 

こと だからと 思って、 藿 道の 方に 登って 行った。 

まれに らしい が、 人の 足が 當 つた 跡が ついて ゐ るのに 安心して、 すん く 進んで 行った の だが、 ど 

こまで 一 ho て も 山 や 谷ば かりで、 目 ざす へ は 降りられ さう でない。 

一里ば かり を引ッ 返して 2^ たが、 それが また 今し がた 通った ではなかった。 足が 勞れ て來 るし、 

腹 ま %っ たし —— そこいらに あった 岩の 上に， 靑中 荷 をつ けた. *t 胺を おろし. 顔 や 胸の ほ を ふき 

かたはし 

ふき • 暫く 氣を 落ちつけ て考 へて は たが、 あたりに は、 もう • 迸 案內の 片端に もなら うと 云 ふ 蜂 I 

K もゐ たい。 長い H が れ か- - つて ゐる。 


『かう して は ゐられ ない』 と 立ち あがる と， 意地の 悪い ことに は， 不斷 なら， 少し は 辛抱 も 出来る 

の蟲： ぐに も を 喰 はせ ろと 騒ぎ 出す。 

、いこ 落ち きが 無くなって 來た と共に， 疲れの 爲 めに 氣 はぼう ッ となって 來て、 それが うす 喑ぃタ 

慕と 區§ ^がっかない 股の 前に は， 1,^ の やうに なって ゐた赤 蜂の 姿が た .^s^ ッ黑に 浮ぶ。 

『あいつが <f マと なって は 憎い iir た I おれ を こんなと ころへ 迷 ひ 込まし ゃァ がった！』 かう 考 へな 

がら、 渠 はまた 別な 道 をた どつ て いった。 

腹の 蟲は 遠慮なく ぐう/ \f ぶので、 途中で ぶ S か 何 かがり もしない 湧き水 を 度々 飲まして やった。 

やがて 眞ッ 暗な ほど 夜の 氣を かぶった 山 あ ひ を 通りぬ ける 時 向 ふの 高い ところに あかりが 一 つ 見え 

た。 

『もう、 占めた』 と、 そこ を 目 ざして 登って 行った が、 木 樵の ゐる やうな 藁 萆 き 小屋 だ。 然し 安心し 

た，^】 いかが ッ かりし c、 そこの がらんと した 土間 さきの 敷居 を またぐ のが 人の 足 を 持ち上げて やる や 

うであった。 

奥の なで は、 壁 ひとへ 隔て- -、 じうく 云 はせ て 魚を燒 いて ゐる らしい、 鱔か 鰯な どの 燒け てる 

やうな に ほひが する ので 藤吉の 腹の 中 は 直ぐ その 方に 吸 ひ 込まれて 行く。 

r 誰れ だかい』 と、 險 相な 誰何 をした の は、 男の 濁った 聲だ。 
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上に 古い 竹の s".^ にお ほ 鍋が か、 つて、 蓋が 取れて るので 見える が、 野菜と 共に 所謂 猪ら しい 肉が く 

たくた 云って る。 鍋の 下 あたりに は、 また、 その 肉の 切れ を 長い 竹ぐ しに さして 火の 上へ 傾けて、 幾 

本 もタ、 きさして ある。 じうく 云って 汕づ よいに ほひ を 立て . -ゐ るの は それであった 

•  メ  / ビ  に ちつ 

おや ぢは 土間から 突き 當 りの 座に 腰かけて ゐ るので、 藤吉は その 右の か はにかけ た。 煮物と 燒き S 

とのけ むりが 凉 しい 夜風に あ ふられて、 }t 苦の 葬 さき を かすめる ので ある。 渠は 汗の 引く に從 つて 

いよく 腹の {4! しいの を 感じた。 

ぉゃぢは茶碗に8^った酒を 一 息に ぐ ッと喉 を 鳴らして 飮み 乾し、 その 明き を藤吉 にさし 出して 

ペ^の 

『ま ァ、 一 杯飮ん だが い-"。』 

『ありがたう。』 受けて、 どぶろく をつ いで 貰った が、 それ を 遠慮して ちょ ツと I  口 喉へ 通す と、 自分 

もお ゃぢの やうに ぐびり と 喉が， つた。 

『お前 さま- 猪 を.^ つた ことがあん めいが — ？』 

『いえ I まだ 11 』 かう しながら • 藤吉 はお や ぢの顔 を 避ける やうに して 見た C その 時 は、 旣 

に、 手の 茶碗 を どうしてい V かと 云 ふ 風に そ ッと脇 へ^いた あとだ 。そして ふと 心に 浮んで 來 たの は、 

見す 知らす の 旅人 を どうして かう 歡迎 する の だら う？ ひよ ッ とすると、 よく 昔ば なしに ある 通 リ. 

、を^ こ醉 はして 置いて、 ^すつ もりな ので はなから うか？ と 云 ふの は、 今し がた この i 豸ハ這 人つ 


ら である。 色 は 割合に 白い が、 <w 張った 顔の 額に は、 じみた 深い 皴が澤 山 寄った， その t.- からい や 

に 笑 ひ をつ くろ ひながら じ ッと見 あけた 眼の 光 は • 下 まぶたの il れて 赤い のに 映 じて 燃えて ゐる やう 

だ 0 

『たすけに、 さァ』 と、 おや ぢは 然し 案外 心 S きのない 調子で、 

『喰って 見なせい 11 うめい が。』 

『は、 ありがたう I— 』 

『喰って 見さ ッ せい。』 

『は 11 』 

『遠慮し ねいで、 さ ァ！』 

このせ ッ かちに 押しつける やうな 親切 か强迫 かに は、 藤 吉は手 を 出さない では 濟 まされない 氣 がし 

た。 

『ぢゃ ァ* 一  っ顶戴 致し ま』 J  大 相うまい の は、 人の 話に 聽 いて をり ますが』 と 云 ひながら、 竹の 

I： 筒の 巾の す- - けた 箬 を 取って • お づ./ \- 鍋の 中の を 一 切れ はさみ 上け、 手の平に 受けてから それ を 

口に 入れる。 

胚の肉  三 1 
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おや ぢ はじ ッと 見つめて ゐ たが、 微笑 を 漏らして、 

『どう だかい —— うめい が、 うめい が？』 

『なるほど』 と * 腹の 蟲が ぐう，/ \ 云 ふの を 中止させる のが 惜しい やうな 氣 になって、 口 を もぐ/ \ 

させながら 、『結構です、 なァ  3 こ./ \ して、 油ッ こいと ころな ど は。』 

『油の 乘り時 だんが 11 もッ と^って くれや、 燒 いたん も、 さ ァ。』 

『どうも、 迷 ひ 子に なって 來 まして、 飛んだ 御馳走になります、 な ァ。』 

『ま ァ、 たんと 喰って くれや 11 おれ は， もう、 十分 だんが。』 

『ls みません、 なァ』 と、 藤吉が  一 ^^^の中から取りぁげ、 燒 いた 肉 を 左り の 指さき で拔き 取り、 そ 

れを 口に 入れて 嚼み味 はった 時 * 煮た の も 少しす ッば 味が あつたが、 燒 いたの も 矢張り さう だと 思つ 

た。 そして それが 猪に 持ち前の 味 だら うと 見た ので ある。 そして 又渠 のす き 腹は渠 にも ッと大 膽に喰 

へ よと 催促した。 

おや ぢは 別な 茶碗で 洒 をが ぶく やりながら、 籐吉の 蓮び、 口の 動き を じろ  <  と！ 2^ てゐ るの だが、 

藤宙は 世 問ば なしに まぎらせて 腹の 饌ゑを 癒して ゐた。 

f かげ ふ 

『あなた はこの 山中で 何 を稼樂 にして をら れ ます？』 

『おれ は 無職 業 だんが。』 


も * お 菊り では — 』 

雙 をと IJ 

r かか ァが 炭燒 きをして ゐ たんだが、 間男 をして、 ゆ ふべ、 逃け て 行き ゃァ がつ ただすけに， さァ 

11 』 

『それ はまた I 』 

『ま ァ- 聽 いて 兄 さッ せい。』 おや ぢは 少しも つれ 舌に なって、 

『il お をした がァ に、 おれ を こんげ な處へ 置き去り にして、 さァ。 あすから • どうして 飯 を 喰へ と 云 

ふんだ かい？』 

と 云 はれて、 藤吉は 今更ら 分の 意地ぎ たな さ を おぼえて 持ちつ e けて ゐた箸 を 下に 置いた。 そ 

して 舌 を 1： ぢ さう に油ッ こくな つた 口 を、 飮 みさし の 酒に ひたしてから * 押しぬ ぐった。 

『どうも 御馳走 さまでした。』 

『うめい が I. もッと 喰って くれや』 と 云って、 おや ぢ はまた 酒 を もつ いで 5^{れ た。 

けつ-一う  b  *n 

『いえ、 1 もう、 結構です o』 藤吉は 喉が かはくの を感 する ので、 おもて 向き は あたま を 下げて 辭退 

i をと こ 

しながら も、 も ッと飮 みたかつ たので ある。 それ を まきら せる やうに して、 『ii 男と は —— まァ —— ね 

免 —— 』 

-A し. H ざき  ご せん 

『ま ァ、 聽 いて くれや、 おれ は 柏 崎の もの だんが、 五泉に： んでゐ たんで 11 五泉 は 住みい いわや j 

腔の 肉  三 1 七 
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こん ゆな 處へ來 うすと 云 ふつ もりや ァ なかった がァ に —— 0 炭燒 きで 暮 しが 付く 見込みが 付き ゃァ、 

,舍 だけ 送って K つてよ， おれ はもとの 五.：： でのら くら 遊んで ゐ らァ。 11 かか ァは 盆に 1^ 歸 つて 

ま だれ  もい C? ん でんめい 

來 りゃァ いい。 越後 は 女が 傲いて 口  1、 れ るお すけに * 毎年、 盆 前に ゃァ、 十一 の 新道から 荒 川筋に か 

けて、 さァ、 お前 さま • かか 丁の 炭燒 きど もが ぞろく 行列して s4 つて 行く だんが。』 

『そんなに 賬 やかです か、 な ァ？』 

『だすけ に、 さァ、 みな 亭主に 抱かれに 行く だんが。』 

『は、 は、 は ァ！』 藤 杏 は 愛 相 笑 ひ をして 見せた。 

『それ を、 お前 ッた』 と • おや ぢは 赤い 限 を ぎら 付かせながら、 

『こん ゆな 山奥へ 呼んで 置き ゃァ がって • さァ —— おれ はどうす る こと も 出來無 いわや。』 

『さぞお 闲 りでしょう • な。』 

『おれ は 炭 燒きゃ ァ出來 ねい 11 かか ァの 手俾 へぐ れゐ やって たんだが、 ひとりで 炭ァ燒 けね い。 お 

れは かか ァに^ げられ て 心ァ燒 けよう が • さァ、 炭ァ燒 けね いんだす けに。』 

藤吉 は、 男と 女との 仕事が 丸で 顚 倒して ねる おへが を かしい ので、 吹き出し たくな つたの だが、 や 

れをロ 中で 抑へ てし まう 爲 めに また 酒の 茶碗 を 取り あけ、 口へ 持って行った。 すると •  口の 中へ 這 

人った 酒が 笑 ひと 共に 吹き出されて しまった。 


『まァ * ゅッ くり 飲んで くれや • おれの 話し ゃァ 長いんだ すけに、 さ ァ。』 

『へい 11 どうせ そんな 女なら * 逃げた のが 結句 こちらの 仕 合せ ぢゃァ ありません か？』 かう 云って、 

わか 

腹が 出 來て來 ただけ に 心の 落ち 付き も出來 たのが 分った。 そして 吹き出した 酒の しぶきが 鍋の 中へ も 

少し は 道 入った やう だが、 自分が 喰 ふ 分に は 少しも さし 支へ ない と考 へた。 

『どうして 仕 合せ だかい』 と • おや ぢは 聲 まで 怒らせて、 『おら ァ 業が 煮えて、 ^ が 煮えて 11 1： ふぽ 

さんだ して、 いけ ッ li ふん ごくって やりたかった！ あすから、 おんのと こ は 喻ふ米 もね いわや！』 

『なァ に』 と、 やわらかに 受けて、 『そんな 御 心配に ゃァ 及びます まいて。 この 稼業が おいやなら、 一 

絡に 町へ 出よ、 フ ぢゃァ 御座いません か？』 

『町 へ 出て どうす る？  W へ 出て よ？』 

『またい い 女が ありましょう て』 と、 笑った。 

『おれ は、 もう、 女に 養 はれ るん なんか ァ いやにな つたが ァ に！』 おや ぢは膝 吉の輕 い 氣分を 受け取 

れ ないで， がん 張って ゐる。 

『ぢ ゃァ、 あなたが しッ かり 御 自分で おかせぎに I— 』 

『うんに や、 おれ は 自 分で かせぐ なんか ァ なほ： 奥い ゃだァ に。』 

『そり や ァ* 困りました、 なァ』 と、 藤 吉は笑 ひながら 片手 を あたまへ あげた。 

陘の肉  11 二 九 
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おや ぢは はだけ た 兩 膝の 上に * 兩 乎の 握り こぶし をし ッ かり 載せて ゐ るが * 穢 いかす りの 上に 締め 

た の 女の. 1 帶に • 突き出した 胸の 底の S 悸が 大きく 當 つて、 それが 呼吸と 舞 ひの ぼって 鼻，^ ら出 

る その； t 力 ひが 如何にも 烈しい。 そして じッ とこ ちら を 見す ゑる 眼の ふちの 鎖れ 色が *  二つの 火 を 吹い 

てる かと 藤 吉には 忍 はれた。 

氣が 付く と- おや ぢの 額が るく 宵くな つて 行く ので ある。 寄くな つて、 そしてむ 心苦し さに 反抗 

して ゐる やうに からだが 顫えて ゐる。 

『こ いつ、 酒亂 か廳癇 だ、 な』 と 云ふ考 へが あたま を^ 切った が、 こちら も 少し 醉 ひがま わった ので、 

さう 顫えて GK える のかと も 思 ひ 返し、 目 を 下に 向ける とたん、 見て ぎよ ッ としたの は兩 膝の 問から 我 

はれて ゐる 左の 脛の.^ だ。 古い 布 を 繃帶の やうに 幾- m にも 卷 きつけて は あるが、 血 は. 5£ 山 そこ をに じ 

み 出て ゐる。 思 はす 頓狂な 聲が 出た 、『あなた、 猪に^ まれた のです か？』 

『なァ に、 さァ』 と、 おや ぢは 言葉に は 力 も 勢 ひもあった が、 血 だらけの 方の 足 を 空に あけて、 ばッ 

たり 倒しに なった。 そして 顏を しがめ •『 おれ は —— もう —— この 世が いやにな つたが ァ に！』 

『それ はまた 弱い こと を —— 』 一 藤吉は • おや ぢの 意久 地な さに 對 する 侮蔑と こハ 突然の 事態に 對 する 

輕 い 同情と から， つい、 こんな 言葉 を發 したので あるが、 これが また 一 つの 失敗であった。 

『どうして 弱いだ か？』 機嫌 を 損じた やうに、 おや ぢは片 ひぢを 突いて 半ば 身 を 起した 、『どうして 弱 


「弱い と 云 ふわけ でもありません が、 なァ —— 』 

『おれが この 世 を」 と、 起き あがって、 『いやにな つた だすけ に、 いやにな つたと 云 ふんだんが I —ど 

うして 弱いだ か？』 

ぶつ さう 

『いや • それ はわた くしの 云 ひ 違 ひでした。』 かう 答へ て、 何だか 物 相ら しく 思へ て來 たこの 場 を、 も 

ラ、 い、 加减に 切り 拔 けようと 考 へた。 

『お前 ッた、 何もら ッ ちゃない がんだ に、 さァ』 と、 おや ぢは 元の通りがん 張って、 『そんけ な こと を 

ぬか すんだんが 11 お前 さま • 人殺し をした ことがあん めいがよ？』 

『ありません • な。』 

づえ  つ 》^ 

『さ うれ 見なせい！ おれ もなかつ たんだん が、 人間 一匹 ォ殺 すの ァ强ぃ 奴 だすけ。 おれ は その 强ぃ 

奴に なって 見た かったん だんが。』  . 

『  』 藤吉は 自分 を 殺す と 云 ひ 出す の だと 思った ので、 聲も 出ないで おや ぢの顔 を HIK つめたが • 

自分の からだ を 額 はせ て 思 はす 腰 を 浮かせた。 

めへ  i 

『お" 1 さま も 人 だんが、 おれ も 人間 だァ。 人間が 人間 を 殺す にや ァ、 おんの 身 を 殺しても 弱い とァ 

云 ふめいが ァ に。』 
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r そり ゃァ —— 』 聲も 顔え て 出に く、 なって ゐ る。 

『おれ は燒 けく そだす けに、 さァ、 强 いこと をして 死にて いだん が。』 

『と — .e- し — ますと — ？』 

『その 人殺し ォ —— 』 

『ぁァ II 』 藤士  1： は そこ を 遙ゅ 出した。 

たッ せい • 待た ッ せい！』 おや ぢは 片足 を 引き やりながら も • 足早 やに 奥の 入り口の 外まで 追ッ 

かけて 出て、 『お前 さま を 殺す と 云 ふん ぢゃァ ねい だんが。』 

その 言 紫の 調子に は 言 薬 通りの 様子 も聽 える ので • 藤吉は 第一 の 入り口の 外で 足 を 踏みと どめた。 

這 入りが けに は氣が 付かなかった 炭 燒き签 らしい ものが 直ぐ 左り の 方に 兑 えた。 そして 落ち込んだ 谷 

合 ひ 道 を 隔て. 高く 繁 つた 樹木が 多くの 暗い 影 を こちらへ 反映 させて ゐる。 晴れた^ 天の 上へ 逃 ゆ 

るので はない 以上 は、 たと へ 逃 ゆても、 とても、 ゐ すくめられない では ゐ まいと iK ふやうな 氣^ を • 

藤吉 はこの 周圍 から も 受けた ので ある。 

同時に、 また， 置き去りに しかけた 荷物の こと を 思 ひ 出した ので、 何 かの 魔力に 引きつ けられた や 

うに- わけもなく 1$ び 敷 £5 を 跨ぎ 返し * 荷物のと ころまで 行って • それに^ を かけた 力 • 腰の 力 力 ど 

こ へ やら It つてし まった やうにから だが ぐら， （- する。 


「安心して ゐ なせい- 安心して ゐ なせい』 と 云 ひながら、 また 元の 方へ 導いて 行く おや ぢに從 ない 

では 行けない やうな；^ になった。 が * ぼたり、 ぼたり、 落ちた 血の 滴りが、 おや ぢの今 往復した 5!^ を 

二 锺に跡 づけて ゐる のが 釣ラ ンプの 光で 見える につけても • 元の 分 や 落ち 付き を 回復す る こと は 出 

来なかった。 

r お； ¥ さま こそ； 奴 だんが。』 おや ぢ はかう 云って， 藤吉が 腰を輕 くお ろし • 兩手を 膝の さきに 置い 

てるの を ZJ^ た。 

「わたくし は、 また』 と- 少し 顔色 を 和らけ て T あなたが わたくし を 殺す とお ッ しゃった のかと 思 ひ 

ましたから。』 

『は、 は！』 物足りな さ、 うに 笑った が * 火の 上 を 見て、 『ま ァ、 もッ と^ひな せい、 まだたん と ある 

がァに 1 おれ は 十分 だァ。 これで， もう、 死ぬ ばかり だすけ に。』 

『  』 藤吉に はまた 何だか 勝 乎が 遠って 來た。 

r おれ は』 と、 苦い やうな .tstj を 見せて、 『おんの 身 を 殺したん だすけ に、 この 酒の 醉 ひが 醒めり ゃァ 

死んで ゐ るん だんが。』 

『それ はまた どうした わけで 御座りましょう？』 

r だすけ に、 さァ、 か、 ァに逃 けられち ゃァ、 どうす る こと も出來 ね. S だんが。 錢 かね はみ なか ッ浚 
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つて 行った し • 殘 つた 僅かの 炭ァ、 け ふ、 資り 飛ばして、 この どぶろくに してし まったん だすけ に、 

ごふ C  ごふに 

おれ は、 もう、 業が 煮えて、 業が 煮えて —— え i どうで もい V わ や —— おんの 腹は燒 けて、 燒 けて、 

炭より ゃァ 3 典ッ黑 だんが。』 

『ぉ氣 の 毒です、 な。 では、 どうでしょう、 わたくしが 何とか 致して あゆて は？』 

『旋の 人で も、 お^さま は 親切 だんが —— どうせ、 これが 初會 のお 別れ だすけ に、 もッと si?- んの 話お 

相手に なって くれや。』 

『お 話 相手に なれ ますれば いくらでもなります が』 と、 籐吉 はわれ 知らす 淚を 浮べて、 『わたくし は 只 

今五圓 ばかり 持つ てゐ ると 思 ひます が、 それ を さし 上げます から —— 』 

『うんに や • 錢ァ 入らね いだす けに、 さァ、 おれ はお 前 さまに 末期の 酒 をつ いで 貰 ひてい だんが。』 お 

ゃぢは 茶碗 を あゆた。 藤吉は 云 はれる ま \ に默 つて それに どぶろく を 注いだ。 前者 はぐ ッと飮 み 欲し 

てから、 『錢を 貰っても， また 同じ こと だすけ。 おれ をな まけ 者 だと かか ァが 云って たんだが • な。 お 

れは 働く のァ きら ひだす け。 かか ァが喰 はせ て ゐりゃ ァ* おれ も 生きて ゐてゃ るん だんが、 自分で か 

せぐ 位なら、 生きて ゐても 仕 やうが ね いわや。』 

『それ も 御尤もで すが 11 』 

『まァ * 聽かッ せい。 おれ はか かァに 忠義立て をした だんが、 かか ァ はおれ を 置き去り にしゃ ァ がつ 


ただすけ。』 

『ひどいです • な。」 

，を. U こ  ご せん 

「今から 考 へて 見り ゃァ、 あいつ、 間男 を 何遍 やり ゃァ がった か、 らッ ちゃね い 。五泉に ゐた 時から、 

お.：：：^ をた 留守 潘ゃ小 使 同様にし てよ、 あいつば かりや ァ 勝手な 3 具 似 をし ゃァ がって たんだん が。 越 

し， cw 

後の 女 はよ く かせぐ だすけ に、 一番い- -女 はめ かけ をす るがん だ。 二番目ぐ れゐの ァ 娼妓になる がん 

だ。 ^ャ めに もなん ねい 奴ァ 地獄になる がんだ。 それに もなん ねいの ァ炭燒 きだんが。 おんの かか ァが 

五. 2^ で 旦那 取り や 地獄 を やる ッて 云って たん は 皆う そだ —— き ッと皆 あいつの 樂 しみ をして ゐゃァ が 

つたがん だに！』 

『へえ、 そんな こと を —— 』 籐吉 は わざとび ッ くりした やうに 胸 を そらせた が、 股に は 始終お ゃぢの 

足の 血が M になって 仕方がなかった。 猪に 嘰 まれた に は 遠 ひなから うが、 おや ぢ がそれ を 左 ほど 痛が 

り もしな いのは、 どれ だけ 澤山飮 んだ酒 だか、 鬼に 角、 その 酒の 爲 めだと 信じて ゐた。 そして 顔の 眞 

ッ啻 になった の も- 時 々顔をしかめ るの も • 亦、 酒の 爲 めだと 信じて ゐた。 

が、 吉が胸 を そらせて 向 ふの 顔 を 見た 時に 近づいた 程、 おや ぢ のから だの 顴 えが 烈しくな つて、 

これ も 亦 血の 足の 方を氣 にば かりす る やうに なった。 で、 矢張り、 痛む の を おぼえる の だ • な • と、 

藤吉 にも 忍へ たので、 云 ひ 後れた 傷の 見舞 を も 何とか 云 はなければ なら なくなつ たが • ぉゃぢの^-ッ 

腔の s:  111 二 五 


泡^ r< ま 三 二 六 

きり なしの 辯に さえぎられて ゐ た。 

『五. C 水に も ゐられ なくなって 11 』 までが 一 しほ 烈しく 顫えて 來て、 目が 飛び出た の を 目で その 揚 

に追ッ 捕へ たと 云 ふ 風に 上 を 向いて すッ くりと 立ち あがった。 

『どうもお：； g いやう です が- な -11 』 

『なァ に * さァ —— こいつ ァ』 と、 血の 方 を 足踏みして 見せて、 

『かか ァ のから だと S 心って、 喰 ひ 殺して やつたん だが ァに。 —— 五泉に も ゐられ なくなって、 こんげ 

とけへ い 

な 處へ這 入って 來ゃァ がつ たんだん が、 また 逃げ ゃァ がって、 さァ、 11 下の 物品 販費 所のお ばばに、 

おんの こと をな まけ^だ と恶ロ 云ゃァ がって、 どん 百姓で、 おんの 子供 ほど 若い 扠 とつ ッ 走って しま 

ゃァ がった がんだ に、 さ ァ！』 

『それにしても、 お 痛いで しょうが 11 ？』 

『なァ に、 さァ —— おれ は * もう、 女と 云 ふ ものに ゃァ 愛想が 盡 きた わ や！ あの、 どん 百姓の 野郎 

J  、ふ に  ごふに 

も、 齓が 煮えて、 業が 煮えて！」 

『ほんと に、 痛く はな いんです か？ J 

『痛く も- 痛く ねい も』 と- 燒 けに 足^みして、 『親切な お前 さまに f# 言 だんが。 これで おれが 死ねる 

ぎ やう 5--  5-  ！ C 之 

ものなら よ。 若し 助かったら、 血 を 分けた 兄^ だんが。 おれと お前 さまと ァ、 かか ァの 身の 代りに、 . 


おんの 身の 脹ら ツ^ を 喰った わ や！』 

けぎ 

『ふくら ッ 脛？』 何 だか を かしい 云ひ樣 だと 思って、 藤吉 はま さかと 考 へながら、 念 を 押した 。『何の 

で.^  猪の こと を、 越後で は、 オン ノミと 申します か？』 

『何もら ッ ちゃね いお 前 さまがん だに』 と、 おや ぢ はいらく しく 少し 輕 蔑の 調子に 振え ながら、 『お 

んの 身と はおん の 身 だが ァ に！』 

ぎ うてん  にが 

『へえ —— 』 藤吉は 仰天す る ほどび ッ くりした。 おや ぢの 苦い 微笑と 得意 氣と を以 つて 突き出す 足 を 

見， 问 きも 出來 なかった。 じッ とおや ぢと目 そ を 見合 はせ たが、 旣に飮 み 下した 物の 汕 切った に ほひと 

味と が 俄かに どん底から 込み あげる 胸 を 手で 押さへ ながら、 『あなたの 足の 肉でした か 

『たすけに， さァ』 と • おや-ち はまた 氣の 張り を 失った やうに がッ くりした 物腰に なって、 腰 を 下し 

た 、『おんの 血 は^ 分 減つ たんだん が。』 

膝 士：： は 自分 もお ゃぢ ほど 眞ッ靑 になった やうな 氣 持ちが して 無言で また 外へ 飛び w した。 

『畜生！ 逃 ゆても 駄目 だァ』 と 云 ふ、 初め 通り 濁って 險 相な 聲 が 聞 えて、 おもて 土間へ 倒れた 樣子 

であった が、 その 時、 脇吉は 外の 炭 やき 釜の 壁土に つかまって， げろく やって ゐた。 なほ、 幽かお 

が强 さうな 首 薬が^ えた。 『訴 へるなら， 訴 へて 見る がいい！ 人の 肉を喻 つたの ァ お前 ッ ただ" ァ 

に！ おれ は 勝手に おんの ふくら ッ脛を 瞳つ たんだが 7 に！』 
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急ぎの 111 を喾 くので、 僕 は ゆ ふべ も 徹夜 をした が、 それでも 書き終へ る ことが 出夾- なかった 

钣を 喰った が、 一 向に 進まない。 いつも、 三度の 飯のう ちで 一番う まく 喰へ る 朝飯 だが、 おきな 味噌 

汁のに ほひで さへ 食慾 を 進め て c,1^^な い 。 

中途で！？？ を 澄いて、 まだよ くも わかない 湯に 這 人り、 それから • 妻が 暴氣 除け にと 買って ある 懐中 

ヰ スキで 勢 ひ を 付け- B: び 机に 向った。 が、 ま 曰いて ゐる ことが 夢で も兑 てゐる やうで、 われながら <ィ 

安心に なって 來た。 

『ゆ ふべ は、 珍ら しく 犬が 餘り^ えなかった が —— 』 

かう 徹^ば かりして ゐれ ば、 たと へ 犬はゐ ないでも • 大丈夫に 通 d あする ことが 出來 やうと 云 ふこと 

などが あたまに 浮んだ。 

僕 等 は 近頃 &li の豫朋 に^ はれて ゐ るので ある。 裏庭の 竹 沮根を 越えて、 一 反ば かりの 茄子 畑の 向 

ふに 見える 退職.： 史の 家で は- 下女. が^ をし まひ 忘れて 置いた ところ • 朝に なって それが 無くなって 


ゐ たので、 飯 焚く のに 困った と 云 ふ。 地 を 隔てた ぉほ屋 さんで は、 ふた 朝つ づけて、 二階の 屋 

接 瓦に jc- 履か わらじ かの 跡が ついて るの を發 見した。 うちで も 亦、 横手に ある ffii 芋 畑の 中に、 大きな 

足の 接近した 跡が ついた。 隣り の 若夫婦 は 枕 もとに かな 盥を 置いて 寢 ると 聽 いて • うちの 小い 女中 も 

それ を まじない か 何 かの やうに 習 ひ 初めた。 

俟の 家に は、 责際 * 盜 まれて 困る やうな 物 は、 女房 を 除いて は、 大してな いの だが、 庭の 箱に を さ 

まって ゐる 蜂蜜 は 取られたくない。 然し、 それが 爲 めに は 大きな 犬 を 馴らして あって * なか. （- 注意 

深く それ を 保護す るゃラ になって ゐる。 

その上の 徹夜 だから、 夜盗に は 大丈夫 だが、 僕の ま E き 物に 對 する 不安が 生じて 來て は、 犬 やかな 盥 

の保證 では 落ち 付き を 得しめ る ことになら ない。 

『どこかで 護摩 を 焚く から、 二十 錢 寄附し ろと 云って 來 ましたよ』 と、 妻が 吿 けに 來 たので、 

『なに！』 僕 は 冴え 疲れて ゐ る神經 に觸れ て、 『寄附 金 を 向 ふから 指定して 來る 奴が あるか？』 

『ことわっても、 ぐづ. <\. 云って るから 11 』 

『ぢ ゃァ、 おれが 出て やる。』 

價が 追ッ拂 つたの は 職人 體の であった。 近所の 高木と 云 ふ楝領 で、 あやしい^ ではない と 云って 

行った。 隣り へ は、 同時に 別な 男が 來 たが、 主人が 雜誌 社へ 出かける ところへ ぶっかつ たので、 うる 
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さいから 默 つて 云 はれた だけ を ボケ ト から 出して 與 へたと、 そこの 妻 君が 僕の 家の 女中に 話して ゐる 

のが 聽 えた。 

『また • こな ひだの かたりと 同じ 手 かも 知れ ゃァ しない！』 

『さう です、 ね —— やって ちゃ ァ、 ほ うづが ありません わ o』 

『さう だと も！』 昂奮が 少し を さまる と、 少し 眠くな つて 來 たので、 『ちょ ッと 休む から』 と 云って、 

茶の 間 に になった のが、 ぐッ すり 寢 込んで しまった。 そして 呼び 起された 時 は、 もう、 正午 を 過ぎ 

てゐ た。 が、 僕 は 賓釵を 喰 はない 習慣な ので、 け ふの やうに 早く 朝飯 を濟 ましたの でも、 矢張り、 腹 

が 喰 ひたいと は 云はなかった。 

『もう、 直きお だんごが 來 ますから』 と、 吿 ゆるの を聽き 流して、 また 湯に 這 入った。 しッ とりと し 

とって ゐ たから だ 中の 1^ が 加減の い k 湯に 解けて 行く に從 つて、 押し迫った 重荷の ことな ど は 殆ど 全 

く 忘れて ゐた。 

からだ を 拭いて ろ ©;、 女中が かけ 込む やうに 這 入って 來て、 

『奥さん、 奥さん！』 

『何 だ、 ねえ， きょとうに！』 妻 は その 室から as て來て 待ち かまへ て ゐた物 を 受け らうと した。 

「あの』 と •  c| せき 切って 買った 物 を 渡しながら、 『今 • を かしな 奴が ゐ ましたよ。』 


「また 齋 藤.！^ ぢゃァ ない のか？』 僕 はかう 冷 かした。 三 四日 前、 變な 男が 門外から のぞいて ゐ たの を 

女 屮が發 =1- すると、 主人 はゐ るかと 聽 いた。 主人 はゐ ない が、 どなた だと 問 ひ 返す と、 名 も 云 はない 

で^^ってしまった。 恣 から 妻が 兒てゐ たが、 相子 も かぶらない、 はき 古した やうな 女 下駄 を はいた、 

太った 男であった。 

「あいつ かも 知れません よ、 こな ひだ、 夜、 島 田さん (退職 官吏) のと ころへ 二度目に 這 入って、 害 生 

さんに 追ッ かけられた 大 E!!; は — 島 田さん でしく じった から、 この 近處を どこ へ 這 入らう かと 探し ま 

わって ゐ るので しょう』 と * 女中が のべつ にしゃべ つて ゐた。 

それが きの ふ 再び 訪問して 來 たが、 齋 藤と 云 ふ、 近處に住んでゐる某新間の文藝額記^！^でぁった。 

ぢょ 

『遠 ひます！』 かの 女 は 少し 怒って、 『旦那さん は 直きに 人 を 冷 かす けれど、 若し 泥棒で あったら どう 

します？ お 隣り はお 留守で、 ちょ ッと 出て 來 るから 頼む と 奥さんに 云 はれて ゐ るんで すから。』 

『ま ァ、 早くお 茶 を 入れて ぉ吳 れ。』 妻 はちゃぶ 臺に 向って 竹の 皮づ --み を あけた。 

す ちの 

『お前 は 誰れ を 兌ても 泥. 棒 か 追ひ剝 ぎだから • ね』 と 云 ひながら、 僕 は 湯殿 を 出て、 衣 物 を引ッ かけ 

た。 茄子 畑から は凉 しい 風が 吹いて 來て、 la 根の 裏から あたま を 出して ゐる もろこしの 葉 もさら さ 

らと 鳴った。 

f 遠 ひます よ』 と訴へ る やうに 答へ たのが * 急須に 湯 をつ ぎながら、 『あたしが 出て 行く 時に も、 津山 
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さん (隣 家) の 横手の 坦 根の そばで、 何だかぶ つ，.^、 ぶつ-^ 獨り言 を 言 ひながら 技師の 持つ や 

うな 卷き物 さしで 寸方を 測る やうな S 肌 似 をして ゐ たから、 あと 戾り をして 奥さんに 云 はう かと 思った 

んで すが、 — 今， 歸 つて 來た時 も • 向 ふの 畑の 角で J と、 前のと は 細い 通り道 を 一 つ 隔てた もろ こ 

し 畑の 方 を ゆびさして、 『矢ッ 張り、 しゃがんで、 ぶつ. ぶつ- 1\.、 ぶつぐ 云 ひながら、 寸方を 

取って ゐた —— それが 本統に 取って ゐ るん なら まだし も だけれ ど" ほんの、 うはの {ゃ； で — こんな 顔 

をして』 と * わざとら しく 目 を 細く し、 頰 骨の 上へ 皺 を 集めて、 あご を潢に 持ち あげた。 

妻 はだん ごの 串 を 持った ま、 吹き出した。 

女 巾 自身 も 吹き出し たが、 また 一 生 懸命な 口調で、 

f 人の 方 を 見て、 ぁッ ちの 方へ』 と、 山の手 線路 を さして 『行って しま ひました， わ。』 

『もう • 行って しまったん か？』 僕 はかう 云って、 二度目の 串に 手 をつ けた。 

茶 を 持って 來 たの も、 三 串ば かり 世！ a; つて、 

r ありがたう — . でも， あやしい ぢゃァ ありません か？』 

r どんな：^ をして ゐ たんだ？』 

f 輓 人の やうな しるし 鈴 纏 を 着て * 細い 筋の ついた 股引きで、 兵 嫁さん の 靴 を はいて ました、 わ。』 

f  |_5?燈<18111 社 のしる しじ ゃァ なかつ たか？』 


中に 大きく まァ るいし るし はあった けれど、 字 は 何だか わからない * あたし * そいつの 額 を • 行 

きに も 返りに も • じい ッと 見て やったら、 向 ふ も矢ッ 張り じい ッと 兄て ゐ ました、 わ。 面！： れ 入い 扠が 

ゐゃァ がると • 向 ふで も 思った でしよう、 ね。 あたし • 僧 まれて、 どこかで かたき を 打た れゃァ しな 

い 力し らん？』 

『行って しまったら、 もう、 い、 ぢゃァ ないか』 と、 僕は荼 をす、 つた リ 

『それが、 然し • 行きに もゐ て、 また 歸り にも ゐ たんです もの 11 また、 返って 夾- るか 知れません、 

わ。 わたしが、 も ラ* 外へ 出ない だら うと 見て。』 

女 巾は臺 どころ の 入り口へ 出て 腰 を かがめ、 目 かくしの 付いた 仕切りの 裾から、 隣り のお もての 方 

を 見て、 また 房って 來て * 

『今、 誰れ も 見えない けれど 11 あたし • おそろしく なって 來た、 わ。』 

ぢょ 

僕 はかの 女の いつものお しゃべりに 氣を 取られて、 實は •  s 想の やうに 聽 いて ゐ たので あるが、 津 

山の 一家が 本當に 留守で、 その ま はり を うろついて ゐ たもの があった と 云ふ實 際の 事贊 に考 へがぶ つ 

かった 時 • 菜て- - 置け ないやう になった。 

r あいつ ぢゃァ ないで せう か』 と、 女 巾 は 思 ひ 付いた やうに、 『そら、 けさ， 護摩. V 焚く から 二十 錢吳 

れい ッて 云って 來 たでし やう —— あの 時、 お 隣り へ は^な 男であった さう だけれ ど * 且那 さんが 出が 
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けで うるさへから ッて、 ボケ ト から 出して やった さう だから 11 且 邦さん が 出て お-》 だと 知って るか 

ら、 げ さから ねらって いたんでしょう。 いやな 男 だと 云 ふから、 今の も それに 似て ゐ たと 云へば 云へ 

ます、 わ。』  . 

『しゃべって ゐ るより ゃァ、 見て 來 なよ。』 

S よ 

『あたし • おそろしい、 わ』 と、 かの 女は默 つて ゐる 僕の 妻の 方 を た。 

『何が おそろし いんだ』 と、 僕 は カを與 へて、 『うちの 庭からの ぞいて 見り ゃァ 知れら ァ、 ね。 どうせ 

玄閱 から 御免なさいと 這 入って 來る 明き 巢 ねら ひ はない から。』 

『ぢ ゃァ 見て 來 やう。』 

かのお はこ は <t\ 椽が はから 下りて 行った が、 直ぐ 『どろ 棒』 と 頓狂な^ を あげた。 そして かけ 込 

んで來 て、 『大變 です、 戶をー っはづ してあります！』 

僕 は 手に 持った だんご を投 け 棄て --臺 どころ 口へ 飛び出した。 下駄 を引ッ かけながら， 

『犬 を 放せ』 と 命じた ま- -、 井戸端への 出入り口から 隣り の 庭へ 這 入り、 若しもう I ほげ 出したら 直ぐ 

跡な 追 ふつ もりで 先 づ玄關 の 方へ ま はった が、 何 の 姿 も えなかった。 更らに 急ぎ 進んで、 向 ふから 

手へ まわり * 便所 口の そばに 夭 粹棒 があった の を引ッ つかんで、 袖垣から 裘を窺 ふと、 果して そこに 

沂 J ハ W ぶく ろから 二枚目の 戶が はづれ て、 潢の 方に 立て かけられて ある。 逸け る ひまはなかった と 思 


つたので、 

「もう， 占めた ぞ』 と， 僕の 妻へ 聽 へる やうに 叫んで、 口 を 吹いた。 そして 僕 は 眼 を、 いつ 泥棒が 

を どり W して 來る かも 知れない 戸の あきの 方から 離さなかった。 そして また 玄關の 格子 戶を內 から あ 

けて ゐ ないかと 注意した。 が、 一 向に 人の 氣は ひがし さう でない。 

『向 ふへ お 行 きょ、 向 ふへ』 と、 妻の 聲が 僕の 家の 庭から 聽 える。 ほどかれた 犬 はぁッ ちで ふざけて 

ゐ るら しいので、 僕 は 1^ び 口笛 を 吹いた。 

すると、 畜生 は 雨 家の 仕切りの 裾 をぬ けて、 一直線に いちごの 葉が さかえて ゐる上 を 飛んで やって 

來 たが、 僕の 前にし やがん だ 切り、 つくねん と 僕の 顔 を 見 あゆた。 氣が 付く と、 僕 は 天 称 棒 を 大きく 

地に 突いて、 がん 張って ゐ たの だ。 水蜜桃の 紫が さらく 鳴って ゐる。 

もう 一 匹の 犬 も 亦 やって 來た。 

r 小愤、 しッ かりし ろよ』 と、 僕 はさきの 犬の 方へ 云った。 この 時 は、 旣に 張り詰めて ゐ た 心 は ゆる 

んでゐ て、 われながら 僕 は 僕の 時期 を 失した のが 些か 滑稽に も 見えた。 

『ゐ ますん か』 と、 妻が ゆっくり 歩いて、 反 對の橫 手から 出て 來 たので、 

『ゐ ない としても * こッ ちが また 明き 巢 ねら ひの 眞似 も出來 ないし、 ね —— まァ、 こ \ はい \ から、 

うちの 方 を^して ゐ なさい。』 
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か、 中 は、 素ば しこくお ほ屋へ かけ 付けた かして、 そこの 女中と 共に、 总を 切って やって 來た。 そし 

て、 

『逃け たんです、 わ、 こ k に 靴が 脫 いであった のに』 と 云った。 

『さう』 と 云 ひながら、 お ほ屋の 女中が あがり かけた ので、 僕 はま ァ 待て、 こ- -の 人が 歸 つて 來るま 

でと M した。 そして 二人に そこ を 預けて、 僕 は 棒 を もとの 所に 返し * 低い IS 极の外 を 兄る と • 靴の か 

かとの 跡 や もろこしの 根 を 踏み 崩した 跡が ついて ゐる。 遠く 眼 を 放って、 遇け たらしい 方 を K ると、 

ほっす  くわ ほんく わ  D 

どこも かも、 赤 や 白の 毛を拂 子の やうに 吐いた 禾本科の^ 葉ば かりで ふさ かって ゐる 

さらく と 渡って 來る風 を 受けて、 僕 は 1  仏ひ殘 しの だんご を 思 ひ 出した。 元の 道 を 通って 一先 づ家 

へ 這 入った が、 ちゃぶ 蜜の 上に は、 もう、 目的の 皿はなかった。  ， 

『こ、 でも 明き 巢 ねら ひがあった、 ね』 と 云 ひながら、 僕 はもう 一 度 湯に 飛 ひ 込んだ.。 折角 洗った か 

らだ を、 たッた 僅かのから 騷 ぎで、 もとの 通り 油 あせに して ゐ たの だ。 

^りが 賑やかに なった やうな ので • 湯 を 出る と 直ぐ また 行って 見た。 お ほ屋の 細君が ニー 一-人の 子供 

を つれて 來てゐ たのであった。 

『大分 取られた やうです よ』 と、 かの 女 は橡の 上から 僕に 向って、 『ま ァ、 あがって 兒て liK なさい。』 

『ま；： 歸 つて ゐな いんです か I- 隨 分の ん氣 です、 ね』 と 云 ひながら • 僕 も 先例が 出來 たので 多少 心 


ノニ： ：-:.  .  二  ， いんです か  隨 分の ん氣 です、 ね』 と 云 ひなえ ち ？  <  ■  • . … - -- 

を 安んじて あがって 見 だ。 僕の 家から 一番 離れて ゐ る四疊 半の 窒 にある 簞笥の 引き出し は、 二つ ほど 

明け 放 たれて • 殆ど がらんどうの あり 樣 である。 

『この 通りです から、 ねえ』 と • お ほ屋の 細君 は 氣の毒 さうな 樣子 をした。 『でも * こッ ちの 簞笥 は、 

釘で こぢ あけよう とした だけの やうです。』 

«\ょ 

かう 云って 導く かの 女に ついて、 かの 女の子 供と 共に、 僕は玄 關 の ニ疊を 通って 茶の間へ 行って 見 

た。 お ほきな 釘が 一本う ッ ちゃら かして あると ころに、 土足の 跡が 澤山 ついて ゐる。 

『して 見る と • ふた ァ りで 這 入った の だら うか —— 一 方 は 靴 をぬ いであった さう ですから？』 

『へえ —— 』 

そこへ 顔色 を換 へて 這 入って 來た 細君が 家中 を 調べて 見た が、 別に 何も 取られた 物 はない と 云 ふこ 

とであった。 

『ま ァ、 それ ぢゃァ よかった』 と、 お ほ 星の 細君が 云った。 

『觅に is:、 公潘へ 届ける のです、 ね。』 僕 も かう 注意しながら- 庭へ 出た。 そして かの 女と 相談して、 

兩 方の 女中が そこにお しゃべ り をして ゐ たの を j 緒に 公番の あると ころまで やる ことにした。 誰も ど 

こ の 公^ へ 行く ベ きのか 知らな い の だ。 

犬が 二つと も、 おもての 明き 地で、 何事 もなかった やうに 追ッ かけ 合 ひ をして ゐ るの を 兄て、 俟は 
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かのお と 別れた、 そして、 茶の間から 妻の 窒に聲 を かけた、 

『取られた もの はない さう だよ。』 

『さ、 フで すか』 と 云 ふ 返事が した。 

妻 もさし 迫った 奇韜の 【ぬ 稿 を 書いて るの を 僕 は 知って ゐ たから、 その 机に 向った 様子 を 見向き もし 

ないで、 僕の 翁齋 へ引ッ 込んだ。 そして 僕 は、 何 か 手柄で もした 跡の やうな 勢 ひを以 つて、 書き かけ 

. の 稿 をつ づけた， - 

,.——( 大正 二 年 八月) 1 


り 


者 


i^m  S5  三 四 二 


『下宿 生活に も^いた、 飽 いた』 と 云って る 藤 島健吉 は、 矢ッ 張り、 下宿屋から 足 を 洗 ふこと が出來 

ない。 どうせ 身う ちの ものが あるので はなし II 女房 を 貰 ふつ もりで もた し 11 それに、 宿の 拂 ひが 

後から， 後から 借金に なって 行く ので。 

『あなた 、少し!： i を 召し あがる の をお よしに なったら どうです、 ね、 それが 一番 あなたのお 爲 めに 

悪 いんです から』 と、 障子ぎ はに 立った ままのお かみから 忠告 じみた また 卑しめられ たやうな 言葉 を 

受けた こと も ある。 

そんなき に、 ig は 決して かの $^ の 面前で 反抗 はしない。 酒 を飮み 過ぎる が爲 めに、 拂 ひも いっとな 

くと どこ ほり 勝ちになる の だから。 

ir それ もさ うぢ やが、 なァ —— 』 かう 云って、 かの 女に お 酌で もして 吳れ ないかと 云 ふやうな 顔つき 

を 見せた。 それが、 然し、 われながら， 恨み を 帯びて ゐる だら うと 思 はれた。 來た當 座 はちゃ ほや lie 

つて こちらから さした を も 一 度 や 二度 は 受けた ものが、 この頃で は、 部屋の 中へ 片足 も 入れようと 


^を ぶらついて 遲く歸 つた 時、 いきなり 帳場に すわり 込んで 酒臭い 息をつく と、 おかみ は 優しい 13 

を 話しに 來てゐ た 若い 衆の 方から ふり 向けて、 

『藤 島さん は、 お 酒 さへ あがらな けり ゃァ、 いい 人なん だけれ ど， ねえ』 と 云った。 

IS は ie の 取り扱 ひ を、 若い おかみさん を 中心として、 恨んで 見たり- 懐かしんで 見たり ；— さう し 

て、 また、 自分の 部屋に ゐ ると * いつも 同じ 結論に 達した • 

r 酒 を やめた から ッて、 おれの 品格が I 文の 價値も あがる わけで はない！』 

過ぎ去った 時代 を 返り 兑 ると • つい * こないだの やうに も 思へ るが、 短歌 界 では， 唯一 の 勇 壯な耿 

人 • 壯烈な 子と 隨 喜せられ て、 時の 靑 年に は 大いに 持てて ゐた。 そして 時が 過ぎても- その 勇壯と 

壯烈 との 特色 を、 短歌に も、 隨筆 にも * 失 ひたくなかった。 けれども * 同人 や 後輩 はすん/ \ 文界 一 

般 の變遷 につれ て • 推移して 行って * 渠 ばかりが？ a き 去りの やうに なった。 これに 憤慨して iiS? を ■ 

生じ 暫く は 歌 作 を絕ち •  二三の 舉生雜 誌の 選 や 豪傑 物の 著述 やに 專ら となった。 そして 渠 の稚號 『J^ 

花』 がー 部靑 年の 間に 忘れられて ゐな いの を、 まだし もの 心頼みに して ゐた。 

r 然し おれの 熱情 はそんな 仕事に 満足して は をらん。』 これ を兑 ろと 云 はない. はかりず.、 たまに 歌の 新 
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作 十 數首を 棠 めて、 , 係 ある 雜 誌に 發 表する と、  一 

『今更ら あんな 時代 後れの もの を』 と * 他の 雜 誌の 投書家 連中にまで も 嘲け らおた  一 

fiiibi の 弊害が 今の 文壇に は充ち 満ちて を るんだ！』 かう 云 ふ 反動 心が をして ますく 時 を か 一 

ま はぬ 酒に 親しませた。 

出來 心の 生じた 時には、 月末 を 待たないで 短歌 や 短文の 選 料 を 受け取り、 それ を以 つて 暖昧な 家へ 

出かけた。 そば 屋へも あがった。 度々 繩 のれん もく ぐった。 が， 大した 金で もない その 金 さへ、 臨時 一 

拂ひは 本人の 身に 付かないで， 無駄に 使 はせ る やうな もの だと 云 ふ 編輯 者 等の 考 への 爲 めに、 今では 一 

ゆうづう *r  ( 

なかく 融通が 利か なくなって ゐる  ， 

『おい 木 山、 、 酒を飮 ませろ 11 飮 ません なら. 金 を 貸せ！』 かう 云 ふこと を も、 醉 つた 勢 ひで、 よ 一 

-V- 云って ま はった もの だが、 もラ、 通用し なくなった。  一 

r また 藤 島の t 黢傑 張り かい 11 よせ』 などと、 どんな 親しい 友人で も 取り合 はない ので ある。 一 

醉 へば、 また2^&"くさぃものを求めたくなっても* 渠と 一 緒に は、 龍れ も 新 宿へ も吉 へ も 行か 5 一 

>VJ は 云 はない。  一 

一 

一 昨夜 は、 某 新聞社の 記者で、 餘り 親しく はない が、 突然 氣が 合った 人の 宅に 歡迎 せられ、 夜ッ 


て 飲みつ づけた。 ゆ ふべ も 亦 同じ 記者の 宅 を • 醉 ひに 乘 じて、 1^ 中の 1 時 頃に 叩き起した。 そして 寢 

まきの ままで 目 を こすりく 出て 來た 主人に 向って、 

あに 會  ： - ) „ 

『おい、 兄貴 * もッと  飲ませろ！』 

『えらい 勢ひぢ や、 な ァ。』 

『まだ 足らん 11 お前と —— 一 緒に  飮 まう。』 

『それ も 面白から うが、 何もない ぞ。』 

『何も 入らん I— 奥 さ ァん、 輿 さ ァん！ 何も 11 御馳走 は II 入らん。 兄貴と 一 緒 — に 1. 酒 を 

1 飮 むんだ ー』 

『/。い、 Ins, ことよ』 と 友人 は 座敷に あぐらをかいて、 奥の 方に 向って 聲を かけた。 

！ P よ もっと 

細お もつ くろ はない 姿の まま 出て 來た時 • 健吉 はかの 女の 所 天 を、 

『おれの 兄貴 ぢゃ 11 親友 ぢゃ』 と 云って、 その 頸に 抱き付い たりして 見せた。 

に. y き 付かれた 主人 も、 少しもい やな 額 はしないで、 細君 を寢 かした あとで、 

『飮み 給へ I. 大いに 飮み 給へ』 など 云って、 おのれ も 一緒に 飽 くこと を 知らなかった。 

^が あけてから 別れた の だが、 渠には それが 如何にも 痛快で • 痛快で n 主人が こちら を 最もよ く 

了挥 して ゐ ると 思 はれる ので、 けさ も 亦 起きる と 直ぐ、 素 額で だが， 出かけて 行った。 ところが • 丸 
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で 調子が 愛って- e た。  ； 

『さう 君 のおつ き 合 ひ は 出来ない よ —1 け さ • 侯 は 細君に お . 一 ら れ た パ il  一 

『僕 も .n と • 出し 拔 けに 自已を いつはる 本意な さ を おぼえながら、 『酒 を 1. 飲みに i 來た 0 ぢゃ i 

, 1 ない — うちに をっても、 寂  i いので。』 

『そり ゃァ、 僕 も 知って る、 さ： 然し R は 自由た 君と 達って 人に 僳 はれて をる からだで 一J け ふ tr  _ 

，今から、 二 一ヶ所よ そへ ま はって 來る 用が ある — 社の 命令で、 な-』  一 

『そん ！ I なら、 一 猪に！ I 出よう CJas あぐらから 突然 立ち あがった。  - 

主人 は、 落ち 付いて、 渠ヶ見 あげながら、 

一 「君と iH たと ころで 仕方がない。 飲むなら， 飲む で、 また 探に して 貰って、 —— まァ、 もう 少し はえ 一 

えから、 話して 行き 袷へ c』  一 

『俊 ァ ..il 話が 11 ないから， なァ』 と- 僅かに 正直な われに 返った 心地に なった。 

が • 確かに 醉 ひは歷 めた と 思 ふのに • なほ 猪口 を 持つ 時の やうに 手が 顏 へた。 からだが 顏 へた。 も 

して、 また， 同じ 時の やうに 口が どもった。 

蕖は 湾まない と 云 ふ 意 を 十分に 龍め て 主人 を 見つめて ゐた。 

『ま ァ、 もう 少しえ ぇぢ やたい か？』 


f  』 

『ちょ ッと坐 わり 袷へ。』 

『坐 わっても ええが ！ .君 の —— 用の 11 邪魔 をしても！. 濟 まんから。 

『ぢ ゃァ、 晚に來 給へ。』 

『うん — 』 

、王 人が 落ちつ いて ゐ ただけ、 健 吉の心 は反對 にし どろ もどろ になって ゐた。 

たづ 

そこ を 出た 時 は， かの 記^に 對 する 反感に 驅られ て 、今一 人、 小說 家の 某の 家 を 訪ねようと 思った 

力 

『どうせ • おれ は 自分 以外の ものと は 反りが 合 はん』 の だからと、 どうも 氣が 進ま なくなった。 その 

瘀足は 刻み足に なって あたりに 何が あつたか も氣 付かないで， 〇〇"s 院の 廣吿柱 ある 横丁から 大 嫁の 

電 a. 通り を 横切り • 天 組 神社の 境 內に來 た。 

狭いながら も • 杉 や 模の木 やいて ふな どの 古木が 生ひ繁 つて-， かッ かと 照る 太 腸の 光線 を 高い 14.; 中 

で 防いで ゐる ところ だ。 そこへ 片隅の 小笹 の小徑 から 這 入って、 日光の 直射 を 免れた のが、 今 友人 か 

ら 受けた 恥 It の 汗 を拂ひ ほた やうで、 少しは氣が_^^ちっ いた。 

獨り者  三 四 七 
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何の 願 ひが あるの か、 古びた 宮の 階段 を のぼりつめて、 頻りに 拜ん でね る 年增の 姿を见 た。 身 成が 

小ざッ ばりして ゐ るので、 

『顏も 美人 だら うか』 と 聯想した T おれ も 今 一 度 若い 女に まじって • 祌に 祈禱を ささげる やうな 氣分 

になって 見たい。 11 何の 願 ひも 報い も 入らん、 ただ 1# ？氣 になって 兑ハ， -ぃ。 1 無垢で" 無邪氣 で、 

希 に 満ち * あんな 瑞々、 しい 心に なって 見たい。 11 金曜日 III 識美歌 il 說敎 I 會 の感話 It 

11 ：大に まします 父よ』 と、 握 はいつ のまに か 自分の 今し がた の 失敗 を 神に でも 取り消して 赏ひ 

ご ^  くち 

たかった。 そして 『ん』 と變 挺な 口つ きをして 胡脉 化し 笑 ひ を身づ からした の を、 誰れ かに 見られ は 

しなかった かと • あたり を 見 ま はした。 

と 同時に， 今はゐ ない？ i 情な のこと が 思 ひ 出せた。 

『女 はすべ て 惡魔ぢ や！ 偽善者 ぢゃ！ 淫 K ぢゃ！ 結局 • 金の あると ころへ ころけ 込む のぢ や！ 

うはべ では、 如何に 優しい it を 出して， 主よ、 主よ などと 歌っても、 根本に しッ かりした 愛がない！ 

貞操がない！ 確信がない！ まして あんな 偶像 信者が、 多分， 無意味な 宗內 安穏ぐ らゐを 祈って る 

の だら う。 

ぱち くと 手を叩く 音が した。 そして かの 女 は 合 はせ た 手と 共に あたま を 下 ゆた- 

また、 ばち/ \ と 手を叩いた。 そして あたま を 下げた。 


^ぐ また 手を叩き 終 はると、 立ち あがって * 据を ととのへ ながら こちら を 向いた" 然し その S は 美 

人で も 何でもなかった。 

『畜生！』 渠は いま.， （\ しさう にかう 默 言して、 を 向いて しまった。 

Is^ が ゆるやかに 足 を ま はして、 からた を， 问き 直した 時 • 女 は 取り澄まして、 £ぶ の そば を、 敷き 石に 

從 つて、 鳥居の 方に 歩いて 行った。 

も ぶら と 歩いて • 境內 で、 せ 2 のま はり や 神 槃堂を ま はって 見てから、 神樂 堂と 十 歩 も 隔たつ 

て. R きへ ：！ つたいて ふの もとへ 行った。 そして、 また、 その ま はり を ま はった。 大きな 极が 地上に で こ 

つ *<づ  、  I 

ぼ こと 起伏して ゐる、 その 一つに 知りつ つ ふと 躓い て， すんでの ことで ころび 力け た。 

兩手を ひろげて 全身の 釣り合 ひ を 持ち直し たはす みで、 寢 不足の 爲 めに 半ばと ろり として ゐる 精神 

が 引き立って 來た。 

木の 粋 はお ほかた 五 かかへ は あらう と m や はれた。 殆ど 一 面に 靑 苔が 蒸して、 手のと どき さうな とこ 

ろのぅろに^？り木が 一 つ 育って ゐる。 

その 宿り木の 枝へ 蕖は 飛びつ いて 見た が、 とどかなかった。 

今一度 この 大木 を ま はって 見てから、 じッ とその 斡に 近より、 根の 脈と 脈との 問の、 足場が いいと 

ころ を んで、 巾 を： & にもた せかけ た。 

a? リ者  三 四 九 
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境內全 體の樹 かげが 渠を 中心に 包んで 吳れ たやう で、 ひィ やりした 感じが 攝の 背中に も傳 はった。 

『忘られし お ほ 木の 幹  千万 年の 努力の 結  苔 皮の 下なる 脈搏  わが 血 を どよ 

ます』 などと • IS の欹想 はいつ もの 通りに 湧いて 來た。 が、 これが 有形の 歌に なって 發 表せられ ると、 

舊ぃ、 蔡 いと 批評せられ るので、 わが 身で わが 身の 心まで いまく しくな つた。 そして 從 前の やうに 

は 素早く  擎と 手帳と を 取り出せない。 

『白紙の 手帳な ど 死 も 同樣ぢ やない か』 と 叫ぶ 聲が、 どこか 高い ところでし たのが、 渠の 精神へ 聽ぇ 

とうせん. UTJ よう まと がた 

たやう だ。 思 はすお もい 目蓋 を あげる と、 頭上に 輕く 動いて ゐる 枝に は、 投扇 輿の 的 形の やうな 葉 

が 他の 葉 かげから もれる 光に きらくして ゐる。 

『僕 だッ て、 ああ 云 ふ 光の ひらめきがない ではない』 と考へ 込んだ。 

うちに 向 ふと も、 外に 向 ふと も 付かない 渠の 目の 中へ、 竹 ざ をの さきに 紙 代れ をつ けた 嵊 取りが 四 五 

はん 兄. S 

名 列 を 成して 順番に 反映した。 そして 順； 1^ に 渠の前 をよ ぎる もの も、 よぎる もの も- 怪しみの E 付き 

を投 けて こちら を 返り 見、 返り 見して 行って しまった。 そして、 お の 後の方で、 

『すりだよ。』 

『乞食 だい。』 

■『 狐にば かされて るんだら う。』 などと 云 ふ 聲が聽 えた。 


『li^ 鹿に して ゐゃァ がる！』 渠は 子供にまで 無 邪氣な 同情 を 惜しんで ゐ るので あった。 どうして 自分 

がすり に 《^ える • 乞食に：： える と， 、渠も 亦 ふと {HI 分 自身 を 返り 見た。 

アルパカの S 外套で 隱 して 出た 紺が すりの 泥の よごれ 跡に 氣が 付く と- けさの 夜 あけに あの 友人の 

象 を 出て- I 日； 宿へ 歸 つた 時の ことが 浮んだ。 渠は 友人と 別れる のが ii などと 別れる 思 ひであった 

程、 酒の S ハに乘 つて ゐ たので あつたが、 ふらく といい 心 持で 歩いて るう ちに、 IS たへ た 村 木に ぶつ 

かって， 水氣. 5 ある 地べたへ ぶッ 倒れた のであった。 

この、 に は 乎 がらなる 事件と その 證據 なる 負傷と を報吿 する のが， け ふまた 友人 を 訪問した 理由 

の 一 つで もあった。 が * この 鼻ッば しら を 折られて、 それ を報吿 する 氣分 になれ なかった のな ど、 あ 

れゃ これ やの 凡てが 今更の 如く 自分の 愚 を 示す の だと 思 はれ、 自分なる ものが 全く 社會 から 見離され 

たもの や う だ。 

『あ ァ、 ぁァ』 とば かり 口のう ちで 叫んで たり、 『ふ、 ふん』 と 鼻で 笑って 見たり して ゐる人 gS に、 

いつのまにか、 なって るの を發 3- した 時 は 、『え、， ま 、よ， 失敗な ど は 忘れて をり さへ すれば い、 ん 

だ。』 かう 自分の 心 を ふり 起して、 いて ふの 根 もと を 離れた。 

- おび 電取 通り へ 出る と， 暑い 光に 照らされた 周 園の 雜 踏の 音 や 色 や 形 やが 段々 遠方へ あとす さりし 

て 行って、 自分の あたま も ふう わりと 稀薄に なって 行って、 自分の 足 は 夢の 世界 を 踏んで る やう だ。 

阔リ 者  三：， 1 
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「おれ は g たいの だ、 な』 と 云 ふ 喑示を 得てから、 宿へ 急いだ。 

渠が考 へて 見る と、 かれこれ 六 七 時 ii はぐ ッ すり 寢 たんだら う。 目が さめる と、 もう， あかり 力付 

いて ゐ JM。  S ぐ 『飮 むなら、 また、 晚 にして 貰って』 と 云 ふ 友人の 言 薬 を 思 ひ 出した 力 

『ふん * もう、 永久に 行かんで もえ. -』 と獨 りごちながら * 置き ッ 放しの 膳に 向った。 が、 燜德禾 の 

ゐな いのが 寂しい ので * 箸 を 置いて 手を叩き * 女中に 一 本 頼む と 命じた 

『I 本 だけです よ』 と 云って、 女中が 燜 をした の を 持って 來た。 が • それだけ では 足りさう でもな か 

、つた。 ちび りくと い、 加減 手酌 をした あとの 德利を 耳 もとで ふって 見て、 

『どうも 11 1 一 合 這 入って ゐな いのは 當然 だら うが 11 1 合 五 勺 もない やう だ 』 

渠 はまた 手を^いた。 

『へ l い』 と 答へ て、 廊下 を 通って ゐ たのが 額 を 出した が、 渠が 膳に 向って ねる の を 見て、 他の 女 

中と じ やうない やな 様子 をした。 

『もう、 一 本な ァ。』 渠は それでも かの"^ の氣を そこな はない やうに して、 『おかみさん にさ ラ^んで。』 

『可け ません よ、 あなた。』 あまへ る やうに 眉に わざと 鈹を よせて、 『あがるなら、 1 本と きまって 2 ス 

ぢゃァ 御座いません か？』 


r そこ を • お前の 働きで • な ァ』 と • 渠は徴 笑して：：： K せた。 

女 は 行って しまったが、 待って ゐる 品は來 さう でもなかった。 

「けちな おかみ だ、 な ァ。』 かう 低語して から、 さて、 飯 を 4? はう かどう か考 へて 兒 たが、 どうも 飯び 

っの^！！；！をぁける氣になれなぃ。 で、 立ち あがって 兵 兒帶を 締め 直し、 板の間 を わざとが た ッぴし 云 は 

せて 外へ 出た。 

iS がお 晚の や、 フ にぶらつ くの は 電車 通りで あるが、 今夜 も 習慣 通りに 足が そこ へ 向いた • 大 塚終點 

乘り 場の 赤い 電燈の もとに 立って、 ほんのりと は醉 つて 來 たらしい 心 持 を 夜風に なぶらせて ゐ ると • 

洋服 や 法被の Bfr 年增ゃ 若い 娘な どが、 入れ か はり 立ち 代り 乘 つて 行く。 それが 自分に 直接な 交涉が 

ないだ けに、 直接な 交涉 があった 人々 よりも、 何だか 懷 かしい。 語り合 ひさへ して 見れば 11 盃の交 

換さ へ して 見れば —— 直ぐに も意氣 投合が 出來る ものが ある やうな 氣 がする。 

かう 云 ふ 人々 は —— おれ を見棄 てた こと もない —— そら、 丸髻の 女の 白い 足が 見えた。 

おれに ist. をふッ かけた こと もない 11 今， 仕事師ら しい のが 乘 つた。 

おれに 下らない 屮か吿 をした こと もない —— あれ は どこの 學生 だら う？ 

却って 舉問 などし ない 奴の 方が、 正直で • 素直で、 小 理窟 は 云 はん 一 - あの 勞働 者の 體 格の よさ！ 

獨リ者  111 五三 
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しッ かり 働け！ 

おれに 好きな 滔を飮 ませて 肝膽相 照して 置いて、 その あとで おれ を 馬鹿にして、 っク 放す こと もし 

なから う n ああ、 あのい やな、 近處 の、 〇〇 雜 誌の 編輯 者が 行く。 手に 持った の は、 ゆすりの 種に 

する 原稿ぐ らゐ だら う。  - 

提 を 消してから にしよう か、 しまい.^ と まごついて ゐる、 あのお 婆ァ さんの 足 もとが あぶな ッか 

しい。 

然し ぉ婆ァ さん はよ ぼく しな がら、 提灯 を 吹 き 消して 乘 つた。 

その あとに は、 どこかの 娘さん だ。 が、 おれに は 料理屋 かそば 屋の 女中 以外 は 用がない。 

ふん！ 優しい 姿に 薄情 を隱 したやうな もの！ どいつで も、 潢ッ つら を 張り倒 してやれ！ 

r 大塚も 盛んになつ たもの ぢゃ. I ええ 加！ K に發車 すれば よから うに、 な ァ。」 

『お乗り ぢゃァ ない のです か』 と 云 ふ 車掌の 聲 がして， i 慳に 鈴の 音が チンく と 鳴った。 

r 何ぢ や、 馬鹿らしい！』 渠 はぶい と 歩き 出した。 が" 別に さして 行く ところ もない ので、 並んで ね 

る 店 を ぶら り、 ぶら りと 見て 歩いた。 氷 星 —— 煙草屋 11 晏屋 I バケツ、 ざる、 おやり 香、 釘 等が 

條 つて ある 荒物屋 11 赤い トマト、 青い きうり * 茄子、 唐 *R 子、 梨 • 西 爪 等の 八百屋 11 いり 豆 や 南 

京 豆の 店 —— 一 一三 度 這 入った こと も ある そば 屋 —— 金がなければ 這 入れない 鳥 料理屋の 門 — すべて 


* 今の 渠には 何 等の 閱係 もない。 そして 曲り角に 立って ゐ る ooijss の廣吿 柱の 字 を 暫く 立って r ん 

で ゐた。 

r 內科 11 婦人科 11 花柳病 科 11 1. 痳病、 痔。』 

r おれの 知った こと ぢ やない』 と 云って、 向 ふ 側に 轉 じた。 

<K のす し M の 酢のに ほひが ぶんと 鼻 をつ いたが、 渠は 直ぐ 心で ふところ 錢を 勘定した。 そして これ 

は 月末まで 役に立た せねば 困る もの だと 念 を 押して、 通り過ぎた。 

0 11 荒物 呈 11 どら 燒き屋 11 煮豆 屋 11 床屋 11 藥屋 —— 播摩大 椽と云 ふ 古風な 名の 菓子屋 

—— 下駄屋 11 八 百屋 11 氷屋 —— 洋酒 趿寶 11 建築中 の 11 一階 料理屋。 そこに 店は盡 きて 山の手 線の 

* ち 

停 求 場？ だ。 そして そこ は眞ッ 暗 だ。 

また. 煩 は あと 戾り をし かけた 時、 電車が 終點 へつ いて、 五六 名の 男女が 順ぐ りに 降りた。 知った 人 

でも ゐ ないかと • 立ち どまって じッと 見て ゐ ると、 1 人の 細君ら しい 女 は 渠を四 fft* 年 前に 見棄 てて 去 

つた 妻に よく 似て ゐた。 

『おれ も 酒と 不勉強の 爲 めに 家 を 持ち切れなかった の は 事寳ぢ やが、 あいつ も ft 情な" & であつ た — 

大 阪へ歸 つて、 またよ そへ 片づ いてる さ うぢ やが f 』 

W り 者  H 玉 玉 
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かう 考 へながら、 何氣 なく、 それに 似た 女の あと をつ いて 行き かけた。 すると、 よこ あ ひから、 聽 

き おぼえの ある 强ぃ聲 がした、 

『おい、 藤 島 君！』 

『おう』 と， 健吉 はふり 向いて、 向 ふの 强ぃ 1 聲に その 人の 强ぃ 人格まで を 思 ひ 出し、 殆ど 全く 忘 わ 

てゐた 反感 を まのあたり SIM したが、 同時に また 當 座の 氣分 はこれ を懷 かしまない では ゐられ なかつ 

た。 っッ 立って 來 るの を 待って ねる 人の 方に 進み 行き 、『戸崎 君！ 久し II 振り だ — なァ 』 

『どうして るんだ？』 

『うん I. 』 と、 少し ひるみ 氣味 になって、 『ま ァ相變 らすぢ や。』 

「相 變らす 飮んで るんだら う。』 

r まァ、 そんな ことし か 11 僕に や 1 樂 しみが — ないから、 な ァ。』 

「どうせ 君ァ飮 まないで もられな いんだが、 この頃 ァ何 をして ゐ る？』 

「大した こと もせん —— まァ， どこかで —— 一 つ 飲まう c』 

『侯 ァ ちょ ッと友 人 を 尋ねた 歸り だが、 金 もない から、 ね。」 

『僕ァ 持って るよ』 と、 健 士ロは 片手で 戶 崎の 肩 を 押さへ て ゐた。 

r いつも 貧乏な 君と は 知って るから * ね — 』 


「さう — 云 ふな- まァ、 —— お 互 ひだ。』 と， 歩き 出した。 

『もう、 酒臭い ぢゃァ ないか？』 

『懊ァ もッと 飲みたい の だ。』 

『それが 君の 惡ぃ さ。』 

『惡く —— て も、 よくても、 —— 僕ァ どうせ —— 駄目 ぢゃ —— この そば 屋 —— で 許 —— して 吳れ よ』 

と、 健 古 はさきに 這 入って、 二階へ あがらう とした。 

『ここでい いぢ ゃァ ないか』 と • 戸崎 は 下の 間の 疊へ 土間から 腰 を かけて、 『用が あるので、 ゅッ くり 

しちや ァゐ られな いんだから。』 

『ま ァ、 暫くつ き 合うて 吳れ —— 姉さん、 酒 を 持って 來ぃ、 酒 を』 と 云 ひながら、 健 吉も腰 を かけた 0 

『君、 何 を やる？』 

『飲みた けり ゃァ、 酒 だけで いい ぢゃァ ないか？』 

『でも、 ^は 寂し —— からう。』  .、、.、 

『ぢ ゃァ、 盛りで いい、 さ —— どうせ 僕ァ喰 ひたくない。』 

『ぢ ゃァ、 姉さん、 盛り 二つ！ 11 酒 を 早く —— 持って 來 いよ。 一 I 今度、 金の ある 一 I 時 うんと 11 

おごる よ。』 

獨り者  111 五 七 
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『君に おごられないでも —— どうして るんだ、 一 向來 ない ぢゃァ ないか、 酒 ぐら ゐは飮 ませる のに？』 

『うん』 と、 云 ひよ どんで、 健 吉は思 ひ 浮べて ゐた、 この 人から 曾て 貧弱な 欹人 だから も ッと眞 面目 

に 修養し ろと 云 ふ 激烈な 忠吿を 受け、 一 時の 發 奮から この 人 を ナイフで 切り殺さ うと 出かけて 行った 

こと を。 その 時、 この 人 も それと 悟って 一 層大膽 に渠を あしらつ たので、 渠は手 を 出せなかった。 J 

大した 恨み も惡 感も殘 さないで 歸 つたが * その後 敷居が 高くな つて、 ここ 三 四 年 はう とくしく なつ 

てゐ るの だ。 『尋ねな けり ゃ惡 いんだが、 なァ。 』 

『來 たくな けり ゃァ來 なくって もい- -が、 來 たからって 損 はない よ。』 

しゃ < 

『そり やさう だ。』 運ばれた 酒 を 酌しながら、 『 I 遍行 くよ。 然し 君が 一 I 歌 を やめて からの 11 活動 振 

りに は、 僕 は 感心して をる —— 君の I— 特色 ある 欹を —— やめた の も 11 惜しい が、 な ァ。』 

『いくら 特色が あつたから ッ て * 作れ なくなったら それ ッ 切り ぢゃァ ないか — 君の やうに 若い 熱が 

なくなっても なほ 熱の あるら しい こと を 歌 はう とする の もよ し惡 しだ。』 

『だから， 撲 もやめ た —— もう、 やめた。』 

『して、 今、 何 をして ゐ るんだ、 ね？』 

『僕 ァ 駄目 ぢゃ I— ま ァ* 飮み 給へ。』 かう 云って、 健吉は 愉快に 盃を 重ねた。 

『君 は 酒が 弱い^に 飮 みたがる からい けない。』 


『どうして！ この 飮 める —— やうに —— なった ぞ。』 

『でも、 もうぐ た- (\ して ゐ るん ぢゃァ ないか？』 

『うちで も 11 飮んで —— 來 たん ぢゃ —— をと >1 ひの 晩から —— 飮み —— つ M 11 けぢゃ OJ 

『それでも • 飮 める 間 は、 まァ、 いいさ。』 

『君 は、 な 11 おれの 11 こと を 11 頸で もく  、つて I 死んだら、 死に 甲斐が ある だら う II 云 ふ 

た —— さ うぢ や、 な。』 

『うん- 云った』 と 笑 ひながら、 『そんな 勇氣が 出る かい？』 

『いや』 と * 健 吉も醉 つて 目の 釣って 來た顏 に 微笑 を 見せて、 11 それが 鼻す ぢが 通った だけにす ご 

い 11 『おれ は 11 そんな 死に 方 はせん。 然し、 な』 と * 片手 を 出して 戸崎の 言 を 押へ る やうに して、 

『おれ は 酒で 11 死んで 11 見せる。』 

『それ もよ からう I f;^ として は、 ね。』 

『ま ァ、 飲み 給へ OJ 酒 を 相手 にもついで やって 、『然し 君 はえら い。 僕ァ 駄目 ぢ や。』 

『たと へ、 さ、 君が 駄目で、 僕が えらい としても、 僕のことは！^？^が僕のところ へ來た時に云はぅ。 君 

ちか 

自身が 君 自身 を どうして さう 駄：： in にして しまったんだ？ それが 分って るか？』 

I わか 

IT 分って るよ、 君 はえら い  僕ァ 駄目 ぢ や。』 

獨リ者  111 五 九 
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r ：…  』 

『僕ァ 駄目 ぢゃ —— お、』 と、 思 ひ 出して、 おもい 眼 を あゆ、 相手 を 見た が、 直ぐから だ をぐ たりと 

させながら、 『今年の 11 正月の 11 〇〇 新報 を —— 見た か、 o〇 新報 を？』 

『見なかった。』 

『おれ ァ 書いた よ、 過去の 11 歌 擅 を。』 

『見なかった • ね。』 

『一 度 11 见て れょ 11 君 はこれ、 さ』 と、 右の 手 を 肩 ほど あゆて、 左の 手 を その 一 尺 ほど 下に 持 

つて 行きながら TT が これ、 さ。』 それから、 右の 手 をお ろして、 左り のまた 一尺 ほど 下べ 匿いて TP 

が これ、 さ。』 かう 渠は手 ilM 似まで して、 自分 も 新ら しい 歌の こと は <5 ^ら ないで はない ぞと云 ふ 意 を 示 

めしたかった の だが、 あたりが ぼうっと 喑 くなる やうに なって しまった。 

『見なかった、 ね。』 

『さう か、 なァ』 と 云って、 潢に 倒れた 時、 左の 手 をぐ にやり とおつ ゆの 德 利に 當て たので、 低い 德 

利 も ひっくり返った。 健 吉は潢 に 起き あがって、 それ を 直しながら、 『君 • 來て をる ぞ、 喰 ひ 袷へ。』 

『僕ァ さう 噴 ひたくない。』 

『然し、 なァ』 と、 元の通り 起きて、 『僕 も 11 仕事 は  -てゐ るよ、 今の 靑年問 11 に は 11 まだ 


勢力が ある 11 から、 なァ c』 

「けれども、 選者なん か 下らない ぢゃァ ないか？』. 

者ば かり ぢ やない、 豪傑の 傳記物 を 書いて をる。』 

『  J 

『そ^-も下らん、 1 さ I— どうせ 11 世の 11 中の IT こと は』 と、 口まで たるませて、 『皆 下らん 

！ 好きな 11 ことして 11 死ん でし まへば え i んぢ や。』 

『君に ゃァ 死ね もしまい。』 

『さう だ、 死ねん 11 まだ 世間の 酒 を —— 飮 みたい。』 

『それ はさう として、 が^は これで 別れよ ラ ぢゃァ ないか？ ちょっと 君 も 知って る A 君 を 訪ねる 必要 

が あるんだ から OJ 

『ま ァ、 え- - 11 まァ J え、』 と、 あわて- "押しと め、 『久し 振 で 愉快 ぢゃ。 矢つ 張 &^、 もとの 一 I 

友人 は II え \ なァ。 もっと 飮み 給へ、 僕 ァ君を 11 惡く 一 I 思って は をらん。 君 は 11 僕の 11 

露からの 11 友人 ぢ や。』 

『無論、 君が 僕 を 惡く思 ふ 理由 はない 害 だ。 僕 も 君に 友人と して 出來る だけの こと は盡 した。』 

『さう だ。 さう だ。 僕 は 心で 感謝して をる OJ 

K り 者  11H ハー 
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『然し、 もう、 引き あゆよう ぢゃァ ないか、 大分 君も醉 つて ゐ るよ。』 

『いや、 まだ 醉 つて をらん。』 德利を ふって 見て、 『姉さん、 もう、 一 本。』 

『もう、 い \ よ、 さう 飲めない の だから o』 

『ま ァ、 さう 云 ふな、 —— 姉さん。』 

『よしな よ、 姉さん • この 樣子 だから、 ね。』 

『君 ァ いかん、 11 酢へば 醉ふ ほど 11 愉快 ぢゃ ないか？』 

『君ァ 愉快 だら うが、 僕ァ まだ 用が ある。』 

つと く 

『ま ァ、 え-さ』 と 云った が、 納得して 兩手を 膝の 上に 重ねて、 からだの ぐらつく の を を さへ Tsa ん 

で吳れ た、 な、 〇〇 新報 を？』 

『讀 まなかった よ。』 

『君が 一等え らいの、 さ。』 また 同じ やうな 手真似 をして、 『その 次ぎが T さ。 それから、 下が P さ o』 

『さう 云へ る やうに なった だけ、 君が 多少で も 冷 靜に考 へて 來 たんだら う。』 

『そり や 僕も考 へた。 然し、 なァ、 では 11 それ を 讀んで • あれ だけ 自分で 惡ロ 11 云 ふて をった 

11 P のと ころへ おだてに 一 I 行った。 さう して、 なァ、 T は P を 味方に して 11 おれの 原稿 を —— 

探 用 せん —— やうに なった ぞ。』 


『なァ に、 あいつ 等ァ 馬鹿^ 郞ぢゃ 1 世の中の もの ァ皆 馬鹿野郎 ぢゃ。 然し 君 だけ はえら い。 1 

詩人 戸崎， 小 說家戶 崎！』 

「は • は、 はァ』 と 戶崎は 笑った。 

『おれ は』 と 云 ひかけ て • ふらく と 倒れよう としたの を また 自分で 僅かに ささへ て、 『aaj 面目 ぢゃ 

ぞ、 いくら 11 醉 うて 11 をっても。 ぢ ゃァ、 讀んで くれたな、 その 11 あの I— 』 

『まだ 讀 まない よ。』 

『さう か』 と 云って、 横に 倒れた。 

r おい、 ここで 寢 ちゃ ァ 困る ぞ、 起き 給へ。』 

「うん、 ぢゃァ 起きる。』 健 士ロは 起きて 懐中 を 探って、 がま 口 を 取り出した。 そして 五十 錢 銀貨 を疊の 

上へ 投げた。 

『姉さん』 と、 戶崎は そばから 、『つり。』 

『失敬した、 な、 今^ また ゅッ くり —— 飮 まう。 然し、 な』 と、 健吉は 相手の 方に すり 寄る やうに し 

て * 

『おれ もま だ靑 年に 11 勢力が 11 ある。 傳記物 を 書い て をれば 一 I 籐島 11 先生 ぢゃ ぞ。』 

j» り 者  111 六 111 
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『それ も 結構 だら う o』 

『然し、 君 ほど 11 えらく は I なれん、 さ。 おれ ァ I— 酒で 死ぬ。』 

『どうせ、 誰れ も 彼れ も 何 かで 死ぬ だら う、 さ。』 

女の 持って来 たつり を健吉 は、 それでも、 勘定して がま 口へ 入れた。 そして そのが ま ロを懊 中し よ 

は t 

うとして 疊の 端に 落した。 

『失敬した • な』 と、 云 ひながら， その 手 は 落した 物 を 直ぐ 再び 拾って 懷 ろに 入れた。 『愉快 だ！ 愉快 

だ！ 久し振りで 愉快であった。』 

『さ ァ、 出よう』 と、 戶崎は 立ち あがった。 

『さう か』 と 云って、 健吉も 立った。 

健士 口が さき に 立つ て そば 屋の 暖簾 を 出た 時、 

『まだ これから どこかへ ま はるの か』 と 云 ふ 同じ 强ぃ 聲が聽 えた。 

『ト エアに、 もう 歸 る！』 渠 はかう 云 はなければ ならない やうな 反感 を またお ぼえ 初めた。 

ちう 

『ぢ ゃァ、 失敬す るよ」 と 云って、 戶 崎が 電車の 方へ 驅 けつけ る 後ろ姿へ、 今 I 度 目 を 放った 力 直 

ぐ あたまが ふらく したので、 ちょ クと まぶた を閉ぢ た。 そして 千鳥足に 進みながら" もとの 獨 0 ぼ 

タ ちになる のが どうもい やであった 


究ぁ健 
然ぶ吉 
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來 袷へ。』 

！』 

丄 

るか？」 

-の乘 つた 電車が 行って しまったの を 知らないで、 頻りに 聲を かけて ゐた 0 

氣が 付いて あとす さりした 前 を、 別な 電車が 進み出た。 そして 『馬鹿』 と投 ゆつ ける や 

り 者  11 一六 五 
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うに 叱りつ けた ものが ある。 

渠は それと 反對な 方へ 歩いて、 戸崎と aa くわす に 至った ところへ 來た。 そして あの 時 見た 女 は どこ 

の 誰れ であった らうと 云ふ考 へ にば かり 耽った。 

醉 つた 目 は あいて ゐる ことが 出来なかった。 

I C 大正 二 年 九月) 1 
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弟の 友人が 二階で 二三 名、 與に乘 じて お ほ聲で 頻りに 何 か 話し合って ゐ るの を 聽 きながら、 京 子 は 一 

茶の間の 火鉢の ふちに 兩眩 をつ き、 招き猫の やうな 手つきの 上に 跨 を 載せて、 餘 ほど 霞に 耳 を そば 

立てて ゐた。 

弟 は、 いつの まに 勉強した かと 思 はれる ほど 詳しく、 音樂 のこと を 話して ゐた。 すると， また、 小 

說 のこと に 移って、 今の 作家のう ちで 誰れ はどうの、 彼れ はかう のと 云 ひ 出した。 

ま," 》w  く  一 

それ を 反駁す る 聲も聽 える し、 贊 成す るの も あるが、 どちらが 高濱 さんで， どちらが 增 野さん なの！ 

か、 自分に は見當 がっき 兼ねた。 

弟の 友人が 訪ねて 來 ると、 二階へ あがって 行く 後ろが を、 きッ と、 障子の すき 間 や 破れから のぞい 一 

て 見る ので、 それが たび 重なるに 從 つて、 その 顔 や 姓名ぐ らゐは おぼえて ゐる やうに なった が、 そん i 

な 男の人と も 直接に 話して 見る 勇氣も 出なければ、 また 機化 もない。 

く 

r 女 はさう、 お ig; の やうに お客さんの 中へ 出しゃばる もので はない』 と、 母 はいつ も嚴 格に こちら を 


を 八 " はせ るの が 恥 かしく ッて 溜らない ので ある。 現在 自分の 弟に 對 してで さへ、 弟が 女 狂 ひ をす る や 

ちら 

うにな つてから、 また 接いて 今の 妻 を 貰つ てから は、 何となく 面と 向つ て 話し をす る ことが 恥 かしい。 

『ねえさんの やうな 變人は • 世閒 にあ まりないです』 と、 弟 はよ く ふくれ ッ面 をす るが、 それに 對し 

て 一 度 も 接に 申し わけ をしたり、 強情 を 張ったり した こと はない。 そして 賴 むこと でも あれば、 必 

らす 母の 口 をと ほして 云 ふ。 

『お 京 • お 鋭 子が 出來 過ぎる といけ ないから、 ね。』 母 は 弟の 嫁に 賴 まれて、 臺 所の 方で 香の物 を 切り 

ながら 注意した。 

ど, こ 

『. ^え。』 煮え切らない 返事 をして、 銅壺の 中から、 それ を 出さう とした 0 熱く ッて、 ぢ かに は 持てな 

^  ぶきん 

かった ので、 布巾で 以 つて 猫板の 上に 移した。 

なけし に 古ぼけた 槍が 二 本 一 I それの 下で、 臺 所に つづく 隅に、 火鉢が 置かれて ある。 かの 女 は 今 

賓 どころ の 方に 向って ゐ る。 

おんす 

その 脊 中に 當 つた 壁に 添って、 舊新 兩樣の 箪笥が ニ掉 あって、 その 比較的に 新ら しい 方ので、 鏡臺 

►k ござ  *1 もの  ぢょ 

が 載つ てるのの 前に は、 蓖 にたたん だ 京 子の 衣 物が 這 入って ゐる。 そして かの 女 は それ を あす 着て 出 

る ことば かり 考 へて ゐ るの だ、 弟が 許して くれる だら うか、 それとも 今回 は 許して cjK れ ないだら うか 

醜  0  11H ハ九 
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と 0 

かの^^のハ乂がまだ存生の時、たッた 一 人の 男の子が 家 代々 の 家業なる 國 S キの 系統 を 機ぐ こと を 嫌 ひ、 

經濟學 を專修 する 爲 めに 或 私立 大擧へ 這 入った の を、 父 は 一 生の 遗憾 とした。 その代り、 京 子 を 師範 

事 校に 入れ、 同時に 國文 ゃ漢學 を敎へ 込んだ ので、 かの 女 は 立派に 小攀敎 員に なれる 免 狀をも 持って 

ゐる。 また、 それ を 得た 當初 は、 半ケ 年ば かり、 日本 撟 E の 或小舉 校で 正 敎員を 勤めて ゐた。 

これ を、 突然 勝手に やめて しまったので、 こちらをばかり愛して^^^てる母でさへ怒ったのだも 

の、 當時 僅かに 或會 社へ 出た 弟 は、 戶 主としての 負嬉 がそれ だけ 重くなる のを默 つて はゐな 力った。 

が、 11 

『ねえさん、 ぉ燜が 出来て？』 弟の 妻が 二階 を とんく 下りて、 障子 を 明ける が 早い か、 つか < 這 

人って 來て、 かう ハ たので、 京 子 はう は 目に その 顔 を 見ながら、 あゆて あった 铫子を 渡した。 そし 

て 向 ふが 兩 手に 香の物と 铫 子と を 持って行って しまうま でも、 首 葉は發 しなかった。 

『女だてらに、 男と 一緒にお 酒な ど飮ん で』 と • 心のう ちで 、『あの 赤い 顏！ よく 何ともな いこと だ 

不斷 は、 賤業婦 か 何 かの やうに お 白粉ば かり 塗って るのに！』 

『お客さんが 飮 ませる から 仕方がない』 と、 あの 女 は 能く 云って ゐる。 何かと 云 ふと、 『お客さんが』 

とか 『、鹏 fk の 命令 だから』 とか 云 ふ。 あの 女に は、 全く 見識がない の だら うか？ 弟 は 男 だ、 男の 云 

UJm  


かう 云 ふこと を 注意した こと も あるが • すると、 直ぐ 弟の 耳に 這 入って、 渠は ひどく 怒った。 

『ねえさん なんかが 何もぐ す/ \ 云 ふに は 及びません、 わたしの 女房の こと はわた しが 引受けて ゐま 

すから！』 

『姉に 向って、 さう つけく 云 ふ もの ぢ やない』 と、 その 時 • 母が 仲へ 這 入った。 

なお 

京 子 は 結婚す る 時の 用意に とて、 今 は方づ いてる 妹に も 劣らす、 父の ゐる 時から いろんな 物 を 持ら 

ベて 貰った。 自分の 所有に 屬 する ものと して は、 立派な 桐の 壞笥も ある。 一 I 比較的に 新ら しいの が 

それ だ 11 畏 持ち も ある。 鏡臺も ある。 なか/ \ 高 價な衣 物 やその 附屬品 も ある。 が、 ただ 惜しい の 

で、 會て 身に 着けた ことがない。 —— その 問に は、 段々 流行に 後れて 行く の も かま はないで。 —— 俸 

袷 を 取って た 問で も、 別に また 債う ちの 安いの を 買って、 出勤の 時の 服装に した。 その 服装で さへ、 

今 は 入らない ので、 箪笥の 引き出し にし まひ 込んで ある。  - 

たまに は • それ を 出して、 自慢 さう に 弟の 妻に 見せた こと も ある。 

『ねえさん はこん なにい い 物 を 持って いら ッ しゃる のです から、 これ を 着て 少し 外へ 出たら い いぢ や 

ァ ありま せんか、 おめかしで もして？』 

ぢょ 

『わたし， おめかし は 嫌 ひだ。』 かの 女 はお 湯に さへ 一 週間 も 二週間 も 這 入りに 行かない。 
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自分の 持って る 金を使 ふの がいやな の だら うと 思って か、 弟 は 湯錢を もき めて、 锦 月吳れ るの は 3. 穴 

れ るが、 それと M ぃ錢と はそッ くり そのままに 母に 頼んで 郵便局へ 貯金して 貰って ゐる。 

螯 55 はどう も 暗れ がまし くッ て、 そとへ 出たくない 習慣が $ii じて、 夜に なっても、 ぉッ くう だと か、 

熱い から 寒い からと か 云って、 家にば かり ゐて、 妹ば かり を 相手に して ゐた。 その 妹 は、 父の 昔の 同 

僚であった 人の 息子で、 房 州の 可な り 資産が ある ものの 家へ、 近頃 片づ いて 行った。 

ね 之 

かのお が 珍ら しく 而も 度々 外出す る氣 になった の も • そこへ 訪ねて 行く のが 目的で ある。 『姉さん、 

姉さん』 と、 うちで 皆に 云 はれて ゐ るの は 何だか 親しみが 薄い やうであった のが、 妹の 新ら しい 緣家， 

へ 行って さう 云 はれる の は * 尊ばれ、 敬 ま はれ、 親しまれて、 どことなく 自分から も氣が 許され、 そ 

この 家の人々 に は 勿論、 妹の ifk にまで も， 自分 は 妹よりも 丁寧に され、 妹よりも 多く 情愛 を 向けら 

れてゐ る やうに 思 はれる。 

『もし..： N のにと 一 一人 ッ 切りで さし 向 ひになる をり が あれば、 もッと 情愛 を 見せて 吳れる だら うに I 

妹が こッ ちへ 出て 來る あとへ、 入れち が ひに でも • 若し わたしが 向 ふへ 行く と 云 ふやうな ことがあれ 

ば』 などと 空想して 見た 0 

け ふ も、 弟の 機嫌の いい 時？^ を见 て、 あす 向 ふへ 遊びに 行く 許し を 母から 賴んで 貰 ふこと になって 

Ift  >  I  一一 マ ゆ フ 。で、， c 一  tef し .ifs  c^s-i^ も 直、 ら ないで、 母 と共にお 客の 歸 


I 一階 は暫 らく ひッ そりした かと 思 ふと、 俄かに 弟の 妻の あまへ る やうな 言 楚が聽 えた。 

r いやです よ —— もう、 わたし は飮 めません、 わ。』 

『ま ァ、 もう 一 杯』 と， 誰れ かの 聲だ。  ，1 

『それより ゃァ、 早くね えさん を 呼んで おあけな さいよ。』 

『  n 京 子 はわれ 知らす 身 をす くめた。 そして 入らない さし 出口 をき いてる と つた。 

『お 政 も』 と、 あの 聲にぢ ッと耳 を 傾けて ゐた母 は、 火鉢 を 中に さし 向 ひながら 云った、 『酒 だけ はよ 

せば いいのに。 女が 醉 つてる の は、 見ッ ともない もの だ。』 

『信さん が飮 めと 云 ふんです ツ て。』 

ゥぶ 

『お 客 や をつ とが 飮 ませる から ッて — そり ゃァ、 信に も 困る。 お父さん によく 似て るて、 酒が 好き 

で、 女が 好きで 11 それに、 又、 來 るお 客 も * 來 るお 客 も • お ほ酒飮 みば かりで —— 今度のお 勝の 亭 

ホ； も Is とはいい 相 ひ 棒の やう だ。 お前 だけ は飮み 手のと ころへ やりたくない。』 

『  』 京 子 は、 母の 毎度の 云 ひ 分んだ から、 別に 返事 もしなかった。 が、 妹の 亭主の やうな 人な 

ら、 飲んだ ッて かま ゃァ しないと 思った。 妹にば かりで なく、 自分に 向っても、 親切で — 丁寧で — 

よく 氣が ついて — I 時々 おどけた こと も 云つ て 1 
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『高が 土臭い 百姓 ぢゃァ ないか、 敎育も あまりな いやうな —— 』 

『さう 馬鹿にす るの は ひどい』 と、 京 子 は 曾て それ を聽 いて 私 かに 辯 解した 。『いい 人 だのに 可哀 さう 

だ、 では、 妹 を やらなければ よかった のに！』 そして 今や、 田 舍の舊 家の 巖 丈な かぶき 門 を 見て ゐた。 

それ を 這 入る と、 四角い 石が 大きな 敷石が * ッ 直に 十 枚 も 十二 三枚 も 並んで、 それから 黑 びかり のす 

る 大きな 玄關 だ。 廣ぃ. H 問 11 幅の ひろい 敷臺 —— I 間の 長方形に 切った ii 爐裏 11 よく 艷の 出た 雁 

木に かかった お ほ鐵瓶 11 十 間 四方 も あると 云ふ臺 どころ 11 池 や 築山の 見える 座敷 11 その また 奥 

のしん とした 座敷で、 勝 子 は 今頃 をつ とと どうして ゐる だら うと 考へ ると、 こちらの あたま はねた ま 

しさで ぼう ッと のぼせて 來る。 

妹の 亭主と 比べ ると、 いやで あつたの は 日本 橋の 小舉 校の 敎員 どもで —— こちら へ は 命令 や 用事の 

外 は 滅多に ロも聽 かない 薛に、 新米の 女敎 員の こと を、 かゆで は 美人、 美人と 呼んで、 實 際の 名 は 云 

e ぶ 

はす、 ぢ かに 會ふ時 は、 また 華族のお 姬 さまで も 取り扱 ふやう に 馬鹿丁寧 を 見せて ゐた。 信で も そん 

な 男な の だら うか、 お 政さん にば かりい い 物 を 買って やって ゐて？ 

『いい 加 减に歸 つたら よさ さうな もの だに』 と、 母は氣 の 勝った 顔に なって 二階 を にらんだ。 『信 も 

信 だ。 隨分 あんなに 交際が 廣 いの だから、 誰れ かひと りお 前に 釣り合 ふ 人 を 見つけて 来れば いいに、 

ね —— わたし だッ て、 もう * いつまで 生きて ゐられ るか 知れ ゃァ しないし — 」 


ll  J ま.^^^|«-351ぉカ<ー+^' 力 ^^h-aMK-^^^F^0lfz  J  t^f" I  c 1 ！  -  rrB 

い、 やっても いいと 云 ふ 話 はあって、 自分自身 も その 氣 になった が、 向 ふから この 近處へ 取り調べの 

人 をよ こした 結果と かの 爲 めに、 どれ もこれ も、 その都度 • 沙汰 止みに なって しまった。 

その後 • 或と ころで 弟が 父の 舊ぃ 弟子に 會 つて 姉の 事情 を 話した ところ、 それ ぢゃァ 氣の毒 だから 一 

貰 ひたい、 丁度 妻 を 失った 場合 だからと あった。 弟 は 喜んで 早速 これ を 姉に 語った。 こちら は 異存 を 

云はなかった が、 今度 は 母が 怒って 一 言の もとに はね 付けて しまった。 そして こちら も それ を 尤も だ 

として、 それに も 異存 は唱 へなかった。 

『うちの 弟子が うちの 娘 を 貰う のか？ 身分が 違 ふ！ 以 つての 外 だ！』 

『ぢ ゃァ、 勝手にお しなさい』 と、 弟 は 怒って、 『もう、 わたし はねえ さんの ことに 口 は 出しません OJ 

『うん 出さない がいい、 そんな 不倫な こと をさせる やうな！』 

『弟 もま だ考 へが 足りなかった』 と、 京 子 は 平 氣で考 へた。 

その後 は， 然し、 母 も 遠慮して、 年中 母が 心配ば かりして ゐる こちらの 綠談 さがしに なると、 はク 

きりした 相談 ゃ依賴 はしないで • ほんの、 なぞの やうに 云って ゐ る。 そして 弟 は それ をた だ 鼻で あし 

ら つて ゐる。 こちら は それ を 弟の 蒲 sm なのに 歸 して ゐ るの だが、 直接に 何も 訴へ たこと はない。 

r ああ • うるさい、 うるさい！』 かう 云って、 政 子が まじな ひの 箒 木に 手拭 を かぶせて ゐ るの を ：15- て、， 
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母 もこ ちらと 共に 笑った。 『今 一 邊， ぉ向ふ の 鳥 を 取って 來ぃッ て、 もう、 鳥屋 だ ッて寢 てね ます、 

わ。』 

『主人の 信から して あと 引き だから 困る！』  - 

『さう です よ —— よせば いいのに、 自分から、 もう 一 本、 もう 一 本ッ て！』 

『そり ゃァ、 ね、 早く 二人 ッ 切りに なった 方が 11 』 

『お前 は默 つてお いで』 と、 母 はこ ちら を 制した。 

.e 子 はつん としてし まって、 姉の 方 を 見ないで • これ も 火鉢の そばに 坐 わった。 

『號 さん、 姉さん！ 1 度い らッ しゃったら、 どうです • ね？』 かう 云って、 客が はしご 段 を 下りて 

. ^る や、 フ すだ。 

『あなた』 と、 京 子 は あわてて、 『入らない こと 云った の、 ね。』 

『わたし ぢゃァ ありません。 うちので す』 と、 政 子 は 答へ たが、 これ も あわてて 箒 木 を 取り、 これ を 

どうしょうと 思った やうに っッ 立って まご- ( -I -てゐ ると ころへ、 客 は 一 一人まで 這 入って 來た。 

『や ァ、 奥さん。』 

『ほ、 ほ- ほ！』 うちの もの は 皆 笑った 0 

f は、 はァ、 僕 等に 早く 歸れと 云 ふので す、 ね？」 


『さう ぢゃァ ない のです よ』 と、 攻 子が 11 『別に 少しお まじな ひ をしたい の に 

『ま ァ』 と、 母 もお 愛想ら しく、 『御 ゅッく  なさい まし。』 

「ぉッ 母さん、 ちょ ッ とねえ さん を 借りて 行きます よ o』 

『お 易い 御用です。』 

『さ ァ、 ねえさん』 と、 こちらが *1 て 政 子に 男振りが いいと 語った 方の 高濱 さんが 云って、 こちらの 

坐 わって る 手 を引ッ 張った。 

r いいでしょう、 ね、 ぉッ 母さん』 と、 また 別な のが —— 0 

『えへ へ』 と、 母が ただ 笑 ひ 顔 をした の を じろ りと 見て、 京 子 は 心細い ほどす くんで しまった。 

『いや 11 いやで 御 坐い ます』 と、 つい 聲に 出し、 堅くな つて 逃げよう とする の を、 醉 つてる 人々 は 

無造作に かつぎあげた。 こちら は 空に もがきながら、 『御免下さい * 御究 下さい』 と つづけざまに 云つ 

てるの を、 無理に 二階へ 運んで 行った。 

# は 食卓に 向って あぐらをかき、 にこく 笑って 手で 猪口 を 口に 持って行く のが 見えた が、 京 子 は 

眞ッ晝 間に 外へ 出. U と 同じ やうな 晴れが まし さ を 感じて、 下に 置かれる が 早い か、 逃 ゆようと した 0 

が • 弟 も 意地が 惡さ うに 言葉で とどめて 少し 怒った 調子で • 

『ま ァ、 いいでしょう、 ねえさん！』 
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-, に 

r まァ、 ねえさん、 僕 等 は 信 一 君の 親友で、 さ ァ。』 

r さァ、 I 杯お 飮 みなさい。』 

さし 向けられた 猪口から 顏を そむけ、 引ッ 張られて ゐる手 を ふり 拂ひ、 

r どうぞ 御免 を』 と 云 ひ 放って、 僅かに 逃け 出した。 

『あれお ゃァ、 君の 困る の も 尤も だ』 と 云 ふ ひそ やかな 聲が聽 えた。 

ふくれ ッ面 をして 下に 來 たり、 曾て I 度 見合 ひ をした あとの 嬉しかった やうな • 情けなかった やう 

な 心持ち を 思 ひ 出しながら、 つけく と攻 子に 當 つた。 

『あなたが ねえさん を 呼べな ど 云 ふから、 こんな 恥 かしい 目に 會 ふの だ！』 

r ねえさん は 人 を 見る と 恥 かしがつ ていら ッ しゃる けれど、 わたし * そんな もの ぢゃァ ない と 思ふノ 

わ。』 

『ぉ轉 婆 だから II わたしの つかま へられて 行く の を • とめ もしないで 笑って ゐ て！』 

『お 政 も あまり 亭主に あまへ 過ぎる が、 お 京 もお 京で、 もッと 人の 前に 出られる やうに ならなければ 

困る。』 

『わたし、 人の 前なん かへ 出ないでも いい ー』 

かう 反對 してから、 今夜に 限り、 母の 手 を 煩 はさないで、 この 座敷へ 獨 りで 蒲圑を 引き出し、 獨り 


でもぐ り 込んだ。 それでも、 早くお 客の かたがつ いて、 母が 弟に 自分の 房 州 行き を 話して p.^ れ^ « い 

いのに とば かり は 忘れなかった。 

やがて 二階の もの 等が 下りて 來 るので、 また 這 入って 來る のかと 身 をと この 中に すくませ たが 玄 

B の はう の 障子 を あけた 樣子 だ。 

『もう、 ぉ歸 りです か』 と 云って、 政 子 は 嬉し さうな 調子で 飛び出した。 

『はい、 奥さんのお まじな ひが 利いた かして。 

「  』 あれ は髙濱 さんら しい。 

『遠 ひます よ、 高濱 さん！』 

r  』 それ、 さう だ。 

『恨んで ゐ ますよ』 と、 增 野さん の聲だ T 僕 等 を まじな ひで 追ッ拂 つて。 J 

r またい らし ッ たらお よろし いぢ ゃァ御 坐い ません か？』 

『こ はと こ 急ぎで、 ね 11 は、 は、 はァ』 と、 弟 はおとな らしく その 耻か しさ を も 知らな ささう に 

笑って、 『ぢ ゃァ、 失敬。』 

『今度い らし ッ たら、 仲直り を 致し ましょうよ OJ 

『奧 さん、 さやうなら。』 
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r ぉ靜 かに。』 

『ねえさん は、 もう、 寢 たんです か？』 弟の 聲は 不平 さう であった。 

『かう 每晚、 银晚 起き てられる もの か、 ね？』 母 はし ッか hs した 聲で、 『あれ だツ てね むた からう —— 

今し がた、 十二時 を 打った。』 

『寢 るの が 行けない と 云 ふの ぢゃァ ありません！ 實際、 あれ ぢゃァ 鼻 持ちが ならん ぢ やない か？」 

『ぃゃと云ふものを呼ばせた.0^、 かつぎ 上げたり する 方が 惡 いだら う。』 

『そんな こと を 云って やしません！ 第 一、 ねえさんの からだの じみた に ほひが 分りません か？ 

ぉッ 母さんに しろ、 ねえさん にしろ • それが 爲 めに 湯 錢 もちやん と 渡して あるのに、 滅多に 湯に 行つ 

たこと がない。 二階へ 來 ると、 わたしに ゃァ 直ぐ ぶんと、 いやな に ほひが 鼻に ついた。 一 I ねえさん 

のこと にや ァ 口を出さない つもりでした. か、 ふと 今夜 その 話が 出たら、 高濱 がそれ ぢゃァ I つ 心當リ 

を當 つて 見ようかと 云 ふので、 鬼に 角、 一 度 本人 を昆て 置いて 貰 はう と 思った のに、 を かしな 風つ き 

をし て^げ 出して 行く し、 その あとに はい やなに ほひ を殘 すし —— 』 

g よ 

かの 女 は みんなに 脊を 向けて 寢てゐ るので、 そ ッと寢 まきの 胸 を あけて、 自分の 乳と 乳との 間 あた 

hy を いで 見た が、 人間のに ほひ だと 思って る ものの ほか は、 何も 特別に くさい やうではなかった *】 

r それでも、 そ の ぉ錢を 無駄な お 化 » や 何 か に 使 つ てし まう の ぢゃァ な し 11 J 


『そ 1 が 行けない のです！ ぉッ 母さん はそんな ことば かりお 云 ひです が、 女が 身相當 のお 化 翻 をす 

るの が 何で 無駄でしょう？』 

r ぉ錢 さへ^め ておけば、 いつでも • しょうと 思 ふ 時に 出來る ぢゃァ ないか？』 

『そんな 考へ はち ッ ともよく はありません！ 女 はズ斷 からのた しなみ が 必要です。』 

『そのたし なみ は 心に あるので、 お父さんの ゐる 時から. さう 敎へ 込んで ある 笞だ o』 

『そり ゃァ、 お ツ^さん』 と， 攻 子が 口を出した、 『今の 世に 通りません、 わ。』 

『お^は 默 つてな！」 かう 弟 は 政 子 を 叱り付けた。 そして また 母に • 『あなたが 娘に 目がないの もメ 

情で しょうが —— 』 

『ちょ ッ とお 寺ち。 わたし は 娘に 目がない やうな こと はして ゐな いよ。 お父さんが 亡くなられてから 

と 云 ふ もの ァ、 お父さんに 代って • わたしが 娘 を 仕つ けて ゐ ます！ J 

わ A 

rtt つけ 方に もい ろくあります。 あなた は 時勢の 變遷が 分らない から — 』 

『ぢ ゃァ、 女房に あまい のが 當 世と 云 ふの か？』 

『ふん 11 』 

『お父さん など は、 如何に 女好きで あっても、 女 を あまやかせろ やうな ことはなかった。」 

『わたし だッ て』 と、 政 子 はかん 走った 聲で、 『何も あまやかされ ちゃ ァゐ ません • わ。」 
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r 默 つてな と 云 ふに！  — わたし ゃァ わたしの 考 へがあります から • そんな ことに 御 心配 は 御 無用 

です。』 

『ぢ ゃァ、 お 京の ことに も 口出し をし ないがいい！』 

r ぢ ゃァ、 ああして 雨ふり あげくの 犬の やうに、 くさい からだで ごろ ッ ちゃら させて； まけば いいで し 

よう。』 

r  』 ひどい こと を 云 ふ、 ねえと、 京 子 も 心で 怒った が、 肝腎の 話が これが 爲 めに 話されす に 終 

り はしない かと はらく した。 

『ねえさん も 少し 氣を 付けて 身の ま はり を 綺麗に しなす つたら、 こんな 云 ひ 合 ひも 起らない のです が • 

ねえ。』 

『何 を 云って るんだ』 と、 後ろ向きの まま、 京 子は攻 子の 一一 目 葉に 枕の 上から 無言の ねたみ を投 けた 0 

『二階 を 掃除し ろ』 と、 この 時 * 弟 は 腰 を 浮かせた らしい。 

『ぉッ 母さん もお 休みなさい』 と 云って、 攻 子が さきに 立った やうす だ e 

r ちょ ッと 待って おくれ、 信。』 

『わたし は 知らない、 知らない！  二階が わたし 達の 世界 だ。』 かう 云って， 政 子 は 例の つん けんの 樣 

子 を 言葉の 上に も 見せた。 そして、 また、 こちらの 身う ちの ものば かりで 何 か 相談す るの かと 云 ふ^ 


み を 起した かの やうに、 障子 を ぴしゃりと しめて、 とん， （《、 とん- とわ ざと らしく はしご 段 を 踏 

んで 行く 音に，： 1: つて、 京 子 はこ ちらで 私 かにに やりと 笑 ひたがら、 口の 中で、 

『あなたの こと ぢゃァ なく グ てよ』 と 云って やった 。そして 母の 聲 がう ッて變 つて 和らいで ゐ たので、 

まァ、 嬉しい と、 自分 はこ ッ そり だが、 顔 を 赤らめながら * 耳 を そば 立てた。 

『何 か 御用です か？』 弟の St はい やに； 洛ち 付いて ゐる。 

『1:^ は、 ね、 あれが、 あす • 房 州へ 行って 來 たいと 云 ふの だが 11 』 

『またです か？』 

『お 京だッ て、 可哀 さう だから、 ね 11 ^に —— ほかに 行く ところ もない し o』 

『行って はいけ ません。』 

『  』 困る わ， 困る わと、 こちらが 泣きたい 氣 になって ると、 二階で はまた わざとら しく 皿 小 

鉢が かち やく 云 はせられ て る 0 

『どうして だ、 ね？ お前の 手 もとが 今不自 m なら、 わたしが 立て かへ て 置いても いいの だが — J 

『行けません 11 向 ふから、 わたしの 手 もとへ、 今後 あまりよ こして 吳れ るな と 云って 來 てるんで す 

からに 

r 誰れ から 11 お 勝から か、 え？」 
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『さう で. \  ぉッ 母さん やねえ さんに は 云って 吳れ るな とあります が — J 

『  』 こちら はいよ/ \ 泣き出し さう になつ. UO 

『そり ゃァ、 また』 と、 a は 行き 詰った やう だ。 

『云 はな いぢ ゃァ、 いつまでも わけが 分ります まいから 申します が、 ねえさんが 度度 行く の を 向 ふぢ 

や ァ大變 迷惑が つてね ます。』 

『  』 そんな 笞 はない のに！ 

『兄弟が 訪ねて 行く のに、 お 勝 も 何が 迷惑 だら、 プ？』 

『それが です、 ただ 行く だけの ゆお 惑なら、 お 勝に しろ * 勝の 亭主に しろ、 何も こんなお 互 ひに いや 氣 

のさす やうな こと は 云って 來 ますまい が —— 』 

「何が 11 ぢ ゃァ、 お 京が 何 か 粗相で もした のかい？』 

『ま ァ、 ぉ聽 きなさい。 世 問に ゃァ ない こと もない ことで、 たと へば、 或 家庭で そこの 亭主が 女房の 

姉と か 妹と かに 手 を 出す ことがあります。』 

『  』 そんな こと は 房 州の あの人に ゃァ なかった のに！ 

『ふん —— 』 

『また この 反對 に、 たと へば、 わたしの 妻の 姉が あって、 それが 若し わたしに 手 を 出さう としたら、 


r そんな こと はしない！』 颤 へる 半身が 急に とこの 上に 起き あがった。 そして くやしさに 大きな 聲を 

出した、 『そんな こと はした おぼえ はない！  u 

r 夢中で ゐる ねえさん 自身に ゃァ』 と、 特別に 強くな つた その 聲の ぬしが こちらの 淚の 間に 見えた、 

『却って 分りません！』 

『まさか、 ねえ——』 と、 母 は 少し 當 惑の 樣子 だ。 これ を 知った 京 子 は、 ただ 一 人の 賴 りなる 母に も 

見 はなされた 氣 がして、 ゎッと 泣き出して しまった。 

『何 か證據 でも 見た ものが あるの か』 と、 母 はつ づけた。 

『いろ 戀 に證據 よば はりなん ざァ 無用です！ J 

『でも- そんな ことがありよう 喾 がない ぢゃァ ないか、 ね、 お 勝と お 京と は 嫁入りし ない 前から 一番 

の 仲よ しであった から —— ？』 

『仲よ しで あらう が 無から うが、 淺 薄な 女 同士の ことな ど當 てになる ものです か？』 

『淺^と 云って しま ゃァ、 お 攻だッ て さう だら う — ？』 

r そんな こと を 云って やしません！』 弟 は 母の 煙管 を 取って おもむろに 煙草 をつ め 初めた。 

手早く 寢 f だけ をぬ いで、 京 子 は、 けさから、 母と も 相談して あす 着て 行く ことにし てあつた そ 
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の 衣服 を 揃へ て ある 蓖を ig らいた。 

老人の 好む やうな ぼて； \ した 綿入れの 洞 着 —1 これ は 母と 相談して 發 明した の だ 1. の す^から 

もんば の 赤と 黑 との 縮が ある 腰卷 きを まとって ゐる うへ へ、 五六 年 前に あてのない 結婚 を豫 想して 持 

ら へた、 少し 時代 後れと は 承知して ゐる 小紋 縮緬の よそ行き を 着た。 そして これに 黑糯 子の 丸 帶を綺 

めた。 

ぢ t 

母が 默 つて ぢッと S< てゐる 視線の 一 端で、 かの 女 は. 5 りよ ッと自 分の 箪笥の 上に ある 姿見に 向った が、 

脊 中が 圓 まる 氣 味になる の をち ょッと 直して 見てから.' これでい いと 思って、 淚を拂 ひながら、 つか 

つかと 障子へ 行った。 

「ふん！』 弟 は 馬 鹿に したやうた 鼻 ご ゑ を 出した 0- 

障子 を あけた とたん、 政 子が 便所に 下りて 來 たのと 顔 を 見合 はせ たが、 ただ 耻か， みさに 聲は かけな 

かった。 もう • こちらの 心の 秘密まで 知れて るの かと 思って。 

r お 京！』 

『  』 踏みと まった が、 母の 呼びに は 答へ なかった。 

f 信の 許し もま だ 得ない のに、 默 つて 行く こと はならん！ 信 はお 前の 弟で も、 今ぢ ゃァ、 島 村 家の 主 

人 だぞょ 


か へ 11 行き 11 たか ァ 11 ありま せん！』 

r ぢ ゃァ、 どこへ 行く？  11 どいつ も、 こいつ も、 親不孝な ものば かりで ト J 

r ねえさんが 何も 親不孝と 云 ふわけ でもないでしょう —— が， もッと 自分で 自分の こと を 考へ て 見て 

K ひたいの です。』 

『わたし- Ell 鹿 だから —— どうせ I— ぉ攻 さんの やうに 一. 美人で、 利口 ぢゃァ 11 ない！』 その 場 

にう つぶしに 泣き 倒れて * 袖口 を嚼 みながら、 『お 勝に こんな 恥 かしい こと を 云 はれて —— わ、 わたし、 

もう 死 • 死ん ぢ まう！』 

『死ぬなら * 死ね！』 母 は、 いつにな く、 お父さんが 母 を 叱った やうな 調子に なった。 『お前 はお 勝の 

婶 だよ 0 妹を敎 へて 意見して もやら なけり ゃァ ならない 身で ありながら、 あべこべに、 妹から 意見 さ 

れる やうな こと をす ると ァ —— 本 當に、 そんな 馬鹿- 々しい おぼえが あり ゃァ、 弟の 手前 も ある こと 

だ、 どうで もしろ！』 

『お、 おぼえ は 11 ない！』 ハ乂も その 場に ゐ るかの やうに おろく して、 『お kr おぼえ —— は —— な 

い！』 

一. おう、 寒い、 寒い』 と 云って、 小 きざみに、 廊下 をと ほって 行く 政 子の 足お とがした。 そして 京 子 
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は、 ちょ プ、 聽 いて ゐ なけり や ァ いいのに と 思った。 

『何も、 さう、 度々 行く にや ァ當ら ないで しょう — お 勝の 亭主な ざァ 鼻で 笑って るので、 却ってお 

勝が 身 を 切られる やうに 恥 かしい と 書いても あるです。 あいつ を 初め、 向 ふの もの は 皆 迷惑が つてる 

樣子 だし， ねえさん だッ て、 それ を 知ったら 行けた もの ぢゃァ ないで しょう。』 

『も ラ、 あなた』 と、 はしごの 中途から 聲 がして 、『直き 一 時になります よ。』 

『一時で も、 一 一時で もい い！』 ^？；は攻子を叱り付けた。 

『お前が そんなつ もり ぢゃ ァ』 と、 母が II 『お 勝の 迷惑が るの も 尤も だ。』 

『そんな 11 つもり ぢゃ —— ない！』 無理に も、 斯う 云 はねば ならなかった。 

『房 州 は、 ね、 ねえさん、 お 勝が かたづいて 行った ところで、 あなたが 行った の ぢゃァ ありま せんよ。」 

『  』 

『なん ぼ 世間 を 知らないから ッて、 苟 くも かたづいて 行った 妹の 亭主 を — 』 

『そんな II こ、 こと は 11 し、 しない！ みな、 お 勝が』 と、 またす すり 上 ゆて、 『ひ、 人の I わ- 

悪い —— こ、 こと —— 云 ふので す！』 

『武士と 舉 者の 家系に かけて、 きッ と、 しない か？」 

「し、 しま. r ん 1. わ、 ゎァ』 と、 こらへ 堪 へて ゐた » 情が 1 時に れ 出た。 


ザ.- た，：/:,,  ！ たにで —— おや ァ』 と、 母 はき ッと 向き り 1- 今 一 度お 父さんのお 位牌に 誓って，. 

倌の 前で tws する がいい。』 

問 を 置いて、 淚を兩 袖で ふきながら 身 を 起し、 ちゃんと 坐 わって、 弟を兒 る こと は爲し 得ない まま. 

に • 聲を ふるはせた、 

「きッ と —— い、 致しません IJ 

r あの やうに； S びて るから、 これで 許して やって ぉ吳 れ、  ^vの代り、 もう、 わたし もき ッと房 州 

へ 行く こと はさせ ないから、 ね。』 

「よう 御座いましよ ラ』 と、 弟の 言葉 も碎 けて 來て 、『ねえさんの 心持ち ァ わたしに も 《 ^つて ゐ ます、 

さ う ちぢ や ァぉッ 母さんの 外に 相 ひ 手に する もの はない し —— 1.^ も、 これ はねえ さんの 方から 僻み 

僻みして ゐ るからの ことです が —— お 勝が 行って から は、 兄弟の ほかに ゃァ、 友人と する 女 も 男 もな 

いし。 つまり， 世間 知らす に 寂しい ばかりの ところへ 持って 來て、 房 州へ 行き ゃァ、 お 勝の 姉 だと 云 

ふので みんなに ちゃほや 云 はれた の を、 自分ば かりが 歡迎 されて る やうに 思つ たんでしょう 1 .? 輕 

く 云って 見り ゃァ、 無邪氣 なんでし ようが、 ね、 お 勝の 亭主が あなた をお 勝と 同じ やうに • また tr 

お 勝よりも 以上に 大事に すると 思った の は • あなたが 向 ふに 氣が 有った ことになります よ。』 

r  」 
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『そり や ァ* まァ、 さう • さ， ね』 と • 母 も * の 肩を持った， 

『云 ひついで に、 ょく5^るゃぅに云って置きますが、 ねえさん は 今の ありさま ぢゃァ II これ は バンし 

失驄 です が、 ね 11 たと へば、 わたしが 他人で あなた を 貰 ひたいと 云つ てても • 赏際 のこと を 知つ ち 

ゃァ， 直ぐい ゃ氣 がさして しまう でしよう。 どんなに 顔が 惡 いから ッて、 世間に ゃァ、 顔ば かりで お 

君 を賀ふ 人ば かり もない のです が I 年中， 髮は へたくそな 朿髮で * 湯に は 月に 一度 * 多く ッても 二 

度 ぐら ゐと云 ふや うぢ ゃァ、 精神まで がむ さ 苦しくな つてし まひます、 さ。 ぉッ 母さん は、 もう 年寄り 

だから、 まだし もい いとして 置いても • あなた までが 今から ぉ婆ァ さんの 真似 をして ゐ るん ぢゃァ 

どんなし みッ たれな 男で も、 見た だけで、 I でかいだ だけで •  1 想が 盡 きて しま ひま 』 

『それ もさう だ • ね —— お前、 これから、 少し 信の 云 ふやう におし よ。」 

『  』 初めてし み- 5^ 分った 氣 がして うな づ いた。 

『その 鄉- — わたし はねえ さんの 圓罷を さします が •  1. あなた は 結婚した いんです。』 

r そんな こと —— J1 と、 弟に 對 して は それ をう ち 消す やうに からだ を ゆすって * 母の 方 を 見た 

『あなた』 と • また 二階から、 『もう、 夜番が 二度 も 通る ぢゃァ ありません か？』 

r うるさい 扠だ」 と， 弟 も 立ち あがって、 『それで、 もう 分った でしよ ラ から — これから • 毎日で も 

揚 にお 這ん りなさい、 お 化粧 も裔發 おしなさい。 いい を 着て、 查問 も、 そと ハぉ 出力り なさい 


さラ して、 少し 活 きくした 氣分 をお 養 ひなさい。 けちく さい 金ば かり 溜めて ゐる のが 何も 人間の 生 

活 でも ありま せんから。』 

r ぢ ゃァ、 ゅッ くりお 休み』 と、 母 はこ ちらに も 代って 云って 吳れ た。 

r は、 お休みなさい。』 かう 云って、 弟 はこち らふたり とその 夜 を 別れた。 

まだ 默 つて 考へ 込んで ゐる こちらに も * 母 は 休めと 慰めて 吳れ ながら、 母 自身のと こ を 敷いた。 

『  』 京 子 は、 然し どう 考 へて 見ても、 お 勝が うそ を 云って、 その 亭主と 自分と を 仲よ くさせ ま 

いとして ゐる としき ャ忍 はれない。 この くやしさの 方 を 知って 吳れ ないで、 弟 夫婦 は ただこ ちらの 惡 


い^をし 合って ゐ るの だら うが. 

かの 女 は 頻りに 二階の 方ば かり を氣 にして、 お 勝に 對 する 恨み を 今や 手ぢ かの 政 子に 向けながら- 

自分 の 帶を 解き 初 める のさへ も 妬ま しか つ た。 

— (大正 二 年 十月) 1 
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r お：^、 お 竹！』 

民 藏は饑 の In がする 寢 どこと を拔 けて 出た 女房に 向って、 優しみ を帶 びた 然し 底ぢ からの ある 聲を 

ぢょ 

かけ、 自分 も 飛び出した。 二人とも 螯も夜 も 同じ 筒袖の 綿入れ を 若て ゐる。 そして かの 女が 下駄 をリ 

、ゾ かけて 外へ 出ようと する に 追 ひすが り、 押しつける やうに、 『なぜ そんなに 逃 ゆるので い』 と 云って、 

かの 女の 太く はち切れさうな 手 を 取って 引ッ 張った。 が、 その 大きな からだ はがんと して 厳の やうに 

動かなかった。 

くすぶった ランプの 光に * 渠はほ 分の 眼が 燃えて ゐる やうに W 心へ た。 これ を 兌た 爲め であらう、 お 

竹 はから だに も 似合 はない 優しい 2- え をして、 

『でも、 不断と は 遠った からだ ぢゃァ ねえ か、 ね？』 

「旦那の だら う？』 

r また そんな こと！. I 


r ぢゃァ • 來ぃ』 と • にらみつけて、 1$ び 片手で ぐいと 引ッ 張った が、 ns じ やうに その 力が こたへ な 

かった。 改めて 兩手を かけよう とした 時、 

せな  ト な， ま 

r こんなに 氣 分が 惡 いのに』 と 云 ふ 顔え 聲 になって その 亭主 を突ッ 放した。 gs 1 問ば かり 砂 十： を 

よろめいて、 壁 代用の 板 圍 ひに どんとぶ つかった。 小抦 だが、 これ も 厳 丈な 男の ぶっかった 勢 ひで、 

その 図 ひ 板の 外から ざッ とうちつ けた 釘が ゆるんで、 その 板のう ちの I 枚の 末が 外の 方へ はじけ 出た。 

渠は そこへ 丁度 はさまって 尻餅 をつ いたので あつたが、 待ち受けて ゐ たやう に 吹き込む 樺 太 海岸の 寒 

い 空氣に は氣が 付かなかった ほど 怒りに 熱して ゐた。 

『畜生！ この 尼！』 かう 叫んで 立ち あがる が 早い か、 そばに 積んで ある 干し 蟹 を 一 っ兩 手に 取って 

投げつ けた。 まだよ く 乾いて ゐ ない 蟹は兩 わきの 足 を 全體に ひらいて、 六尺 四方 も あるお ほ 蜘妹か 何 

かの やうに 飛び かかった が、 お 竹 はこれ を そらして しまった。 そして 口 を とんがら かせて、 

r 且那に 知れたら、 おこられる ぢゃァ ねい か？』 

「なに、 くそ！』 今 一 つう まく 投げた と渠は 思った が、 かの 女 はこれ を 片手で はねのけた。 その 拍子 

か うら 

にばり りと E. 良が 碎 けた 音が 聽 えた。 かの 女 はな ほ訴 へる やうに、 

『そんな こと をして、 さ！』 

4*.s ろう 

r かまう もんけ い！』 また 一 つ 投げて 置いて、 渠は鐵 の蒸飽 のか さなって ゐる そばの、 出齒 庖丁が 五 
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六 SB 集って ると ころへ 急いだ。 

.. お 竹 はふる へ 上って、 手ば やく 入り口の 輪 かぎ をはづ し、 戶を あけて 外へ 飛び出した。 

民 蔵 も それ を追ッ かけて 行った が、 手に 持った 庖丁の よりも 餘ぃ 月の 光が * 砂地に ひね こびて * 

えた 歡 1^ の 間 を M らして ゐ る。 そして その 光まで がから ッ風 となって 吹き まくって ゐる のかと 思 はれ 

た 0 

蟹の if 詰め を 製造す るかた はら 試みに 干し 蟹 を やって 見ようと 云 ふ 林 田 旦那の 考 へに 從ひ、 蟹 を 干 

し 初めた の は、 つい、 三 四日 前からの こと だ。 ところが、 きの ふの 蹄、 この 地で は 山のお ゃぢと 云つ 

てる 熊が 出て 來て、 この 小い 製造 場の まわり を うろつき、 外に 干して 置いた 蟹 を みんな 喰って しまつ 

た。 

技師の 林 田 旦那で も、 まだ 東京に 殘 つてる 資本 主の 代理で 来て ねる 勇さんでも、 その他の 手つ だ ひ 

人で も、 すべてけ さに なって、 これ を聽 いただけ でさへ ふるえあが つたの だもの！ うす ッぺら な 板 

一枚の 園 ひで、 假 製造 場の 家と 云 ふ 家で もない 中で、 實 際に、 人間の 赤ん坊 じみた 啼き聲 とぼりく 

蟹 を 甲 良 ごと 噙ふ 音と を聽 いて ゐた 時の 怖ろ しさ！ 息を殺して 一 I 人で ひや 汗をかいて ゐた。 

外の 喰 ひ 物が^ きても、 なほ 夜明けに 近づかなかったら • 熊 は 人間のに ほひ を かぎ 付けて、 强盜の 


やうに 戶を 破って 這 入って 来たの かも 知れない。 

この 恐れ を 抱き合った 1 1 人 は 互 ひに 胸の 動悸の 烈しくな つてね るの をお ぼえ ながら、 互 ひに 物が 云 

へなかった。 

r 夜が 明けて る ぢゃァ ねい か』 と 云って、 お 竹が 頸 を そらせて 手 を ゆるめた 時 は、 生き返った やうな 

嬉し さで はね 起きた。 そして 戶を あける と、 海上から 襲って 來てゐ る ガスの 爲 めに、 周圍は 殆ど 全く 

見えない が、 板菌 ひの 根 もとに 列べ てあつた 干し 蟹が 全く 無くなって ゐ るば かりで なく、 生 蟹， むき 

ひ れ うば ひ 

毅〔 やがて 燒 かれて 肥料 灰になる のまでが 隨分 目に 立つ ほど 滅 つて ゐた。 

「みな 喰って 行き ゃァ がった ぞ』 と、 民 栽が 後ろへ ふり 返った 時に お 竹 も 直ぐ あとへ 出て 來て ねた。 

r ひどい 奴 ぢゃァ ねい か？』 かう 云った かの 女 は、 まだ 怖ろ しい ものが あるかの やうに、 こわ- そ 

と をの ぞいた。 

I  で いぢ や. r ぶ 

「もう、 大丈夫で い。』 

「さう か • ね？』 

『こら、 足の あとが あら ァ o』 

r え、 え』 と聲を 顔 はせ て、 お 竹 は 逃げよう とした。 

「馬鹿野郎！ おめい は 弱い 馬と 同じ だァ、 足ぁとにl^^で —— 足 あとに 口が あるけ い？ 爪が ある 
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けい？』 

「そり ゃァ さう だが —— まだ 近處 をう ろつ いてる か 知れ ゃァ しねい。」 

「見ろ よ』 と、 下 を 向いて ゆび 指しながら * 『砂の 掘れて るの を。』 

「あ、 ここに も ある！』 お 竹 も 腰 を かがめた。 そして 『ここに も， あすこに も』 と、 跡 を 追 ひ 初めた 

時 は、 その 聲を ばかり 濃く 立ち込めた ガスの 中に 聽き ながら、 民 蔵 はかの 女より 二三 間 山手の 方へ 行 

つて ゐた。 

『味 を 占めて、 また 今夜 來ゃァ がる ぞ。』 かう 云って あと 戻りし かけた が、 頻りに 熊の 足 あと を 一 つ 1 

つ 追って こちらへ 近づく ぼッ とした，^ 房の 影の， 身幅の 狹ぃ据 が ひらけた ところから 太った 足く びの 

方が はッ きりと 渠の 目に 映った ので、 ふと 全身の 血が 浦いた の を どうしょうと 立ち どまった。 

兎に角 今一度 一 寢 入りし なければ、 民藏 はけ ふの 仕事が —— この ガスの 様子で は、 海 はき ッと 午^ 

A 九 時 頃から 穩 やかに 晴れる から、 忙しくな るの を —— できない と 思った。 そしてね むい 目 を 無理に 

精神で 明けて ゐ ながら、 ぁッ たか 味の 淺 つてる 得へ 這 入った が、 從 つて 來 たお 竹が どうもい つもの や 

うに 從頫で なくなつ たのに 腹が立った。 そい 前夜 (厳密に 云へば • もう 51 々夜) は徴 夜して 他の 人々 

とも 1 紡に 蟹の 皮 をむ いたので、 喧嘩と 云っても， いつもの 通り、 ただ 仕事 を 急がせる 上の ことで あ 

つ.^ が * 前々 夜 (實は 前々々 夜) も 矢張りけ さと 同じ やうな 狀 g5 であった のに 忍 ひ 及んだ。 そして 自 


分の 女房 は 自分 以外の ものの 種 を 宿した の ぢゃァ ないかと 疑って ぶったり、 S5 たり * 泣かせた りして 

ゐる うちに、 旦那と 勇さん とに 戶を 叩かれた。 

お 竹 は、 渠等 主人 筋に 對 して 濟 まない こと をした と 云 ふやう に 詫び あわてて、 戶を 明けた q 渠は直 

ぐ 半身 を 起した が • その 時 は、 もう、 k に ガスが 晴れた の だら う、 ッ 赤な 太陽が 山から 海の 上に 

ま ぼしくない 光 を 投げ てるのが E ^えた。 

「さう 朝寢 をし ちゃ ァ 困る ぢゃァ ないか』 と、 旦那 は どちらへ とも 附 かすに 叱った。 

「それ、 御覧！』 お 竹 は 亭主が 褥の 上に っッ 立って ゐ るの を ふり 返って、 ブリキ ゃ鐯 をのせ た 棚に 手 

でから だ を 支へ ながら • 『だから • わたしが 早く 御飯 を 焚かな けり ゃァと —— i 

だま 

r 默 れ！』 民藏 はいきな りかの 女の 枕 をつ かんで、 『この 尼』 と、 かの 女に 投げつ けた。 

「よせ』 と、 旦那 は、 もう、 奥の 方へ 進んで ゐ たが * その 時兩 手で うまく それ を 受けと めて T 朝ッば 

ら から 夫婦喧嘩 など ァ！』 

『畜生！ おのれば かりが いい 兒 になら うとして！』 

にんしん 

r 全體、 お 竹が あんまりが さつに 口 やかまし いからよ くない。 それに、 姬娠 してから、 氣 分が 遠った 

せいか、 ー歷 やかましく なって るんだ。』 

「それ を、 旦那』 と、 かの 女 はむ きになって、 訴 へる やうに、 『うちの が あんまり 下らね いこと を 云 ふ 
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ぢゃァ 御座いま せんか 11 旦那の 種 だら うなん て？」 

r 默れ、 k 談， い！」 民藏は あわてて、 耻か しさう に 顔 を 赤く した。 

『冗談なら 冗談で、 人 を 域たり、 ぶったり しねいで もい いぢ ゃァね いか？」 

* らも  , 

『おのれが 不埒 だからで い！』 

r 何ォ 不埒 だと 云 ふんだ？』 旦那 もちよ ッ とむ ッ として T 自分達で 子供 を拚 へて 置きな 力ら、 おれの 

せいに する なんて、 蟲の いいこと ァ眞ッ 平 だぜ。 如何に おれが 女好きで も、 まだお 竹の やうな おかめ 

にや ァ手を 出した こと ァ ない。』 

『しどい、 わ、 旦那 も』 と， かの 女 は 仕方なし の やうに 笑った。  , 

へ， ほん > , 

r それ 見ろ、 誰れ にで も 手め へなん ぞァ おかめの 表 本で い。 J 

r ぢ ゃァ、 そ ッちは ひよ ッと こだら う。』 

「ぶんなぐる ぞ！』 

「よせと 云ゃァ よせ』 と * 旦那 は 民藏の はだしで 媒け 出し かけた の を 取り 押さへ て T 何と 云っても お 

前 は 女房のお ほ 力に ゃァ かな はな いんだから。 J 

民 蔵に は、 旦那 を 初め、 他の 人々 からい つも さう 云 はれて ねる のが ef- の 恥 t だと 思 はれた。 で， ム 

は も の *- ん. ャ  < 

のゐる 前で は、 一 層、 女房に 對 して 目に 立つ やうに 殘 酷な 雷 葉 を 浴びせ かけたり、 1?- 物 三昧 をして 見 


_9si8'.J5« KJLPS;^ 力 それや ソ， て—  —  ， ' ' - r  \x 一層 こちらの 瘤に さわった。 

「けれども、 ど ッちも 正直者 だから』 と 云って、 旦那 や 勇さん も 信用して 吳れ、 夫婦 も 亦 • 

r この 人々 の «| めなら』 と • 不斷は 一生懸命に 働いた。 

おそろしい 夜中 を 過した こと も、 民藏は 自分の 口から J つの 手柄 をで もした やうに 語って 聽 かせた • 

お 竹 も 急いで、 大きな 蒸し 签の つぎに できて ゐる、 石と 土と で 園 まれた 釜の 中 を 焚きつ けながら、 

亭主に 食け ない 調子で 熊の 話 をした。 

日 ー那ゃ さんが 身ぶ る ひした の は、 その 時で ある。 

その R は 茶して 大漁であった。 

靈 少し 過ぎまでに、 漁夫の 船々 は 孰れ も 背中の 甲 良 だけ 剝き 取った お ほ 蟹を澤 山海 岸へ 運んで 来た。 

月 孜には 如何に 大きな 蟹で も， 身が 瘦 せて 半分ば かりし きャ ないやう になる が、 船に 釣り あげても 

そのままに 活かして 匿く と、 どうした もの か、 刻々 に 中身が そげて 行く 工合が • その月夜の^^-^と！^ 

榛で、 みんなに 秋の 戀ひ路 の 慮 女の 姿を^ば せた ので、 

『身 を 切る m、0 ひに や ァ何だ ッて瘦 せて 行か ァ、 ね』 と、 民藏は 洒落 を 云った。 

「ま の 利いた こと を 云ゃァ がる』 と、 隨分 おしゃべりな ：》; 那も 機先 を 制せられて、 その 時 二の句が 出 
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ないで 蒸し 凝， の 湯の 加減 を 見た。 

鐡 詰めの $f に は 技師と して 十 年の 經驗を 持つ 林 田の 旦那 さへ しッ かりして ゐれば * この 製造^ は 

如何 こら ッ ぼけで も、 樺 太 一 の 仕事が できる と、 關係者 等 は 皆 信じて ゐた。 蕖 は經濟 上の 考 へが 乏し 

かった ので、 たと へば、 毎 nz 二百 匹の 蟹が あれば 手 一 杯 だのに、 その 倍 も 買 ひ 込んで • 半分 は 腐らせ 

てし まった。 资 本家の 代理と して 來てゐ る 勇さん はこれ に氣が 付いて 注意 を與 へたが *  ^が 若い ので 

^手 こせら 1- なかった。 尤も， 干し 蟹 を もやって 見ようと し 出した の は， f 力さん の 注意が あってから 

のこと では ある けれども  0 

r 且郝は "腕と 氣ま へがえ い』 と 云 ふ 二つの 評判 を 兼ね 備 へて みたので * 林 W さん は 事が あるたん びに 

仕 あがった 錨 詰め を 方々 へ 贈り物に した。 

鬼に 角、 體に 多少の 相違 は あるが、 大小 を つきまぜて、 平： SM 匹に 付き • マ 才力に 出.^ は 一一. T 錢：^ 

上 もす るの を- 八 錢で數 へた。 その 數へ役 はいつ もお 竹で • 製造 場へ 蓮ぶ のが 民藏 のっとめ だ。 それ 

を 曰 ー那ゃ 勇さん が 手つ だった 上で， 今度 はいつ もの 通り、 十數 名の 手傳ひ s;; 女と 製造 場の 贲任者 等と 

が 一緒にな つて 手足の 皮 をむ いた。 そして 片ッぱ しから 蟹 の 肉 を圓ぃ 鎌に 詰め * それ を鐵の 蒸籠に の 

せて， 百 五十 度に も 煮え立った 蒸し 釜に 入れた。 

六ケ しいの は • 且那が 一 手です る ガス 拔 きの 手 加减 だが、 それ も 見て ゐれは 段々 とおぼえて 行った 


ので、 民 蔵 はわけ の 無い もの だと 思って ゐ るの だ。 その あと は ガス を拔 いた 穴 を ハングで ふさぎ、 鱅 

の銹び どめに 一一 スを ぬればい い。 

n 一郎が できた 品物 を 船に 乘 せて、 七 里 さきの マオ 力の 問 星へ 行った 留守な どに • 渠は よく 勇さん と 

話し合つ たもの だ。 

『もう • 林 田さん が この ォク トモに ゐ なく ッて も， われ/ \ ばかりで やれます ぜ o』 

『そり ゃァ、 今少し 經 験したら • ねえ』 と • 勇さん も 答へ た。 

らふと 

この 仕事 さへ おぼえて 置けば、 まかり 問途 つても、 この 樺 太 三界で でも 喻ひ はぐれ はない と 云 ふつ 

もりで、 民藏は 女房 と共にけ ふ も 一 心に 働いた ので、 百 五十 箇 ばかりの 鐘 詰めが 午後の 七 時 頃までに 

仕上った。 

*. ま ぴ 

別 目的の 爲 めに 取り 殘 した 生 乾の 蟹 を • 

r またお やちに 喰 はれち ゃァ つまらな いから』 と • すべて 場內へ 入れさせてから、 且都 は手傳 ひの 男 

4^ を 解^した。 それから、 內輸の ものば かりで 慰 勞の酒 を 汲み か はして 別れた。 

それまで は • 民藏も 女房の ことな ど は 忘れて ゐ たので ある。 

今、 月の 光に 吹き さらされながら • 民藏が 目を据 ゑて-: IE 分の 女房 を追ッ かける その 心のう ちに は、 

つ はりの 爲 めにから だの 工合が 遠って るの だと 云 ふかの 女の 中 しわけな ど は 受け取れなかった。 
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『なぜ こんなに 俄かに おれ を 嫌 ふの だら う？ おれ を 嫌 ふば かりで なく、 なぜ こんなに 熊の やうに 黑 

ッ ぼい 夜中 を かう して おれから 透ける の だら う？』 こ 疑 ひ は渠を 導いて、 『てッ きり S に 男が あるに 

11 へ 無い』 と 云 ふこと に 燃え立た しめた。 『五 年 も  一 ^に 添って ねながら、 欲しい くと 云って た 子供 

がなかった ぢゃァ ねい か？ どうせ、 も- フ， 子供が ねいんだ らう、 どこかで 一 人 Sia; つて 來ょ うかと ま 

で 云って た ぢゃァ ねい か？ 束 京で、 一 人 可愛らしい のがあった から、 それとなく かけ 合って 見たら • 

魚屋なん かへ やる の はい や だと 云 はれた とぬ かした ぢゃァ ねい か？ それに、 畜生！ こんな 寒い と 

ころへ 來て • 厚い 氷 を 叩き割って 製造 場の 土 臺を据 ゑた 時から、 おのれば かりが 働き ものの やうに 口 

やかましく 意. 張りく さって、 へん、 子供！ 畜生 11 蓄 生！』 

こんな こと を考 へたの は、 走って ゐ る^の 一 驟 間であった。 渠は あたまば かりが 走って る や ラにぼ 

起と なって 走って るた が、 若し、 お、 や、 ぢが今 衣も來 ると すれば、 もう、 その 時 だと 氣が 付いた 。すると、 

自分の 身ば かりで はなく  • お 竹のから だ を かけが ひの ない 大事な 品物 だと 思 ひ^した。 

女郎屋 もな く 飮み揚 もな く  * 村 中の 家 を 九 軒數 へて 見ても 女の 数より は 男の 數の 方が すッと 多い こ 

の才タ トモで、 今、 女房 が^ひ 殺されで もして しまって は、 わざく 苦勞 をし に來た 甲斐が ないやう 

だと、 ぴたりと 足の 願 けり をと めた。 そしてお 竹に 優しい 聲を かけて 呼び戻さ うとした。 が， かの 女 

がな ほ 一 生 懸命に 驥 けて ゐる 、 を 見る と • どうも 狗の 怒りが  一 a5 承知し なくなった。 


その ゆ •  は 或 の S ン 中に 來てゐ た。 澤 山の あやめが、 晝 間なら 濃い 紫に 兒ぇ るに 相 遠ない そ 

の 花 を 咲き揃 はせ て、 いばらの 間にす ッ すと 立って ゆらいで ゐる。 それ を 一 i<E 線に 踏み越え r  、お 竹 

は、 もう、 向 ふの 山路へ さしかかった。 

『畜生！』 またむ かくして 來 たので、 渠も向 ふ 脛が とげに 引ッ かきむしられて ひりく する の を も 

構 はす- 矢 SS に すん く 進んで 行った。 

が、 どうも 怖ろ しい ものが やって 來る やうな 氣 がして ならない ので * それ を 自分 並びに かの 女から 

ら つば おは  、  -, に 

避ける E め * 『畜生 • 畜生』 を」 降に 出し 初めた。 と 云 ふの は * 喇叭 代りの つもり だ。 聽 いたと ころに 依 

れ ば- こないだ * 樺 太廳の t: 邏 船に 乘 つて、 雜 1 部長が この 西海岸 を 巡視す るつ いでに * ァラ コィの 

m 奥へ 入り込み、 その 山林 を露領 ト^ 代に 濫 伐した その 跡 を兑た ST 熊よ けの 爲 めに， 汽船の 汽笛に 故 

障が あった 時の 代 川！； 叭を 持って行って 吹かせた さう だから。 熊 は 人の け は ひ を 知れば 向 ふから 逃げ 

る もの だ。 

谷 あ ひの 道 は S! と 云 ふ 形 もな く * 矢張り、 一 面に？ i% はかり だ。 民 藏が兒 おぼえの ある 草に は * 先 

づ、 花 は あ ぢさゐ の 如く 紫 は 芍藥の 如き 一一 ヲ， ァ イノの <艮 料になる サクゃ 百合， アツ シの 繊緯を 供す 

9  9  9  9  9  9  ん *  •  9  どろ やな キー 9  9  9  9 

るいら 並びに 誰が 袖 • 蝦夷菊 • 余 ぼうげ などら しいのに 觸れ た。 なほ 逃む と • 泥 柳 • いたどり など 

が ゆらいで ゐる のが 見えた。 

人 か 煎 か  raos 
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しょ ッ ちう * 同じ もので 邪魔 をす るの は、 地べた 殆ど I 面に 生えて ゐ る木贼 だが • それの さき や 根 

もとが 渠 の^に 觸れ てむ づが ゆく また 痛い ので * 渠は 片手で その 痛い ところ を 撫で 一-見た。 ぬるぬる 

した ものが 手に 感じた ので、 その 手 を 立ち どまって ゐる n 分の 顔の 近くへ 持って行った。 が • あたり 

ふ き  み づぽ. ^を 

に 自分の 脊 よりも： ：1 ぃ欽冬 や 水芭蕉の 蔭が さして、 ただ 黑 かった。 けれども， その 薩を よけて • 月の 

光に ぢか に照らして 見る と • 自分の 血であった。 

ぎよ ッ として- たださ へ ひるみ かけた 心が ！  1^ ひるんで しまった。 

r おい、 いい加減 にして 來ぃ、 來ぃ』 と、 つい、 口に 出た のに 對 して、 お ほ欵夂 A の澤山 立ち ふさがつ 

た 間から • 女房の 姿 は えないで、 息 詰んで ゐる やうな 聲 ばかりが した。 

『いや だい！』 

r ぢ ゃァ、 勝手にし ゃァ がれ！』 

渠 はこの 棄てぜ り ふで 歸り途 へ 向いた が、 これと 同時に、 かの 女に 害な 與 へる 氣 がない の を 知らせ 

る爲 め、 手に 握りつ めた 庖丁 を 成るべく 音の しさうな 方 を 選んで 投ゅ 梁て た。 その 庖丁 はかた はらの 

欺 冬の 築の 一 つの 上にば さりと 乘 つて 輝いた が * その 葉の 一方が かた 向いて • 輝く もの，.. 見えな くな 

ると、 また その 下の 葉でば さりと 云った。 そして その あとに は、 特別な 音 ゃ聲は 何ものから もしな か 


今更ら の 如くお ぢけ 付き、 寒け 付いて • 民藏は 歸途を 夢中で 濕地 やすな 地 を 渡った。 

製造 場が 見え 出した 時、 その 裏手に 何 か黑ぃ 影が かすかに あるので ぎよ ッ として 足 を 踏みと めた 0 

そしてり) を 殺して、 そッ とす かして 見てから、 

『なァ に —— J と 安心した U 井戶が はに 匿 かれた 大きな 石で あるの を 思 ひ 出した。 

分 達が この 場所 をき めた 時， 先づ第 I に 必要な 飲み水 を 吸み あげる 井戸 を 堀らなければ ならな か 

つた。 初めから をと こ氣を 出して 味方に なって れ、 今でも 旦那 や 勇さん を寢 とまり だけ させて る番 

^£|の家は遠ぃ。 つい、 拾 数 11 ばかり 隣り に 同業^の 製 は あるが、 けちな 根性から、 その 井 戶を共 

一-も. H ら 

同に させる こと を担絕 した。 こちら は 業腹の 餘り、 みんなで 力 を <1  口せ て、 これ 見よ がしに 氷の 上 を 掘 

つた。 幸 ひに して、 五六 尺 掘り さ ゆた だけで いい 水が 出た が、 井戸が はな ど は • ほんの 小い 石 を 集め 

て 国った だけにした。 あんまり ぁッ氣 ないから と 云って， 且那の 云 ひ 付けに 從ひ • 近い 山路から 一 つ 

お ほきな 石 を 皆で ころがして 來て、 物 を 1ぼ く 臺に， 井戸の ふちへ 据 ゑた。 

『その 石 を 熊と 见 たの は、 おれ も餘 ほど ゆ ふべ から 意久 地な しにな つて ゐゃァ がる. かう 身づ から 

あざけりながら も、 月の 光の 中に どこから か黑ぃ 物が 見えて 來さ うで：： y 方がない。 

去年の 今頃なら、 東京で は、 もう T ああ、 暑い く』 と 云って ると ころ を、 どう だ 此の 寒い 風 は 

人 か 熊 か  s:> 七 
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はから だに おぼえる i え を 夜中の 寒さの せいに してし まって、 薄 氣味惡 い 周 園 を 見なかった。 急い 

で 片足の 据を まくし あけて *  ,t の 方の 足 を 草履の まま 石の 上に のせた。 そして 繩 つるべで 水 を 汲んで、 

ざァ とその 膝から 下に かけた. * ひり ぴり としゅんで、 一面に 痛かった。 

それ を 二三 度 ふって 水 を 切り • また 次ぎの 足 を 洗って から， 兩 手で 裾 を 持ち あゆながら、 明け ッ放 

してあった 戶 口へ 這 入り、 ぴしゃりと 音が する ほど 强く戶 を 締めた  5.^ 房が、 もう、 近くまで 戾っ 

て來 て、 この 音を聽 いたに 相 遠ない と E-o つた。 

r 明けて ぉ吳れ HI 明けて お 5* れ』 と 云 ふやうな 聲が渠 の 心の中に して ゐた。 が、 築 は、 人の ぼッっ 

らを 張り倒す やうな 勢 ひで、 板壁の 手ぬ ぐ ひ 掛けに かけて ある 手ぬ ぐ ひ を 二つ ともおの 手に カリ 淡つ 

た。 そして 今し がた 女房 を 目が けて 投げた 千し 蟹の 一 つ を わざと 遠慮なく 踏みつ ぶして、 寢 どこの は 

じの！！ 跪に 一 了って、 腰 を かけた。 ここば かり は、 粗末 だが 板 を 張って、 その上に 藤 を 敷いて ある。 

5 ふと 

つい、 ほんの、 そこ だが •  I 云って 見れば、 濱 逢から 直ぐつ づきのと ころ だが I 渠は 榉 太の 

山と 云へば、 きッと 長い 一 の 字 を 思 ひ 出す の だ。 一 つに は、 どんなと ころ だら； と 云 ふ 好奇心に 驅ら 

れて 東京から 連れて おられた の だが、 宗谷 海峽を 過ぎて、 睦 が 見え 出してから と 云 ふ もの、 船 は 一 直" 

に.^、、 匕へ と 向って 進む に拘 はらす- マオ 力に 達する まで、 樺 太の 山 は 低い、 細い 3= い 線 を 弓 

r て^乃て 來 たに 過ぎなかった。 而も マオ 力から なほ 北へ 露 西亞領 まで 行っても、 す. ッ とこの 通り だ 


と 云 ふ。 

『& ぎに おい 一 の 字 ぢゃァ ねい か』 と • 渠は 上陸す る 時 女房 を 返り 見て 笑った。 

その 一 の 字の 一 部なる 山の 空 氣を 少しで も 吸って 来たせい か、 不斷は あまり 氣に とめなかった に ほ 

ひ を のさき で^ぎ 分ける ことができた。 冷たく 磯く さいの は 干し 蟹の それ だ。 ぬく いやう に 生ぐ さ 

いのは 1^ し 釜 や!^ 籠の それ だ。 それらに まじって • 渠は兩 方の 足の 脛から ぶつく と 吹き出る 血のに 

ほひ を 嘆いだ。 

『ひどい こと を させ ゃァ がった， な』 と、 獨 りで ぶり./ \ 怒りながら、 兩 足の ひどい ところ を 各々 手 

拭 ひで しばつ てから、 渠は裤 の 中へ その 身 を 投げ入れて あ ふ 向けに なった。 

すると、 さッ きから 氣 にしないでも なかった 腰の あたり も、 矢張り、 ひりく して ゐる。 手 を 持つ 

て 1 丁って 見る と、 矢張り、 血が 出て ゐる。 お 竹が 渠を つき 飛ばした あのと きに、 かこ ひ 板が 一枚 はづ 

れ たので あつたから • 拔 けた 釘の さきで 引ッ かいたのに きまって ゐ ると 思った。 けれども * 結局、 い 

つも. HI 分の 鼻から にじんで 出る 血が 足と 腰と から 出る に過ぎない。 釘 やいばら の 傷 ぐら ゐは渠 自身に 

取って 何でもなかった。 それに、 自分が これほどなら、 自分の 女房 は 一層 血 だらけに なって 歸 つて 來 

る だら うと 想像せられ た。 それが 自分の 今の 氣 ぶんに は 却ってよ く 釣り合って  

,5^ は 拭いても やらう。 甞 めても やらう  それにしても T あけて お れ』 が I 向に やって 來 ない 0 

人 か 煎 か  西 〇.< 
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,9, ふべ、 を殘 した 熊に 對 して 二人でした やうに、 じ ッと息 を靜 めて、 そとに 人の 足音が g| え は 

しない かと 鵪き 澄まして ゐ ると、 神 經は月 夜の やうに 冴えて、 目の前に ちらつく の はた だ喏ぃ 影 だ。 

か、？ ま 

ところが、 渠の考 へと は反對 の、 太陽が 11 輝く 物で はなく、 血の塊り の やうに ただ あかい 玉が —— 

沈む 方向 を、 海が 遠く a 々と 鳴って ゐる。 買 ひ 込む 蟹の 數とは 遠 ひ • もう、 何度 數 へても 數へ 切れな 

いほ ど 多 數の牡 熊が • たッた 一匹の 强ぃ牝 熊 を 取り ッ こして、 かみ 合 ひ、 畔 り 合って ゐる やうに、 あ 

とへ あとへ と 追 ひ 重なって、 ゆるい けれども 絡え 間の ない 響き だ。 

と ほな 

は マ 2 いて ゐ ると， の 寂しい 心も极 底から ぐらついて 亂れ た。 そして その 遠鳴りの 響き は 段々 と 近い 

地べた を 傅って 來て、 ついに は渠 の體 内の 蒸し^へ 這 入った。 すると、 藥には 煮え立つ やうに 荒れ狂 

ふ 男性の 力が みなぎって、 あら 削づ りの 投家 根の 家 根 裏が ラ ンプの 光に 動悸 を 打って ゐる。 

如 ：！： に 小い と は 云へ、 男 【匹に は餘り 狹 くもない この 製造 場が、 渠の息 をす るに も 苦しい ほどぼう 

ッと のぼせて ゐた。 

『もう、 二度と 再び 嘩 なんかし ないで、 可愛がって やる ぞ』 と、 渠は その 時ば かり は 決心した。 

何だか 襟 もとが むづ くして 來 たので、 手 を やって 見る と、 毛 じらみ に似て、 まだ 腹が 大きくな 0 

てゐ ない ダ- 一が 一 匹つ かまった。 芥子 粒の 周圍に 足が 生えた やうな 物 だ。 


き 火 IE せ • それ を にして その上で 爪で 押しつ ぶした" ぴ ちと 云った のが 小氣 味よ かった。 

考 へて 見る と、 山で 『畜生 * 畜生』 と 云って ゐ； 時 • 藥の 顔のお もて へばら ばらと 何だか 小い 物が 

^つ 

落ちて 來た。 その 時 仰ぎ たら •  丁度 あたまの 上に 椴 松の 枝が さし てゐ た。 あれ も グー 一であった。 

ダ 11 はお もに 椴 松 Q 枝な どに わいて ゐ て， 血に S ゑて ゐ るので、 動物く さい ものが その 下 を： 迎 ると、 

それな B がけて きッ とばらく と 落ちる。 それが！^ の 都合で 欺 冬の 葉 やい たどりの 根に 落ちて、 そこ 

でも 亦， 動物の 血 を 待つ と 聽 いて ゐる" 

から A と 

『山に 行くなら， 壟 を めて 行け』 と 云 ふま じな ひじみ たこと が 禅 太 や 北海道に はあって、 それでも 

なほ 取りつ く 以上 は、 必 らす据 から 這 入って、 からだい 上へ くと 這 ひの ぼり、 最初に 行き 當 つた 毛 

穴に 喰 ひ 込む の だ。 が， 引き や シャツの おもて をの ぼる もの は、 すべて 頸す ぢへ 出て 來る さう だ。 

この 話を聽 いて 知って る民藏 は、 總 身の 毛穴が すべ て そんな ものに 見舞 はれて ゐ るかの やうに 感じ 

られ て、 3 れッば だかに なって しまった。 そして 先. つ その 直 肌 を 砂の 上で はたいた。 それから. 冷氣に 

額え ながら、 シャツと 胶 引きとの 萬お もて を 調べて 見た。  - 

r こんな 物に も • をす めすが ある！』 比較的に 大きな めすが 1 1 匹と 小柄の をす が 1 匹と 發 見せられた。 

されで 大丈夫 だと は 思 はれた が • 渠は びそれ を 身に つける 必要 を 感じなかった。 よく 振って、 衣 物 
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だけ を 着て、 もとの 通り 仰向けに ころがった。 

1¥ に すれば できる ほど 大きな がか 一の is 葉と 太い 柄と がか さなり 合って る 山の こと を 思 ひ 浮べな が 

ら、 

『まだ うろつい てるの か、 なァ J と、 渠は 小言ら しい 鸛り言 を 云った。 そして マオ 力、 ラ クマ 力、 ォ 

あんしょう  _ 

タト 乇、 ノダ サン、 クシ ユン ナイ- トマ リオ 口な どと、 棒 太の 珍ら しい 地名 を 暗誦して ゐ たが ぷと 

また * おやお のこと が氣 になった。 

まさか、 つづけざま にも 來ゃァ しまい。 と 云っても、 北海道で は、 喰 ひ 物がない 時 は、 二三 十 里 も 

さきから 平氣で 海岸へ 出て 來て、 夜の 明けない うちに もとの 穴へ 歸 ると 云 ふ。 そんな 勢 ひ ぢゃァ 溜つ 

たもので はない。 

この 長いば か" の 島で は、 西海岸の オタ トモから 東海岸まで、 直 徑たッ た 十 M 內外 だと 云 ふで はな 

いか？ 、お、 や、 ぢの 足で は、 この 兩 海岸 を 一晩中に 二度 も 三度 も 襲って 來る ことができよう。 

『お 竹 もお 竹 だ、 餘 り大膽 過ぎる 11 いい加減に 歸 りゃァ いいのに、 なァ！ J 

渠の 心で は、 待ち受ける ものが 二つ ある やうな 氣 になった。 

かのお さへ ゐれ ば、 たと へ、 お、 や ぢは來 て も、 もう、 ゆ ふべ の やうに は いぢけ てゐ ない 。今度 さく ジノ 

さくり と 云 ふ 足音が すり ゃァ、 どこかの 節 あなから、 二人で I 緖 にこ ッ そりの ぞいて、 どんなに 大き 


な 奴か兒 て やらう。 

それにしても、 お 竹のお そいの はどうした？ 

1 あんまり じらせ 過ぎら ァ！ あんまり、 ま、 わじ を 取り 過ぎら ァ！ へ へ』 と、 獨 りで 笑って、 品 川 か 

» きづ 

吉原 かでの ふられた 夜の ことに なぞらへ て 見た が、 實際 は、 蕖の 息詰まる やうな 氣 持ち は 直せな かつ 

た。 

『外 こ亍 くと ころ はない、 きっと 林 田 旦那のと ころ だ！』 かう 云 ふ 疑 ひが 過ぎ行く  XT^ 那每に 確かめら 

れて 行った。 

おのれの かみさん は 連れて 來 ないで、 人の 女房 を盜 みや ァ がるの か？ 

あんな 旦那 は 旦那と しても、 その そばに ついて る番屋 のお や 方 や 勇さん が、 なぜ また 一 言の 注意 も 

こちらへ して 吳れ ない？ 

あの 尼が また 1 は I だい 1 . 近頃い ゃァに 人に 突ッ かかって、 度々 喧嘩 を吹プ かけて ゐ たの は、 今夜 

0 やうな こと をし ほに、 ぁッ ちへ とまりに 行く手で あつたの だら う。 

どいつ も、 こいつ も ，おれので I だ！ おれの かたき だ！ おれ を わざく 樺 太 三界まで 連れ出して 

來て、 こんな 不自 山な 目に 會 はしゃ ァ 力る！ 
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『よし • 怒鳴り込んで やらう』 と 起き あがって 見た が、 築の 兩足 は、 ちんば を 引かなければ ならない 

ほど、 こわばって 寵みを おぼえ 出した 0 

『奋 生！』 かう 叫んで、 わが 身で わが 身を投 け て、 褥の 上に 不格恰 な あぐらをかいた。 そのと たん、 

iki の 中 をの ぞい てゐる ものが あるの ぢゃァ ないか 知らん と • 渠は 怪しんだ 目つ きで 板 圍ひを 見 まわし 

た。 

『お 竹は歸 つて ゐ るの だ！ 歸 つて ゐて も、 おれ を 恐れて 中へ 這 入れない の だ！ さうな の だら う、 

さうな の だら う』 と 云 ふ 風な 心の 聲に そそられて、 また 氣を換 へた 。そして こッ そり \n '口へ 出て 行き、 

こ ッ そり 戸 を あけて 見た。 そして 戸口の.；^. 右 をう かがった が、 なんにも ゐ ない。 

おれの 出る 氣はひ を 知って、 隱れ たの ぢゃァ 一 . と、 ひどく 痛い 方の 足 を 引きす りながら • ぉづぉ 

づと i4l しく 製造 5^ の 周圍を 一 まわりした。 

むねん 

無 A ふの 爲 めに、 渠の心 は 一 しほ 煮えく り 返った 0 

井戸端で 拾った 石を以 つて、 例の、 外れた 圍ひ 板の 釘 を — さッ きから 氣 になって ゐ たので 11 打 

ちつけ る こと をした の はした が、 これと 同時に、 1^ の殘 つてた 母が 去华 死んだ のこと が 浮んだ。 

てて お や 

お： P を 生んだ 父親と 渠の 叔父と が やって 來て、 萬 事の 世話 をして 吳れ た。 — 死亡 届 Q こと やら- 

火葬場の かけ 合 ひやら、 墓地の 定 やら、 お 寺 さまの 侬頼 やら • 金の ことまで も。 11 その バ：^ に 1^ く 


なって、 いよ.， （、母の 死骸 を 入れた 柁 桶の 益に 釘 を 打った が、 あたりが しんと 寢^ まった 巾で、 力な 

槌の昔 ばかりが 何だかい や ァに物 妻く 饗 いた。 ！§^はそれと似た感じをこんなところ へ來て^かぅとは 

思ひも^^らなかった。 

：!： だか 思 ひ 切って 來た ^SB: 小が、 再びな つかしく なって 來 たので. 母の 幽靈か 何 かが 迎へ に來 てるる 

ので はない か 知らん と考 へられた。 と 同時に、 山のお ゃぢの 恐ろし さが 兄えない 影 か 形 かにな つて， 

この 近い S を 通， つてなる やうな 氣 がした。 そして 靜 かにして ゐれ ば、 無事に どこか 他の 方へ それて 行つ 

て ％れ る もの を， この 音の 爲 めに • わざわざ こちらへ 呼び寄せ はしない かと 思 ふと、 男性と して 張り 

詰めた 怒りの 勢 ひも 段々 .S ぢけ てし まった。 

とん/ \！ とんく， とん！ 初めは！ I： の氣 なしに やった ものが、 終りに 近づく に從 つて 逃 ゆ 出 

すか まへ になり、 そして 最後の とん./ \- を； g は 半ば 夢 巾で 終 はらせて •  E をふさぐ やうに してう ちへ 

かけ 込んだ。 

『ふて 腐り,！ けだ 物に でも 喰 はれて しまへ！』 かう、 ぶつ 付きながら • 渠は 旦那と -勇 さんと から 

5 か 

預かって ゐる 酒に 行った。 そして 榑 口から id にがぶ くと 足す る だけ 飮んで • 無理に 眠って しまつ 

た 0 
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 どこの： S で だか 分らな. S が、 初さん、 条 さんな ど 云 ふ 漁夫と 北 〈に 自分 も 月夜に 蟹 を 釣って 

わ る。 

月夜 だが， 蟹の 身は瘦 せても ねない。 そして いづれ も I 丈 半 も あるお ほ 蟹で —— 而も 仕事に めん ど 

ふら 

うな 甲 良が 附 いて ゐ ない の だ。 

『こんなに 大きい、 而も それでる て 仕事に 便利な 扠 なら • マオ 力まで 行かないでも •  二十 錢 から 二い 

五錢 にや テ 買って 貰へ ようが —— J と- 初さん か条 さんかが 云った。 

r まァ、 さう 云 ふなよ、 ォ夕 トモでの 相場 は才ク トモでの 相場 ぢゃァ ねい か』 と * 自分 は 笑 ひながら 

渠等 をな だ める やうに 云つ た。 『それ にしても、 甲 良の ない 便利な 蟹 は どこに ゐる の だら う？』 

『おれの 生れた 北海道に は， まァ をらん， なァ』 と • 初さん は 答へ た。 

『樺 太で も』 と、 条 さん は asi; 而 目に、 『おれ は 見た ことがない。』 

『ぢ ゃァ * ここ は どこの 侮 か， な ァ？』 かう 自分が 聽き 退した 向 ふの 方に 英國 かど こかの 白い 軍 

接の 碇泊して ゐる のが 兄え た。 左右に は、 いろんな 形の 蒸 汽ゃ帆 前が ゐた。 そして 自分 等 も 大きな 汽 

船に 乘 つて ゐる。  iSS 濱の はと 場が 見える。 

『おい、 民さん。』 かう 云 ふの は、 自分 等を兒 送りに 來た 勇さん の 兄さんであった。 II しッ かり 賴 むよ。 

林 田 ゃ勇吉 は 私の 身 うちだが、 君に 行って 貰 ふの は餘 ほど 君の 働き を S 只って るの だから • ねえ。」 


「そり ゃァ、 旦那』 と、 自分 は 手く びの 裏で 鼻 を 撫で あけて T 兒てゐ て 貰 ひましよう、 人一倍働いて 

X ^せます。』 

『わたしが ついて る 以上 は』 と、 お 竹 も 口を出した、 『決してな まけさせません です。』 

ふう わりと 世界が 持ち上げられ たかと 思 ふと、 樺 太が I の 字に 浮いて ゐる。 やがて 曰 本；、 ゅ賊が 露 西 

亞人を 分 取りす る根據 地であった と 云 ふ 海馬 島が 兒 えて 來た。 矢張り 蟹の 鐯詰 のさき 驩 けなろ 禮文 ir 

i 尻 島 か兒 えて 來 た。 やがて また 小 樽の 港が あった。 

不思議 だ、 なァ —— これで は 跡 もどり をして ゐ るの だ …… と 思 ふとたん *  ッ 腹が ひどく かゆ かつ 

たので 目が さめた。 

『おい、 おい！』 旦那が きの ふの やうに 意 張った 聲 をして 戶を 叩いて ゐる。 

『畜： ^1』 民藏 はかう 低い 聲を 出した が、 これが 旦那に 向って 云った のか、 それとも * また， .Jnl 分の 

身 を. g5 つて ゐ た 虫に 云った のか、 自分で もはッ きり 分らなかった。 觅に 角、 自分が S はす その 横ッ腹 

. から 爪の さきに 引ッ かけた の は、 小指の さきほどに 固くなつ てる ダ 一一 であった。 

ゆか 

『畜生！』 また • かう 云って、 その グー 一 をお 竹の まくらの 底で 床の 端へ 押しつ ぶした。 

その 時， 旦^ は戶を K 破って 這 入って 來 たが、 あとに 從 つて 來 るお となし， さんまで がふくれ タ 

面を兑 せて ゐた。 
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『お前 は、 どうして、 かう』 と、 =; 那は 怒って 早口に、 『悔 朝、 毎朝、 なまける やうに なった の だ？ 

—— こんなに 蟹 を 踏み付けな どして！』 

『\ ん、 蟹な どァ 何でもね いや』 と、 民 藏は褥 の 上に あぐらの まま、 潢 向きに 鼻で あしらった T どう 

しても、 かう しても， そッ ちの 胸に 聽 いて 見り ゃァ 分る！』 

『何 だと？』 

ど き 

r『  』 民藏は 一 思 ひに P5^ 物 三昧 をして やらう かと 云 ふ 怒氣を 押さへ て、 默 つて 且那を にらみ 付 

けた。 

『そのけ だ 物の やうな 目つ き は 何 だい？』 

『こッ ちがけ だ 物なら そッち もけ だ 物で い！』 

『全 體、 どうしたと 云 ふんだ い？』 

『  』 民 藏は 旦那の 餘 りに 落ちついて ゐ るの を 一 曆 ねたましく なって、 前後 を 忘れ かける ほど 

氣が 込み あけた。 『す、 す、 直ぐ _、 によ、 によ、 女房 を 返せ！』 

『お前の 女房が どうしたと 云 ふんだ？』 

一お、 おれに 聽 くまで もね いや。」 

f ぢ ゃァ、 お 竹が ゐな いの か？』 


『し， 知れた こッ てい！』 民 f はは 向きに 力を入れて からだ を ふったが、 HI 那 を且那 として 見れば * 

控へ 目の 自分が 半ば 訴 へる やうな 氣 持ちに なった。 そして 大 つぶの 淚が 二三 滴 走り出た。 そして- わ 

ッと 泣き！^ を あげて、 横に あ ふ 向けの 兩^ を、 外見 も かま はす、 頑固に 握った 拳の 手く びの 裏で 押. J 

拭った。 

『Ilil 鹿 だ * なァ 一 . それで、 あんな 男の やうな、 でぶ く 女 を おれが 引ッ 込んで ゐ たと 云 ふの か？ 

きの ふ 云った 通り、 如何に おれ だッて —— 』 と 旦那が 笑って 勇さん を 返り 見た の を、 3^18 がまた ちょ 

ッと 仰ぎ見て、 多少の 安心な しるし. ダ與 へられた。 そして • 

ほ. * 

『ぢ ゃァ、 外に どこに ゐ るんだら う』 と 云 ふ 疑 ひに 轉 じた。 

林 田 を 初め" 勇さん、 民藕、 この 三 名の K 任 者 は 別々 に 手 わけ をして- 心 當りを 探した が、 お 竹 は 

どこへ も 行った 様子がない。 

『き ッと • 山で 喰 はれた の だら う』 と 云 ふこと になった。 これが 搜 索の 爲 めに 集って 來 たものに は、 

初さん と 云 ふこの 製造 場審 層の 漁夫 親子 もあった。 番屋の 親 かた や 下働き もあった。 デメン 取りの 男 

ども もあった。 初さん が 長い 權を 持って 來て笑 はれた 外 は • みんな 手に 手に 銹か、 棒 か、 庖丁 か、 大 

きな ナイフ か、 ァ イノの 持つ マ キリ か を 用意して ゐた。 
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『、お、 や、 ぢは 出て をらん 苦. ちゃが、 若し 出會 ふたら、 なァ、 みんなで 取り まけよ。 して、 なァ、 あ 

ほんや 

いつは 人に 飛び かかる 前に、 了ば 立ち あがる もの ぢ やで、 その 時が つけ 込み どころ ぢゃ』 と， 番屋の 

： 親 かたは アイ ノ氣 取りで 皆に 注意 を與 へた。 

『そり ゃァ、 出< ^はない とも 限らない から、 ね』 と、 林 E 旦那 は 親方の 肯ー； 一？ を やわらげた。 

『しかし』 と- , 切さん が 受けて、 『熊 を 返 じる の はわれく の 目的 ぢ やない。 さしゆ」 出り、 お 竹さん を^ 

し 出せば えいの だら う。』 

『どうも 皆さんに 濟 みません が、 ぢ ゃァ、 民藏 が案內 致します から。』 旦那 はかう 云って， 民錢を さき 

に 立って 進まし めた。 

勇さん と デメン 取り 数名と は * 腹の 減った 時の 用意に、 皆の 八！ 1! 料と して、 製 #5 場で 仕 あけた ISi め 

を 湾 山 運んだ。 

9  9  9  9  9  9 

やがて 熊の 跡を發 12^ したと 叫んだ ものが あるので、 民藏も あと： りして 见 たが • あやめ やいばら の 

押し ひし がれた ばかりで • これ は 自分が ゆ ふべ 倒れた 時に 殘 した 跡で あるら しかった。 

.氷『 巴蕉が 二三 木 • 极 から 折れて ゐる ところで、 皆 はまた 立ち どまった が * その あたりに も^に その 

しろし らしい 足 あとはなかった。 

民 寇はゅ ふべ の グ-が 落ちた ところ を 認めながら • そこ を默 つて 通リ 越して しまった。 


『口 スケの 奴ら は ひどい こと をして をった のぢ や、 なァ』 と 云って、 切り倒した ままに なって る 多く 

の緞松 や^ 夷 松 C 枯れ木の こと を 云って るら しかった の は、 番屋の 親方で ある。 

『でも • さすがに』 と， 且郝が 答へ た T タ乇 や、 ァ カダモ や、 白 カンパの やうな、 いい 木 村 は 切って 

ない。』 

『ロス ケの 斧に や 手に 合 はな かったん だろ』 と、 デメン の 一 人が 應 じた。 

『全" ^と 云 ふ 道は附 いて ゐ ない。』 

, 曹 曹 ，す てん 

『そり や i^4r おや ぢか 栗鼠 か紹か 小鳥の 外に、 通る 必要が ないから、 さ。 J 

『さう 云 や、 トマ リオ a から マオ 力へ 歸 つて 來た 人の 話に、 おや ぢが 栗鼠 を 追 ひかけ て， 敏 松の 粋 を 

かけあがった 爪の 跡 を 見て 來たさ うぢ や。』 

S ん だう 

『あすこで は、 今" 石炭 運搬の 輕便鐵 道 を 敷く 爲 めに、 山道 を 切り開ら いてる 笞ぢ や。 J 

『石炭 も 儲からう けれど、 大きな 熊の 皮 を 一 つ 欲しい な。』 

らふと ち A- う 

『こないだ、 榨太 11 の 役人が ナ ヤシの ロス ケ から 大きな 奴 を 四十 雨で 二 枚 買うた さ うぢ や。』 

『そり や、 まだ 木お に 製して ない 扠 だら う。』 

『ナ ヤシで は、 熊の 皮より や ァ紹の 皮の 取り引きが 盛んだ』 と- 番星は 語り 出した Til- 年、 冬になる 

とや £领 から， —— ァレキ サン ドル あたりから も • —— 紹 取りの ロス ケゃ皮 商人が やって 來て、 何枚で 
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も 買うて 行か ァ * な。 その 時 は 露岗 の货 I 巾が 安くなる 時節で、 一 ル ー ブル は實際 一圓 十錢の 11^ うちが 

あるの だが、 それが たッた 九十 錢で通 EE^ する。 函 館へ 持って行き ゃァ、 少く とも 一圓 八 錢には 交^し 

を J ねん キ- 

て ciJ れる。 さう して ナ ヤシで は、 ビ I ルが 今頃で は 三十 錢ぢ やが、 越年 期になる と、 七 八十 錢に 騰賁 

する。』 

『えい 商寶ぢ やない か』 と、 漁夫の 初さん は 答へ た。 『少し 元金が あり ゃァ、 ビ ー ルを 持って行って、 

その 交 Si 〈を やったら。』 

『けれども、 正月 頃になる と、 ビ ー ルの壜 が ぼんく 破れて しまう んぢ や、 この？ f 仏より ゃァす ッとャ な 

さがき ついから。』 

r そり や 閉口 ぢ や。』 

『たァ に』 と • 且那が 笑 ひ聲を 出した、 『親 かたはい つも あんな こと を 云って るが、 うまく 人 を v§ だて 

てゐ るの * さ。 さァ、 やって 0< ろと 云 はれち ゃァ、 逃 ゆる 方 だら うて。』 

『は、 は、 は ッ！』 多くの 人々 が聲を 揃へ て 笑った。 

民 蔵 は それ を聽 きながら も • 話の 仲間に 這 入らなかった。 あんな ことば かり 話し合って、 皆 は そも- 

そも 何し  に  進んで  ゐ  るの  だと  責めて  や  ひたかった。  それから、 一番 さきに 立って、 一 言 も 口を出さす，. 

» りで 頻りに 左右 を ^ 索しながら * 雜草 の^を かき 分けた。 


置が 方々 で^いて ゐ る。 あかはらと 云 ふ 鳥が 鈴蘭の 花 を 喰 はへ て 飛び出した。 

ァ イノが 箭 にぬり 付ける IS を 根から 取る と 云 ふブシ (とり かぶと) の 花が、 如何にも 毒々 しい むら 

さき 色を以 つて あちら， こちらに 唉き 揃って ゐる。 當り 前の 山 百合 は 勿論 • また 小い 黑 百合の 花 もと 

ころ どころ に 3^ える 0 

もう、 賠 くに 濕地 は！^ i きて、 渠は 地盤の ぼくく した 山林の 間にあった 。內 地の 山に 於け る やうな、 

眞 土の 如き は 全く 兒られ ない。 そして ロス ケが 無制限に 木 を 伐り 取った 結， 果、 あたりに 相持ちの 木が 

なくなって、 風の 爲 めに、 幹の 弱い 部分が 折れて ゐ るの も あるし、 そッ くり 根から 拔け 倒れて ゐ るの 

も ある。 根が 淺ぃ 上に、 地面が ぼく./ \ してゐ るから だら うと 思 はれた。 

らふと 

『樺 太た ッて、 どこ だッ て、 同じ やうに できたん だら うが、 なぜかう 大きな 木がない の だら う』 と、 

且 那の聲 がする。 

「も ッと 奥に 行 きゃある さ うぢ や J と、 番屋は 答へ た。 『それにしても、 何邊も 大きな 山火事が あって 

それが 而も 一 一年 も 三年 も つづいた の もあった さ うぢ やで、 —— 何に せい、 雪の下 をぶ すく 燃えて、 

たま 

火事が そのお  1^ 年にまで 渡る のぢ やから 堪 らん。 松が 燃え 盡 きた 跡へ 白 カンパが 生える。 白 カンパが 燒 

けたら、 熊德が 出る。 熊 ffi と來 ちゃ • もう、 木 は 生えん。 それに この頃 ぢゃ、 安く 拂ひ 下げて 賀ふ爲 

めに、 わざと 火 をつ ける ものまで 出て 來た。 かう してし まひに や、 この 樺 太 も 全く 禿山に なって しま- 
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うだらう、 さ。』 

r 切れる だけ 切らせば いい ぢゃァ ないか？』 

『そ 1、 さ II 歡 ：|4li だッ て、 さ うぢ や。 下らん 制限 ゃ規刖 なぞ やめて、 取り 盡 せる だけ 取り 審： さ 

せて 吳れり やい いの ぢ や。』 

『蟹に ゃァ まだ 規則がない。』 

『やがてで きる だら うよ、 けち 臭い 役人 ども だから * な ァ。』 

『あ、 i^k. ちゃ、 栗鼠 ぢゃ』 と 叫んで， デメン の 子が 一 人、 民藏 よりも さきへ かけ 出した 時 は * 民藏 

け：； し 

は 松の まばらに 生えた、 あまり 雜草 もない 倾斜地 を 踏んで ねた。 

『陳 なんか どうで もい い！ 蟹 もどう でもい い！』 かう 心に 云 はせ て、 Is^ はお 竹の 姿ば かり を 思 ひ 浮 

ベて ゐた。 そして 何 千年 か 以前からの 木の や 枝 や 枯れ木な どが 積み重なり • 積み重なって、 ほんの、 

^つ』 でば かりの やうで、 まだ まって ゐ ない 地 g まの 底から • ひよ ッ こりと かの 女が にこつ いて 出て 來 

るい たづら ではない 0 か？ 侮 を 離れて、 今度 は • 山が. E 分に 生きて 來た。 

す. 0, みん ふ 

蕖は山 を 踏んで ねる のか、 山が 渠 のから だに 添って ゐる のか、 どッ ちと も 分ら なくなった。 脉眠ィ 

くう 

^^のぁたまがふらくと熱しぁげて來て、 ぼくく した 地盤が 見えない 女の 力で 自分 を ふう わりと S 

こ はね 返す やう だ 0 


それ-か 而も 手の やうに、 足の やうに ぁッ たかい 力であって， D 分 を その 熱に 包んだ。 ふと * きな く 

さい 氣 がした。 は 今の 話な 心で 繰り返して、 

『火 • だ！ 火 だ』 と 叫びた くな つた。 この あたりの 地盤の 底に は、 今でも， 去年からの 雪 や 水の 

下 を 道って 來た 奇妙な お^ t& が、 1 而に 火の手 を まわして ゐる やう だ。 

『おい、 民さん。』 且那の 呼ぶ 聲 である。 『さう すん すん 進んだ ッて什 やうがない ぢゃァ ないか？ 少し 

は ル！： さんに 休んでも いただか なきや ァ  J 

『  』 R 藏は 無：； 一一 1 で 後ろ を 向いた が、 棒の やうに っッ 立った。 その かたはらに ブシと 何だか 分 

ら ない 草との 花が^い てゐ た。 展ひ のちよ かくした 子 は、 直ぐ かけ 付けて， 奇麗な ブシの 花へ は 手 

き ほな  - *  、  •  •  n 

を觸れ ないで、 分らない 草の 黄花 をむ しり 玲 つた 

『：！： だか 氣持 ちがよ くな つた やう だぜ』 と、 旦那 は 云った。 

『もう、 この 邊 でも』 と、 星 は 知った 振りで、 『オゾンの 臭 ひがします， わい 』 

『山の 氣と でも 云 ふんだら うか、 ね？』 

『ま ァ、 さ うぢ や、 な 111 内地なら， 深山の 樹木が 叶-く 濃い 酸素 ぢ やさう だ。』 

『ま ァ、 お- 休んで い- 乂れへ ii へ』 と、 且 都が 云った 時 は、 且那 も恭厘 も旣に (め 合 ひ を 見 おろせる と.^ 

ちの 地べたに- g をお ろして ねた。 
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S りで 無言な 民 藏 も、 オゾンと やら を 吸ふ爲 めだら う • 心の 筋肉までに びんく と 元氣が 付いて 來ぃ 

たの をお ぼえ たが * 旣に已 に 張り詰めて ゐた臓 は 一 しほ それが 爲 めに 息苦しく， 蒸し 苦しくな つた。 

『どうした、 民さん』 と、 初さん は 草 入れ を 腰から 拔き 取りながら、 渠が 下の 方で 皆の 方 を 向いて 

立って ゐ るの を 見た。 『さ ッ ぱ り元氣 がな い ぢゃ ないか？』 

『さすがに』 と、 番星 は、 自分の そばに ねる 下锺 きハ- 肩から オペラグラス を 外しながら T オタ トモ 一 

等の 氍 も Q でも • なァ —— 』 

『女房が ゐな いので、 しょげ 切って らァ』 と、 且都 は無雜 作に 笑った。 

民藏 はちよ ッと 皆の 方へ 目 を あげて 徴 笑した が 、『は、 は、 は』 と、 小い 連中にまで 笑 はれた ので、 

直ぐ また 下 を 向いた。 

『こり ゃァ、 どう 考へ て も * 喰 はれて しまったんだ ぜ o』 

r 骨 だけで も 見えない か、 なァ』 と 云 ひ "ながら、 番屋の 親方 は 目 鏡を當 てて 方々 を 見 まわした。 

民 蔵 は、 然し • そんな こと をして 見ても 見える わけがない と 思った。 女房 は • もう、 渠の 心中にば 

かりあった 0 

自分で用意して來た握り食を^？ひ初めたものがぁる。 

煙草ば かり 吹かして ゐる もの も ある。 


なほ そに LJ の 力 〈 おしに f ノー， iilj*^ に.？ - まヌ。 

林田旦那が^^；さんと民藏と に 命じ て ひらか せた 鐘 詰め を、 皆が 半ば 以上 も 喰つ てし ま ク た^、 

r 皆 % い、 來ぃ」 と、 上から 頓狂に 叫ぶ 聲 がした ので、 いづれ も緊 した 氣を振 ひ 起して 驩け あが- 

って 行った。 

低い 雜 草の 踏み 效 かれた ところがあった。 熊の 足跡 もあった。 

人 の 足が 一本 • ひどく いばらに ひッ かかれた 跡の 血が こびり 付いた 儘 * つんと • うは 向きに 突き 

出て、 あとのから だは 地下に 埋められて ゐた。 

『ひどい こと をし ゃァ がるお や ぢだ、 なァ』 と、 番 屋は少 からす こちらの 女房 を あはれ む やうに 叫ん 

だ 。『人^ を 馬 か 何 ぞに思 や がって！』 

『どうして こんな こと をし たんだら う？』 

『北 ほ S では、 よく ELt が 新う される —— 假 りに 塊め て 置いて、 今夜 また 取りに 來る つもり ぢゃ o』 

『して： HA ると， 民さん の失婦 喧嘩 は 夜 あけに！， かったん だ • な。』 

『太陽の 光 はありが たい もの ぢゃ』 と • 感心した やうに 初さん は 云った。 『畜生まで が惡 いこと を 中止.. 

する のぢ や。』 

r なァ に、 ほうって， ばけば、 また 夜に なって 取りに 來 らァ、 な。』 

人 か 煎 か  四 二 七 


泡 鳴 仝 築 ^111 卷  - 四 二八 

『賢い やうで も • 馬鹿 ぢゃ、 なァ。 どうせ 自分が 穴まで 歸 るつ いでなら • 持って行き ゃァ いいのに。』 

『そこが まだし も 仕 合せで あつたの だら う * さ。』 

おや ぢと 云っても、 まだ ァ ン コ の やうな ものであった らう、 如何にお ほ 女 だから ッて、 お 竹 一 人ぐ 

らゐを E、5 ひ 切つ て 運んで 行けなかった の は、 などと 云 ふ 評議が 足の まわり を 取り 卷ぃ たもの 等 の^に 

行な はれた が；.， 氣 持ち 惡 がって 誰れ 一 人と して それに 手 を 掛ける ものはなかった。 

『  』 民藏 ばかり は 天に 向って 向き 出しの 足 を じッと 見入って 『こんなに 肥えて ゐた のか * な 

，-. ^く 

ァ』 と 思った。 直ぐ それ を 逆に 土の 中から 引き出さう としてち ょッと 自分の 手 を かけた。 そして 自分 

ばかり はこの 四 五日 前から • 殊にお とと ひから、 止む を 得す こらへ くて ゐた IS 忿 がさき に 立った。 

『  』 はたの ものら の 不思議 さう に • こちら を默 つて 見て ゐる のが、 S, 水に は 邪魔であった。 

いき SJ ほ  ね ぶけお か , } 

『みな 歸れ』 と、 渠 はわれながら 俄かに 慎り を おぼえて、 威猛 高に 命令した。 

『どうして 歸 るんだ い』 と、： W らく 經 つて 旦那 は 皆に 氣が ねした やうに こちら を 叱った。 『親方 を 初め、 

初さん や 皆に わざく 探して もらって 置いて！』 

『どうして でもい い、 歸 れ！』 

『 お前 はこの 二三 日 どうかして ィるぜ —— けさ だッて • おれに つけ <{a りゃァ がって！」 

Ihhil,  r .  >| r ト、； しト *  一一  )  m  一  -^J^ftt^TKftBftfeBKBferHHBHH 


なしく からだ を 引いて-^ めて 5?^^?? もま み て sss?h% 

ゃァ ならない のに — ？』 

『お 通夜 もく そ も 入る もんけ い！』 

『そんな 可哀 さうな こと ァ、 おれが させない。』 

『おれの 女房 はおれの 女房で い、 おれが 勝手にす らァ o』 

.gh らく 一 一人 は 云 ひ 合 ひ をした が、 番 凰の 親方が 仲に 這 入って 吳れ た。 

『民さん として は、 女房が どんなに なって るか 分らない ところ を 人に 兌ら れた くないの ぢ やらつ から』 

と云リ Co で、 皆が あとで また 1 緒に なって お 竹 を 一先 づ 海岸まで 運んで 歸 つて 吳れる ことにして、 

暫 らくの IT こちらの 云 ふ 通り * 皆 はこ」 を 遠ざかる ことにな つた。 

おくび- p う 

民 藏は獨 りに なって お 竹 を 土から 引き出してから も、 隨- おな どろ 棒の やうな 目つ きをして， 先つ き 

よろくと， © が s< えぬ ところまで 行って しまった か、 どうか を 注意して た。 

再びせ がそ こに 猿 まった 時には， 民藏 はお 竹の 死體を 仰向けに 衣 物の 据も 盤へ て、 拂 さまの やうに 

tew たはら せて あった。 

II ねな 女が 敵と 大分に 格鬪 した かして、 額の 皮 をひッ かきむしられて 赤い 肉が うら 返しに 出て るる 
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し • 兩 方の 手 も ひどい 傷で 血 だらけ だ。 

.『 可哀 さう に、 なァ』 と 云って、 且那は その 肩から 胸の あたりに 殘 つて ゐるぼ そくした 土 を ふり 拂 

つて 吳れ た。 

r ひとり 死んだ のが ふたり 分ぢ やから、 なァ』 と、 親方 も欽を 肩に した まま 悲し. み を 見せた。 

r どう 云 ふ 風に 引ッ かいたの だら うか、 あの 額 は』 と、 勇さん は眞 面目に 聽 いて ゐた。 

『ビ、 や、 ぢも ぉッ そろし いもの、 さ、 な』 と、 初さん はじ ッと 見つめて ゐ た。 

じ h うだん 

『亭主 を 嫌った 報いだ ァ、 ね。』 民 f おはかう 云って、 もう 額い ろが 和らいで ゐ た。 いつもの 冗談まで 云 

ひながら、 死體を 自分の 肩に かついで 皆と 1 緒に 山 を 下だった。 そして 道理で ゆ ふべ の _ぉ兑 が 

よくなかった』 などと も 語った。 

ラ クマ 力まで 坊さん を 呼びに やっても、 どうせ 間に合 はない ことが 分って るので、 知り 人が 繁 まつ 

て 互 ひに 念怫を それ^^に へ る ことにな つた。 

一 一人の 寢る 場所であった 51 の 上に 死人 を寢 かせ、 その 枕 もとに ビ I ル箱 をひッ くり 返して 臺 となし、 

その上に 蠟燭 やら 線香 やら を 置いた。 

船み の はりに、 泥 柳の 梨ゃィ タヤ もみ ぢの枝 を 取って 來て、 ビ ー ル場 にさした。 mm- 


*JCTf§-< ^お" ISSIR?^ 上 H? な 5*.^ さん 画をハ "-れ 漏て^ で" それ 園に j„s5^IIP^?^T3?35^ 

ちょ 

かの 女 は 死人の 枕 もとに 坐 わり、 どんぶりの 中へ 灰 を 盛って 線香の けむり を 立てさせて ある その 前に 

.n: つて、 坊さんの する やうに 手 を 皮々 合 はせ • 暫 らく 口のう ちで もが- (-と 何 か 云って ゐた 0 その そ 

ばに 民藏 はちゃん と 坐 わって、 膝に 兩手を S いて を 垂れた。 そして 考 へた、 自分が 殺した も 同前 だ 

が • 海で あんまり 蟹の 甲 良を剝 かせる のが 祟って、 自分の か はりに 女房が 山で 額を剝 がれる やうに な 

つたので はない かと。 

えんぎ 

そんな 緣喜を かつぎ 初める と * 今. まで さう でも 無かった 風が それが 爲 めに に 吹き 初めた やうで、 

:® の 遠鳴りが どこか、 かう、 6" い 影の ちらつく ところへ、 自分 を 太き な はさみで さいなみに 引ッ 《?a ん 

で 行く 氣 がする。 

ひよ ッ とすると、 お 竹が 兄た 熊と は * 何千 匹 かの 集った お ほ 蟹の 幽靈 ではなかったら うか？  は 

S 分の 手に 力け た鍾詰 め やら 干し 楚 やらの ありか を 思 ひ 浮べて、 自分の 岡 園に も、 もラ， そのお そろ 

しい 影が さして ゐる やうであった。 

その 時 * 1^ 水 は 經讀み 女の なかく 上手な 阿 彌陀經 に 釣り込まれて ゐ たの だ。 

どうした 拍子に か、 あまり ，澤山 イク ャを 盛って あった 場が 倒れた。 それ を、 II の 端に 腰かけて ゐた 

人が 元の通りに 立て直して eK れ たが、 死人が 少しもび つくりし なかった 様子 を兒 て、 民藏は 俄かに む 
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せび 泣いた。 

『もッ とも だァ、 ね 11 もッ とも だァ、 ね』 と、 をん な 連 は 首 葉に 出して 同情して れ た。 

「ま ァ、 I 杯飮 めよ。 もラ， 泣いても、 わめいても、 駄目 ぢ やで、 な ァ。』 こんな こと A. 云って、 をと 

と i の 問から、 茶碗 を あけて 渠 にさした ものが ある。 初さん であった。 そして が 片手で 淚を拂 ひ 

ながら 受けた 茶碗へ、 勇さん はなみく と 酒 をつ いで 力れ た。 

渠の ほかの 飮み手 は 皆. 鐳づ めの 蟹 を さかなに、 K 々醉 ひがま わって ゐた。 

『泣く だけ 泣いて やる の もい い、 さ。』 旦那 は 主人ら しい 態度 を 皆に 見せて、 『民藏 も • これまで、 さん 

ざん 女房 を いぢめ 拔 いたから、 ねえ。』 

r なァ に』 と、 番 ai の 親方が 應 じて、 『民さん の いぢめ るの は 可愛がって をった のぢ や。』 

『そんな 可愛がられ 方ぢ や、 女が 困る、 なァ』 と • 同性 仲 問 を 返り 見た 婆ァ さんが ある。 

民藏も 多少 醉っ て來 たので、 冗談 半分に きの ふの ダ- のこと をお ほ毅 "お に 吹 して 笑 はせ たり、 

死人の さん- 5\ な 惡ロを 云って、 そんな こと はけ ふだけ でも 云 ふなと 戒められ たりした。 

* いれ <- 

他の ニケ 所の 製造所の 人々 も、 け ふの 仕^ を 終って、 ちょ ッと顔 を 川した。 そしてけ ふ も大. 幼で あ 

つたこと を 旦那に 自慢ら しく 話して るの を聽 いて、 築 は 旦那に 向って、 

『惜しい こと をした」 と 口に 出した。    


r 仕 かたがない、 さ』 と、 旦那 も 負け 惜みを 表する 顔つき をして 答へ た。 

夜が ふけてから、 人の 顏は 大分 入れ 代った が、 お 通夜 をしょう とする 人 數は螯 間よりも 增 して ゐた 0 

けれども， 民藏 は： 冉び 熱い E;^ 性の 力 をば かりお ぼえ 初めた 。そして 皆に また 何と 云 はれても 構 は ナ* 

先づ經 讚み 女に 歸 つて 貰った。 

それから、 關 係の 簿ぃ 男女 を歸 した。 

殘 つたの は 旦那と 勇さん と番 M の 親方と 漁夫の 初さん とで あつたが、 かう 云 ふ 人々 にも 亦 命令 的に 

歸 れと吿 げた。 初さん の 外 は 、『また か』 と 云 ふ 顔つき はした ものの、 異議 は唱 へなかった。 

初さん は^ ッ拂 つて 居た。 管 々と 同じ やうな こと を 繰り返して、 いつもの 馬鹿正直 一方から、 隨分 

ぐわん ま 

世話にな つたお 竹さん だに 侬 つて、 今夜だけはどぅしてもぉ通^^しなければならなぃと頑張った。 

『民さん に は 民さん の 思 はく も あるの だら うから J と， 且那ゃ 親方が これ を つれ 出さう としても， な 

かく 承知し なかった。 

『歸れ と 云 ふに、 この 野郎！』  . 

E をけ はしく して 怒つ てた 民藏は • こ の 正直者 を 麻の 上から 引きす り 下ろした。 

f ぢ ゃァ、 歸る！ 歸 る！』 これ も 怒って 草 屐を穽 かう とする の を、 民 蔵 は 待って やる S も 我慢で き 
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なくなつ てるた。 そして 蕖 はから だ 中に みなぎって 來る蠻 力に まかせて 初さん をぐ，. ^く 戶のタ へ 5 

き 出した 0 
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『おい、 あの 婆ァ さんが 鎮感を 得て 來 たやう だぜ OJ 

『れいかん ッて —— ？』 

『云って 見り ゃァ、 まァ、 神 さまのお 吿げを 感づく 力、 さ。」 

『そんな 阿呆らし いこと ッて、 ない。』 

『けれど • ね、 さう でも 云 はなけ り ゃァ、 お前 達の やうな 者に ゃァ 分らない。 —— どうせ、 神なん て， 

耶蘇 敎で云 ふやうな 存在と して は ある もの ぢゃァ ない。 從 つて、 祌 のお 吿 けな どもない の だから、 さ 

う 云った ところで、 人 問が その 奥ぶ かいと ころに 持って る 一 種の 不思議な 力 だ。』 

『そんな ものが ある もの か？』 

『ない とも 限らない —— ちゃ ァ、 ね、 お前 は 原 W の 家族に でも ここに ゐる こと を しゃべった のか？」 

『あたい、 しゃべり やせん —— ：：ム ふても えいお もた けれど， 自分のう ちへ 知れたら 困る とお もて OJ 


『でも， あいつ は. もう • 知って る ぞ， 森の ある 近所と 云 ふだけ のこと は。』 

『森なら • どこに でも ある。』 

『さう だ • ねえ』 と 受けて * 義雄は それ以上の 心配 はお 烏に 語らなかった。 無^, 千代 子が 成形 式 を 

以 つて 資 際お {IT を 呪 ひ 殺さう として ゐる らしい こと も， お 烏に は 知らして ない。 たださへ 祌 ga^ であ 

るのに、 その上 神經を ！| ましめ ると • 面倒が 殖える ばかり だと 思って ゐ るから だ。 

が、 お it も 段々 ft 氣 味が惡 くな つたと：：： ルぇ， 日の 經 つに 從 つて、 義 雄の 話 を 忘れる どころ か • あり 

ありと ひ 出す やうに なった かして、 つ ひに はまた 引ッ 越し をしょう と 云 ひ 出した 。もし 知られる と、 

今までに でも， 云 はないで いい 人にまで 目 かけだと か、 恩 知らす だと か- 呪 ひ 殺して やる だと か 云つ 

て ゐ る あいつの こと だから， わざと 近所 隣り へ いろんな 而倒. I： ^いこと を しゃべり 立てる だら うからと 

云 ふので ある。 

表 

然し * この ia- お 烏 はお もい かぜ を 引い てと こに 這 入って ゐた 。近所の 醫者を 呼んで 悔日 見て 貰う と、 

非常に； t 經の つよい 婦人 だから. 並み 以上の 熱 を 持ち • それが また 並み 以上に 引き去らな いの だと" i 

明した。 その上、 牛 込の 病院に 行けない ので、 1 方の 痛み も 亦大變 ぶり 返して 來た。 

かの 女 は 氣が氣 で なくなつ たと 兌え、 躅 りで もがいて、 義 雄に も聽 える やうに、 

r 何て 囚 な 身に なつたん だら う』 と、 三 疊の部 星で 寢込 みながら、 忍び泣きに 泣いた。 おもての さ 
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の廣 い、 然し 向 ふ 側の 森から 投 ける 蔭 を かぶった 窒 11 六叠 11 に は、 憲兵が 三人で 自炊す る樣 にな 

つて ゐた。 

義雄 は！ 11： じ 家に ゐる 憲兵 等に 物 も 云 ひか わさなかった が、 毎日、 晝 問から お 鳥の！^ 護に 努めた。 同 

時に、 自分 も ひどい 痔 に惱ん だ。 

重告 からの 返電 は 求す、 東京に 淺 つて ゐ る重吉 の 女房に 問 ひ 合 はせ ると • 北海道の 方 を まわって る 

ると 云 ふので あった。 義雄 はま だ鐯詰 事業の 手 初め も出來 ない のが、 無聊の 感に堪 へなかった。 

がぜん- y ュ 

丁度、 その 時、 私 善坊の 方へ いい ハガ キが屆 いた。 

『龍 十 ：4.= 例^ 11 一 、 時 n 11 1 場所 11 1 、 #^ 11 右 御 出席の 有無 〇〇E〇〇〇 町 〇〇^ 地 〇〇 

〇〇 方へ 御 I 報 を 乞 ふ —— 年月日 —— $ 1 J と， 印刷 指り にして ある 中へ、 それぞれ 必要な 文 宇 

を 入れた ハガキ であった。 

龍 土 會と云 ふの は • おもに 自然主義 派と 云 はれる 文 者 SiJ を 中心としての 會 合で、 大抵 悔： =：： ー问晚 

餐 の例會 を 開く ことにな つて ゐる。 幹事 は ニ名づ つの ま はり 持ちで、 この 月に は 田 島 秋 夢と 今一 名 一 &、 

と：！ W じ 新 社に ゐる 人の 名が 出て ゐた。 

義雄 はこの 會の 最も 忠實な 常連の 一 人で も あるし、 友人 どもの 顔 も暂く 見ない し、 印刷 を 終った.：：！ 

著 『新 自然主義』 がいよ く 世間に 出た 常 座の 意氣 込み もあった こと だし • 喜んで 出席す る ことにし 


た。 そしてお 酶 が、 その Q になっても • こちらの痔が惡くなるにきまってるから止めて5^^^ろと轔む 

だの も 承知し なかった。 

中の 町 か.^ Sil が高臺 にあがろ と、 麻布の 龍 土 町で ある。 そこの 第 一 聯隊と 第三 聯隊との 問に 龍 土 

軒と 云 ふ^ 西 料理屋が ある。 そこが 龍土會 の會揚 であった。 

義雄は そこに 一 悉 近いので、 午後 六 時には かッ きり 行った。 が、 まだ 誰れ も 來てゐ ない。 

ボ ー ィを 相手に 玉 を 突いて ゐる うちに、 人が ぼつり く 鎮まって.^ た。 そのうちの I 人が 玉 場へ 飛 

び 込んで 來て、 

「どう だ、 久し振りで 员 かさう か？』 かう 云って 直ぐ キ ユウ を 取った。 例の 歌詠みから 株屋の 称 頭に 

轉 じた 男 だ 。『然し， ねえ』 と， かの、 水 夢 軒に 於け る義 雄の 失敗 を 持ち出して 來て、 『また 電球 をぶ ち 毀 

わすの はま. ッ平だ ぜ。』 

「あれ は どこの 玉屋へ 行っても お ほ 評判です ぜ』 と、 そばに ゐた そこの 主人が 少しお ほ^ 裟に 笑った。 

「もう、 大丈夫 だよ。』 まじめ 腐って 答へ ながら • 義雄 も臺に 向った が、 いろんな ことが 氣に かかって、 

もろく 勝負に 負けた。 

r よせく』 と びに 來 たもの もあって、 義雄も 二階に あがった。 
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濕を 見る の は 近頃 珍ら しいので、 皆が 話 をし かけた。 

の 著 寄 を ありがたう』 と挨拨 する もの も ある 0 

r あんな 短い 紹介 だが、 取り 敢す 新^紹介 傾に 載せて いたよ』 と 云 ふ もの も ある。 

r 耽溺 はどうな るの だら う』 と、 こちらが 現代 小說 にやった 作の こと を 云 ふ もの も ある。 

『君の 女 はどうした』 と、 ぶしつけに 聽 くもの も ある。 

『顔の 色が 惡 いが、 過ぎる の だら う』 と • 穿った つもりでから かふ もの も ある。 

『また 痔が くッ て、 ね、 閉口して ゐ るの だ。』 

r ぢゃァ * 酒 はやれまい』 と、 慰め 額に loTEi: する もの も ある。 が、 渠 はかた 一 方の 耳が まだよ くない 

ので， 左り の 方から 云 はれた 言 紫 を 度々 聽き 返したり、 聽き 落したり した。 

やがて 椅子が 定まって、 日本酒の 德 利が まわった。 

秋 夢 は 幹事 だから 末席に るる。 aj; は銳ぃ 皮肉な 短篇 小 說で名 を W した 人 だが • 外に、 r 破戒』 を まばい 

た 藤 庵が ゐる 。『生』 を 書いた 花 村が ゐる。 劇場の マネ ジャ ー を以 つて 住すろ 山 内が ゐる。 また 外國新 

作物の愛讀^1?1で、 司法 省の 參！ sfHB をして ゐる 西が ゐる。 その 西が 絡 介した^ 商務，〉？ の 出 本と いふ 法 a- 

士がゐ る。 株屋の 番頭が ゐる。 ェ舉士 の 中 里が ゐる。 錄 町の 詩人が ゐる。 琴の 師匠の 笛 村が ゐ る。 漫 

叢で 知られる 様になった 杉 田が ねる。 或 出版.；： W の 顧問、 雜； ifi の 編^ 等もゐ る。 


かう 云 ふ 人々 の屮 にあって • いつも 渠 等の 談話 を 暇 はすの は m 邊獨 歩で あつたが、 今年の 六月に 肺 

J.i^ で 死んで しまった。 餘り 出席 はしなかった が * 矢： 決り， .rr 員であった 眉 山 は、 玀步の 死ぬ 少し 前に 

自殺した。 

屑 山の 自？； ^してから 間もなく、 茅ケ畸 海岸の 步の^ 室で、 

r この 龍 土.^ の <rr 員の 中で * 誰れ が 眉 山の 次ぎに 死ぬ だら う』 と 云 ふ 話しが 出た。 

キ やうし 

『無論、 E 村の 狂死 * さ』 と、 赛舌 家の i;^ 人 は 笑って、 『あいつが 生きて るう ちに、 おれ は 死にた くな 

い。』 

さう！ K はれる ほど、 義雄 も隨分 毒舌の 方で あるし、 それ を あとで 聽 いた 渠は 首て 獨 歩の 思想 を まだ 

药式 だと 批評した ことがあ るの を E 心 ひ 出したり したが * 今 は 甚だ 勢 ひがない。 酒 は 平氣で 人並みに 

飮 んでゐ たが、 持 のむ づが ゆく 且痛 むの を 頻りに こらへ てゐ た。 

花 村 は 『鳥の i お』 と 云 ふの を 文藝^ 樂 部に 出した を 捕へ て、 あの 小説 は描寫 でない、 下手な 說明 

だ。 き は どい ところが あるの は 構 はない が、 說明的 だから、 それ を 人に 强 いる やうに なって ゐる。 挑 

發的 だと 云って、 發寶 禁止に なった の も i む を 得まい、 などと いぢめ てゐ た。 

师庵 は、 或 新 1: 記^に 向って、 謙、 遜らし く、 人生の 形式的 方而を どう 處 分して ゐれ ばいい の だら ラ 

と 云 ふやうな こと を 質 し て ゐた。 
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西 は 山 や 中 里と 共に 頻りに イブ セ ンゃ メタ リンク や スト リンドべ ルヒの 脚本 を 批評し 合 つてね 

た 0 

かう 云 ふ 別々 な 話が いつまでも 刖々 になって ゐ ないで、 互 ひに 相 まじ はり、 畏ぃ盒 い： の あちらから 

も、 こちらから も、 機の 梭が 行き かう 様になった 時、 義雄は その 意， お-を 取り 遠へ たり、 ただ やかましい 

燥 音が 聽 えたり する Ki^ もあった。 それが 如何にも^ 念で、 この ITt だけに 闘して 云っても、 もり、 こ 

れ 等の 人々 と 自由に 話し合 ふ 格が なくなった のかとまで 思った。 

r 田 村が 乙に 澄まして ゐゃァ がるので、 今夜 は 少し^ やかで ない、 なァ』 と、 株屋の 恭 頭の 云 ふの が 

聽 えた 。『色 をん なを 持つ と、 ああお となし くなる もの か、 なァ ？.』 

『け ふ は、 何と 云 はれても、 しゃべる 铽- になれ ない の だ。』 かう 一; ム つて、 義雄は 笑った が， BI 分の いつ 

ら かんわら 

も 特^に 注^ を 引く からく 笑 ひも、 それと 好 一 對 になって ゐる錢 町の 詩人の 羅漢 笑 ひと 云 はれる の 

に膨. 倒された。 

そして、 花 村の 耳 も も 0 も內臟 も， どこも かも 健 金で、 而も 燥 丈な 體 格が 何よりも 羨ましく なつ 

たと 同時に、 獨 歩の 死んだ 時、 茅ケ 崎へ まった 席で •  雄 は ほ 分が 花 村に 向って、 65 は 僕 等す ベて 

の 死んだ あと 始末 をして、 誰れ よりも あとで 死ぬ 人 だと 云った こと を 思 ひ 出した。 


次の 忘 人 "の^ 事 を 義雄も 引き受けた 龍 土 會の歸 りに は" おも 立った 人々 よりも 一 は 代 あとの 

节ート が 二三 名 •  の 詩人と 共に 付いて 來た。 が、 巾の 町の 隠れ家へ は迚れ 込む こと をした くな か 

ふ き K ん 

つた。 と 一:4 ふの は、 自分の 痔が染 して 酒の 爲 めに 非常に 不氣 分に なった 上に、 お 鳥が うんく. s: つて 

寢てゐ るの を つたからで、 而も それが たッ た三疊 のきたない 部屋 だもの n 口 分 等の 辩常を 運ぶ 辨 

《ぉ屋 の ある^で、 渠 等と 無理に 右と 左り にわかれ た。 

^のどぶ を 渡って、 戶を 明ける と、 今夜 は斷 わって あつたので 締り はして なかった が * 醉 つて ゐる 

のと n 十く  なりたい との ハぬ めの 荒ぢ からで •  C! 分の 引き 明けた 戶 はがら りと 大きな 音を立てた。 

「お 歸 りです か』 と • 下の かみさんが、 炬！ S をして ある 臭の 方から 1^ を かけた。 

『あ、 只今』 と 答へ て、 は 自分で 戸締り をして から、 あがり 段 を あがった。 

あたまの 上に は、 i 〔擧 • 無趣味 • 無作法 • 卑俗で、 話と 云へば、 賤業婦の t マば かりの 憲兵 連が ねる 

の を ひ 出し.；：。 

上に も 下に も、 こんな 毛 だ 物 同様の 野變 人種が i が "つて ゐる ほら 穴より 外に、 義雄は 自分の 眠る とこ 

ろ もない 今の 狀您 を考 へて た。 

rf:!! 人の &i は 銀河に 浴し * 1^1 人の 兩足は 地獄の ゆか を 踏む』 と 云ふェ マゾンの 句が 浮んだ。 が， 

ゃ^.-このぉほ穀裟なロ調で^:分の考へを發表すれば、 地獄の ゆか を も 踏み破って、 而も 天上に 須佐之 
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男の： 威の 雄た けび を や つて 見たい ほど 絕望的 だ。 

r こんな 腐った からだ！ こんな 死獸 のたい を 借りた やうな からだ！ こんな 多くの 惡病氣 の 問 星 を- 

して ゐる やうな からだ！  ひよ ッ とすると、 耳 や 鼻 ゃ痔は 何物 かの 梅赛 から 來てゐ はしない かと 疑 は 

れ るから だ！ ええ ッ！ こんなから だは どうで も なれ』 と、 義雄は 二階へ あがって から、 自分で. HL 

分 を 投げ出した。 

『どうしたの』 と、 お 鳥 は その 重た さうな 首 を 枕から もた ゆた。 『お 酒が 惡 かった の だろ — だから、 

あんなに 行くな と 云 ふたのに。』 

渠は默って返|2^もしなかったが、 ほッ こりと 迫って 來る 女のに ほひ を g< いだ。 渠に は、 鼻 も 亦 右の 

方し か 役に立って ゐ ない の だが、 一 方で 僅かに ぎ 分ける このに ほひが、 今のところ、 たッた 一 つの 

慰め だ。 この頃 は、 外の どぶの 惡 臭も氣 になら なくなった。 この 部屋へ あがって 來 るまでの 陰氣 C 《い 

こと も、 さう 祌經 を惱 ませ なくなった。 その代り • お 鳥の この 典 ひが どう 嗅ぎ 直して 見ても、 義 雄に 

は稳多 臭くな つた。 そのく せ、^ にわき 香 か 何 かの やうに いやな 感じ を 伴って ゐ るので はない が —— Q 

それでも、 なほ • 千代 子の 瘦 せて 冷た さうな ところよりも、 夜 は • 梅が， を 包んで ゐる やうに • 此 

ぁッたかぃ^！^ひのするところがぃぃのでぁる。 si- はこの 臭 ひがしな いと、 却って 寂しい • 寂しい 氣持 

ちに なった。 


お 烏が また 別に かぜの 醫者を 呼んで るるのに、 義雄 がまた 耳に 通 ふ ほかに 他の 醫院 を訪 ふの は， 自 

分で 我慢して ゐた。 そして、 隔日に 行く 學 校へ は 缺勤屈 を 出した。 が、 堪へ 切れ なくなって、 或る K 

門.； iss へ 行った。 そして 注射 をして 貰った のが、 薬の 利き目で か、 】 麼不氣 分を增 した。 

『あたいに こんな 一 Is の 苦しみ をさせる から、 その 罰で 自分 も 5 へした 一 一重の 病氣 になった の だ OJ 

『そり ゃァ、 さう かも 知れない .1 許して 吳れ」 と 云って、 義雄は それ をお 鳥の 氣 休めに 供し • その 

ST  CJ 分が 苦しい のに かの 女の 着 護まで をして やらなければ ならない 面 ® を 少しで も 避ける やうに し 

た 0 

『おか ァ さん！ おか ァ さん！」 

義雄 はぎよ ッ として あたま を 持ち あけた。 お 鳥が 死んだ 母親 を 呼んで ゐ るので ある • 

人 を：！ 5- ると、 あ ふ 向いて、 目をつぶった まま * 久し振りの 優しい 微笑 を 浮べて ゐる。 

健の 火 も 消えた 眞 夜中、 しんとして、 鼠 一 匹騷 がない • 消し 忘れた 置き ランプの 光りに * 時計の 

ちくた くば かりが 明らかに 響く。 

その 時計の こまかい 確かな 刻み 一 I それが 濕の 痛み を 全身に 傳 へる 血脈に めぐって、 刻一刻、 快樂 
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と 思 へ た 夢が 羽ばたき をして 過ぎ行く の が ありく と 見える。 

ら Avt んもく 

ふと その 過ぎ行く 快. 樂の夢 を 米國の 浪漫的 詩人 ァ ラン ボ ー が 欲った r.^ ほ がらす』 の 姿に して 

た。 レノアと 云 ふ 世に 亡き 乙女 を戀 して、 

『あはれ、 ^やかに 吾れ は 覺ゅ 寒き 師 ，4§ の 夜 I？ なり、 

ぼな 

炭の 燃えさし 離れ離れ 床に その 影 落として き。 

吾 は 頻りに 朝 を 待ちつ、 無駄に 求めて わが 書 より 

借らん と せし は |@ さ の 暗ら し」 であった ところへ、 「何 を 瘦せ魂 、鄙び 魂の 不士 S ^鳥-お 

鳥』 の 鳥類の 惡魔か 分らない やうな H ッ黑 なお ほ 鴉が 闇の 外から 飛んで 來て、 書齋に 傭へ つけられた 

パ ラス 彫像の 肩に とまった。 そして 愛婦の 今と 同樣ノ ー モ ー ァ、 r またもな し」 と 語った。 

それ は 失 纏と 云 ふ 物 を 地上に 引き 据 ゑて 見た の だが、 英國 の黉家 詩人 口 セチの r^ls^i^ に、 

『昇天 聖女 の 身 を 倾 けて 

■  ： おね  よ-一！ W 

恁 りし は 黄金の 1K 津橫 木。 

まなこ は 深みて、 一し ほ、 海の 

平らに 靜 める それに 11 り。 

^Q^^ 持ちし は ^ffi 三烟、 


髮 なる きら 星 數は 七つ。」 

と あるの も、 つまり、 これ は 失懸を 天上に 祭り あけた に過ぎない 0 

ワルツ ホイト マ ン にも 同じ 系統の 『拖り 籠から」 が あり、 義雄 自身に も 長い 詩篇 「三界 獨. mj 中の 

『|^^の^£がぁって、 矢ッ 張り、 若. しい 戀の 失砍を 地上な り、 天上な りに 引き 据ゑ • 祭り あけて ね 

たのが 思 ひ 出された。 

然し 現在の 狀態 はどう だ？ 

空想ので も、 天女 ゃ戀 人なら、 まだし — I . 架 {41 ので も、 お ほ稳ゃ アラバ マから 來 たと 云 ふ 鳥なら 

まだし も —— 義雄 は身づ から £1 多 だと 思 ふ もの を 介抱して ゐ るので ある。 

鍾 r 世に 神聖な 戀 g など はない —— あっても、 ただの 空想で、 現世に 活動す る 人間の ぎに はなら 

ない。 が，  > ては聖 愛な ど を —— その 時から、 肉的に 見て だが —— ^つた ことがある 渠は、 今更ら の 

やうに 今昔 の感 無しに は ゐられ なくな つ た。 

多の 熱病 人に、 殆んど あらゆる 病氣の 問屋！ IS は、 かう 思って、 ます. （- 絶望的な 蠻勇氣 を 出 

した 0 

『死にた く はない 一. 今、 I 度、 この 女 を 完全な からだに 返して、 その 全身の 愛 を 本統に 自分に 搏 ゆ 

させて 兌ない ぢゃァ 匿かない ぞ。 それからなら、 自分が 死んでも いい、 また、 破れ 草履 を 焚て る や、 フ 
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に * この 女 をす ッ ばりお ッ。 ほり 出しても いい，』 

かう 考 へて、 渠は 片手で 自分の 痛みの 個所 を 押し こらへ ながら、 熱に 疲れて よく 眠って ゐ るかの 女 

の 二つの 病氣 の、 直った 上の 樂みを 想像した b 

しんとした、 そとに は 何物 かが 窺って ゐる やう だ。 鎮 はこ ッ そり 罪 惡 でも 犯して ゐる やうに またぎ 

ょッ とした。 

『おか ァ さん！』 と、 輪廓の ぼやけた 一と 聲に、 この 僅か 一 二 ヶ月 間に 瘦 せの 見えて 來た 顔の 微笑が ま 

だ 浮んで ゐ る。 

之 0 た. S 

また、 夢を見て ゐ るの らしい 11 この 飽くまで も 見飽きぬ 妖態！ 

試みに、 その ぁッ たかい 胸から * 渠は 自分の 1 方の 腕 をのせ てゐ たの を や はら かに 外す と， かの 女 

は 逃げる もの を 追 ふやう に、 兩の手 を 空しく さし 延べた。 が、 直ぐ それ を引ッ 込めた かと 思 ふと， や 

がて、 

『あ ァ、 ァ、 ァ  』 頼りなげ に 又 苦し さう にもが いた あげく  • 半身 をが ばりと もた けた。 が， あ 

たり を じろ く 見渡して， 『畜生！ 殺す ぞ』 と 云 ひながら、 再び 枕に 就いた。 

ひどい 熱に なやんだ あとの 疲れで、 眠り はま だ この 恨みの 深い 人 を 纏って ゐ ると 兑 えた。 直ぐい 


きを かき 出した。 そして， そのぐ う/ \ 云 ふ^きが • おもて 座敷-の 憲兵 どものと 何の 遠慮 もな く 競 爭 

を 初めた。 

みじめな 人生の 裏 家 住 ひ 11 かう 云 ふこと が義 雄の あたまに 浮んだ。 こちらの いびき は、 然し、 

相變ら すうな されて ゐ ると 同時に、 からだの 筋肉が，： 21> を 引き起す 前の やうに びくく 動 いて ゐる • 

n:!^ ちゃん — 鳥ち やん！』 

靜 かに 呼んで 見た が覺 めようと もしない。 あ ふ 向けに 吐く 白い 息と 潢 向きに 吐く 白い 息と が |< 叉し 

た。 復は考 へた • 呼び 起して • 覺 めた 自分と 同じ やうに 苦痛 を 感じさせ るよりも • ぃッ そのこと， 死 

ぬまで 斯うして ゐ させる 方が まだし も功德 かも 知れない。 且、 自分に 對 しても、 やきく 面倒 を訴へ 

ないで いいと。 

若しこちらが#:の人のゃぅに十五六^|^|で結婚をしてゐたら、 これく らゐ の總領 娘が あつたか も 知 比 

ない。 無. M 总災 であった きの ふ は • 駄々 も揑 ねたし、 泣いて 無理 も 云った。 が、 その 可愛 さは、 もう、 

なくなった。 

過ぎ去った 怏樂は 現在の 自分 を 満足させる に 足りない のに、 矢ッ 張り、 こんなと ころに こびり 付い 

てゐ るの は •  {1^ 無し 犬 か 掃き溜めの 1^ 物に 飢え をつな ぐと 同様、 ここに 自分の 苦痛の 必然 な^じき を 

求めて ゐ るの だ。 
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かう 思 ふと、 渠には 女の 方 も 亦 さう ではない かと 云ふ考 へが 起った。 この頃、 かの 女 は 非常に 愛着 

を增 した。 少しで も 男 を 自分の そばから 離れさせまい とする。 が， それ は 男 を先づ そとに 見えない 心 

臓 や 肺の あたりから がっくと かじって、 ついに は その 全身 を かの 女の 病 熱と 衰弱との 喻ひ 物にして 

しま、 フの ではなから うか？ 

自分の 戀も 純潔で なければ、 お 鳥の も 亦 利害 を 混渴 して ゐ ると 見ながら、 ランプの 光りに 獸 性が 目 

覺 めて、 二つの 肉 その物の. 關爛 して 行く 姿 を 心の まなこに 見詰めて ゐる。 そして こちらの 乎 あしに 女 

K- くけ つ  — 

の 存在な 知らせる の は、 こちらが かの 女に 相 分った 毒 血の ぁッ たかみで ある" 

このまま 死んで、 腐って、 骨に なったら —— ？さ うだ • その 時 は、 

『二つの しゃり かう ベ！』 恨み もない、 執着 もない • 全く 閼係 のない あかの 他人 だと 蕖は考 へた 1 

そして、 また 他人の 寢 ごと は 却って はッ きり 聽 える もの だと 誰れ かが 云った こと を。 

寢てゐ る. M 人 はまた うなされ 出した が， 今度 は 何 かの 怨靈が 盤石の 重り を以 つて 息の根 を 押し止め 

ようとして ゐ るの を、 四苦八苦の もがきで 逃け ようとす る やうな ありさまが あり/ \ と 見えた <  兩. ジ 

で を { 仝に 開ら いて、 

『ぁァ 5 ぁァ ー ァ、 ァ、 ァ！」 と 叫んだ 時 は、 11 の 姿も兒 えた かの やうに、 義雄は 三た びぎよ 

ッ とした。 か 0 女 は 目 をき よろ りと 明けて こちらの 驚いた 颜を 見た。 


『：！： か 云 ふた？』 ぼんやりと ほほ 笑んで る。 

『、フ なされて ゐ たよ o」 

『さう I 夢 を 兌て、 苦しかった。』 

『  』 義雄 はた だかの 女の 顔 を 冷やかに のぞき 込んで、 この寒ぃ深夜のどこかそとを想像して！：！^ 

た、 千代 子が 神社 か 太 木の 蔭で 藁人形の 釘 を 打って ゐ たので はない か 知らん と。 

三 

うし ご め 

『熱の 方 は 大分え いやう になった。 侬 つて、 あすから でも、 また 牛 込の 病院へ ゆ こか？』 

『無理 をしても 惡 いが、 なァ 11 おれ も 然し 痔の方 は 少し 辛抱 出來る やうに なった から、 また 耳の 療 

治に せッ せと かよ はう かと 思って るの だ。』 

『こんな 一 一人まで も 苦しい 目に 會 ふの は を かしい —— あたいの 寫眞が 一 つ 我 善坊に 置いて あるから、 

自分のお 典と I つに して、 あいつが それ を 五寸釘で も 打って やせんだ ろか？』 

『まさか、 ねえ』 と、 こちら は 何け なく：： 儿 せて、 『よしんば、 そんな こと をした ところで、 お前と あい 

つとの 問に 無線- m 信で も かかって ゐ なけり ゃァ、 通じる 辔 がない、 さ。』 

r でも、 さう して 人 を 呪 ひ 殺した 奴が 田邊に 一 人あった o」 
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『そり ゃァ、 自分 を？^ つてる と 云 ふこと を 傅へ ぎきで もした から、 ； t 經に 負けて、 われと わが 身 を 5« 

したの， さ。』 

『でも、 自分 は あいつに 靈慼が 出 て來 たと 云 ふた ぢゃ ない か？」 

『それ はちよ ッ とさう 思った だけで —— きッ とそれ だと は 思って ゐ ない。』 

r では、 若し 感づいて、 ここへ やって 來 たら どうす る？」 

『今まで 來 なけり ゃァ、 もう、 大丈夫 分り ッこ はない の、 さ。」 

かう 云 ふ 話が あった 時 は、 義雄 とお 鳥と が 大工の 家を體 よく 斷 わられて、 假 りに その 隣り の 護士 

のお ゃぢ とその 妾と がその に 出來た 一 人の子と 共に ゐる 家の 二階へ 移って ゐた。 同じ 間取りの、 同 

じ 裏 二階の 三疊敷 だ。 

そこの 細君が 矢ッ 張り 女房の ある 人と -1 緒に なって ゐ ると 云 ふ事實 は、 同じ やうな 事情に あるお 鳥 

をして 少し その 神經を 休めさせた。 

『隣り の 人が 云 ふて たが • もとは あのお ゃぢ さんの 息子の 家で 下女 をして をって、 おや ぢ さんの 子 を 

孕んだ の ださう や  H んッ ともな い 4=- だろう が？」 

『見 ッ ともたい としても- からだ は 無病 息災 だ。』 新ふ義 雄が 答へ たのに は 自分の 持ち物の 方に は 面 « 

くさい 病氣 がと ッ 付いて ゐ ると 云 ふ 不平 も 含めた。 


『ぽ分カ/！；^レ r ちゃない か？」 とお.：： If はこ ちら を 睨み 寸 けた。 

そこのお や ぢと云 ふの は、 自分の 息子が 辯 I ^土の 若 If として 羽振りが いいの を. y21 した 後 • 義 雄と 

同！： だと 分った 嬉し さに、 

r わたし も、 じ やうな 情で、 息子と 同居して をる 婆ァ さんが やかまし いのに 困って をり ますので. 

あなたの こと も；！ -て人 ごとに は 思 ふて をり ませんで した』 と 云った。 

r なァ に- ぁリ 勝ちの ことです から』 と、 こちら は 笑って 輕く 受けた が、 こんな 死に ぞくない のお や 

ぢ なんかの 同情 は 少しも ありがたくな いと つた。 

義？？の^：^は 一 ，：^ に はか，^ しくな いのも まどろ ッ こしくて 溜らない の だが • 痔の 方が よくな つて 來 

たので、 舉 校の 冬^ 試驗を やりに も 行く し • 段々 氣カ も恢设 した。 

すると、 自分の 身に S 付いた すべての II く 振り切って、 早く の 囊に對 する 計 劃に 直 

進した くな つた。 

自分の 耳 も 面倒 だ。 いとこの 首： 吉が 此の方から こちらの 竜 報に 對 して まだ 便りの な いのも 丽 倒ビ。 

人の お^も 而倒 だ。 然し r まも 面倒な の は、 夫婦に 關 する 法律の 規定と 父の 遺言と を 楣に取 h,、 我 善. 

坊の 家に がん-張って ゐる ヒス テリ 女で ある。 
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r 人 を^へ ば 穴 二つ だ 11 早く あの 千代 子が くたばって 來れり ゃァ』 と 云 ふ 願 ひが、 お 雄の 胸を絕 え. 

す往來 して ゐた。 ところが、 意外に も、 死んで？：|^^たのは千代子でなく* かの 女が 里に やって あつね 

の を 取り返した 赤ん坊 だ。 

.A らす も， 1 r  . 

龍 土會の 忘年 會が、 義 雄と 長 谷 天 香と いふ 批評家との： &亊 で、 午後 五 時から 烏 森の 湖 月で あると 云 

ちゃう 

ふ 日の fi 過ぎであった。 蕖が本 鄕の耳 科 醫院へ 行った 歸 りに、 中の 町の 中通り を 耳ば かり 氣 にして 通 

り？ S1 ぎて しま ひ、 裏通りの 隅に ある 例の 辨當屋 と反對 になった かどから 出る と * 今 その 辨當屋 から 出 

た 千代 子の 姿が： E に 這 入った。 

目 は 落ち込んで、 顿 はす ッ とこけ て、 顔 全體に 血の 色と て は 少しも 見え や * 五六 間 を 隔てて 見たと- 

ころ では 全く 憂 ひと 呒 ひのお も 影であった。  . 

おんれ-つ 

たッた 僅かの あ ひだ 兑な いうちに、 身體 までが 實 際に あんなに 影の 薄い 怨靈 になつ てし まった のか 

と 思 はれた。  . 

羽 戰りゃ 着物 は不 斷々， のままで、 こちらに は氣が 付かす、 下向き 勝ちに 歩いて、 その かど をお 鳥の 

ゐる 方へ 曲った。 

『とうく^ぎ 付き ゃァ がった J と 思 ひながら、 直ぐ 義雄は インバネスの 袖で 頗を こする ふり をして， 

向 ふの 町へ 逃け 込んだ。 


自 はや ffiF を 避げ たの を 誰れ にも 知られた くなかった。 その 足で 辻ぐ る まに 乘り * 龍 土紆の 玉； 突. 

き揚へ 行った。 

が、 氣 になって、 玉が 常らない ので、 二階へ 移って 洋食 を 二  M ばかり やりながら、 曾て ここへ お 鳥 

を 連れて 來 たこと を 思 ひ 出した。 

「洋食な どい ゃぢ や。』 かう 云って、 お 鳥が わざとら しく； m 手 を 袖の 中へ しまって ゐ るの を 兑て こちら 

は ひ 方 を 知らないの だと 推察した。 そして、 そばに 來てゐ たお かみさんの 手前 も ある こと だから、 

こんな^舍^！^をぃぃ氣に可愛がってゐると思はれなぃゃぅに" 

r まァ、 いやで も 喰べ させて やる ぞ』 と • 向 ふの 皿の 肉 を 自分の ナイフで 切って やりながら、 『こ いつ 

は 奸き嫌 ひが 多く ッて 困る のです よ』 と 云った。 

何 ぼく どくし い 千代 子で も、 もう、 歸 つてし まった だら うと 思 はれる 頃 • 義雄は そこ を 出て * 巾 

の 町へ 向った。 然し まだ 闇に 野犬の し ッぼを 踏み はしない かと 云 ふやうな 氣 持ちで • おそる く 

のどぶ を またいだ 0 

すると、 直ぐ 下の 女が 出て 來て、 鬼の 首 を 取った 手が らばな し をで もして II かせる やうな 待ち受け 

た 様子で、 

r 今し がた、 奥さんが 見え ましたよ o』 

毒澳女  四 五 五 
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r さう です か』 と • わざとお. 氣 ではし ご抆を あがらう とした。 

n: だか、 お子さんが ヂフ テリ ャ でお 篤 だから —— J 

r え ッ！』 渠 ははし ごの 第 一 段に かた 足 を かけた まま 踏みと まった。 

下の 女 は 言葉 を續 けて、 

『芝の 慈惠. 祸院の 隣り の 東京 4^ 院へ 直ぐ 來て 下さいと ぉッ しゃって、 ぉ歸 りに なりました。』 

『さう です か、 ありがたう』 と 答へ て、 娼 はお 鳥の 藥り 臭い 寢 どこへ 行った。 

ちょ 

『來 たよ』 と， かの 女 は 半身 を 枕から もた ゆて、 こちら を 恨めし さう に 2^ た。 

『何 力？』 

『あいつが- さ。』 

「さう か？』 枕 もとに 坐 わって、 そ 知らぬ 風 はして 見た が、 心のう ち はかき 亂 されて ゐた 。第 一 、 どう 

して ここ を 喚ぎ 付けた だら う？ 靈感な どと 云っても 《ts てに なった もの ぢゃァ ない。 さきに、 森の あ 

る 近所な どと とぼけた の も、 誰れ かに いて 知って ゐ たの かも 知れない。 或は、 また、 先月の 龍. H 會 

の歸 りに 錢 町の 詩人が そばまで 來 たから • あの 男から 大 體の见 當な聽 いて 來 たの だら う。 また、 あん 

なに影が簿かったのは病兒の！^^^に^^^れたのに相遠なぃ。 それにしても * 自分自身で 出て 來 たの を 兒 


ると、 子供 はたと へ 危篤 だとしても、 こちらが 全く 可愛がっても ゐな いので、 ，M ふ も 燒けを 起して 來 

たの だら う 0 

ぅ考 へる と， 千代 子の 身の 周园を 可な り 興；^ づ よく 纆ひ 付いて ゐた こちらの 不思議な 幻影 や、 可 

なり おそろしく 想像して ゐた呪 ひの, W や、 篤 倒しながら も かの 女の子 煩惱を 取り柄と して 子供の こ 

と は委. fsu^ にして あった 安心、 など は 全く 消えて しまった。 が、 きッと * かの女とぉ^：！とはまた云 

ム合っ て，0.このだと思っ.^^ので —— それで わざと 三時 M ほど もよ そへ まわって ゐ たの だが  その 面 

倒く さい 報 齿を聽 かせられる のがい やであった。 

『ま た i ュ啼 したの だら う？』 

『，grff などし やせん。』 

『ぢ ゃァ、 あがらなかった のか？』  . 

『さう、 さ o』 

『  n それ ぢゃ ァ、 まだ しもよかった と、 義雄は 多少 氣を 落ち 付けた。 

『でも』 と- かの 女 は 言 楚を續 け、 『隣り 近所へ 入らない ことまで しゃべって 行った 。見ッ ともなくて、 

もう、 ここに も をら れ ません ぢ やない か？』 

『どんな こと を 云った の だ？』 

藥女  四 五 H 
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『どんな こと ッて — J お 鳥が ふくれ ッ つら をして 語った のに 據 ると、 千代 子 は 先 づ辨當 屋に當 り を- 

付けて 這入り込み、 そこで こちらの ゐ どころ を 確かめ、 そこ を 出てから お 鳥の もと ゐた 大工に 行き- 

また その 隣り の 蒲團屋 にまで も 行って、 お 鳥に 闕 する こと を 洗 ひざら ひしゃべ り 立てた ので ある。 お 

鳥 は、 また、 下の 女から • それ を聽 かせられ、 氣 になって 溜らない ので、 寢 床から 飛び起きて、 千代：. 

子の まわった さき を 自分 も I 々まわ. OS 歩いて、 自分の 辯 護 をす ると 同時に、 向 ふの： あ 口 も 吹き 立てて 

來 たさう だ。  . 

『どいつ も- こいつ も 仕 やうの ない 女 ども だ、 なァ o』 

『でも * 皆が を かしな 人 だ、 目ば かりきよ と/ \- させて、 聽 きたく もない こと を わざ/ \- しゃべりに： 

來て、 と 云 ふて ゐ た。』 

『お前 も 行った の ぢゃァ ないか？』 

『あたいの は あとの こと ぢゃ —— 然し』 と、 お 鳥は餘 ほど 讓 歩して やる と 云 ふ g や 皮で、 『子供が 病氣な 

の は可哀 さう だから、 行って おやり。』  へ 

『そり ゃァ、 行く が、 ね —— i 考 へて 見る と、 第一 子 (女であった) も デフ テリ ャの 苦しみに 枕 もと 

の小ラ ン ブを搜 まう としながら 死んだ。 第三 子 (男であった) も 同じ" 辆氣 であった が、 母に 抱かれな- 

がら、  なぜ こんな 苦しい 目に 會は せる のかと 云 ふやうな e: 附きを 殘 して 死んだ。 第一 子の時 は 初めて. 


の 子で も あるし、 二 一ヶ月 も 生きた 記念が あるので • 殘念に 思った が • 第三 子 は 自分からの 子と し 

て 二  の 死で も あるし * た ッた九 ヶ月 を さう 抱き もしなかった から、 惜しく はなかった。 今回の 赤 

ぁヒ つやく 

ん坊に 至って は、 zs^. たこと さへ 稀れ な 上に、 どうせ また 死ぬ の だら うと 思 ふと， 全く 愛^が 起ら な 

い。 

それでも、 子が 死んだら、 また その 死骸の 處分 はしなければ ならない し， 今夜 は 龍 土會も ある こと 

だし、 ぉ^；！が成るべく早く歸って來て吳れろと賴むにも拘らす、 

『今夜 はどう か 分らない』 と 云って、 義維は 二階 を 下りた。 そして 下で それとなく 聽 いて 兑 ると * 千 

代 子 は大變 な權 icl^ で >  意 張って 上り 込まう としたの だが * お 鳥の 病氣で 寢てゐ ると 云 ふの を かこ 付け 

に、 下の 人が 氣を 利かせて あがらせなかった ので • 

『わたし も、 そんな. 辆 人なん か 相手に しても 詰りません から、 では、 歸 ります』 と * 千代 子は飽 くま 

でも け 惜しみ を 云った さう だ。 

それに、 入院した の は 赤ん坊 一人と 忍って ゐ たら、 さう でな く 生き 殘 つてる 四 人の子 供 をた ッた I 

人 除いた あとの すべてが その 病院の 厄介に なって ゐ るの だと 分った。 

S. を驅 けらした 時 は、 もう、 四時 過ぎで、 どこでも あかり をつ けて ゐ た。 
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東京 病院の 受け 附 けに 驅 けつけ て聽 くと、 赤ん坊 は 旣に息 を 引取った と吿 げられ た。 そして、 次女 

とも はる 

の 富 美 子 は #： 通 の 病室 に- 三男の 知 春 は隔？ 1 窒に這 入 つてなる ことが 分った。 

義雄 は、 弟の 馨に 桐ケ 谷の 火 ig 場へ 行く つもりで、 直ぐ 支， K€ して 來 いと 云 ふ 使 ひ を 出してから、 先 

づ知卷 の窒に 行った。 すると、 千代 子が 一 人附き 添って ゐて • 所 天 を R める に 最もい い 口 ^を 得た と 云 

はぬ ばかりの 檣 幕 だ。 かの 女 は 自分の 混亂 した 忿激と 愁傷と を まぶたの 落ち 窪んだ 目に 漲 ぎら せ • 而 

も 自分 は 亡兒の 魂に 從 つて 旣に 地獄 か 墓の 底まで も撿閲 して 来た やうな つよい い 光り を 顔ぢ うに 現 

はして、 

『あなたのお かげで、 わたし も兒 どもの 死に目に 逢へ なかった ぢゃァ ありません か？』 

どき？ c 

『そり ゃァ、 知れ 切って らァ、 ね。』 義雄 はかの 女に 毒々 しく 見せた ほど わる ほ 胸 をき め 込み、 睨み 付 

けながら 、『おれの 隣り 近處 へまで も、 わざく 入ら ざらん おしゃべり をして ゐゃァ がった からだ。』 

『おしゃべり をし ないで、 どうします？ あんな 女の-こと は * 一  切 合切 しゃべり 立てて、 隣り 近處へ 

顔向け 出來な いまでに してや るんだ。』 その 聲で、 眠って ゐた兒 が 目を覺 した。 そして、 父が 一 方の. 

枕 もとに ゐ るの を 見て、 びッ くりした やうに 身 をのり 出し、 他の 一 方に ゐる 母の 膝に しがみ付いた。 

『それ もよ からう、 さ —— また 引ッ趑 させる だけの こと だ。』 

『どこへ 逃げた ッて』 と、 かの 女 は兒に そのまま 蒲團を かけて やりながら T このわん しの 前 ぢゃァ 朦 


れ をう せません よ。」 

『s^ 在、 け ふ、 あ：： 辩當 M から 食 さまが 出た の をお れは兒 たの だ。 面^だ から はづ して しまったの 

だ。』 

『さつ 11 』 千代 子 は 意外 だと 云った やうに ぼかんと した。 が、 負けて ゐ ないで、 また as を饑 ぎ、 「然 

し、 沾 水のお どころ は 常た つた ぢゃァ ありません か？」 

rs-s かど こかで 云って もら ゃァ、 當 たるの は 當り前 だ。」 

『いいえ • そんな こと ァ —— あすこへ は 云って なかった ぢゃァ ありま せんか？ J 

『ぢ ゃァ、 麴 町で 聽 いたの だら うよ。』 

『あの方 だッて • 知り ゃァ しません。』 

*j さま 

『お^が 口 どめされ てるの、 さ。』 

『あんな こと！ あなた は 餘ッぼ ど 疑ぐ りッ ぼい の、 ねえ。」 

『そんな こと ァ どうで もい い』 と- 義雄は 千代 子の 强情を 押し付けた つもりに なった。 が、 今の 應對 

で以 つて 兄る と • かの 女 は 中の 町で あんなお しゃべり をして 步 いたやう に • どこへ でも こちらの 知り 

合 ひで かの 女も會 つた ことがある 人のと ころへ は、 この 狂態 を以 つて 吹聽 しに 行く らしい。 原 田へ 度 

度 行く の は 勿論の こと- もう、 錢^ の； S 人へ も 行った 様子 だ。 
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思 ひ 出す と • かの a 町の 詩人が 我 善坊の 家へ 遊びに 來た 時、 千代 子 はこ ちらの ゐる 前で こちらの 不 

行狀を 詩人に 訴 へた。 然し、 

『そり ゃァ、 然し、 男子の こと だから』 と、 かう 齒 町が 答へ たので * 

『あなたまで がそん な こと を』 と 叫んで、 かの 女 は 詩人 をい きなり 突き飛ばした。 すると、 同じ やう 

に； t 經 質の 詩人 は 常に 氣を惡 くして 歸 つた。 

それ を 見ても、 誰れ も 千代 子 を まじめに は 相 ひ 手に しまいが、 意地 惡く でも 出て、 こんな 狂人 じみ 

た 女のお ほ 袈裟な 言葉 を 釣り出し， それ を 极據に また， 】 ちら 自身の 平生 を 人が 世間に 廣告 して は 甚だ 

以 つてお ほ 迷惑 だ。 

『實に 困った 女 だ —— その 歩いた あと をお 鳥が また 云 ひ 消して 廻った の も 尤も だ」 と、 渠は考 へて 兒 

た 0  * 

『わたし は、 どうしても』 と、 千代 子 はな ほその 言葉 を さし 控 へようと はしない 。『ど、 rs しても、 この 

祌 さまの 力で • あなたの 不身持ちが 直る まで は、 あなたと 淸水 とが どこへ また 隠れた ッて、 その 隱れ 

場所 を 採し 出して ゐ ない ぢゃァ ms- きません。 あなたがたに 隠れ をう せる 氣 があるなら、 わたしに も 探 


『そんな こと ァ御 勝手にお しな さ. S —— また、 さう 云 ふだら うと 思って たんです から OJ 

義雄 はもと 耶蘇 敎 信者であった。 そして、 その 敎へ を^す る 頃に なって， 千代 子の 方が 信者に なつ 

へんてこ をん C う く 

た。 が * かの 女 も 今では 變 挺な 陰陽 學に 凝って しまった。 今年の 父の 葬式 は 父の 信仰に 從ひ佛 式で や 

つたし、 一 と 昔 以上 前の 第 一 子の時 は • 千代 子の 望みに まかせて 耶蘇 敎 式であった。 が、 第三 子の時 

は 滋賀縣 の 大津で 無 式で 濟 ませた。 その 次ぎが 今回の だが、 渠 として は 死んだ もの は 旣に無 も 同前 だ 

から、 ただ そのまま 土から 土、 閽 から 闇へ 葬って しまう つもり だ。 

『死んだ ものなん か、 掃き溜めへ ほうり 投げて 置いても いい 位の もの だ。』 

『どうせ あなたが 死ぬ * 死ぬ と 云って たから、 あの 子 も その 通り 死んだ のでし ようし、 うちに は 誰れ 

も 人情に あつい 人が ゐな いの だから —— あなた は 色 をん なのと ころば かりへ 入り浸りに なって るし。 

疆 さん は疆 さんで、 人の んだ こと もして 吳れ ないで、 勉强 もしす に、 どこか ほっき 歩いて ばかり ゐ 

ろし。 ぉッ 母さん はお ッ 母さんで、 まだお 父ァ さんの 一 周忌 も來 ない うちに、 娘の 方へ 逃け て 行った 

^に、 よこした 手紙に は、 五 尺 も 雪が 降る ところで 寒い から * また 歸 りたい！ も、 ない もの だ。』 

こんな 繰り言 を 千代 子が 云 ふの を、 義 雄は聽 くやうな、 聽 かない やうな 振りで、 自分の 心に は、 ど 

V う、、 一 

うせ 死ぬなら、 何も 分らな、 £i ^體の 時に 死ぬ 方が いい。 人生の；^ は ひが 分って， 悲痛に 悲痛 を 重ねて 
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衆. ると、 却って 未練が 多くなる もの だ。 と 云 ふやうな こと を考 へて ゐ ると、 にこに こした 看護婦が iiw 

院の 命令 を 受けて やって 來て、 早く 死體を 引きと つて 貰 ひたいと 云った。 

『今に 人が 來 ますから， それまで 待って 下さい」 と、 義雄は素^£;に答へた。 が、 さッ きから 病院の 人 

人の 死^ 並びに その 家族に 冷淡な の を 怒って ゐた ところ だから T どうせ 傳染病 は 家へ 引き取る ことが 

出來 ない のでしょう』 と • からかって 見た。 そして. その 看護 嫌に 賴ん で、 會を やって る 湖 月へ 少し 

遲 くなる からと 云 ふ理. S の 電話 を かけて 貰った。 

『ま ァ、 鬼 も 角、 死んだ 兒の 顔で も 見納めに 见 ておいで なさい よ。」 かう 千代 子が 勸め たのに も 意地 を 

張って、 義雄は 何 か 反抗の 意味 を 云 ひ 返さない では ゐられ なかった。 

『血の 氣の なくなった 顔な どァ、 手め へ の を 見て ゐり ゃァ 充分 だ —— 手め へ マイナス 氣 ちが ひ イク ォ 

ル死 だ。 子供 は 目をつぶって、 口に 締 りが なく、  土色 をして 固くなつ てる だら うが • そんな もの も、 

もう、 何度も 見飽き てら ァ。』 

千代 子ぬ 妹が きの ふまで 來てゐ たが、 家の 方の 世話が 忙しい ので、 代りに 寡 門の SB 婦を 雇って 附 

き 切らせて あると 云 ふ 富 美 子の 病室へ は、 義雄は 行く 必要がない と 思った 0 

富 美 子の は その 組 父の 死因と 等しく 胃 IS が惡 いのであって、 ， チフ テリ ャ ではなかった。 が， 知 春 を 


まだ 小さいだ けに 死んだ 子の が 殆んど 同時に 移った ので ある。 義雄 は、 +ぉし.：：：分に梅^^氣味がめると 

すれば そ C 痔に 於いて 父の を 傅した と 思って ゐ るし、 富 美 子 は 又 その 祖父の 腎 21 を 受けた し • 知 i& 

は 又 その 兄お の 氣 に俾染 したの だ。 然し この 知 春の は 手後れでなかった から • 注射が 利いて、 11 

まだ 熱 は 去らない が， —— 咽喉の ひゆう ./-\ 云 ふの は 直って ゐた。 

『もし 生の 悲， M に堪 へる だけの 活氣 がない とすれば、 こいつ も 今のう ちに 死んだ 方が まし だのに』 と 

考 へながら •  iS 雄 は 知 春の 隔離され てる その 窒で • 千代 子から 死んだ ぉぢィ さんから して 後逸； の婶， に 

乎 を 出し かけた 程 だから、 その 惡ぃ 報いが 子 や 孫にまで も來 たの だと 云 ふやうな ig り 言 を聽 かせられ 

ながら も、 それ を 聽き 流して ゐた。 かの 女 は病兒 の：！. 一 〔理 をな だめて ら せる やうに しながら、 切り も 

なく い ろん な 不平 を 漏らして ゐた。 

やがて 義 雄のお が やって 來 たので、 死骸に 付き添って 桐ケ t 廿へ 行かせる ことにし、 今夜 は そこの 火 

t つ ひろ 

場の 茶屋へ とめて 實ひ * あすの 朝 * 骨 拾 ひ をして 歸る やうに 命じた。 

『とめて£.1?^^るか知らん』 と、 驢 はい やさうな 顏 なした。 

『おれが 前に 經驗が あるから， 云 ふの だ。』 

『では』 と • しぶく^ 知した ので、 義雄は 築に 夾醇の 手 ほき 證の出 來てゐ た C など を した。 

人 失の 代りに 呼んだ S. 夫 も來 たと 云 ふので、 知 1# の窒に は\5?^護婦 (を し、 千代 子 もし ほくと して、 
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入院して ゐるニ 名の 子 も 死ね、 さう したら、 最も 冷たい 雪 や^ 0 中へ でも、 自. S 自在に 自分の 事業 を 

しに-, 仃け ると。 

『さう だ。 どうしても、 わが 固の 極北へ 行かなければ ならない I でない と、 あいつ、 意志が 弱い の 

だ、 ぺね るく と吹聽 ばかりして、 何も 着手し ない、 と、 云 ふ 友人間の そしり を脫 する 事が 出來 ない。』 

千代 子の 言葉に 據れ ば、 一昨日、 重吉も 樺 太から 歸 つて 來て義 雄に 會 ひたいと 云って る さう だ。 

； g に は、 いよく この 自分の 事業に より、 やがて、 自分の これまでの 失敗と 不評 1^ とた 取り返して 

自分の 同時に またお 人的 發展 なる ところ の社會 的發展 をも資 現す る ことが 出來 ると 云 ふ 希望が 雠 

いた。 

『今 晚は歸 つて 來 なさる でしよう、 ね。』 かう 千代 子が 聽 いたの を 振り向き もせす、 s; は fil 分が 幹 寧の 

忘年 會が 湖： で 多くの 藝者 など を まじへ て 賑やかに 飮ん でゐる ありさま を 想像しながら、 

『どっか 分らない』 と、 乃ち • お 鳥に も 告げて 來 たのと 同じ 首 Kv」 総り 返して • 1^^ の乘り 楊へ. t ふい 

だ 0 

渠は それほど、 萬 事 を 投げ出し てまで も、 友人 仲間に 孤立して ゐる 自分の 意氣 込み を發 表した 力つ 

たので ある。 


よそ ほって まで 兑 せる いつものむ ッ つりと は 少し 違った 氣 分で、 義雄は 自分の 物 だが、 最も 好かな 

い 家へ 出かけて 行った。 然し 下宿屋 S 村の 玄^ を あがる と， ぐ 女房の 千代 子に 出くわし たので、 い 

つもの 通り またむ ッ つりした 氣が 起って、 物 を 云 ひかけ たく も 無かった が、 强 いて 顔 を 和ら ゆた 時 は • 

S: 立ちに 立ち どまって ゐた。 

千代 子 も 立ち どま つ て.、 冷やかな 笑み を 示め した 目 をじッ と 所 天に 投げた。 . そしてい きなり • 

『珍ら しくに こ/ \ してら ッ しゃい ますが • 何 か 面白い ことで もあります か、 ね？』 

か れ す なほ  *1ら 

『  』 これで、 もう、 渠は 素直に 出られ なくなって しまった。 腹の どん底に 用意して ゐた聲 を 腹 

一 杯に 出して、 『金が 入 るんだ 11 三圓 だ！』 

ぢぶ  をつ と  とつぜん 

『へ い 11 』 か Q 女 はきよ とんと して、 所 天の 突然な 太い 大きな 聲を 出した 顏を 見守って ゐ たが、 飛 

び 出た やうな 服 を わざとら しく 漢に 反らして 、『お金なん かありません！」 

『何！ こないだ 渡した のが、 もう •  くな つたわけ は 無い！』 

『あれ は』 と * また，： 1： き 合って、 『うちの 暮 しに 入ります —— お客さんが 立てぎ へて CI 《れいと 云っても. 

^ぐ 困る ぢゃ ァ ありません か？』 

0  0^.  四 六 九 
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『下宿人に 金 を 立て 換へ ると きまって ゃァ しない！』 

し うば — 

『あなた は 御 自分のう ちの 商 K を 御存じな いのです よ。』 

し ごと 

『商賫 はお 前が 勝手にして ゐる のた * おれ は 別に おれの 仕事が ある！』 

r ぢ ゃァ、 あんな 目 かけな どに 夢中に ならないで、 せッせとその仕^5^.をすればぃぃでしょぅ — 下宿， 

屋は、 ね、 亡くなられ たお 父ァ さんが， やめて しまう の も 惜しい から わたしに しろと ぉッ しゃった 5-. 

です よ！』 

『だから、 勝手にす るが いい、 さ。 おれ は 鬼に 角、 今、 音 樂會に 行く 金が 入 るんだ。』 

『ふ ン』 と、 かの 女 は 募で 受けて、 驟を 向き T きの ふの 新聞に 在った 音 槃惧樂 部でしょう — ありま 

せん！』 

『よし！』 かう 云って、 i は 鳥う ち^ を かぶった 儘、 つか， <\ と、 家族の 居間へ 道 入って 行った。 

『あなた は』 と、 かの 女 はついて 來て、 『泥棒して 行く 氣 です、 ね。 ぢ ゃァ、 お待ちなさい、 わたしが 

出します から。』 

『おれのう ちの 物 を』 と、 っッ 立って 勢 ひ を 見せ 、『おれが 出す のに、 何が 泥棒 だ？』 

『だ ッて』 と、 一.^ 答へ をす る やうに 口 を とんがら かして TS1? こわされる だけで も 詰り 

て. sfe-o  . 

ません から、 ね、 この 家だッ て、 もう、 抵當に 這 入って ゐ ますよ。』 


知れな いんだ。』  , 

r あの 女に おだてられて でしよう 1 」 

nl^ めへ におれ の 心が 分る もの か？』 

「分って ますと も！』 

『ぐ づく云 はないで、 出せ ー』 

『禅太の^^業だって、 成功す るか、 しない か、 分る もの ぢゃァ ない 一 I きの ふだ ッて、 二百 圓 よこせ 

の 電報が 來 たの を屆 けたのに、 どうす るんだら う？』 

r どうす る も、 かう する も、 おれの 考 へだ。』 

r あなた はおれく とお 云 ひなさい ますが、 ね、 若し 失敗したら、 うちの もの を みんな どうす る氣で 

か <H  さつ 

ダ  かつえ させても^ はない のでしょう』 などと 云 ひながら、 千代 子 は 引き出し を あけて、 札 を 111 

枚 出した。 『ほんと に 馬^々 々しい！』 

「出せ』 と， 引ッ たくって、 『うちなん ざァ どうで もい いんだ！』 

『そんなに あの 女が —— 』 

r いつも 云 ふ 通り、 ね』 と、 あご を 突き出して、 『おれ は 女の 爲 めに 狂って るん ぢゃァ ない！ J 
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「狂 つてる ぢゃァ あ り ま せ ん か ？ ち ッ ともうちに ゐ つかないで  』 

『おり ゃァ 手前 を い やなんだ ！』 

『いやで もなんでも，' {^：^ 內は家 ぢゃァ ありません か？』 

『だから、 早く 自決し ろと 云 ふんだ！』 

三人の 子^ はお づ，， ^しながら、 一緒に 室 をの ぞいて ゐ るので、 女 Ici^ のく どく. 云 ふ のつ々 - 相手に し 

，ないで， 該雄は 飛び 出す やうに 家 を 出て しまった。 

その 頃、 義雄 は、 芝. 公園に 接する 成片 の 粗末な 二 軒 長 星の 一方の 二階へ、 ぉ^^^v移してゐた。 

一 度 も 二度 も： ijg 場所 を S して 歩いた が、 魔の さす やうに 發 見せられ るので、 とう/ \火| おにな つて 

キー ヽ > 

しまった。 禪 太から ず  1:- 業 上の 竜 報な どが いつやって 夾- るか も 知れす、 また、 新^ 雜 誌の 寄 お^ 力 

あった 場合 — これが 本來 Q 職業で あるから —— ねどころ が 分らな いのも 困る と 思って、 ，：》 分の 家に 

近い ここに 決めた ので ある。 

お 鳥 は 最初 これ を 非常に 反 針した。 

『また、 やって 來て 人に 恥ぢを かかす のぢ や。. I  , 

『もう、 ：K してな どり 込まない と 誓 はせ て あるの だから 0  J 


r 分る もんか、 あの 氣遠 ひが！』 

「來 たら、 獄倒 すだけ のこと、 さ。』 

時々、 皿に お かづ やら、 I 人前のお はちに 五 もく 鈑 やらお * 子供が 好意ら しく  1^ けて 來る ことがあ 

るが * お a は 口に 入れた ことがない。 

『卞. $ が 這 入って るか も 知れ へん。』 

『まさか —— 』 

『まさかと 云 ふた ッて』 と， かの 女 は 口び る を 左右に 引き 張り、 齒の 問に 少しつ ば を を どらせ、 『それ 

だけ まだ 向 ふ を 信じて る ん ぢゃ o』 

『信じる も、 信じない もない ぢゃァ ないか』 と * 微笑しながら、 『死ねば もろとも だ ァ。』 

「あたい、 まだ』 と •  _E 面目く さって * 皮が たるんで くしゃ-^ した 顔の 中から 男 を 見詰めて、 『あん 

な 婆々 ァ に 殺された、？ はない。』 

『おれ も 死にた か 丁ない。』 かう * からか ひ 半分に あしら ひながら、 穀雄 は， 家から 屆 けて 夾-た ものが 

あろと、 いつも みんな 自分 獨 りで 平らけ た。 かの 女に は、 それが おのれ を 馬鹿にして ゐる としき や 思 

はれない やうであった。 

ぢ £ 

かの 女 は  一 n 物 を；； ム はない ことがある。 雄 はまた それ をい いし ほに して、 急ぎの 原 を 害き つづ 
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けた。 

しゃ ゥじ  からす やま 

障子 を あける と • 向 ふ は • もう、 公圚の 一部で、 烏が 澤山 集まる ので 烏 山と 名の 付いた 森が 見える 9- 

みち は r  けい レヤ 

この 森と 家の 建って る 側との 間の 道 幅は廣 いが、 少し 傾斜が あって、 上で は 直角に 曲って、 水道 溜め 場 

の ある 方に 導く。 その 角 を 曲って 來る 人の 姿が 兄え ると 、『旦那 さま ゃ奧 さま や • お助けで ございます』 

を やり 出す 乞食が、 こも を 敷いて 毎日の やうに、 丁度、 この 二階の 正面に 出て ゐる。 

『また 云 ふて る』 と 云つ，」、 お 鳥 はよ く 障子の あは ひからの ぞいた。 親 fr はいかに も 哀れみ を 乞 ふや 

うな 樣 子で 往來の 男女 を拜 んでゐ るが、 人通りが ちょ ッ とで も絕ぇ ると、 子 は、 

r 何 かたべ たい、 なァ』 と 云って、 足 を 投げ出し、 j!s になって 天 を ながめた りする。 

r それ * それ』 と 親に 注意され ると. 急に 拜 みの 卑劣な 姿勢に 返って、 向 ふから 見え 出した もの を 

ない 振りで 見ながら、 再び 物 乞 ひの 聲を 張り あける。 

r あの 子 面白い 子 だ 11 あたい も 何 かたべ たい、 なァ 一1 』 

r ぢ ゃァ、 また あすこの あんころ かい？」 

しっぴつ 

かう 云 はれて かの 女が 機嫌 を 直す こと もあった。 義雄は それにお 付き合 ひしながら も、 執 ま を， 過つ 

たこと はない。 その 乞 親子と この 窖齋 代用の 二階と を舞臺 にして、 自分の 事で はない が、 自分が 先驅 

者の 1 人で あつたと 思 ふ 詩界に 於て、 落 者と なった 架 穴.^; の 一 詩人 を Si 出し、 その 無. S 覺な 努力 をし. 


てゐ ると ころ を以 つて • 或る 方面に 對 する i 刺 をした 小說が 出来た の も， この 叫びで ある 一 去年 

心して 害いた 長編 『ii』 が 今年の 二月に 或雜 誌で 發 表せられてから， M は 小說を 書かう と 云 ふ 確信 

が强 くな つて ゐ たの だ。 でも， いろんな 雜誌ゃ 新聞から 侬 頼して 來 るの は， 多く は 評論の 方で， それ 

に 次いでよ、 まだ、 藥 として は、 もう、 興が 去って しまった 詩で ある。 かう 云 ふ 依 賴を渠 はすべ てこ 

の 一： 階で 受けた。 

『お助けで ございます』 が 初 まると、 お 鳥 はき ッと 障子の そばへ 行った。 そして 1； 成 門の 電車 停留所 

の 方から 傾斜 をの ぼって 來る 男が あると、 どの 男 を 見ても、 先づ義 雄の 客で はない かと 思った。 

『|^" てた』 と、 失望した 樣 子で、 『うちへ 來 るん かお もたら。』 

『東京に ゃァ、 人 は 多く ゐ るから、 れ。』 

『でも、 きの ふ、 あの 加 集に 似た 人が 通った。』 

r お前 あいつ を 奸きだ • れ — ？』 

『，al がそん な こと 云 ふた ー』 かの 女 は 足ぶ みして 怒った。 机に 向って る 男 を 見お ろして、 『あんな 輕 

l^is;^^、 あたい 嫌ひぢ や！』 

『お. -も 嫌いだが、 ね • 小畢 時代の 友人で も あるし、 いろんな 口 聽 きとして 役に立つ やう だから 11 』 

『そり や 自分 の 勝手 やない か  あた い 知らん！』 
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v-n  ぅコ 

かの 女 は， それでも. 頻りに 51 りで 鏡に 向 ひ、 自分の 顔 を いろんな 風に 映して 見る 曰が つづいた。 

『大分 乗り 氣にな つて 來た、 な』 とは考 へながら、 義雄は 後ろ向きに そ 知らぬ 風 をして、 友人なる 有 

名な 背景 螯 家の 大野が いっか 云った こと を 思 ひ 出した。 

『あいつ ァ馬 鹿だぜ 11 少し 足りない ぜ。』 

『そり ゃァ、 君の やうに 藝者 ゃ苦穷 人ば かり 見て 來た 目に ゃァ、 ね —— あり ゃァ、 まだ ほんの、 田舍 

もの だ、》 土のに ほひが 拔け てない の だ。』 

この 問答が あつたの は、 大野が 義雄 とお 鳥と を 招待した 或るうな ぎ屋の 二階で、 お 鳥が 便所に 立つ 

た 留守の 時 だ" かの 女が 澄まして もとの 座に 返った ところで、 大野 は醉 I でかの 女 を 小 か 何 かの や 

うに C ぞき 込みながら、 

『可愛い、 ねえ。』 

ぢょ  そ 

『ふん』 と、 かの 女、. i 自分の 顔 をし やくって、 眼 を潢に 反らせた。 これ はかの 女が 誰れ に對 しても 冷 

かされる 時な どに する 表情 だ、 が、 自分 は餘 ほど 得意で ゐ るの だな、 と義雄 はいつ も 推察が 出来た。 

けれども- こんな 時 ほど 女の 顔の 缺點を さらけ出す 時 はない と 渠には 見えて ゐ るので —— 鬼 角、 太い 

潢 じ わが 三 筋 寄り 勝ちの 額の 下に、 靑 みがかった 眼の 玉が 動き、 あまり 高くない 鼻が 廣 がって、 その 

卞で 大きな ：！ がー 文字に 引ける。 意地の 惡ぃ 表情の 變 化が 豐 富に 出^る と 思 はれる おは、 ただこ^  口 


が ある s めに だけ だ。 

r それにしても • もッ と都會 馴れな けり ゃァ、 ねえ —— 』 

ぢょ 

「E 舍 ものなら、 田舍 ものに なれろ —— では、 女優に してお くれ』 と、 かの 女が 云った の は • それ か 

らまた 一 一三 日 あとの こと だ。 

かう せ ふ 

女優 舉 校へ 傍 聽 生と でも 云った やうな 入舉 の交涉 は、 校長が 旅興行に ま はって るるので • 返事 は そ 

れで歸 るまで 得られない のであった。 

その 校長が わが 國 では 有名な 女優であって、 年中 どんた 忙しい 生活 をして ゐ るの かも 知らないお 鳥 

は、 不在で 分らない と 云 ふ 返事 を 聞いた だけで、 それが 體の いい 斷り ではない かと あやうんだ。 

『そんなに 心配す るな よ、 どうせ： i: 事 も 手笞が 延びく して 來 たの ぢゃァ ないか？』 

r だから • 早う ：！： かさせて 吳れ たらえ いぢ やない か？』 じッ と、 また、 瞰む やうに して、 『樺 太の こと 

と 云 ふたら、 —— 何でも 自分の こと は —— 火の 付く やうに 騒いで る 癖に、 あたいの 事と なったら * い 

つで も； 牛氣 でぐ づ くさせて 置く！』 

『ぢゃ 丁、 下のお 婆ァ さんに 先づ 三味線で も 習って ゐる がいい、 さ。』 

『そんなら、 早う 紐んでくれ たらえ いぢ やない か？』 

ぢょ  こも  、一 

T さう 意地 惡く云 ふなよ。』 義雄 は、 かの 女が 餘 ほど 情の 籠った 時の 外 は おだやかに 出す • どことなく 
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1,  ふし ザん 

だ なやうな、 いぢけ たやうな 物の 云 ひ 振り をす るの を、 社會 一 般 から 見て 不自然な 狀 態に sy かれて 

ゐ るの を 忘れない 爲 だと 受取って ゐる。 渠は、 どうせ、 今の 妻 は 離別す る 時が あると 思って ゐ るので、 

お 鳥に 對 しても、 時には 『やがて おれ は 女房が 無くなる の だが』 とも 語った。 さう かと 云って、 いづ 

れ來 るべき 本 _g 離 ^ の 時と なって、 お 鳥の やうな 女 を 正式の 妻に 直さう と は 夢にも 考 へて ゐ ない。 

『木 妻に して 〔14. 、れ、 して れ』 が、 子供が 母に 何 か をね だるの を 見て るるのと 同じ やうに， 渠に はう 

る さかった。 

それに は、 毎日 かの 女の あたま を 何 か I つのき まった ことに 占領 させて 置く 必要から、 さきに は、 

ぢょ 

義 雄が 何年 か 以前に 使った グイ オリ ンを 持って 來た。 すると、 かの 女 は 11 りで どうやら かう やら 調子 

にん^り 付いて、 田 舍で耿 を 間き おぼえた ストライキ 節な ど を 云 はせ る やうに なった。 で、 三味線 も 行 

けない こと はなから うと 云 ふこと が 分って ゐた。 

ャ： 我 雄 は 自分の 家から、 橙 母が 淺し て^げて 行った 古い 三^線 を、 千代 子の 反對を 受けた にも 拘ら す、 

ひッ たくって 來 たので ある。 それが 毎日 一度 は、 渠の坐 わって る 下から、 ぺ こん、 ぺ こんと 間え た。 

同時に、 また かの 女 は 近所の ちょ ッ とした 踊りの 師匠へ 通った ので、 二 の 片隅で は、 しょ ッちう * 

五十 であ つら へ て 貰った とか 云 ふ 花やかな あ ふぎが 魔 げられ たり、 m ぢられ たりした。 


「淸 水さん、 お .i^ 小；！ をし ましょう。』 かう 木當 のお 師匠さん らしく 呼び かけられて、 お 鳥が 三味線 を 持 

つ て 下りて 行った 時. $_;¥雄は客の加^^泰助に對してー 一 百 金の 周旋 を頓 んでゐ た。 

;S はこの 容に對 して 信用 を 13 かなくな つた。 と 云 ふの は、 不斷 から 鰾 薄な 性質で あるば かり か、 そ 

の. K 職の やうに やって る 3^ 旋が 一向 依稱迎 りに？ だ ことがない。 家 を抵當 にす るから と 云って、 去 

年から顿んでぁった事業費^-出しの件も、 とうく 意外の 方面から 突然に 出来た。 去年の 歳末に 迫つ 

く めん 

て 子供が 三人 揃って 入院し • 一 人 は 死んだ 騷 ぎの 時 も、 加 集 はとう/, \- 工面し 切れなかった ので、 義 

雄 は n 分の 足 かけ 七ハ牛 勤めた 商 tif 舉 校の 英語 敎師 を、 どうせ 辭職 する のであった 豫定 よりも、 三ケ 

ゎづ 

nx 十く ^職し， その 退職金 を 十二月 三十 j 曰と 云 ふ 日に 受け取つ たので、 僅かに 年を越え る ことが 出 

寒  . 

けれども、 今回 は、 もう、 二進も三進も行かなくな つたので、 また この 加^も 呼び寄せ たので あ 

る。 柄で もない と 云 はれる 事業に 於け る 兵站部 を 勤める 爲 めに、 技師 や 弟 以下に 後れて まだ 居殘 つて 

る義 雄で は あるが、 かう 早く 金の 追求が 來 ると は 豫 期しなかった。 もっとも、 その 用意と して は、 地 

方の 戎 都^の 水 S! 建設費 二百 萬圓を 外資に 仰がせる ことにして、 築の 先 靡で 今コ ンミシ ヨン マチ ヤン 

ト をして ゐる 人に 話し込み、 市の 責任者の 依 賴狀を 待つ ことにまで 運ばせた が、 これ は勸業 銀行が^ 

すから 外お を 仰ぐな と 云 ふこと になって、 類の 奔走 は 無駄に なって しまった。 
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また- 渠の 玉突き 仲 問なる 或 iiisl の 主人へ かけ 込んでも 見た が、 少く とも 第 一 回の 製品 を n ルな 

いちう は * 商寶の 法則と して、 金の 融通が 出來 ない と 云 はれた。 

家 を 二重 鮮當 にす るか、 餘 ほど 好意 ある 人から 信用 贷しを 仰ぐ か、 この 二つの S! しきゃなかった の 

を • この 客 は 今度 は、 どこ を どう 甘く 立ち ま はった のか、 信用で 借りられ さう だと 一 Ht ふ 話 を 持って 來 

た 0 

r ぢ ゃァ、 頼む。』 

r 然し 金の こと だから、 君 も 十分に 責任 を员 ふて 吳 れんと — 』 

「そり や、 無論 • 約束す る 期限まで にや ァ 1 J 

「おい』 と • 今まで 何となく 下へ 氣を 取られて ゐた加 集が、 俄かに 『下手く そぢ や、 な ァ。」 

「ふ、 ふん。』 義雄も 客に ついて 又 苦笑 ひ をした。 

お 鳥 は 『今 も 昔 は』 を 習って るが、 三味線が びっこの やうに 歩いて るら しい。 

「まだ 聲を 出せない のか？』 

r 出せば 出せる だら うが、 下の 婆ァ さん を 半分 馬鹿にして ゐ るから • いけない の、 さ。』 

『無論， あの 婆ァ さんかて』 と、 時々、 加 集に 關西, が 出る の はお 鳥と 同じ やうで、 『上手 だと 云 へん。 

•p£l^、  14 ゎづ らお， さ fix,  して、 ぬ い 亡 AgM^.^ 堯 く：^ だ 卜 ij;^ 


水に 間いた の だら う 11 けれども、 ね、 如何に 緣日 商人 だから ッて』 と • 義雄は 額 の^い- 頗 Q 

こけた 額に、 鋭い 眼 を 眼鏡の jss; から 光らせながら、 『さう 馬鹿にする もの ぢゃァ ない- さ —— お 互 ひ 

肝き 合って ゐ るの だから o』 

r よく 失婦 嘩を すると 云 ふぢ やない か？』 

, 「そり や ァ- また， 出来心から だら う、 さ。』 

r 君 等と 反 對だぜ • 女が 五十で、 男が 三十 四で は。』 

r 僕 はさう 年を取って やしない ぢゃァ ないか？』 

r いや • さ、 年の 割合 ひがよ —— めいつ は I 一十一 ーぢ やさ うぢ やない か？』 

r 欲しけ りゃァ やる よ、 侯が 樺 太へ 行つ ちま や ァ。』 實際- 義雄は その 金 を 換へ、 それ を 持 

つて あっちへ 行かなければ ならない の だ。 そして その後のお 鳥 は、 都合に よれば * どうな つても いい 

と W 心 はない こと もない、 かう 金の 融通に 困って る 時 は、 殊に。 

rs? の 病氣の 身が はりなん て』 と * 加 策 は 反抗の 樣子を 見せよう としたが、 顔に 多少の 釣り込まれた 

ひそ 

色が 見えた の を、 義雄は 私 かに、 『馬鹿な 野郞 だ』 と 認めた。 

r 聲を お出しな さいよ、 聲 を！』 下の 婆ァ さんの 年に 似合 はない 凉 しい 聲 がした。 . 

r 出さな いぢ ゃァ、 いつまでも 出ません よ。』 
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「ナダイ ムス メノ. -』 低く、 然し：：^ 取って る やうな 1 

「やって る、 やって る！』 加 集 は 背廣の 洋服に 圓 まって、 その 場に わざとら しく ひッ 繰り返った 

『義 雄が 音 nl^ 倶ぉ K 部 の 入 榻費を 自家から 强 奪した の は その 日 で 、 11: 良が 不愉快な 心持ちで 戾っ て 來 

た 時、 お 鳥が 同俱. ri;^ 部へ 伴 はれて 行く 用意 を濟 まして、 義 雄の 机に， S すわりに もたれ、 むろ 晚 きのに 

• ひ?^ li 頻りに 鼻に 當 てて ゐた。 渠の 友人なる アメリカ 歸 りの 或 客が かの 女へ 贈り物に 持って 來た小 

鉢で、 『あの人 は なかなか ハイカラ だ』 と 云って、 かの 女 は その 客が 歸 つた あとまで も 喜んだ 物 だ。 そ 

して 義) おの 想像で は、 かの" がが これまでに 餘 ほど 得意に 感じた こと はた ッた 三つ だ 1 ,M 一  は、 かの 

女の！^ りから 知った こと だが、 さきの ilk なる 小 舉敎員 に、 で まだ ほんの 同僚であった 時， 

自分の 寫眞を 要求せられ たこと だ。 第二 は 去年の 夏 • 義 雄に 伴 はれて m. 州へ 行って、 初めて 泉のお 

客 さまと なった こと だ。 そして 第三が、 乃ち. この 贈り物 を 受けた こと だ。 

『あたい、 あの人 好ッき や』 と、 かの 女はぢ らし 半分に 云った。 

「でも • ね、 お前のお 望み通りの 獨身者 ぢゃァ ない よ。』 

「蜀身 者でなかった かて』 と、 負け惜しみに、 『自分の やうな ぉぢ いさんで はない。』 

.^rも亦じらしてゐるのだと思はれるので、 義雄 はそんな 興に は乘 りたくなかった。 坐 わらないで、 

.，\  そ  ひけ 

そして かつ 女， か 正 pi に は 向って るが、 暫く 物 を 云はなかった。 そして 長く 反り つたう は 鬚 をい じく 


りながら • せて かの 女が 怒って •  の 鬚 をひッ つた 時の 痛 さ を E  、むひ 出して ゐた —— まだ 痛みが 殘ク 

てる やう だ。 

ぢょ  つ 

かの 女 はこれ でも か、 これで も かと 云 はない ばかりに， 紫の 花の 上に. ni 分の を突ッ 込み、 ふん ふ 

ん- ふんく 咬， いで 兒 せて ゐた。 が， 根負け をして か * 目 だけで. 見 あげて gii: 八した。 

r さァ、 行かう。』 

r でけ た』 と、 疑 的に くび を 侵しく 動かしてから、 いきなり 訴 へる やうに、 『あの 加 集の 奴、 好かん！』 

『  』 

『あたいに、 こないだから， いやらし いことば ッ かり 云 ふて！』 

『いい ぢゃァ ないか』 と、 とぼけた 振りで、 『向 ふが お前 を 好いて eg れりゃ ァ？』 

『では』 と * 花の 鉢を兩 手で 持って、 すわり 直した 膝の 上に き •  の 顔 をう は 向きに 正視して、 『あ 

たい を 取られても えいか？』 

『うん o』 ふと、 さう して 吳れり ゃァ、 こんな 面倒はなくなる と 云 ふ氣が 出て 、『それ もお 前の 決心 一 つ 

だ。』  ， - 
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「念の 爲 めに S いて 置きます が * な。』 音 供樂 部の： sieirr の 一 人 杉 本 博士の 聲 だ。  ： 

r この 會 では， 正 當な嫌 人で なければ 出入り させない ことにな つてね ますが、 君 は あの 婦人に 關係は 一 

ないで しょう、 な？』  一 

『il!』 義雄 は、 同供樂 部の 演劇 硏究 部へ 鶴 子と 云 ふ 女 を モデルに 入れる 爲め 紹介し につれ て 行 

た 時の こと を 思 ひ 出して ゐ た。. 無論 關 係はなかった が， その 時考 への 中に あった 痛い ところ を 突かれ 一 

たので、 それ を 隨す爲 めに わざとら しく 胸 を そらせた。  i 

ひやあせ  えん ST くわい k  ： . 

こんな 思 ひ 出に 冷 汗をかく 氣 がして、 義維は 今 衣の 奏會を 小さくな つて 渡す と， あ c^. あの； 

女ゃ渠 と共に、 三味線に つれて 新ェ 風の 國風 舞踏の 一なる、」 『木^の 御嶽さん』 を？ e 古し * トコ セ、 キ； 

ナョ- ドンく と 云 ふかけ 聲 など を舉 けたり した 連中 は、 すべて あちらこちらの 椅 子 に i: 取って ね 一 

る。 渠の 早く E に 付いた の は、 博士 —— 某鈕 行の 頭取り —— S 富豪 0 息子で、 義太 に 上手な もの 1 一 

常任 斡 事の 細君 11 踊りの モデルなる 濱野纏 一 I 。  一 

義雄 は， 演奏 藝 術に 對 する 純粋な 感與 によりも • 寧ろ 周圍の 人々 との 關 係に 5^ つてし まひながら、 i 

有 樂压の 下の 具ン中 ごろで、 通り道に 接する 椅子 を、 自分と 並んで 占領して ゐる 女が、 さきに f ぬ 劇 Q.1 

モデル 志願 を 他の 或理. B でた ッた I H で斷 念した あの 女の やうな 美人で ない の を • 且田舍 もの じみて 

ゐ るの を、 誰れ にも 見られたくなかった。 が、 いづれ も 美しい 女 連が 先づ 見の がさなかった。 1 


村さん、 田 村さん ー」 常 仔 幹事の 細お が 廊下で 義雄を 捕へ て.. 『あなた、 今晚は 、奥さんと 御 一 緒？」 

「え 一 I 」 

「嚒 でしよう』 と， 濱 媲は、 細 ff?; と 目く ばせ しながら • 踊り の^の やうに からだ を しなやかに 動か 

せた。 『それで、 この 0; は不勉 iiT ね —— トコ セキ ナョも •  5:3 本 も。』 

『  』 どうして おれの 女房で ない の を 知って る だら うと 思った 時 • ふと 千代. f が 曾て、 同 供樂部 

し， r うとし えんく わい 

の 素人 試演 會 があった 時、 11 その 時、 け ふ も 來てゐ る 理學士 が 研 •  兇の爲 めに 習って る 踊りのう ちに 

や. r- な  今-， う、， ん 

r 保 名の 狂 亂』. V 踊った が、 11 義 雄の 紹介 も 待たないで、 いつもの m しゃ 張り 根性で、 勝 乎に 杉本馎 

士に面 し、 うちの がいつ も 御 厄介に なりまして などと 入ら ざらん 挨拶 をした のに ひ 及んだ。 あの 

時： てゐ たに 相逮 ない と氣が 付いた が • ただ 二人の 美しい 衣 物の^ こなし や、 からだの しなやか さに 

いい 感じ を與 へられながら • 何 ゆなく、 『どうせ 僕に や ァどッ ちも駄 H ですから >  ね。』 

しな 

『駄 w ッて』 と、 .1 君が あまへ る やうに 品 をして、 『稽古お しなさい よ — I あたし 大分 富 本が 進み まし 

た、 わ。』 

『あすから でも- つづけて 入ら ッ しゃいよ。』 

『もう、 僕に ゃァ與 味が なくなった のでしょう。』 かう 云って、 IS は 樺 太に 於け る^ 業に 對 する 誇り を 

ひそ  を ど 

私 かに 胸に 踊らせた。 
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『どうです • 田 村 君 • あの 歌澤 は？』 恭 組の 第 四が 終って から * 博 十； は義 雄に 立ち話し をした。 士 

の 白雪な ど は 最も 面， In いぢ ァ ありません か？』 

『ちょ ッ とひね くれて • 含蓄が ある やうな ところが、 ね、 お宅で 初めて 聽 いた 時から 面白い 物 だと S- ひ 

ひました。』 

『さう でした * な， 1!?:; は 歌. お 興？ の 一 人です。』 博 十： のかう した 自信 を 交へ た 誇張 的な 挨拶 も， この 

流！^ I の IT ぴ あたま を あけて 来た 常時であった から • 義 雄に は 不愉快ではなかった。 

つな やか-"  いと  . 

番組 第五 * の 長^ 『綱 館』 が 六左衞 門 等の 鼓で 進行 中， $-4. 郞が 例の： り. はらしく 火き な 昔 を 立て 

てお， をかん だのが * つい：^ になった 爲め、 ：L.^ を變 へよ. フ として 旅 を 立った。 すると • 猜雄は 出口に 近 

い 一 番 後ろの、 誰れ もゐ ない 一 列の 椅子の 一 つに 腰かけて • 黑ぃ 羽二重の i^lg を 着た 千代 子が * 瘦せ 

こけた 顔から 兩 の £4 へ を 一 ほび m させる やうに ぎろ/ \ させて， こちら を 見て ゐ るのに 出くわした。 

『こいつ だ、 な- お 鳥 を 何 かの 手？ 2 で 呪って ると 云 ふの は ー』 直ぐに もな ぐり 付けたかった。 が、 あ 

ぶる 

たりに この 首の 内輪に 嵐す る 連中が ゐ るので * からだ 中に みなぎる 怒りの 顔え を 微笑に まぎらせ、 そ 

ッ とその， M の 椅子に 行きながら • 成るべく 小さな 聲で * 『お前 も來 たの か？』 

『お 目 出た うご ざいます！』 

ぢょ  " つし， う 

『  』 ： 染は 吹き出したかった が • かの 女の 多少 は 遠慮して ゐる らしい 聲が、 持ち前の^ 性 を 運ん 


で • びんと 靜 かな 聽 衆の 耳に s" いたと 思 はれた ので、 この 演奏 曾の レコ！ ド 破り を やった やうな 巾し 

わけ 無 さ を 感じた。 

そ- 

『あなたば かりが い V こと をして』 と、 こちらば かりに 〔：^ めし さうな 目 を 注いで， 

『ぅちのものはどぅするんです？』 

.;^野娘ゃ<1^任幹事の細ぉがじろくこちらを见てゐた0 義雄は 腰 を かけた でもな く かけない でもな 

く  • かの 女に 向 つて 椅子の il^ にも たれて ゐ るのに 氣が 付いた。 

なほい つもの やうな 事 を 千代 子が 云って るので、 義 雄は默 つて 廊 下へ 出て しまった。 が、 かの 女 は 

ついても 來 なかった。 

ふら， 歩きながら • 暫く 氣を 落ちつけ て 見ようと したが * どうしても 義 雄の 怒りと 不面目な 氣と 

が^らなかった。 

『千代 子が 來てゐ るから， きッと 面倒が 起る。 直ぐ 歸れ』 と， 名刺の 襄へ纷 築で 翁き 付け * 案内の 女 

に 托したら * 『隣り のお 方が 取って しま ひました』 と 云って • 歸 つて 來た。 

11 が 駅に 付いて る がらす 恣の 羅紗 を あゆて、 のぞいて 兒 ると • 渠の 席へ ちゃんと 黑ぃ 羽二重の 紋付 

きが かけて- メリ ンス 無地の 牡丹 色の 被 布と 並んで ふる。 そこば かりが 兑す ぼらし いやう にお はれて、 

おお を つれて 來ろ のではなかった と 後悔され た。 迫め て 被 布が 道行きで * 道行きが メリンス などで な 
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く、 且 * 都會 じみた 柄であった らい.. - のに —— かの 女が い、 氣 になって サ S てゐ るの を 幸 ひに、 何も 新 

調して やらな いのも、 あんな 下らない 病 氣の爲 めに • かの 女の 病院 通 ひの 入费 がかさん だぺ 4^ めだ。 

『t ^鹿々 々しい！』 渠は C 分で G! 分 を 批難しながら • 別な 藤から 這 入り、， 夫； 飯で 來てゐ る 大野の そば 

に 行き、 渠に 廊下へ 出て K ふやう に 頼んだ。 

『^もさ ッ きから』 と、 太 野 は 酒く さい 息 を 吹きながら 、『！： か 件が 起る ぞと 云って たの だ。 困った、 

ねえ。』 

『鬼に 角、 1^ つか 行って 何とか この 場 だけ は 無事に 濟 ませて 吳れ給 へ 。」 

『何でも 君の 細君 を 一 先づ 外へ 出して- なだめ るんだ • ねえ。』 

『ぢ ゃァ、 頼む！』 

篛 雄 は また 扉 の恣 からの ぞくと、 新式 な 洋服 を 造た 紳. H 然た る 友人が 聲を ひそめる やうに 千代 子の 

顔に 近づいて ゐ ると、 かの は 何 か 云って、 つん けんく と 顎 を あげて ゐる のが 兑 える。 氣遠 ひ聲が 

こ 、まで 聽 える やう だ。 

『やがて 大野 は 出て 來 たが、 『駄目、 駄目！』 首 を ふりながら、 『相 變らす 分らない、 ねえ。 おれの 云 *i 

ことなん か、 田 村の 友人 だから， 信じない ッて o』 

『因る、 な ァ。』 


「今^ こそ 逸が さないで * 方 をつ ける と 云って、 —— ちゃんと 片手で』 と • 大野 は n な 結び • 目を据 

ゑ， ちかく RPJ く 握った 右の 手 を 出して 兒 せ， 『向 ふの 袂を やって ゐ るよ。』 

rdd やうの ない 奴 ぢゃァ ないか？』 

『それ もい いとして、 さ • 一方 も 亦大膽 ぢゃァ ないか？ 見ッ ともなく 抉 を？ S られ ながら、 どうせ 來 

たの だから • わたし もお しま ひまで ゐ ましょう ッ て。』 

『おい， 115:-!』 義雄は 堪らなく なって、 『今一 度 二人 を 呼び出して 吳れ 給へ —— どんな ことが 起る か 知 

れ ないから。』 

『いやな が 割 だが、 ねえ』 と 云 ひながら.' 大野 はまた 這 入って 行った が. - ぷりく 怒って 出て 來た。 

「もう ほう ッ とけ • ほう ッ とけ  バ I に 行かう。』 

東洋 軒の 二階で ビ ー ルを 飲みながら、 大野 は 義雄を 冷 かしたり * 慰めたり したが、 義 雄の 耳に は そ 

れが 碌に 這 入らない. 程であった。 

そのうち- 長唄が 濟ん だかして、 がやがやと 食堂へ 這 入って 夾- たもの が ある。 その に 常任 幹事 も 

まじって 來て， 心^^1ぅにニ人に聽ぃた* 
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『どうした のです？』 

『實 は、 ねえ』 と • 大野が 受けて、 手 短 かに この ことの わけ を 話した ので、 義雄は それに つづいて、 

『どうも あなたに 濟 まない やうな ことがあって はと 思って  どう だ、 大野 ST 幹事の^ ネ であの 二 

人 を 追 ひ 出して 貰 はう か？』 

『それに も 及ばない、 さ • おしま ひまで 聽 きたいと 云って るし * 僕から もこの 榻 では 必らす 間遠 ひ を 

すなと 云って あるから。』 

r 云った ッて、 氣逯 ひが 分り ゃァ しない。』 

『心配す るに ゃァ 及ぶまい、 あの 様子 ぢゃ ァ、 一方が 悪く 云 ゃァ、 圖々 しいから、 f 攀に 受けて るよ OJ 

最後 は s^s^" の 柳 だが、 義雄は 勿： sr 大野 も それ を 聽く氣 にならなかった。 が、 ビ ー ル に^いた s^* 

もう 終りが 近から うと 兒に 行って 見る と • 『必ら 十 草木 成 s』 のと ころで、 語り手の 一 特色なる ほ 力ら 

かな ラ 行 音 が^ぐ 穀 雄の. 耳に 這 入 つ た。 

藥は 大野 夫婦の 席の 後ろの 方から * お 鳥と 千代 子との 様子 を 私 かに 注意して ゐ たが， はね をば かり 

がき がれる 祌經 のい らくす る 奥に は、 どうで も なれ、 あの 二人が どんな 芝： S をす るか H 几て やらう と 

云 ふやうな 落ち 付き も あ つ た。 

ns 分 だけが 早く 出て しまへば わけ ァ ない ぢゃァ ありま せんか』 と、 どこから となく 無言の 聲が 注意 


して おれた.、 それが K-inc  二 il^i. の、 めた 赤い 毛布 C 色が 背後の 金！^^ に 反射して ゐる、 そ 

の 中央に ^ わった 丄，" い 房が 二つ 下った の あたりからで あった やうに も聽 えた。 

『ど「き.^:^?ッ，胱ビ1- と- 渠も亦 無. W で 答へ た。 そして 花で も 降って 夾- さうな 音-架に 満ちた を、 a 

後に 於て、 出来るだけ 澤. m 吸 ひ：：，」 んで 置かう と 努めた。 

にす リ^;!;， の靜 + がちよ ッ と 振り返って こちら を兒 た。 その 所 天と 同じ やうに 役^ じみた 所 力 あつ 

て- ちょ ッと 微笑して 見せる のに も， その 圓く 肉づ いた IS ッぺ たにまで 表情が 溢れて るる。 この 女 だ 

1 よりも 妹の 方が d 馱 一ぬ ml だと 義 雄が 批評した の を人づ てに 聽 いて、 曾て、 わざく 『：ム眞：.^ 目 生』 

と稱 して ある 手紙 を濕 によ こした の は。 それから 親しく 行き 來 する やうに なった が、. 濕は、 かの 

おの 妹の 3 典-ぬ 目 腐って 田 含 じみた 傾，： l あるに 反し • 靜子 は藝入 じみても 可な り IS ぬけした 精神が ある 

の を みして、 かの 女 を 自分 等の 集まる 或 詩人 會へ つれて 行った こと も ある。 

あれ はかの 女 4 や 入 野と 結婚す る 一 二年^の ことであった。 世間で は、 大 より 以前に t: 雄 はかの 女 

と關 係が あった， 干、 - つてる。 それで さへ 詰らない と 思って るのに、 この 男女が いよ./ -結姘 するとな 

つて 、大野が 先^な 虐待す ると 云 ふ ごたごたの 時、 義 雄が 大野の 先妻に 同情した ところから、 また それ 

にもき たない 闞 係が あつたと 大野が はの 友人 等に 云 はれた。 靜 子から は、 また、 かの 女と 大野との 間 

.ui 満に 成立させる 責任が ある やうに, りに 云って よこして、 義 雄に 訴へ る やうな 又 集の 能^ 度に 抗議 
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する やうな 言葉が あった。 

• 實際 • 太 野と 歸 子との 手 を 握らせた の は 1 S; 畫家 たる 大野の 或 特別な 畫 にかの 女 自身 をして 適 ® 

な モデル を 供せ しめる 爲め —— 義 雄の 所爲 である。 

「僕に、 然し， 結婚し ろと 云って 紹介した のではなかった。』 かう、 義 雄は靜 子に 語った ことがある。 

それ は、 然し、 甚だ 未練ら しい 言葉 だと、 |g 自身 も 思った。 その 時であった —— は、 かの 女と 大野 

とが 關 係の 途中で 中た が ひ をした の を 仲裁す る爲め • 大野 を 日 比 谷 公園の 松 木樓に 待たせて Ed いて、 

靜子を そこへ つれて 行った の は。 

大野 は旣に 大分 醉 つて ゐた。 その上 また 義 雄と ビ ー ルゃヰ スキを 重ねてから、 そこ を 出る と • 電燈 

のちら つく 樹 かけで 大野 はふら/ \ と 倒れ かけた。 靜子 は、 

「あぶない』 と 叫んで、 抱きと めようと したの を、 

「大丈夫です』 と， 身づ から 踏みと まって、 大野 は 太い 樹の 幹に 片手 を 支へ た。 義雄 はこれ を 見て、 

r 相 變らす 芝居 を やる 5?!； だ』 と 思った。 

靜子を まかされた 義雄 は、 かの 女と 共に 急いで 赤電車に 乘 つたが、 車中から 恣の 外へ 今 喰った 物 を 

i いた。 渠の脊 中 を かの 女 はさす つて ゐた。 そして かの 女 は 電車から 下りる と、 藥屋を 叩き起して 寶 

丹 を 買った。 


靜 姉妹 は 新派に 馬す る 日本 畫 家で、 女 一 一人の 腕で その 母と 靜 子の 先夫の 子と を 養って ゐた。 

雜 雄は齊 丹を飮 ませられ、 暫時 その 家に 寢 かせられた。 やがて 車が 來て、 それに 乗った 時 • またへ 

ど を 吐いた。 

こんな 記憶の 間から 『はの 柳』 が^かれ て 行く 後ろ姿 を義雄 はま ざく と 見た。 すると、 

r 田 村 さ ァん、 m 村 さ ァん』 と 云 ふ 女の 聲が靑 山 あたりの 電車の 窓から 聽 える。 

さう だ、 あれ は、 義 維の 友人なる 某 漢詩 人が 有名な 事件で 殺された その 葬式の 肥り 員と して、 義雄 

等が 人力車 を 列ね て靑 山に，：^ ふ 途中の ことであった。 靜 子が 妹と 一 緒に 九 段 行きに 乘 つて ゐて 叫んだ 

ちょ 

の ださう だが、 義雄は 後に かの 女から、 

「すま ァし 込んで ゐて、 一 向氣が 付かな いんだ もの』 と、 聽 かせられた。 かの 女が まだ 大野との 間に _ 

しみ も 何もなかった 時の こと だと は 云へ、 その 場の 情熱に 燃える と * 前後 も かま はす • 

「何て 向ふ见 すの 女だッ たらう』 と 渠は思 ひ 出して、 11 り 微笑 を もらした。 

そして 段々 と 自分の 祌經が 舞 臺の氣 分に 一 致して 來 たと 思 ふ 時、 惜しい やうに 慕が 下がった。 

どやく と聽 衆が 出て 行く あとから、 下の 外の 石 の 上で、 義 雄と 靜 子と お 鳥と 千代 子と が 落ち 

合った。 

千代 子 は お it の 快 を 片手で しッ かり 握って ゐる。 
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『見ッ ともないから、 よせ？』 と、 義雄は あたりへ 聽ぇな いやう に 云った。 

『よう 钟座 います』 と、 これ はまた 皆に も鷗 える やうに、 『わたしの^ 手です！」 

お ft は 何も 云 はないで、 徴笑に まぎらせて ゐ ようとし てるる。  " 

『うちの はどうし たんでしょう、 ねえ』 と • 靜子は 首 を 延ばして 方々 を S ^まわした。 

『僕が 見て 來ミ す。』 義雄は 殆んど がらんどう になった 聽衆席 を Q ぞいて たり • 廊下 を あちらこちら 

行ったり した 後. 所 Q そとのと ころで 大野が 巡^と 何 か 云 ひ 合って ゐ るのに 出くわした 0 

『そん. をされ ちゃ ァ- 侯 は 賞に 迷惑し ます。』 

『誤解 ぢゃァ ない、 實 際ではありません か？』 

『馬鹿な こと を！』 

『Iiil 鹿と は： だ？』 

『どうしたんだ、 君？』 義雄は そこ へ 口を出した。 

S6  せっぷん 

； $は せて、 『俟が 君の 細 に 接吻 をして ゐ 

たと 云 ふんだ。』 ^ 

『そり ゃァ 達 ひで^  實は • ちょ ッ とした 察 件の S めに. —— 』 

『ま ァ、 ？；； ；、 云 はないでも 濟 むこと は 云 はないでも いいんだ —— 野 慕く さい 誤^ を^き や ァ。』 


『何 が 野-? * くさい？』 巡査が 赤い 顔 をして ゐ るの は、 息の 典 ひで、 篛 雄に は、 酒 を 飲んで ゐ ると 思 は 

れた。 

巴 と 

『ま ァ、 一!?d と， 巡査 をな だめる やうに、 『俊が 僕の 妻に 用が あって 言 づてを 頼んだ ので 11 そんな 野 

暮は云 ひれ i ふな I -flm は 酒 を飮ん でる ぢゃァ ないか？』 

『おれ は 決して^つ て をらん？』 

『醉 つてない かも 知れない が、 飮ん でる のは蔡 賢でしょう、 顔に 現 はれて るから。』 

『おれ だッ て、 茶の 代りに 酒 ぐら ゐは飮 む。』 

r 飮 むの は 御 勝手です が、 それが 爲 めに 云 ひが かり を 云 はれち ゃァ 一 I 』 

『何が 云 ひが かりだ？』 . 

『.ls: 際 * 僕が この 友人に 對 してす まない ことになるので すから。』 

『^俗 墙亂 だ. I 鬼に 角 • 警察署まで 行って 貰 はう。』 

『何が 3^ 俗 壞亂だ 11 鹿々々 しい！』 大野 はかう 云って、 巡査 を にらみ 付けた。 

靜子 がいつ のまに か 後ろ へ 來てゐ たが、 

『あなたの 爲 めに』 と、 泣き出し さうな 額 をして 義 雄に 向 ひ 、『こんな 詰らない 目に 會 ふの だ、 わ。 11 

うは 

さァ * 行きましょう。』 と- 大野の 上衣の 末 を 引ッ； ゆった。 
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『また 風俗 壊亂 だぞ』 と、 大野 は 押さへ た聲で 叫んだ。 

『馬鹿な こと を 云 ふに も 程が ある ぢゃァ ないか』 と、 義雄は 巡査に も 聽 える やうに 靜 子に 云って • 皆 

と共に て 物の 外へ 出た。 

晴れた 夜で、 夜 ふけの 案、 い 風が 星々 の 光 をち らっかせ てゐ た。 

『事件 は 何でもな いのです から』 と 云 ひながら、 俱樂 部の 常任 幹事 もつ いて 來て、 當の巡 をな だめ 

てゐ たやう であった が * 義雄は 巡査が なほうる さく 從 つて 來 るの を 見て、 

『もう • あなたが ついて 來る にや ァ 及びますまい。』 

『何 だ， ^察まで 來 なけり やならん。』 

『馬鹿 を 云 ふな！』 太 野 もまた むきになった 。『貴 さま は醉 つて るんだ ぞ！』 

『贵 さまと は 譽宫に 向って 無 禮だぞ ！』 巡 も 少し 身が まへ をして、 『おれ を そんなに 馬鹿にする 氣な 

ら、 鐵攀を 喰ら はせ て 見せる！』 

X  はら 

『う • う、 う、 なぐるなら、 なぐって 見ろ！ 醉ッ拂 ひの 警官に、 人民 をな ぐる 權利 があるなら、 な 

ぐって 见 ろ！』 

『手出し をす り ゃァ、 おれ も 承知し ない ぞ！』 義雄も 大野の 勢 ひに つり 込まれて. 腕が むづ、  <- して 

ゐ た。 


『ま ァ- さう H^i.;^ いこと は 云 はないでも』 と • 粋 isi- が 云って ると ころへ、 ^な巡^^がゃって来て、 こ 

の 二人で 兩方を 引き分けた。 

巡 j^. が 去って から • 幹 isl^ は 云った • 

くわん たい  うっぷん  » 

『お i 个 li でき 待し ないから と 云って、 あの 巡资 がその 爾ぉを こちらへ 漏らす の だから、 たまりません o』 

『不都合 極まる』 と、 まだ 太 野 は 納まらなかった。 

『いろんな ことが 起って、 すみませんでした』 と、 義雄は 幹 isil- に鉈 びた が、 あらゆる 而目を 失って し 

まった 氣 がした。  - 

； まわした が、 三 名の 女 は いづれ も そこに ゐ なかった。 

ナオ やばし  こうふん 

数^屋 橋から = 比 谷 公園に 至る 道で、 女 どもの 後ろに 追ッ 付いた が • 靜 子が 昂奮した 口調で 早口に 

お c:! に 物 を 云つ てるのが 聽 えた。 

『だから- ね- 早く^ 村さん と^れる やうに おしなさい —— どうせ、 いっか、 棄 てられる にき まって 

ますから。』 

『  』 

『ね』 と、 のぞき 込む やうに して、 『分りました か？』 

うな づ 

r  』 お 烏が 高い あたま を 少し 額 かせる のが 兒 えた。 

毒 藥 女.  四 九九 


泡 鳴 令： 集 ^三卷  5CC 

r あなた も』 と、 靜子 はちよ こく 千代 子の か はに まわり、 『あんまり ひどいで しょう？』 

『何が ひどい のです！』 ち 千が は その 方へ 向いて *  i に 力を入れながら、 『わたしが 賴み もしない こと 

を 持って 來て、 大野さん がぐ づく 云った のです。』 

鹿 を 云 ふな！』 雜 雄も默 つて なられ なくなり、 つかく と 出て 行って * 赛と、 それから 今の 巡査 

とに對して押さへてゐた1|^^ー緒にして、 この 言葉と 同時に、 かの 女の 機ッ つら を 思 ひ 切りな ぐつ 

た。 

『そんな 野蠻な こと を 1 』靜 子 はとめよ. つと した。 

『おれが 贵 さま を 追ッ拂 ふやう に 大野 に 頼んだ の だ！』 

f  »x ぶん 

『お ほきな お 世話です l かう してつ かまへ てる 以上 は、 うちまで 引ッ 張って 行って 處タを 利お ます 0 

警察へ でも • どこへ でも 突き出して やる！』 

『あなた も 少しお 考 へなさい よ、 田 村さん の  』 

『考 へた 上の ことです から、 ね！』 

『わたし、 もう、 知らん  m 村) ヒんは 女 を みんなお もちやに してし ま はう とする のです』 と 靜 

子 は 立ち どま つ て 泣き出した。 すすり 上げな がら、 『そんな 人で もなか つたのに ！』 

義雄は 引き入れられる やうた i じがして、 かの の 姉妹と 直接に 行き来し-. -ゐた 時の こと を 今一度 


親しく 思 ひ 浮べ させられた。 そばへ 行って、 

『鬼に 角、 ねえ、 奥さん、 これから 大野 君の 家へ 行って、 あいつに よく 以後 こんな こと をし ないやう 

に 話して 貰 ふつ もりです から。』 

『兎に角、 奥さん』 と、 大野 も 千代 子 をな だめる やうに、 『これから 僕の 家へ いら ッ しゃい。』 

『わたし， です！』 靜子 はから だ を 振って、 その iwlK から 一 歩 を 退いた リ 

『田 村さん の やうな 人 は、 もラ， 來て貰 ひたくありません！』 

『貴 さまに そんな こと を 云 ふ』 と • 大野 はお もくしい 聲 を 出し 一-、 『横 利 力 あるか？」 

『わたし だッ て、 大野さん のと ころな ど へ ちッ とも 行きた かァ ありません！』 

ふうふ けんく わ  > 

『^れ ！』 雜 雄 は 妻の 言葉 を 制してから、 友人に 向 ひ 、『君まで 夫婦喧嘩 をし ちゃ フ 困る ぢゃァ ない 力 

『あいつ が獨り 勝手な- g 暴な こと を 云 ゃァ がるから！』 

『ぢ ゃァ、 わたし は あなたの 家庭 を おいと ま 致します 、 』 

『勝手にし ゃァ がれ！』 

『そんな こと を 云 ふなよ、 君。』 

ふる  ？  *^ い 

『なァ に』 と、 大野 はまた 巡査に 向った 時の やうに 怒りの 難 を 顔 はせ て、 カづ よく、 『生 意 il 采な こと を 
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lf4 ゃァ がる！』  一 

お 鳥 はた だ默 つて、 何 かの 機 を 見て ゐ たの だら う。 この 時、 さき を 握られて ゐ る 自分の 袂を兩 手で！ 

獲んで- うん— うん I うんと 云 ふやう に、 左右に 三度 振った かと 思 ふと、 それが 千代 子の 手から 離れ 一 

た。  丄 

『あんな こと をし ましたよ』 と • 千代 子 は 甘へ る やうに 義雄 を： 3- あげたので •  M はい やで くなら な 一 

い 妻が まだ こッ ちに 賴る氣 が あるの だと 知って、 自分 も 逃 ゆ 出した くな つた。  一 

いへ ぢ  5 よ 

He 子 は その 家路と は 反對の 電車に 乗った — 曾て 義雄 がかの 女と 1 緒に そこから 乘 るが 早い か、 赛ー 

からへ ど を 吐いた 方角へ だ。  ^ 

お 鳥 は その 赞 高い 腐 ッ 直ぐな からだ を そと 輪に 運んで、 靜 子と は 反對の 方へ すん く 行って しまう？ 

その 歩き 方 は 持ち前 だが、 これ を 後ろから 見る たびに、 かの 女の まだ 本當に 直らない 下の 病 ひを義 雄， 

は 思 ひ 出さす に は ゐられ ない のであった。  ， 

『今夜 は、 おいやで しょうが、 ね、 どうしても 離れません よ』 と 云って、 千代 子 は jg がかの 女から 綿 服 

主義に させられて ゐる そのごつ くした 羽 熾の 袂を 握った。  .， 

おもに 

『今 * 僕が 逃げたら』 と、 言葉 を 英語に 換 へて、 『こいつが 君の 重荷 だから • ね I 君、 先づ 電車に 乘り 

ii へつ』  一 


『^ ァ色 をと こだよ。 まァ、 やさしく ついて 行って やり 袷へ，. n 僕 はも ッと醉 ひの さめる まで 散歩 

する。』 

r ちゃ ァ』 と- 邦語に 返った、 『失敬す るよ。』 

いひだ •< ち  » 

『侯の ワイフ は *  00. 做 田 町へ 歸 つたの か、 な ァ？』 

『大丈 失- ； の 方へ まわって 行った の、 さ —— どいつ も * こいつ も • を どかし ゃァ がって！』 

、『わたし は 一お g§ ^す、 を どかす の、 を どかさな いのな ど 云 ふさ わぎ ぢゃァ ありません！』 

『默 れ！ 人 を さわがせた ぢゃァ ないか？』 

『ま ァ、 奥さん、 ぉ靜 かに』 と、 大野 は 少しう つ 向きに なり， 兩手 をう は 向きに、 低く 廣げ て、， r 歩 を 

退いた。 

『また 芝居 をして ねる。』 载雄 はかう 思 ひながら、 『ぢ ゃァ、 失敬す るよ。』 

『おれ は獨り ぼッち だ、 な ァ。』 

が いとう  こんらん 

火 野 は 投げ出す やうに 云って、 力な ささう につ ッ 立った。 多くの 街燈から 落ちる 光が 混亂 して、 、渠 

の 姿 を 舞臺の ii うが 反對 にう へから 照らして、 明 喑の光 を それに 鬼め たやう に 見えた。 そして 電車の. 

1： さへ 丁度が がれて、 ^變 はらす 外套が 欲しい やうな 寒い 風が 吹いて ゐた。 

『失敬』 と、 今 I 度 義雄は 大野の 方に 向いた まま 云 はなければ ならなかった。 
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大野 は 軍人の やうな の 姿勢に 直り * 右の 乎を橫 顔のと ころまで あげ、 ゅッ くりした， 低い、 沈： 

んだ 調子で、 同じく、 

『失敬』 と 云って、 靴の 底で 少しつ ま 立つ と 同時に、 首 を 前方へ 倾 むけた 0 

義雄は 千代 子に 引かれて • 電： 通り を • 公^の ふちに 添って 歩いて ゐ たが， あの 鹤 子の 爲 めに 遠の 

くやう になった 俱樂 部の 連中に、 また こんな ことがあった 爲 め- 又と；.， 1： び はせ る 顔がない かの やう 

も耻 辱に 滿 ちて、 一言 も ロを聽 かなかった。 

ぢょ 

かの 女 も 亦 胸が 張り詰めて ゐ るの を * その 息づ かひに 現 はした。 かの，^ が 月が 滿 ちた 時に • よく 苦 

L さうな- d づ かひ をした が、 その やうに 肩で 息をして ゐる のが、 龍 雄に よく 分った。 

公 n を lii: れ ようとす ると ころに ある 交番の 前へ ると、 かの 女 は その 方 を じろ. （-兑 ながら *  li り 

羊 に 巡 の 立 つ て る 方 へ 義 雄 を 引 ッ 張 つ て ゐ る の で ぁ つ た 。 

義 雄は路 みと まった。 それが の袂の 長さ 一杯に かの 女 を こちらへ 引いた わけに なった ので， その 

竽ご たへ でかの 女は氣 がつ いたやう だ。 

『わたし はどう かして ゐる やう だ。』 かう、 かの 女 は 鑼り言 を 云った。 


v. 


r 訴た へて どうな るんだ』 と * 義雄は 極 さけ すんだ 意味 を 心ば かりで 叫んだ。 この氣^.はひ女め！ 何 

を 卜- かすか も 知れ ゃァ しない！ が、 撒いて しまう 折もう まく 見つからない。 人通り は少 いが、 少 

くと V、 一人 や 二人 は 絶えなかった。 

を 渡って 芝 IH^ へ ると、 直ぐ 1^ 人なる I 護. H の 家が あるので、 そこへ 立ち i 奇 つて 話 をつ け、 今 

夜 は おだやかに 別れようかと も考 へた。 が， 大野に 迷惑 を かけた の を 思 ふと • 重ねて 友人 を騷 がせる 

でもなかった。 

成るべく 人通りの 少ぃ 横丁な ど をえ らんで 引ッ 張られて 行った が、  ： 

『き ゃッ』 とか 『恨めし や』 とか、 今にも この 女が 變化 になって しま ひ はしない かと 云ふ氣 持ちが、. 

のかの 女 を 皮々 いじめ て^た 記憶から、 おそろしい ほどに 浮んで 來た。 不斷 憎み 飽きて、 投 ぐり 飽 

きて、 またと 兄た く はない 顔 を 見て、 I 度で もい やな 氣を 重ねる でもない と、 渠は 出來る だけ そッぽ 

う を，； 1： いて ゐた。 

『年う へな ばかりに 增 長して I』 これ は、 もう、 思 ひ 3 したく もない。 今の 結婚 法が 改 "正せられ、 男 

女 どちら かの 巾し 立て を 裁判所で 受理して、 兎も角も 訴訟 を 成立させる ことが、 當分 • 望める やうに 

ならない とすれば、 ただく この、 自分に は旣に 死骸の、 女 を 早く どこかの 闇へ 方 づけ させ て^れる 

1^ ひば かりだ。 
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数 595^ の S り を 切り、 櫻 川 町の 大きな i わき を 歩いて る 時， 物好きに その 中の 黑ぃ 水たまり を 入 

の g おつ 光に のぞいて 見た。 そして、 ふと、 死んだ 實 母が あか 金の 足 つきだら ひに 向 ひ、 おはぐろ を 

付けて ゐ るの を、 自分 は その わきで 見て ゐた ことがあ たまに 浮んだ。 きたない やう だが • 身に 滲み込 

む やうな に ほひで、 黑ぃ 物から 出る のか、 それとも、 吐き出された それ を 受ける あか 金から 出る のか、 

分らなかった。 

くさ  はっさん  ぶんし  11 

ここの はた だの 溝のに ほひに 違 ひない が * おどんで すえ 腐った 物の 發散 する 分子が ぶんと 募 さき 〈 

に ほって 來 ると、 何だか かな 奐ぃ氣 がして、 母が 新ら しく 生き返って 來さ うに 見える。 

_*， ル オアナ シシグ  せ.！  >  »  ；,? 12  .  n 

『A11  or  nothing —— 生で なけり ゃァ， 死た！』 

この間に 讓歩 はない！ 妥協 はない！ 人間 その物の 破壊 は 本當の 改造 だ — 改造 は そして 新 建設 

だ。 ぶッ 倒される か、 ぶッ 倒す か 11 そこに 本當の 新ら しい 自己が 生れて ゐる！ 渠 はかう 答へ なが 

ら- 面倒な 物 を 引きす つて ゐる にや ァ 及ばない I ぃッ そのこと、 握られた 袂を、 あの、 柔術 を 習つ 

ご 5 

たと云ふぉ^！の手を試みて、 わけもなく ふり 切り、 千代 子を轉 がし 込む 氣 になって ゐ た- 

i の黑. -.^ ^おもてが 暗くな つた。 — その またう へが 闇に なった。 I 自己の 周 園が すべて 眞ッ 

曙に なって II 自己 も、 1^ つた 喚覺 のさき にお どみ の あ^がく ッ 付き、 からだ 中が ひやりとしたと 甲 5 つ 

た。 すると、 反 對に手 ごた へ が あつ て、   


I 避- 渠か 殺 m  ： そ 
通け はらさめ •： れ 
らて答 • うて：： こ 
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な 
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と 
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i ラ 

水 ； 

思 

ん 

： す 

るつ もりです • わたし を！』 

』 の 身，、 毛 は 全 體 によ 立って ゐた。 

だ， 夫婦 喧唓 かい！』 かう 云って、 黑ぃ 影が 他方の 路 ばた を 通り過ぎた。 もう 十二時 を 越 

はれる のに • 矢ッ 張り、 人通りが 絕 えない。 

ぢ よ 

』 かの 女 は、 さッ さと、 反 對の侧 へ引ッ 張って 道 を 進みながら、 

に投け 込まうた ッて、 そんな 手 は 喰 ひません よ。』 

』 

そ 馬^け 切って る！』 

』 が^ゅよ うとして、 ちょ ッと 踏みと まると • かの 女 も 直ぐ 電氣 に觸れ たやう に 手の 握り 

、 こちら を ふり 向いた。 

たッ て、 逃 ゆよう たッて • 駄目です よ • 直ぐお ほ聲を あゆて、 誰れ にで も追ッ かけて 貰 ひま 

ね！』 

へ もしないで 歩いた。 

來 た交恭 だが- 西の 久保 通りの、 廣 町角に あるの は、 どうしても その 前 を 11 而も 挨拶して 

なければ ならない のであった。 父の 生きて た 時、 家へ も來 て、 いつも 顔 を 見 おぼえて る 巡査 
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が ゐる交 一;舟 だ。 

千代 子が ここで 本當に 出来心で も 起したら 大變 なので、 その 交番の 手前で 義雄 はお のれの 袂 を，^ り 

切った。 

ぢょ  かんだ. »  -  I  ^  •  -0 

『お ま はりさん！』 かの 女は實 際に 甲高い 聲を 出した 

義雄は 自分が 水 を あびせ かけられ たと 思って、 っッ 立った。 幸 ひに 人力車の 響きが 通った 爲め、 向 

ふへ は聽 えなかった やう だが、 渠は 再び 袂を 握られて ゐた。 

何 ゆない ふり をして 通る 二人 を • 顔 を 知らない 巡査が ゐて * 怪し さう に 見詰めて ゐた 

若し 今の 聲が聽 えて ゐて も、 こちらが 發 したの だと 思 はせ ない 爲め にと、 義雄 は、 ふと、 その 向 ふ 

側の そ.. は屋へ Is 人る 氣 になった。 千代 子 も あとから はしご 段 を あがって 來タ 

『こんなと ころで 喰べ るく らゐ なら、 ぃッそ 今一つ 向 ふの、 いつもう ちで 取る とこへ 行けば いいのに。』 

もう、 自分の 物 だと 思った のか、 かの の聲は 以前よりも 落ち 付いて ゐた。 が， 霞 は 一 まや 氣. 

がさして、 無言で ぐん./ \ ま づぃ酒 を あ ふった。 

二三 杯で でも 赤くなる と 云 はれる 酒が、 例外に 飲んだ 今夜に 限り、 大して 顔に 出た と は 思 はれな か 


家に ると • 直ぐ、 千代 子の 母 II もう * 祷に這 入って ゐた —— を 害资に 呼びつ け • 

r 不都合 椏 まる 女 だから. 千代 子 をけ ふ 限り 引き取って 行く やうに して 下さい. I』 

r 義 雄さん はいつ もさう 云 ふこと をお ッ しゃいます、 が、 ね、 子供が あるの-に そんな こと は 出来ます 

まい？』 

のん 會  - /  _- 

『子^な ど ァどリ でもい いんです  そんな 吞氣な ことち ゃァ ありません！』 

『また ど、 2: ム ふこと があった のか • 聽 かない ぢゃァ 分りません が、 ね 11 』 

そば 

『みんな あ なた のこと から 起った 3 ぢゃ ァ ありません か？』 千代 子 も 傍 へ來 て、 い やな 服 をぎ ろ つ か 

せる 0 

だま 

f おさまな どの 出し や 張る；：： 布 ぢゃァ ない！』 今まで 默 つて 押さへ てゐた 心中の もやく が I 時に、 こ 

こだと 云 はない ばかりに 进 つて 來た儘 に、 はお のれの 妻か^ 棚の かか ァか何 かの やうに、 燒 けぼッ 

% じみた 行爲に 出た 埒を 述べ た。 苟も 表面 だけ はま だ 亭主た る 者 を —— てして おだやかに 離婚し や 

うと 云っても • 分らないで •  知し ない^に —— その 亭生を 多くの 公^の 前で 侮：：^ したの だ！ 分つ 

た 母 なら、 この 巾し わけに. 直ぐ 娘 を つれて 出て 行くべき である！ 精神的に は、 もラ， どッ ちから 

も • 失婦 でない と：； ム ふこと を證 據 立った ことにな つて ゐ る。 

『さう ぉッ しゃる と • あなたに 濟 まない やうです が • ね —— この 娘が この頃 何だか いら、/. \f -てゐ る 
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の は、 云って 見れば、 まァ、 ^s^なんですから* ね。』 

r そんな 氣遠ひ 病人 は • 母と して • 直ぐ 引き取って 行かな けり ゃァ なりますまい！』 

『そんな こと も出來 ません、 わ。』 

『出来ます とも！ が， へで も • どこへ でも， つれて ゆき さへ すり ゃァ いいのです 11 あとの 始末 は 

ゅッ くりお 母さんと わたしと で 出來る ことです。』 

『困った ことにな りました、 ねえ』 と、 母 は 娘の 方へ ふり 向いて 、『この 娘 も あんまり わさ/ \ して、 

落ち 付かない からい けない のです が 11 』 

『でも • ね』 と * 千代 子 は 母に がす、 『あなたが 1^ きで • わたし を 一緒に 車に 乘 せて ここへ つれて 

來 たの ぢゃァ 御座いません か？』 

あれ はま だ 二人 乘 りの 人力車が 澤 山あった 時代 だ。 そして この 女 も 二十 四 五の 若盛りであった。 或 

友人の 招 介で 尋ねて 行った のが 緣 となり • 問 もな く • とうく 約束まで してし まった が、 その 友人が 

あとで 義 雄に. 11： つて 、『結婚し ろと 云って 紹介した のではなかった』 と 云った の を 思 ひ 出す と •  丁度 * 

義 雄が 大野の 今の 細君に 向って 云った 同じ やうな 言葉と 意味 は逮 はなかった の だ。 

かのお は 小石 =: の 方で、 人の 二階 を 借り、 自炊 をしながら、 螯は小 舉の敎 u.^- 勤め、 夜 は 或 音樂講 

營听の 生徒であった。 今の 狀您 とは逯 つて、 おも 畏の 上品に 飽.^ L い 顔に、 姉の やうた € しみ を帶 t 


て、 その 着物の 着こなし さへ、 他の E<w 出の 女舉 生な どと は 違 ひ、 如何にも しなやかな 姿に 義雄は 引 

かれた。 そして 三つ 下の 義雄 では あるが、 渠が當 時 他の 一人の 女 を 思 ひ 思って はね 付けられた 失望 を 

全く 取り返す ことが 出來 た。 

第 は 芝の^ 坊 から、 夜の やうに、 電車 もなかった 丸の 內の 寂しい 道 をて くく 歩いて、 江戶 

の ほとりまで i つた。 そして そこから、 直ぐ， 築地の 或 西洋人の ところへ、 日本語 を敎 へに 且 讚美 耿 

改 ：.^- の 補助に 11 それが 渠の 日の 仕 であった に I- 出かけた こと も ある。 

『；た 川の 叔父さんが、 あす、 わたし を 引き取って 行く さう です よ』 と、 女が あわてて 告げた その 晚に、 

義雄は 非常手段 として 女 を g. に乘せ • かの 驚きながら も寬大 であった 父の 家へ つれて 來 たので ある。 

『そんな こと は 十五 年 も、 二十 年 も 昔の こと だい！』 

せんねん  ぴん ほう 

それから- 妻子 を つれて 田 舍の中 舉敎師 にもな つた。 介ハ 學專 念の 爲 めに、 東京の 場末で 貧乏な 暮ら 

し をつ づけた こと も ある。 子供 は 六 人 も出來 て、 三人 は 死んだ。 去年 父が 亡くなつ たので、 父の 家業 

を 千代 子に 引きつが せた が、 その 年末に は いろんな ことで 非常な 困い お をした。 

r みんな あなたの せいです よ、 色氣遠 ひの あなたの せいです よ』 と疊 みかけて、 千代 子 は あまり 喜び 

お まみ lu か 

もせす、 かの 退職金 i 大晦 n に 都合して 貰った 11 三分の 二 を 手に した。 

義雄は その他の 三分の 一 を 以て、 お 鳥と 共に * 氷 川の 森 かげに 於て， 新年 を 能 城した のであった。 
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け；： i ども 千代 子 はた ほ 自分へ 義 雄の 愛が 返る と 思って ゐろ のか、 かう W つて 叫んだ — 

「昔の こと だッ て、 今 n こと だッ て、 この わたしに ゃァ、 變り はない のです！』 

「現に』 と、 渠は坐 わった 膝にまで 力を入れて、 『婆々 ァ になつ だ ぢゃァ ないか？』 

『そり ゃァ 五 人 も 六 人 も 子供 を產ん だ の で す も の ！』 

母 は當り 前の こと を 云って ると 云 ふやうな 顔つき をして ゐた。 

『ほかと 云 ァ千 供、 子供と云ふ！それょりも自^^^自身の こと を も ッと忠 實に考 へて 見ろ！ 今の 女の 

心持ち も 知り ゃァ がらんで ー』 

『ぢ ャァ、 あんな 淸水 鳥の やうな ものが 美人 で す か？， I 

『, おな ど ァ木當 の 問題 ぢゃァ ない！ 人の ことな どに ゃァ 口出しし ないで、 手前の ざまを見ろ！」 

『どうせ、 あなたの 云 ふ 若々 しい ものに ゃァ、 今更ら なれません、 さ。』 

『51  卞 i は、 お母さんと 同樣、 すッと 時代に 後れた うじ 蟲 だから、 さう 思へ！』 

『これで も、 武士の 11 』 

『また か、 よせ  武士の 娘 だら うが、 なから うが、 活 き/ \ した 女の 精神が 死んで ゐらァ 

う じ蟲と 云 は れ た の を 母 も 怒 つたの かして、 


『わたし も あたたの 御 厄介に はなって ゐ ますが、 ね、 まさか、 そんな 物 ぢゃァ ない つもりで すよ。』 

「どうせ 分らない の だ！ 分らない ものが ゐる ところに ゃァ、 おれの 家 もない の だ 11 勝^にし ろ！』 

さナ  によ 

われ を 忘れた やうに 叫んで ゐ たので、 俄かに 醉 ひが 發 して 来た。 義雄は そこへ 倒れた。 隣り の 寺の 

庭に ある 池から、 時々 紳 鯉の はねる 水 音が して、 急に 靜 まった 深夜の 靜 けさ を 破る のが 閗 えた。 そし 

て は、 子供の 時 * あの u を 釣って、 寺の 和尙と 自分の 父と に ひどく 叱られた ことがあ るの を 思 ひ 出 

して ゐ た。 

I： 敬 隨^ を 借りに 行ったら、 直ぐ それ を 坊さんに なりたい の だと 思って、 何なら 增上 寺の 管長へ も 

紹介し やうと 云った、 あの世 知らす の、 然し 柔和な 和尙も 死んだ。 これと 親友であって、 いろんな 

世 Si 話 を北ハ にした 父 も、 和 尙年來 の 素志であった 本堂 新築の 工事の 音 を 羨まし さう に聽 きながら 死ん 

だ。 自分の 子供 も、 前 枝 三人まで 死んだ。 女房 も 自分に は 死んで、 もう * 形^ば かりだ。 お 鳥なる も 

の も、 その 本 體のハ 分か、 四.ギ分しきャ^1:1分に活きてゐなぃ。 

『自分 を 去る もの はすべ て 形骸 だ、 否* 死 だ！』  - 

そして 自分， 31 身も^ 死ぬ 時が あらう と 云ふ考 へに 及んだ。 旣に 己に 過ぎ去った. 0 分の 半生が、 その 

死と 同様に 空であった。 11 虛 であった。 —— 無であった。 —— 理想と か 、運命と か 云 ふ 形式的 念、 

外存的 思想な どが 出て.^ る餘地 さへ もない 。今， この 身に 具體 して ゐる愁 望ば かりが、 問 夜に 於け る 
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-燈臺 の 光の やうに 僅かに 唯一 のい のち だ。 

か，， ふと 

今や 義 雄に は 樺 太の 事業に 全心 全力 を 注ぐ のが そのいの ちで ある。 早く、 もッ と金が 飲し い！ 同 

時に、 また、 よく 自分 を 理解して れる 女が 欲しい！ 

いきづま  はんもん  /  I  ) 

ぞくく と 寒く、 そして 息 詰る この 醉 ひの 苦しみ はやが て 又 この 現在の 煩悶の 苦しみであった。 

ばちり！ ばちり！ 

水面に 踊り あがる 大きな 棑鲤の 姿が、 締め切った 窒に 倒れた 渠の 肉眼に 見えて 來て、 1£ 水の つき 詰め 

. ^思想に： 止しい 合の手 を 添へ て 吳れろ やう だ。 

『おれ は 兎に角 生きて ゐ る！』 

『また、 何 か』 と 云 はれた ので、 渠は 千代 子が まだ そこに ゐ たのに 氣 付いた T 考へ 込んで るんで しょ 

う —— さ ッ き 逃げ て 行つ た淸水 のこと で も？』 

r  』 無に 歸し たこと を 再び 思 ひ 起させられる のがい やさに、 起き あがって 『下らない こと は 云 

ふな』 と， 眞 面：： n に 叱り付けたかった が、 からだが 利かなかった。 

千代 子の 何 かに のぼせて 來 たやうな 息 使 ひが 烈しくな つて ゐる樣 子が、 ちらりと 見えた だけで ある。 

rw 後 は、 ね、 義 雄さん』 と、 母 もまた ゐ たのであった、 『かう 云 ふことの ないやう にわたしから も 云 

つて 聽 かせます から • け ふのと ころ は、 あなた も、 どうか、 勘辨 してやって 下さい ませ — 久し振り 


のお： s り ぢゃァ 御座いません か？』 こんな こと を 云 ひながら、 母 は， 押し入れから、 il の 何 ヶ月 か稱 

れ たこと もない 蒲 國 を 出して、 洋書の 背 皮 文字が 金色 や 銀色に 輝いて る 二つの 大きな 書棚 の^に 廣ゅ 

た 0 

然し- その 夜 も、 それ ッ 切りで、 義雄 は、 暫く 經 つて 障子 を あけに 來た 千代 子 を • 一 歩 も、 この 昔 

から Adli 兼用の 寢窒 であった ところ へ は 入れなかった。 

末の Hi- の 子 は、 父と 云へば、 恐れて 少しも 蹈り では 近 よらない。 

うへの 子 二 名 は、 父の こと を 母が いつも 馬鹿 だ、 馬鹿 だと 話して ゐ るの を 聽 いて ゐ るので、 父の そ 

よ メを 

ば / ぶても：！： にも 云 はす、 半ば 下け すむ やうな 目 を 見張って ゐる 。義雄 はもと からこれ を 知って ゐた I 

で， 翌朝 * 遲く 起る と、 直ぐ、 何にも 云 はす、 その 家 を 出た。 

ひち  0 

, や 鳥. S 一階の 3 典ン 中で • だら りと 足 を 投げ出し • そッ ぼう を 向いて 肱 まくら をして ゐた 

おってる、 な、 と 義雄は 思った が、 今までお さら ひ をして たかして、 一 二 味 線が その わきに 橫た 

はって ゐ る。 

かの 女が ii しないので、 渠も  1 つて その後ろ の 方に 坐った。 圆 い- ッケル の si^」 き 時計ば かりが ち 
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- やき/ \ 云って • 五分 か 六 分 を 過ぎた。 

『もう、 別れさせて K ふ！』 かの 女 は 半身 を 起して、 こちらに ねぢ 向け、 目で 義雄を にらみ * 足は投 

ゅ出したままだ0『相當の手績をして„,1^^！』 

『手つ づき も 何も 入る もの か？』 はわ ざと ゅッ くりして 、『別れるなら、 おぐ にも^れ よう * さ 』 

すなほ， 

『では， 氣 を；. はぐ 直せ！』 

り ゃァ、 仕 かたがな いと る、 さ， これまで 隨分金 を かけても まだ 直らないん だから. ね。， コ 

『誰れ が もと ぢゃ —— お前の 外に あり やせん ー』 

『今；， おら そんな こ とァ 云って も駄 GT た —— お前 の 好きな やうに する がいい！』 

『でも • ええ 氣 になって、 引ッ 張られて 往たぢ やない か？』 

『いい 氣 でもなかった の、 さ。』 

『13 めて i. けさ — 早くで も』 と • また 例の 荒い 息 使 ひに なって、 『歸り やええ のに！』 

『おれ がお 坊な の はお 前 も 知って る ぢゃァ な いか？』 

『場合が i ふ  ふん！ あたいが 紀州を 出て 來 たのが 惡 かったん や』 と 云って、 W び 向 ふ 向きに ぶ 

ッ 倒れた。 そして 渠の 期 通りに すすり泣き になった。 

い.：：： しも 同様な， 昨て， 紀州を 出て 來 たのが K^;^ いのは、 sir 雄 は 初めから さう 思った、 無論の こと だと。 


さきの 5,^1^ I それ も 本 常の 亭主で あつたか、 どう だか • 分らない が 11 に棄 てられた か、 若しくは 

本人の 一:ム ふ 通り 自分から それ を つた かして， もッ といい 人に 引ッ かからう と 云 ふ 野心から， 東京 

へ 出た のた。 そして 1 て もない 5sa の 亭主 ，11 穀 雄の 家の 筋， 2 ふだ 11 にく ッ 付いて 兑 たり- 祌 W に 

ゐる國 の もの だと 云 ふ 人の * そしてち ょッと 同居した 家の 細君に 疑 はれて 追 ひ 出されて 來 たり II そ 

な  一- 

れでゐ て、 こ ッ ちの 本妻に 立ち直らう とするな どと は以 つての 外 だ。 

若し l^JIS になれ ると したら、 それだけで でも 让合 はせ を與 へられた ので はない か？ 多少ぬ けた や 

うなと ころが あるのに 11 その 鮮、 1： 經が 過敏で —— ちょ ッと 熱で も 出る と • 直ぐう は 言 を 云 ふ。 

『ト、 。慰さん. お母さん、 ぁァ、 ァ、 ァ ー アツ』 などと 云って、 目 を さます こと は 氷 川の 方に ゐた時 は 

一番 烈しかった と 思 はれた が、 この頃で は、 また その 習慣が 回復して 來て、 夢に IJ^ た 母の 姿 を • 枕 も 

とに 起き あがって まで も兑 まわす 樣子 をす る。 

『おい- 何 をして ゐ るんだ』 と、 雜 雄が 注意す るのに 初めて 氣が 付き、 

r また， 何 か 云 ふた？ お母さんが 來た^ ぢ やのに』 と、 S 妈 面目く さって 微笑して ゐる。 

一 故 雄 はそんな 時に * 度々 • わざとで はない かと 疑って 見た。 が、 あかりの 藤に^ たはった かの 女の、 

の なめらかな ，u い 顔が、 引き i つて、 靑 いやう に、 綠 りの やうに、 また 紫の やうに 見える 時 は • 

% がで ないかと 云 ふ 疑 ひ を 初めて 起した の を 今でも 忘れない に拘ら す、 盛懦 かま 面目 かの やうな^ 题. 
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はいつ も/ \ 消えて しまった。 そして 朝に なって、 かの 女の まづ いた るんだ 顔 を 見る度に、 自分 は K 

い 野； 5i の眞ン 中に 狐から すッぽ かされた やうな 不興に 落ちた。 

『死んだ と 云 ふ ものが 二度と 再び 出て 来る もの か、 ね』 と、 たまく 云った ことがある 。『よくお 前の 

おや ぢが 出て 来ない もの だ！』 

『親 さへ 生きて て吳れ たら、 あたい もこん な ことにな リゃァ せん。』  . 

『無論 だら うが、 ね、 それでも 本人 0 心が しッ かりして ィな いと 11 』 

『だから』 と、 からだ を 振り、 『あいつ を 追 ひ 出せと 云 ふて る！』 

『そり ゃァ お前の あるせ 一し にや ァ闋 係し ないでも、 ね。』 義雄は 成るべく うそ を 云 はないで 通りぬ けた- 

力 つ J/ 

«- よ  C  お *j 

それが かの 女に は渠の 煮え切らない 證據に 見える ので、 そんな 時に 泣いて 渠を 威し 付けよう とした 

こと も ある。 そして その 末に は、 さきの 亭主が 去年 一 度歸 つて 来て 吳れと 云 ふ 手紙 をよ こした に 封し • 

返事 を やらなかった の を 悔い、 國 であの つらかった 別れ をした あとで、 まさかの 時 はこち らも 死ぬ つ 

もりで、 «E# なる 兄の 藥 局から ァヒ サン を 一 服 盗んで 來てゐ る こと を白狀 した。 

時には、 義雄 もこの 神経が つよい 女が どんな こと を 仕出かすまい もので もない と 心配した。 かの 女 

は 今 も • 泣き れ てるながら • 


r あ いつを 追 ひ 出さなければ、 あたい は 死んで しまう J  J 一 

で やる 仕事の 話で もして、 氣を轉 じさせる 外 はない と 思った- 

が、 け ふ はま だ 起き ッば なしで あるので、 

「兎に角、 おれ は 傲 を 1  ほひたい、 ねえ。』 

C は  あ.， >kj うく さ 

『まだ |i ベない の 11 5::』 かの 女 は 俄かに また 半身 を 起した。 そして 面倒臭 さう に 顔をしかめ てこち 

ら をじッ となが めて ゐ たが、 『今 下の 人が、 もう 直きお 晝 だと 云 ふて たのに II なんにも 無い よ』 と 云 

つた 時 は、 全く その 顔が やわらいで ゐた。 

か 0 女 は 渠の食 鬯に茶 づけの 給仕 をしながら， ゆ ふべ、 大野の 細君が 義 雄の 惡 ロを澤 山 云った の を、 

かの 女 S 身の 耻-: ^であった かの やうに 訴 へた。 が、 渠は それ を 少しも 氣 にかけ なかった。 

Mr からすが がァく 云って る聲に まじって、 櫻 の^いて ゐる 道ば たから * 例の 乞食の 『お助け- 

で 御座います』  が聽 えて ゐる。 

その 日 • お 鳥が 1 りの！！ fa に 出る と、 義雄は 或 新閒の 日曜 附錄 に賴 まれた 論文 を 書き あげてし まつ 

た。 それから 義 雄が 外 H した あとへ、 加集泰 助が 尋ねて 來 たが、 あがって かの 女と 話しながら、 暫く 

待つ てゐた 後、 また 來 ると 云って 出た さ ラだ。 
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義雄は s}fT^ の 大野の 家へ 行って 見た のであった。 が、 主人 はゐ なかった。 何だか- i^^ の やう 

にづ かく あがつ て 行きに くい やうな 氣 がして、 細君 を 呼んで 貧った。 

なか く 出て來 なかった。 それでも 出て 來た時 は 相變ら すに こくして ゐ た。 が、 どこか^ まして 

ゐる やうな ところが jg の 目に付いた。 

『今お 稽 さ をして あけて るの よ。』 

『さう でしよう、 ね』 と、 先 づ娼は 云 ふより 外に 仕 かたがなかった。 この 夫人 も、 4e を敎 へて みる. ぱ 

かりに、 矢； ^り， 自分の 女房の やうに、 敎員然 たる、 云ひ換 へれば、 人に 對 して 誰れ にで も 子供 あつ 

かひ をす る 風が 滲みて 來 たの を * 渠 は發兒 したので ある 。『ゆうべ は、 どうも- 失：^^しましトで。』 

r あなたの 奥さん も隨 分、 ねえ 11 ？』 

r あいつ ァ、 もう 仕 やうがない のです。』 

『. ^なた だッ て、 さう でしよう —— もう- いや』 と • っッ 立った まま、 からだ を 振って、 『あなたの や 

うな 人が 來 るの は！』 

『さう 云 はれる だら うと 思った のです』 と、 渠は 苦笑しながら、 『です が • ねえ、 まァ、 そんな こと は 

云ひッ こなし、 さ 11 どうせ * 大^; がゐ なけり ゃァ歸 ります から。』 

I  %  ぢょ 

『さラ _ 失禮， ね。』 かう 云って、 かの 女 は 障子 をし めにかかった 0 


くこの 遊びの 仲 になって ゐる 有名た 金貸しが 來てゐ た。 この 人 は * もと， 欧米へまで も 出かけて 宗. 

敎の 腐敗して ゐ るの を •  兒 して り；； t 種の 自已發 明の 耶蘇 数 を へる に は、 外國人 S 補助な ど を 

仰いで ゐ ちゃ ァ駄： In だ、 先づ その 费用 たる 金 を 自分で 持ら へな けり や ァと云 ふ 考へを 以 つて •  <.^； 貸し 

になった。 この 動機が 丁度 • 義 雄の 唯 一 の先輦 たる 人が コ ン ミッション マ チャント になった と IE じな 

ので、 IS は- 刊 めのうち は 多少の.：！^ 敬を以 つて 接して ゐた。 が、 雄の 別な 友人なる 辩 護 十： ゃ會社 H と大 

あくらつ 

きな 花 を 引いたり * 惡辣な 髙利货 しとな つて ゐ るの を 知る に 至って、 もう、 旣に 金ば かり 欲しがる あ 

り 勝ちな 平凡 人に 過ぎ なくなって ゐ ると 侮辱す る やうに なった。 さきに 家 を 抵當に 資本 を 貸せと-; 父涉 

して 見た の も * —— どうせ 出來 なかった が、 11 載 雄 は 向 ふに 一 つも 同情な ど は 乞 はないで、 あり 振 

れた アイスと してであった。 けれども *  丁度 この 人が り來合 はせ てるた ので、 

『どう だ • 食 かして やらう か、 ね』 と、 義 雄はキ ユウ を 取った。 

1 •  そで 

『今ち ょッと 途中で •  かり J 話 を かけに 來 たの だから。』 かう 云って、 蕖 は 袖 さきの カフス. し、 手袋 を は 

め 初めた。 

1  れんしょ ウ 

「さう か II こないだの 述勝を どうして 吳れ るの だ？』 

「また、 今度 だ。』 

罨藥女  五 二 1 
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『わたしと やりましょう』 と 云って、 ボ ー ィが 出た が • どうも 義 雄は氣 が乘ら なかった 。いつもなら、. 

出る と 直ぐ 親しい 感じ を 起す 靑羅！ i の 玉臺ゃ • こちく 云 ふ 紅白 象牙の 玉な どが、 渠の 目に も あたま.. 

にも、 散らけ て 遠い ところに ある ゃラに 感じられた。 

三度に 勝負 まけし をて、 渠はキ ユウ を 置いた。 

『どうも * 晝問 は氣が 締まらないで 駄目 だ。』 

そしてお 鳥の 二階へ 歸 ると、 やがて. K 野 正則が やって 來た。 

『もう、 醉 つてる のか？』 

『例の、 ね、 書き割りの 監督に 行って たの、 さ 11 いつまで 寒い と 云 ふの だら う？』 

『君と 一 緒に 濱 町で 目が さめる と • 意外のお ほ 雪で あつたの も、 こんな 時候で あつたよ。 J 

r さう だ， なァ』 と 云 ひながら、 大野 は 少し 離れて 座 わって るお 鳥を兒 て、 『どう だ、 御機嫌 はいい 力、 

ね？』 

かの 女 は ほほ 笑んだ が、 ！ K を 向いた。 

r*i- の 細君 も 無事の やう ぢゃァ ないか？』 斯う 義 雄が 受けた。 

rg!? は、 ぎ别 きれお. j て、 きも ゆお y. ^ら, だよ 一ig も 何 かい ゃ昧を 云った さう だが、， 


「ま ァ、 いい、 さ • 僕の 事情の やうな もの ぢゃァ な いんだから 一 . 僕 も』 と 笑 ひながら、 『けさ • ゃグ. 

と 逃け て來 たよに 

『君が 惡 いんだよ』 と、 大野 は 片手 を 下向きに 火鉢の 少し 上に 浮け て、 それ を 上下す ると 同時に 幾度 

も 首 を 小刻みに 動かした。 

『役者の やうな 腐 似ば かりす る』 と 云って、 お 鳥 は渠を 初めから 嫌って ゐ るので ある。 今 もこの 榇子 

を、 憎しみ を帶 びて zt^s めて ゐ るのに 氣が 付き、 

『いや』 と、 渠は 恐れ入り ましたと 云 ふやうな ぉ辭儀 をして、 『お 鳥さん がいら せられた のでした、 な \| 

『ふん』 と、 また を， M いて。 

大野 は 話題 を轉 じて、 喪家の 社會、 殊に 劇場の 書き割り 賓 家の 社 會に * 卑れ 劣な 人物が 多い ことな ど 

を 惯慨し 初めた。 

『鼓 家社會 ばかり ぢゃァ あるまい よ』 と、 義雄は 答へ た。 『形式 家の まだ 勢力 ある 現代で は、 どの 社會. 

にで も、 新しい 思想 を SIM し 得る もの を 除い ちゃ ァ、 みんな 係 善 者で なけり ゃァ 卑劣 家ば かり、 さ。』 

「大きに さう だ 11 fl;? も 蟹の 鐯 詰めな どに 熱心す るの を やめて、 お 互 ひに しッ かり 戰 つて 行かうよ 9 

君 は 詩人、 僕 は ま，^家 ぢゃァ ないか？』 

毒藥女  五 二三 
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『さう だ、 ね』 と、 義維も 答へ た。 が， 戰 ふの は 自分 一個の 力に あるので、 如何に 親友で も * 自分と 北ハ 

こ 自分の 覺 する だけの こと を is: 行す る もの はない の だと 忍った。 落ち 付いて、 腹の 底から 出る 聲で、 

は. S す. Q ぢん 

『然し、 ％ は- この場合 * どうしても， ぁの|5^.纖をゃらなければならなぃ —— 背 水の 阿 を 張って ろ 様な 

もの だから、 ね。』 

『それ もさう、 さ、 な。』 

『あたい、 (t;: て來 る、 わ』 と、 お 鳥 は 立ち あがった。 

『ぢゃ ァ- 手に しなよ！』 篛雄 はつ ッ 放す やうに 答へ た。 もと、 一 一人で 一 一 階 を 借りて ゐた氷 川の 家の 

ぢょ 

細君 ！ と 云っても、 一 老人に 對 する 下女 あがりの 妾 11 が 手紙 をよ こした。 前に かの 女が 勝手に 頼ん 

む ほん 

で 置いた 勤めの 口 だと は 云って るが、 何 か 集に 對 する 反逆 をた くらんで ゐ るの かも 知れない と 思った 

ので、 その 手紙 を 見せろ と 迫った の は 今し がた のこと だが、 どうしても 見せようと しなかった。 見せ 

ない Q はこれ までに も 度々 あった ことで ** 身う ちからの らしい の もさう して どこかへ 隱 して ゐた o_l$ 

母さん、 うちのお 父さん は どこに ゐ るので しょう』 と、 義雜 自身の 子が 云 ひさうな 子供の ハガキ も • 

義雄 はかの 女の 留守に こ ツモり 机の 引き出し を 探した 時に、 ふと 發兑 したので あつたが  

『どこ へ いらせられます か、 奥さん は？』 


「なんでも ええ！』 ぉ^^？はぶりくして階段を下りて行った。 

^5千戶の|^^音がしてから、 大野 は 障子の あは ひから 外 をの ぞいた。 再び 座に 着いて から、 

『よせよ • おい、 あんな 女！』 

『俟 だッて II その 時機 を兒 てゐ るんだ』 と 云って、 義雄は ゆ ふべ のさ ま を 思 ひ 出した。 逃け よう、 

逃け ようとして • とうくい やな 嚴 まで 引ッ 張って 行かれた。 お 鳥の 關 係に 於ても、 あの かな 臭い 溝 

を のぞき 込む やうな 場合にまで 立ち至つ たこと も ある。 

『俊が 今 俊 は t:^ の 似 言 を 言って、 しッべ い 返し をす る 様 だが、 ね』 と、 大野 も靜 子と 結婚す る、 し 

ない の 騒ぎに、 義 雄が  一 大野の もとの ，1 にの 方に 肩を持った 時の 言葉 を 持ち出して 來て、 『よ ッぼど 

細^の 方が い- -ぢ ゃァ ないか？』 

『情けない こと を 云 ふなよ。 僕 はも ッ とく 新ら しい 生活 を やりた いんだ。』 

『それ も^の 說 だから 恶ぃ寧 もなから うが 11 まァ、 あんなへ たな ラシ ヤメ ン じみた 女 はべ ケ く！』 

『だから * どうせ 兩方 とも やめ • さ。』 

だ  <： ふてき 

大野 は、 それから， 芝居の 興 紫と！； 本 作者の 立ち 場と を 妥協 的に 論じ、 座の 方 は どこ へ でも 關係を 

しき  ナ 1 

つける から 今日の 兌 物に 分る 程度の 新ら しい 脚本 を 書け と、 頻りに 義 雄に 勸 めた。 

審藥女  五 二 五 
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が、 義進は いづれ 脚本 は 書く が、 そんな 妥協 的 態度で、 とても、 自分 等の 考 へる やうない い 物は誊 

ける もの ぢゃァ ない と 答へ た。 

A しふ 

義進 は、 大野に つれられて ビ ー ルを飮 みに 行き、 暗くな つて 歸 つて 見る と、 加 集が 来て、 下の 老ぉ 

君と 一 一人で 話 をして ゐる。 

渠等 二人が 二階へ あがる と、 加 集 は 云った、 

『あの 婆テ さん は 話し 好 ッきャ ぜ。』 

『さ うだらう、 亭主が いつも 遲 くで なけり ゃァ 仕事から 歸ら ないから、 その 間は玀 りで ぼつねん とし 

てゐ るん： u。』 

『田 村さん は さんにば かりく ッ ついて て、 1 向 下りて 來 ません と 云 ふて たせ。』 

『まさか- そんなお 相手 も 出来ない ぢゃァ ないか？ .1 そして、 君に お 鳥 を 貰へ と 云はなかった か、 

ね？』 

『  n 加 集 はちよ ッと 赤い 顔 をした が、 『そんな こと 云 やせん。』 

『それ ぢ ゃァ、 ^も 安心 だが、 ね』 と、 義雄 はわ ざと 冷 かし を 云って 見た。 


Tgg れに聽 いた？ j 

«  f んばゥ 

『淸 水に も、 我善坊 でも。』 

『よせ * 下らない！』 かう 云って、 義雄 はこん な 男に しい こと も、 短い こと も聽 かせる に 及ばない 

と つた。 しゃべろ 扠 もしゃべ る 奴なら、 聽 いた 奴 も • 面白さう にこ こから 又 我 善坊へ 出かける に は 

及ぶまい！ これ も * 自分に 兩 方の 女に 對 する 若しくは どちら かに 針す る眞實 の 愛がない からだら う 

： メ-'  ，-.  P  .  また かう やく  かんじん 

11 =f おし それ 力 あら は、 こんなぐ らくした、 ふた 股膏藥 じみた 男の 出入 は i$ 止す ろ！ 『扦 賢の 用 は 

どうしたい、 きの ふの —— ？.』 

r 二三 皮 行て 見た が、 いつも 留守で まだ 會 へん。』 

『ぢ ゃァ、 その 方 を もッと 熱心に やって ^たらい いのに o』 

『やる よ、 心配し ないでも』 と、 笑って ゐる。 

『何の 爲め にぶら.， （ \1 -てゐ るんだ』 と 云って やりたかった。 

格子が 明いて- 締まった やう だ —— 

『淸 水さん です か』 と 云 ふ婆ァ さんの 聲 がした。 

二人の 眼 は、 見えない 階下の 方へば かり 向いて ゐ. 

f ええ。」 

毒藥女  五二七 
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障子が 靜 かに 明いた —— 

『塞かった でしよう 11 ？』 

障子が 靜 かにし まった i 

『そんなに 效>  いこと も —— へ。』 

はしご 段が 靜 かに とん、 とん、 とん I 義 雄の 耳に は、 お 鳥の いつも 人前で はな かく を かしい 程^ 

取って る その 樣子 までが 聽 えて 來る。 

去年の 暮 1 に 買って やった 細長 い 鶴の 毛シ ョ I- ルを 二つ に 折つ て 、 これ を 片手に 持った 力 r ノ女 力お" 

はれた。 

いつもに ない ほど • にこく、 にこく して ゐ る。 

『や ァ、 女優さん のお 歸 りか？』 かう、 あぐらをかいて 見 あけて ゐた加 集が 云った。 

『BK:!』ivi かし さう に 顔 を 赤く して にらみ 付け、 坐り もしないで i 鹿  早う 住んで？. おれ， J 

『そない に』 と、 ちょ ッとロ をと がらせた が、 加蘖 のます， （- 輕簿笑 ひの 心 を 加へ たのが 義 雄に 讓め 

た、 『おこらんで もええ ぢ やない か？』 

リ-、  かん 

そして 穀雄 はこの ありさま を兒 て、 ぎって かの 女の 外出 事件に 遠った こと もなか つ たの を 感づ レ 


と ンと强 く 叩きつ ける 煙管の せ： "がして、 

「わたし を 何 だと 忍って るんだ よ！」 

r ……； . 』 

「假 りのお めかけ や、 たまに 旦那に 來て赏 ふ 圍ひ者 ぢゃァ ないかよ！ J 

r  』 

『お 前 の 女房 だ 位 は 分ら ない 野郞 でも あるまい！』 

「分って らァ、 な。』 

『それに 何 だッて * うち を 明ける の だよ？』 

義雄は 朝-像 をし まつてから、 机に 向って ゐ たの だが、 下の この 怒鳴り 聲に 耳が 引ッ 張られて ゐた。 

また 1 騷ぎ ある だら うと は、 婆ァ さんの ゆ ふべ の 心配し かたで 豫 期して ゐた。 お 鳥 はけさ も 何だか 慰 

め を 云って 聽 かせて ゐる やうで あつたのに —— 

『仲 11 のっき 合 ひだから、 仕 かたがね い、 さ。』 

r つき 合 ひ、 つき 合 ひッて * 幾度 あるの か、 ね？ そんなつ き 合 ひは斷 つてし まひな さいと 云った ぢ 
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ろく 

ゃァ ないか？ 碌に かせぎ もしないで. IJ 

『うへの 先生で もやつ てること だァ、 な M 

『先生が お 手本なら、 直ぐ、 け ふ 限り • わたしが 斷 つてし まうよ OJ 

『斷 わるなら • 斷 わるが いいが、 ね。』 

なまい I 

『生 意氣 をお 云 ひで ない！」 

義雄は 自分の 女房より 1 段 どころ か、 1 】 段 も 一 二 段もう へ を 行く 女 も あ るの だと 思って ねる の だ。 

『何 が 生意氣 でい 11 これで も 貴 さま を 年中 噙は せて やつ てら ァ！」 

『喰 はせ る だけなら、 ね、 犬で も 喰 はせ るよ！ 米の fi^ が 南京米に なり、 南京米が 麥 になり 11 J 

『：！： だ、 この 婆々 ァ！ 見ッ ともねい こと を 1K ゃァ がって！」 

『なぐるなら、 なぐって1!1>^0！ 働き もない 癍 に！」  に 

取ツ 組み合って、 ぁッ ちの 障子に 當り、 こッ ちのから 紙に ぶっかり してね る やうで あつたが、 大き 

な 女のから だが 簦 の 上に 投げ飛ばされる やうな 苷 がした。 

*R よろ 

『婆々 ァ 女郎め！』 

r 殺して やる から * さう 思へ！」 

臺 どころ の 方で がた く 云 はせ てゐ たが • またと ッ 組み合が 初 まったら しい。 


「おい.' 行って ろよ」 と • 義雄 はお に 云った が、 

「あたい、 おそろしい』 と， ちいさく なった。 

が 下りて 見る と * 婆ァ さん をね ぢ 街して、 その さか 手に 持って ゐ る出齒 庖丁 を 亭主が もぎ 取った 

ところであった。 

「どうしたと 云 ふん ひす、 ね？ •」 

ごん IS やう 

「あの 野郎が まだ 目 を さまさな いから』 と、 婆ァ さん はから だ を 起し、 「今、 投性 をつ けて やら ラ とし 

て。」 

「どッ ちが』 と • 立った まま 荒い 息をして、 r 腐った 根性で い？」 

て 之 

『手^に —— きまって —— らァ、 ね』 と、 これ も 息 を 三度に つきながら、 立ち あがり、 長火鉢の 座に 

行った。 そして 義 雄に、 『どうか 11 火の 方へ 11 お 近く。」 

亭主 は、 庖丁 を 臺 所の 方へ 投 けてから、 婆ァ さんと さし 向 ひの 座に ついた。 そして、 

けんく わ  S  n 

『あり 勝ちの 夫婦喧嘩 ですから、 どうか 惡 からす」 と 云って、 若い が、 こんな 場合 だけに 血の 氣の失 

せた やうな 顔で 笑った。 

雄に は、 この 男が こんな 老母の やうな 女 を 女房と 思って ゐられ るの が 不思議な ほどであった。 ナ 

ッと i おい 時からの くッ つき 物なら 知らす、 まだ この 二三 年来の 慣れ 合 ひだと 聽 いてる ので、 ただいろ 
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んな 好き，^ も ある もの だと 思った。 

『ま ァ、 喧嘩 をす るに も 及ばない でしよう。』 

『濟 んで兒 り ゃァ』 と、 眞 面目な 顔つきで 亭主 を 見なが ち、 『馬鹿々々 しい ことです が、 ねえ。』 

『あは、 は』 と、 亭主 は 笑って 見せた。 

つ  一、 よ 5i> ん 

『女と 云 ふ も Q は 思 ひ 詰めり ゃァ、 われながら おそろしい ものです から、 ね —— まァ、 先生 も 御用 心 

なさい ましよ。』 

『十分 用心が 必要です、 ね』 と、 ただ ほほえんで ゐた。 

『わたしが 先生の 臭さん なら、 を どり 込んで 殺して しま ひます が、 ね —— まだ あなたの は、 敎 おもお 

ひ. A 

あんな さるでしょう から、 おとなしく 控 へて ゐらッ しゃ るんで す， わ o』 

『さう でもない の だが —— 』 かう 云 ふ 人 * が 望む 敎 育なる ものが、 今日の や うぢ ゃァ、 これ を與 へる 

ものの 方針に 非常に 問 違った ところの あるの を • 錢 S- は どこかで 訴 へたく ッ てなら ない ので ある。 『斯 

うすべ からす』 の 消極 槪 念が 殆ど 敎宵界 全部 を 占領し、 『斬う すべし』 がまた、 ほんの 形式にば かりと 

どまって ゐて、 有識者と 云 はれる ものが 凡て、 如何に 嚴格 でも、 また 如何に 熱心ら しく あっても • 空 

に 他を敎 へようと して、 少しも 自己の E 行 如何 を 反省し ない！ 何の こと はない、 法律と 敎育 とで 以 

つて わが！： 人 は. E 由なる べき 人閒木 能の 誠實 を， わざく、 無意義に 制お せられて ねる ばかり だ！ 


たと へば •  it と：； ムふ形 その物が 道德 でも" i^K でもない。 章 S が旣に 違った 以上 は • その 形の 破れ 

て 新た まる Q を；^ める 法律が 必要 だ。 同時に、 また、 婦人から 云って 兄れば •  くッ 付き物が St れた蝎 

八" に そこに 玀 文す ろ 精祌ゃ 生活法が いつも 4 備 して ゐ ると ころの 敎宵を * 不斷 から、 へられて ゐな 

けれよ ならない。 お 鳥 Q やうな もの や この 婆ァ さんの やうな、 身 を is^ てて 低い 生活に 安んじられる も 

の は、 1^ ろ どんな 敎育 でも 入り はしない としても • 中流 生活の 婦人が 敎宵 ではない 癖に 玀立 生活 的 

敎 の 素養が な いのは、 わが H の發" を 害する 最も 太なる 缺陷の 一 つで * 自分が 千代 子に 苦しめられ 

てゐる の も それが 爲 めだと S 心った。 

『どうせ こんな こと を 云った ッて 分らたい』 のおから、 義雄は 再び 『もう 啶曄 はし ッ こなし、 さ』 と 

云って、 二階へ あがった。 

m や もラ， ？ S ぎょうと する 或 日の 正午 前 Q こと， お 鳥 は 小さい 聲 で 歌 ひながら * 三味線 を严 ^ り 

ざら ひして ゐた。 

義雄は 机に 向 ひ、 ^！^の啼き！ぉも乞食の哀訴も聽ぇなかった。 

が、 .J& と、 自分の 耳 を 疑 はせ る やうな こと を 叫んで る ものが ある。 女の やう だ — 否 • 自分の 妻 P 

やう だ — 
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『あなた、 少しう ちへ 歸 つて 下さらな いと 困る ぢゃァ ありません か？ うちば かり 明けて — うち 力 

どうな つても li はない と 云 ふので すか？ 子供 だッ て、 云 ふこと を聽 かないで —— あなたが ゐな いぢ 

ゃァ、 どうす る こと も出來 ない ぢゃァ ありま せんか？』 

よ ォ 

『馬鹿！』ー媳は^|かに應じて立ちぁがった。 そして 肉眼の 力，^ ふさいで みたい やうな 豫期 をしながら、 

障子の すき 間から 下 をの ぞいて 見た。 

道ば たに 並んで る 櫻の 枝々 から は、 昨夜の 雨に 打 たれた 殘 りの 花びらが、 まだお もた さう に ひらり、 

ひらりと 落ちて ゐる。 その 中 を、 かの 女の あ ふ 向いた 顏 だけ Is^ えたが、 段々 あとす さりして 下の 方 ま •  • 

で 姿 を 現 はしながら * なほ 叫びつ づけて ゐる —— 

『困ります から、 早く 歸 つて 下さいよ。 子供が 云 ふこと を聽 きません！ どうか お 願 ひです から、 

歸 つて 下さい！ ほんと に、 おねが  』 

がッ くりと 倒れ かけた —— 櫻の 一 つの 根 もとに 敷かれた 乞食の こもの 端に、 はき 物の かかとが 引ク 

かかった の だ。 

『お助け』 を やめて、 ぼんやり 仰いで ながめて ゐた 親子が、 『あは、 は』 と 笑った。 

が、 それ を じろ りと 一瞥して、 かの 女 は にから だ を 踏み こたへ た 11 

『お 願 ひだから、 ちょ ッ とで も歸 つて 下さい！』 


「l;il^ ぢゃ、 なァ』 と 毒々 しく 云って、 いつのまにか 後ろへ 來てゐ るお 鳥の 手が、 義 雄の 背. T にと ま 

つて 渠に 顫え を傳へ てゐ た。 

r 旦那、 na? ともない ぢゃァ ありません か？』 下の 婆ァ さん もい やな 顔 をして あがって 來て、 かう 云つ 

た。 

『なァ に』 と、 婆ァ さん を 叱り付ける やうに * 『ぅッ ちゃって 置け、 置け ー』 

r あなた はいいと しても * わたしの うちで 困ります、 わ。』 

「あなた、 聽 えません か？』 

r ま 云 ふて る！』 お 鳥 は婆ァ さんに どうしょうと 云 ふやうな 樣子を 見せた- 

『わたしが IB^ も 角 下へ 通して 澄き ましょう か？』 

づま 

「さう です、 な， 11 どうか』 と、 お 烏の 聲も息 詰って る やう だ。 

「あなた —— あなた —— ゐな いので すか？』 

又^いて 見る と、 『聽 えません か、 ゐな いのです か』 とおめい てる その 前 を、 職人 觼の 男と 女舉 生と 

どこかの 夫人が 刖々 にじろ く 見返りながら 通って 行く。 

乞食の 哀訴 は それらに 對 してし なかった やうで ある。 

がらり と 格子戸が 明いた — 

赛澳女  i 五 


泡, ぶ： a  0§  五三 六 

『奥さん』 と * 婆ァ さんの II して ゐる やうな 強い 聲 がして、 『ま ァ、 こちらへ お 這 入りに なったら どう 

です、 ね。』 

『ほんと に、 困って しまう！』 千代 子はづ かづ かと こちらへ 歩き 出した。 

『あたい * 知らん！』 かう 云 ひ 放って、 お 鳥は惠 の 方へ 向った 窓ぎ はへ 行き、 向きに 窓の a ン 中の 

注に 身 を もたせかけた。 

義雄は * おもて 窓に 向った. E 分の 机に 對 して、 坐 わった。 

k  げんくわん 

子 戸が • かたりと 荒々 しく 締 つた —I 玄關の 障子が また 荒々 しく 綺 つた 11 

『二階でしょう。』 

『へい 11 』 

あら 

どた/. \、 どた と 荒い 音が あがって 來た。 

『どうし たんです、 ね、 あなた！』 

『  』 

『子供達が 云 ふこと を聽 かないで、 让 やうがない ぢゃァ 御座いま せんか？  J 

『  』 


r 聽 えない のです か？ J 

『  』 

『つんぼです か？』 

ft ほ  ちょ 

『  i 義 雄が、 ふと、 惡 かった 一 方の S. も先づ 直ったら しいの を 思 ひ 出して ゐ ると • かの 女 はつ 

づけて、 

『たと へ かたくの 环は まだす U らな いとしても、 一方 は聽 える でしよう？』 

『  』 

『返；？^ど おしなさい！ 子供 が 1 』 

『1^ れ！ 子供 は * ほんの、 かこつけで、 贵 さま 自身が だら う？』 

『  』 千代 子 は- 1 つ？ k が 突然 ふり.：！： いて^む^.^ 服の 力 を 受けて、 1^ 色 じみた 顔色 をち よ ッと赤 

くした。 

かつ 女が ト指ー 木で でも ひ-われば 倒れさうな 足 もとで、 Si を あがった ところから こちら を 

見詰めて っッ 立って ゐ るの を、 一 や〉 でも 近 よらせな いと 云 ふ 勢 ひ を 見せて、 

『して • 子供の ことぐ らゐ を^ 分： H 來 ない 女 だから、 馬 なんだ！』 

r さラは 行きません よ —— 』 
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『よせ！』 

『父親が あるのに 留守ば かり ぢゃァ 11 』 

r めえ  AJ つと 

r おれ は、 ね』 と、 分らせる やうに 念 を 押して 、『手前の ゐる やうな 家に ゃァ 父で もない！ 所 天で もな 

い！』 

『馬鹿 をお 云 ひなさん な！』 

『分ら や 屋！』 義雄は それ ッ 切り 漠を 向いて、 そ 知らぬ ふりに なって 考 へた —— おれ は、 妻に 針して 

もこん な こと を これで 一 二度 もやら せて 置く だけが * まだ 弱い 11 妻 も矢ッ 張り、 その後ろ に來 てるる 

婆ァ さんと 同樣、 全く 自分の t 謂 無敎育 無自覺 だと。 けれども 心のう ちで 『若し 少しで も あいつに 理 

解 力が あったら、 それ を 糸口に して、 おだやか にあの 狀態を 改^して 行かせる のに！』 

ぢょ  力 

『どッ ちが 分らす 屋だ J とつぶ やきながら、 かの 女 は 二三 步ぉ 鳥の 方へ 行って、  * 

r あなた も あなたでしょう、 うちが 困る ぐら ゐ のこと は氣が 付かない こと ァ ないだら う！』 

『  J 

『自業自得で 因業な 病氣 にか かって、 さ • 入らない おかねまで つか はせ たんです よ  その 衣 物 だ 

ッて、 搏 ら へて 貰つ たんだら う  あすこに 排 つてる 白い： _2 卷き だッて * 買って 貰つ たんだら う！ 

国 ひ 者.. お取りで、 三：^ 線な ど彈 いて！』 


「さ ァ、 わたしの 出る ところへ お出なさい！』 

「何 をす る！」 と， お 鳥が 云った。 

義 雄が 胸お もく 張り詰めて ゐる 怒り を 動かして 急に ふり 向く と、 お 鳥の 廣島 銘仙の 袂を 千代 子 力. - 

り i ん だの を- 摟 まれた 方が ふり 切る ところであった。 同時に、 お 鳥は訴 へる やうな 目 を こちらに 向 

けて ゐた。 

『どこへ 出 るんだ！』 i は 飛び込んで 行って 、『この 氣違ひ 婆々 フ ！』 

『婆 ケアで も、 可で も、 出る ところへ 出たら、 分ります！』 

『自分で^て』 と， お 鳥 も 負けない 氣で 、『巡査の やうな ものに 笑 はれて 来い！』 

「荧 はれる の はお 前さん です よ —— あなた も』 と、 千代 子 は 義雄を 返り 見た が、 鋭い にらみ を 避け 

る やうに して、 『こんな 見すぼらし いとこに ゐ ないだ ッ ていいでしょう？』 

『可 をぬ かす！』 ： 免 は 思 ふさ ま 千代 子の SS つら をぶ つた。 

r そんな 手荒い こと は』 と • 婆ァ さんがと めようと した 時 は、 千代 子 は旣に ST さまに 倒れて ゐた 0 

『ぶつなら、 いくらでも 御ぶ ちなさい』 と、 案外け ふ はおとな しく 起き あがって、 

3.M へ 出れば 分る の ですから。』 
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『そんな こと を， 奥さん、 云 ふ もの ぢゃァ ありま せんよ。 あなた も恥ぢ なら、 且那 さんに も耽ぢ でし： 

よう？』  . 

『恥 も 何も かま ふ ものです か？』  一 

『さぅ，き『ぉ^1^『4になっちゃァ、 あなた 11 まァ、 下へ.^ 小て、 氣を 落ち 付けな さいよ、 且那 さんや 淸水ー 

さんに は、 わたしから またよ く. & します から。』 

義雄 もお 烏 も 他の 一 I 人の 様子 をば かり つめて ゐた。 

婆ァ さんの 片手に 脊中を 押されて 段 を 下り かけた 千代 子が、 こちら をち ょッと 恨めし さう に ふり 向 

いて 見た 時、 かの 女の 少し 前に 反った 大きな 前齒に 血が 付い てるのが 见 えた。  一 

『早く 引ッ越 すんだ！』 かう 云 ひ 放って、 渠 はどうせ 行くべき 北へ 行く こと を m 心った の だが， ぉ^^^はー 

さう と は 知らす、 

『それが ええに きまって る、 さ。』  一 

一。  \ 

毎日の やうに やって 來る^ 船 だが • その 引き受けた 要件 を I 向 はか 取らせて れな いので、 薪 雄 も 

b,Mi- 身に なりて、 はく 方々； の 玉 突 2i へ 通った。 ； ， I   ,  ■  


た。 さう 親しく もない t:: 史ゃ iti.^ い 銀行員 等と も 勝ったり、 負けたり した。 

多少で も 名の 知れて ゐ る文樂 者と 云 ふので、 知らない 人 * までが 面白半分に、 1^ の 周圓に はいつ も 

^i-って來た。 

rw+. さん、 i の鏠 詰と か はう まく 儲かります か』 など 云 はれて、 義雄は 一 生 懸命に やって ゐる 勝負 

の懷を 折られた こと も あるが、 

『まだ その 時節に はならない のです』 と 答へ ながら、 遠く 離れた キン 玉 を 力 1 杯 出して 取らう とした 

が、 一方 Q にか S つて 一た びコ シンに 這 入り、 それから 自分の 玉 は縱に 二た び往來 して、 なほ その 餘カ 

が フロク になった。 

『あは、 は、 は！』 見て ゐる もの は 一 切に 笑った。 

『でも』 と、 義雄も 微笑しながら、 『當 つたの は當 つたの だら う。』 

『さう きつく 突い ちゃ ァ、 象牙の 玉で もこ われます よ』 と、 女ボ ー ィも 口を出し. 

『こわれたら、 辨償 する だけの こと、 さ。』 

『然し^る こと は 善く 當 る！』 かう 感心した やうに ささやく もの もあった。 

こしな に は * 義雄も 額 を 油 ぎら せる ほど 調子 づ いて ゐ るので ある。 そして 夢中に なった 時 突き か 
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たが 普通の 正しい 姿勢と 違 ふので、 それが おの づ から 蕖の 一 特色と なって 他人への 愛 接の 種と なった。 

渠 はこれ を 別に 頓着し なかった。 

或 をん な 友人が 西洋 料理 を 計 劃し かけた 時、 

『田 村さん なら、 實 費で 通す から 常連 を つれて 來て 下さい、 ね」 と 云った。 

『そり ゃァ よから う —— あなたの 爲 なら、 廣吿屋 の 代りに もなら ラ』 と、 渠は 冗談 半分に 答へ た。 こ 

の 計 割 は 立ち消え となった。 

ところが、 今回 加雍が I 人の， 玉 突屋を 開業した いと 云 ふ 人 11 これが 金 を 貸さう と 云 ふの だ .1 

に 紹介して 置く と 云って、 義雄を 京 橋へ つれて 行った。 

『おれに 常連 を頓 むは、 眞ッ平 だせ。』 

『ええ ぢ やない か、 二百 圓が 出來 さへ すり や？」 

この 人 は 義雄も 知って る 或文舉 者の 弟で、 新ら しく 手 を 出した 出版業 を この頃 大抵に 見 ffi り、 築地 

椅の そばの 或 家の 二階 を 借りて • 年う への、 何だか 分らない 女と 同捿 して ゐ るので あった。 よくく 

おなじ やうな 人間に ぶっかる もの だと、 義 雄は考 へた。 

『僕 も 大切な 金で』 と、 主人が おもく しい 氣分 になった の を 義雄は 見と めて、 おのれ も その 氣分を 

解した と 思った が、 『加 集 君の 紹介で も あるし』 が、 蕖に錢 かされて は、 力の ぬけた 言葉であった T ま 


？ 5；； の爲 めになる のなら、 融通して あけても よいので す o」 

「無論 * 僕の 事業 費に 追加が 必要な のです から。』 

『それ は 加 i:;!^ おからよ くう かがって るます し • 君の 事 紫の 有望な の も 分って ますが — こ の 急場 さ へ 

切りぬ けたら、 あと はどうで もええ と 云 ふやうな — 』 

『そんな 無責任 はしません！』 

『無論、 Jl?; のこと だから 11 然し 信用貸し ですから、 念の S めに 申して 置く のです。』 

義雄 はぁッ ちの 季候で は、 この頃 やう やく 蟹が 取れ 出す ので、 六 七月と なって 收 獲の 絕 頂に 達し、 

八月の 半 頃までで 一 先づ おしま ひになる の だから、 先づ 九月】 杯に 返却す る 約束なら、 決して 苦しい 

こと はない ことな どを說 明した。 

『然し 僕 は 君の?^ さんの 文 學 に は 反 封で、 よく 攻 華の 矢 も 向けお が 11 それに 關保を 及ぼして 貰つ ち 

ゃァ闲 ります が、 ね 11 』 

『第 一 、 兄と は 別に 關係 のない 金です から — 』 

『さうなら 實に 結構です。』 

！ 二人 は それから 近所の 玉屋へ 行った が、 義雄は 他の 二人の 敎へ 手であった。 
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渠は玉 を 突きに 出さ へ すれば、 どうしても 夜の 十 一 時 か 十 1 一時で なければ 歸ら なかった。 

お 鳥 はこれ を 怒って * いつも さきに 褥へ這 入って ゐた。 

「おい、 ぉ孃 さん、 どうしたい』 などと、 一 杯 機嫌で その そばへ 坐 わると • 向 ふ を 向いて る まま、 も 

ら寢 をして ゐる こ とも ある。 そして 突然 こちら を 向いて、 

「あたい を 大事 にしない から ぢ やな い か？』 

ぢょ 

.1 は- ランプの 光が 直接に かの 女の 顔に 當ら ないやう に、 その 方へ、 原稿紙の 半切れ を 笠に 張って 

目 隱しを した その 蔭 を 向け るので あった。 

『閨中 美人！』 そして 猿 多 ぢゃァ ないかの 疑 ひ は、 もラ、 ほんの、 形式的に、 の あたまにく ッ 付い 

てゐた * 

或 夜 * 風の 氣味 だからい つもより 早く、 九 時 頃に 義 雄が 歸 つて 來 たら， 女 はちよ ッと 出て 來 るから 

と 云った だけで、 明るい うちに 外出した まま ださう だ。 

『どこへ いらし ッ たんでしょう • ね？』 

r さァ —— 』 

『もう、 ぉ歸 りなさい ませんで は、 ねえ — 』 


「さァ —— ，』 

「女お ひとり ぢゃァ • こ G 頃 ァ物騷 ですから。』 

『なァ に • あいつの こと だから • また 引ッ かきむしる なんかして  』 

『う ふ』 と、 婆 了 さん は 笑った。 きの ふ、 女房に しろ， しな S と 云 ふ 喧嘩 をして、 義 雄が 首ッ 玉のと 

ころ を かきむしられ たの を， かの 女 は ひ 出したら しい。 『あのお 方も氣 のきつ いお 方です • ね I 今 

どきの 若い おです から 11 でも、 まだ あなたの 奥さんの はう が 餘ッぼ どい いぢ ゃァ 御座いません か？』 

『さう です か * ね？』 いい加減に あしらつ てから、 長火鉢の そば を 離れ、 二階に あがる が 早い か、 あ 

かり を寸 けて 戶棚を あけて 見た。 渠が 心配した やうな ことで はなく、 女の 荷物 は そのまま 殘っ て ゐる。 

その代り、 また それ以上の 心配が われ 知らす 浮んだ。 

『まさか I 』 と、 打ち消しながら も • あの 時 を 11 あの、 千代 子が ここへ 踊り 込んで 來た時 を — 

2- ひ 出さす に は ゐられ なかった。 千代 子が 歸 つてから， 女 はまた あいつ を 早く 追 ひ 出せと せがんだ。 

義雄 はさう 容易に 法律が 許さない と 云って 聽 かせた。 II お 鳥 は， すると， 负け ゐ るから ぢ やない 

と突ッ かかった。 いや、 さう ぢゃァ ない と 押さへ 付けた。 -1 その あげく、 女 はむ ッ としてし まつ 

r-.  rs- も 云 はないで 出て 行った。 義雄 はせいく したつ もりで、 散歩に 出た。 長く も 留守に して ゐら 

れ ないい.^ があった ので、 何げ なく、  ml まへ 登って 見ようと 云 ふ氣を 起した。 银日、 毎日、 障チを あけ 
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さへ すれば さし 向 ひになる 山 だが、 これまで 登った こと もなかつ たの だ。 

すると • この 山の • ぁッち 側の 急傾斜に. 1 したと ころで、 女が こッ ちの 来たの も 知らす * 松の 枝に 

自分の 細 を 結びつけ. * その 出来た 輪に つかまって、 今にも 首 を かけよう として ゐた。 

渠は その そばへ 驅 けて 行って、 惽々 しい ほどに 怒 罵の it を かけた、 

『何 をす る！』 

「死ぬ！ 死！』 女 は 渠の手 を ふり 切らう とした。 そして 泣き ffi になって、 『どラ せ  みなに  こ 

ん なに 恥ぢを かかされて —— お母さん にも、 兄さんに も濟 まん！』 

r 何も 死ぬ にや ァ 及ぶまい —— 』 どうせ、 こッ ちに 對 しちや ァ * もう、 半ば 死んで ゐ るの だから、 ね、 

とまで も 云 ひたかった。 また 一 方に は * 申し わけに 死ぬ の は、 .& しわけ をし なかった と 同様で はない 

か？ ：iS にば かり 執着す る渠に は • これほど 無責任な ことはなかった。 さう 云 ふ 心のう ちで、 『馬鹿 

だ、 な ァ！』 

r 實際， 死ぬ 氣 であった のか』 と， 篛雄は あとに なって 尋ねて 見た。 

『さう、 さ！』 

f ぢ ゃァ、 なぜ 兄から 盗んで 來てゐ ると 云 ふその ァヒ サンで 死なない  もう、 棄 てた のか？』 

r あれ はも ッと 大事な 場合で なけり ゃァ — 』 


ri 一度 も 三 皮 も 死ねる 氣 かい — フそを 云つ てら ァ。』 

かう 云 ふ對話 もあった の を 思 ふと. 然し • また • 今夜 は、 うちにね ないだ け、 何も 事件が ありさう 

でない 一 まさか 外で 毒藥を 服用し ようと は！ 

攮 は 風邪の 熱 を 出さう として、 水 を 大きな コップに 三 四杯飮 み、 獨 りで 寢 どこ を 敷いて、 そこへ も 

ぐり 込んだ。 

寢 苦しい ので * 右 を 向いたり • 左 を 向いたり. うつ 伏しに なったり しながら、 築 は 女の 歸りを 待つ 

た。 —— 

お it は * おれに 身 を まかせる 前に、 ちょ ッと 朝鮮人へ 目兒 へに 行った ことがある ぞ！ 然 L あれ は 

仲働きの 候補で、 いや だから  一 n でよ したと 云った。 

KM の隱： のめ かけで いいなら * 十圓の 口が あると • 桂庵から 聽 いて 來 たこと も ある さう だ。 

おれのと ころへ 來 てから、 病院 通 ひの 外 は. さう 獨り で 出歩いた こと はない。 

『どうせ、 あたい は n! かけの 身 だ 11 恥 かしうて、 うか，/ \ 外へ も 出られん J1 と 云って ゐた。  

渠は 苦しい ので 左り を 向いた。 

r けれども、 どうせ こんな 身分で ゐ ると きまったら * お前の やうな 貧乏人 は 相手に しゃせん。』 —— ひ 

ょッ とすると、 ああ 云 ふつ もりで、 . 何 かの 野心 を 起した の ぢゃァ なから うか？ 
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あのが i の 森 かゆの 下女 細君、 あれが そんな 風な 口 を かけて ゐ るの ぢゃァ ないか 知らん？ 一度， 

探が 十 氷てから * よく あすこへ 行きく する。 1 ^ 

蕖は右 を 向いた。 

今^も 亦 あすこなら、 高が 知れて ゐる I. が、 II あいつ は、 二三 軒の 口入れ屋 を步 いた 經驗が あ 

る。 いざと ならば、 今度 は 大膽に その 暖籐 をく ぐれよう — ？ 

現に， この 隣り の 桂庵 婆ァ さん も * こないだ、 變な なぞ を かけた と 云った 。あの 婆ァ さん は お.. - 

のお ゃぢの 生き てる代から、 おれのう ちへ 出入して ゐ たのが 分った。 して 見る と、 今 は 逃げて 去った 

機 母が まだ ゐる時 • 繼母 がお 鳥 を 第 一 に 紹介した 口入れ屋 はこの 隣り であった らう。 

『下らない こと を 11 』 と-: IZ 分で 云って * また 寢 返りした。 

^母 を 愛して ゐた父 は 死スだ 11 その 葬式 はま だ その 時 生きて ゐた 隣り の和尙 さんに 頼んだ が • お 

れは どんな 形式で 以 つてで も宗敎 家の 手で 葬られたくない。 これ はおれの 主義 だ — まさかの 時の S 

めに、 おれ は 千代 子に も， お 鳥に も 云って 聽 かせた • おれが おれ を 去る 時 は、 決して おれの 主義 を 恥 

かしめ るな と。 

宗敎 n 形骸で はない か？ たと へ 宗敎心 11 は あると しても • 却って 宗敎 その物に はない C  ^そ 

, の 物に 執着す る 努力 を宗敎 心と 云 ふなら、 刹那 刹那の 實生沾 がそれ だ。 今の おれの 苦悶が 乃ち 宗^心 


i 


いつのまにか， IS は • 仙臺の 耶蘇 敎舉 校に ゐる時 • 松^^5へ行って度々獨^をしたことゃ• 中 舉敎師 

をして ゐる 時、 土曜日から：！； 曜日に かけて や， 叙 山へ 登り， いろんな： _M 文 を 調べた ことな ど を 思 ひ 出 

して ゐた。 すると、 自分の 義兄の 幼時からの 遊び仲間であって、 自分 Q 尊敬して ゐ た比氯 山の 僧で、 

十五 年 も 山中の 業 をした ものが、 業 を 終へ て 下山す ると 直ぐ • 村の 女の 爲 めに 墮 落した と 云 ふ 記憶が 

伴った。 

『然し 赏際 は^ ではない、 人間と して 常り 前にな つたの だ！』 11 

£ や はラっ 伏しに なった。 

何だか • かう —— S しい やうな  ！^？-輕になったゃぅな —— さッぱ りした やうな —— 足 かけ 一 一年 を 

初めて I おり 疲 をして ゐ るので あった。 

そろ 

どこかの 嚴肅な 敎會で ^歌の 聲と オルガ ン の 音と がよく 揃って， その 中へ 恶 念ゃ惡 物が 何もかも 

消えて 行く やうた 11 どこかの 靜 寂な 本堂で 蠟燭の 光が 眞ッ 直ぐに 燃えて、 永劫の 聲が聽 えろ やうな 

—— そんた 氣分 にもな つ た。 

今 一 度 女 や 事業 を- y ざけ て、 世 外の 人に なっても 見たい 11 が >  I 或 山の 荒廢 した 堂 内で 一 夜 を 

明かした ゆ、 おれ は 独 でも 狐で も 出て 來て れた 方が いいと 忍った。 周 圍 の-: H 林 を 吹き まくる 風が 唯 
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1 の賴 母し い 物であった。 が 1. その I その 風 は 何 だ？、 矢ッ り. - 今 感じた 永劫の 聲だ — 讃美， 

の 歌 だ！ 

『杉 を以 つて 形 を 追って ゐ たの だ。』 まだ/ \ そんな^ 級な fi^ 分で はない 1. ^^5^には少くとも 一 種の 

想が ある。 否、 その 哲想 を自 山に 具體 化した 生活が ある。 これ はいつ か は小說 にも 表现 して 見なけ 

れ ばなら ない と 忍 ふと- 直ぐ又ほんの筆さき^*門の作家ゃ世の雜ま連の雜評に對して* 今から 用意し 

た 侮蔑の 念が 浮ん だ 11 藥等 は 哲想 の テツの 字 も 分らな い の だ * ま し て 哲想 を^s W に 具體化 した 人物 

の 描寫を やと。 

！.: S は 又 あ ふ 向けに なった が、 左右に は觸れ るべき やわらか 味の 物はなかった。 そして 自分の からだ 

中が あせばんで ゐる ばかりが 感じられた。 然し この 病氣に 苦しみ、 女に 苦しみ、 事業に 苦しみ， 自分 

自身に 苦しむ. E 分 そ C 物の 熱と あせの 臭みと が、 この場合， ！番懷 かしかった。 

がら/ \ と 車の 音が した。 

下の 障子 や 格子戸が あいて、 婆ァ さんが 外へ 出た 様子 だ。 

義雄も 知って る 通り、 かの だは， 亭主が 十 一 時から 十二時までに 歸 りさへ すれば、 緣 商人の 職業 

上 常り 前な ので • 喜んで 迎へ るので ある。 そして、 丁度 可な りの 傾斜 を 登って 來 なければ ならな- 


ので、 坂の 中途まで 行き、 一緒にな つて その 荷車 を 押す のお。 

『今夜 はどう だ、 ね？』 

「あんまりい いこ ともねい —— もう、 締めても — 』 

「ま だ淸水 さんが： g らな いんだよ。』 

『へい 一 I 珍ら しい こと だ、 な ァ。』 

燜 酒のに ほひが 實 際にして 來た。 

錢 勘定の 音が ちゃらく する につれ て、 婆ァ さんが 一 心に 銀貨と 銅貨と、 ！ ー錢 銅と 一 錢 銅と をより 

分けて ゐる のが 見える やう だ。 

ね つ ぐる 

Ig^ は 熱 苦しくな つたから だ を またう つ 伏しに して、 

『あれで も 築 等 は 満足して 生活して 行ける の だが I— 』 と考 へて ゐた。 

S ぐ この 隣り が 切り開かれて、 電車 道になる の だが、 まだ 手が つけられて ゐな いので、 電 ief の 響き 

は： ばくにば かり 聽 えて ゐる。 が、 下で は、 もう、 あかり を 吹き消す け は ひがした。 

祌 田から までの 切符 代が 無かった のか、 惜しまれた のかして • 曾て は、 その 問を步 いて、 夜 

が ぜん ぼウ 

中の I 時半 に 我 善 坊へ歸 つて 來 たこと も ある 女 だが、 一緒にな つてから は， こんなに 遲 くまで 留守 

てした こと はない —— と、 かう 思 ひながら、 渠は額 を 枕の 切れに 當 てて， 油 あせ を 拭きつ けた。 
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嫉妬の ほむら がから だ 巾に みなぎって ゐ たのであって、 闇の 中に も、 壁に 垂れた 辦金 木綿の 三 線 

之 もんだ け 

胴 や、 衣紋 竹に お cll のぬ け 出した 不斷 着な どが 見える のがい やさに、 堅く 目をつぶって その ほ を 枕に 

押し 伏せた。 

『け ふ も、 おれの 留守に 來ゃァ がった と 云 ふ 加 第の 扠、 とうく 物にした の ぢゃァ ないか？』 

鎮 はも ッと 早く かの 女 を 斷っ笞 であった の だと 悔ん だ。 

がら 

女優 志願の 件 も • 本人の 柄が 向くまい と 云 ふこと で • 話の 綠は 切れた の だが、 義 線 はこれ をお に 

はッ きりと は吿 けなかった。 吿け ると 直ぐ、 また 裁縫 擧 校へ 入れて？^ れ がうる さいにき まって ゐ た。 

校に 入れる どころではない、 お 鳥 其 物と も • どうせ 手を切って しまう の だと、 錢雄は 思った —— 

らふと 

その 時期 は *  i: 太へ 出發 する 時で、 その後 は， こちらに 治療の 責任 ある 例の その他に 就いて 何と 

云って よこしても- もう、 返事 をし なければ いい。 ただ 可哀 さう だから、 返して やりた いのは • あの 

贸 物で 11 事業の 先發 除に 用意の 金 をす ベて 持って行かせた あとで- id ぐ • なほ 追加の^ 錢村料 を 送 

つた 時 * 金に 困って ゐ たの を 兌て、 案外に も， お 鳥 は 自分の 所^物 を 提供して 多少の 手助け をして eSC 

れた。 その 所有物の 中には、 母の かたみ だと 云 ふ 桐に 鳳凰 か 何 かの 縫 ひ をした 玉子 色の Ifr の帶 や、 


.^英黄の奉^^-,紬の椐に浪千鳥の錢ひぁる衣物などもぁる。 この^^こ^ を 3^ 

且に • かの？^^は0分と共に並んで寫眞を取ったが、 如何にも 野暮^い 花嫁が 現 はれた 

『sij こ inr* あの 品 * たけ は、 どうしても、 出して やる よ』 と、 義雄は 時々 念 を 押した 

『あたい を さへ 可愛がり ゃァ、 あんな 物 はやる • さ』 と、 お 鳥 は、 不斷 その 品ば かり を 心 して ゐる 

にも 拘 はらす、 平氣で 云った ことがある。  もった， 

『まだ， ね』 と、 輕く 受けて、 『おれの I 身 を 田^ 婆々 ァ のかた み 位で ふん 縛る こと は勿體 ない よ。』 

『では、 直ぐに KS から 出して 來ぃ』 と、 かの 女 は 怒った。 

あれ を 出して やらう か、 それとも 喑に 手切れ金の つもりで 新ら しい 衣 物 を 一 つ 買って やらう か、 ど 

ッ ちを^ば うかと お へ る 口が 義 雄に 來た。 

『や； い、 ：！： か 衣 物 を 欲しい こと はない か、 ね？』  . 

『|^ぅて=.1:<れる』 と * かの 女 は 急に 喜んで やわらかに 首をかしげ たが、 『では、 セルが 欲しい。』 S 

た 化 雄. H 不時に 這 入った 原稿料 を ふところ にして、 かの 女 と^に 白木屋へ 行った。 二階 は 棚 

i ひの 爲 めに 賑 はって ゐて、 かの 女 は 一方の 端から 他方の 端まで 熱心に 見て 歩いても、 賀 ひたい 物が 

滞 山あって • 豫 定額の 中 を どれで 満たせば いいの か 分ら なくなった。 

『どれ こしょ』 と、 のぼせ 加減に かの 女 は あとに ついて 夹. た義 t を f 見た が、 變 はかう して 別れる 

ぉ雜女  i 一 
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ことば かり 考へ てゐ たので、 ただ 腫れ物 をそッ として 置く やうな 氣で 返事 をした、 

『どれでも 好きな もの を 買へば いいだら う。』 

『  』 かの 女 は • 渠を ふり 棄 てる やうに して、 反對の 側に 足 を 蓮ば せた ので、 築 は 椅子に 腰かけ 

て • 圓テ ブルの 上の マチ を 取り あけた。 

/  .  お ほみ そか 

そして 去年の 慕の 大晦日に、 粗末な の だが、 蒲圑を 一 組 買 ひに 出た 時の こと を 思 ひ 出して ゐた。 案 

；-ん す まも 

外 安く 買へ たのが 愉快であった ので、 その 餘 勢で 麻布 簞笥 町の 通り を 赤 坂の 新 町まで 古道具屋 や 夜店 

など を ひやかして 歩き、 古物の 火鉢 を 約束したり、 火ば しゃ 餅 あみ を つたり、 —— そして それが ま 

かったり、 添へ 物 を させたり する のが 面. EE さに、 入らない 物まで 切って 見た。 

『そんなに 使たら、 あとで 困る ぢ やない か』 と、 お 鳥の 方から 注意 をした。 が、 それでもた ほ • 自分 

に は、 いろんな こざく した 物 を 買 ひながら、 店から 店 を 渡る 興味が 盡 きなかった。 

そして 自分と お 鳥と は、 共に 兩 方の 手に 持ち切れない ほど、 日常の 必要物 や 化 粒 品 や 食物の 皮 包 を 

持って ゐた。 

『け ふの 氣分 は、 然し、 丸で 違 ふ』 と、 義雄 はわ ざと ゅッ くり 煙 を 吹きながら、 お 鳥 を 初め、 多くの 

V/  JJi*-/-  »  こご  こご 

^人 連 力ち よこくと 屈んで は 歩み、 步ん では 屈み • 順ぐ りに 同じ 切れ をい じって は 行く 樣子を 傍観 

して ゐた。 


『ちょ ッと來 てな』 と • お il は あわただしく 顔をしかめて 呼びに 來た。 そして 義 雄が 立ち あがる と， 

あたりに 人が ゐ るの も 構 はす、 蕖の袂 をぐ ッと 引ッ 張って、 『ちッ とも I 緒に 見て 吳れ へん li 人に 買 

はれて しもたら どうす る！』 

かの 女 は 急いで， n: 羽二重の 夏 帶地 ばかり かかって ゐる ところへ 行き * その 一 つの 端 を 攫んだ と 思 ふ 

と •  I 人の 女の 後ろ を 越えて、 また 向 ふに ある 一つの 端 を 取った。 そして W き締 つた 笑が ほで、 

『どッ ちがええ だろ？』 

屮に 固まれた 女 は • 直ぐ その 下から くぐり 出て • お 鳥に ちょ ッ といやな： HI 付き を 投げた。 

義 雄ぶ、 かの 女 をして ぐづ/ \ と 人の 邪魔 を させて 置く にも 及ぶまい と 思った ので， わけ も 無く 自 

分の 方の あご を 以て 示め し、 

r これが いいだら う』 と、 尤もらしく 答へ た。 で、 かの 女 は 他方の を 放した が、 かの 女の手に 殘 つた 

のに は、 竹に 雀の 墨 鎗が 11 曰いて あった。 

『では、 これと 下で 見た セルと にしよ か？』 

『ぢ ゃァ、 さう しなよ 。』 

;£水 はこの 二つの 品に 半襟 を 一 つ 加へ て やり、 これが 代金 を拂 つてから， 食堂で 木 原 店の 汁粉 を 取り 

なせた。 

毒藥女  五 五 五 
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ニー 

お 鳥が 最終 雷 S. に？！ に 合 はない ほどの 時刻に 歸 つて 來 たこと が、 今一 回あった。 そして 天ッ 張り， 

前回と 同じ やうに、 氷 川の 森 蔭の 細君のと ころへ 行って ゐ たの だ。 そして あの人が いろんな おどけた 

話 をして 歸 さなかつ たもの だから >  つい、 また 遲 くな つたと 申し わけ をした。 そして また、 あの人が 

こ ッちを 引きと めて ゐ たの は、 亭主の 留守が 寂しい からで あつたの だから， あのい やな 白髮ぢ ぢィが 

歸 つて 來 ると、 人 を痕ぐ 出て 行けと 云 はない ばかりに あしらつ たと、 訴へ る やうに 報告した。 

け ふ、 初めて 縫 ひ 上った セル を 着て ゐる のな ちらと 見て、 義雄 はかの 女が これ を 2^ せびら かしに 行 

つたの だ， な、 と 分った。 が • 前回に 於て * 旣に 女の 夜遊び を懇々 戒めて 置いた 首棄を 破った の を W 

り 切って ゐ たので、 何等の 返事 を もす る氣 にならなかった。 

にら 

かの 女が 義 雄の 枕 もとに 坐 わり、 不斷 通りの 笑が ほ を 見せた の を * 渠は 枕の 上から 瞰み 付け、 お ほ 

きな 聲を —— 下への 遠慮の 爲め —— 押しつ ぶす やうに して、 

『馬鹿』 と 一 喝 した。 『あんな 女の 相手をして ィて、 うち を どうす るんだ！』 

『  』 見る/ \颜 色を變 へて、 『うちな ど あり ゃァ せんやな いか？  そんなに 可愛け り ゃァ， 早 

う あいつ を 追 ひ 出して、 ぁたぃを本^^^.にせぃ！』 かう 云って， かの 女 は 力一杯に 義雄 を^ 圑の 上から 


w 手で 突きの めした。 

『  』 穀雄ま 返箏 をし ないで、 あ ふ 向いた まま、 目をつぶった。 そして この 女 も 駄目 だ。 かの 千 

代 子 も： s^n だ。 また， 父の 遣產 をす ベて 投け うった 事業 も、 あと 僅か 二 巧 金の 出來 ない 爲 めに、 すッ 

かり 時朋を 逸して しまう かも 知れない と 思った 時. 寂しい. 寂しい 氣 持ちが 胸に 迫って、 熱い 淚が 一 

滴. 0 分の 顿に 傅った の を おぼえた。 

あかり を 吹き消した 音が してから、 直ぐ だ 11 

『i ^にして.. 升れ • 窭 にして 吳れ』 と • いつに 無く こわ 張った からだ を， 幾度 も. かの 女 は 誇 雄に 投げ 

つけた。 『して 吳 れんと、 殺す ぞ』 とも 威 かした。 

それでも 翁 雄 は = ^を明 けす、 口 も 開かなかった。 うとくと 眠りに 入り かけた 頃 • 蒲 園の  一 な.：.， 

S'-.K れ；： のに せが 付いて、 目 を あける と、 i いつのまにか 枕 もとに 置いた ランプが ともされて ゐて、 

— お；.，？. をぬ け 出で- 蒲 園の 裾に 常る 押し入れの、 膳 やまな 板 を 入れて ある 方の 度 紙を靜 かに あ 

光が あたまで n ぎら れてゐ るの を 幸 ひ •  い 振りで、 細目に 目 を あけて、 かの 女の" お 顏を旯 ると • 

かげの せいか、 低い 葬まで 募 筋が くッ きり 通って ゐる やうに 目を据 ゑて、 押入れの 中 を のぞき、 右の 

芋に 出 齒应丁 を 取り出した。 

藥 女  3 …- 
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1 度 はぎよ ッ とした 爲 めに * ねむ 氣は 全く さめて しまったが、 

「なに、 くそ！』 再び 目をつぶった C そして 子供の 時、 空想的に 望んで 見た ことが、 今、 多少の 事赏 

となって 來 たと 考 へた。 ，：！！ 分 を 『ぼんさん、 ぼんさん』 と 云って、 よく 菓子 を 呉れたり、 下駄の 鼻 精 

を 直して 吳れ たりした、 あの 船乘 りの かみさん だ。 他に 土方の 男が 出 來た爲 めに * 亭主 をく びり 殺さ 

うとした 時- 亭主が 氣が附 いて はね 起る と、 枕 もとに 出齒 庖丁 もあった その 翌晚は 船が 大阪 にと ま 

る 順番であった。 そして その 翌々 晚に、 歸 つて 來て、 渠は 前々 夜に 何事 もなかつ たかの やうに、 毒婦 

の窒に 入った。 義雄 はこん な大膽 なおや ぢ になって 見たい と、 おぼろげ にだが、 思った ことがある。 

『手切れの ロ實に はいい 機 會が來 た』 と覺 悟して、 渠は 出来るだけ 息 を ゆるやか にして ゐた。 

お 鳥 は" て ッと坐 わった やうお。 その 据の 下から 押し出された 空氣 が、 生ぁッ たかく 鼻 を 掠めて、 1 

種のに ほひが あつたのに、 義雄は 今更ら の やうな 氣 がした。 

自分に は、 これが かの 女 をい やになる 心の 條 件の 1 大 原因で あると も 思 はれた。 

蒲 IS がめ くれた かと 思 ふと、 やがて ひィ やりした 物が 輊く、 義 雄の 左り から 右の 方へ、 その 喉の 上 

を潢 切った。 

ちょ 

「さう だら う * 威 かしに 過ぎない』 と は 口に 出さないで、 するりと 顏を かの 女の 方から 遠ざけて 起き 

上り、 『なによ ゥ する！』 


f 殺して やる！ 殺して やる！』 

にら 

その 時 は、 もう、 出 齒は義 雄の 手に 在った。 そして 暫く，  二人 は 無官で， 胶み 合って るた。 

お 鳥 は 下へ おりて 行った。 下の 臺 所へ 他人の pJr 物 をで も 取りに 行った のかと 心配して ゐ ると、 便所 

の戶を 明ける 音が した。 

けづ 

義雄は 明け ッ 放しの 押し入れから 鰹節 削り 0 小刀 を 取り出し • 机の 上の ナイフと 持って ゐた 庖丁と 

を 合 はせ て、 自 分の 寢てゐ た 侧の敷 蒲^の 下に 隠した。 そして かの 女と 入れ か はりに 便所に 行く ふり 

をして 下にお り • 臺所を 探して 見る と、 下の 人の 使 ふ 庖丁 はあった ので、 これ をい つもの 位置と は 違 

つてち よ ッと氣 がっき 難いと ころに I 虹いた。 渠が あがって 來 たら、 かの 女 は の 机の あたりに まご ま 

ごして ゐ たが、 また 押し入れへ 行って、 頻りに 何 か を 探し 初めた。 

「ナイフ も 小刀 も ある もの かい』 と、. 心に 語りながら， 義雄は 堅い 物 を 脇腹の 橫に 避けて、 それでも 

とれ を 少し 押さへ る やうに して， もとの 通りに 横た はった。 

渠 がその 翌朝の 十 時 に 目 を さます と、 平生の 通り 鈑の 仕度 は 出 來てゐ た。 が、 二人 は 無言で 食事 

を 終った。 

それから も • 義雄は 無言で 新 閗を讀 み、 便所に 下り、 また 衣 物 を 着かへ た。 そして 書き終り かけの 

長編 評論の 原稿と 共に、 1： 五 冊の 參考書 をす ッ かり 引き まとめて、 風呂敷に 包まう として ゐ ると、 お 

藥 女  五 五 九 
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鳥 は 離れた 方の 窓 下で 足 を 投げ出し、 片肱を 突い て 自分の 裾から 出た 桃色 ネル の 端と こちらと を 兄 比 一 

ベながら、 少しも 小 だはり の 無い 聲で 云った、  一 

『どこへ 行く の！』  一 

『  D 義雄 は、 もう、 これ ッ切 りこの 座敷へ あがる 必要 はない と 決心して ゐ たので、 返事 もし 一 

.  一 

たくなかった。  一 

『ええ、 どこ へ 行く の？』 その 聲は 1 段と 侵しくな つて ゐ た。 

『  』  一 

『默 つて 行くなら、 あたい も 行く』 と、 異様な 顔え を さへ 帶 びて 來た。  一 

『來た ッて仕 やうがない、 さ』 と， 止む を i 付す これに 應 じて、 ラそは 云 ひたくなかった が 、『原稿料 を 一 

取りに 行く の だから、 ね。』  一 

かう 一： ム つて 包み をかッ i ふやう にして これ を かかへ るが 早い か、 立ち上って はしご 段の 下り 口まで 

行 つた。 

『ちょ ッと 待って』 と， お 鳥 は 息 をはづ ませて 起き あがって 來 て， 義 雄の 袖 を 握った。 そして そッと 

^の 下の 方 をの ぞいて 見てから、 もとの 窓ぎ はの 方へ 義雄を 無言で ぐんく 引ッ 張って 行き •  g んでー 

靑 みがかった^ で、 じッと 力強く 命令す る やうに 渠の顔 を 見詰め • かの 女 は先づ その 白い 幅ッ たい 1 


を のぼせさせて ゐ た。 

一三 

ふの 愛 が 熱して 來 ただけ に、 却って 始末に 終へ 難いの だ』 と、 義雄は その H 加禁 C 宿に かけ 込 

んで、 おれ  1 のこと を訴へ る やうに 語った。 そして かの 女と 手を切る 爲 めの 奔走 をして 貰 ふやう に 頼ん 

だ。 1 ^物 は 金が 出來， ぺ第 出して やる こと， ilw 氣は 直る まで 改めて 治療 させて やる こと • この ニケ 

條を條 件と して。 

加お. .wt: 喜んで 引き： t 乂 けた。 そして 直ぐお 鳥のと ころへ 出かけた。 もう •  くッ 付くな り • 何とな りし 

ろと， 義雄は 心 を 落ち着けて、 渠の §3{寸 二階で、 渠の 自炊^ 机に， M ひ 原稿の 續 きを 街いて ゐた。 

す る と棍は W もな く歸 つて 來た。 手に は -iil.s: の 新聞紙 包み を 持って ゐ たが * 

『えらい おこり やう だで • なァ』 と 云 ひながら、 その 包み を投ゅ 出し • また 符. M の ボケ ト から 正宗の 

二 瓶 を 出して、 義 雄の そばに あぐらをかいた。 

『また かい？』 

『う ん  フま い ぢ やな い か？.』 

殺 雄 は 去^ 麻お で 苦しんだ s^、 この 肉が 藥に なると 聽 いて 頻りに^った ことがある。 
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そ し て 集 は 能く そ の お 相伴 をした のであった。 

『おこって るッ て？』 

、 

『丸 ッ 切り、 あいつ ァ氣 違ひぢ や、 な ァ。』 

『おこった ッて、 仕 かたがな いぢ ゃァな いか？』 

『おれに、 お前の やうな もの は 仲へ 立って 貰 はん 云 やが つた ぜ。』 

『ぢ ゃァ、 どうす ると 云 ふの だ？』 

ぐ さ 

『直接に 話 を 着ける 云 ふた 11 おれのう ちに 隱れ てるに 違 ひない 云 ふて、 こわい 顔で にらみ 腐った。」 

『ここ を 知 る^ ァなか ら う —— ？』  一 

『無論 だ n 自分で 自分の からだ をひッ かいたり， 君の 雜誌を 引裂いたり、 あの ざま を 君に 見せた か 

つたよ。』 

『ぅッ ちゃって く、 さ。』 

『歸 りに 下の 婆ァ さんに さう 云 ふたら、 あいつ も 失敬な ゃッ ちゃ、 丁度い いから おれに 貰って やれ こ、 

さ。』 笑 ひながら、 『馬鹿に してやが る！』 

『  = 義难 はちよ ッと加 集の 顔色 を旯 たら、 何だか 得意 さう であった T どうと もさせて 置く 力い 

い、 さ、 —— おれ.：；， 1 ッて、 もう、 二度と 再び 喉 を 出しち ゃァ るら れ ないから、 ね。』 


『今度 こそ • 見つかったら、 ひどい ほに 會ふぞ o』 

『ふ、 ふん』 と • 義雄も 心配 さう に 笑った。 

「然し やって 來 る氣づ かひ は 無い し、 なァ』 と * 加 集 は 立ち あがりながら、 『ま ァ、 1 杯 やろ か —— 久 

し 振り だ。』 

この 時- がらり と 下の 格子戸が 明いて、 女の 聲 がした。 義雄は 身の 毛が よだった。 

加^ は拔き 足して 行って、 下り 口から 下 をの ぞいて ゐ たが、 

『なん ぢ やい』 と， 棄てぜ り ふで 云って * にこ/ \戾 つて 來て、 『廣吿 指り を 取りに 来たん ぢゃ 11 美 

人 やで。』 

義雄 はち ッ ぼけな 一 私人の 印刷屋の 一 一階に ゐ るのに 氣が附 いて、 ふと 窓の 外に 目 を 送り、 家 根から 

通りへ 倾 いて ゐる 大きな 横 看板の 裏 を 見た。 そして こんな 家の 主人 を 相 乎に 何 か 共同の 發展 をしょう 

として ゐる 友人の、 大して 望み ありさう でもない 努力 を 戒める 氣 になった。 

『晚银 にや ァ 口 十 過ぎる が』 と 云 ひながら も、 二人 は 自分 等で 捲らへ た 食事 を 初めよう として ゐろ時 • 

加^へ の訪 i ^客が あった リ 

『鶴^^！；ぢゃで』 と， 加 襲 は 肩をすくめて 籠 雄 を 見た。 そして 低い 聲 で、 『あの 金が 出來 たんなら、 う 
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まいが、 な ァ。』 

飛び下りる やうに して 迎へ に 行き- 加 { ^はこ Q 鹆 出と 云 ふ 築地 梳 そば のん を も 仲^に 加へ た" 

『お 約束の 舍は』 と • 鶴 出 はちよ ッと義 雄に 改まって 云った， いよく 近々 炭って 來 ますから。』 

『さう すれば、 慎 も 1 と • 翁 雄の 心で は * その 嬉し さよりも • 寧ろお 鳥の 逍， 1 を 避ける ことが 出來る 

の を、 この場合、 一 稀の 幸 ひだと して、 『出發 が 直ぐに も出來 るので すコ』 

盒； S ゆが 終って から， 三人 は： b; 突きに 出かけた。 そして その 夜 は * 義雄は 加 築と 共に 加 菜の 二階へ 歸 

って.^^-て* 1 一人で I 組の 蒲團 を引ッ 張り合つ V 眠った。 

翌， S 義 雄が 目を覺 ました 時， もう、 加 は 昨夜 斷 つてね た 通り、 外出して ゐ なかった。 そして 下の 

時計が 十 時 を 打つ のを數 へたが • 自分 は 起きる 氣 にならなかった 11 若し 人 問が 人 間 を 忘れ、 自分が 

自分 を どうで もい いとなら ば • 家が 人ので あらう が • 仕事が 自分に 迫って ゐ ようが. このまま 斯うし 

て • 自分が 寢飽； /」 るか • 人が 追ッ拂 ふかす るまで、 ぐッ すり 寢 つづけて ゐた いもの だと。 

渠 一、 仰向けに からだ を 延ばして 見た 時、 これまで あくせくと 考 へたり * 働いたり して 夾-た r との 結 

果を すべて 吐き出す やうな あくび を 一 つした。 そして 自分が 持って 來た害 物 を 坐 蒲^で 卷 いた 枕の 方 

へ 晩 u.:^ 味に 兩 を ：！^れ 出で、 兩 方の もみあ ゆの あたり を 傅 ふ、 生ぬるい！. I じる を 手の平で 押しぬ ぐつ 


し 1M 

まヒ、 うとくして 兒 たが、 直ぐ また 目が^め た。 下の 印刷屋.： 格子 戶が 度々 明いたり， 締 つたり 

する 忙し さは、 自分の あたまで 通って 來た 之までの 忙し さと 同じ やう だと 思った 時、 今度 子戶を 明 

ける のが 若しお 鳥で あったら どう だ？ うかくして ゐて、 なまな か 柔術 知りの 女に 寢 込みで も 35 は 

れ たら？ 

觅に ，《r、 1^5 は 思 ひ 切って はね 起きた。 さう して 下で 顏を 洗って から、 近所の 牛^, tei へ 新^ を讀 みに 

行つ ヒ。 齢：5^のカラの！户だけにでも注意を^^,-めるゃぅになってゐるー设は， 或 新 に • あちらの 錢 詰め 

gsi:^ 氣が 今年よ， よかり さう だと 害いて あつたの を见て は， 微笑し ないで は ゐられ なかった が、 誰 

れも かれ もと 小^ 木の 製造所が 出來 て、 その 競 爭の結 m 料なる 蟹の 價 段が あがる ばかり だと あ つ 

たのに は、 少なから す 心配の 念 をいだ いた。 .，3 う 五月の 半ば を 過ぎた の だ • これから 大切な 六月 一杯 

にかけ て、 ：： ャく効 を 摩け させなければ  

午後 の 五 ゆ E ふま で i.:^ つて ゐ ろと • 

『暑い、 たァ』 と 云って， 加 藥は歸 つて 來た onl 千 五 百圓の 宅地 を あの 〇〇 に』 と、 闘から 出た 先载 

の 名 を 舉げ、 alM はせ ようとし てる けれど • なかく S 只 はんて II ついでに、 また あいつの とこへ 寄つ 

て來 たが- な ァ- ゐ なかった で。 おれのう ち を 探して るの ぢゃ、 なァ。 ゆ ふべ もお そく まひ 留，： にし 

じ、 歸 つて 來 ると， 直ぐ の ヴァイオリン も 三味線 も 皆た たき 毀 わした さ うぢ や。』 
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『ぃッ そのこと • あいつの からだ もた たき 毀 われたら * 肩拔 けがす らァ、 ね。』 

『きつう、 おこ つてる んぢ やで —— ぉッ そろし ぃぞ、 あいつの こと だから —— 鼻に えらい 纖を 寄せて、 

きの ふ も 殺す 云 ふて たから • な ァ。』 

この 時 • 下の 格子 戶が^ いたやう であつ おが、 

『加 築さん は をり ます か』 と * 靜 かに； M 取った 聲 がした の は、 確かにお 鳥 だ。 

『とうく 來ゃァ がった』 と， 義雄は 使 語した が * その 調子が 引き締って ゐ たの を身づ から もお ぼえ 

た。 それから 少し のぼせた やうに 調子が ぐらついて、 『どうして 分ったら う？』 

『加 集さん、 お客さんで すよ』 と • 下の かみさんが うは 付いた 聲を かけた。 

『へ 11 さァ』 と 文ち あがった が、 義 雄の 方 を ふり 返り、 『不思議 ぢ やが、 11 君 は、 まァ、 早く 歸れ 

よ。』 

義雄も 急いで， 机む 原稿と そばの 書物と を まとめて， 風呂敷に 包んで ゐる 時， お 鳥 は 加 第の あと か 

ら あがって 來た。 

とッ つきの 三疊の 間から • おもて Q,: ハ疊へ 這 入った ところに 突ッ 立ち • 悲しみ を 忍ぶ やうな、 そし 

V- 又 憤り を堪 へ 切れな い や う な^を.— て 、 . かの 女 は 義雄 を-睨み 下ろした。 


r どうして * また、 分った の だ？』 義雄は 類の ぴく  ^出した 顔に わざと 笑 ひを堪 へさせて r 下，^ 

らリ" あげた" の i の 長さ ほど は 距離が あつたが、 若し 飛び かかって でも 米たら と 云 ふ 用意に、 右の 

方 を立ヤ 膝に して ゐた。 

『^生！』 かの 女 は 斯う 一 言して、 全身の 力 を 籠め たやう にから だ を 振った。 

『さう、 さ I- お前 も 畜生なら * おれ も 畜生- さ、 然し- ね』 と • 向 ふ を 荒立た せない つもりで 言 1* 

を 優しくして、 『おれの 方 はよ く 分った 條件を 加 集 まで 持ち出して あるの だ ぞ！』 

『ぁんな^<?の云ふことなど聽かん！』  、 

『ふ、 ふん』 と 、加渠 はかの 女の 正面に 當る ところに あぐらの 片膝 を 抱いて、 にやり にやり 笑って.^ 

た。 

『逃げないでも， 直接に 話 をき める！』  - 

『こんな 場合に、 お前と おれと でかた を 付ける なんて、 出來る もの か？ •— vs^ に 角、 おれ は加渠 君に 

まかせて あるから、 ね。』 ちょ ッと加 集 を 見て 立ち あがりながら、 『僕 は 失敬す るよ。』 

『では、 おれが あとでよ く Ih 、ふから 心配すな。』 

『逃げないで もええ！ 云 ふ ことがある！』 まだ 睨みつ づけて ゐて、 かの 女の 息 は 迫って ゐた。 

『な しょ，、 もう、 一 一度と お前の 命令 じみた こと は 受けない よ。』 かう 云って、 次の間へ 行かう とした 時、： 
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かの 女 は 忍び 切れ なくなって、 雨 手 を 固めて 飛び かかって 來た。  、 

『何 をす る ー』 義雄は 本 包み を かかへ ない 右の 方の 手で かの 女の 左の 手く び を 握りと めた。 兒れば t 

ノ式 通り、 母 指 を 中に して 他の 指で それ を 固めて ゐ るが、 こんな 用意 をした にも 似合 はす、 少しも 力 

お I 這 入って ゐ なかった ので 、『まだ おれに 手 頼る 氣でゐ る、 な』 と 感じた。 そして 强く ふり 放せば 倒れ 

さうな の を 加減して、 形ば かり 勢 ひよく ふり 放した 時 • 自分の 手と 女の手と が 逆につ るりと すべり 合 

をし 

つたので， その 肌の すべ ッ こさが 惜 めた。 

が， 時の 勢 ひが あと 屍り を させなかった。 全く 未練の 無い やうな 强さを 見せて， 障子 を め 切り、 

--f- ん すん 下へ 下りた。 

in! 分の 綠 めた 障子が 明く の を 恐れた が * そんなけ は ひ， は 無かった。 , 

采女 町と 木 挽 町 四 丁 E と：.； i 對 して ゐる 通り. で、 ここの 印刷 iJii の £ か、 丁を拔 ける と、 +si ぐ 木 お^^へ 出ら 

、れ た。 義雄は 通りの 方を歸 つて 行く の を、 ， 二階から 加 第に 見られる の も あんまり 體裁 のい いもりで 

はない と 思って， i れ くこの 横丁 の^い 溝板 を 渡って， 一 二十 間 堀の ふちへ 出た。 

あとから お 鳥が 追ッ かけて 來 はしない かと 云 ふ 恐れにば かり 追 はれて， お づぉづ とおいで 梳 の；^ ま 

では 來 たが， いよく これ を 渡らう とする 時に なって * どうしても 足が 進まなかった。 追ッ かけて 來 

る ものが 無いだ け • 寂しい やうな 氣 がして、 二足 三 足 屍っても 見た。 が、 思 ひ 切って また 一 ニ歩歸 力- 


^の 方へ fi! んで， ぴたりと.？. -ち どまった。 この 時 は、 もう、 加 集に 劉す る：^ 好の 念 ふん 脑ー ^k0}... 

ちて、 あたまが ぼうと までして ゐた。 

『若し や、 け ふ、 あいつが 立ち寄った 時 • お 鳥に こと 更らに 自分の 住所 を 知らせて 置いて、 直ぐ あと 

から やって 來 いと 云って S いたので はなから うか？』 堪らない ほど もやく して 來た 胸. を 押さ へ て、 

渠は跡 もどり をした。 

印刷 CHH の を あけて 締めた 時には * 自分の 女 B を寢. 取られて る 現場 を 見た 心持ち も銜 うだらう と 

思へ る 義 雄の あたまに 血が のぼって ゐ たの を おぼえた。 

印刷 機械の 一 部 や 印刷紙な ど を 積み ねて ある 問の はしご 段 を、 づ かくと あがって 行って、 三疊 

と 六^との の 障子 をす ッと 明けた。 注 か M したつ もりの が、 あまり 勢 ひよく 明いて、 柱に ぴたりと あ 

たった。 

『どうした』 と • 加 策 も 多少び ッ くりして e:? 根 を あげたの が、 左右に 引ッ 張れて、 ゆるい 八の字に 見 

えた。 が • 先刻と 同じと ころに、 同じ やうな 坐 わり 方 をして ゐた。 

お 烏 は、 然し、 横にな つて、 加 築が 車に 乘《@ 時に 使 ふ 膝 かけ を その上に かけて ゐた。 

r 燒 けにな つて、 慎し み を 失った のか』 と 云って やりたかった 。『いや、 おれと 別れたら、 直ぐ 困る こ 
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ど は 知れ 切って るから、 加 集の 意 を迎へ るつ もり だら う』 とも 忍った。 

かう なれば、 もう、 嫉妬よりも 侮蔑の 氣が 勝って 來て、 義雄は 多少 心 を 落ち 付けた。 

「な ァに、 ね』 と 坐 わり 込み、 『矢 張リ * 僕が 直接に、 おだやかに、 云って 聽 かせた 方が いいと 考へ直 

したから 11 』 

『もう * 云 ふて 入らん』 と、 お 鳥の 上の 膝 かけが 動い. 

『お，：. おさん も 大分 わかった やう だから、 今少し 氣を 落ち 付： b させる 爲め、 II 少し 11 休む やうに 僕 

が 云 ふたん ぢゃ —— 僕 も 君の 友人 だから、 君の 爲 めになる やうに 計る によって、 なァ、 心配す るな。』 

『おり ゃァ、 矢張り 君に 賴んで ly くと しょう』 と 云って、 また 立ち あがった。 もう、 渠は どちらに も 未 

練らし く 言葉 を つ づけた くな か つ た。 

そこ を 出て- 界 び 溝板の 横丁 を 通り 拔け * 木 挽 橋 を 渡り、 竹 川 町で 品 川 行きの 電車に 乘 つた。 多少 

すッ として 輕ぃ氣 持ちに なった 時 • さッ きから 左の 腕に かか へ てゐる W 物の 重さ を おぼえた。 

『どこ へ 行って 仕事 をす るつ もりお？』 かう 云って、 自問自答 をして 見た が、 どうしても 自分の 我 善 

坊の家 へ 歸る氣 に はなれなかった。 

宇田川 町で 電車 を 下り • 御成門の 方へ 一 直線に 急ぎ、 またの 電車 線 を 横切って、 自分が きの ふまで 

陣取って ゐた ところに 行って 見た。 が、 そこへ も あがる 氣 がしない ので • 格子 を 這 入った ところの * 


に 要 かけて、 それと無くぉ鳥の昨^^の樣子を31^ぃた 

婆ァ さんが 迷惑が つた 顔つ キ をして、 昨夜の あり 樣を i 加 集に も 同じ 調子で 語った と 思 はれる や 

うに i 語り， 

『ゆ ふべ 初めて 分った のです が、 ね、 あんなお そろし い 方 は * もう. 眞ッ 率です. わ It 燒 けにな つ 

ていつ こ 家へ 火付け をされ ない もので も 無い のです から * ねえ I わたし も 夜お そくまで た ッた獨 

りで ゐる ものです もの、 いざと 云 ふ 場合に ゃァ、 女 一 人で どうす る こと も出來 ません * わ、 ね。』 

『まさか、 そんな こと も  』 

『c いえ • あなた • どうして 11 淸 水さん もま だ あなたに 未練が ある やうです が、 あなた もま だ 思 ひ 

切れないので しょう？』 

は、 もう、 大丈夫で すよ。』 

4.5 サ 

『尤も それが 奥さんの 爲 めです、 わ、 ね 淸 水さん の やうな 方 は、 あなた もさん ざん もて 遊んだ の 

-  しろ N の 

でしよう、 もう • あの， 加 集さん にく ッ 付けて おやん なさい よ、 大した 代物で もない ぢゃァ ありませ 

んか、 ね？』 

『どうと も 勝-中に させます とも！』 

=it ま V" に 今月 中拂 つて あるので、 それ 以後 自分の 責任 は 無い からと 云って、 義 雄が 立ち かける と、 

0  0^  五 七 一 
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婆ァ さん は 思 ひ 出した やうに、 ゆ ふべ、 我 善坊の 千代 子が やって 來て、 相變ら すやき/ \ ーパ ひながら" 

から ふと 

弟が 病氣で 入院した と 云 ふ 樺 太からの 锺報を 見せた こと を ill! げた。 

それでも 渠は こ の 坂 を 向 ふ へ 越え る氣 に なれな い で 、 14： び 御成門 の 方へ 引ッ 返した。 

『自分の 家が 無くなつ たの だ！ そして 例の 金が 揃 はな いぢ ゃァ、 弟の 生命 もどうな る こと か 分らな 

い！』 

かう 心に 叫んで、 久しく 行き 絕 えて ゐた濱 町の 怪しい 家へ この 夜 を 明し に 行く と 決心した、 そこで 

小 仕 1$ に 短い 原稿 を 書いて、 本 夜の 費用に すれば いいから と。 

，朝、 獨り になって からまた ー寢 入りした が、 起きて 近 處の錢 湯に 行って 歸 つて 见 ると， ゆ ふべ か 

ら 頼んで m=」 いた 使 ひが 歸 つて ゐて、 或 P 一誌 社からの 稿料が 來てゐ た。 费 川を拂 つて、 なほ 大分に 錢り 

があった。 

電ー 準に る 前に、 朝^^帶のちょッとした食^^を濟ませ、 竹 川 町で 下堪 して 加 猫のと ころへ 行って 

a ると、 一! は 外出して ゐ なかった。 

まへ， 電： に乘 つて 三 田の 薩摩ッ 原で 降りた。 渠は • 鑼詰 製造に 必要な ので 签を 餘ら へさせた ところ 


あの 時， si.  I も 安くて、 どこに でもあった。 然し 時に よると II ひで 囊 する こと 

が あると 云 ふので- 鐵を うち 鍛へ させる ことにした。  、う 

大人の 手で も 殆ど 1 一 かか へ も あらう と 云ふ圓 みの、 その 高さ I 延び をして 中 をつ そくほ どの 釜で 

あった。 その 靈は窗 し iff をし ッ かり 押さへ る だけの 强 さが あり。 签 i へ 出して、 ま 

た • その 壓カ測 かついて ゐた。 

いよく sf がった と 云 ふので •  代りに 水 を 一杯に？ せ、 强 力な ボン ブを以 つて その上.' 

また 水 I ると -蹈 力 1 機の 針が くるく とま わった。 その 機械 SI めて、 また i の カを與 

へる と- S は f 蓋との 窗 部から • 水が 多くの 細い 線と なって 吹き出し. きりに ゐる 人々 の 顔 

となく.  a 裾と なく、 ちょ ッ との 間にす ぶ 1g れ にして しまった。 あまり 廣，. 、もない おもて 庭 

を 逃げ まどった 人 さも- こちらで ポンプの 手 を ゆるめ I まで も •  i ッ尻を 1  さて ゐた。 

- ]- •  ,  ci!>A、 .-177^5ぉっまー，-.:^.^ナ.1^0でぁったが* これで はま だ 行けない と 云 2- こ 

形 l:;d„;5r^ 上な ほ 四 五十 &の 熱， と いの i ブを 力— ナ r マ？  Z  J/y  、 

とこな り •  { 灼閉 部の T: 合 を もッと 徵密に 直させた。 

そん 1-1 い I- から 鍛ひ あげさせ たので ある。 それ を、 自分の 身が 形作られて 行く やうな 氣で， 

戟ェ 所へ 兒に 行く の を 義雄は IS 日の 樂 しみに して ゐた。 

.  五 七三 
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とん かち！ とん かち！ とん かち！ そして 赤くな つた 鐵が 段々 に 延びて 行く" そして 又 延びて 行く と 

同時に、 半圓 形に なって 行く。 

これ を 見て • 初めて、 渠は實 際に どんな 形の 物で あるか を 想像し 得た が、 二つの 华圆 形の 厚板が ま 

だ 全^に 合 はされ ない うちの こと， 自分 はお 鳥 C 二階に 歸 つて、 晝閒の 工場で あまりに 目 を 見 疲れさ 

せた 爲 めに 早 寢 をした ことがある。 そして 自分が 熱鐵 Q 板 輪に 圍 まれて、 ぐん，/ \ と 締め 上 ゆられた 

苦しみの を见 た。 

とん かち！ とん かち！ とん かち！ と 云 ふ 音が 遠く 聽 える 氣 がして _ ^朝 目 を さまし. - 食 1* が濟 むと： el 

ぐ また 出かけた。 

やがて 兩半 圆は會 合した。 そして その 會合部 は、 上から 下まで、 多くの 大きな 鎮を 以て 固められた。 

そして 又 その 鉄の 個所々々 も • 一  たび 熱せられて、 打 たれて- そして 銀 へられて、 釜の 木 と I 緒に 

なって しまった。 

それに 底が 出來 た。 また • 蓋が 出來 た。 そして 渠は アミ ー バ がその 母體を 離れた やうに とん かちの 

音に 別れた。 

が、 その 音 は 今や 自分の 中に も 微かに 響いて ゐた。 

とん かち！ とん かち！ とん かち！ 鐵ェ 所の 門前に 近づく ほど • 足の 步 みが 急がれて、 その 音が 段々 


と 明らかになった。 

，、"見える と、 渠は 飛び： んだ。 すると、 また 同じ やうな 条 がー っ出來 あがって ゐた。 

『そり ゃァ どこ 行き か • ね？ J 

『これです か』 と、 知り合 ひの 職工が 答へ た、 『これ は 蟹の 方 ぢゃァ ごわ せん il どこか 爽京 近在の 注 

文です。』 

『何に 使 ふの だら う、 わ？』 

『さ ァ 11 H! ー那 も- どうです、 今一 っ發展 しちや ァ？』 

『うまく 行き ゃァ- ね』 と、 義雄は 微笑した。 あちらが うまく 行けば、 この 秋から 朝鮮へ 行って、 す 

つぼん の 鐯詰を や ろ 計 劃と 研究と ん出來 てゐた 

そこ を 出てから、 また 行く先に 迷った。 

ill^*^ の 大野 を 思 ひ 出した が、 あの 有樂 座以來 何だか 興が さめて ゐて、 行く 氣 にならなかった。 

で、 な久間 町の 辯護士 なる 友人 を 久し振りで 尋ね. 玉 突 やら 晩餐 やら を 一 緒に してから， 再び 加 集 

のと ころへ 行って 兄た。 が * 午前から あの 女と 一緒に 出た 切り まだ 歸宅 しないと 云 ふ 下のお かみさん 

の 話な ので， ぢ ゃァ、 ゆ ふべ はと まった のかと 蘊 くと * さう だと 答へ た。 

ゐ， ぶ 待って ゐ ようと もして ゐ たの だが、 菜して 案の じ やうなる この 事實が 分った ので， 待つ 
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の， し. Hfl. 战々 々しくな つた。 

時計 を 出して 見る と、 もう 十 時に 近かった。 これから は、 もう、 ゆ ふべ のと ころへ 行く よりお ズカ 

無かった。 

その 翌朝、 また 水 天せ " 前から 電車に 乘り、 竹 川 町で 下りて • 性懲り もな くまた 行って 見る と * 幸 ひ 

に 加 K はゐ たが、 義雄を 見て 不安 さうな 顔つき をした。 義雄はゎざとぉ鳥^-ことは聽かゃに、 直ぐ 金 

の 話 をした。 

『どうだい、 鹤田君 は 至急 運ばせて 吳れ ないか、 ねえ？』 

『さう li いても 仕 やうが あり や へん —— 外へ 融通して あるの が、 今月末に る 云 ふて るの やさ かい、 

な ァ。』 

『ちゃ ァ、 そッ ちで 少し 都合が 惡 いから、 今一 ヶ月 待って 吳 れいと でも 云って 來られ り ゃァ、 鶴 田 も 

それ ッ切り だら う —— ？』 

『そんな こと は 無い 箸. ちゃ —— それより や • 君の 方が 九月 1 杯に 返せん と •  R までが 面 口ないで。』 

『おれの 方 は 大丈夫 だよ i 然し 大丈夫と 云 ゃァ』 と • 義雄は 少し どき まぎす るの を さう 见 せない や 

うこして、 『あいつ を 物にした のかい？』 かう 云って、 この S を^き とめさへ すれば • もう • お 鳥との 


hn%u;5^^ つなる 治療 條件は 御免 を 被らう と IW ふ 下心が あった。 

「そんな ことがある もんか』 と • 輕く 反らせよ うとした 加 紫の 節に は、 どこか ぼんやりし たやうな、 

とぼけた ところが 兌え たと * 義 雄に は JH、o はれた。 義 雄が わざとら しくに やくして ゐ るのに 對抗 した 

やうに、 『そない に 疑 ふなら、 今度 轉 宿させる ところへ 行て 見よ か？」 

r 行かう とも！』 

『では * 早う 行かん とかち 合 ふで —— け ふの 午後 二 時 頃に 移って 行く 笞ぢゃ o」 

『どこ だい？』 

『八丁 堀の 電¥ 通りの 裘手ぢ や。』 

『さ ァ、 行かう』 と- 義雄は 立ち あがった。 『おれ も 二度と は 直接に 會 ひたくな いから • ねえ o』 

『會 ふて たまる もんかい い 僕の 君に 對 する 奔走が 無駄に なって しま うぢ やない か？』 

治 代 はこ ッ ちで 出し、 本人 はそッ ちで 占領す る — そんな 都合 のい い 計算 は 人 問 そ の 物の そ 十！^ 1 

上に は 無い ぞと * 義雄は 云って やりたかった。 

加^が 々話した に 依ろ と- お 鳥が 渠の居 どころ を 知った の は 鎮が義 雄に 紹介した 或 書生のへ ガ午 

ぢょ 

力 つて ゐた 力ら であって、 かの 女 は その 書生 を 尋ねて、 加 集のと ころ を 知った の だ。 

二人 は 機 21 で II は^を 下リ、 堀に 添って 柬へ 入り、 右へ 曲った 通りへ 來た。 

TI?  夢 女  ^セセ 
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1 間 ほどの 窓 格子の 眞ン 中に、 1 尺 四方ば かりの 額ぶ ちが かかって ゐて、 その 中に 桃 太郞ゃ 天狗 や 

、あ、 か 、ん、 ベ、 いなどの 檜が 書いて あって、 その また 右に 『百面相』 と M ふ潢 長の 看板が 出た ところが あつ 

た。 その 格子に 『明 間 あり』 の 紙 札が 張って あつたの を， 加 集 はいきな り 破り 取った。 そして 義雄を 

返り 見て、 低い 聲で、 

『こ こぢや 11 失敬な 奴お やない か、 まだ 札 を はがし とりや へんの や、 手 附け金 を 取って る蟒 に！』 

『  』 義 雄は默 つてち ょッと 苦笑 ひした が • その 金だッ て、 こちらが お 鳥に 自分 等 二人の 日常 费 

として 來月 十五 日までの 分 を 渡して ある * その 中から 出した にき まって ると 思った。 

この 百面相の 窓 格子の はづれ と、 どこかの 倉との 間に、 一間 四方 あまりの 空地が あった 0 そこにけ 

ち 臭 い 氷屋の 星臺店 が 張って あった。 そのよし 贅の かゆに 這 入り、 

『お Si は』 と、 加 集 は聲を かけた。 そして 窓の 奥から 婆ァ さんが 一 人、 横の 11 れ橡 のと ころへ 出て 來 

たのに 向って、 『まだ 來 ません か？』 

『ええ、 まだ —— 』  . 

『もう • ぉッ つけ 來る でしよう 11 君、 この 二階 だよ』 と、 屋臺 店の 奧を 高く ゆび 指した。 

下 は 物置きに なって るるが、 雨 ざら しの 大工ば しご を 登って 見る と • 六疊 敷の 座敷が あった。 壁 や 

；^^：^^裹はすべ て 斩閗紙 を 張り まわして あり。 大きな 大黑を 書いた 去年の 注 ごよ みと、 石版 摺 りの 美人 


箱と が 壁に 向 ひ 合って るる。 通りに 向った 方 は、 家に 付いて あがり 口 を 取った あとが 一 杯に 窓で、 4^ 

の そとに 一 一三の 盆栽 を 並べた 臺が、 日よ けの 爲 めに 掛け 盞 らした よし 贅 から 透いて 見える。 

その 費の 一端 を あげて、 義雄は そとへ 出 もしな ささうな つば をしょう としたら、 その 下に 氷り 店の 

ぶた 

あんこが 伏せて ある がらす 蓋が 目に とまった。 で、 渠は顏 を引ッ 込めて、 奥の 片隅の 高い 小 窓の そと 

は 何で あらう かと 思っての ぞいて 見る と、 隣り の 押し迫った 家 根の 上であった。 

『わざく ひどい 所 を 探した もの だ、 ねえ。』 

「でも， 安いよ つて、 なァ 11 いくら だと 思 ふ？』 

『いくら だッ て、 もう、 おれ ァ 11 』 

そこへ 二十 四 五の 小 綺麗な かみさんが 茶 を 持って あがって 來た。 

ぢょ 

『御主人 はゐ ます か』 と、 加棄 はかの 女に 聲を かけた。 

『け ふ は、 〇〇 の宮 さんのと こへ 招待され まして、 つい、 先刻 出ました が 11 』 

『百面相 ッて』 と、 義雄 はま だ 何の ことか 分らなかった ので、 『どんな こと をす るので す？ J 

『を かしい 藝 人で』 と * かの 女 は 愛想 笑 ひ をしながら、 『ほんの、 道 樂が高 じて こんな 商賣 をす る こと 

になった の ださう です。』 

『きの ふ、 本人が』 と、 加 第 は 得意 さうな 顔つきで 、「どこか 呼んで くれる 宴會 でも あったら、 世話し 
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てロ^^^と云ふてた。』 

『そり ゃァ 何だか 面白さうな 仕事でしょう、 ね』 と、 義雄は 笑 ひながら。 

『いえ、 ほんの、 道樂で 一 I 』 

『藝が 面白い より や』 と * 加 集が 受けて T 本人が 面白さうな 人間 ぢゃ て。』 

『さ うだらう、 ね — そして 氷 Q 方 も あなたの うちで  ？』 

『へ^ 11 』 

『おい、 1 つやろ か？』 

『さァ _ 』 と、 籙 雄は應 じ； S ねた。 喉が 渴 いて ゐて、 こんな 應對 をして ゐる のさへ 舌が くッ 付き 氣 

味で あつたの だが、 第 一 に 何だかき たなら しい やうな 氣 がした。 第二に、 また、 ここにぐ づ \1 -て 

ゐられ なかった T 來な いうちに 出よう ぢゃァ ないか？』 

『では、 おかみさん。』 加 集 も 立ち あがって、 『來 たら、 よろしう 頼ん ます。』 

それから 電車 通りへ 出て、 二人 は 氷 を 飲んで 別れた。 

一 五 

義雄 はか かへ てゐ る長篇 評論の 結末 を 書かなければ、 自分自身の その 日、 その 日 を ささへ るせ にさ 


へ 困る にき まって るの だが、 落ち着いて く 場所がなかった。 

こ の 原稿 を侬 頼した 社 へ でも 遊び に 行って 兒 ようかと 考 へたが、 まだ 窨き あげない の を 持って 遊び 

に IT つたと て、 無 |5貝 任と しか 見られな いのに きまって ゐ た。 

築 はふと 大野 を訪 ふて 見た くな つた。 そして その 細君と も 話し をして、 いよいよ 淸 水と 手を切った 

こと を 報告した くな つた。 

で、 愛宕の 塔 下へ 訪ねて 行った が、 §. 大野 は 留守であった。 細君 はゐ るとの こと だが、 子供達 

がぎ ゃァく 云って ねる のが i えたので、 — 子供と 云 ふ もの は その 聲 だけで も聽 くさへ、 義 雄に は 

いやな ので 1 あがる 氣に はなれなかった。 

轉 じて 四 谷へ 行き- 或 婦人の 玀身教 を 訪問した。 この 婦人 は 渠を冷 かし 半分で、 

『なぜ あたし を 口説いて 見なかった の』 と 云った ことがある。 

『どうせ ロ說 いた ッて、 物に ならう と は 思へ ない 人 だから、 ね』 と、 渠は眞 面目に 答へ た。 そして 今 

日まで 二人の 交際 は 少しの 氣まづ さも 無く 續 いて 來た。 渠に は、 今更ら の 如く、 かう 云 ふ 交際が 却つ 

て iB- で 而も 懷 かしみ も ある ものであった ことが 分って 來た。 

かの ii^ が某难 族の 夫人と 共に 催した 或 慈善 昔樂 愈に 於て、 渠は 一場の 演說 をした こと もあった。 か 

>く わ 

の 女の 家で かの 女と 婦人 論を爭 つて、 その 母親に 喧嘩して ゐ るので はない かと 思 はせ たこと も ある 0- 
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かの 女の 紹介で、 何物で あるか まだ かの 女に も 分らない 或 美人 11 贄 際の 美人であった —— を 訪ねて 

行って * その 生活の 樣子を 探って 見た こと も ある。 かの 女が 玉 突屋瓮 業の レ ス トラ ンを やって 見よう 

と 云 ふ 出来心 を 起した 時、 無駄で あつたが、 いろんな 助力 を與 へた こと も ある。 

そんな^ 係で、 渠が淸 水鳥と 云 ふ 女に 熱心に なって ゐ たこと も • かの 女は渠 から 聽 いてよ く 知って 

.> らふと 

ゐた。 が、 渠 がいよ く 樺 太へ 出發 する 折 は、 そのお 鳥を預 つて 旲れ ないかと 賴んで 見た 時、 これ は 

三 ヶ月 ほど 前の こと だが、 

『そんなき たなら しい 病氣の 人なん て、 あたしい やです、 わ』 と、 かの 女 は 半ば 怒って、 はね 付けた。 

それでも 渠 はこの 婦人に は當り 前の 返事 だと 思って • 惡ぃ氣 はしなかった。 

『もう、 この 婦人し か 無い、 今の 自分の 心持ち を 持って行き どころ は —— その、 いつもの 忠吿 通り、 

女と 手を切つ たこと をう ち 明け、 叱られて、 笑 はれて、 半ば 同情の 首 葉 を 得て、 二三 時 閒 だけで も、 

自分の 落ち 付き どころ を 借りて 見よう』 と、 玄關の 格子 戶を 明けた ので あつたが、 母親なる 人が 出て 

來て、 ここ も 亦 あての 人の 留守で あるの を 報じた。 そして この 老母が 先づ 旅の 話 を 持ち出して、 

r いつ • あなた はお 立ちに たります か、 ね？』 

『もう • 四 五日 中 だと 思 ひます』 と、 義雄 はわけ もない やうに 答へ た。 

人 ゃ自轉 車の 行き かふ 間 をよ けながら、 渠は 全く 途方に 暮れた。 


あま hs 奸き でも 無い 酒 を 呼ぶ 爲 めに、 肉屋 ゃパ ー に 這 入る 氣 もなかった。 

『今 一 度お 鳥の gs? へ 行って 見よう！』 かう 云 ふむ ほん 氣が 確かに 攝の心 を 占領した の は， ST か S 谷 

見附け を 這 入り、 舞 町 八丁 目 近くまで 歩いた 頃であった。 

ひら 

渠 がま JM 八丁 堀へ 行った 時 は • もうお 鳥 は 例の 六， お 敷 を かたづけて， 角 火鉢に かけた ゆき 平の 下 を 

吹いて ゐた。 

18^ は、 5^ ッ k の 若い かみさんが 氷 を かいて ゐ るのに ちょ ッと挨 接して、 はしご を あがって 行き、 半ば 

そのから だ を 現 はした 時、 自分 はこ わい 顔 をして ゐる笞 であった が、 つい、 笑み を 漏らした。 

の； も こちら を 返り 兒て、 にッ こりと した。 そして 常にで さへ 珍ら しかった ほどの 優しみ と嬉 

しみと を 籠め た 目付きで、 こちら を 見つ づけた。 

『この ざま はどう だ ー』 かう， 平生と 違 はない 態度で 云って、 渠 はかの 女の 大きな 廂髮の 上に たかつ 

た 灰 を 指つ さきで 輕く拂 つて やつた。 それから その そばに あぐらをかいて、 『どう だ， 御機嫌 は？』 

『知らん！』 かう 云って、 かの 女は渠 のから だを兩 手で 突き飛ばした。 片手 を 後ろに 突いた 渠が， 何 

とも 云へ なくなって、 具 面目な 顔で あぐらに 直った の を、 かの 女 は 前と は 丸で 違った 顔で にらみ 付け 

て * 
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r 衣 物 を i 只うて 吳れ たお もたら、 手切れの 爲め やなん て、 加^に 云 ふて 11 死んで おおれ • あたい も 

死ぬ さかい！』 

『うん』 と、 横へ 向いて はづ しながら、 『死ぬ の は、 いつでも 死ねる よ。 おれな どァ、 どうして 生きて 

しんそこ 

行く かが 眞 底からの 問題 だ。』 

『お前 だけ 生きたら、 ええの だろ —— あたい を どうす るつ もりや？』 

r 棄 てる^が あれば、 ね』 と、 S 木 は 今度 はかの 女 を 冷やかに 兌て、 『また 拾 ふ种も あり * さ。』 

『祌 など あり ゃァ せん』 と、 かの 女 は 目で 渠を 遠ざかる やうな 色 を见 せた。 

『ぢ ゃァ、 加繁を どうしたんだ、 あの 晚に とまって —— また * その 次ぎの ゆ ふべ もお らう？』 

『そんな こと はない！』 熱心に こちら を 睨んで、 訴 へる やうに 『ゆ ふべ うちで 寢ょ としたら • あの 婆 

婆ァが あがつ て來て 早く 立ちの いて cjK れ云 ふた 位ぢ やない か？ どうせ 出る にき まって ゐた さかい、 さ 

う 云 ふて やったら • 1 な 顔 をした けれど  < を棄 てた. ns、 人に 恥ぢを かかせたり して！』 情けな さ 

さう にべ そ を かいた 0 

『そり ゃァ、 お前が 分らない から、 さ。』 

『そッ ちゃが 分らない のぢゃ 11 誰れ が、 いつまでも、 めかけな どに なって ゐる もんか？ J 

『さう して、 何 かい、 加 集の 足 かけな どに なった のか？』 . _  - 


「そんな こと は 無い！』 かの?^ は 怒った やうに 膝に 力. V 入れて 疊 にぶつ け， 額を级 くち やにして 兒せ 

た。 

『その 顔が • お前の 見え透いた うその 手 だよ .1 もう、 ちゃんと、 おれに ゃァ 分って るの だから、 

ね。』  . 

『  J かの 女 は W 颜 になって 目 を 少し 落して、 義 雄の 强 みを藏 する 視線 を 避けた が， また 見 あゆ 

て あま へ る やうに、 『そんなら、 何で 來た？ 歸 つて 貰 ふ！』 

『ふん — こんな 詰らない 部屋で も， ね、 もう、 前金 を拂 つたに 相違ない 以上 は、 おれが 借り主 だら 

う ぜ。』 

『では』 と、 かの 女 は 尋常な 額に なって、 『人 を粲 てたり せんでも ええ ぢ やない か？』 

『然し、 ね』 と、 義雄 はわ ざと 落ち 付き 拂 つて、 卷 煙草 を袂 から 出しながら、 『お前と おれと は、 もう， 

もとの 通りに ゃァ 行かない よ。』 

『どうして、 さ？』 かの 女 は、 不思議 さう に。 

『1 一人の 間 に は、 第 一 , 出齒 庖丁が 這 入った。』 

『  』 

『それから、 加^^が這入った。』 

審藥女  五八 五 
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『そんな こと は 無い』 と、 また 顔 をし がめ た。 

ゆき 平が ぶう く 吹いて ゐ たので、 かの 女 は その si を 取った。 販が 煮えた の だ。 

『誰れ の爲 めに 焚け たの だか、 ね —— おさしつかえ は 御座いますまい か？』 

『丁度え えと こぢや さかい』 と • かの 女 は 渠の冷 かしに は 頓着せ す、 ゆき 平 をお ろして、 『何 か S 只うて 

來 か？』 

『さう だ、 ねえ 11 』 と、 義雄は 手を懷 ろに 入れ かけた。 

『お金 はこ ッち にも ある 1 -けふ も * あんまり 瘤に さわった さかい、 あの 婆々 ァ から^ 代の 五 H 分 だ 

け 取り返し て來て やつ た o』 かう 云 つて、 か の 女 は 喜ん で ゐた。 

かの 女 は 正宗 一本と かれい を 一 尾と 買って 來て、 膳 ごしら へが 出來た 頃、 加 集が 案內 もせす あがつ 

て來 た。 

『來 てるの か、 君』 と、 渠は 閒 の惡 いやうな 顏 をして 立った。 

『ああ。』 義雄 は、 食膳 代用の 机に 向った まま、 惑 びれ すに 返事 をした 03 れ にや ァ、 行く ところ も • 

ゐ ると ころも 無い の だ。 11 まァ、 一緒に 一 杯 やらう 1. 坐 わり 給へ。』 

『僕 も 一本 ある ぞ』 と 苦笑しながら • ボケ ット から 取り出し たの をし ほに、 誇 雄と 相對 して 腰をおろ 


して、 方に つき出し 、『お 鳥さん、 れも ついでに つけて お 吳れに 

「  』 かの 女 はちよ ッ とふり 返った が、 取り合はなかった。 

『あれから • なァ、 また 〇〇 の』 と • 先 紫の 名を舉 ゆて、 『とこへ t 仃て來 たん ぢゃ. 1 銀行家 なんて * 

なかく けちん ぼで、 な ァ。』  ちょく 

『二 千 五 fal の 宅地と かで かい 1 まァ、 つがう』 と， 義雄は 加 集と 自分との 猪口に 出 來た酒 を 注い 

だ 0 

i お 鳥に 命じて • 加 集の 持って 來た墨 を も i しろと 云った が • かの 女 は それに 手 をつ けようと 

もしなかった。 

『ま ァ、 さう 嫌 はんで』 と • 加 集 はかの 女の つんと そッ ぼう を 向いて る^ 顏を 見た。 渠の 目に は. こ 

れ までに 兒せ たこと もない 劎 があった と、 義雄 は讀ん だ。 

『ぢ ゃァ、 おれが 燜 をして やる、 さ。』 義雄 はかう 語って * 火鉢へ 行った。 

ig は 半ば 加 猫に 後ろ を 向けて ゐ たが、 加 集が じろ くと お 鳥 を 見て、 かの 女の 顔色 を讀 まう として 

ゐる 様子が、 分の 近 鏡の 裏に 寫 つた。 

その 夜、 加淮 もい ろんな^ 間 話 をして、 いつまで たっても 歸 らうと はしなかった。 

•  ほうく わん ざ  J 

義雄 はまた- このい きさつが どうなる こと だと、 心を据 ゑて、 半ば 傍 觀氣を 起して ゐた 
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お 鳥 だけ はじれ くして ゐて、 加 集に 歸れと 云 ふ 素振りば かり を兑 せた。 

『もう、 締めます が 1— 』 下から かみさんの 聲 がかかった。 

『ちゃ ァ、 締めても よう 御座います』 と、 義雄は 答へ た。 

お 鳥 はこら へ 切れ なくなつ たと 見え， 

『歸 つて 5^ れ』 と， 加 第に つけく 云った。 

『歸 るなら、 歸る やうに 話 をつ けて 行く。』 かう、 加 集は强 いこと を 云 ひ 出した が、 その 割りに 聲が 顏 

えて ゐた。 見る と、 渠の顏 は、 義 雄に は、 如何にも 恨み ある 悲しみ を 表して ゐる やうであった。 

ひそ 

『こッ ちの 範 園内に 立ち入らせ たのが 惡 かった の だ』 と， 義雄は 私 かに、 多少、 同 情の 念が 起った。 

r まァ、 一 綺に寢 よう、 さ —— 僕も醉 つてる から、 ね。』 

お 鳥 は 物 も 云 はないで、 自分 だけの 得 を 敷いて ゐた。 

義雄は 下の 濡橡を あがって、 奥の 便所へ 行って、 またはし ご を 登って 來た 時、 文ち あがって ゐる加 

集が これ も 立って ゐ るお 鳥に 突きの けられて、 壁の 大黑 ごよ みに ぶっかった ところであった。 

『喧嘩なん かするな！ 僕が この 場に ゐる 以上 は、 ね。』 かう；； ム つて、 義雄は •  I 方に 片 よせて 敷いた 褥 

の 上から、 上の 蒲圑 I 枚を剝 いで、 加 桀に與 へ、 『仕 やうがない 11 君 はこれ にくる まって 寢て は 


『かしわ 餅 かい？』 加棄は t3< 想ら しく 笑った。 

『さう、 さ • ね 11 それでも 女 は 女 だ』 と * 義雄は 自分の 寢 まきに 着.^ へながら、 

『ブイ ォ リンな ど はぶち *1 わしても、 衣 物 はこん な 下らない ので も、 何 かの 足しにな ると 思って、 持 

つて 來てゐ らァ。 』 

『そ 1 も』 と- お 鳥 はもう ii ぼ； < つてる 褥の 中から、 『燒 いたろ かお もたん ぢ や。』 

『あの 婆ァ さんが』 と、 加^も 少し ゆ ッたリ した 聲 になって T 火事で も 出される の を 心 S してた の は 

尤も ぢゃ、 な ァ。』 

『ほんと に、 さう、 さ • ね 11 然し ここ は、 また』 と * 義雄は 今 見て 來た締 り を 思 ひ 出して 、『どうし 

たの だら う、 ね、 下の 庭に 戶締り も 何もして ない ぜ。 ただよし 黉を 立て 廣 ゆて、 細い 潢 木で 押さへ て 

ある-: U けだ。』 此時 はもう 女と 並んで た。 

『そり や 僕 も 知らなん だ、 な ァ。』 加 集 は 心配 さう に蒲圑 から 顏を 出して、 『用心が 塞い やない か？』 

『£!.5 く ッたッ て 仕 かたが 無い、 さ I 君が わざ/ \ こんなと ころ を 見付けて やった の だから。』 

『そんな ことまで 僕 も氣が 付き やせん、 さ。』 

『然し 事よ く 釣り合つ てら ァ、 ね。』 義雄 のこの 言葉 を聽 いて、 お 鳥 は 無 首で だが 怒って、 渠の疾 腹 

をき つく 突いた。 
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義 雄も默 つてし まった が、 こッ そり かの 女の手 を 引き寄せ、 

『どッ ちが 好きだ』 と， 指さき で 書く と、 

『お まへ』 と、 かの 女 は 書き 返した。 

翌朝、 遲く あさ 釵を 一緒に 噙 つてし まった ST 加 集 は 言葉 を 置き /-、 かう 云 ひ 出した、 —— 

3- は —— これから —— 時間が あって —— 出る が、 なァ —— ー體、 この 話 は —— どうな るん や？』 

『どうなる ッて』 と、 義雄 もむ ッ として、 『もう、 濟ん おやうな 物、 さ。』 

『まだ 濟 みやせ んぢ やない か？』 加 集 は 眉 根 を引ッ 釣らせて T 君 は 僕に 依頼して、 僕 は 君と あの 女と 

の 手を切る 奔走 をし たんや。』 

『そり ゃァ、 さう だが、 ね、 今と なつち ゃァ、 もう、 取り消され たの だ。 僕 自身で これと 僕との 間 は、 

切れるな り、 またく ッ 付くな りする、 さ。』 

『でも • まだ 君 は 取り消し てない。』 

『ぢ ゃァ、 今 僕が 取り消す が、 君の 二三 日來の 奔走 は實 にあり がたかった。』 かう 云って、 1 つ あ.；： ま 

を 無器用に 下け た。 

『如何に 友人 問で も， 君 はおれ を 馬鹿にし てるよ 11 镆だッ て、 1 日 を ほかの ことで 奔走す り や、 そ 


れ だけ 金になる からだ を • 君の 爲 めだお もて、 この 二三 日 樺に 振って る やない か？』 

『然し は その 報酬 は 得て ゐ ると 思 ふが、 どう だ？』 

『さう 云 はれる と、 なほ 11 』 加 集 は 言葉 を 中 上して * お 鳥が 二人 を 少し 離れて 後ろ向き になって ゐ 

るの を 横目に 見た。 

『あれ ま、 たと へ』 と、 義雄 はかの" ぉを见 すに 、『何も 分らない 無智 同樣 の田舍 者と したと ころが 鬼 

に^^まだ娼婦ゃ何かでは無ぃ。 それ を II 』 

『さう 云 はれる と、 僕 も — 然し 君の 爲 めに 手を切らせる 一 つの 手段と して は！』 

『いいや、 そんな こと は、 今更ら * 意味 もない 申し わけ だ。 僕 は、 だから、 何も 君の この 二三 日の こ 

と を 責める のぢァ ない！』 

『然し 11 』 

『それとも、 友人間の こと を 金に する 氣 かい？」 

『  n 加 攘は暫 らく 默 つて ゐ たが、 決心の 色 を 見せて、 『どうせ、 君が そんな 不都合 をす るなら、 

金に したる！』  S な 

『よし』 と、 義雄も 坐 わり 直して、 『いくらの 口 asfcffl せば いいの だ？ その代り、 また あの 女に も 要求 

が ある だら うから、 ね o」 
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『  』 

『僕 は豫め 云って 置く が • あの 女 を また これまで 通りに すろ か、 それとも 矢ッ 張り 手を切る か、 それ 

は 君に も あの 女に も 受け合 はれない の だ C が、 あいつの 虑分 はどッ ちと も 僕 自身が する ことにき めた 

の だ。』 

r さう 云 はれる と、 — 僕 も I— 實に 11 心 — 苦しい。』 加 集 は その 背 を 壁に もたせて * 女と 義 雄と 

をどッ ちに も橫 目で 見る やうに して、 『實 は、 もう —— 僕のう ちへ もとまつ たし • 大 森の 砂風呂へ も 1 

緒に 行た し、 ——. 』 

義雄 はこれ を聽 いて、 くわ ッと のぼせた。 想像と 推斷 とで は、 旣に 分って ゐ たこと だが、 本人の 口 

からかう 當 てつ けられて 云 はれる と、 あたまに のぼせて、 からだが ひィ やりして しまった。 そして 今 

までのがん 張り 方が 馬鹿々 々しくなる と 同時に、 この 女 を われから かばう のが、 女に も 笑 ひの 種に な 

つて はすまい かと 思 はれた。 ゆうべの ありさま だッ て、 自分が ただいい 氣 になって ゐた に過ぎないの 

かも 知れす、 女が 加 集に むごく 當 つたの も 却って 反對の 意味が あって、 加 集が 馬鹿の 爲め にこれ を理 

解し 得な か つたの だと も 取れ 出した。 

『おいちよ ッ とこ ッちを 向け！』 かう * 義雄 はお 鳥に 叫んだ。 が、 かの 女 は 向き も 返事 もしなかった。 

『おれが 若しお 前 を處分 するとしても * 今 加 集が 云った 事 を 土臺に すれば、 おれの 方 はす ッと實 任が 


着くなる の だ 一 . 返： ajf- をし ろ お前の 口から も i£H お だと！』 

『  』 かの 女 は 矢 Jii^ り 無言で、 少し 仰向き 加減に そッ ばう を兒て ゐ るら しく、 然しから だは 全趙 

に 顔え てゐ るの が 見えた。 

義雄 はこれ を见 て、 あの 為山で かの 女が^ 死し かけた 時の ありさま を 思 ひ 合 はせ、 如何に 憎い 女で 

も、 1^ び あんな 似 はさせ たくなかった 0 

C ん はどう 自分の 身 を 虚して いい か、 ちょ ッと. M を 失った 時、 加 奥 は 勝ち^な 聲で、 

『见も 角、 俊が 一 時 あの 女 を 贸 かるの が 順お ぢ や！』 

かれるなら、 ^かって 見ろ！』 まだ 實 際の 好意が あるの を かの 女に も 分らせる ぺ4 めに、 『君が 預か 

るの は、 どうせお もちやに する 爲 めだら う —— ？』 

『うんに や ！ 』 . ^雄 は 1! 雄の こわい nz を 避けて、 かの 女の 方に 向き、 『僕 だって- 男ぢゃ 11 君 ぐら 

ゐ の^:;! i はする！』  、 

『これまでの 僕 ほどで は、 もう、 行かない よ 一 I 今の さし 迫った 問 題 は、 あの 女 を 生かす か、 殺す か 

の 問 iS だ。 ^が 本 氣で獨 り 者 だから • みく とも、 一 生 愛して やる か、 僕が 本氣な 同情で かた をつ けて 

やる か？ 如何に 馬鹿 だッ て、 あいつ も， もう、 そこまで 突き詰めて みる 樣子 だから • ね。』 
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『そ ん な こ と をf^^; に 受け合 ふ 必要 はな い ！』 

『君 は 途中から 跪けようと 云 ふの だら う —— ？』 

.『  』 加 集 はた だ じ ッと、 半ば 横目で、 義雄を 見つめて ゐ た。 

『さ ァ、 もう 僕 はどッ ちで もい い！』 義雄は 決心した 樣 子で 他の 兩人を まわして、 『僕 はこの 場合 愁 

情 は拔き だから、 あの 女の 意向 一 つに まかせる が 11 その 前に、 一 つ、 僕が しッ かりと 事 黄の 念 を 押 

して 置く 必要が ある。 11 おい』 と、 またお 鳥 を 呼び、 『加 集との 關係 を白狀 しろ！』 

『  』 

『返事し ろ！』 

『  』  I 

『どうしても しないと 云 ふの なら、 今 一 っ聽 くが、 ね、 お前 は 一 時 おれに 來る つもり か、 または 加 集 

に 行く 氣か、 どッち だ？』 

『  』 

『顫えて ゐ るの は、 自分の した こと を 後悔して ゐる のかい？ それとも、 おれ を 恐ろしい のかい？』 

『  』 

『うそ を 云って たから、 が出來 ない の だら iq^s 倒 だから、 iis だけ 聽 くが • ね、 これで 


は 永久にお"：^ と會 はない ことになる かも 知れない の だ ぞ！』 かう 云って • 義雄は 言葉 を 切り、 お en の 

前 を わざと 荒々 しく 通って- 原 £1 の 包み を 手に 取り あげ、 もとの 坐に 來て 立った まま、 『返 が 出來な 

いなら、 返事 をし ない 方で 聽 くが、 ね I— 加渠が おれに 代って、 お前 をお もちやに しょうと する の だ 

が、 その 方が よければ 返事 をし ないがいい！』 

『  』 ： 

ぢょ 

返 が 無い ので、 義雄 は、 自分の かの 女に 對 する これまでの 待遇に 對 して、 かの 女から ゆ ふべ とけ 

さとに 全くし ッぺ い 返し を 喰 はせられ たものと 見た。 そして また 一 段と くわ ッ となった。 

ど き  ふんまん 

『加 築！ ぢ ゃァ、 ^に まかせた』 と 云った 聲 さへ、 耳からで も 出た やうに なって、 一度 期に 忿 の 情 

が 顔に 燃え あがった。 

IS がから だの 中心 を 失 ひかけ た ほど そそく さと 下り 口まで 行った 時、 

『ま ァ、 待って』 と 云 ふ St がして、 自分の 袂 が引ッ 張れた が、 今や 加 集に 語った 霄 葉に 面 じても、 女 

女し く 再び 坐 わり も 出来ない 氣 がして、 

『放せ、 もう • これ ッ 切り だい！』 握られた： g を ふり 拂 つた。 さう して 女が 足 もとにば ッ たり 倒れた 

音を环 にと どめて、 はしご を そと 向きに 急ぎ 下 だり、 下駄 を引ッ かける が 早い か、 屋臺の 後ろから か 

みさん が 驚きの ほを见 張って ゐ るのに ちょ クと 問の 惡ぃ 挨^ をして 外に 飛び出した。 
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一六 

『ま ァ、 待って』 が氣 になって はねた が、 待って やって、 拜み 倒されても それまで のこと だ。 

『お" 削』 の 代りに、 『あなたに は』 などと 初めて 改まった 言楚を 使って、 これまで 大相 世話に はなった 

が、 今と なって は、 加 集に も 義理が ある — ぶつな り、 域るな りして、 ふ 充分に 意趣 は 晴らして 貸 

ふ 代り、 あの 條件 通り を 行なって 吳 れい！ こんな 工合に 向 ふが 出まい もので もなかった らう II 結 

HIT 馬鹿を見る ところであった。 

『幸 ひに も、 け ふと 云 ふけ ふこ そ、 下 だらない 责任 をの がれた の だ 11 この 結 E や は 早く 誰れ かに 發表 

しなければ』 と 云 ふやうな 氣 がしながら、 義雄 はふら くと 我 善坊の 家に 歸 つた。 

生 斑の ii から 隣り の 寺の 緋鯉の 池が 見える 室に 入り、 ヅック の 旅行 ケ」 出して、 その 中へ まだ 手 

のぁッ たか 味が 淺 つてる 原稿 や 書物 を 初め、 その他に、 今の 原稿が 終れ は、 直ぐ か あと を 害く 爲め 

の 參考轡 を あれ や これ やとえら び 入れて ゐた。 

『あなた， どこ を ぶらついて たのです、 ねえ。. I 千代 子の f 一作 法な 歩みの 足 昔も聽 えて 來て、 『ぁッ ちか 

ら 電報が 來 たこと は聽 いたでしょう！』 

r 聽 いたから， あせって るの だ！』 ，氣 はかの 女 を 睨む やうに して ちらと 見た が、 かの 女 は 敷居の そと 


に 立って、 ぉづ く-と 相變ら すの 遠 ひづら をして ゐた。 渠は私 かに. 『こいつに は氣違 ひ 責めに せら 

れ、 あいつに は 物责 めに せられ、 もとはと 云へば、 たと へ おれの 仕出かした ことにしろ、 たまる も 

のかい』 と考 へた。 

『それなら い い でしよう が — あなた は 旅行な さ るんで すか、 また 自馒 さ、？ にあん な 女 を 連れて 

 』 

『淸 水と は- ね』 と、 義雄は 飽くまで 念 を 押して やる つもりで、 あご を 堅く 突き出して わざとら しく 

あけ 下け して T とッ くに 手を切つ たの だ！』 

かう 云った 時、 藥 はふと 自分自身 を り兒 ると、 この 千代 子に かぶれて、 自分まで が氣違 ひじみ た 

{全 氣を 吸して ゐた。 

ここに だッて *  は 一 刻 もと どまる 氣は 出なかった。 

け. 5  くわ 

U それ はおめ 力ら 5ぉ り 前の ことで さァ、 ね —— 喧嘩 か 何 かした のでしょう？ 若し あなたの 弟が ぁッ ち 

で 病死で もして 御^なさいな、 あの人 を あなたが あの 女の ために 殺した も II 前です よ！ あなたが、 ね 

—— あなたが です よ！』 

『うるさい！ 死ぬ やつ ァ、 どうした ッて死 ぬんだ！』 渠 はかう 叫んで、 『若し や あのお ftl も 11 』 と 云. 

ふやうな 疑 m の 念が. びんだ。 
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蕖の 精； t はから だ 中に 顫え あがった。 そして 八丁 堀の 堀端 を歸 る時氣 になった かの 女の 最後の ー霄 

が、 今や また 耳の 記惊 から 繰り返されて、 あはれ ッ ぼく 渠の 胸に 傳 はった。 

『氣 味が よかった』 と、 私 かに 渠は 自分 を 辯 護し、 かの 『不 如歸』 劇で 泣かせられる もの 等のと 同様 

な安ッ ぼい あはれ みの 心な ど は 踏みに じってし まへ と 決心して、 書物 を 七八册 ねじ 込んだ 革飽を 提げ 

て 立ち あがった。 

『車 を 呼べ、 准 を！』 

『車なん か來 ません よ！』 

『なんだ と！』 

『あなた はち ッ とも 御存じな いのです が、 ね、 呼びに 行 ッたッ て、 向 ふが、 お前さんの とこ は 信用が 

出来ない から ッて • ね 11 』 

ちょ 

『  』 義雄 はじろ りと かの 女 を 見詰めて、 言葉が 出なかった。 

『それほどまでに あなたの うちが 困って るのに』 と、 かの 女 は 半ば 哀訴の 口調に なって、 『あなた はち 

ッ とも ふり 向き もしない 氣で すか？』 

『無論、 さ！』 力の 拔 けた 聲 だが、 渠 はな ほ 反抗せ すに ゐられ なかった 、『おれに ゃァ妻 もない！ 家 も 

ない！ あ C 裹 薬が 失敗す り や ァ， おれ 自身 も 無い か 知れない の だ！』 


て たが、 渠は 自分で 荷物 をひッ 提げて 出た。 

我 善坊を 卜って 西の 久 保の 通りに 出で， ゃッと 辻ぐ る ま を 見付けて、 渠は 手に 提 けた 革袍を 車の 域 

込み へ 投げ込んだ。 

顔 ゃ脇ハ 下の 汗 を 拭き-/ \、  くわ ッ くわと 照る 太陽の 下 を 走らせる と * す ッと輕 くな つた 自分の 世 

界は 却って 自分の 世界で ないやう に 思へ た。 日 は 輝いて ゐても • この 数ケ月 來、 滅多に 心の 晴天 を 仰 

ウレな 

いだ こと もなかった 渠に は、 あんまり 明るい 光の 中 を 半ば 自分が 失 はれて、 取りと め も 付かない。 

先づ 心から 落ち 付けよ ラと、 自分の からだの 住 ひ を 車上で 正して 見た。 すると 目の前 を- S 切った 一 

人の 男の子が 自分の 總領 息子の 年 S であった。 

『かいる が 鳴く から、 かァ いる』 と 云 ひながら • ゆう 方よ く 外から 歸 つて 來 たもの だが、 或 時 自分の 

今乘 つてる やうな 車に 敷かれて、 手と 足と を 怪我した。 若し あの 時 頸 か 胸 か をで も やられた ので あつ 

たら —— 1^ は 自分の 身に なって、 ぞッ として 目をつぶった。 

すると、 その子 等の 母が わさ/ \ と 落ち着き もな く、 しゃり かう べにまで 瘦 せこけ て • 子供 を 叱つ 

た tts、 せ， しのこと を 心配した りする あり 様が 見えて 來た。 あの 婆々 ァ じみて 11 こんな こと は、 もう • 
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考 へたく もない ので *  口 を 明けた。 

若い 婦人が からだの 曲線 を 衣 物の いい 着こなしに はして、 顔 を蝙幅 傘で 匪して 行く。 すると、 お 

鳥 は あれから どうした らう —— 自分 は、 もう >  全く 傍観的に だが、 今一度 行って 見て やらう か 知らん 

と考 へられた。 

これに、 また、 『ま ァ、 待って』 がから み 付いて 來て、 かの 女の 死んだ ざまが 苑 たくな つた。 若し 死 

ん でで もゐて 吳れり ゃァ、 自分 も 自分の 闢係を 憚らす 天下に さらけ出し. かの 女の どうせ 死ぬべき も 

のであった こと • 並に G: 分が どの 點 まで 資めを ij!- ふべき か を 公表して、 あと は 誰れ にで も 勝手な 判斷 

を させて やる！ 

『然し • 死ぬ なんて — まさか 11 』 あの 加 集 さへ あの 場に ゐな かったら、 かの 女 も 手 を廣 けても ッ 

ふ-芝居 をした だら う。 自分 も 亦もッ とかの 女の 心 をえ ぐれた だら う。 

若い 女 を 飽くまで 試みる の も丽， ：！： かった だら うにと 云ふ氣 になる と、 あの 時滔々 としゃべ つたこと 

が 前後 の 取りと めさへ 無かった こ- M を 2^-5 へて 來た。 

『I ー十^^をたッたー 一つば かり 越えた に過ぎない 女の 爲 めに、 —— おれ もどう かしてみ たの だ ー やり直 

しだ ぞ* お 鳥！；！：：： つて ゐろ』 と * 力を入れて 心に 叫んだ。 『お 鳥 11 お 鳥！ お 鳥， お 鳥. お 鳥！』 

『さう 足 を 踏みし めて は 闲 ります』 と • 舉 夫は定 りながら，：^ ろ を ふり 返った。 まだぁ ，；.^,に^§て.3 


るの かと 云 はれた ほど • 義雄 は颜を 赤く して 澄まし 込んだ。 

新 5^ 停 本場 前の 或 休憩所に 車を陣 り、 荷物 を そこに 預けて 置いて、 電車に 乘 つた。 

1:!^ が 引けながら も、 加 棠がゐ たらい よく 一 喧啤 をす る覺 悟で 行って 見る と、 下の 主人が 今お 鳥の 

{.tii から 出て、 はしご を 下りる ところであった。 

『こいつ、 また、 おれ 達の 造 利 を； It ふ氣 でで も 11 』 義雄 はむか ッ とした 時、 

『おう、 旦那』 と * 主人 は 嬉し さう に 下り立って、 『今、 あなたの お宅へ 使 ひ を 出しました のです が、 

な —— どうも- 本人の 云 ふこと がはッ きり 分りません ので —— 』 

『どうかし ました か？」 義雄 はう ッて變 つて 自分の 世界が 開ら けたので 肩身が 廣く なった 氣 がした が、 

にわ 

同時に 『ゃッ 付けた、 な』 と合點 して、 俄かに 胸 さわぎが し 出した ので ある。 

『ま ァ、 どうぞぐ ちらへ —— 只今、 ゃッ とお 休みに なれました から。』 

ひや V- めんさ ゥ 

かう 云って 生 人が tisl- くま まに" 義雄は 百 面 和の 客 11 へ 通った。 

『ァ ヒサ ンを やった の ぢゃァ ありません か？』 

『ぇッ 、そんな ポほ藥 を！』 主人 はび ッく りした を搫 ゆると 同 に * 胸 を 反らせて 左の 手 を輕く 後ろの 

ig へ 突き • そッ ちへ 引ッ 張れた やうに 眼と 口と を倾 けた。 そして 下 くちびる を 少し 受け n にして 兌せ 
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たが、 直ぐ もとの 顔に 直って、 『わたし は、 また， 御酒 をめ しあがり 過ぎた のかと 思 ひました が 一 』 

『まだ 醫 者に 見せません か？』 義雄は 氣が氣 で 無かった。 

『いや』 と、 主人 は渠の 様子 を 兒て、 わざとら しい 落ち着き を 見せて、 『御 心配に ゃァ 及びません — 

もう， 一 時 Si も 前に 來 ましたから。 然し、 そばに 一 升德 利が 出て ゐ たので 11 』 

『あり ゃァ、 醬汕 入れでした。』 

『それに • 大相 吐きました から、 な 11 多分， 酒 を飮み 過ぎた の だら、？ ソて、 醫者は 下^ を かけて 歸 

りました。』 

『そ • や ァ *  丁度い い 思 ひ 付きでした らう。』 義雄 はかう 云って、 この、 想像に は 描いて ゐ たが、 いよ 

いよ .¥責 と聽 いて は 一 たび 突然に 驚かれた 事件 を、 まだ 物足りな いやうな 氣 がした。 

ちょ 

これまで にも、 かの 女の 留守， 留守に、 度々 かの 女の 荷物 を 探して 見た。 一 つ は， 他の からの 手 

紙で も 來てゐ はしない かと 思って だが、 次ぎに、 それよりも 重大な 现出 は、 國を 出る^から 川 意して 

ゐ ると 一; ム ふこの 毒藥の 有無であった。 どうしても 見付からな いので、 うそ を 云って るの だと も 忍った。 

また 知り合 ひの 醫者 などに、 それと 無く、 これ を飮 むと どんなき き 目が あるか、 どんな 結 を呈 する 

か、 など 云 ふこと を聽 いて ゐ たの だ。 

M あ ひ 

『分 i が 多過ぎて、 却って 吐いて しまったから • 助かった のでしょう。 あの 藥は 死ぬ にも 度合が あつ 


使 m する ものが あって —— たと へば、 宴會 とか 舞路會 とかへ 行きます、 ね、 少しづつ やって ゐ ると， 

そのき きめが いっか 現 はれて • ぼう ッ とその 顔が ほんのり 櫻 色になる さう です。』 

『チ： ^一理で』 と、 主人 は、 はたと 膝 を 打ち、 『眞ッ 赤に のぼせて ゐ ました 。酒の ひだと 思ひ逮 へた" も、 

無&. はないで しょう。 妻が 氷 を かいて ゐ ましたら、 どんと 倒れた やうな 音が して、 二階で うんく う 

めく I. おかした と 御ら うじろ。 わたしが あがって 見る と • それでしょう —— うちの ものまで がせ 七 S1 八 

調でした ぜ o』 

『そり ゃァ』 と •  ^雄 は 微笑に まぎらせて、 『おさわがせ しました * ね。』 

『全^ * あのお 方 はどうした 人です』 と * 主人に 尋ねられ、 『實 は』 これく と、 義雄は そこの 老母 も 

出 て^た でありの 儘 をぶ ちまけ T かうな つち ゃァ、 僕が 少く とも それが. K るまで は、 看て やらな け 

りゃァ なります まいよ o』 

『人助けで さァ、 ね。』 主人 はまた 胸 を 反らす やうに した。 『加 集さん に は 御名 刺 は 戴き ましたが、 何 だ 

かち やら ッぼ こばかり 云って —— あんな 人 は』 と • 鼻 をつ まむ 爲似 をして 顔をしかめた。 

『いや、 さう まで 薄情で も 無いで しょうが、 ね。』 

『それが、 あなた』 と、 うち 消す やうに 首 を； つ 和ら かに まわして、 襟 を拔け 衣紋に して 、『御 失^ Q. 
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もと ぢゃァ ありません か？』 

その 様子 も聲 も、 丸で、 女が ぉ容 にあ まへ てるる やう 一た。 

『なァ に、 失敗と 云 ふわけ でもない のでしょう， ね * ただ 僕が まだ あの 子に 愛情が 殘 つて ゐて、 S ひ 

切れなかった のが 惡 いので した。』 

『rf> れ もさう でしよう が、 な • 女なん かいくら も ありま さァ —— わたしの うちので も、 ^り 出し さへ 

すり ゃァ、 直ぐ あとが 一 一人 も 三人 も 待って まさ ァ。』 

『これ は惡 くもない 家柄です が、 ねえ』 と、 老母が そばから、 『道 樂の爲 めに、 好きで、 こんな 商 買 を 

して ゐ ますんで —— 』 

『百面相 ッて * どう 云 ふこと をす るので す？』 

『な ァに、 わけ ァた いもんで すが * な。』 かう 云って、 主人 は 次ぎの 間から 古 行李 を 引きす つて 来て、 

.C ん  はや V- は  』 J  ) 

その 中から いろんな 面 やら 道具 やら を 見せ， 何でも 手早く 早變り をして、 I 人で いろんな 人物に なつ 

て 見せる のが 藝だ などと 說 する にも、 素顔に ちょ ッと 物を當 てると、 ひよ ッ とこに なったり * お 

かめに なったり した。 

『ただの 鼠 ぢゃァ あるめい』 と * いつの 問に か 男 之 助に なった かと 思 ふと， 面 をち よ ッと襄 1^. して， 


『これが 〇〇 の宫 さん、 〇〇〇 の 宮 さんのお 氣に 入り だから， ありが てい I どうか * あなた も 御 吹 

聽を願 ひます。』 

^^鹿にされたゃぅな氣をして、 その 室 を 出て、 義雄は 二階へ 行く と、 お 鳥 は あたま だけ、 枕の 上に、 

こちらに 向けて、 氣 だる さう に、 

『來 たの』 と 云った。  - 

『とう/ \ ゃッ つけた、 ね！』 

『  』 かのお は 顔 を そむけた。 淚聲 で、 『どうせ 生きて ゐられ へん！』 

『おれに 菜 てられて か？』 渠は 冷然と その そばに 坐 わった。 

うたづ 

『  』 向 ふ 向きに ただ 額いた。  t 

『そして 又 加^ に 粟 てられて だら う 1. ？』 

『  』 何の 返ル) もなかった。 が、 やがて 猶り 言の やうに、 『死に さへ すり やええ のぢ や！』 

『さう.：；. r 死に さへ すり や ァ>  おれが 加^ を も 呼び付けて、 墓地の 奔走 を させ、 おれ も 等 常に 見送つ 

て やった の だが * ね、 死に そくな つち ゃァ また 問题が 起る ぞ。』 
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『起る も 起らん も 無い 11 あいつ は、 あたいが、 わざと、 世話が 出け るか 云 ふて 念 を 押して やったら、 

返事が 出け なかった さかい、 追 ひ 返して やった。』 

「それ 見ろ 11 誰れ にだ ッて 見限られら ァ、 ね。』 渠 はかの 女の 精神が、 もう、 大丈夫 正氣 になって る 

る こと を 認めた。 で、 語法 を 一 步 進めて、 『おれ だッ て、 もう • 友人の 手 を 付けた もの を、 二度と は、 

可愛がれな いよ 11 たと へ、 お前の 诀心は 精神に 於て お前 を 潔め たものと 許して やっても、 ね。』 

『可愛がって など 貰 はんでも ええ！』 

4C きら 

『うん、 さう 諦めて ゐ さへ すり ゃァ、 おれ はまた 一 肌拔 いで、 お前の 處分を 付けて やつてから 出發す 

るよ。』 

かの 女 は 向 ふ を 向き ッ 切りであった。 なんにも 喻 ベたくない と 云 ふ 上に、 からだの 自由が 利かな か 

つた。 

蕖 はかの 女の 便器 を 求めに 行ったり、 自分の 食物 を 用意した りして、 ゆ ふ 方に なった Sir 加 集が の 

ク そり やって来た。 

r また 君ァ來 てる か？』 ぶりり として 立って ゐる。 

『君 こそ 來 るに 及ばな いんだら う！』 義雄は • 火鉢に かけた 物の 下 を あ ふぎながら、 橫 ざまに ねめ te. 


J 


ffhG も sr- 子 だら う —— あれ だけ はッ きりと 僕に 委托 して 置いて！』 

『そり ゃァ おれから 云 ふこと だぞ 11 どうして 君ァ おれの その 委托を 正直に 實行 しない？ この 本人の 

樣子を 兄ろ！』 篛雄は 顎で お 鳥の 方 を 示め して、 Hi 袖 を あ-ふいで 死に そくな つてる ぢゃァ ないか？』 

『  』 加 集 も かの 女の 寢姿を 兌 やって、 ぎッ くりと 來 たやう であった が * 兌る く惡 人の やうな 

ffl を 顔 こ 描いて、 立って るから だ を^め た。 『貴 さま ァ これ ッ 切り おれ を あの 女に 近よ せない つもり 

だ， な？』 

『さう だ —— ^:-自身がその權利を* けさ、 拗棄 したの だ！』 

『ベ， -れ だッて * 若し やとお もて やって 來 たの ぢゃ、 人情 は 持って らァ —— この 二三 日、 大事な時間*^* 

棒に ふらせ やが つて！』 

『ロ錢 が 欲しけ りゃァ 金で やる —— 友人 呼ば はり はすな！』 

『畜生！』 かつ 叫んで、 加 集は義 雄の^ ッ腹を 域った。 

『なに、 くそ！』 義雄は 立 あがって、 加 维をカ I 杯に 壁の 美人へ 突き飛ばした。 みしりと 云って、 張 

り 子 板の 音が したので 渠は 下の 人々 に氣 兼ねす る氣 になり、 11 また 橫 たはって ゐる 女の 爲めを も 思 

つた。 

で、 勢 ひ を 盛り返して 來た加 第の 爲 めに、 義雄は 組み 數 かれて、 また 二三 度 方方 を^られ た。 が、 
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こちらの 手出し はさし 控 へた。 

『壯士 を 一 一三 人 つれて 來て、 おれ は贵 さまと あの 女と にあ やまら せて やる ぞ！ 待って や がれ！』 

加 集 はこ ちら を 尻目に かけて、 はしご を 下り 初めた 時、 義雜は 言葉で 追ッ かけた、 11 

『貴 さまの やうな 奴が、 ね、 自分の 色女 をお しま ひに や ァ賫り 飛ばす の だ ぞ！』 

『資り 飛ば され る やう な女ぢ や！』 

『  』 

『弱虫！』 かう 云って、 お 鳥 は 加 奥が 行って しまって から、 顔 だけ を こちらに 向けた。 『あたいが 起き 

てたら、 あいつ を 締め あけて やる のに！』 

はつご.，？ 

r  』ぉ前の^^$めを思って負けてゐたのだとは、心で云ったが、義雄には正直に發言出來なかった。 

一七 

心配して ゐる ほどで も 無く  • 加 集 は 押し寄せても 來 なかった。 然し 義雄は 下の 家族に も 注意 を與へ 

て 再び 渠が來 て も、 あがらせる なと 命じた。 

iisl の 入り口なる 半 間の ひらき 戶へ、 うち 側から 輪 かぎが かかる やうに して、 義雄は 毎日、 か 

ゝら 一 

の 女の 看 S をした) そして そ Q 傍らで 霄き かけ Q 原-: S を 書き終つ たし、 また-; . . はへ 行って、 樺 太 


ら あちら の 通 iis なする こ と を 引き受け ろお； 11^ を も へ た 

二三 曰のう ちに、 お 鳥のから だ もュ汷 々自由が 利く やつに なって、 これまでと は 打って 變り、 義 雄に 

對 する 情が 忠 K で こまやかに なった。 そして、 質 物 を 出す 話を提 がし 出した 時、 

『あんな 物 はいつ でもえ え』 と 云った。 

義维 はまた かの 女に 對 して • また みあり さう にそッ として 匿いた かの 女優 志願 は、 その 實肚 目で 

あつたの だからと うち 明け • かの 女が 近 £^ になって 寫眞屋 になり たいと 云 ひ 出した 志望 を 容れ、 その 

方の 舉 校へ 人れ て やる 手錢 きな ど をした。 

『これで- 鬼に 角 • お，； 1 との：^ 初の 約束 は實 行出來 る、 ね。』 

『舉 校が きまっても. 金が つづかに や 駄目 ぢゃ n 』 かの 女 は 下の かみさん を 忍 ひ 出した 力して、 『下 

の は、 な， 色女であった のが、 かみさん を 追 ひ 出して 這 入つ たんや さう や *』 

『お前 も • どこか、 そんたいい 口 を 見付けろ よ。』 

『あたい、 そんな こと せんでも ええ？』 

『獨 りで 立って 行ける かい？』 

『その • 校 さ へ 卒樂 すり や 1. 』 

『あやしい もの、 さ， ね。』 

0  0 女  《。リ 
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その 月の 末日に なって、 加 築が ま. たやって 來 たが、 今度 は、 いよく 鶴 田から 借りる 金が 出來 たと 

云 ふ報吿 をし に來 たのであった。 

義 雄と 鶴 田と は、 後者の 家で • 加 集 2 立ち 會 ひで • 貸借の 手續 きを 完了し、 その 歸 りに、 義雄は 立 

會 人に 正式 以上の ロ錢を やって、 

『以後 淸 水の ゐ ると ころへ 往 つて はならない ぞ J と 命じた。 

『君の いっか 云 ふた 通り、 あいつ は 夜になる と美 人に 見える が、 なァ 一 ■ 僕だッ て、 あんな 臭い 女 は 

いや ぢゃ』 と、 加 集 は 答へ た。 

このた ッた 一 つの 返事が、 義 雄の まだ のぼせて ゐた心 とから だとに、 すッ ぶりと 冷水 を あびせ かけ 

た。 

『アスク ッ マテ』 と 云 ふ 電報 を、 入院 中 だと 云 ふ 弟 を も はけます つもりで、 樺 太へ 打った の は、 六月 

の 一 日であった。 そしてお 鳥へ は 渠の歸 京まで 豫定三 ヶ月の 維持費 を 渡した。 

二日の 正午 頃、 お 鳥 だけが 義 雄をム へ 見送りに 來た。 かの 女 は、 手切れの 用意と は その 時 夢にも 

知らす に 買って 貰った かの セルの 衣 物に • 竹に 雀 を 書いた 羽二重の 夏帶を 締めて ゐた。 考 へ&ん でば 

かり ゐ て- n 數を聽 かなかった。 


、よく 乘り人 一む となって- 停 単 場の ブラ トフ ォムを 人通りの ちょ プと 結えた ところへ 来た 時、 か 

のお は 低い 1^ で • とぎれとぎれに、 

『あたい、 もう • あんた ばかりお もてます 依って * な、 早ラ歸 つて 來 てよ。』 

『ああ _ 』 と 返事 はした が、 義 雄の 心に は、 音信不通に なるなら、 これが 一番い い 時機. たと 云ふ考 

へ が往來 してる た。 そして その 方が かの 女 將來の 一 轉化 にも 爲 めに ならう、 と。 

然し 窓のう ちそと で 向 ひ 合って から- a- は 右の 手 を かの 女に さし 延ばした。 かの 女 は 自分の 左の 方 

にゐる 人々 の^子 を じろ りと n«< てから • 目 を 下に 向けて、 そッと 自分 も 右の 手 を 出した。 

『三 ヶ月 に 待って ゐられ る 女 だら うか 知らん』 と 疑 ひながら * 渠は 握った 手 を 一つ 振って から、 

それ を 放した。 そして、 『あの 八丁 堀の 家 は、 おれの 云った 通り、 きッ とよす だら う、 ね， 加 集に 知れ 

ないやう に』 と、 念 を 押した。 

『そんな 心配 は 入らん！』 

この 侵しい やうな • また 強い やうな 反抗の 言葉が、 この 二十 二の 女の 誠意に 出た のか、 それとも こ 

ちら をい つも 通り 賴 りない Mis: ち あっか ひに した 意な のか、 n ©れ とも 義 雄の 胸で 取れた^、 う 

ち 消された りして ゐる 間に、 汽車 出發の 汽笛が 鳴った。 

— (大正 二 年 十 1 月) .1 
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おや ぢは、 大きな 銀ぎ せる の Mm を 煙草盆の 竹筒へ 叩き付けながら、 からだに も 似合 はない 優し さ 

を以 つてい つも 病 氣の樣 子を聽 いて 吳れ る。 

け L ども、 お似に は、 とんく 云 ふきせ るの 音が 枕 もとに 響いて、 それ を默 つて 忍ぶ のが 一番 面倒 

くさかった。 

『よしや ァ がれば いいのに！』 と は、 心で 思っても • 眼で は^めて 愛 搦を兒 せる やうに して ゐた 。『ど 

ぅも濟 みません • 何から 何まで こんなにお 世話になって II わたし、 死んでも 忘れません • わ。』 

『なに、 さ II なに、 さ。 心配す るな』 と • おや ぢは ほくく して、 『安心して をっても いい わ • や、 

病氣 はす ッ か-り おれの 念力 だけで も るに きまって らァ、 な。』 

『ほんと に、 ねえ、 たと へ 近い 道ぢ やと 申しても、 小撐の 往来 を 病院まで、 毎日 毎日、 負 ふて 行って 

戴く だけで も 11 』 

『なァ に、 それでも • わけ ァな いこと ぢ やが • な。』 


『SR たる 親方 を 人に 笑 はせ て — 』 

『なに、 さ。 おれ も お^に 惚れた 以上 は、 そんな こと ァ朝 めし 前ぢ や。 馬 な 奴等 は 云 ふて らァ、 な 

1. あの glT 打ち ゃァ、 嘩 にかけ りて ァ小 禅ーぢ やが、 あの 女の 爲 めに ゃァ 猫の やうに おとなしく 

なって ると- なァ。 かうな つち ゃァ、 これ も 一 つの 意地 ぢゃ、 II おり や ァきッ とお 前の 病氣を 直し 

て 見せる！』 

『ありがたう 御座います。』 

r その t り』 と- また II きたく もない のに 、『何お や I お前が 直ったら、 おれの かか ァぢ や。』 

I.  』 お 仙 は、 この ぢぢィ め、 こッ ちと 同じ年 好の 娘 さへ あるのに と 思 ひながら も • おもて 向 

きで は • 指さき に絲だ この 付いた 手 を 出して、 拜んで 見せた。 

かの： « は寢 ながら、 何度も 思 ひ 浮べた こと を また 思 ひ 浮べ てゐ た。 

自業自得 だと 云 はば 云へ •  へ 流れ込んだ その そ も/.、 から、 この」.^^ はき ざして ゐ たの だ。 

どうせ や りな どが W 手 だもの、 碌な ことない と 思った。 が、 稚 内で 藝^ として 失敗した あ 

けく が、 燒けッ 度の 粦 のさき へ I 實際 • つ い、 鼻の さきへ 見える — 新ら しい 占領 島が 心 を 引いた 

「ええ ッ、 遠 ッ定り をして やれ！』 かう 云ふ氣 になって ぁッ ちへ 渡った の だが、 人の 云 ふやう に宗れ 
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^峽 もさう おそろしい ものではなかった。 

マオ 力 へ 上陸して、 自分で n 分の 身 を K らうと したが、 もッと 年が 少 いと 11 へん、 今 • ここで 二 

4- 四で でも 通って ゐ るのに、 —— さう 云って、 いい 料理屋で は fc 五十 圆. しき や 出さう と 云はなかった。 

それ も燒 けで、 こッ ちから^わり、 同じ 段 を 詰らない 薪麥嵐 で 約束して しまった。 

『仙 はわた しの 名で、 本姓 は 難^と. & します』 などと ここのお や， ちに は 出 IS 目 を 云って Si いたが 11 

巒 麥： Hj のお 仙で、 立 涼に 稅をも 拂ひ、 また 立派な 家の 抱へ 藝荐 とも 競爭 して、 いつも？^ け を 取った こ 

にしんき よま 

とはなかった。 あれ は 鰊 漁期の 初めで、 ラ クマ 力の 親方、 クシ ュ ン ナイの- S 方 * トマ リオ 口 の 親 力な 

どが $T マオ 力に 第り、 今年の 初へ n 兒を やった 時であった —— 丸 子 * 綾子、 梅 代な ど 云 ふ 腕利き を も 

すべて {n: 分 は 壓 倒した ではない か？ 

『あんた を 抱へ て けばよ かった。』 あの 布 樓の おかみが いや；^ ッ たらしく 云った。 

『御 緣 がなかった のでしょう、 ねえ』 と 自分 はわ ざと 殘念 さうな 颜を 2^ せて やった。 

ねえ  r え 

『肺さん * 姉さん』 と 云って、 ^が 機嫌 を 取って、 お 座敷 をこッ ちへ まかせた。 

役割り を 振る 時で も、 あの人 はい や だ、 この 人なら など S ふ 好き 嫌 ひ をう まく 納めた の は 自分で 

やつら 

11 それ を 皆納め て いて、 SI 分 はさう 云 ふ 奴等の 旦那 をす ベて その 一 と晚 に先づ 受けて やった。 

r お 仙に ゃァ 馬^にされた』 と、 その 翌朝に なって、 親方 速 は 云った。 


f わたし 達 も、 ねえ』 と" 仲^^も顔を：：^-合はせた。 

『そんな ことがある もの か』 と、 自分 は 知らない 風 をして、 笑って やった。 

おもな^ GHi の 親方が 同じ やうに 同じ 病氣 にか かってる と、 きの 盛りに、 諸方から 人づ てに 聽 いた 時 

は， c: 分 も 氣が おもい 方に なって ゐ たが， 氣が隨 分せ いせいして、 その 日 だけ は 直った も 同様に、 む 

が輕 くな つて ゐた。 

『EMS- に i-l ぶされ てこ ッ ちまで が IS てられた その 種 だ II 萬 人の 男 を これでの ろはんで は』 と 云 ふ 

思 ひが • 少しで も、 達した のであった。 

『さ ァ、 また おぶさる 時間が 來 たぞ』 と 云 ひながら" おや ぢは枕 もとにし やがん で、 麋 丈に 太った 背 

中 を 向けた。 

『この 御 恩 は I 生 忘れません。』 泣き it を聽 かせて、 かの 女 は渠の 背に 這 ひあがる のであった。 

『なァ に』 と、 ふり 向き もせす、 『可愛い 女房 だと 思へば こそ、 なァ — 』 

また、 i の 中で 同じ ことが かのお の S ひに 綠り 返された —- 困った の は • その後 * ばったり、 藝以 

外の あがりが なくなつ たこと だ。 

『お 山さん は KJ の 社 會の體 面よ ごし ぢゃ』 と、 若い 子等が 私 かに 云つ てるのが、 お 分の 耳に も 這 入つ 

た。 

お  仙  六 一七 
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『體面 もく そ も あるかい！』 どいつ も、 こいつ も、 どうせ、 しま ひに ゃァ、 同じ 穴の やうな ところへ 

同じ 治療 をし に 行く の だ。 

そのうち、 ra^ して、 綾子と 云 ふ 子で、 額に 於いて は 自分と 競爭 者であった のが 入院した。 

あの 院長 も、 碌でなしの 駁醫 者の 癖に、 檢黴 をす る權 利が あるの を 威 かしに して、 藝 者と 娼妓と か 

らして 金 や 品物で ない 稅を 徵收 して ゐた。 女房 も あるのに、 梅 代 を 鐲 り 占めに して .一 あの 子 も 亦^ 

鹿であった、 あんな 安ッ ぼい 先生に 獨 占され てね たの は！ 

『岡內 さん * 岡內 さん！』 などと 云って やれば、 ^ぐ 助平 ッ つら をして 見せて  ふん、 あの、 亭主 

は &iJ で 巡 木 几 をして ゐ たが • 詐僞で 牢へ這 入って ると か 云 ふ 子持ちの^ 護婦 にも 手 をつ けて 1 それ 

ぶる  i 

に、 まだ 二三 年 前の 占領 當時、 逃け 後れた ロス ケ 夫婦が、 食 ひ 物が なくなって、 夜， 山 力ら こッ そり 

出て 來て 畑の 物 を 盗んで ゐ たの を 見つけ それ を 銑 殺して 葬った の を、 この 岡 內が聽 き 知って、 あばき 

出し、 骨ば かりにして、 札幌の 學校 とか、 どこと かへ 高い 惯 a- で資り 飛ばした さう だ" 

ああ、 考 へる だけで も • いや だ！ いや だ！ あんなと ころに、 半 歳で も、 よく 住み込んで ゐられ 

たもの だ！ 

1 . 藉麥 のい いに ほひが して 來た。 —— つるく とうどん を 吸 ひ 込む お 客の 助平 ッ つらが 兑 える。 

『わた ) は恰； H 女 ぢゃァ ありま せんよ』 と 云って、 自分 は、 藝者を 呼ばう ともしない 見す 知らす の 客 


をお こらせた こと も ある 

ほうく の 想で その 人が 逃ゅ歸 つた 跡で、 『お前 は』 と、 おかみ さんがと ぼけた ふりで、 『うちの 商 買 

を 邪魔し に來 たの ぢ やない が、 な。』 

『わしもう どんの 給仕 をし に來 たの ぢ やない！』 

『では、 もッ とかせ いで "，1^ れり やえい •：：.： 。』 給仕に は 娘 を 出せば いいので I こ ッちは 云 はれないで 

も • かせぐ つもり だが * 呼び 手が なくなって 來 たの ぢゃァ ないか？ 

『不手 腐れ 藝者 ！』 

『なんだ * おたん ちん ー 早く 顔で も 洗って 來ゃァ がれ！』 

こんな こと を 云って、 毎朝、 よく そこの 若い 淫寶 娘のお 勝と 瞰み 合った。 が、 どこか 拔け たやうな 

子 をして ゐる 而も 自分より は 七つ も 八つ もハ 牛した な 子と 爭 つたと て、 こッ ちがお となけ ない ばかり 

であった。 

いらくす る氣を 一時で も 納めよう として、 im で 失敗した と 同じ 氣を 再び 起し、 局に 預けて ある. 

金 を 資本に して、 八々 に 手 を 出した。 

土地の人々 がこッ ちの 味方であった 時 は、 まだ しもよかった I 
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有 明樓の 主人と 旗 館 山 本 主人と 自分との 三人が、 ホン， トマリの 親 かた ゃァラ コィ SiRfE 七十 九 と 

かの 髯 だらけの 親 かた Q 取り 卷 きであった。 

有 明の 主人 は 料理 代と 席料と を * 山 本の 主人 は 親 かたの やって. K る 皮： S の： 旧り 賃と 茶代と を、 ほ 分 

はまた その 時 ii だけのお 座敷 は？ 只 はれる ので、 親 かた 連の 爲 めになる やうに、 爲 めになる やうに と 仕 

向けた。 

ふ ft う  ， 1? つ >ぃ ち , ： 

親 かた 連 は、 また * 今年の 不漁 を 見込んで、 半分 は 燒け氣 味に 遊んだ。 目 ざす 紋は丸 一 じる しの „JK 

服屋 であった。 その 本店 は 京都に あって、 支店 は函 館に あつたと 云 ふ。 .21 分 も、 思 ひ 出せば、 その 支 

店で 物 を 買った ことがあ るの だが- こッ ちから 少しも そんな 氣 ぶり は 見せなかった。 

『おい * お 仙 • をる か —— 直ぐ やって 來 いよ』 と 云 ふ ぞんざいな 口調の 電話が * 山 本の 主人から かか 

ると • ひまな 自分 は 直ぐ 有 明へ かけ 込んだ。 三味線 を彈 くより は、 すッと 面倒はなかった。 

あの 一 番 奥の 室で、 四 人な り、 五 人な りが 圓く 並んで、 四角い 綱ぶ とんの 上で 大きな 勝負 をした。 

I 貫 一圓が せり 上って、 五圓 になり、 十圓 になり、 二十 圓 にな リ、 また 五十 圓 にもな つた。 そして こ 

の 五十 圓 になった 夜な どに は、 吳服 a さんの あたまから ぼッぽ と湯氣 が 立ち あがる やうに 見えた。 

あまり 可哀 さう になった ので、 自分 は あの人に 向 ひ、 

『もう 往生お しなさい よ • 丸 一 さ b  ^?^1ぉましく？.5.^。  .f- らと， ■=! 缽 「ヒ に， ひ 匕. -す r:、 


戰ひ 中には、 小^から 小さい 漁船な 漕いで、 マオ 力より 北の方 面まで も 海賊 を 運んだ この 船頭さん 

の、 いく. ^ に 息が 荒い の を， 自分 は賴 母し いやうな 又い やな やうな 目を以 つて 迎 へた。 

『お 山 も • そんな こと f ムゃ • 员 かしてし まう •  そ』 と * 有 明の 主人 も 云 ひ 添へ た。 

かして 御覽 なさい な， もと 手の ある だけ は， ね。』 

『ぢ ゃァ、 その もと lif を おれに ffl せ』 と， ホン， トマリ も 透きの ない 顔 をして ゐ た。 

そつ，.^ 日に、 有 明が 思 ひ 切った す、 る をして • ホン ド マリに 甙百 四十 五圓 ばかり を 勝た せた。 有 明が 

ビキに 常る 札な 一 つ 前へ うつして 匿いて、 中に 當る ホン ド マリに 雨 入り 四 光 を： S らへ など させた の だ。 

n 乎 こ^れない やうに、 ちょ ッ とした 符牒で 示め し 合 ふな どの こと は、 あいつ 等に ありがち なので、 

自分 も 大體は 知って ゐ たが 11 

そして そのお 金 は ホン ド マリへ 渡る ので はなく、 有 明樓の 物に なった。 と 云 ふの は、 ホン ドマ？ に 

いろんな 散財 费の 拂ひ殘 りが あつたからで 1. 負けた 丸一 は その 度悔 に、 現金の 代 はりに、 有 明樓主 

人 宛の 借お を 書か せられた。  - 

つぎ"： Z もさう で ！ あまりに 見兼ねた 爲 め， 丸一 さんに それとなく 『往生お しなさい よ』 と 云つ 

たつ， セ 一番 もぷ T りないで 戰ふ ホン ド マリに おそろしい 顔で： S ^詰められた。 あの 時 ほど • 皆の 顔 もお 
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そろし いほ ど眞劍 であった ことはなかった。 丸一 も 前日の する を 少し は 感づいた のかして、 なか./ \ 

油斷 をし ないで、 目 を 見張って ゐ たが、 最初の 景氣に 引き 引き 換 へて、 とうく また 負けつ づけの B 

になり， 總計 六百參 拾四圓 ばかりの 借金に なった。 

丸一 が、 そ， の 妾の やうに して ゐ たお 多福藝 者の 丸 子に 注意 せられて、 多少 は 目が さめて 来た 煩に は、 

自分 も あの 本職の やうに 强 慾な 八々 屋 等に 早 や 局の 通 ひ 憬をゼ a にされ てるた。 

その後、 黑ぃ 馬に 乘 つて、 漁場へ 歸 つて 行く ホン ド マリに 途中で 出會 つたので、 

『ひどい 人よ、 親 かたは』 と 云って やる と， 

『勝負 ぢ やから 仕 かたがな いわや。』 

にこく して ゐる だけが 憎々 しかった。 

お 仙 は 病院に 來て、 手術 を 受けて ゐる 1^ にも、 花で 二度まで も 失敗した こと を 悔やまないで はねら 

れ なかった 11 あんな 失欧 さへ したかったら、 こんな 三 びん 野郎の 背に おぶさって、 病院 入り をす る 

やうな 恥 ざら し はしないでも よかった ので ある。 

いろんなに ほひの 中から- ョ ー ド のに ほひ だけが 特； S に 鼻に 付いて、 もう 飽き飽きして 來た。 

『こんなから だは どうな つても 構 はん」 と、 よくよく 世の中が いやに なること も あろ。 けれども、 本 


人よりも このお ゃぢの 方が 心 配〕 て * 

『この 5^ ぢ ゃァ、 こいつの 腰 も 近いうちに 立つ やうになります か、 な？』 

『さう だ • ね』 と、 醫 者 は 小首 を かしけ て、 「もう 近いうちに ゃァ。 J 

『さう 云 ふて 下さる と、 わたし も樂 しみで、 な 1. 仙臺 侯に 對 しても、 わたしの B 面が 立つ と 云 ふ も 

ので o』 

『さう です、 な ァ。』 

『  』 馬鹿な^ だと、 かのお は 私 かに 笑った I) m 分 は仙蹇 さんの 落し子で、 惡ぃ 男に 引ッ かか 

から ふと 

つて 身を寶 られ、 などと 月並み を 並べた の だ。 無論、 樺 太へ まごついて 行った ことな ど はおくび にも 

出して ない ので ある。 

『さ ァ、 歸 るの ぢ や。』 

『どうも 濟み  』 と， 同じと こ を 同じ 氣 持ちで 口に 3 さう とすると、 もう 馬鹿馬鹿しい やうで  

あくびが， 出さうな の を かみ 綺 めて、 おや ぢの 背中に おぶさった。 が、 渠の 首す ぢの あたりの^ くさい 

のが 如何にも 氣 になって、 氣 になって、 I— 鼻 さき を 左り か 右の 方へ 向けて、 背に っッ 伏しながら • 

小搏 の.；：； 名な 石ころの、 でこぼこ 道 を 見て 通った。 

雨の 降った 翌 n など は、 それが 而も ひどい ぬかるみ になって、 なかく 繁華な 柱 来に 人力 や 荷車の 

お  的  六 二三 
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立ち往生して ゐる ことが 何度も 兒られ た。 

そ た  いやな ことに は —— おや ぢは 得意 さう に 歩く の だが • 時には、 足駄 を引ッ くり 退して 

尼の 中へ 足 をつ ッ 込んで しまった こと も ある- 

『畜生！』 かう 叫んで、 よろ けながら、 泥. まみれに なった 足 を以 つて 泥 まみれの 下駄 を 泥の 中に 採し 

た。 

『親 かた、 えらう 御苦勞 だ、 なァ』 と、 立ち どまって、 同情で も ありけ に 見て るる 人に 向って、 おや 

ぢは 直ぐ またお 說敎 をした。  . 

『あの、 田 中の 主人め、 一等 旅館な どと 看板 を 出して 置き ゃァ がって、 とまった 客の 氣も 世話し や 

がらん！ たッた 五日 や 七日の 間 を、 ただ 喰 はれる のがい やさに、 人間 一匹 を" 2:;-^^ して、 な ァ。』 

『そり やさ うぢ や 11 親 かたが ゐ なかったら、 一 人の 女の 爲 めに 小樓が 一 體に 北海道 中の 笑 ひ 物に な 

つた かも 知れ やせん。』 

『さう とも 1』 かう 云って、 おや ぢは おのれの 男氣を 出した の を 俊 さう に吹聽 した。 

ぬかった 足 を 足駄のお もてから すべらさない やうに ひよこり くと^み しめて 歩く 樣千を ■« つて 

冷笑して 過ぎる 人々 もあった。 

寺に は、 おや ぢ よりもう は 手の ものら しい 人に 呼び とめられ，  -- I  一  I 


rg. さん、 えらう いい 女 を 手に入れた ぢ やない か』 などと- S は& 

『うん』 と、 おや ぢは そッ ちの" かに 向いて， ts しさう 塞で Ti 侯の 落し子で， なァ— おれ 

が g 俠心 を以 つて 助けて やって るの ぢ や。』 

『そり や 結構な こと ぢ や。』 

『小^の 體而 にも^す るから， な ァ。』 

そんな 時 は、 お 仙 はいつ も： H をつ ぶって ゐた。 

0si. 矢ッ 張り、 北の？ 5 が 恨まれて ならない— g. 例の やうに なって ると 云 ふ 樺 太 鹿.^々 

巡回が 二人 もあって、 一 S も II 開かれた あとが 八月 半ばと なると *  ，％. す， 

ri の！ も 許されなくなる ので、 段々 と 建て S の 親 かた 連 は 引 I けて 來た。 if- もも 引 I 

げて來 た。 鎌 詰めの 製造 家 等 も 引き あゆて 來た。  ..t,- 

この 時期 を 外せば、 1^ 用意の ものば かりにな り、 もう- 火の SI やうに 樺 太 ー體が 寂しくなる 

と 云 ふので あった。 そして 北海 道に もない ほどの 雪が— 氷が— おう、 いや だと 思 はれた。 たださ 

へ兹 けと 痛 さと を こらへ てゐる 自分 は、 これ を 聽 くだけで も 身の 毛が よだった。 

いろんなお 鹿 数です る 親方 速の 話に 據 ると， 

「ト、 。れは 五一， 佝兩の 仕 をして 來た』 と 自慢した もの も ある。 

お . 仙  六 二 五 
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r『 本領の 方で 四 一 f 圓、 露領 のがが 三 萬國、 先 づざッ と 七 萬 兩の純 *^ だ わ や』 と 見つ もった もの も あ 一 

え 

る。  一 

し t ぐら  にんそく  «  *< 一 

そ 然し • いづれ も、 番星 くの 蹄 X 届へ 11 1 度 兒て來 た ことがあ るが — < 足の 土足で 踏み 一 

付けながら 吐いた つば i りの 鹽に 積み重ねた 腱と 秋摻 や、 この 夏 どし く 取れた 鰊の 一度べ た 一 面に、 一 

濱の砂に！^したのをしまってぁるのに對する见積りだ。 それ を、 もう 現金が わが ふところへ 這 入った 一 

<  一 

やうな お ほきな 氣 になって、 こ 年の 別れ だと 云って • 飮 むは I. 騷ぐは 1 よく-^ ふ は！  一 

『然し • なんだら う • な』 と、 西海岸 漁業 組合 亊務 員の 一 人が、 或 席で、 まだ 素が ほであった 時に、 ； 

もの ilfs 客に 語って ゐた、 『今年の f^i は 殊に ひどかった から 恐らく 本當に 儲けた もの は あるまい。 ： 

若し あると すり や、 アンべ ッか トマ リオ a か、 な ァ。」  一 

この は 人の ふる 舞 ひ 酒に あり 付く ことば かり 考 へて ゐて、 醉 ふと、 亂暴 をす る扠 であった。 郵便 j 

！^長と山本旅館で玉突きをして、 おのれが 負けた と 云って 怒り 出し、 玉を以 つて 局長の 額 をぶ ッ 裂い： 

ャ。 門今ユ その 巾へ 這 入って 飛ば ッ ちり を^った やうな わけで あつたが、 それに は 臆し もしないで、 

婉 により を かけて ゐる つもりであった。  一 

が、 ほかの 子に 比べて は、 思 ふやうな 實 入り もな く、 『あんな 梅 ss 者なん ぞ』 と、 正面から 冷 かさ： 

れも して、 諸け たもの は 矢 ツ^り • 皆 八々 です つてし まった。  UL 


「ええ ッ、 かまう もんか！ 雪が 降って、 凍って、 マオ 力の 海べ を 十 丁で も、 二十 丁で も、 固めた 時， 

も の 海の 氷の 上に 仰向けの 大の 字に なって 死んで やる！』 

かう も 決心して た。 

あす、 比の 方から • 最後の 引き 上け 人 を まとめながら、 大禮 丸が やって来 ると 云 ふその 晚 であった 

— うちの 向 ふ 側の 小 料理屋へ、 トマ リオ tl の 福 井さん が 這 人った と聽 いて、 こいつ ァ 逃がす もの か 

と资 悟した。 そして 電話 を かけて、 

『親方』 と、 その まだ 三十 代の 若盛りの 額 を 思 ひ 浮べながら、 『お 仙です が、 ね、 うちへ も來て 下さい 

ます 力？』  . 

『いや だい！』 

『どうして、 さ？』 

『またお；. 1 のが I. 』 

『およしなさい』 と、 その あと は 云 はせ ないで、 『ぢ ゃァ、 ね、 まゐ ります よ o』 , 

『勝手にし ろ！ おいく、 何 期 だ、 何 期 だ？』 

『知りません よ、 そんな こと！ ぢ ゃァ、 ね II 』 もう 切れて ゐた 0 

ふと 

髮 は櫛卷 きの まま 行って 見る と 、『もう 三ケ 所目ぢ や』 と 云 ふで ッ ぶりと 太った その 人力い レ 色に 醉 

お .1  i 
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ひ を 顔へ 出して、 淸 香さん を 前に 引きす ゑて、 

『どう だ、 おれに この 子 を 世話し ない. か？』 

『ええく， お 安い ことです、 わ • ねえ』 と 云 ひながら、 こちら は その子の そばに 坐 わった。 が、 そ 

の 子 は 迷惑 さラ な颇 をして ゐた。 

時間 は 十二時 近かった。 

こちら は、 どうせ 今夜 は 福 井さん を 自分の 物にして やらう と 云ふ考 へがあった ので、 淸 香の 樣子を 

却って こッ ちに は 幸 ひだと 見て、 暫 らく 何つ かすの 話 をして ゐ ると、 果して その子の 貰 ひが かかった。 

福 井さん は、 ぼんやりして、 段のお り 口の 方ば かり 見て、 

『逸げ て 行った ぢ やない か？』 

『  』 こちら は淸 香の 行って しまったの を聽き 澄ましてから 、『あんな 子なん かどうで もい いぢ や 

ないか、 ね？』 かう 云って、 親方の 方へ 膝 を 詰め寄せ、 口で 笑って、 目で 瞰み 付け、 

『さう 一 一三 ケ所も ほっき 步 いて、 わたし を どこ へ も 呼んで 吳れ なかった の？』 

『  』 締 りの なくなった 顔 をた だに こく させて、 こちらの 手 を 取らう としたの を、 AJ ちら はわ 

ざと 兩手 を引ッ 込めて、 

『どうせ、 こないだから 來てゐ たんだら うに、 ねえ、 この 人 は！」  ^^^^  . 一 


『い いぢ やない か』 と 云って、 また 手 を 出した。 

『，&«も3！』 ばちり と、 思 ふさ ま その 手 をぶ つて やった， 

『痛い！』 

『ほ • ほ』 と- こちら も 笑 ひに 碎 けて、 『ほんと に、 なぜ 呼んで 53^ れ なかった のよ！』 

『でも、 なァ』 と、 兩 手で こちらの 兩手を 取って 引ッ 張りながら、 『お前に ゃァ、 ひどい 目に 會 つたよ。』 

『何が * さ？』 

『とぼけるな I クシ ユン ナイ も、 ナヤ シも』 と、 段々 北の方の 番屋を 引き出して、 『やられた-に うだ 

ぜ。』 

『うそ だよ！ J 

『うそな もんか？』  ， 

なほ 

『そして、 もう、 直った の？』 

『うん I まだ そんな ことで へこたれる おれ ぢ やない、 さ。』 

いつのまにか、 兩 方から 兩の手 を引ッ 張り ッ こして 前の 方へ 傾いたり、 また 後ろの 方へ 倾 いたりし 

て I. 1 一人の 膝 は ひとりでに 突き 合って ゐ た。 

r 耿 ひましよう か？』 

お 幼  六 二 九 
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r もう- いや だ！』 

『では、 もッ とお 飮 みよ。』 

『お ハ、 お 仙』 と • こちらをゅすって、『ぃぃのを周旋して5s^sio』 

『周旋して あげます とも！』 

『ぢ ゃァ、 も ッと飮 まう』 と 云 ひ 出した。 

手 をた. こいて お 銑 子 を 催促して から、 ふと、 こちら はこの 人 を、 あす、 送りが てら、 この 島 を 逸 

げて しま はう と 思 ひ 付いた。 が、 そんな 氣 色は昆 せないで、 一番の ろ 馬の ぼん太 をお ッ 付けて やらう 

と考 へ、 それ を 呼んで やれと 勸 めた。 

！ &、 聽 かれなかった 。と 云 ふの は、 親方の 若い 番. 頭が あまり 生眞 面目で、 酒 さへ 碌に 飮 めない ので、 

今夜 ザん 太に 懸賞 を かけて、 ぼん太が 番頭に 一 と晚 抱かれたら • 百圓 やらう ときめた のであった。 

その iisE^ は 翌日 船の 上で 聽 いたの だが、 あの ぼん太 は 玉突き やら、 お 汁 粉屋 やら、 番頭さん の 行き 

さうな ところ を 方々 と 夜中まで 探して まわり、 もう、 てッ きり、 宿の 敷 島 M で 寢てゐ ると 思った。 そ 

の 宿の 裏木戸から 這 入り、 いつも わざと 明く やうに して ある 1 方の 雨戸 を 明け、 緣づた ひに 第.^ 七， 

と 思 ふ 窒に這 ひ 込んだ。 

『何 を しゃがる』 と、 やみ 雪に おこって 起き あがった 人 は、 違った お 客で、 どろ 棒と 思った ので あつ 


十七 番と 十六 番とを 取り 逢へ たので II 而も 肝 B の 人 は、 その IT よそへ 行って たの だ。 

こちら は、 然し， 醉ひ つぶれた 親方 をう ちへ 連れ込んで、 明け 船の 丸 子 を あしらって やった。 — 

山 本 旅館で 丸 一 じる しが 待ち ぼけ を噎 つた 額が 見たかった。 

『親 か t にわ ざ /(\ とまって 賞った ぉ禮 に、 け ふ は、 わたしが うち を 代表して 見送りして 來 ます』 と 

云って 家 を 出た。 

あすこへ 來 てから 出來 たもの は、 うち や 有 明に 封す る 借金と 不愉快な 氣分 とだけ であって、 こッそ 

り 寺って 去りたい やうな ものはなかった。 それでも、 身に 着けられる だけの 物は殘 して 置いて やらな 

S  ご. 1^ はら 

かった。 せめて 髮 でも 結 ふて と は 思った が、 々地が 薄くな つて 来たの を 人並みに 結 ふの も 業腹な の 

で、 やめた。 

午前 八 時から 九 時の 問で、 可な り ガスが 籠め てゐて — 支廳 通り を 自分が 海岸通りへ 出る 時， 自分 

と あの 丸 子と は兩 方から 出しぬ けの やうに 出會 つた。 

『幽 露の やうに 見えて 來た、 わ。』 

r わたし も n と、 こちら は 向 ふの 澄まし 方が 瘕 にさ わった けれども • これ ッ 切り だと 思 ふので さう は 
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見せないで 答へ た 、『さう つた • わ。』 

はと 榻に は、 行く 人と 見-. ¥』 りと Q 人 數が隨 分 多く 集った。 そのうちで • 奥 島 C 親方の 見送りが 一番 

景氣 がよ かった。 あの人 は、 ァ イノ 仲間に 咸勢を 見せる 爲 めだと 云って、 昔から 顔 中に 長い ひげ を は 生 

やして るの ださう だが、 あご 髯 など は 坐 わると 膝に 達して ゐる。 番屋が マオ 力に 一番 一 ぃァラ コィに 

あるので、 漁期 中で も、 ちょく/. -\遊 びに 出て 来た。  あ ；ね 

有 明 樓は刖 に はしけ を 仕立てて 毛布 を 敷き詰め， 主人と おかみと 抱へ 0 子ども すべてと、 明け 船の 

抱へ 四 名と そ Q おかみと  >  山 本旅& 5 の 主人と、 IS の 親方と を乘 せた。 おもな 人々 は、 どいつ も-こい 

つも、 博 突 打ち だから、 證據 さへ あれば 一 と 網に 出来た のに！ 

憎々 しい ほど 勇み立って、 I 二 味 や 太鼓で 海の 上 を どんち やん、 どんち やん 6§ は せた。 

こちら は、 どうせ、 この 島 を s^ls にして 行く の だから、 戌るべく 人目に 立たない やうに して、 酒く 

さぃ福井の親方の^^になって、 親方と 一緒の as に 乗った のであった ゥ 

『えらい 霞 ぢ や， なァ』 と、 福 井の 親方 は、 然し、 向 ふのに 乘れ ばよ かった と 云ふ擎 をした。 

D-J^:^, 嬉しい の だ、 馬鹿 * 々しい！』 かう 云って、 こちら は、 この 親方の そばで、 他の いろんな 乘 n 

； 5 口 ひ 客の?^ を 返り 見て、 ぁ釋 した。 

r ほんと に、 なァ、 こッ ちゃ ァ これから 板子 一 枚の 心 K ぢ やのに。 


r あいつら ァ騷ぎ 足りない ので、 水の 上でまで じたばた しゃ ァ がる。』 

こんな こと を 云 ひ 合って ゐる もの もあった 。これ は 地味な 商人と 鏈詰屋 でも ありさうな 人であった。 

こちら は 船に は平氣 だが、 ガス を 1 して"^"^ に照らして 來る 太陽の 簿 びかり にも 目 まひがし さう で 

1 除 まどから だが 惡 いの を これまで 辛抱して ゐ たの だと 分った。 

そのうち- 向 ふの 船が こちらの 船から 十四 五 間 も 離れた かと 思 ふと、 ガスの 中へ 旯 えなくな つた。 

そして 三味 や 太鼓の 一音ば かりが わざとら しく 賑やかに 聽 える。 

お 坐 敷 を け 物にせられて、 何だか -1 かう -1 目 分ば かりが 薄ぐ らい II 獨 りぼッ ちの II 下 坐 

敷に 考へ 込んで ゐた 時の やうな 氣 になった。 そして 自分の 乘 つてる 船 だけが、 氣 おもく 浪の 底へ 沈ん 

で 行く や、 フだ。 

ト t たりの やうに 幅 俊く 塞んだ 大きな 船 を 七 人 も 八 人 もの 船頭さん が 漕いで ゐ るの だが、 行く さきに 

木^も： Is- えす 後ろの 方に 山 も 陸 も 見えない せ を 一向に 前へ 進んで ると は 思 はれない ほど だ。 

一人の 音頭 取りが ェャホ ー、 ホラ ホ ー、 ホラへ ー、 へャホ ー、 へャへ ー などと 昔に いろんな 高低 を 

つけて 繰り返す と、 他の 船頭さん は 皆 揃って ェ ンャラ へ ー と唱 へる。 

ェャホ — 

ェ ンャラ へ 1.^ 

^ 佌  S 
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ホラ ホ I！ -  一 

ェ ンャラ へ  V:- 一 

ホラへ ー ！  I 

ェン ャラへ   .  一 

へャホ ー! 

ェン ャラへ   ん 

へャへ 1!  一 

ェン ャラへ  

聽 いて ゐ ると、 それに 引ッ 込まれて 心丈夫な やう だが、 いづれ その 聲 ともろ 共に すッ かり 11 どう 

しても —— 沈んで 行く の だとし きャ おぼえられ なかった。  一 

本 ほへ 着く と， 直ぐ こッ そり 甲板へ あがって、 二等 窒の 明きへ 隠れて I と 安心した ものの、 あれ だ 一 

け 多かった 見送り 人のう ちから • ただの 1 人 も 自分 を數 へて 見て 吳れる ものがない のか 知らん と、 ，かュ 

ッ かり もした。 

が、 船の せの 騷 ぎが 少し 落ち 付いた 時、 海の 上から 徒らに 誰れ かが 三味 を 無 器 川に じ やん く- 


らそッ との ぞいて 《^ ようとして， いきなり ガラスに 顔 をぶ ち 付けた。 むッと 2： 分で 自分が 窟に さわつ 

た 勢 ひで、 窓の 丸い 蓋 を 明けてから 云って やった、 

.A らふ. M  あしげ  ： 

ri 1 枚 鑑札の 樺 4^藝 者 ども！ こッ ちの 足 嫁に した 土で も赏 めて ゐ ろ！』 

けれども、 問拔 けな 奴ら は 皆氣が 付かなかった らしい。 

その 時 • もう • ガス は 晴れ 氣味 になって ゐた。 

び ッぴィ と 汽笛が 勇ましく 鳴って、 船の 底から ことこと、 ことく 動き 初めた。 

さァ、 占めたと 室 を 出て、 一 等窒の 並んで ゐる ところへ 行き、 『福 井樣』 と 表札 を 打った ドア を こつ 

こつと 叩いた。 そして 返事 を 待たないで、 ドア を 明ける と、 

『お！』 びッ くりした 顔 を 向けて、 『船が 出た ぜ。』 

r 知れた こと， さ。』 

「ふ、 ふん』 と • 安心した やうに にこ 付き 出して、 

r 逃け やが つた • な。』 

『  』 こちら も 笑 ひながら、 親方が 洋服 を 跪いで、 不斷 着に 着かへ てゐる その そばの シ イトへ、 

欲 かに.！ み を おぼえる やうに なった 腰をおろし、 額 をし がめ て その 痛み を こらへ、 『つれて ッ てお 吳れ 

お  仙  六！ 二 五 
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よ。』  ../ 

『ひどい 扠ぢ や、 な ァ。』 

『  』 こちら は 多分 借金 を^み 倒して と 云 ふ 心 だら うと 考 へたので、 『うちの はた ッた 五十 四、 さ 

—— 有明樓 のなん か、 お 花 を 引いた 負け だ。』 

『その上に、 おれに 船賃 を 持た す氣 だら う。』 

『その 位は盡 しても い いぢ やない か、 ね II ゆ ふべ も， 好きな の を 取り持って 貰って、 さ？』 

『うん 11 あいつ ァ、 な 11 』 締り のない ほど 呑 氣な顏 をして、 親方 は、 こちらの 思った 通り、 ^し 

て 男の 喜ぶ 通りになる 丸 子の のろけ を 云った。 番屋の 親方 連中で は、 いいお ほやうな 人で、 こちら は 

1 番 好きな 人であった。 

一等 室 は 隣り に 湯 殴が 付いて ゐた。 親方が ぢ かに 衣 物 を引ッ かけて、 そこへ 行かう とした i^、 

『わたし も 行く の』 と聽 いて 見たら、 

『もう 眞 ッ平ぢ や』 と 手 を 合 はせ る眞似 をした。 

こつ 人に 相 ひ 手に されない やうで は、 こちら も、 もう、 駄目 だと あきらめた。 

湯 を 出て， 一 し ll^ij:^ すがたに なった 人 は、 その そばに かけた こちらの 手 を 引き寄せて、 酒臭い 

&»^JE:& ら, き. ％ けな |~ ら、 た b いもない こと を 云って ゐた。 


かり 置いて 行った。 一緒に 飮む氣 であった のが、 こちらが ゐ たので 遠慮した らしい。 仲の いい- を 

して ゐ さへ すり ゃァ 直ぐ わけが ある ものと 思 ふ 野暮 漢だ らう。 

『あいつ、 おれから K 本 を 引き出さ うとして やが るの ぢ や。』 

『さう —— 』 かう、 こちら はわ ざと 白ば ッ くれて、 『そんな 詰らない お金が あり ゃァ わたしの 功德 にお 

しょ。』 

『さう、 さ  この 梅毒お 仙に やる よ。』 

『ぢ ゃァ、 顶戴』 と、 兩手を 上向きに 重ねて、 あと は 目で 物 を 云 はせ た。 

けれども、 親 かたが：；！： i に飽 いて、 こちらの 肩に 手 を かけた まま ふな 壁に もたれ、 ぐう，， （\ いびき を 

かいて ゐた 時には， こちら は 今し がた 來た 男で もい いから 話し 相 ひ 手に やって 來れ ばいい のにと 忍 は 

れた。 

上 睦 すると、 その 足で 福 井さん とァラ コィの 親方と は 札幌へ 行き、 三 日間つ づけて 爽 京 相撲 を 見よ 

うと 云 ふ 約束が 出 來てゐ た。 そして それ が^むと， 二人とも 函 館へ 歸 るので あった。 

お-山 はさう 云 ふ 人々 と 小 樽の はと 場で 別れてから、 自分と して は 取り 敢 へす 一 等 旅館の 田 中へ 宿 を 
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また。  一 

手に ある ものと 云って は、 福 井さん に^れる 時に 貰った 五圓札 一 枚ば かりで —— たッ たこれ だけで J 

自分 はわれながら どうす る氣 だら うと 考へ 込んで しまった。 

出 SS 目に 宿援へ 自分 も 直ぐ 忘れて しまった やうな 住所 • 姓名、 向き を窨 きつけた あとで • そ Q ま： 

ま黑檀 の 机に 向って、 情へ つけの 卷き 紙へ、 いつのまにか 『福 井樣』 、『福 井 さま』、 『ふく ゐ 樣』、 『ふく i 

ゐ さま』 などと 書き 投 つて ゐた。  ； 

あす は、 札橾へ 行き、 今一度 あ 0 人に 會 つて、 身の ふり 方 を 本氣で 相談して 見ようかと も考 へた。 i 

が、 積り 積った 氣の 張りが • 殊に • 船に 乘る 前晚 から、 碌々 K り もしなかった ので、 一 時に ゆるんで 一 

來て、 1^ の あたりの 痛 さが 俄かに こた へられた < いやう になった。 

『惡 どい 病氣 め！ 年中つ き 纏って ゐて 11 勝手にし ゃァ がれ！』 人 ごとの やうに 叱り 附 けた。 一 

晝御银 に 向って 見た が * ちょ ッと 手を^け ただけ で —— ふと • ヰ スキを 一本 あけて 貰ふ氣 になつ 一 

た 0  ； 

一 

給仕の 女中 を 相 ひ 手に よも 山の 話 をしながら、 いい 心持ちに 醉 つたと 思 ふと、 それつ 切り 腰が 立た 一 

なくなった。  _ 

初めは ヰス キの爲 めだと 見えた ので、 女中 hi 助けられて 便所に 行き， それからぐ ッ すり 寢 込んで し， 


まった。 そして 夜中に なゾて e: を さま. i た 時 は JsffssR の. あ^;^ 

r ヰス キの爲 めなん て、 そんな 簡單な もので はない 11 梅毒が、 もう * 餘 ほど 進んで 來た』 と、 醫者 

は 云った。 

今の、 おや ぢが 尋ねて 來 たの は • をれ から 一週 閒 目で 11 

『わし はこの 小撙 では 知られた 俠客ぢ やが、 旅び との 大病人 を 宿 fei で 虐待す ると 1K ふ 新^ を たので • 

やって来た。 ど うぢ や 11 この わしの ils;^ 心に 免じて あんた のから だ を まかせて 吳れ るか、 な？』 

かう 出しぬ けに 出られて は、 いかな お 仙 も 面喰ら はない わけに 行かなかった。 見す 知らす の 他人に 

一 夜 を まかせる の は • 金づ くのこと だから • まだし も 遠慮 も 心配 も 入らない。 が、 金 を 離れての から 

だの 取り W き は、 まだした おぼえがなかった。 

『さァ —— 』 と- 長い間 考 へて ゐ たが * 向 ふが わざ /(\ やって 來た 顔を立てさせて 吳れ ろと * しっこ 

く 云 ふので、 『どうせ こんた つたから だです 11 そんなら 燒く なり、 棄 てるな り、 御 勝手にして 戴き 

ましょう o』 

『安心し なされ 11 ぢゃァ * わしが あんた をぁづ かった。』 

かう して この 家へ つれて 來 られ、 毎日 病院へ lin れ はれて 行く やうに なった。 その 1E- 収 初のう ち は、 如 

何にも 氣の 毒で、 その 親切の 如何にも 至って ゐ るの を 神か佛 かとまで 嬉しかった。 そして この 人の 爲 
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めに は、 もうこの 自分の 一 生 を もま かせて しま はう とまで 決心して 見た。 

けれども • やがて、 人前で その 『義俠 心 * 義俠 心』 と 云 ふの が、 ョ ー ド ホルムと 同じ やうに、 鼻に 

付く やうに なって —— そんなら • それで、 人の ゐな いところ でも 面倒く さい 取り引き を 持ち ほさな け 

れ ばいい の だ、 『病氣 が 直ったら. おれの 女房に なって？ S れ』 などと。 

かみさん は 無論 ゐな いの だ。 が， その 大きな 娘が おや ぢを 馬鹿にして、 半ば 燒き 持ちら しく 笑って 

ゐる隨 子 もい やにな つてし まう し、 おや ぢ がまた 博奕に 負けた とかで 時々 お ほ 喧嘩 をして • 自慢 さう 

に歸 つて 來 るの も、 氣が 利かない 立て だと 思 はれた。 

いつのまにか 亭生氣 取りで • おれと 云 ひ、 お前と 云って 11 

『，n しも 女 IDl^ が 出来り ゃァ』 と • おんな じこと を 何遍もが お 仙に はうる さくな つた、 『娘の 肩も輕 くな 

がた 

らうし、 なァ —— まァ、 お前 も 近頃の やうに いいやう ぢゃァ あり 難い。』 

『このが では』 と、 かの 女 は 仰向けの ままに ッ こりして、 『もう • 直る のに も 御座いますまい。』 

ね -5 まき 

『おれの 1  ふ 力が 届いた のぢ や、 なァ、 お 米』 

『年よりの 11?^ では、 ど うぢ やか， な』 と • 娘 は 取り合 はないで、 整 どころ 仕事 を 急いで ゐ た。 

お 仙が？』 り 目 を さまして、 少し のんびりした 氣 持ちで 部屋 中 を 見 まわせる やうに なった 時、 BI 


『なんて、 きたならしい 暮し をして るんだら う」 と 思 はれた。 マオ 力で さへ 1^ せ燈が 引ける のに、 今 ど 

き雜 ぼんやりの ランプ を用ゐ て、 而も その あかりで、 おや ぢの あか 染みた シャツ や 股引きが 壁に かか 

つてる のが 見える 。『これ ぢ ゃァ、 たと へ わたしが 承知しても、 わたしの 顔が 承知し ない。』 

函 館へ！ 函 館へ！ 

かう 云 ふ 反逆 心が むくく と 持ち あがって 來 たの はこの 家に 二 ヶ月 半も寢 飽きた 頃であった。 

自分 は k の 衣 物の 裾 を はしょって、 鐵道 みちを 懸命に かけて ねる。 ナラゃ 力 シヮの 紅 紫した のが、 

道の 兩が はに、 どこまでも 遠く 見渡た された。 

紫で 形 を いた 縮緬の 獄 出しが、 どうも、 足に まと ひ 付いて 仕 かたがない。 

鐵橋を 渡り かける と、 後ろから、 黑ぃ烟 を 吐いて 汽車が 追ッ かけて 來た。 

「あれい』 と 叫んで、 ふり 返って 見る と、 眞ッ さきの 汽關車 だと 思った の は • 人間の 顔で、 十 勝 一 等 

< ちず 

の 口利きであった。 

すね 

『逃げるなら * お前の 腕 一 本と IS  I 本と を * 置いて 行け！』 

『わたし ぢ やありません が、 ね』 と、 自分 はう ッて變 つた やうに くつろいだ 返事 を 出した。 

「お前で なけり や 誰れ だい、 おれに 三百 兩で 受け 出された の ァ？』 
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『ふ、 ふ、 ふ、 ふッ J と 笑った 聲で 目が さめる と、 自分 はお 米の 隣り で 寢てゐ るので あった。 そして 

十 勝 は の 末 廣屋に 住み込んで ゐ た時朋 麇 であった、 あの 吉松 さんの こと を 夢見て ねたの だと 分つ 

た 0 

『藥 り代ぢ ゃァ. 藝者は 受け 出されない ぞ！」 かう 云 ふつ もりで、 お 仙 もこの 頃 逃け る 時機が.^ るの を 

待って ゐる やうに なった。 そしてち ょッと あたま を 持ち あげてお 米の また 隣り にす や/ \寢 てね るお 

や ぢを兒 て、 『あんな 間 拔 けづら をして、 よくも、 まァ、 この わたし を 女房に しょうなんて！」 

『大分 重たくな つた ぜ I— もう、 占めた もん や o』 かう 云って、 女 を 背中に 運ぶ おや ぢの處 から し 

さうな 檨 子が、 お 仙に は 却って 『馬鹿な 男 だ』 と あざけられた。  7 

『まだ、 どうも 11 まだ、 どうも」 と 云 ひ 云 ひ、 かの 女 は迹げ 出す 時機 を 見て ゐ たの だが、 或 夜、 * 

笥の小 びら きが 明いた ままに なって ねたの-に 氣が 付いた。 

お 米が 締め 忘れた に はき まやて るが、 あの 中に a 人った の も、 きの ふ * 徹夜した と 云 ふ 勝負に、 け 

さ、 おや ぢが 勝ち誇って 持-つて 夾 金 だ。 今夜 もまた 勝つ 積り でお ゃぢが 出て 行った の を 幸 ひ、 『御免 


を 被って やれ』 と， そッと 起き 出で て 探して 見る と、 た ッた參 拾 is5 圓と 五十 錢 とが、 おと 銀货 とで a 

入って ゐた。 

この 二三 日、 わざと 病院 行きの 衣 物の まま、 寒い からと 云って 寢てゐ たので、 黑縮顿 の羽錢 り だけ 

を引ッ かける だけの 手 問であった。 

盜ん だもの をそッ くり 帶に はさみ、 お 米の 仰向いて 口 を あけた 顔に、 うへから そッと 

『あばよ』 と 云って、 外へ 出た。 

自分で は餘 ほど 落ち 付いて ゐた つもり だが、 ぼたぼたと 雪が 降って る 向 ふから、 から 車の 來 たの を 

見て 呼びと め、 まだ 函館 行きの 汽車 は ある だら うと 聽 くの を、 つい、 『福 井 行き』 と 云 ひ 遠へ て、 車屋 

を あやしませた。 

1 C 大正 二 年 十 1 月) 1 
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夏期休暇の 時節 を以 つて、 よく、 官吏 は 官費 若しくは 公費で 旅行す る もの だ。 

の やうな 特別 俯 ひの 身分で も、 上官の おぼえが よかった の だら う、 やって ゐる 警察 部 英語 敎師の 

職に 關 する 取り調べ を 名と して、 ，—— その 時分に だが、 1 一週間ば かりの 保養 旅行 を 許された。 

京都の 七 條ステ ー シ ヨン を 立って • 先づ名 古屋へ 向った。 そして 名古屋 で、 その 到着 日の 午後 を縣 

廳で 送って から、 友人なる 耶蘇 敎傳 道師を 訪問し、 その 家に とまった。 

かな ざ は  _ つ 

その 翌日 * 汽車で 卓ル！ 3- まで 引ッ 返し * そこで 北陸 線に 乘り換 へて、 金 澤に向 ふので あった 

暑い 日で、 洋服の 下着 は 汗 だらけに なって ゐる やうに おぼえられた。 

三等 客車に 這 入る と、 直ぐ 出發の 汽笛が 鳴った やうな さわぎであった。 僕 は 僅かに 坐 席 を 得た ばか 

りで、 何よりも さきに 扇子 を 使った。 が、 膝の 上に 氣が 付く と、 われながら を かしい やうに  持て 

あまして ゐ たの は、 東海道線に 乘 つてた に 買って、 一 つか 二つ か を 試みた あと は 喰ひ殘 した 饅 一如. の 

みであった。 


れか にやって しま はう ば 斯う 考 へても、 まだ 暑い 方にば かり 氣が 取られて ゐるラ ちに、 汽車 は 長 

« を 過ぎ、 また 姉 川の i を も 渡った。 

僕の 前が はに 一 紐の 夫 嫌が ゐて、 その 三 四 *s らしい 男の子 は * 目まぐるしい ほどに； jii きま わり、 母 

の 手から 父の 手へ、 また 父の 手から 母の 手へ * いく 度 も. S く 度 も 渡り歩い てるの だ。 

俱は その子が その 母の 膝へ 一時 一 ち 付いた ところ を 見て * 皮 包み を 包み直し、 微笑しながら、 

『あげましょう』 と、 その子に さし 出した。 

子 は その 母の 顏を！ あゆた。 母 はまた その 所 天の けしき を 伺った。 そして 僕 はまた 一 旦見 せた 微笑 

を引ッ 込めに くい やうに なった。 

「  』 男 は その 濃くて 長いう は 鬚 を 撫でながら、 何だか 棄 でも あるか 分らない と 云 ふやうな 額つ 

きをして、 おも，， （\ しく 云った、 『いや、 よろしいです。』 

f  』 僕 は、 この 時， さし 出して ゐた物 を、 一 つ 横 仕切り を 越えた 方から 欲し さう に 見て ゐた于 

に 向けた 。『ぢ ゃァ、 あなたに あげましょう o』 

r それ はありが たう』 と、 その子の 父が 僕から 受けて 子に 渡した。 

もとの 子は愤 つた やうに その 母 をぶ つた。 そして 自分に も 何 か吳れ ろと ねだった ので、 女は袂 から 

前 餅 を 出して 與 へた。 
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「却って 失？ J 致しました。』 

「いえ —— 』 女 は 挨拶に 困った やうに 下 を 向いた。 そして その 僅かに 惜しんで したや ラな iS: に は、 

よねん  — 

どことなく、 胸に あまる 思 ひで も あるら しい 餘韻を 引いた 

をつ と 

僕が それで 思 ひ 出した の は， 或 時， 或 人の 細君が その 所 天の こと を、 あはれ ッ ぼく 僕に 訴へ たこと 

だ。 あの 時， 僕が 手 を 出せば、 きッ とかの 女 は 僕に 落ちた ので あらう と 云 ふこと が考 へられる ほど、 

今では、 僕 もす うくし くな つて ゐた。 

それとなく、 女の が ほ を 見 ると、 二十 四 五と 兄え る 肥えて 色 は 白い が、 眼の 据ゑ かたが 全體を • 

どうしても、 憂 ひが ほに 見せて ゐ る。 

僕 はかの だ を どこまで かの 話し相手に しょうと 思った。 が、 うは 鬚の 男 は、 頻りに その 鬆を 撫でな 

がら、 僕の 方 を 見詰めた。 見詰めた と 云っても、 無論 * つづけざまに ではない。 眼を轉 じて は 自分の 

妻 を 熟視し、 また 轉 じて は 窓 か 外 を 眺め、 それから 再び 僕の 顏に 返る の だ。 いかめしい 額つ きをして 

向 ふので、 三度に 一度 は、 僕 も わざと こわい 顏 をして 蕖に 無言の 返禮 をした。 

『暑いです、 ね』 と、 僕 は 女に 云った。 

『はァ 一 I 』 ちょ ッ とうは 目に こちら を ai- たが、 直ぐ また 下 を 向いだ。 子供が 車內の 仕切りに つかま 

つて • 僕から 云へば、 正面の 方の 幾 什 切り かに 這 入って る 多くの にぎやかな 人々 を 兌て ねる の を 抱い 


而に兑 えた。 かの 女 は その 皮 に， 無言で * 膝 を 整へ た。 

|!£^に停車した時*  ES ふと ひ 出した やうに, i を あけ、 一冊の 革 表紙の 金ぶ ち齊を 出し、 口 を 

動かしながら、 默 読し 初めた リ 

がその 書に 向って からの 謹厳な 様子で、 僕に は、 中 を 見ないでも、 耶蘇 敎の 聖喾 である こと 力 分 

つた リ 

『どこまでお 乘 りです か？』 

『金 澤 まで I. 』 女の S も 様子 も、 今度 は、 豫 M したより もうち 解けて ゐ た。 

r わたくし も 金. 滞 へ 行きます が — 』 

『  』 かの M は、 頼 母し く 思った のか、 ちょ ッ とその 顔に 光 を 見せた。 

『何です か 11 キリスト 敎に閼 しての 御旅 行です か？』 

『え ゝ』 

『何 派で いら ッ しゃいます？』 

『メ ソヂ スト。』 

この 時 は、 もう、 下 を 向いて 返事して ゐ た。 
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『メソ f ストと 云っても、 派に よれば、 わたくし にも 知り合の 人々 があります が — 』 

SJ  』 女 は 返事がなかった。 

『エス キリスト はまこと に 有り難い お 方で i 』上， 男 はお もむ ろに 語り 出した。 多分、 僕に 向って 

云って るの だら うと so はれた 。『わたくしどもの 願 ひ を I すべて 聽き 入れ 給 ひまして、 11 わたくし 

ども は 今回 I. また 11 金澤 の、 信仰 上の 故 鄕に歸 ります。』 

女 は 横 を 向いて ゐ る。 

『それ は 結構です、 ね』 と、 僕 は i して n ル た。 あたりの 人々 は、 默 つてた もの も、 話し合って たも 

の も、 Y 切に 僕 等の 方に 注意した。 

僕 も • その 數年 前まで なら、 公衆の 前で 熱心に 耶蘇 敎を說 明す るの を 博らなかった もの だが、 この 

信 g; を^して から は、 實は、 傳道師 を 見る のさへ 馬鹿々々 しい 感じが する の だ。 そこへ 持って 來て、 

KJ の 男 は 誰れ に 物 を 云って るの か 分らなかった。 僕の 方へ は 向いて るが、 對話 か獄. 語 かど ッち とも 分 

ら ないやうな 低い 口調で、 而もう は 目 をして 語って るの だ。  ふ- 

r わたくし は 神 さまの 味方と なって、 熱心に 信仰 を說 きました。 石 井 よし子と 云 ふ 婦人と 共に •  S 心 

に 神 さまの 爲 めに 傅 道 をし ました。 然し 敎會 の會員 はみ な惡 魔の わなに 落ちて しまって、 わたくし ど 

もの 云 ふこと が 分りません。 わたくし まのお^ きな せで、 IJ>r:s^o,^^^^y>. 


たくし ども は 形勢 を：：^ て をり ました。 石 井 よし子さん は 熱心な 婦人で、 その 婦人の 祈 I いに 紳 さまのお 

しるしが あって、 11^ び 金^へ 歸る ことにな り、 け ふ出發 して 來 ました。 よし子さん は 誠に 親切な 人で 

1 うちく  しし 

す。 二人 は 今度 歸り ましたら、 直ぐ 敎會 から 反對者 ども を放遂 して、 a の 敎<|51 に 建て直します。』 

僕 は • もう、 1SK を 相手に して ゐ なかった。 が、 ちょ ッと 思ひ當 りが 出來 たので • それ を £6 いて 見よ 

うと、 女の 樣子 をう かがって ゐた。 

« 'よ 

かの 女が こちら を见 たの をし ほに、 

『あなたが たは： m 松から ぉ乘 りに なった のです か？』 

「え. -0』 不思議 さう にかの がが こちら を 化 直した ので、 僕 もさう 性急に 聽 くので はなかった とリ 5 つた。 

ゆ ふべ、 名 吉屋の 友人のと ころで、 友人 は 語った。 今夜 濱 松で 送別 會が あるので 行く 替で あつたが、 

行かないで よかった と。 これ は 僕が 出しぬ けに 行った こと を歡迎 する 言葉で あつたの だが、 その 送別 

含の 目 あて はこの 夫婦の 爲 めであった らしい。 その 前に • 金澤 耶蘇 敎 徒の 一部に 一 の リグ ィバ 

ルが 起った 時、 一番 熱心な、 であった 傳道師 の、 柳 井 直 次 郞と云 ふ 人が その 熱心と 戀 愛との 混亂 

の爲めに氣^^ひになった。 そして 敎會を 追 ひ 出された が、 その 敎會員 や 他の 特志家 連の 寄附 金で、 濱 

松に鋭！^してゐたところ、 近頃 多少 人並みにな つたので、 同所 を 引き上げさせて、 もとの 敎會の 小 使 
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ひに する ことにな つたと 云 ふこと であった。 

その 柳 井と はこ の 男に 相 遠ない と 思 ふと、 僕 は 一 暦 馬鹿々.々 しくなる と 同時に、 .S 君の 胸のう ちが 

最も 氣の 毒に なった。 沈みが ちに 見えた の も 最も だ、 男が 人に 物 を 云 ひ 出す とかの 女が 橫 を 向く の も 

それが 爲 めだと。 

i9t  ぢょ 

氣が 付く と、 かの 女の 腹 も 大きい やう だ。 そして 立って るい たづら ッ兒 はかの 女の 膝と 膝と を、 矢 

ッ 張り、 度々 割って ねる。 そして また 子が かの 女の 頰に 接吻して 行く 時な ど は、 かの 女の 下の 方は觅 

角 おろそかになる。 

さきに 生れた 子 は 熱心 家の 種であった だら うが、 今度 生れよう として ゐ るの は 氣遠 ひの 兒 ではない 

力？ 

柳 井 氏なる 人が E 分の 妻 を 石 井 よし子 さんと 呼ぶ の は • まだ 籍が這 入って ゐ ない のか * それとも 以 

ちょ 

前からの 習惯 をつ づけた 尊敬の しるし か、 どちらと も 分らない が、 僕 も かの 女 を 石 井 よし子 ，—— 而も 

,0 11 に 退して 考 へたくな つた。 

僕 は、 初めは、 少なから す 男の 方に 遠慮して ゐ たが、 もラ， その 心配 はなくな つた やうな 氣で、 

『金 澤ま では • では、 御 一 緒に 行けます、 ね。』 


話して 亍く うちに、 1^ のお-、 §^の||を過ぎて、 M ゲ i ト ン ネル に 入った。 その 第 I 洞 を 通り 拔 ける 

と、 男 は ぼんやりと 口 を あいて からだ を 傾む け、 目を以 つて 通 ぎた 方 を 追った。 

そのうちに、 笫ニ 洞に 入 .0,、 また 第三 洞 を 過ぎた 。渠は 坐 を 立って、 左右の 各々 一 つの 《を« めた。 

そして 第 四 洞 を 出る と、 また 立って、 からだ を 後ろの 仕切りの 上に 乘り 出させ、 手 を 延ばして、 左右 

兩 方で つの 窓を綺 めた。 その 時、 蕖は 自分の 手 や 袖が 人の あたまに 觸れ ようが、 肩に 當 らうが、 そ 

んな こと は 少しも 返り：： 15- なかった。 が、 渠の 威厳ら しい 顔つきと 無遠慮の 態度と に 恐れ を懷 いたと 見 

え、 §:! はた だ默 して ゐた。 

『暑い、 署ぃ』 と 叫んで、 然し • わざとら しく 扇子 をば たくさせた ものが ある。 

『トンネル は暂 らく 來 ません！』 は ッきリ と 云って、 商人 風の かた 肌ぬ ぎが その そばの 窓 を I つ あけ 

た。 

男 は その 方 を 11 と 云っても、 あいた 窓 を i ジッと 見 SB めて ねたが、 やがて、 顔に は 似合 はない 

ぬるい 聲で、 

『トンネルが 來 ます。』 

r  』 誰れ も應 じなかった。 が、 また 一 つの 窓 を あけた 者が ある。 
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r トンネルが 來 ます。』 

『  』 また、 一 つの 窓が あいた。 

ぽ^ を 過ぎて、 敦賀に 停車した 頃 は、 燒き 付けられる やうな 暑さな ので、 方々 で 暑い くと IW ふ聲 

がする し、 ぁッ ちで もこ ッち でも 扇子 を 使 ふ 音が 烈しく 響いた。 脛 を まくって 腰かけに 坐 わるもの も 

ある。 雨 はだ をぬ いで 爝草を 吹く もの も ある。 そして 什 切り を 二つ 一 二つ 隔てた 一群の" t 商人ら しい も 

の 等まで、 頻りに 僕 等の 方 を ふり 向き ふり 向きして ねた。 

僕の 目 は、 然し、 鬼 角、 例の 子供の 足の 立場に 行った ので、 時.^、 女の 裾の 方から 赤い 縮緬の 切れが 

出る のを兒 たが、 かの 女 も 暑さに 惱ん でね て、 そんな ことに 氣が 付かない 時 もあった。 僕 は それ を 見て 

兑な いふり をしながら、 かの 女と 耶蘇 敎社會 の 人- の 名 を 幕げ て 語り合 ひ、 どこから かかの 女 等の 生活 

の 內容を 少しで も 引き出して 見ようと したが、 かの 女 はさう 云 ふ 方面に は 少しも 返 をし なかった。 

それに、 まさか • もとの 傳道師 が もとの 敎會へ 小 使 をし に歸 ると は、 見知らない 僕に は、 云へ なか 

つたら う。 

汽車が 敦賀 を發 して、 昔、 新田 義貞の 立て 痛った と 云 はれる 山 * のつ づきに かかる と、 いよく ま 

た 金ケ崎 トンネル だ。 


『よろしい では 御座いま せんか』 と、 女 は 低い 》 で龢 へる やうに とめた が • 渠は 耳に も かけなかった 

らしい。 

『トンネルが 來 ます OJ 射う I 心に なって、 自分の 背に 當 つて ゐた 仕切り を 跨ぎ 越えて 行った。 

かの！^ は兒ぬ 振りに なって、 かの 父に つれて、 っッ 立って、 

P トン、 不 V  トン ネレ I と、 おもしろさ うに 云つ てる子 を、 膝の 上に 引きお ろして、 身持ちで 魔が 

り氣眛 になって る 胸の あたりに しッ かりと 抱き締めた。 そして 伏し目が ちに 淚を 浮べた その 樣子を 見 

て、 價も ほろ りと なり かけた ので、 目 を 横に そらせた。 

十一 ケ 所の トンネル のうち、 山中 トンネルの 如き は、 逋 過す るに 少く とも 五六 分 時 はかかった， 

『トンネルが 來 ます。 トンネルが 來 ます」 と 云って、 舆はニ つも 一 二つ もの 什 切りの さきまで も 行き、 

あちらの 窓 を 締めたり、 こちらの を 押さへ. uftv I 前の を 上け た toN、 後ろの を 引いたり —— 烟が這 入 

つて 來 ると、 それ 見よ と 云 はない ばかりに 猫 りで 立ち働く の だが、 トンネル をぬ けて あかるく なると、 

直ぐ また その 恣 々 の がらす 戶は他 の 人 * の S めに 遠慮なく 引き落された。 

それでも， 藥は 一 歷 いこ ぢ になって、 

『トンネルが 來 ます。 トンネルが 來 ます』 と 心配して « らいた。 
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『氣達 ひだ ぜ。』 

『な ァん のこ ッ たい！』 

『は， は、 は、 は ッ！』 

『初めて 分った と 見え、 蕖 Q  5 こ ぢに對 する 皆さ 51 も 張り合 ひが なくなつ たので、 中心 點を有 

しない 社會の やうに、 話しが まちく になって 来た。 

そ でも • 窓が 締まる と、 また それ を 直ぐ あとから あけた 

If も 往生して しまったの だら う、 いくつもの 仕切り を Is ふやう に sa えて、 自分の 席へ 歸 つて 來た。 

『まるで、 牛 見たい だ。』 

『さ- フ、 さ、 遠慮 も 知らん 畜生 ぢ や。』 

『なァ に、 夜 這 ひの 稽古 だら う。』 

『は- は、 i. は ッ！』 

皆 は わざとら しく 笑った。 

僕 は 新うな ると、 蕖を も氣の 毒に なった。 從 つて、 渠の 細君に は ItsI 情の 念が 起った。 或 トン ネ 

ルを 出る と、 突然 僕 等 はちよ ッと 外で は 見られない 美觀， 壯觀の 上 を 通って ねた。 高い ところ を 走る 


り、 海に は 今や 沈まう とする ゆ ふ 日が 大きな 眞ッ 赤の 玉の 如く、 ぼつねんと 浮んで ねた。 きらくと 

•  _ だち 

その 光線の 柱が 海のお もてから 樹立の 上への しあがって 來る やうに 見えた。 

「あ、 • え、 景色 ぢゃ』 と 叫んだ もの も ある。 

『御 iil^ なさい —— あれ を』 と、 僕は下向きになってるかの，^„^に注意した。 

かのお も 1 目は见 たが 寂し い ゑみ を 僕に 見せた 切りで、 また 子供に 目 を 落した。 

『トンネルが 來ま  トンネルが』 と * 男 tr 自分の 席に 返って から も、 ふり 向いて 皆に 注意して 

ゐた。 

r トンネル は、 もう、 來 ません。』 斯う、 僕のと なりに ゐた 人が その 正面の 渠に吿 けた 時、 渠はそ Q 人 

に ふり 返って、 

r さう です かァ』 と、 疑 はし さ、 フに聲 をのろ く 引いて、 n を あけて ゐ た。 

この 時 • 僕は氣 付いた の だが、 渠 の歸 子の 力 は その 向いた 方の 物にし ッ かり 集って ゐ ないやう であ 

つた。 

『トンネルが II トンネルが』 と • 渠 はまた 思 ひ 出した やうに、 時々、 あたり を 見 ま はした。 

もう、 然し- 皆の もの は 水 を 忘れた 如く、 外の 話 をして、 なかには 金澤に 着く と 十二時 頃 だから > 

宿 を 取らないで 女郞 星に 行く 方が 一 舉兩得 だな どと しゃべつ てる もの もあった。 
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然し 僕の 心 は 寧ろ 僕の 正面に ゐる 一 婦人の 胸中 を 忍って、 そこに そそられて ゐた。 それに 久し振り 

で、 ゆ ふべ ー晚を 旅に 寝た ゆるみが、 もり， 每 日の 勤め や、 かの 慣れ クこ になった 自分の 妻子な どの 

こと は 半ば 忘れさせて、 

『どこまで もこの 色の 白い 女に つ いて 行ったら、 きッ とこの 氣違 ひな ど は見棄 てさせる ことが 出来る 

の だが —— 』 と 云 ふやうな 空想に 僕 を 遊ばせて ゐた。 

r  』 かの 女 も、 言葉 はな かく 聽かな いが、 僕が 窓で も 眺めて ゐ ると、 僕の as が ほ をそッ とう 

かがって る ほどの 淡い 親しみ は 持ち出した。 夜に 這 人って、 月が 凉 しく 僕 等 を 一 つ 窓から g 一ら し 初め 

てからの こと だ、 かの 女 は 心細 さう に、 向 ふから 初めて、 僕に 言葉 を かけた、 『十二時に もなります で 

しょうか、 — 向 ふへ つきます の は？」 

『さう でしよう、 ね』 と • 僕 は 答へ て、 旅行 案内 を ひらいた。 そして 北陸 線の 時間割りの ところ を あ 

けて、 かの 女の手に 渡した。 『十 一 時 一 一十 五分と あります が、 この 汽車 はよ く 後れる さう ですから」 

『左 やうで 御座いま すか、 ね？』 じ ッと表 を 見て ゐ たが、 『ありがたう』 と， さし 出した その 手が 顫え 

てゐ るの が 見えた。 

『ステ —シ ヨンへ 着く までのお 近づきでした、 ね。』 斯う 云 ひながら、 僕 は 案内 を 受け取った • 

ちょ 

男 は 僕と かの 女との 顔 を U) くらべて ゐた。 


IT  』 かの 女 はに が 笑 ひ をして から、 の を 兌た。 

『この 男 さへ 無ければ』 と 云 ふやうな ことが、 僕に は考 へられた。 『あなたが たは、 然し、 お宅 かお 知 

り 合 ひが 待って ゐ るので しょう —— 』 

f え、 —— 』 何だか 暖昧な 返事であった 一 I 男と 顔 を 見合 はせ て。 

『わたくし など は- どうしても、 寢てゐ ると ころ を 叩き起しても • 宿 はきめ なければ ならない のです 

から 11 』 

ちょ 

『わたし 達 もどうな りましょう』 と * かの 女 は 3," に 相談す る やうであった。 

『.M ふへ 着いて からの 樣子 だ。』 男 はも ッ たいらし く 云った。 

^は、 何だか、 この 汽車が このまま いつまで もとまつ てれば いい、 または いつまでん 金澤に 着かな 

いやう に定 つてれば いい —— さう すれば、 やがて この 4=f は 僕の 物に ならう にと 思った。 

いよく 目的地に 近づいた 時 は， 他の 人々 も 言葉 少なに なった。 そして 荷物 を 棚から おろした bs、 

帶を 縮め id したり、 客車 中が わさくと し 出した。 

この 男と 女と も 直ぐ 出られる やうに 支度 を あせって、 人の ことな ど は 忘れて しまった やう だ。 そし 

て 僕が 手が るに 客^ を 出る 時、 別れの 言葉 を 云った が、 氣が 付かなかった やう だ。 

昔. 知らない 娘の あと をつ けて、 途中で その 影 を 見失った ことがある — その 時の 心持ちの やうな 
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寂しみ を帶 びて、 僕 は 十二時 少し 過ぎに、 とッ 付きの 宿屋へ 這 入って、 二階の 一室に 案内され た。 ど 

うせ 食事 は濟 んでゐ るの だから、 寢る ばかりの ことにして、 直ぐ 寢 どこ を 取らせ • 寢 まきに 着かへ て 

から、 獨 りで tl;: 燈 11 その 時 瓦斯 も 電氣も 同市に はなかった や 5 だ —— の 光の もとで 卷 煙草 を 一 本 吹 

かして ゐ た。 

すると * ちょこ と 僕の 室 內に這 入って 來 たの は、 例の 男 だ。 脊を かがめて 近づいて 來て、 行^& 

のかけ から 僕の かほ をの ぞいた が、 何とも 云 はないで またち よこ/ \ と あと 戾 りして 行った。 

^も * 渠が窒 を 間違へ たの だら うと 思った から、 ただ そのまま にした。 

『こちらです』 と、 女中の 注意が きこえた。 

やがて 隣室に * け ふ 一 曰 聞き慣れた 子供の 聲 がした。 若し 子どもが 泣き出されで もしたら、 僕の 神 

經には 一 大 禁物. たから、 さきへ 眠る に 如かす と 思って、 撲は 床の 中へ もぐり 込んだ。 

『わたくし』 と 云 ふ 低い ぼやけた 聲が、 暫くす ると、 ふと * ふすま 一 重 を 隔てた 窒 から、 僕の 枕 もと 

に つたつ て 来た、 『腦 病で したら、 あなた 大變 親切に して？. 乂れ ました。』 

『はい』 と • 簡單 に、 小い が 然し 情の 籠った 返事 だ。 僕 は ia^ ぐ かの 女の 五六 ヶ月に なった 大きい E の. 

こと を 思 ひ 浮べた。 

『然し- もう、 よろしい。 これから、 また、 一緒に 神の 道を傳 へます OJ 


「はい。』 

それ、 ノき りしんと して、 話 し^は 一 一階の どこから も聽 えて 来なかった 

俊も勞 れてゐ たので. いつの Si にか 眠りに 入って しまった。 

翌朝 起きてから はッ きりと 考へ ると、 渠 の病氣 がま だ 直って ゐな いの を 知って るの は 藥の妻 だけら 

しい。 そして その 病 氣が氣 違 ひ 病で ある こと は、 渠 自身 は 初めから 知って ゐ ない らしい。 小 使 ひに な 

る 身で ありながら、 きの ふは餘 ほど 確信 ある やうに 『反 對者等 を 追 ひ 出して しまう』 と 語った。 ゆ ふ 

ベ はまた 『一緒に 祌 の^を 傳 へる』 と 云って た。 そして 渠は 汽車の 進行 中 トンネル 狂であった。 

僕 は 隣室よりも 後れて 朝飯 を 喰 ひながら も • 矢ッ 張り、 その 細君の 胸中が 忍 ひ 切れな 力った 

いよく 出發 となって、 S 等 は 下へ おりて 行った ので、 僕 は 二階から そッ との ぞいて ゐ ると、 二 S 

の 人力 取で、 さきのに 男 は 無器用に ぼんやりした からだ を 乘せ、 あとから のに 肉 づきの いい 白い 女が 

相變ら す-憂 ひ を帶び て從 つて 行く。 

僕はかの^？^だけを呼とめて、 何だか、 しんみりと 心からの 慰めと 別な 生活に 入る 手立てと を へて 

やりたい 氣 がした。 が、 自分 も矢ッ 張り 小 使 ひと 大して 違 ひの ない、 I 府 廳の慷 ひの 身で あるのに 思 

ひ 付いて、 そんた 考 へを即 坐に^ 念した と M 時に • またい つもの やう に^の 中が いやにな つた 
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